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＜参考＞

１．国際標準との関連

　 (1) 　本標準は、ITU-T 勧告(1993 年 3 月)に準拠し、1998 年 5 月の ITU-T SG11 会合において承認され

た同勧告への変更分に準拠したものである。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

　 (1) 　ITU-T 勧告 Q.931 におけるオプション項目のうち、TTC 標準として選択をおこなったものは以下

の項目である。（括弧内は対応する章および節番号である）

　　 (A)　一次群速度インタフェースにおける呼番号は２オクテットを標準とする。

　一次群速度インタフェースにおける呼番号は、網のオプションとして、１または２オクテット

で送出することになっているが、もともと２オクテットの呼番号値のサポートは必須であるため、

１種類に統一する。（4.3）

　　 (B)　発呼手順は一括発呼手順を標準とし、分割発呼手順を非標準とする。

　基本的な手順として一括発呼手順があり、この機能があれば分割発呼手順の機能は含まれるた

め、１種類に統一する。（5.1.3）

　　 (C)　着呼手順は一括着呼手順を標準とし、分割着呼手順を非標準とする。

　日本国内では固定番号計画を採用しており、一括着呼が可能である。また、基本手順である一

括着呼手順は分割着呼手順の機能をすべて含んでいるため、一括着呼手順を標準とする。(5.2.4)

　　 (D)　パケット通信手順におけるＤチャネルの SAPI=16 リンクを用いた着呼提供を非標準とする。

（6.2.2.3）

　SAPI=16 リンクを用いた手順は暫定的なものであり、必要性が認められないと判断し、SAPI=0

を用いた手順を標準とする。なお、ITU-T 勧告 Q.931 には、SAPI=16 を用いた手順をインプリメ

ントしている端末は、ポータビリテイの観点から、必ず SAPI=0 手順をもインプリメントする必

要性があると規定されている。

　 (2) 　ITU-T 勧告 Q.931 におけるオプション項目に対して、TTC 標準として検討を行ったものにつき、

上記(1)以外の結論を表１に示す。

　 (3) 　本標準には、本文の内容を補足するための補遺がある。

　 (4) 　JPEG 方式による静止画映像伝送装置の端末識別(JJ-41.10)のために高位レイヤ整合性情報に国内

標準用の高位レイヤ特性識別を規定している。

　 (5) 　異速度ディジタル網(PHS 等)との JT-I460 速度整合による相互接続のために、ユーザ・ユーザの

通信可能性確認手順における伝達能力情報要素(BC)と低位レイヤ整合性情報要素(LLC)のレイヤ１

プロトコル、及びユーザ速度の解釈を付属資料 B 及び付属資料 I に既定している。

　　 (注) PHS とは電波産業会(ARIB)が制定する｢第二世代コードレス電話システムの無線区間インタ

フェース(STD-28)｣を用いる第二世代コードレス電話システムのことを指す。

　 (6) 　ユーザ・ユーザ情報要素のプロトコル識別子に、国内向けサービスのために、国内用コードポイ

ントを規定している。
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３．改版の履歴 

 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版 １９８７年 ４月２８日 制  定 

第 1.1版 １９８７年 ９月２１日 4.5.12節  理由表示〔Cause 〕の一部を修正 

第 1.2版 １９８７年１２月１５日 4.5節  他の情報要素の一部を補正として変更 

第２版 

 

１９８８年 ５月３１日 

 

対応する国際標準の標準化作業進展による修正。 

TTC標準としてのオプション項目の明確化。 

第 2.1版 １９８８年 ７月２８日 ４、５章並びに付属資料Ｇの一部を修正 

第３版 

 

 

１９８９年 ４月２８日 

 

 

修正および補正による一部訂正。 

対応する国際標準の標準化作業進展による修正と 

あわせ表現方法等の見直しによる修正。 

第４版 １９８９年１１月２９日 補正による改版 

第５版 １９９１年 ４月２６日 JT-Q955制定に伴う追加及び表現の適正化 

第６版 １９９３年 ４月２７日 対応する国際標準の正式制定に伴う修正 

第７版 １９９６年 ４月２４日 異速度ディジタル網(PHS 等)との JT-I460 速度整合によ

る相互接続を行う手順のための修正 

第 7.1版 １９９６年 ９月１０日 図 4-25/JT-Q931の誤記修正 

第８版 １９９８年１１月２６日 対応する国際標準の改版に伴う修正、及びユーザ・

ユーザ情報要素のプロトコル識別子に国内用コードポ

イントを予約。 

第９版 １９９９年 ４月２２日 ユーザ・ユーザ情報要素のプロトコル識別子に国内用

コードポイントを付与。 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．注意事項 

 本標準の利用に当たっては、以下の点に十分な注意が必要である。 

  (1)  TTC標準としてのその他のオプションの明確化は今後の課題である。 

  (2)  本標準は、ISDN のユーザ・網インタフェースの内、レイヤ３について規定するものであるが、こ

の規定の全てをユーザ・網インタフェースにおいて提供することを強制しているわけではない。 

  (3)  本標準に示されているコーディングには、TTC 標準に含まれないサービスに関するものも含まれ

ている。これらは、もし、このサービスが認められた場合、このコードが割当られることを示して

いる。 

従って、実際の適用に際しては、他の TTC標準との整合に注意が必要である。 

（例えば、勧告 G.711 Ａ－ｌａｗ等）  

  (4)  ITU-T 勧告にはあるが、TTC 標準では非標準の扱いとなっているものについては、参考において

その旨明記しているが、非標準となったものの技術的内容を周知させるためにも、国際標準と対比

した場合の章建てや図表番号の食い違いあるいは欠番を避けるためにも、TTC 標準では非標準であ

ることをそれぞれの部分に付記して、そのまま本文等に残してある。たとえば、〔分割発呼は、TTC
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標準では非標準である。〕と付記する。 

  (5)  文献の参照に関しては、TTC 標準のあるものは、たとえば JT-Q931 の様に表記し、TTC 標準化さ

れていないものについては、元の国際標準の番号を記述している。但し、国際標準の内容の一部を

除いたり、変更したり、追加したりして、TTC 標準を作成している場合もあるので、形式的な番号

の置き換えが厳密にはできないものもあるので注意されたい。 

  (6)  パケット交換に関しては、「X.25」をパケット交換の方式名称として一般的に用いている場合が

あり、標準番号とは異なる。この様なものについては「JT-X25」ではなく、「X.25」と記述してい

る。 

  (7)  JT-Q931 で使用する呼切断復旧用メッセージとは、章 3.1 の回線交換モード接続制御用メッセージ

中の呼切断用メッセージで使用する「切断」（DISConnect) メッセージと、呼復旧用メッセージで使

用する「解放」(RELease) メッセージ、及び「解放完了」(RELease COMPlete)メッセージの総称とし

て使用する。 

 切断及び復旧の用語は、従来からの回線交換サービスでも使用しているが、回線交換サービスで

使用する切断・復旧の意味と JT-Q931で使用する切断・復旧の意味は次のように異なる。 

 回線交換サービスの切断は DCE 側からのクリアーであり、復旧は DTE 側からのクリアーである。

つまり、クリアーの方向により切断と復旧を使い分けている。 

 一方 JT-Q931 では、メッセージの方向とは関係なく呼切断用メッセージは「切断」メッセージを

示し、呼復旧用メッセージは「解放」メッセージ及び「解放完了」メッセージを示す。（5.3参照） 

  (8)  標準 JT-X25には、84年版以前の仕様を記述した JT-X25と、88年版の仕様を記述した JT-X25(88)

の２つの標準がある。本標準内で JT-X25を参照する場合の記述法は以下のとおりである。 

 

 

 

 

標準 JT-X25 と JT-X25(88)の両方を参照する

（明確に区別していない）場合 

（標準）JT-X25 

 

 

 標準 JT-X25(88)を指す場合 （標準）JT-X25(88) 

 

  (9)  「初期設定」(REST)メッセージ受信時の X.25 バーチャルコールおよびパーマネントバーチャル

サーキットの取扱いは、対応する勧告内に矛盾があり、ITU-T で検討中である。今後 ITU-T の検討

の進捗に合わせて本標準の適正化を図る予定である。 

［関連する節番号］ 

節 5.5.2、節 6.4.1、節 6.4.4.2、付図Ⅱ-14/JT-Q931 

 (10)  コーディング標準として国内標準を設定した情報要素を用いる端末は、国際接続の際はその情報

要素を用いない等の注意が必要である。 
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オプション項目の一覧（１／11）

項番 項　　　目 選　　択　　肢 備　　　考

（本文該当箇所） 網 ユーザ

１

提供する 転送する／しない 網はユーザが転送した場合は

処理すること

「応答」メッセージに対する

「応答確認」メッセージの転

送 (5.1.8) 提供しない ＿＿

２

「繰り返し表示」情報要素の

提供

提供する 利用する／しない

 (3.1.1.4) 提供しない ＿＿

３

「経過識別子」情報要素の提

供

提供する 利用する／しない 「経過表示」メッセージに含

まれる場合は必須

 (3.1 ～3.2) 提供しない ＿＿

４

「付加情報」メッセージの提

供

提供する 利用する／しない

 (3.1.8, 3.3.6) 提供しない ＿＿

５

「チャネル識別子」情報要素

の設定

設定する 利用する／しない 必須の場合有り (本文参照)

 (3.1 ～3.3) 設定しない 〃

「表示」情報要素の提供 提供する ＿＿

６  (3.1 ～3.3)
提供しない ＿＿

７

「送信完了」情報要素の提供

 (3.1.14，3.3.9，5.2.1)
提供する 利用する／しない

提供しない ＿＿

８

「解放」、「解放完了」メッ

セージの「理由表示」情報要

設定する 利用する／しない 必須の場合有り (本文参照）

素の設定 (3.1 ～3.3) 設定しない 〃

９

「キーパッドファシリティ｣

情報要素の提供

提供する 利用する／しない

 (3.1.8, 3.1.14, 3.3.6,
 3.3.9, 5.1.1)

提供しない ＿＿

１０

「発サブアドレス」情報要素

の提供

提供する 利用する／しない

 (3.1.14, 3.3.9) 提供しない ＿＿

１１

「着サブアドレス」情報要素

の提供

提供する 利用する／しない

 (3.1.14, 3.3.9) 提供しない ＿＿

１２

「低位レイヤ整合性」情報要

素の提供

提供する 利用する／しない

 (3.1.14, 3.3.9) 提供しない ＿＿

１３

「高位レイヤ整合性」情報要

素の提供

提供する 利用する／しない

 (3.1.14, 3.3.9) 提供しない ＿＿
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オプション項目の一覧（２／11）

項番 項　　　目 選　　択　　肢 備　　　考

（本文該当箇所） 網 ユーザ

１４

「中継網選択」情報要素の提

供

提供する 利用する／しない

 (3.1.14, 3.3.9) 提供しない ＿＿

１５

「情報速度」情報要素の提供

（3.2.9)
提供する 利用する／しない

提供しない ＿＿

１６

「エンド・エンド中継遅延｣

情報要素の提供

提供する 利用する／しない

（3.2.9) 提供しない ＿＿

１７

「中継遅延選択表示」情報要

素の提供

提供する 利用する／しない

 (3.2.9) 提供しない ＿＿

１８

「パケットレイヤバイナリー

パラメータ」情報要素の提供

提供する 利用する／しない

(3.2.9) 提供しない ＿＿

１９

「パケットレイヤウィンドウ

サイズ」情報要素の提供

提供する 利用する／しない

 (3.2.9) 提供しない ＿＿

２０

「パケットサイズ」情報要素

の提供

提供する 利用する／しない

 (3.2.9) 提供しない ＿＿

２１

「転送元番号」情報要素の提

供

提供する 利用する／しない

 (3.2.9) 提供しない ＿＿

２２

「着番号」情報要素の提供

 (3.3.9)
提供する 利用する／しない

提供しない 〃

２３

「網特有ファシリティ」情報

要素の提供

提供する 利用する／しない

 (3.3.9) 提供しない ＿＿

２４

「発番号」情報要素の提供

 (3.3.9)
提供する 利用する／しない

提供しない 〃

２５

表示情報要素の最大長

 (3, 4.5.1 表 4-3, 4.5.16)
34 オクテット 最大 34 オクテット

82 オクテット 最大 34／82 ｵｸﾃｯﾄ

２６

ユーザ・ユーザ情報要素の

最大長

131 オクテット 最大 131 オクテット 131 オクテットが望ましい

 (4.5.1 表 4-3, 4.5.30) 35 オクテット 最大 35 オクテット

２７

「シグナル」情報要素の提供

 (3, 4.5.28)
提供する 利用する／しない

  提供しない ＿＿
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オプション項目の一覧（３／11）

項番 項　　　　目 選　　択　　肢 備　　　　考

（本文該当箇所） 網 ユーザ

２８
一次群インタフェースでの呼
番号値

１オクテットをサ
ポートする

１オクテットをサ
ポートする

TTC としては、２オクテット
を標準とする

 (4.3) １オクテットをサ
ポートしない

１オクテットをサ
ポートしない

２９
ダミー呼番号
 (4.3)

提供する 利用する／しない スティミュラス手順サービス
の有無による

提供しない ＿＿

３０
チャネル識別子情報要素の最
大長

サービス条件によ
る

＿＿

 (4.5.1 表 4-3, 4.5.13)

３１
網特有ファシリティの最大長
 (4.5.1 表 4-3, 4.5.21)

サービス条件によ
る

＿＿

３２
発番号情報要素の最大長
 (4.5.1 表 4-3, 4.5.10)

サービス条件によ
る

＿＿

３３
着番号情報要素の最大長
 (4.5.1 表 4-3, 4.5.8)

サービス条件によ
る

＿＿

３４
転送元番号情報要素の最大長
 (4.5.1 表 4-3, 4.6.7)

サービス条件によ
る

＿＿

３５
中継網選択情報要素の最大長
 (4.5.1 表 4-3, 4.5.29)

サービス条件によ
る

＿＿

３６
チャネル番号 チャネル番号チャネル識別子内での一次群

速度インタフェースのチャネ
ル指定（4.5.13) スロットマップ スロットマップ

３７
「分割メッセージ」情報要素
の提供

提供する 利用する／しない

 (4.5.26, 付属資料Ｈ） 提供しない ＿＿

３８
シグナル情報要素のシグナル
値＝呼出オン－パターン

サービス条件によ
る

＿＿

０～７の呼出しパターン
（4.5.28)

３９
付加サービス情報要素内の
「日時」情報要素の時刻表示

情報要素を提供し
ない

＿＿

（4.6.1)

ローカルタイムの
時刻表示を提供す

利用する

る 利用しない

世界標準時の時刻
表示を提供する

利用する

利用しない
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オプション項目の一覧（４／11）

項番 項　　　　目 選　　択　　肢 備　　　考

（本文該当箇所） 網 ユーザ

４０

ユーザ側における使用中チャ

ネルの監視機能 ＿＿

使用する

 (5.1.1) 使用しない

４１

データリンクコネクションの

保持

提供する 利用する／しない

 (5.2) 提供しない ＿＿

４２

着呼を無視する

＿＿

「呼設定」メッセージを受信

したユーザが不整合と判断し

た場合の動作

 (5.2.2 )
理由表示＃88 を含

めた「解放完了」

メッセージを送出

４３

送出する 利用する／しない「呼設定」メッセージで網は

「チャネルなし」のチャネル

識別子を送出しうる (5.2.3) 送出しない ＿＿

４４

提供する 転送する／しない 網はユーザが転送した場合は

処理すること

「呼設定」メッセージに対す

る「呼設定受付」メッセージ

の転送 (5.2.5.1) 提供しない ＿＿

４５

「呼出」メッセージが既に送

出されている場合の「応答」

メッセージに含まれる情報

網はいずれでも処

理すること

呼番号のみ

（5.2.7) 他の情報も含む

４６

網はいずれでも処

理すること

送出する「呼設定」メッセージに表示

されたＢチャネルを使って呼

を受け付けることができて、

ユーザ呼出通知が必要ない場

合、「呼出」メッセージを先

に送出せずに「応答」メッ

セージを送出（5.2.7)

送出しない

４７

＿＿

接続するポイント・ポイントデータリ

ンクにより「呼設定」メッ

セージ受信時、チャネル選択

が完結しだいＢチャネルを接

続する（5.2.8)
接続しない

４８

第２の理由表示情報要素とし

て理由表示“＃１０２”の送出

送出する 送出する／しない

(5.3.3, 5.3.4.1, 5.3.4.2) 送出しない ＿＿

４９

保守状態にあるＢチャネルに

初期設定手順を用いる

提供する 使用する／しない

 (5.3.3, 5.3.4.3, 5.5) 提供しない ＿＿

５０

経過内容＃８を含んだ「切

断」メッセージ受信時、Ｂ

チャネルを保持し、「切断

通 知 」 状 態 に 遷 移 す る

(5.3.4.1)

＿＿

Ｂチャネルを維持

する

Ｂチャネルを切断

する
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オプション項目の一覧（５／11）

項番 項　　　　目 選　　択　　肢 備　　　考

（本文該当箇所） 網 ユーザ

５１

初期設定手順の提供

 (5.5)
提供する 提供する／しない 網のプロトコル条件による。

ただし、以下の２条件が満た

された場合は提供必須

①ユーザ・網ともにインタ

フェース構成を知ってお

り、かつ

提供しない

＿＿

②インタフェースが基本アク

セスでかつポイント・ポイ

ント構成または、一次群ア

クセスである

５２

中断・再開時の呼識別

 (5.6.1) ＿＿

提供する

提供しない

５３

アクセス情報要素（ex. ユー

ザ・ユーザ情報、着サブアド

レス) の最大長オーバ

 (5.8.7.2)

理由表示＃43“ア

クセス情報廃棄”

を 含 む 「 状 態 表

示」メッセージを

返す

＿＿

アクセス情報要素

を最大長に切り詰

めて処理続行

５４

送出する 送出する／しない これらのメッセージ受信時の

処理機能は必須

レイヤ２再設定時の同位エン

ティティに対する呼状態確認

のための「状態表示」・「状

態問合せ」・「切断」メッ

セージ（5.8.9)
送出しない 送出する／しない

５５

データリンク障害に対する

ユーザ側データリンク再設定

（5.8.9) ＿＿

通信中の呼に対し

データリンクを再

設定する

データリンクを再設定するな

らば、タイマ T309 が必要

通信中の呼に対し

データリンクを再

設定しない

５６

状態不一致を通知する「状態

表示」メッセージを受信時の

処理

 (5.8.11)

理由表示＃１０１

“ 呼 状 態 と メ ッ

セージ不一致”を

伴って呼を切断復

旧する

理由表示＃１０１

“ 呼 状 態 と メ ッ

セージ不一致”を

伴って呼を切断復

旧する

呼状態の不一致か

らの回復を行う為

の適当な動作をと

る

呼状態の不一致か

らの回復を行う為

の適当な動作をと

る

同　　上
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オプション項目の一覧（６／11）

項番 項　　　　目 選　　択　　肢 備　　　考

（本文該当箇所） 網 ユーザ

５７

順序誤りの情報要素受信時の

動作

順序誤りの情報要

素を無視する

順序誤りの情報要

素を無視する

 (5.8.5.1) 正常に処理する

正常に処理する 同　　上

５８

NT2 によって理解できない理

由表示値、生成源コード、診

断情報を含むメッセージを受

信した場合の処理

 (5.8.6.2 注) ＿＿

理由表示＃１００

“情報要素の内容

が無効”を伴った

「解放」メッセー

ジを送信し、理由

表示＃31“その他

の正常クラス”を

他のエンティティ

に渡す

＿＿

受信した理由表示

を 他 の エ ン テ ィ

ティに渡す

送信する「解放」メッセージ

の理由表示は NT2 のインプ

リメンテーションによる

５９

「状態表示」メッ

セージを返送する

「状態表示」メッ

セージを返送する

／しない

“理解する必要性あり”と

コード化されていない認識さ

れない情報要素を持ち、メッ

セージ種別が「切断」、

「解放」、「解放完了」メッ

セージ以外のメッセージを受

信した場合の処理

 (5.8.7.1)

「状態表示」メッ

セージを返送しな

い

「状態表示」メッ

セージを返送する

／しない

６０

無効な内容を持つ１つ以上の

非必須情報要素を持つメッ

セージを受信した場合の処理

「状態表示」メッ

セージを返送する

「状態表示」メッ

セージを返送する

／しない

 (5.8.7.2) 「状態表示」メッ

セージを返送しな

い

「状態表示」メッ

セージを返送する

／しない

６１

NT2 によって理解できない理

由表示値、生成源コード、診

断情報を含むメッセージを受

信した場合の処理

 (5.8.7.2 注)
＿＿

理由表示＃１００

“情報要素の内容

が無効”を伴った

「状態表示」メッ

セージを送信し、

情報要素を廃棄す

る

＿＿

「状態表示」メッ

セ ー ジ を 送 信 せ

ず、情報要素を廃

棄する

＿＿

「状態表示」メッ

セ ー ジ を 送 信 せ

ず、情報要素を廃

棄しない
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オプション項目の一覧（７／11）

項番 項　　　　目 選　　択　　肢 備　　　考

（本文該当箇所） 網 ユーザ

６２

状態は一致しているが状態表

示」メッセージが理由表示

（＃96、＃97、＃99、＃100)
を含む場合の切断復旧以外の

回復手順 (5.8.11)

特に規定しない 特に規定しない 詳細に規定できうるか今後の

検討とする

６３

伝達能力の選択手順

 (5.11)
提供する 利用する／しない

提供しない ＿＿

６４

高位レイヤ整合性選択手順

 (5.12)
提供する 利用する／しない

提供しない ＿＿

６５

「伝達能力」情報

要素を含める

フォールバックを許容されて

いる「呼設定」メッセージを

受信し、最低の優先順位の伝

達能力を受け付ける場合の

「応答」メッセージの送信

 (5.11.2.1)

＿＿

「伝達能力」情報

要素を含めない

６６

＿＿

「高位レイヤ整合

性」情報要素を含

める

フォールバックを許容されて

いる「呼設定」メッセージを

受信し、最低の優先順位の高

位レイヤ整合性を受け付ける

場合の「応答」メッセージの

送信

 (5.12.2.1)

「高位レイヤ整合

性」情報要素を含

めない

６７

パケット交換設備へのアクセ

ス方法

ケースＡ

(PSPDN ｻｰﾋﾞｽ) ＿＿

JT-X31 にも記載

 (6) ケースＢ

(ISDN ﾊﾞｰﾁｬﾙｻｰｷｯﾄ
ｻｰﾋﾞｽ)

６８

コネクション種別の提供

 (6)
半固定コネクショ

ン ＿＿

JT-X31 にも記載

交換形コネクショ

ン

６９

ケースＢで、PH へのアクセ

スコネクションに用いるチャ

Ｂチャネル

＿＿

ケースＢの場合

ネル種別の提供

 (6)
Ｄチャネル

７０

半固定コネクション種別の提

供

 (6)

物理レイヤによる

半固定コネクショ

ン

＿＿

JT-X31 にも記載

物 理 レ イ ヤ 及 び

データリンクレイ

ヤによる半固定コ

ネクション
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オプション項目の一覧（８／11）

項番 項　　　　目 選　　択　　肢 備　　　考

（本文該当箇所） 網 ユーザ

７１

AU へのコネクションの提供

方法

 (6.1.1)

呼設定情報(AU の

識別番号、中継網

選択等)
＿＿

ケースＡの場合

JT-X31 にも記載

加入時の合意

７２

「応答確認」メッセージを発

信ユーザから網へ転送

提供する 転送する／しない JT-X31 にも記載

 (3.2.4, 6.1.2.1) 提供しない ＿＿

７３

着呼提供時のチャネル選択

 (6.2.2.3.1)
提供する

＿＿

ケースＢの場合

提供しない

７４

着呼パケット内情報要素の呼

設定 (SETUP) メッセージへ

提供する

＿＿

ケースＢの場合

のマッピング

 (6.2.2.3.2)
提供しない

７５

着呼提供手順なしのチャネル

選択

提供する

＿＿

ケースＢの場合

 (6.2.2.3.3) 提供しない

７６

バーチャルコール設定・解放

手順における X.32 端末識別

必要

＿＿

JT-X31 にも記載

手順

 (6.3)
不要

７７

ア ク セ ス コ ネ ク

ションを即切断復

旧

条件付き通知クラスにおける

早切りの場合、肯定的に応答

した端末  (アクセスコネク

ション) への動作

 (6.4.3)
ア ク セ ス コ ネ ク

シ ョ ン を 確 立 さ

せ、T320 をスター

ト

＿＿

ケースＢの場合

JT-X31 にも記載

７８

Q.931 メッセージから X.25 切

断指示パケットへの理由表示

のマッピング

 (6.4.3)

診断符号＃０“追

加情報無し”を伴

う 切 断 原 因 ＃ ０

“DTE 復旧”を用

いる

表 6-5/JT-Q931 に従

い対応する X.25 理

由表示を用いる

７９

AU における理由表示／切断

原因間のマッピングの提供

6.4.4.2 節に従う

＿＿

ケースＡの場合

JT-X31 にも記載

 (6.4.4.1) 6.4.4.2 節に従わな

い
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オプション項目の一覧（９／11）

項番 項　　　　目 選　　択　　肢 備　　　考

（本文該当箇所） 網 ユーザ

８０

提供するX.25 切断原因を Q.931 へ変換

する場合、Q.931 理由表示の

オクテット３ａで「X.25」を

表示し、オクテット４－５を

X.25 に従ってコーディング

する方法

 (6.4.4.2)

提供しない ＿＿

ケースＢの場合

JT-X31 にも記載

８１

ユーザ・ユーザ信号付加サー

ビス

サービスを提供し

ない

＿＿

 (7.1.1) サービス１、２お

よび３の１つだけ

又は組合せで提供

利用する／しない

８２

回線交換モードマルチレート

(64kbps ベースレート)
提供する 利用する／しない

 (8) 提供しない ＿＿

８３

マルチレート呼に対するチャ

ネル割当方法

連続チャネル割当

て

連続チャネル割当

て

 (8.1.2,8.2.2) 非連続チャネル割

当て

非連続チャネル割

当て

８４

タイマ T306
 (9.1 表 9-1)

インプリメントす

る ＿＿

インプリメントし

ない

インバンドトーン／アナウン

スが供給されている場合は必

須

８５

タイマ T314
 (9.1 表 9-1)

インプリメントす

る ＿＿

メッセージ分割手順 (付属資

料Ｋ) の場合は必須

インプリメントし

ない

８６

タイマ T316
 (9.1 表 9-1)

インプリメントす

る ＿＿

インプリメントし

ない

初期設定手順(5.5) がインプ

リメントされている場合は必

須

８７

タイマ T317
 (9.1 表 9-1)

インプリメントす

る ＿＿

インプリメントし

ない

初期設定手順(5.5) がインプ

リメントされている場合は必

須

８８

タイマ T320
 (9.1 表 9-1)

インプリメントす

る ＿＿

パケット通信のケースＢの場

合

インプリメントし

ない
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オプション項目の一覧（10／11）

項番 項　　　目 選　　択　　肢 備　　　考

（本文該当箇所） 網 ユーザ

８９

タイマ T321
 (9.1 表 9-1)

インプリメントす

る ＿＿

インプリメントし

ない

Ｄチャネルバックアップ手順

(付属資料Ｆ) がインプリメン

トされている場合は必須

９０

タイマ T322
 (9.1 表 9-1)

インプリメントす

る ＿＿

インプリメントし

ない

状態問合手順  (5.8.10) がイ

ンプリメントされている場合

は必須

９１

タイマ T301
 (9.2 表 9-2) ＿＿

インプリメントす

る

インプリメントし

ない

対称な呼の運用に関する拡張

(付属資料Ｄ) がインプリメン

トされている場合は必須

９２

タイマ T303
 (9.2 表 9-2) ＿＿

インプリメントす

る

インプリメントし

ない

対称な呼の運用に関する拡張

(付属資料Ｄ) がインプリメン

トされている場合は必須

９３

タイマ T309
 (9.2 表 9-2) ＿＿

インプリメントす

る

インプリメントし

ない

９４

タイマ T310
 (9.2 表 9-2) ＿＿

インプリメントす

る

インプリメントし

ない

対称な呼の運用に関する拡張

(付属資料Ｄ) がインプリメン

トされている場合は必須

９５

タイマ T314
 (9.2 表 9-2) ＿＿

インプリメントす

る

インプリメントし

ない

メッセージ分割手順 (付属資

料Ｈ) がインプリメントされ

ている場合は必須

９６

タイマ T316
（9.2 表 9-2) ＿＿

インプリメントす

る

インプリメントし

ない

初期設定手順(5.5) がインプ

リメントされている場合は必

須

９７

タイマ T317
（9.2 表 9-2) ＿＿

インプリメントす

る

インプリメントし

ない

初期設定手順(5.5) がインプ

リメントされている場合は必

須

９８

タイマ T318
（9.2 表 9-2) ＿＿

インプリメントす

る

インプリメントし

ない

中断再開手順(5.6) がインプ

リメントされている場合は必

須
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オプション項目の一覧（11／11）

項番 項　　　　目 選　　択　　肢 備　　　考

（本文該当箇所） 網 ユーザ

９９

タイマ T319
（9.2 表 9-2) ＿＿

インプリメントす

る

インプリメントし

ない

中断再開手順(5.6) がインプ

リメントされている場合は必

須

100
タイマ T321
（9.2 表 9-2) ＿＿

インプリメントす

る

インプリメントし

ない

Ｄチャネルバックアップ手順

（付属資料Ｆ）がインプリメ

ントされている場合は必須

101
タイマ T322
（9.2 表 9-2) ＿＿

インプリメントす

る

インプリメントし

ない

状態問合手順（5.8.10) がイ

ンプリメントされている場合

は必須

102
中断網選択

（付属資料Ｃ）

提供する 利用する／しない

提供しない ＿＿

103
対称な呼の運用に関する拡張

（付属資料Ｄ）

提供する 利用する／しない

提供しない ＿＿

104
網特有ファシリティ選択

（付属資料Ｅ）

提供する 利用する／しない

提供しない ＿＿

105
低位レイヤ整合性交渉（アウ

トバンド交渉）の提供

提供する 利用する／しない

（３，付属資料Ｊ） 提供しない ＿＿

106
ユーザ間で行われる低位レイ

ヤ属性の交渉手順

アウトバンド交渉

を提供する

交渉しない

（付属資料Ｊ．４） アウトバンドで交

渉

インバンドで交渉

インバンドあるい

はアウトバンドの

いずれかで交渉

アウトバンド交渉

を提供しない

交渉しない

インバンドで交渉

107
応答受信以前のベアラコネク

ション設定手順の提供

（付属資料Ｋ．２）

着側インタフェー

スでのチャネル交

渉成立時

利用する／しない

インバンド情報提

供指示を含むメッ

セージ受信時

利用する／しない

提供しない ＿＿
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１．概　要

　本標準は ISDN ユーザ・網インタフェースにおけるネットワークコネクションの設定、維持および切断復

旧の手順について規定する。これらの手順は基本インタフェース構造、および一次群インタフェース構造

におけるＤチャネルを介して交換されるメッセージに関して規定される。このプロトコルの機能、手順お

よび他のレイヤとの関係は、その概要が標準 JT-Q930 に記述されている。

　本標準は、Ｄチャネルでの呼制御に必要な特質、手順およびメッセージを規定することを目的としてい

る。しかし、手順の詳細については、まだいくつか規定されてないものがあり、それらは今後の検討課題

である。

1.1　標準の範囲

　本標準で現時点で記述されている手順は、回線交換コネクションの制御、ユーザ信号ベアラサービスお

よびパケット交換接続制御のためのものである。Ｄチャネル上での他のメッセージ情報の転送は今後の検

討課題であり、関連標準に含まれる予定である。

（注１）レイヤ３という用語は、本標準（標準 JT-Q930 を参照）に記述されている機能とプロトコルに適

用される。データリンクおよびレイヤ２という用語は、レイヤ３のすぐ下のレイヤに対して同じ

意味で適用される。

（注２）機能とプロトコルについて OSI ネットワークレイヤとの整合をとることは、今後の検討課題であ

る。

1.2　インタフェース構造への適用

　レイヤ３の手順は標準 JT-I412 で規定されるインタフェース構造に適用され、レイヤ２の機能とサービス

を利用する。非確認形情報伝送サービスは、節 5.2 に述べられている様に、ポイント・マルチポイント動作

が提供され、レイヤ３により使用される。

　レイヤ３の手順は標準 JT-Q921 で定義されるプリミティブを用いてレイヤ２のサービスを要求したり、

レイヤ２からの情報を受信する。これらのプリミティブはプロトコルレイヤ間の通信を示すのに用いられ

るが、インプリメンテーションを規定するものではない。

２．呼制御の概説

　本標準に於いて“着信”および“発信”の記述は、インタフェースのユーザ側から見た呼についての記

述である。

　本節では、節 2.1 に回線交換呼（呼状態）を、節 2.2 にパケットモードアクセス接続（アクセス接続状態）

を、節 2.3 に一時信号接続（呼状態）を、そして節 2.4 にインタフェース（グローバル呼番号状態）の状態

を規定する。

　本節では、個々の呼の基本的な呼制御状態を規定する。これらの規定は、インタフェース自体の状態、

接続されている機器の状態、Ｄチャネルの状態あるいはＤチャネル上のシグナリングに用いる論理リンク

の状態には適用するものではない。何故なら、ユーザ・網インタフェースにおいては、複数の呼が同時に

存在するだろうし、それぞれの呼は各々異なる状態にあり、インタフェース自体の状態も明白に規定でき

ないからである。

（注）新しい手順が開発された場合、状態や SDL 図が追加定義されうる。



ＪＴ－Ｑ９３１ - 2 -

　呼制御手順の詳細は、５、６、７および８章に記述されている。その詳細は３章で規定されているユー

ザ・網インタフェースを介して転送されるメッセージ列や、ユーザ側と網側における情報の処理と動作の

見地から記述されている。

　回線交換呼の呼制御の概略 SDL 図および詳細 SDL 図は付属資料Ａに示されている。

　本標準はＢチャネルに関するものを規定する。Ｈチャネルを使用するサービスでは、Ｂチャネルに関す

る規定は適切なＨチャネルに対する規定として解釈すべきである。そのようなサービスを行うための、そ

の他の規定の拡張は今後の検討を必要とする可能性がある。

2.1　回線交換呼

　本節では回線交換呼の基本的な呼制御状態を規定する。呼制御の手順は、５章に記述されている。付属

資料Ｄは、対称なシグナリングを許すオプションの手順（基本手順の拡張に関する）および、それらの状

態を規定している。

2.1.1　インタフェースのユーザ側における呼の状態

ユーザ・網インタフェースのユーザ側の呼の状態を本節で規定する。

2.1.1.1　空（U0）〔Null〕

　呼が存在しない状態。

2.1.1.2　発呼（U1） 〔Call Initiated〕

　発信側の状態。ユーザが網へ呼設定を要求した状態。

2.1.1.3　分割発呼（U2） 〔Overlap Sending〕

　発信側の状態。分割モードでの追加情報送出の許可を意味する呼設定要求に対する確認（「呼設定確認」

（SETUP ACK））をユーザが受信した状態。

2.1.1.4　発呼受付（U3） 〔Outgoing Call Proceeding〕

　発信側の状態。呼設定に必要なすべての情報を網が受信したことの確認（「呼選定受付」（CALL PROC））

をユーザが受信した状態。

2.1.1.5　呼出通知（U4） 〔Call Delivered〕

　発信側の状態。発信ユーザが着信ユーザの呼出が開始されていることの通知（「呼出」（ALERT））を

受信した状態。

2.1.1.6　着呼（U6） 〔Call Present〕

　着信側の状態。ユーザが呼設定要求を受信したが、まだなんらかの応答をしていない状態。

2.1.1.7　呼出中（U7） 〔Call Received〕

　着信側の状態。着信側ユーザが呼出（「呼出」(ALERT） ）を通知したがまだ応答していない状態。

2.1.1.8　応答（U8） 〔Connect Request〕

　着信側の状態。ユーザが呼に応答し、応答確認を待っている状態。
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2.1.1.9　着呼受付（U9） 〔Incoming Call Proceeding〕

　着信側の状態。ユーザが呼設定に必要なすべての情報を受信したことの確認応答をした状態。

2.1.1.10  通信中（U10）〔Active〕

　着信側においては応答に対する確認（「応答確認」（CONN ACK））を網から受信した状態。発信側に

おいてはリモートユーザが呼に応答したことの通知を受信した状態。

2.1.1.11　切断要求 (U11）〔Disconnect Request〕

　ユーザが網にエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）の切断復旧を要求し、網からの確認を待っ

ている状態。

2.1.1.12　切断通知 (U12）〔Disconnect Indication〕

　網がエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）を切断したことにより、ユーザが切断を通知され

た状態。

2.1.1.13　中断要求 (U15）〔Suspend Request〕

　ユーザが網に呼の中断要求をし、網からの確認を待っている状態。

2.1.1.14　再開要求 (U17）〔Resume Request〕

ユーザが以前に中断していた呼の再開を網に要求し、網からの確認を待っている状態。

2.1.1.15　解放要求 (U19）〔Release Request〕

　ユーザが網に解放要求をし、網からの確認を待っている状態。

2.1.1.16　分割着呼 (U25）〔Overlap Receiving〕

　着信側の状態。ユーザが網からの呼設定要求に確認応答（「呼設定確認」（SETUP ACK））をし、分割

モードでの追加情報（もしあれば）の受信ができる状態。

2.1.2　網側の呼の状態

　ユーザ・網インタフェースにおける網側の呼の状態を本節で規定する。

2.1.2.1　空（N0） 〔Null〕

　呼が存在しない状態。

2.1.2.2　発呼（N1） 〔Call Initiated〕

　発信側の状態。網が呼設定要求を受信し、まだなんらかの応答をしていない状態。

2.1.2.3　分割発呼（N2） 〔Overlap Sending〕

　発信側の状態。呼設定要求に確認応答（「呼設定確認」（SETUP ACK））をし、分割モードでの追加情

報（もしあれば）の受信ができる状態。
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2.1.2.4　発呼受付（N3） 〔Outgoing Call Proceeding〕

　発信側の状態。網が呼設定に必要なすべての情報を受信したことを、ユーザに確認（「呼設定受付」（CALL

PROC））した状態。

2.1.2.5　呼出通知（N4） 〔Call Delivered〕

　発信側の状態。網がリモートユーザの呼出が開始されていることを通知した状態。

2.1.2.6　着呼（N6） 〔Call Present〕

　着信側の状態。網が呼設定要求（「呼設定」（SETUP））を送出し、まだなんらかの応答を受信してい

ない状態。

2.1.2.7　呼出中（N7） 〔Call Received〕

　着信側の状態。網はユーザ呼出中の通知を受信したが、まだ応答を受信していない状態。

2.1.2.8　応答（N8） 〔Connect Request〕

　着信側の状態。網は応答を受信したが、まだ呼の応答確認を送信していない状態。

2.1.2.9　着呼受付（N9） 〔Incoming Call Proceeding〕

　着信側の状態。ユーザから呼設定に必要なすべての情報を受信したことの確認応答（「呼設定受付」（CALL

PROC））を網が受信した状態。

2.1.2.10　通信中（N10）〔Active〕

　着信側においては網が着信ユーザへ応答確認を送出した状態。発信側においては網がリモートユーザが

呼に応答したことを通知した状態。

2.1.2.11　切断要求 (N11）〔Disconnect Request〕

　網がユーザからのエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）の切断復旧要求を受信した状態。

2.1.2.12　切断通知 (N12）〔Disconnect Indication〕

　網がエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）を切断し、ユーザ・網コネクションの切断を通知

した状態。

2.1.2.13　中断要求 (N15）〔Suspend Request〕

　網が呼の中断要求を受信したが、まだなんらかの応答をしていない状態。

2.1.2.14　再開要求 (N17）〔Resume Request〕

　網が以前に中断されていた呼の再開要求を受信したが、まだなんらかの応答をしていない状態。

2.1.2.15　解放要求 (N19）〔Release Request〕

　網が呼の解放をユーザに要求し、ユーザからの確認を待っている状態。

2.1.2.16　呼廃棄 (N22)〔Call Abort〕

　ポイント・マルチポイント構成の着信側の状態。着呼が成立する前にその呼が切断復旧されている状態。
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2.1.2.17　分割着呼 (N25)〔Overlap Receiving〕

着信側の状態。分割モードでの追加情報（もしあれば）の送出を許可する呼設定要求に対する確認（「呼

設定確認」(SETUP ACK））を網が受信した状態。

2.2　パケットモードアクセスコネクション

　本節では、ISDN バーチャルサーキットベアラサービスにアクセスするための基本的なパケットモードア

クセスコネクション制御状態を定義する（ケースＢ）。

　アクセスコネクション制御手順は６章に記述されている。

2.2.1　インタフェースのユーザ側におけるアクセスコネクション状態

ユーザ・網インタフェースのユーザ側のアクセスコネクションの状態を本節で規定する。

2.2.1.1　空（U0) 〔Null〕

　アクセスコネクションが存在しない状態。

2.2.1.2　発呼（U1) 〔Call Initiated〕

　発信アクセスコネクションの状態。ユーザが網へアクセスコネクション設定を要求した状態。

2.2.1.3　発呼受付（U3) 〔Outgoing Call Proceeding〕

　発信アクセスコネクションの状態。アクセスコネクション設定に必要なすべての情報を網が受信したこ

との確認（「呼設定受付」（CALL PROC））をユーザが受信した状態。

2.2.1.4　着呼（U6) 〔Call Present〕

　着信アクセスコネクションの状態。ユーザがアクセスコネクション設定要求を受信したが、まだなんら

かの応答をしていない状態。

2.2.1.5　呼出中（U7) 〔Call Received〕

着信アクセスコネクションの状態。ユーザが呼出（「呼出」（ALERT））を通知したが、まだ応答して

いない状態。

2.2.1.6　応答 (U8) 〔Connect Request〕

　着信アクセスコネクションの状態。ユーザがアクセスコネクションに応答し、応答確認を待っている状

態。

2.2.1.7　着呼受付（U9) 〔Incoming Call Proceeding〕

　着信アクセスコネクションの状態。ユーザがアクセスコネクション設定に必要なすべての情報を受信し

たことの確認応答をした状態。

2.2.1.8　通信中 (U10)〔Active〕

　着信アクセスコネクションにおいては応答に対する確認（「応答確認」（CONN ACK））を網から受信

した状態。発信アクセスコネクションにおいてはユーザがローカル網のアクセスコネクションが完了した

ことの通知を受信した状態。
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2.2.1.9　切断要求（U11)〔Disconnect Request〕

　ユーザがローカル網にアクセスコネクションの切断復旧を要求し、ローカル網からの確認を待っている

状態。

2.2.1.10　切断通知（U12)〔Disconnect Indication〕

　網がエンド・アクセスコネクション (もし存在すれば) を切断したことにより、ユーザが切断を通知され

た状態。

2.2.1.11　解放要求（U19)〔Release Request〕

　ユーザが網にアクセスコネクション解放要求をし、網からの確認を待っている状態。

2.2.2　インタフェースにおける網側のアクセスコネクション状態

　ユーザ・網インタフェースにおける網側の状態を本節で規定する。

2.2.2.1　空（N0) 〔Null〕

　アクセスコネクションが存在しない状態。

2.2.2.2　発呼（N1) 〔Call Initiated〕

  発信アクセスコネクションの状態。網がアクセスコネクション設定要求を受信し、まだなんらかの応答

をしていない状態。

2.2.2.3　発呼受付（N3) 〔Outgoing Call Proceeding〕

　発信アクセスコネクションの状態。網がアクセスコネクション設定に必要なすべてのアクセスコネクショ

ン情報を受信したことを、ユーザに確認（「呼設定受付」（CALL PROC））した状態。

2.2.2.4　着呼（N6) 〔Call Present〕

　着信アクセスコネクションの状態。網がアクセスコネクション設定要求（「呼設定」(SETUP) ）を送出

し、まだなんらかの応答を受信していない状態。

2.2.2.5　呼出中（N7) 〔Call Received〕

　着信アクセスコネクションの状態。網はユーザ呼出中の通知を受信したが、まだ応答を受信していない

状態。

2.2.2.6　応答（N8) 〔Connect Request〕

　着信アクセスコネクションの状態。網は応答を受信したが、まだアクセスコネクションの応答確認を送

信していない状態。

2.2.2.7　着呼受付（N9) 〔Incoming Call Proceeding〕

　着信アクセスコネクションの状態。着信ユーザからアクセスコネクション設定に必要なすべてのアクセ

スコネクション情報を受信したことの確認応答（「呼設定受付」(CALL PROC) ）を、網が受信した状態。
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2.2.2.8　通信中（N10)〔Active〕

　着信アクセスコネクションにおいては網が着信ユーザへ応答確認を送出した状態。発信アクセスコネク

ションにおいては、ローカル網がアクセスコネクションが完了したことを通知した状態。

2.2.2.9　切断要求（N11)〔Disconnect Request〕

　網がユーザからのアクセスコネクションの切断復旧要求を受信した状態。

2.2.2.10　切断通知（N12)〔Disconnect Indication〕

　網がユーザ・網アクセスコネクションの切断を通知した状態

2.2.2.11　解放要求（N19)〔Release Request〕

　網がアクセスコネクションの解放をユーザに要求し、ユーザからの確認を待っている状態。

2.2.2.12　呼廃棄（N22)〔Call Abort〕

　ポイント・マルチポイント構成の着信アクセスコネクションの状態。アクセスコネクションが成立する

前に、そのアクセスコネクションが切断復旧されている状態。

2.3　一時信号接続

　本節では、回線交換呼と対応しないユーザ・ユーザ信号のための基本的な呼制御状態を定義する。

　呼制御手順は節 7.2 に記述されている。

2.3.1　インタフェースのユーザ側における呼の状態

　ユーザ・網インタフェースのユーザ側の呼の状態を本項で規定する。

2.3.1.1　空（U0) 〔Null〕

　呼が存在しない状態。

2.3.1.2　発呼（U1) 〔Call Initiated〕

　発信側の状態。ユーザが網へ呼設定を要求した状態。

2.3.1.3　分割発呼（U2) 〔Overlap Sending〕

　発信側の状態。分割モードでの追加情報送出の許可を意味する呼設定要求に対する確認（「呼設定確認」

（SETUP ACK））をユーザが受信した状態。

2.3.1.4　発呼受付（U3) 〔Outgoing Call Proceeding〕

　発信側の状態。呼設定に必要なすべての情報を網が受信したことの確認（「呼設定受付」（CALL PROC））

をユーザが受信した状態。

2.3.1.5　呼出通知（U4) 〔Call Delivered〕

　発信側の状態。発信側ユーザが着信側ユーザの呼出が開始されていることの通知（「呼出」(ALERT) ）

を受信した状態。
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2.3.1.6　着呼（U6) 〔Call Present〕

　着信側の状態。ユーザが呼設定要求を受信したが、まだなんらかの応答をしていない状態。

2.3.1.7　呼出中（U7) 〔Call Received〕

　着信側の状態。ユーザが呼出（「呼出」(ALERT) ）を通知したが、まだ応答していない状態。

2.3.1.8　応答 (U8) 〔Connect Request〕

　着信側の状態。ユーザが呼に応答し、応答確認を待っている状態。

2.3.1.9　着呼受付 (U9) 〔Incoming Call Proceeding〕

　着信側の状態。ユーザが呼設定に必要なすべての情報を受信したことの確認応答をした状態。

2.3.1.10　通信中 (U10)〔Active〕

　着信側においては応答に対する確認（「応答確認」 (CONN ACK) ）を網から受信した状態。発信側にお

いては着信側ユーザが呼に応答したことの通知を受信した状態。

2.3.1.11　解放要求 (U19)〔Release Request〕

　ユーザが網に解放要求をし、網からの確認を待っている状態。

2.3.1.12　分割着呼 (U25)〔Overlap Receiving〕

　着信側の状態。ユーザが網からの呼設定要求に確認応答（「呼設定確認」（SETUP ACK））をし、分割

モードでの追加情報（もしあれば）の受信ができる状態。

2.3.2　網側の呼の状態

　ユーザ・網インタフェースにおける網側の呼の状態を本項で規定する。

2.3.2.1　空 (N0) 〔Null〕

　呼が存在しない状態。

2.3.2.2　発呼 (N1) 〔Call Initiated〕

　発信側の状態。網が呼設定要求を受信し、まだなんらかの応答をしていない状態。

2.3.2.3　分割発呼 (N2) 〔Overlap Sending〕

　発信側の状態。呼設定要求に確認応答（「呼設定確認」(SETUP ACK) ）をし、分割モードでの追加情報

（もしあれば）の受信ができる状態。

2.3.2.4　発呼受付 (N3) 〔Outgoing Call Proceeding〕

　発信側の状態。網が呼設定に必要なすべての情報を受信したことを、ユーザに確認（「呼設定受付」（CALL

PROC））した状態。

2.3.2.5　呼出通知 (N4) 〔Call Delivered〕

　発信側の状態。網が着信側ユーザの呼出が開始されていることを通知した状態。
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2.3.2.6　着呼 (N6) 〔Call Present〕

着信側の状態。網が呼設定要求（「呼設定」(SETUP) ）を送出し、まだなんらかの応答を受信していな

い状態。

2.3.2.7　呼出中 (N7) 〔Call Received〕

着信側の状態。網はユーザ呼出中の通知を受信したが、まだ応答を受信していない状態。

2.3.2.8　応答 (N8) 〔Connect Request〕

　着信側の状態。網は応答を受信したが、まだ呼の応答確認を送信していない状態。

2.3.2.9　着呼受付 (N9) 〔Incoming Call Proceeding〕

　着信側の状態。着信ユーザから呼設定に必要なすべての情報を受信したことの確認応答（「呼設定受付」

(CALL PROC) ）を網が受信した状態。

2.3.2.10　通信中 (N10)〔Active〕

　着信側においては網が着信ユーザへ応答確認を送出した状態。発信側においては網が着信側ユーザが呼

に応答したことを通知した状態。

2.3.2.11　解放要求 (N19)〔Release Request〕

　網が呼の解放をユーザに要求し、ユーザからの確認を待っている状態。

2.3.2.12　呼廃棄 (N22)〔Call Abort〕

　ポイント・マルチポイント構成の着信側の状態。着呼が成立する前にその呼が切断復旧されている状態。

2.3.2.13　分割着呼 (N25)〔Overlap Receiving〕

　着信側の状態。分割モードでの追加情報（もしあれば）の送出を許可する呼設定要求に対する確認（「呼

設定確認」(SETUP ACK) ）を網が受信した状態。

2.4　グローバル呼番号に対応した状態

本節では、グローバル呼番号を用いるプロトコルの状態を定義する。

初期設定のためのグローバル呼番号の使用手順は、節 5.5 に記述されている。

各インタフェース毎に、ただ１つのグローバル呼番号が存在する。

2.4.1　インタフェースのユーザ側における呼状態

　ユーザ・網インタフェースのユーザ側の状態を、本節で規定している。

2.4.1.1　空（Rest 0) 〔Null〕

　未処理状態。

2.4.1.2　初期設定要求（Rest 1) 〔Restart Request〕

　ユーザが初期設定要求を送信したが、網から確認応答を、まだ受信していない状態。
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2.4.1.3　初期設定（Rest 2) 〔Restart〕

　網から初期設定の要求を受信し、すべてのローカルアクティブ呼番号から応答を、まだ受信していない

状態。

2.4.2　インタフェースの網側における呼状態

　ユーザ・網インタフェースの網側の状態を、本節で規定する。

2.4.2.1　空（Rest 0) 〔Null〕

　未処理状態。

2.4.2.2　初期設定要求（Rest 1) 〔Restar t Request〕

　網が初期設定要求を送信したが、ユーザから確認応答を、まだ受信していない状態。

2.4.2.3　初期設定（Rest 2) 〔Restar t〕

　ユーザから初期設定の要求を受信し、すべてのローカルアクティブ呼番号から応答を、まだ受信してい

ない状態。

３．メッセージの機能定義と内容

　本章は、JT-Q931 メッセージ構成の概要について、各メッセージの機能の定義及び内容（すなわち意味）

に注目して述べている。各規定は、以下を含む。

　a) 　メッセージの転送方向、定義区間及び使用法の簡潔な記述を示す。定義区間としては以下の用語が

使われている。

１．定義区間「ローカル」とは、発アクセスまたは着アクセスのどちらか一方に関連すること。

２．定義区間「アクセス」とは、網内に関連せず、発アクセス及び着アクセスに関連すること。

３．定義区間「デュアル」とは、発アクセスまたは着アクセス及び網内に関連すること。

４．定義区間「グローバル」とは、発アクセス及び着アクセスに関連しかつ網に関連すること。

　b) 　メッセージ内のコード群：０の情報要素を出現順（全てのメッセージ種別に共通）に示した表。各

情報要素に対して、表は以下のものを示す。

１．情報要素を規定する本仕様の項番。

２．情報要素が送信されうる方向。例、ユーザから網（‘ｕ→ｎ’）、網からユーザ（‘ｎ→ｕ’）、

もしくは（‘両方向’）。

（注）－本セクションの「ユーザ網」という用語では、TE-ET, TE-NT2 および NT2-ET インタフェース

構造を表している。

付属資料Ｄには対称な NT2-NT2 インタフェースに対する情報要素の使用法の記述を示す。

３．必須（‘Ｍ’）、もしくはオプション（‘Ｏ’）。

‘Ｏ’指定の各場合において、対応する注釈は情報要素が含まれる環境を記述する。

４．情報長欄の‘＊’は情報要素長の最大オクテット数を規定せず、網またはサービスに依存し得る

ことを示す。

（注）－全てのメッセージは、他のコード群５、６、７の情報要素と節 4.5.2～節 4.5.4 で記述されたコー

ディングルールに従った固定シフトと一時シフト情報要素を含み得る。これらは、第３章の

各表には含まれていない。

　c) 　必要に応じた詳細な注釈。
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3.1　回線交換モード接続制御用メッセージ

　表 3-1／JT-Q931 に、回線交換モード接続制御用メッセージを要約する。

表 3-1/JT-Q931　回線交換モード接続制御用メッセージ

(ITU-T Q.931)

参　　照

　呼設定用メッセージ

呼出（ALERTing）

呼設定受付（CALL PROCeeding）

応答（CONNect）

応答確認（CONNect ACKnowledge）

経過表示（PROGress）

呼設定（SETUP）

呼設定確認（SETUP ACKnowledge）

3.1.1

3.1.2

3.1.3

3.1.4

3.1.8

 3.1.14

 3.1.15

　通信中メッセージ

再開（RESume）

再開確認（RESume ACKnowledge）

再開拒否（RESume REJect）

中断（SUSPend）

中断確認（SUSPend ACKnowledge）

中断拒否（SUSPend REJect）

3.1.11

3.1.12

3.1.13

3.1.18

3.1.19

3.1.20

　呼切断復旧用メッセージ

切断（DISConnect）

解放（RELease）

解放完了（RELease COMPlete）

3.1.5

3.1.9

3.1.10

　その他のメッセージ

付加情報（INFOrmation）

通知（NOTIFY）

分割（SEGMENT）

状態表示（STATUS）

状態問合（STATUS ENQuiry）

3.1.6

3. 1.7

付属資料 H(注 2)

 3.1.16

 3.1.17

　注 1－TTC 標準 JT-Q931（第５版）では、ユーザ間双方の合意に基づく付加的な整合性確認のため、また

は他の TTC 標準、および ITU-T 勧告（例えば、ITU-T 勧告 X.213）に基づく提供のためユーザ・ユー

ザ信号の提供を記述していた。この機能の利用についてはユーザ・ユーザ情報要素が「呼出」(ALERT) 、

「応答」(CONNECT)、「切断」(DISCONNECT)、「経過表示」(PROGRESS)、「解放」(RELEASE)､

「解放完了」(RELEASE COMPLETE)、「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれる。この機能（明白

なおよび暗黙のタイプＩユーザ・ユーザ信号）の詳細は TTC 標準 JT-Q957 で規定される。

　注 2－付属資料 H で定義されるオプションのメッセージ分割手順が実装されている場合、メッセージ分

割が必要になる。
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3.1.1　「呼出」(ALERTing)

　本メッセージは、着信ユーザの呼出が開始されたことを示すために、着信ユーザから転送され、そして

網から発信ユーザに転送される。（参照 表 3-2/JT-Q931）

表 3-2/JT-Q931　「呼出」(ALERT) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：呼出

定義区間 ：グローバル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

伝達能力 4.5.5 両方向 Ｏ（注１） ４～12

チャネル識別子 4.5.13 両方向

（注２）

Ｏ（注３） ２～＊

経過識別子 4.5.23 両方向 Ｏ（注４） ２～４

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注５） （注６）

シグナル 4.5.28 ｎ→ｕ Ｏ（注７） ２～３

高位レイヤ整合性 4.5.17 両方向 Ｏ（注８） ２～５

　注１－伝達能力情報要素は節 5.11 の伝達能力選択手順の場合に含まれる。

含まれる場合は、経過内容＃５“インタワーキングが発生し、その結果テレコミュニケーション

サービスが変更された”も含まれる。

　注２－網からユーザの方向については付属資料Ｄの手順をサポートするために含まれる。

　注３－本メッセージが「呼設定」(SETUP) メッセージに対する応答の最初のメッセージでユーザが「呼

設定」(SETUP) メッセージで指示されたＢ－チャネルを受付けない場合はチャネル識別子情報要

素は必須である。

　注４－インタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれる。網からユーザの方向で、インバンド

情報／パターンを提供する接続の場合、本メッセージに含まれる。ユーザから網の方向で、イン

バンド情報／パターンを提供する接続で、付属資料Ｋがインプリメントされている場合、本メッ

セージに含まれる。

ユーザから網の方向で、節 5.11.3 および節 5.12.3 の手順に従う場合、本メッセージに含まれる。

　注５－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注６－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

　注７－網がオプションとしてトーンもしくは呼出シグナルを示す付加情報を提供する場合、本メッセー

ジに含まれる。

　注８－高位レイヤ整合性情報要素は節 5.12 の高位レイヤ整合性選択手順の場合に含まれる。含まれる場

合は、経過内容＃５“インタワーキングが発生し、その結果テレコミュニケーションサービスが

変更された”も含まれる。
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3.1.2　「呼設定受付」(CALL PROCeeding)

　本メッセージは、要求された呼設定が開始され、これ以上の呼設定情報は受付られないことを表示する

ために網から発信ユーザにあるいは着信ユーザから網へ転送される。（参照 表 3-3/JT-Q931）

表 3-3/JT-Q931　「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：呼設定受付

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

伝達能力 4.5.5 両方向 Ｏ（注５） ４～12

チャネル識別子 4.5.13 両方向 Ｏ（注１） ２～＊

経過識別子 4.5.23 両方向 Ｏ（注２） ２～４

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

高位レイヤ整合性 4.5.17 両方向 Ｏ（注６） ２～５

　注１－網からユーザの方向で本メッセージが「呼設定」(SETUP) メッセージに対する応答の最初のメッ

セージである場合、チャネル識別子情報要素は必須である。

ユーザから網の方向で本メッセージが「呼設定」(SETUP) メッセージに対する応答の最初のメッ

セージで、ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージで指示されたＢ－チャネルを受付ない場合チャ

ネル識別子情報要素は必須である。

　注２－インタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれる。網からユーザの方向で、インバンド

情報／パターンを提供する接続の場合、本メッセージに含まれる。ユーザから網の方向でインバ

ンド情報／パターンを提供する接続で、付属資料Ｋがインプリメントされている場合、本メッセー

ジに含まれる。

ユーザから網の方向で、節 5.11.3 および節 5.12.3 の手順に従う場合、本メッセージに含まれる。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

　注５－伝達能力情報要素は節 5.11 の伝達能力選択手順の場合に含まれる。

含まれる場合は、経過内容＃５“インタワーキングが発生し、その結果テレコミュニケーション

サービスが変更された”も含まれる。

　注６－高位レイヤ整合性情報要素は節 5.12 の高位レイヤ整合性選択手順の場合に含まれる。含まれる場

合は、経過内容＃５“インタワーキングが発生し、その結果テレコミュニケーションサービスが

変更された”も含まれる。



ＪＴ－Ｑ９３１ - 14 -

3.1.3　「応答」(CONNect)

　本メッセージは、着信ユーザが呼を受付たことを通知するために着信ユーザから網に、また網から発信

ユーザに送られる。（参照 表 3-4/JT-Q931）

表 3-4/JT-Q931　「応答」(CONN) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：応答

定義区間 ：グローバル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

伝達能力 4.5.5 両方向 Ｏ（注１） ４～12

チャネル識別子 4.5.13 両方向

(注２)

Ｏ（注３） ２～＊

経過識別子 4.5.23 両方向 Ｏ（注４） ２～４

表　示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注５） （注６）

日　時 4.5.15 ｎ→ｕ Ｏ（注７） ８

シグナル 4.5.28 ｎ→ｕ Ｏ（注８） ２～３

低位レイヤ整合性 4.5.19 両方向 Ｏ（注９） ２～18

高位レイヤ整合性 4.5.17 両方向 Ｏ（注 10） ２～５

　注１－伝達能力情報要素は、節 5.11 の伝達能力選択手順の場合に含まれる。

　注２－網からユーザの方向については、付属資料Ｄの手順をサポートするために含まれる。

　注３－本メッセージが「呼設定」(SETUP) メッセージに対する応答の最初のメッセージでユーザが「呼

設定」(SETUP) メッセージで指示されたＢ－チャネルを受付けない場合はチャネル識別子情報要

素は必須である。

　注４－インタワーキングの事象、もしくはインバンド情報／パターンを提供する場合、本メッセージに

含まれる。

　注５－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注６－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

　注７－網オプションとして全ての呼もしくは特殊なテレコミュニケーションサービスを伴う呼の発信

ユーザに日時情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注８－網がオプションとしてトーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注９－応答するユーザが発信ユーザに対して低位レイヤ整合性情報を返送したい場合、ユーザから網の

方向において本メッセージに含まれる。「応答」(CONN)メッセージ内に低位レイヤ整合性情報要

素を含んだ呼をユーザが与えた場合に、網からユーザの方向において含まれる。低位レイヤ整合

性交渉に対してオプションとして含まれるが、発信ユーザに対して本情報要素を転送しない網も

あり得る。(付属資料Ｊ参照)
　注 10－高位レイヤ整合性情報要素は、節 5.12 の高位レイヤ整合性選択手順の場合に含まれる。
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3.1.4　「応答確認」(CONNect ACKnowledge)

　本メッセージはどのユーザが呼を与えられたかを示すために網から着信ユーザに送られる。また、対称

な呼制御手順を可能とするために発信ユーザから網に送信され得る。（参照 表 3-5/JT-Q931）

表 3-5/JT-Q931　「応答確認」(CONN ACK) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：応答確認

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

シグナル 4.5.28 ｎ→ｕ Ｏ（注３） ２～３

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

　注３－網がオプションとしてトーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。
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3.1.5　「切断」(DISConnect)

　本メッセージはエンド・エンド接続を切断復旧することを網に要求するために、ユーザより、もしくは

エンド・エンド接続が切断復旧されたことを表示するために網により送られる。（参照 表 3-6/JT-Q931）

表 3-6/JT-Q931　「切断」(DISC) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：切断

定義区間 ：グローバル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｍ ４～32

経過識別子 4.5.23 （注１） Ｏ（注２） ２～４

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

シグナル 4.5.28 ｎ→ｕ Ｏ（注５） ２～３

　注１－網からユーザの方向では網がインバンドトーンを提供する場合、本メッセージに含まれる。ユー

ザから網の方向での使い方については付属資料Ｄを参照。

　注２－インバンドトーンが提供される場合、網によって本メッセージに含まれる。しかし、ユーザが経

過識別子を含みかつインバンドトーンを提供してもよい。（付属資料Ｄ参照）しかし、この場合、

網はインバンドトーンを転送せず、この情報要素も無視する。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

注５－網オプションとして、トーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。
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3.1.6　「付加情報」(INFOrmation)

本メッセージはユーザから網に、もしくは網からユーザに付加情報を送信したい場合に転送される。呼

設定のための付加情報（例、分割発呼、分割着呼）、あるいは、種々の呼関連情報を送信するために使用

され得る。（参照 表 3-7/JT-Q931）

表 3-7/JT-Q931　「付加情報」(INFO) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：付加情報

定義区間 ：ローカル (注１）

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ（注２） ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

送信完了 4.5.27 両方向 Ｏ（注３） １

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注４） （注５）

キーパッドファシリティ 4.5.18 ｕ→ｎ Ｏ（注 6,8) ２～34

シグナル 4.5.28 ｎ→ｕ Ｏ（注７） ２～３

着番号 4.5.8 両方向 Ｏ（注８） ２～＊

　注１－本メッセージはローカルな意味をもつが、グローバルな意味を持つ情報に転送し得る。

　注２－本メッセージはフィーチャーキーマネージメント手順が使われる場合、節 4.3 で定義されたダミー

呼番号とともに送ることもできる。（標準 JT-Q932 参照）それ以外では、最小の長さは２オクテッ

トである。

　注３－ユーザがオプションで網に対して分割発呼の完了を表示する場合、もしくは網がオプションでユー

ザに対して分割着呼の完了を表示する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注５－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

　注６－分割発呼手順で着番号情報を転送するために、キーパッドファシリティ情報要素もしくは、着番

号情報要素が本メッセージに含まれ得る。また、キーパッドファシリティ情報要素は、ユーザが

網に対して他の呼設定情報を転送したい場合、もしくは、付加情報を転送したい場合、どちらの

方向においても、本メッセージに含まれる。（７章参照）

　注７－網がオプションとしてトーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注８－分割発呼手順で着番号情報を転送するために、キーパッドファシリティ情報要素もしくは、着番

号情報要素が本メッセージに含まれる。

分割着呼手順で着番号情報を転送するために、着番号情報要素は、網によって本メッセージに含

まれる。
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3.1.7　「通知」(NOTIFY)

　本メッセージはユーザからもしくは網から、ユーザ中断のような呼に関する情報を表示するために転送

する。（参照 表 3-8/JT-Q931）

表 3-8/JT-Q931　「通知」(NOTIFY) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：通知

定義区間 ：アクセス

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

伝達能力 4.5.5 ｎ→ｕ Ｏ（注１） ２～12

通知識別子 4.5.22 両方向 Ｍ ３

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

　注１－網から、伝達能力の変更を表示する場合、本メッセージに含まれる。 (付属資料Ｌ参照)

　注２－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注３－最小の長さは２オクテットである。また、標準の最大デフォルト長は網に依存し、３４または８

２オクテットである。
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3.1.8　「経過表示」(PROGress)

　本メッセージは、インタワーキングが生じた時、またはインバンド情報／パターンを提供する時、これ

らの事象を呼の過程として表示するのに網からもしくはユーザから転送される。（参照 表 3-9/JT-Q931）

表 3-9/JT-Q931　「経過表示」(PROG) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：経過表示

定義区間 ：グローバル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

伝達能力 4.5.5 両方向 Ｏ（注１） ４～12

理由表示 4.5.12 両方向 Ｏ（注２） ２～32

経過識別子 4.5.23 両方向 Ｍ ４

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

高位レイヤ整合性 4.5.17 両方向 Ｏ（注５） ２～５

　注１－伝達能力情報要素は、節 5.11 における伝達能力選択手順を提供する場合に含まれ得る。伝達能力

情報要素は、その呼がベアラサービスを利用していることを示す。

　注２－ユーザまたは網がインバンド情報／パターンの提供に関する付加的な情報を提供するために本

メッセージに含まれる。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

　注５－高位レイヤ整合性情報要素は、節 5.12 における高位レイヤ整合性選択手順を提供する場合に含ま

れ得る。高位レイヤ整合性情報要素は、その呼が高位レイヤ整合性を利用していることを示す。
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3.1.9　「解放」(RELease)

本メッセージはユーザもしくは網のいずれか一方から送信され、本メッセージを送信している装置がチャ

ネル(もしあれば) を既に切断したことを示し、チャネルと呼番号を解放するために送信される。さらに「解

放」(REL) メッセージを受信した装置ではチャネルを解放し、さらに「解放完了」(REL COMP)メッセージ

を送信したあと呼番号を解放する準備をする。（参照 表 3-10/JT-Q931）

表 3-10/JT-Q931　「解放」(REL) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：解放

定義区間 ：ローカル (注１）

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｏ（注２） ２～32

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

シグナル 4.5.28 ｎ→ｕ Ｏ（注５） ２～３

　注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかしながら、最初の呼切断復旧メッセージとして使用

される場合はグローバルな意味をもつ情報を転送し得る。

　注２－本メッセージが最初の呼切断復旧メッセージである場合は必須である。また、エラー処理条件の

結果として「解放」(REL) メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれる。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

注５－網がオプションとして、トーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれ得る。
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3.1.10　「解放完了」(RELease COMPlete)

  本メッセージはユーザもしくは網のいずれか一方から送信される。本メッセージを送信している装置が

チャネル (もしあれば) および呼番号を解放したことを示す。解放されたチャネルは再利用が可能となり、

さらに本メッセージを受信した装置は呼番号を解放する。（参照 表 3-11/JT-Q931）

表 3-11/JT-Q931　「解放完了」(REL COMP) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

   

メッセージ種別 ：解放完了

定義区間 ：ローカル (注１）

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｏ（注２） ２～32

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

シグナル 4.5.28 ｎ→ｕ Ｏ（注５） ２～３

　注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかしながら、最初の呼切断復旧メッセージとして使用

される時はグローバルな意味をもつ情報を転送し得る。

　注２－本メッセージが最初の呼切断復旧メッセージである場合は必須である。また、エラー処理条件の

結果として「解放完了」(REL COMP)メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれる。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

注５－網がオプションとして、トーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれ得る。
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3.1.11　「再開」(RESume)

  本メッセージは、中断された呼の再開を要求するためにユーザから網に転送される。

　（参照 表 3-12/JT-Q931）

表 3-12/JT-Q931　「再開」(RES) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：再開

定義区間 ：ローカル

方向 ：ユーザから網へ

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 ｕ→ｎ Ｍ １

呼番号 4.3 ｕ→ｎ Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 ｕ→ｎ Ｍ １

呼識別子 4.5.6 ｕ→ｎ Ｏ（注１） ２～10

　注１－呼を中断させるために使用される「中断」(SUSP)メッセージが、呼識別情報要素を含んでいた場

合、本メッセージに含まれる。

3.1.12　「再開確認」(RESume ACKnowledge)

  本メッセージは中断された呼の再開要求の完了を示すために網からユーザに転送される。

　（参照 表 3-13/JT-Q931）

表 3-13/JT-Q931　「再開確認」(RES ACK) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：再開確認

定義区間 ：ローカル

方向 ：網からユーザへ

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 ｎ→ｕ Ｍ １

呼番号 4.3 ｎ→ｕ Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 ｎ→ｕ Ｍ １

チャネル識別子 4.5.13 ｎ→ｕ Ｍ ３～＊

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.1.13　「再開拒否」(RESume REJect)

  本メッセージは、中断された呼の再開要求が不成立であることを通知するために網からユーザに転送さ

れる。（参照 表 3-14/JT-Q931）

表 3-14/JT-Q931　「再開拒否」(RES REJ) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：再開拒否

定義区間 ：ローカル

方向 ：網からユーザへ

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 ｎ→ｕ Ｍ １

呼番号 4.3 ｎ→ｕ Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 ｎ→ｕ Ｍ １

理由表示 4.5.12 ｎ→ｕ Ｍ ４～32

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.1.14　「呼設定」(SETUP)

　本メッセージは発信ユーザから網へ、もしくは網から着信ユーザに呼設定を開始するために転送される。

（参照 表 3-15/JT-Q931）

表 3-15/JT-Q931　「呼設定」(SETUP) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：呼設定

定義区間 ：グローバル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

送信完了 4.5.27 両方向 Ｏ（注１） １

繰り返し表示 4.5.24 両方向 Ｏ（注２） １

伝達能力 4.5.5 両方向 Ｍ（注３） ４～12

チャネル識別子 4.5.13 両方向 Ｏ（注４） ２～＊

経過識別子 4.5.23 両方向 Ｏ（注５） ２～４

網特有ファシリティ 4.5.21 両方向 Ｏ（注６） ２～＊

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注７） （注８）

日時 4.5.15 ｕ→ｎ Ｏ（注 19） ８

キーパッドファシリティ 4.5.18 ｕ→ｎ Ｏ（注９） ２～34

シグナル 4.5.28 ｎ→ｕ Ｏ（注 10） ２～３

発番号 4.5.10 両方向 Ｏ（注 11） ２～＊

発サブアドレス 4.5.11 両方向 Ｏ（注 12） ２～23

着番号 4.5.8 両方向 Ｏ（注 13） ２～＊

着サブアドレス 4.5.9 両方向 Ｏ（注 14） ２～23

中継網選択 4.5.29 ｕ→ｎ Ｏ（注 15） ２～＊

繰り返し表示 4.5.24 両方向 Ｏ（注 16） １

低位レイヤ整合性 4.5.19 両方向 Ｏ（注 17） ２～18

高位レイヤ整合性 4.5.17 両方向 Ｏ（注 18） ２～５

　注１－呼設定に必要なすべての情報が「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれていることをユーザもし

くは網がオプションで表示する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－伝達能力交渉手順が使用される場合、繰り返し表示情報要素は最初の伝達能力情報要素の直前に

含まれる。 (付属資料Ｌ参照）

　注３－もし、伝達能力交渉手順が使用される場合、この情報要素が繰り返され得る。（付属資料Ｌ参照）

伝達能力交渉に対しては優先度の高いものからならべられた２つの伝達能力情報要素が含まれ得

る。すなわち、最優先のものが最初になる。複数の伝達能力情報要素の提供が全ての網にて提供

されなくとも、それを提供する網では、加入時の取り決め等を通して 3 つの伝達能力情報要素は

含まれ得る。（節 5.11 参照）繰り返し表示情報要素が、3 つの伝達能力情報要素の前に設定され
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ない時は、優先度の低いものから示される。

　注４－本情報要素は網からユーザへの方向において必須。ユーザから網への方向においては、ユーザが

チャネルを表示することを要求する場合、本メッセージに含まれる。

含まれない場合は、“任意チャネルの受付可能”とみなして解釈される。

　注５－インタワーキングの事象、もしくはインバンド情報／パターンを提供する接続の場合に本メッセー

ジに含まれる。

　注６－発信ユーザもしくは網によって網特有ファシリティ情報を表示する場合、本メッセージに含まれ

る。（付属資料Ｅ参照）

　注７－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注８－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

　注９－ユーザから網へ着番号情報を転送するために、着番号情報要素、もしくはキーパッドファシリティ

情報要素が本メッセージに含まれ得る。また、キーパッドファシリティ情報要素は、ユーザが網

に対して他の呼設定情報を転送したい場合、本メッセージに含まれ得る。

　注 10－網がオプションとしてトーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注 11－発信ユーザ識別のために、発信ユーザまたは網によって本メッセージに含まれ得る。基本呼制御

では、網からユーザ方向には含まれないが、いくつかの付加サービスにおいて含まれ得る。

　注 12－発信ユーザが発サブアドレスの表示を行いたい場合は、ユーザから網への方向で本メッセージに

含まれる。基本呼制御では、網からユーザ方向には含まれないが、いくつかの付加サービスにお

いて含まれ得る。

　注 13－ユーザから網へ着番号情報を転送するために着番号情報要素もしくは、キーパッドファシリティ

情報要素が本メッセージに含まれ得る。着番号情報がユーザに送信される場合、網によって着番

号情報要素が含まれ得る。

　注 14－発信ユーザが着サブアドレスの表示を行いたい場合は、ユーザから網への方向で本メッセージに

含まれる。発信ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージの中に着サブアドレス情報要素を含めて

いるならば、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれる。

　注 15－特定中継網を選択するために発信ユーザによって本メッセージに含まれる。 (付属資料Ｃ参照)

　注 16－低位レイヤ整合性交渉のため、２つまたはそれ以上の低位レイヤ整合性情報要素が含まれ得る。

　注 17－発信ユーザが、着信ユーザに対して低位レイヤ整合性情報を与えたい場合、ユーザから網の方向

で本メッセージに含まれる。もし、発信ユーザが、低位レイヤ整合性情報要素を「呼設定」(SETUP)

メッセージに含むならば、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれる。低位レイヤ整合性

交渉手順を利用する場合、優先順位の高いものからならべられた２つ、３つあるいは４つの情報

要素が含まれ得る。すなわち、最優先のものが最初になる。（付属資料Ｊ参照）

　注 18－発信ユーザが、着信ユーザに対して高位レイヤ整合性情報を与えたい場合、ユーザから網の方向

で本メッセージに含まれる。もし、発信ユーザが高位レイヤ整合性情報要素を「呼設定」(SETUP)

メッセージに含むならば、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれる。複数の高位レイヤ

整合性情報要素の提供が全ての網にて提供されなくとも、それを提供する網では、加入時の取り

決め等を通して２つの高位レイヤ整合性情報要素は含まれ得る。（節 5.12 参照）２つの高位レイ

ヤ整合性情報要素は優先度の低いものから示される。

　注 19－網のオプションとして着信ユーザに対して日時情報の提供が含まれうる。
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3.1.15　「呼設定確認」(SETUP ACKnowledge)

　本メッセージは網から発信ユーザ、あるいは着信ユーザから網に送信され、呼設定が開始され引き続き

データを要求していることを示す。（参照 表 3-16/JT-Q931）

表 3-16/JT-Q931　「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：呼設定確認

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 4.5.13 両方向 Ｏ（注１） ２～＊

経過識別子 4.5.23 両方向 Ｏ（注２） ２～４

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

シグナル 4.5.28 ｎ→ｕ Ｏ（注５） ２～３

　注１－ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージ内に示された特定Ｂチャネルを受け入れる場合を除き、

全ての場合で必須である。

　注２－インタワーキングの事象、もしくはインバンド情報／パターンを提供する接続の場合、本メッセー

ジに含まれる。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

　注５－網がオプションとしてトーンを示す付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。（例、

ダイヤルトーン）
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3.1.16　「状態表示」(STATUS)

　本メッセージは「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対する応答として、または節 5.8 に示されるエ

ラー状態を通知するために呼の生起期間中の任意の時点でユーザまたは網から送信される。（参照 表 3-

17/JT-Q931）

表 3-17/JT-Q931　「状態表示」(STATUS) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：状態表示

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｍ ４～32

呼状態 4.5.7 両方向 Ｍ ３

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

3.1.17　「状態問合」(STATUS ENQuiry)

　本メッセージは、ユーザもしくは網によって、レイヤ３の同位エンティティからの「状態表示」(STATUS)

メッセージ要求がある場合いつでも送信される。また、「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対する応

答としての「状態表示」(STATUS)メッセージ送出は必須である。（参照 表 3-18/JT-Q931）

表 3-18/JT-Q931　「状態問合」(STATUS ENQ) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：状態問合

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.1.18　「中断」(SUSPend)

　本メッセージは呼の中断を要求するためにユーザから網に送られる。（参照 表 3-19/JT-Q931）

表 3-19/JT-Q931　「中断」(SUSP) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：中断

定義区間 ：ローカル

方向 ：ユーザから網

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 ｕ→ｎ Ｍ １

呼番号 4.3 ｕ→ｎ Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 ｕ→ｎ Ｍ １

呼識別 4.5.6 ｕ→ｎ Ｏ（注１） ２～10

　注１－ユーザが、中断された呼を再開時に明確に識別する場合、本メッセージに含まれる。

3.1.19　「中断確認」(SUSPend ACKnowledge)

　本メッセージは要求された呼の中断が完了したことを示すために網からユーザに送られる。（参照 表 3-

20/JT-Q931）

表 3-20/JT-Q931　「中断確認」(SUSP ACK) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：中断確認

定義区間 ：ローカル

方向 ：網からユーザ

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 ｎ→ｕ Ｍ １

呼番号 4.3 ｎ→ｕ Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 ｎ→ｕ Ｍ １

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.1.20　「中断拒否」(SUSPend REJect)

本メッセージは呼中断要求が不成立であることを通知するために網からユーザに転送される。（参照 表

3-21/JT-Q931）

表 3-21/JT-Q931　「中断拒否」(SUSP REJ) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：中断拒否

定義区間 ：ローカル

方向 ：網からユーザ

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 ｎ→ｕ Ｍ １

呼番号 4.3 ｎ→ｕ Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 ｎ→ｕ Ｍ １

理由表示 4.5.12 ｎ→ｕ Ｍ ４～32

表　示 4.5.15 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.2　パケットモードアクセスコネクション用メッセージ

表 3-22/JT-Q931 に、X.31 パケットモードアクセスコネクション用メッセージを要約する。

表 3-22/JT-Q931 は６章で定義されるケースＢ（ISDN バーチャルサーキット・サービスへのパケット交

換アクセス）に対して用いられる。ケースＡ（PSPDN サービスへの回線交換アクセス）に対しては、節 3.1

の表 3-1/JT-Q931 が用いられる。

表 3-22/JT-Q931　パケットモードアクセスコネクション用メッセージ

(ITU-T Q.931)

参　　照

・アクセスコネクション設定用メッセージ

呼出 (ALERTing)

呼設定受付 (CALL PROCeeding)

応答 (CONNect)

応答確認 (CONNect ACKnowledge)

経過表示 (PROGress)

呼設定 (SETUP)

3.2.1

3.2.2

3.2.3

3.2.4

3.2.6

3.2.9

・アクセスコネクション切断復旧用メッセージ

切断 (DISConnect)

解放 (RELease)

解放完了 (RELease COMPlete)

3.2.5

3.2.7

3.2.8

・その他のメッセージ

状態表示 (STATUS)

状態問合 (STATUS ENQuiry)

3.2.10

3.2.11
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3.2.1　「呼出」(ALERTing)

　本メッセージは、着信ユーザの呼出が開始されたことを示すために、着信ユーザから網に転送される。

（参照 表 3-23/JT-Q931)

表 3-23/JT-Q931　「呼出」(ALERT) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：呼出

定義区間 ：ローカル

方向 ：ユーザから網へ

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 ｕ→ｎ Ｍ １

呼番号 4.3 ｕ→ｎ Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 ｕ→ｎ Ｍ １

チャネル識別子 4.5.13 ｕ→ｎ Ｏ（注１） ２～＊

経過識別子 4.5.23 ｕ→ｎ Ｏ（注２） ２～４

　注１－本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに対する応答の最初のメッセージでユーザが「呼設

定」(SETUP)メッセージで指示されたチャネルを受付けない場合はチャネル識別子情報要素は必須

である。

　注２－私設網におけるインタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれる。
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3.2.2　「呼設定受付」(CALL PROCeeding)

　本メッセージは、要求されたアクセスコネクション設定が開始されたことを表示するために網から発信

ユーザにあるいは着信ユーザから網へ転送される。(参照 表 3-24/JT-Q931)

表 3-24/JT-Q931　「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：呼設定受付

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 4.5.13 両方向 Ｏ（注１） ２～＊

経過識別子 4.5.23 ｕ→ｎ Ｏ（注２） ２～４

表　示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

　注１－網からユーザの方向で本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに対する応答の最初のメッセー

ジである場合、チャネル識別子情報要素は必須である。

ユーザから網の方向で本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに対する応答の最初のメッセー

ジで、かつ、ユーザが「呼設定」(SETUP)メッセージの中で指示されたＢ－チャネルを受付けない

場合、チャネル識別子情報要素は必須である。

　注２－インタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれ得る。網からユーザ方向で、インバンド

情報／パターンを提供する接続の場合、本メッセージに含まれる。ユーザから網の方向で、イン

バンド情報／パターンを提供する接続で、付属資料Ｋがインプリメントされている場合、本メッ

セージに含まれる。ユーザから網の方向で、節 5.11.3 および節 5.12.3 の手順に従う場合、本メッ

セージに含まれる。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.2.3　「応答」(CONNect)

　本メッセージは、アクセスコネクションを受付けたことを通知するために着信ユーザから網に、また網

から発信ユーザに転送される。（参照 表 3-25/JT-Q931)

表 3-25/JT-Q931　「応答」(CONN) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：応答

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 4.5.13 ｕ→ｎ Ｏ（注１） ２～＊

経過識別子 4.5.23 ｕ→ｎ Ｏ（注４） ２～４

表　示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

注１－本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに対する応答の最初のメッセージでユーザが「呼

設定」(SETUP)メッセージで指示されたチャネルを受付けない場合はチャネル識別子情報要素は必

須である。

注２－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

注３－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

注４－私設網におけるインタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれる。
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3.2.4　「応答確認」(CONNect ACKnowledge)

　本メッセージはどのユーザがアクセスコネクションを与えられたかを示すために網から着信ユーザに送

られる。また、対称なアクセスコネクション制御手順を可能とするために発信ユーザから網に送信され得

る。(参照 表 3-26/JT-Q931)

表 3-26/JT-Q931　「応答確認」(CONN ACK) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：応答確認

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

表　示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.2.5　「切断」(DISConnect)

　本メッセージはアクセスコネクションを切断復旧することを網に要求するために、ユーザより、もしく

はアクセスコネクションが切断復旧されたことを表示するために網によりユーザへ転送される。

（参照 表 3-27/JT-Q931)

表 3-27/JT-Q931　「切断」(DISC) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：切断

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｍ ４～32

表　示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

ユーザ・ユーザ 4.5.30 ｕ→ｎ Ｏ（注３） （注４）

注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

注３－アクセスコネクションがまだ「通信中」状態に達していないならば、ユーザ・ユーザ情報要素は

送出され得る。しかし、JT-X25 手順が本情報転送に用いられた後のアクセスコネクションの「通

信中状態」への移行の後には、ユーザ・ユーザ情報要素は送出されない。

注４－最小の長さは２オクテットである。また、標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。
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3.2.6　「経過表示」(PROGress)

　本メッセージは、私設網におけるインタワーキングの事象が生じた時、これらの事象をアクセスコネク

ション設定の経過として表示するのに着信ユーザから転送される。（参照 表 3-28/JT-Q931)

表 3-28/JT-Q931　「経過表示」(PROG) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：経過表示

定義区間 ：ローカル

方向 ：ユーザから網へ

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 ｕ→ｎ Ｍ １

呼番号 4.3 ｕ→ｎ Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 ｕ→ｎ Ｍ １

理由表示 4.5.12 ｕ→ｎ Ｏ（注１） ２～32

経過識別子 4.5.23 ｕ→ｎ Ｍ ４

　注１－着信ユーザから付加情報を提供するために含まれる。
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3.2.7　「解放」(RELease)

　本メッセージはユーザもしくは網のいずれか一方から送信され、本メッセージを送信している装置がチャ

ネル（もしあれば）を既に切断したことを示し、チャネルと呼番号を解放するために送信される。さらに

「解放」(REL)メッセージを受信した側ではチャネルを解放し、さらに「解放完了」(REL COMP)メッセー

ジを送信したあと呼番号を解放する準備をする。本メッセージは、アクセスコネクションが、Ｄチャネル

又は存在するチャネル上で与えられたこと及び、網が呼番号を解放する意図があることを表示するために

網からユーザへ送出される。(参照 表 3-29/JT-Q931)

表 3-29/JT-Q931　「解放」(REL) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：解放

定義区間 ：ローカル（注１）

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｏ（注２） ２～32

表　示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

ユーザ・ユーザ 4.5.30 ｕ→ｎ Ｏ（注５） （注６）

注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかしながら、最初の切断復旧メッセージとして使用さ

れる場合はグローバルな意味をもつ情報を転送し得る。

注２－本メッセージが最初の切断復旧メッセージである場合は必須である。また、エラー処理条件の結

果として「解放」(REL)メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれる。

注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

注５－「解放」(REL)メッセージが最初の切断復旧メッセージであり、アクセスコネクションが、まだ「通

信中」状態に移行しておらず、さらに、JT-Q931/JT-X25 マッピングサービスが網により提供され

る場合に、ユーザ・ユーザ情報要素は送出され得る。

しかし、JT-X25 手順が本情報転送のために使用されてからのアクセスコネクションの「通信中」

状態への移行の場合には、ユーザ・ユーザ情報要素は送出されない。

注６－最小の長さは２オクテットである。また、標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。
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3.2.8　「解放完了」(RELease COMPlete)

　本メッセージはユーザもしくは網のいずれか一方から送信され、本メッセージを送信している装置がチャ

ネル（もしあれば）および呼番号を解放したことを示す。解放されたチャネルは再利用が可能となり、さ

らに本メッセージを受信した装置は呼番号を解放する。　(参照 表 3-30/JT-Q931)

表 3-30/JT-Q931　「解放完了」(REL COMP)メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：解放完了

定義区間 ：ローカル（注１）

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｏ（注２） ２～32

表　示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

ユーザ・ユーザ 4.5.30 ｕ→ｎ Ｏ（注５） （注６）

　注１－本メッセージはローカルな意味を持つが、最初の切断復旧メッセージとして使用される時はグロー

バルな意味をもつ情報を転送し得る。

　注２－本メッセージが最初の切断復旧メッセージである場合は必須である。また、エラー処理条件の結

果として「解放完了」(REL COMP)メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれる。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

　注５－「解放完了」(REL COMP)メッセージが最初の切断復旧メッセージであり、アクセスコネクション

が、まだ「通信中」状態に移行しておらず、さらに、JT-Q931/JT-X25 マッピングサービスが網に

より提供される場合に、ユーザ・ユーザ情報要素は送出され得る。

しかし、JT-X25 手順が本情報転送のために使用されてからのアクセスコネクションの「通信中」

状態への移行の場合には、ユーザ・ユーザ情報要素は送出されない。

　注６－最小の長さは２オクテットである。また、標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。
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3.2.9　「呼設定」(SETUP)

　本メッセージは発信ユーザから網へ、もしくは網から着信ユーザにアクセスコネクション設定を開始す

るために転送される。（参照 表 3-31/JT-Q931）

表 3-31/JT-Q931　「呼設定」(SETUP) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：呼設定

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

伝達能力 4.5 両方向 Ｍ（注１） ４～11

チャネル識別子 4.5.3 両方向 Ｏ（注２） ２～＊

経過識別子 4.5.23 ｕ→ｎ Ｏ（注３） ２～４

表　示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注４） （注５）

情報速度 4.6.3 ｎ→ｕ Ｏ（注６） ２～６

エンド・エンド中継遅延 4.6.2 ｎ→ｕ Ｏ（注８） ２～11

中継遅延選択表示 4.7.7 ｎ→ｕ Ｏ（注７） ２～５

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔﾊﾞｲﾅﾘﾊﾟﾗﾒｰﾀ 4.6.4 ｎ→ｕ Ｏ（注９） ２～３

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ 4.6.5 ｎ→ｕ Ｏ（注 10） ２～４

パケットサイズ 4.6.6 ｎ→ｕ Ｏ（注 11） ２～４

閉域ユーザグループ 4.6.1 ｎ→ｕ Ｏ（注 12） ４～７

着信課金表示 4.6.8 ｎ→ｕ Ｏ（注 13） ３

発番号 4.5.10 both Ｏ（注 14） ２～＊

発サブアドレス 4.5.11 both Ｏ（注 15） ２～23

着番号 4.5.8 ｎ→ｕ Ｏ（注 16） ２～＊

着サブアドレス 4.5.9 ｎ→ｕ Ｏ（注 17） ２～23

転送元番号 4.6.7 ｎ→ｕ Ｏ（注 18） ２～＊

ユーザ・ユーザ 4.5.30 ｎ→ｕ Ｏ（注 19） （注 20）

　注１－伝達能力情報要素は、もし適当であれば、パケットモードのアクセスコネクションを含む ITU-T

テレコミュニケーション・サービスを記述するのに用いることができる。

　注２－本情報要素は網からユーザへの方向において必須。ユーザから網への方向においては、ユーザが

チャネルを表示することを要求する場合、本メッセージに含まれる。

含まれない場合は、“任意チャネルの受付可能”とみなして解釈される。

　注３－私設網におけるインタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれる。

　注４－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注５－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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　注６－網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対する情報転送速

度を着信ユーザへ表示する場合に、網からユーザへの方向で本メッセージに含まれる。

　注７－網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対する最大許容中

継遅延を着信ユーザへ表示する場合に、網からユーザへの方向で本メッセージに含まれる。

　注８－網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対するエンド・エ

ンド中継遅延を着信ユーザへ表示する場合に、網からユーザへの方向で本メッセージに含まれる。

　注９－網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対するパケットレ

イヤバイナリパラメータを着信ユーザへ表示する場合に、網からユーザへの方向で、本メッセー

ジに含まれる。

　注 10－網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対するパケットレ

イヤウィンドウサイズを着信ユーザへ表示する場合に、網からユーザへの方向で、本メッセージ

に含まれる。

　注 11－網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対するパケットサ

イズを着信ユーザへ表示する場合に、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれる。

　注 12－網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に属する閉域接続グ

ループを着信ユーザに表示する場合に、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれる。

　注 13－網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に適用される着信課

金要求を着信ユーザに表示する場合に、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれる。

　注 14－ユーザ・網間でのユーザ識別が必要な場合に、ユーザから網の方向で、本メッセージに含まれる。

網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ発番号を着信ユーザへ

の表示を行う場合に、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれる。

　注 15－ユーザ・網間でのユーザ識別が必要な場合に、ユーザから網の方向で、本メッセージに含まれる。

網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ発サブアドレスを着信

ユーザへの表示を行う場合に、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれる。

　注 16－網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ着番号を着信ユーザへ

の表示を行う場合に、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれる。

　注 17－網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ着サブアドレスを着信

ユーザへの表示を行う場合に、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれる。

　注 18－網が JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼のコール・ダイバー

ジョンまたは転送が起動された番号を着信ユーザへ表示を行う場合に、網からユーザの方向で、

本メッセージに含まれる。

　注 19－発信ユーザが、ユーザ情報を含み、かつ網が、JT-X25/JT-Q931 情報要素マッピングをインプリメ

ントする場合に、網からユーザの方向で、本メッセージに含まれる。

　注 20－最小の長さは２オクテットである。また、標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。
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3.2.10　「状態表示」(STATUS)

　本メッセージは「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対する応答として、または節 5.8 に示されるエ

ラー状態を通知するために任意の時点でユーザまたは網から送信される。（参照 表 3-32/JT-Q931）

表 3-32/JT-Q931　「状態表示」(STATUS) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：状態表示

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｍ ４～32

呼状態 4.5.7 両方向 Ｍ ３

表　示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

3.2.11　「状態問合」(STATUS ENQuiry)

　本メッセージは、ユーザもしくは網によって、レイヤ３の同位エンティティからの「状態表示」(STATUS)

メッセージ要求がある場合いつでも送信される。また、「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対する応

答としての「状態表示」(STATUS)メッセージ送出は必須である。（参照 表 3-33/JT-Q931）

表 3-33/JT-Q931　「状態問合」(STATUS ENQ）メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：状態問合

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

表　示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.3　ユーザ信号ベアラサービス制御用メッセージ

　表 3-34/JT-Q931 に、回線交換呼と対応しない一時信号接続の制御及びユーザ・ユーザ情報を転送するた

めのメッセージを要約する。

表 3-34/JT-Q931　一時的な信号接続制御用メッセージ

 (ITU-T Q.931)

参　　照

・呼設定用メッセージ

呼出 (ALERTing)

呼設定受付 (CALL PROCeeding)

応答 (CONNect)

応答確認 (CONNect ACKnowledge)

呼設定 (SETUP)

呼設定確認 (SETUP ACKnowledge)

3.3.1

3.3.2

3.3.4

3.3.5

3.3.9

 3.3.10

・通信中メッセージ

ユーザ情報 (USER INFOrmation)  3.3.13

・呼切断復旧用メッセージ

解放 (RELease)

解放完了 (RELease COMPlete)

3.3.7

3.3.8

・その他のメッセージ

輻輳制御 (CONGestion CONtrol)

付加情報 (INFOrmation)

状態表示 (STATUS)

状態問合 (STATUS ENQuiry)

3.3.3

3.3.6

 3.3.11

 3.3.12

　注－TTC 標準 JT-Q931（第５版）では、ユーザ間双方の合意に基づく付加的な整合性確認のため、また

は他の TTC 標準、および ITU-T 勧告（例えば、ITU-T 勧告 X.213）に基づく提供のため、ユーザ・

ユーザ信号の提供を記述していた。この機能の利用については、ユーザ・ユーザ情報要素が、「呼

出」(ALERT)､「応答」(CONNECT)、「解放」(REL)、「解放完了」(REL COMP)、「呼設定」(SETUP)

メッセージに含まれる。この機能（明白な、および暗黙のタイプ１ユーザ・ユーザ信号）の詳細は、

TTC 標準 JT-Q957 で規定される。
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3.3.1　「呼出」(ALERTing)

本メッセージは、着信ユーザの呼出が開始されたことを示すために、着信ユーザから網へ転送され、そ

して網から発信ユーザに転送される。（参照 表 3-35/JT-Q931）

表 3-35/JT-Q931　「呼出」(ALERT) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：呼出

定義区間 ：グローバル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 4.5.13 ｕ→ｎ Ｏ（注１） ２～＊

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

　注１－本メッセージが「呼設定」(SETUP) メッセージに対する応答の最初のメッセージで、ユーザが「呼

設定」(SETUP) メッセージで指示されたＤ－チャネルを受付けない場合はチャネル識別子情報要

素は必須である。

　注２－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注３－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.3.2　「呼設定受付」(CALL PROCeeding)

　本メッセージは、要求された呼設定が開始され、これ以上の呼設定情報は受付られないことを示すため

に、着信ユーザから網にあるいは、網から発信ユーザに転送される。（参照 表 3-36/JT-Q931）

表 3-36/JT-Q931　「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：呼設定受付

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 4.5.13 両方向 Ｏ（注１） ２～＊

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

　注１－網からユーザの方向で本メッセージが「呼設定」(SETUP) メッセージに対する最初の応答メッセー

ジである場合、チャネル識別子情報要素は必須である。ユーザから網の方向で本メッセージが「呼

設定」(SETUP) メッセージに対する応答の最初のメッセージで、ユーザが「呼設定」(SETUP) メッ

セージで指示されたＤ－チャネルを受付けない場合はチャネル識別子情報要素は必須である。

　注２－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注３－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.3.3　「輻輳制御」(CONGestion CONtrol)

　本メッセージは「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージの送信においてフロー制御の確立または終結を

示すために、網またはユーザによって送信される。（参照 表 3-37/JT-Q931）

表 3-37/JT-Q931　「輻輳制御」(CONG CON) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：輻輳制御

定義区間 ：ローカル (注１)

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

輻輳制御レベル 4.5.14 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｍ ４～32

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

　注１－本メッセージはローカルな意味を持つが、グローバルな意味を持つ情報を転送し得る。

　注２－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注３－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.3.4　「応答」(CONNect)

　本メッセージは、着信ユーザが呼を受付けたことを示すために、着信ユーザから網に、そして網から発

信ユーザに送られる。（参照 表 3-38/JT-Q931）

表 3-38/JT-Q931　「応答」(CONN) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：応答

定義区間 ：グローバル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 4.5.13 ｕ→ｎ Ｏ（注１） ２～＊

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

　注１－本メッセージが「呼設定」(SETUP) メッセージに対する応答の最初のメッセージで、ユーザが「呼

設定」(SETUP) メッセージで指示されたＤ－チャネルを受付けない場合はチャネル識別子情報要

素は必須である。

　注２－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注３－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

3.3.5　「応答確認」 (CONNect ACKnowledge)

　本メッセージはどのユーザが呼を与えられたかを示すために、網から着信ユーザに送られる。また、対

称な呼制御手順を可能とするために、発信ユーザから網へも送信され得る。（参照 表 3-39/JT-Q931）

表 3-39/JT-Q931　「応答確認」(CONN ACK) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：応答確認

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.3.6　「付加情報」(INFOrmation)

　本メッセージは付加情報を送信したい場合に、ユーザもしくは網によって送信される。呼設定のための

付加情報（例、分割発呼、分割着呼）、あるいは、種々の呼関連情報を送信するために使用され得る。（参

照 表 3-40/JT-Q931）

表 3-40/JT-Q931　「付加情報」(INFO) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：付加情報

定義区間 ：ローカル (注１)

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

送信完了 4.5.27 両方向 Ｏ（注２） １

理由表示 4.5.12 ｎ→ｕ Ｏ（注３） ２～32

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注４） （注５）

キーパッドファシリティ 4.5.18 ｕ→ｎ Ｏ（注６） ２～34

着番号 4.5.8 両方向 Ｏ（注７） ２～＊

　注１－本メッセージはローカルな意味を持つが、グローバルな意味を持つ情報を転送し得る。

　注２－ユーザが網に対して分割発呼の完了をオプションで表示する場合、または、網がユーザに対して

分割着呼の完了をオプションで表示する場合に、本メッセージに含まれる。

　注３－網がオプションでユーザ・ユーザ信号に適する付加情報を提供する場合、本メッセージに含まれ

る（７章　参照）。

　注４－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注５－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

　注６－分割発呼手順で着番号情報を網へ転送するために、着番号情報要素もしくはキーパッドファシリ

ティ情報要素が、ユーザによって本メッセージに含まれる。

　注７－分割発呼手順で着番号情報を網へ転送するために、キーパッドファシリティ情報要素もしくは、

着番号情報要素が、ユーザによって本メッセージに含まれる。

分割着呼手順でユーザに着番号情報を転送するために、着番号情報要素は、網によって本メッセー

ジに含まれる。
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3.3.7　「解放」(RELease)

　本メッセージはユーザもしくは網のいずれか一方から送信される。本メッセージを送信している装置が

チャネル (もしあれば) を既に切断したことを示し、チャネルと呼番号を解放するために送信される。さら

に、本メッセージを受信した装置ではチャネルを解放し、さらに「解放完了」(REL COMP)メッセージを送

信したあと呼番号を解放する準備をする。（参照 表 3-41/JT-Q931）

表 3-41/JT-Q931　「解放」(REL) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：解放

定義区間 ：ローカル (注１)

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｏ（注２） ２～32

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

　注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかしながら、最初の呼切断復旧メッセージとして使用

される場合はグローバルな意味をもつ情報を転送し得る。

　注２－本メッセージが最初の呼切断復旧メッセージである場合は必須である。また、エラー処理条件の

結果として「解放」(REL) メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれる。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.3.8　「解放完了」(RELease COMPlete)

　本メッセージはユーザもしくは網のいずれか一方から送信される。本メッセージを送信している装置が

チャネル (もしあれば) および呼番号を解放したことを示す。解放されたチャネルは再利用が可能となり、

さらに本メッセージを受信した装置は呼番号を解放する。（参照 表 3-42/JT-Q931）

表 3-42/JT-Q931　「解放完了」(REL COMP) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：解放完了

定義区間 ：ローカル (注１)

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｏ（注２） ２～32

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

　注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかしながら、最初の呼切断復旧メッセージとして使用

される場合はグローバルな意味をもつ情報を転送し得る。

　注２－本メッセージが最初の呼切断復旧メッセージである場合は必須である。また、エラー処理条件の

結果として「解放完了」(REL COMP) メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれる。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.3.9　「呼設定」(SETUP)

　本メッセージは呼設定を開始するために、発信ユーザから網へ、そして網から着信ユーザへ送信される。

（参照 表 3-43/JT-Q931）

表 3-43/JT-Q931　「呼設定」(SETUP) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：呼設定

定義区間 ：グローバル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

送信完了 4.5.27 両方向 Ｏ（注１） １

伝達能力 4.5.5 両方向 Ｍ（注２） ６～８

チャネル識別子 4.5.13 両方向 Ｍ ２～＊

網特有ファシリティ 4.5.21 両方向 Ｏ（注３） ２～＊

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注４） （注５）

キーパッドファシリティ 4.5.18 ｕ→ｎ Ｏ（注６） ２～34

発番号 4.5.10 両方向 Ｏ（注７） ２～＊

発サブアドレス 4.5.11 両方向 Ｏ（注８） ２～23

着番号 4.5.8 両方向 Ｏ（注９） ２～＊

着サブアドレス 4.5.9 両方向 Ｏ（注 10） ２～23

中継網選択 4.5.29 ｕ→ｎ Ｏ（注 11） ２～＊

低位レイヤ整合性 4.5.19 両方向 Ｏ（注 12） ２～18

高位レイヤ整合性 4.5.17 両方向 Ｏ（注 13） ２～５

　注１－ユーザまたは網が、呼設定に必要な全ての情報を「呼設定」(SETUP) メッセージに含んで、オプ

ションで表示する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－伝達能力情報要素および低位レイヤ整合性情報要素は、もし適当であれば、ITU-T テレコミュニケー

ション・サービスを記述するのに使用され得る。

　注３－網特有ファシリティ情報を表示するために、発信ユーザまたは網によって本メッセージに含まれ

る（付属資料Ｅ参照）。

　注４－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注５－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

　注６－分割発呼手順で着番号情報を網へ転送するために、着番号情報要素もしくはキーパッドファシリ

ティ情報要素が、ユーザによって本メッセージに含まれる。

網に他の呼設定情報を転送するために、キーパッドファシリティ情報要素もまた、ユーザによっ

て本メッセージに含まれ得る。

　注７－発信ユーザ識別のために、発信ユーザまたは網によって本メッセージに含まれ得る。
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　注８－発信ユーザが発サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向で本メッセージに含

まれる。発信ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージに発サブアドレス情報要素を含めているな

らば、網からユーザへの方向で本メッセージに含まれる。

　注９－着番号情報を網へ転送するために、キーパッドファシリティ情報要素もしくは着番号情報要素が、

ユーザによって本メッセージに含まれる。

ユーザに着番号情報を転送するために、着番号情報要素は、網によって本メッセージに含まれる。

　注 10－発信ユーザが着サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向で本メッセージに含

まれる。発信ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージに着サブアドレス情報要素を含めているな

らば、網からユーザへの方向で本メッセージに含まれる。

　注 11－特定の中継網を選択するために、発信ユーザによって本メッセージに含まれる。 (付属資料Ｃ　参

照)

　注 12－発信ユーザが着信ユーザに対して低位レイヤ整合性情報を転送したい場合、ユーザから網への方

向で本メッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージに低位レイヤ整合性

情報要素を含めているならば、網からユーザへの方向で本メッセージに含まれる。

　注 13－発信ユーザが着信ユーザに対して高位レイヤ整合性情報を転送したい場合、ユーザから網への方

向で本メッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージに高位レイヤ整合性

情報要素を含めているならば、網からユーザへの方向で本メッセージに含まれる。

3.3.10　「呼設定確認」(SETUP ACKnowledge)

  本メッセージは、呼設定が開始され引き続き情報を要求していることを示すために、網から発信ユーザ、

あるいは着信ユーザから網に送信される。（参照 表 3-44/JT-Q931）

表 3-44/JT-Q931　「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：呼設定確認

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 4.5.13 両方向 Ｏ（注１） ２～＊

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

　注１－ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージ内に示されたＤ－チャネルを受け入れる場合を除き、全

ての場合で必須である。

　注２－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注３－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.3.11　「状態表示」(STATUS)

　本メッセージは、ユーザもしくは網によって、「状態問合」(STATUS ENQ) メッセージに対する応答と

して送信されるか、もしくは節 5.8 に示されるエラー状態を通知するために任意の時点で送信される。（参

照 表 3-45/JT-Q931）

表 3-45/JT-Q931　「状態表示」(STATUS) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：状態表示

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｍ ４～32

呼状態 4.5.7 両方向 Ｍ ３

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。

3.3.12　「状態問合」(STATUS ENQuiry)

　本メッセージは、レイヤ３の同位エンティティからの「状態表示」(STATUS)メッセージ要求がある場合、

ユーザもしくは網によって、いつでも送信される。また、「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対する

応答としての「状態表示」(STATUS)メッセージ送出は必須である。（参照 表 3-46/JT-Q931）

表 3-46/JT-Q931　「状態問合」(STATUS ENQ) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：状態問合

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注１） （注２）

　注１－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.3.13　「ユーザ情報」(USER INFOrmation)

　本メッセージはユーザがリモートユーザに情報を転送するためにユーザから網に送信される。また本メッ

セージは、他のユーザからの情報を届けるために、網からユーザへも送信される。（参照 表 3-47/JT-Q931）

表 3-47/JT-Q931　「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージ内容

(ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：ユーザ情報

定義区間 ：アクセス

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

モアデータ 4.5.20 両方向 Ｏ（注１） １

ユーザ・ユーザ 4.5.30 両方向 Ｍ ２～255

　注１－同じメッセージ・ブロックに属する他の「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージが続いて来るこ

とを表示する場合に、送信側ユーザによって本メッセージに含まれる。

3.4　グローバル呼番号を用いたメッセージ

　表 3-48/JT-Q931 に、節 4.3 で定義されたグローバル呼番号用メッセージを要約する。

表 3-48/JT-Q931　グローバル呼番号用メッセージ

 (ITU-T Q.931)

参　　照

  メッセージ

初期設定 (RESTart)

初期設定確認 (RESTart ACKnowledge)

状態表示 (STATUS)

3.4.1

3.4.2

3.4.3
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3.4.1　「初期設定」(RESTart)

　本メッセージは、ユーザもしくは網から表示されたチャネルまたはインタフェースの初期設定（アイド

ル状態に戻す）を要求するために転送する。（参照 表 3-49/JT-Q931)

表 3-49/JT-Q931　「初期設定」(REST) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：初期設定

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ（注１） ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 4.5.13 両方向 Ｏ（注２） ２～＊

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

初期設定表示 4.5.25 両方向 Ｍ ３

　注１－本メッセージは節 4.3 で定義されるグローバル呼番号と共に送られる。

　注２－初期設定対象の特定のチャネルを表示する必要がある場合、本メッセージに含まれる。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.4.2　「初期設定確認」(RESTart ACKnowledge)

　本メッセージは初期設定（REST）メッセージの受信を確認するため及び要求された初期設定が完了した

ことを示すために転送される。（参照 表 3-50/JT-Q931）

表 3-50/JT-Q931　「初期設定確認」(REST ACK) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：初期設定確認

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ（注１） ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

チャネル識別子 4.5.13 両方向 Ｏ（注２） ２～＊

表　示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注３） （注４）

初期設定表示 4.5.25 両方向 Ｍ ３

　注１－本メッセージは節 4.3 で定義されるグローバル呼番号とともに送られる。

　注２－既に初期設定されている特定のチャネルを表示する必要がある場合、本メッセージに含まれる。

　注３－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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3.4.3　「状態表示」(STATUS)

　本メッセージは節 5.8 に示されるエラー状態を通知するために任意の時点でユーザまたは網から送信され

る。（参照 表 3-51/JT-Q931）

表 3-51/JT-Q931　「状態表示」(STATUS) メッセージ内容

 (ITU-T Q.931)

メッセージ種別 ：状態表示

定義区間 ：ローカル

方向 ：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ（注１） ２～＊

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １

理由表示 4.5.12 両方向 Ｍ ４～32

呼状態 4.5.7 両方向 Ｍ ３

表  示 4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注２） （注３）

　注１－本メッセージは節 4.3 で定義されるグローバル呼番号で転送され得る。

　注２－網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

　注３－最小の長さは２オクテットである。また、最大長は網に依存し、３４または８２オクテットであ

る。
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４．メッセージフォーマットと情報要素のコーディング

　本節の図や文章では、メッセージ内容について規定する。各オクテット内では、ビットは、まずビット

１を最初に送出し、続いてビット２、ビット３と送出していく。同様にオクテットもオクテット１、オク

テット２という順番で送出する。

4.1　概　要

本プロトコル内の各メッセージは、次の部分から構成されている。

(1) プロトコル識別子

(2) 呼番号

(3) メッセージ種別

(4) 他の情報要素

情報要素 (1)、 (2)、 (3)は、全てのメッセージに共通であり、含まれていなければならない。一方、情

報要素(4)は各メッセージ種別に応じて規定される。この構成を図 4-1/JT-Q931 に例として示す。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

プロトコル識別子 １

０ ０ ０ ０ 呼番号長 ２

呼番号値 ３

０ メッセージ種別

他の情報要素

図 4-1/JT-Q931　通常メッセージ構成

 (ITU-T Q.931)

　メッセージには、ユーザやネットワークなど特定の装置が必要とし、処理し得る以上の情報を持つもの

もある。全ての装置は、メッセージに含まれている処理上、必要としない余分な情報を無視できるように

する必要がある。例えば、呼設定で表示される“発番号”が端末にとって重要でないものなら、端末はそ

れを無視する。

　他の方法で規定する場合を除いては、特定の情報要素は、与えられたメッセージ内に一度のみ存在し得

る。

“デフォルト”とは、定義された値が、割り当てのない場合、もしくは複数個の値から選択する場合に使

用される。

　呼番号値のように、フィールドが１オクテット以上に拡張されたとき、オクテット番号が大きくなるに

つれてビット値は小さくなる。フィールド内、最下位のビットは、そのフィールドの１番大きな番号のオ

クテットの１番小さなビットに相当する。

4.2　プロトコル識別子

　プロトコル識別子は、本標準内で定義される他のメッセージとユーザ網呼制御へのメッセージを識別す

るために用いられる。プロトコル識別子は、また他の ITU-T 標準と、本標準にコード化する OSI 網レイヤ

プロトコル群と本標準のメッセージの識別もする。

 

…
…
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　注　プロトコル識別子フィールドは、また情報要素内のユーザプロトコルを示すため、ユーザ・ユーザ

情報要素内に含まれる。この場合のプロトコル識別子のコーディングについては節 4.5.30 に示す。

　プロトコル識別子は、各メッセージの１番目に配置される。表 4-1/JT-Q931 に示されるようにコード化す

る。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

JT-Q931 ユーザ網呼制御メッセージ

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

プロトコル識別子

図 4-2/JT-Q931　プロトコル識別子

 (ITU-T Q.931)

　プロトコル識別子の値は、表 4-1/JT-Q931 から用いたもの。

表 4-1/JT-Q931　プロトコル識別子

 (ITU-T Q.931)

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 節 4.5.30 の規定により割当てられる。メッセージプロトコル識別

子には使用不可。

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ JT-Q931/(I.451)ユーザ網呼制御メッセージ

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ JT-Q2931 ユーザ網呼制御メッセージ

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 標準 JT-X25[5]を含め他網レイヤあるいは、レイヤ３プロトコル

のために予約済（注）

０ ０ １ １ １ １ １ １

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 国内使用

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 国内使用　　4.5.30 節の規定により割り当てられる。メッセージ

プロトコル識別子には使用不可。

０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ 国内使用　　PBX 間ディジタルインタフェース（共通チャネル形

信号方式）

０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ 国内使用　　RCR STD28 無線区間無線管理（ＲＴ）メッセージ

０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ 国内使用　　RCR STD28 無線区間移動管理（ＭＭ）メッセージ

０ １ ０ ０ ０ １ ０ １ 国内使用　　RCR STD28 無線区間呼制御（ＣＣ）メッセージ

０ １ ０ ０ ０ １ １ ０

国内使用

０ １ ０ ０ １ １ １ １

０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ 標準 JT-X25 を含め他網レイヤあるいは、レイヤ３プロトコルの

ために予約済（注）

１ １ １ １ １ １ １ ０

上記以外 予約済

（注）これらの値は、ゼネラルフォーマット識別子を含む、標準 JT-X25 パケットの１番目のオクテットと

プロトコル識別子とを区別するために予約されている。

～
～

～
～
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4.3　呼番号

　呼番号は、ローカル・ユーザ網インタフェースでの呼またはファシリティの登録、解除要求を識別する

ため、特定なメッセージに用いられる。呼番号は、ISDN を介してエンド・エンドに使用されるものではな

い。

　呼番号は、各メッセージの２番目に配置される。呼番号は図 4-3/JT-Q931 に示されるようにコード化する。

呼番号長の値は、オクテット１のビット１～４に示されておりその最大長のデフォルト値は３オクテット

である。受信側での処理は、呼番号値フィールドの数値に基づいており、呼番号情報要素長とは全く関係

ないものである。

　最低限でも、全ての網やユーザは、基本ユーザ網インタフェースにおける、１オクテットの呼番号値と、

一次群インタフェースにおける２オクテットの呼番号値をサポートできるようにする必要がある。

　呼番号値はまた、一次群インタフェースにおける網のオプションとして、１オクテットもありうる。こ

の場合、１２７までの呼番号値は、１または２オクテットで送出する。

　一次群インタフェースにおける１オクテットの呼番号値は JT-Q931 では非標準であるが、参考のために

記述する。

　「呼番号」情報要素は、呼番号値と呼番号フラグを含んでいる。

　呼番号値は、呼に対してユーザ網インタフェースの発側で割り当てられる。これら呼番号値はＤチャネ

ルレイヤ２論理リンクコネクション内で発側に関しては、唯一となっている。呼番号値は、呼の開始時に

割り付けられ、呼の存在する間は維持される（中断の場合を除く）。呼の終了後もしくは中断成功後に、

その呼番号は他の呼に割り当てられることもある。リンクの両側で発呼したそれぞれの呼に同じ値をつけ

てしまった場合には、同じＤチャネルレイヤ２論理リンクコネクション上に２つの等しい呼番号値が用い

られる場合もありうる。

　呼番号フラグは、０か１かの値をとる。レイヤ２論理リンクのどちら側で呼番号を発呼したか識別する

ために用いられる。発側から着側に向かうメッセージでは、必ず呼番号フラグを０に設定し、着側から発

側へ向かうメッセージでは、常に呼番号フラグを１に設定する。

　ゆえに、呼番号フラグは、呼に対する呼番号値の割り当て側を識別し、同一呼番号値への同時割り付け

を解決することを目的としている。呼番号フラグは、グローバル呼番号を用いる手順にも適用される。（例：

初期設定手順）

（注１）ダミー呼番号を含んでいる呼番号情報要素は、１オクテット長で“００００００００”にコード

化される。

ダミー呼番号の使用については勧告 Q.932 で規定する。

（注２）グローバル呼番号の数値は、０である。グローバル呼番号を含むメッセージを受信した装置は、

このデータリンクコネクション識別子に属するすべての呼番号に関してこのメッセージを受け

取ったものとして取り扱う必要がある。（図 4-5/JT-Q931 参照）
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ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

０ ０ ０ ０ 呼番号長（オクテット単位） １

フラグ ２

呼　　番　　号　　値

呼番号フラグ（オクテット２）

　ビット８

０　メッセージは、呼番号の生成側から送られる。

１　メッセージは、呼番号の生成側へ送られる。

図 4-3/JT-Q931　呼番号情報要素

 (ITU-T Q.931)

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

呼番号長

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

図 4-4/JT-Q931　ダミー呼番号

 (ITU-T Q.931)

…
…
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ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

呼番号長

１

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

０／１ 呼　　番　　号　　値

フラグ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

 (a)　１オクテット呼番号値

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

呼番号長

１

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０

０／１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

フラグ 呼　　番　　号　　値

２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

 (b)　２オクテット呼番号値

図 4-5/JT-Q931　グローバル呼番号コード化の例

 (ITU-T Q.931)

4.4　メッセージ種別

　メッセージ種別は、送出されるメッセージの機能を識別するために用いる。

　メッセージ種別は、各メッセージの３番目に配置され、図 4-6/JT-Q931 や表 4-2/JT-Q931 に示されている

ようにコード化する。

　ビット８は、拡張ビットとして、将来の使用のため予約されている。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

０ メ　ッ　セ　ー　ジ　種　別 １

図 4-6/JT-Q931　メッセージ種別

(ITU-T Q.931)
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表 4-2/JT-Q931　メッセージ種別

 (ITU-T Q.931)

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 国内規定のメッセージ種別へのエスケープ（注）

０ ０ ０ － － － － － 呼設定用メッセージ

０ ０ ０ ０ １ －呼出 (ALERTing)

０ ０ ０ １ ０ －呼設定受付 (CALL PROCeeding)

０ ０ １ １ １ －応答 (CONNect)

０ １ １ １ １ －応答確認 (CONNect ACKnowledge)

０ ０ ０ １ １ －経過表示 (PROGress)

０ ０ １ ０ １ －呼設定 (SETUP)

０ １ １ ０ １ －呼設定確認 (SETUP ACKnowledge)

０ ０ １ － － － － － 通信中メッセージ

０ ０ １ １ ０ －再開 (RESume)

０ １ １ １ ０ －再開確認 (RESume ACKnowledge)

０ ０ ０ １ ０ －再開拒否 (RESume REJect)

０ ０ １ ０ １ －中断 (SUSPend)

０ １ １ ０ １ －中断確認 (SUSPend ACKnowledge)

０ ０ ０ ０ １ －中断拒否 (SUSPend REJect)

０ ０ ０ ０ ０ －ユーザ情報 (USER INFOrmation)

０ １ ０ － － － － － 呼切断用メッセージ

０ ０ １ ０ １ －切断 (DISConnect)

０ １ １ ０ １ －解放 (RELease)

１ １ ０ １ ０ －解放完了 (RELease COMPlete)

０ ０ １ １ ０ －初期設定 (RESTart)

０ １ １ １ ０ －初期設定確認 (RESTart ACKnowledge)

０ １ １ － － － － － その他のメッセージ

０ ０ ０ ０ ０ －分割 (SEGMENT)

１ １ ０ ０ １ －輻輳制御 (CONGestion CONtrol)

１ １ ０ １ １ －付加情報 (INFOrmation)

０ １ １ １ ０ －通知 (NOTIFY)

１ １ １ ０ １ －状態表示 (STATus)

１ ０ １ ０ １ －状態問合 (STATus ENQuiry)

（注）これが使用された場合メッセージ種別は、国内規定に基づき、次のオクテットで定義される。
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4.5　他の情報要素

4.5.1　コーディング規定

　他の情報要素のコーディングは、以下に述べるコーディング規定に従う。これらの規定は、メッセージ

処理をする各装置が、処理上、必要である情報要素を見つけ、必要でないものを無視するように考えられ

たものである。

２種類の情報要素を規定する。

(1) 単一固定長情報要素　図 4-7 (a)/JT-Q931 及び図 4-7 (b)/JT-Q931

(2) 可変長情報要素　図 4-7 (c)/JT-Q931

以下の情報要素に関して、情報要素識別子ビットのコーディングを表 4-3/JT-Q931 に示す。

メッセージ中の各情報要素には特定な順番がある。可変長フォーマットの情報要素識別子のコード値は、

メッセージ中の各情報要素の現れる順番に従い、小さい方から割り付けられる。これは、受信装置が全体

のメッセージを見ずに特別の情報要素の有無を判断できるためである。

単一固定長情報要素は、メッセージ内の任意の場所に設置され得る。

単一固定長情報要素は２つのタイプがある。タイプ１の情報要素はビット７、６、５で示す。ビット７、

６、５が‘０１０’はタイプ２単一固定長情報要素として予約済である。

ここでは、情報要素についての記述に、予備ビットを含んでいる場合、これらの予備ビットは、０に設

定されている。将来の実用を考えると、予備ビットが１に設定されているからといって、メッセージを拒

否すべきではない。

可変長情報要素の第２のオクテットは、最初のオクテットのコーディングに関係なくその情報要素内容

（オクテット３以下）の総オクテット長を示している。情報要素内容のオクテットの数は、バイナリーで

コード化され、最下位はビット１（２°）である。

オプショナルになっている可変長情報要素は、存在し得るが、内容を持たない。例えば、「呼設定」(SETUP)

メッセージは、オクテット長ゼロの着番号情報要素を含んでいることもある。これは受信側に情報要素が

“存在していない”ものとして処理される。同様に、情報要素がない場合は、“情報要素内容を持たない”

として処理される。

次の規定は可変長情報要素のコーディングに適用する。

(a) オクテット番号における最初の数字は、１つのオクテットあるいはオクテットのグループである。

(b) 各オクテットグループは、情報要素内の独立した単位である。オクテットグループの内部構造は

以下に示す方法とは別の方法で定義されることもあり得る。

(c) オクテットグループは、何らかの拡張法の使用により形成される。拡張ビットとしてビット８を

使用し、オクテット（Ｎ）を次に来るオクテット（Ｎａ，Ｎｂ…）へ拡張できる方法が望ましい。

　ビット‘０’は、オクテットが次のオクテットへ継続していることを示す。

　ビット‘１’は、このオクテットが最後のオクテットであることを示す。

　１つのオクテット（Ｎｂ）が存在すれば前のオクテット（ＮとＮａ）もまた存在する。

　4.5.5 節などの記述では、別のオクテットがあとに続く場合、ビット８は“０／１拡張”と書かれ

ている。

　これが拡張領域上最後のオクテットであれば、ビット８は“１拡張”と書かれている。

　仕様を追加する場合、追加オクテットが、それ以前の最後のオクテットのあとで定義されうる（そ

の場合“１拡張”という記述を“０／１拡張”に変更）ので、装置はそのような追加オクテットを

受け入れる準備をする必要がある。ただし、これらのオクテットをその装置が解釈したりその内容

に従い機能したりする必要はない。
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(d) 上で定義された拡張法に加えて、オクテット（Ｎ）のビット７～１の表示により次のオクテット

（Ｎ１，Ｎ２...）へ拡張される。

(e) （c）と（d）の拡張法は組合せて使用されうる。拡張法（c）は、順序の上で優先権をもつ。従っ

て、全てのオクテットＮａ、Ｎｂ... は必ず、オクテットＮ.1、Ｎ.2... の前に現れる。この規則は、

オクテットＮ.1、Ｎ.2... がオクテットＮａ、Ｎｂ... の拡張法を用いて拡張される場合にも適用され

る。

(f) 同様な規則は、拡張法（d）が繰り返される場合にも適用される。即ちオクテットＮ.1.1、Ｎ.1.2... は

オクテットＮ.2 の前に現れる。

(g) オプショナルのオクテットはアスタリスク（＊）の印をつける。

注１－拡張法（c）は、繰り返し使用できない。即ち、オクテット４ｂになるべきオクテットにオク

テット４ａの拡張法を組み込むことはできない。

注２－プロトコル設計者は、複数の拡張法を使用する場合、結果としてのコーディングが唯一の解

釈となることを保証するよう注意すべきである。

注３－幾つかの情報要素には、コーディング標準フィールドが規定されている。情報要素がコーディ

ング標準の国内標準で規定される場合、情報要素の構造を本勧告の規定と同様に規定するこ

とを推奨する。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

１ 情報要素識別子 情報要素内容 １

(a)　単一固定長情報要素フォーマット（タイプ１）

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

１ 情  報  要  素  識  別  子 １

(b)　単一固定長情報要素フォーマット（タイプ２）

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

０ 情　報　要　素　識　別　子 １

情　報　要　素　内　容　長 ２

情　報　要　素　内　容 ３

(c)　可変長情報要素フォーマット

図 4-7/JT-Q931　情報要素フォーマット

 (ITU-T Q.931)

…
…

＝＝
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表 4-3/JT-Q931　情報要素識別子コーディング

 (ITU-T Q.931)

８７６５４３２１ 最大長

参　照

１：：：－－－－ 単一固定長情報要素： (ｵｸﾃｯﾄ)

０００－－－－ 予約済 (注 1)

００１－－－－ シフト指定 (Shift) (注 2) 4.5.3/4.5.4　　 1

０１０００００ モアデータ (More data) 4.5.20　　 1

０１００００１ 送信完了 (Sending complete) 4.5.27　　 1

０１１－－－－ 輻輳制御レベル (Congestion level) 4.5.14　　 1

１０１－－－－ 繰り返し表示 (Repeat indicator) 4.5.24　　 1

０：：：：：：： 可変長情報要素

０００００００ 分割メッセージ (Segmented message) 4.5.26

００００１００ 伝達能力 (Bearer capability) (注 2) 4.5.5　　 12

０００１０００ 理由表示 (Cause) (注 2) 4.5.12　　32

００１００００ 呼識別 (Call identity) 4.5.6　　 10

００１０１００ 呼状態（Call state） 4.5.7　　　3

００１１０００ チャネル識別子 (Channel identification) (注 2) 4.5.13　(注 4)

００１１１１０ 経過識別子 (Progress indicator) (注 2) 4.5.23 　　4

０１０００００ 網特有ファシリティ (注 2) (Network specific facilities) 4.5.21　(注 4)

０１００１１１ 通知識別子 (Notification indicator) 4.5.22　　 3

０１０１０００ 表示 (Display) 4.5.16　82/34

０１０１００１ 日時 (Date/time) 4.5.15　　 8

０１０１１００ キーパッドファシリティ (Keypad facility) 4.5.18　　34

０１１０１００ シグナル (Signal) (注 2) 4.5.28　　 3

１００００００ 情報速度 (Information rate) 4.6.3 　 　6

１００００１０ エンド・エンド中継遅延 (End-to-end transit delay) 4.6.2 　　11

１００００１１ 中継遅延選択表示 (Transit delay selection and indication) 4.6.9 　　 5

１０００１００ パケットレイヤバイナリパラメータ 4.6.4 　　 3

(Packet layer binary parameters)

１０００１０１ パケットレイヤウィンドウサイズ 4.6.5　　　4

(Packet layer window size)

１０００１１０ パケットサイズ (Packet size) 4.6.6　　　4

１０００１１１ 閉域ユーザグループ（Closed user group) 4.6.1　　　7

１００１０１０ 着信課金表示 (Reverse charge indication) 4.6.8　　　3

１１０１１００ 発番号 (Calling party number) 4.5.10　(注 4)

１１０１１０１ 発サブアドレス (Calling party subaddress) 4.5.11　　23

１１１００００ 着番号 (Called party number) 4.5.8　 (注 4)

１１１０００１ 着サブアドレス (Called party subaddress) 4.5.9 　　23

１１１０１００ 転送元番号 (Redirecting number) 4.6.7　 (注 4)
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１１１１０００ 中継網選択 (Transit network selection) (注 2) 4.5.29　(注 4)

１１１１００１ 初期設定表示 (Restart indicator) 4.5.25　　 3

１１１１１００ 低位レイヤ整合性 (注 2) (Low layer compatibility) 4.5.19　　18

１１１１１０１ 高位レイヤ整合性 (注 2) (High layer compatibility) 4.5.17　 　5

１１１１１１０ ユーザ・ユーザ (User-user) 4.5.30　131/35

１１１１１１１ 拡張のためのエスケープ (注 3)

上記以外 予約済 (注 5)

（注１）可変長情報要素の最大長制限は、現在の TTC 標準のコーディング値だけを考慮している。

本標準の今後の拡張は、これらの制限に制約されない。

（注２）本情報要素は、繰り返されうる。

（注３）このエスケープの仕組は、コード群５、６、７により制限されている。（節 4.5.2 参照）

拡張エスケープを使用すると情報要素識別子はオクテットグループ３に含まれ、情報要素の内容

は図４－８/JT-Q931 に示される連続オクテットに従う。

（注４）最大長は、網依存である。

（注５）予約済の値の内ビット５～８が‘００００’にコード化されたものは、受信側によって理解する

必要がある。（節 5.8.7.1 参照）

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

拡張のためエスケープ

０ １ １ １ １ １ １ １ １

情　報　要　素　内　容　長

２

１

拡張

情　報　要　素　識　別　子 ３

情　報　要　素　内　容 ４

etc.

図 4-8/JT-Q931　拡張エスケープ使用の情報要素フォーマット

(ITU-T Q.931)

＝＝
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4.5.2　コード群の拡張

　節 4.5.1 で述べたフォーマットを用いると、情報要素識別子の値は、可変長情報要素に関しては１２８、

また固定長情報要素に関しては最低８となる。

　単一オクテットフォーマットにおける値の１つは、以下に述べるシフト操作のために規定されている。

そのほかに、単一オクテット及び可変長フォーマットの両方において１つの値が予約されている。したがっ

て残りの少なくとも１３３が割当可能な情報要素識別子である。

　最低でも１３３の情報要素識別子のそれぞれが８つのコード群に拡張できる。ひとつのコード群から別

のコード群へのシフトを容易にするために各コード群で共通の１つの単一オクテットフォーマットを使用

している。このシフト情報要素の内容は、次にくる情報要素群または情報要素に使用されるコード群を識

別する。任意の与えられた時点で使用するコード群は、“使用中コード群”として用いられる。暗黙の内

にコード群０を初期の“使用中コード群”とする。

２つのコード群シフト手順が適用されている。すなわち、固定シフトと一時シフトである。

コード群４は、ISO/IEC 標準による使用として設けられている。

コード群５は、国内利用に適用する情報要素群として設けられている。

コード群６は、公衆網もしくは私設網特有の情報要素群として設けられている。

コード群７は、ユーザ特有の情報要素群として設けられている。

節 4.5.1 で定められたコーディング規定は、任意の使用中コード群に属する情報要素に適用される。

　ある使用中コード群から別のコード群へのシフト（すなわち固定シフト手順によるもの）はもとのコー

ド群よりも数値の高いコード群へのみ可能である。

　一時シフト手順を用いるとコード群４、５、６、７に属する単一可変長情報要素は、使用中コード群で

あるコード群０に属する情報要素と一緒に出現しうる。（節 4.5.4 参照）

　ユーザまたはネットワーク装置は、固定シフト、一時シフトの両方のシフト情報要素を認識する能力並

びにあとに続く情報要素長を決定する能力を持つべきである。ただし、これらの装置は、これらの情報要

素の内容に従い機能したり解釈したりする必要はない。これによりその装置は、その後に続く情報要素の

開始位置を決定できる。

　コード群７は、将来のサービス定義、両者の合意あるいは特定ユーザに対しローカルネットワークを介

してサポートする準備がされている以外、認識されない情報要素処理手順（節 5.8.7.1 参照）に従い、ロー

カル網の最初の交換で処理される。

　コード群６は、ローカルネットワーク（公衆か私設かどちらか）に特有の情報要素が予約されている。

それ自体では、ローカル網間の境界、国内、国際上の境界を介する意味を持たない。それゆえ、コード群

６の情報要素は、発信側網の最後の交換や境界を越えた最初の交換で認識されない情報要素の処理手順（節

5.8.7.1 参照）に従い処理される。両者の合意がある場合は、この限りではない。

　コード群５は、国内使用予約済の情報要素に残されている。それ自体、国際上の境界を介する意味を持

たない。それゆえ、コード群５の情報要素は、国際上の境界を越えた最初の交換で認識されない情報要素

の処理手順（節 5.8.7.1 参照）に従い処理される。両者の合意がある場合は、この限りではない。

　コード群４は、ISO/IEC 標準で定義される情報要素に残されている。
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4.5.3　固定シフト手順

　固定シフト手順では、新たに使用するコード群を示すために情報要素を用いる。１度指定されたコード

群は、他のコード群の使用を指定する別の固定シフト情報要素が現れるまで、継続する。例えば、メッセー

ジ内容解析開始時には、コード群０が使用中であるとする。もしコード群５の固定シフトが指定された場

合には、次の情報要素群は、他のシフト情報要素が指定されるまで、コード群５で割り当てられた情報要

素識別子に従い、処理される。この手順は、もとのコード群よりも高い数値のコード群にシフトするため

だけに使用される。

　固定シフトは、固定シフト情報要素を含むメッセージ内でのみ有効である。全てのメッセージ内容解析

開始時における使用中コード群は、コード群０である。

　固定シフト情報要素は、単一オクテット情報要素フォーマットを使用し、図 4-9/JT-Q931 や表 4-4/JT-Q931

が示すようにコード化する。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

シフト

１ ０ ０ １ ０ コード群識別子 オクテット１

識別子

ビット４の“０”は、固定シフトを示す。

図 4-9/JT-Q931　固定シフト情報要素

 (ITU-T Q.931)

表 4-4/JT-Q931　固定シフト情報要素

 (ITU-T Q.931)

コード群識別子（ビット　３～１）：

ビット

３ ２ １

０ ０ ０ 適用できない

０ ０ １

予約済予約済予約済予約済

０ １ １

１ ０ ０ コード群４：ISO/IEC 使用の情報要素

１ ０ １ コード群５：国内使用の情報要素

１ １ ０ コード群６：公衆網もしくは私設網特有の情報要素

１ １ １ コード群７：ユーザ特有の情報要素

～
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4.5.4　一時シフト手順

　一時シフト手順は、特定のコード群に対し、一時的にシフトするのに用いる。一時シフト手順では、単

一オクテットの情報要素を用い、単一オクテットの次に来る情報要素の解析に用いる情報要素コード群を

識別する。単一情報要素の次に来る情報要素の解析のあと、次に来る情報要素の解析には、一時シフトを

する直前に使用していたコード群に戻る。例えば、コード群０は、メッセージ内容解析開始時に使用され

る。もし、コード群６に対する一時シフトが設定されれば、次に来る情報要素のみがコード群６に割当て

られた情報要素識別子に従い処理される。この情報要素の処理後コード群０が再び、次の情報要素の処理

に使用される。一時シフト情報要素が現在のコードセットを示す場合、誤りとすべきではない。固定シフ

ト情報要素は、一時シフト情報要素の直後には続かない。もし、この組合せが受取られた場合、固定シフ

ト情報要素のみが受取られたとみなすべきである。

　一時シフト情報要素は、単一オクテット情報要素フォーマットを使用し、図 4-10/JT-Q931 及び表 4-5/JT-

Q931 のようにコーディングする。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ 　１ オクテット

シフト

１ ０ ０ １ １ コード群識別子 １

識別子

ビット４の“１”は、一時シフトを示す。

図 4-10/JT-Q931　一時シフト情報要素

 (ITU-T Q.931)

表 4-5/JT-Q931　一時シフト情報要素

 (ITU-T Q.931)

コード群識別子（ビット　３～１）：

ビット

３ ２ １

０ ０ ０ コード群０：JT-Ｑ931 情報要素

０ ０ １

予約済予約済予約済予約済

０ １ １

１ ０ ０ コード群４：ISO/IEC 使用の情報要素

１ ０ １ コード群５：国内使用の情報要素

１ １ ０ コード群６：公衆網もしくは私設網特有の情報要素

１ １ １ コード群７：ユーザ特有の情報要素

～
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4.5.5　伝達能力 (Bearer capability)

伝達能力情報要素の目的は、勧告 I.231[6]で定義される網が提供する伝達サービス要求を表示することで

ある。本情報要素は、網によって使用される可能性のある情報のみを含む。付属資料Ｉ参照のこと。

　通信可能性確認に関連している伝達能力情報要素の使用法は、付属資料Ｂで記述している。

　伝達能力情報要素は、図 4-11/JT-Q931 と表 4-6a/JT-Q931～表 4-6k/JT-Q931 に示されているようにコード

化する。

　本情報要素がない場合には、伝達能力のデフォルトは想定されない。

　本情報要素の最大長は TTC 標準および ITU-T 勧告を使用している場合は、１２オクテットである。

（注）伝達能力情報要素のコーディングに対する将来の拡張は、現在定義されている低レイヤ整合性情報

要素のコーディングと矛盾してはならない。（節 4.5.19 参照）
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ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

伝達能力

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

情報要素識別子

伝達能力内容長 ２

１

拡　張

ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準 情報転送能力

３

１

拡　張

転送モード 情報転送速度

４

１

拡　張

レートマルチプライヤ 4.1＊
（注 1)

０／１ ０ １ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ５＊

拡　張 レイヤ１識別

０／１ 同期／ ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ ユーザ速度 ５ａ＊

拡　張 非同期 交　渉 （注 2)

０／１

拡　張

中間速度 送　信

ＮＩＣ

受　信

ＮＩＣ

送信ﾌﾛｰ

制御

受信ﾌﾛｰ

制御

０

予  備
５ｂ＊

（注 3)

０／１ 速度整 多　重 動　作 ＬＬＩ 被割当 ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ

ｱｳﾄﾊﾞ

０ ５ｂ＊

（注 4)
拡　張 合ﾍｯﾀﾞ ﾌﾚｰﾑ モード 交　渉 割　当 ﾝﾄﾞ交渉 予　備

０／１

拡　張

ストップ

ビット数

データ

ビット数

パリティ情報 ５ｃ＊

（注 2)

１

拡　張

二　重

モード

モデムタイプ ５ｄ＊

（注 2)

１ １ ０  ユーザ情報レイヤ２プロトコル ６＊

拡　張 レイヤ２識別

０ １ １ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ７＊

拡　張 レイヤ３識別

０ ０ ０ ０ 追加レイヤ３プロトコル情報 ７ａ＊

拡　張 予　　備 (最上位ビット) （注 5）

１ ０ ０ ０ 追加レイヤ３プロトコル情報 ７ｂ＊

拡　張 予　　備 (最上位ビット) （注 5）

（注１）オクテット４がマルチレート（64kbit/s ベースレート）を示す場合、このオクテットが存在する。

そうでなければ、このオクテットは存在しない。

（注２）オクテット３が非制限ディジタル情報を示し、かつオクテット５が TTC 標準速度整合（JT-V110

および JT-X30 または JT-V120[9]）を示す場合、このオクテットが存在する。またオクテット３が

3.1kHz オーディオを示し、かつオクテット５が標準 JT-G711 を示す場合も存在する。

（注３）オクテット５が TTC 標準速度整合（JT-V110[7]，JT-I460[15]および JT-X30[8]）を示す場合にのみ、

オクテット 5b のこの構造部分が存在する。
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（注４）オクテット５が TTC 標準速度整合（JT-V120[9]）を示す場合にのみ、オクテット 5b のこの構造部

分が存在する。

（注 5）オクテット 7 が ISO/IEC TR9577(ネットワークレイヤにおけるプロトコル識別)を示す場合にのみ、

このオクテットが含まれる。

図 4-11/JT-Q931　伝達能力情報要素

 (ITU-T Q.931)
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表 4-6a/JT-Q931　伝達能力情報要素

 (ITU-T Q.931)

コーディング標準（オクテット３）

ビット

７ ６

０ ０ ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準拠する TTC 標準（この場合下記コーディングに従う）

０ １ ISO/IEC 標準（注）

１ ０ 国内標準（注）

１ １ インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準（注）

（注）これら他のコーディング標準は、必要な伝達能力が ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準拠する TTC 標

準のコーディングで表せない場合のみ使用されるべきである。

情報転送能力（オクテット３）

ビット

５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ 音　声

０ １ ０ ０ ０ 非制限ディジタル情報

０ １ ０ ０ １ 制限ディジタル情報

１ ０ ０ ０ ０ 3.1kHz オーディオ

１ ０ ０ ０ １ トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報（注）

１ １ ０ ０ ０ ビデオ

上記以外 予約済

（注）トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報は、標準 JT-Q931 第５版において“７kHz オーディ

オ”と示されていたものに対応する新しい情報転送属性である。

転送モード（オクテット４）

ビット

７ ６

０ ０ 回線交換モード

１ ０ パケット交換モード

上記以外 予約済
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表 4-6b/JT-Q931　伝達能力情報要素

 (ITU-T Q.931)

情報転送速度（オクテット４）

ビット

５ ４ ３ ２ １ 回線交換モード パケット交換モード

０ ０ ０ ０ ０ － このコードはパケット交換モードの呼に使用

する。

１ ０ ０ ０ ０ 64 kbit/s －

１ ０ ０ ０ １ 2 × 64 kbit/s －

１ ０ ０ １ １ 384 kbit/s －

１ ０ １ ０ １ 1536 kbit/s －

１ ０ １ １ １ 1920 kbit/s －

１ １ ０ ０ ０ ﾏﾙﾁﾚｰﾄ (64kbit/s ﾍﾞｰｽﾚｰﾄ) －

上記以外 予約済

（注１）情報転送速度として 2×64kbit/s が用いられる場合、オクテット３と４のコーディングは、両方の

64kbit/s チャネルに関係する。

（注２）付加属性を表 4-7/JT-Q931 に定義する。

レートマルチプライヤ（オクテット 4.1）

　ベースレートの倍数表現を２進表示でコード化する。

　倍数は、２からインタフェース上有効なＢチャネルの最大数におよぶ、あらゆる値をとりうる。
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表 4-6c/JT-Q931　伝達能力情報要素

 (ITU-T Q.931)

ユーザ情報レイヤ１プロトコル（オクテット５）

ビット

５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ １ TTC 標準速度整合(JT-V110,JT-I460 及び JT-X30)：これは下記に定義された

オクテット５ａとオプションのオクテット５ｂ、５ｃ、５ｄが存在するこ

とを表している。

０ ０ ０ １ ０ 標準 JT-G711 μ-law

０ ０ ０ １ １ 勧告 G.711 A-law

０ ０ １ ０ ０ 標準 JT-G721 32 kbit/s ADPCM と標準 JT-I460

０ ０ １ ０ １ 標準 JT-H221 と JT-H242

０ ０ １ １ ０ 標準 JT-H223[92]と JT-H245[93]

０ ０ １ １ １ TTC 非標準速度整合：これは、オクテット５ａとオプションとしてのオク

テット５ｂ，５ｃ，５ｄの存在を表している。このコード値を使用した場

合は、オクテット５ａのユーザ速度が、ユーザによって定義されたもので

あることを示している。さらに、オクテット５ｂ、５ｃ、５ｄがもし存在

するならば、ユーザ定義の速度整合として一貫性のものである。

０ １ ０ ０ ０ TTC 標準速度整合 (JT-V120[9])：これは下記に定義されたオクテット５ａ

とオクテット５ｂの存在を、また、オプショナルにオクテット５ｃと５ｄ

の存在を表している。

０ １ ０ ０ １ TTC 標準速度整合(JT-X31[4])：HDLC フラグスタッフィング。

　上記以外 予約済

　（注）転送モードが「回線交換モード」であり情報転送能力が「非制限ディジタル情報」あるいは「制

限ディジタル情報」であり、またユーザ情報レイヤ１プロトコルが網に明示されないとするとオ

クテット５は省略すべきである。転送モードが回線交換モードであり、かつユーザ情報レイヤ１

プロトコルが網に識別されるならば、オクテット５は存在すべきである。もし、転送モードがパ

ケット交換モードであれば、オクテット５は省略されることがある。上記以外の場合は、オクテッ

ト５は存在すべきである。
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表 4-6d/JT-Q931　伝達能力情報要素

 (ITU-T Q.931)

同期／非同期（オクテット５ａ）

ビット

　７

　０ 同　期

　１ 非同期

（注）同期ユーザ速度の場合、オクテット５ｂ－５ｄは省略可能。

インバンド交渉（オクテット５ａ）

ビット

　６

　０ インバンド交渉不可

　１ インバンド交渉可

（注）標準 JT-V110 及び JT-X30 あるいはモデムタイプ勧告参照。
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表 4-6e/JT-Q931　伝達能力情報要素

 (ITU-T Q.931)

ユーザ速度 （オクテット５ａ）

ビット

５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ 速度は、標準 JT-I460 のＥビットで示されている。あるいはインバンドで交

渉されるかもしれない。

０ ０ ０ ０ １ 0.6kbit/s 勧告 X.1

０ ０ ０ １ ０ 1.2kbit/s

０ ０ ０ １ １ 2.4kbit/s 勧告 X.1

０ ０ １ ０ ０ 3.6kbit/s

０ ０ １ ０ １ 4.8kbit/s 勧告 X.1

０ ０ １ １ ０ 7.2kbit/s

０ ０ １ １ １ 8kbit/s 標準 JT-I460

０ １ ０ ０ ０ 9.6kbit/s 勧告 X.1

０ １ ０ ０ １ 14.4kbit/s

０ １ ０ １ ０ 16kbit/s 標準 JT-I460

０ １ ０ １ １ 19.2kbit/s

０ １ １ ０ ０ 32kbit/s 標準 JT-I460

０ １ １ ０ １ 38.4kbit/s 標準 JT-V110[87]

０ １ １ １ ０ 48kbit/s 勧告 X.1

０ １ １ １ １ 56kbit/s

１ ０ ０ １ ０ 57.6kbit/s 勧告 V.14 拡張[95]

１ ０ ０ １ １ 28.8kbit/s 標準 JT-V110

１ ０ １ ０ ０ 24kbit/s 標準 JT-V110

１ ０ １ １ ０ 0.100kbit/s 勧告 X.1

１ ０ １ ０ １ 0.1345kbit/s 勧告 X.1

１ ０ １ １ １ 0.075/1.2kbit/s 勧告 X.1(注)

１ １ ０ ０ ０ 1.2/0.075kbit/s 勧告 X.1(注)

１ １ ０ ０ １ 0.050kbit/s 勧告 X.1

１ １ ０ １ ０ 0.075kbit/s 勧告 X.1

１ １ ０ １ １ 0.110kbit/s 勧告 X.1

１ １ １ ０ ０ 0.150kbit/s 勧告 X.1

１ １ １ ０ １ 0.200kbit/s 勧告 X.1

１ １ １ １ ０ 0.300kbit/s 勧告 X.1

１ １ １ １ １ 12kbit/s

上記以外 予約済

　（注）第１の速度は、呼の順方向（発→着）のユーザ速度を表し、

第２の速度は、呼の逆方向（着→発）のユーザ速度を表す。
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表 4-6f/JT-Q931　伝達能力情報要素

(ITU-T Q.931)

標準 JT-V110／JT-X30 速度整合に対するオクテット５ｂ

中間速度（オクテット５ｂ）

ビット

７　６

０　０ 未使用

０　１ 8kbit/s

１　０ 16kbit/s
１　１ 32kbit/s

送信網独立クロック（送信ＮＩＣ）（オクテット５ｂ）（注１）

ビット

　５

　０ 網独立クロックでデータ送信の必要無し

　１ 網独立クロックでデータ送信の必要有り

　（注１）呼の順方向の送信に関連する。

　（注２）標準 JT-V110 及び JT-X30

受信網独立クロック（受信ＮＩＣ）（オクテット５ｂ）（注１）

ビット

　４

　０ 網独立クロックで受信不可 （すなわち、送信側では、このオプション手順をサポート

していない。）

　１ 網独立クロックで受信可 （すなわち、送信側では、このオプション手順をサポート

している。）

　（注１）呼の逆方向の送信に関連する。

　（注２）標準 JT-V110 及び JT-X30

送信フロー制御（オクテット５ｂ）（注１）

ビット

　３

　０ データ送信でフロー制御機構を必要としない。

　１ データ送信でフロー制御機構を必要とする。

（注１）呼の順方向の送信に関連する。

（注２）標準 JT-V110 及び JT-X30
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表 4-6g/JT-Q931　伝達能力情報要素

(ITU-T Q.931)

受信フロー制御（オクテット５ｂ）（注１）

ビット

　２

　０ フロー制御機構をともなうデータ受信が不可

（すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートしていない）

　１ フロー制御機構をともなうデータ受信が可

（すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートしている）

（注１）呼の逆方向の送信に関連する。

（注２）標準 JT-V110 及び JT-X30

標準 JT-V120 速度整合に対するオクテット５ｂ

速度整合ヘッダ（オクテット５ｂ）

ビット

　７

　０ 速度整合ヘッダを含んでいない

　１ 速度整合ヘッダを含んでいる

データリンクにおける多重フレーム確立サポート（多重フレーム）（オクテット５ｂ）

ビット

　６

　０ 多重フレーム確立サポートしない。ＵＩフレームのみ受け入れる。

　１ 多重フレーム確立サポート

動作モード（オクテット５ｂ）

ビット

　５

　０ ビットトランスペアレントモード

　１ プロトコルセンシティブモード

論理リンク識別子交渉（LLI 交渉）（オクテット５ｂ）

ビット

　４

　０ デフォルト　LLI=256

　１ 完全なプロトコル交渉（注）

（注）プロトコル交渉の実行に使用されるコネクションはオクテット５ｂのビット２に表示される。
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表 4-6h/JT-Q931　伝達能力情報要素

 (ITU-T Q.931)

被割当／割当（オクテット５ｂ）

ビット

　３

　０ メッセージ発側　“デフォルトは被割当”

　１ メッセージ発側　“割当のみ”

インバンド／アウトバンド交渉（オクテット５ｂ）

ビット

　２

　０ 交渉は、一時的な信号コネクション上の「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージで行なわれ

る。

　１ 交渉は、論理リンク０を使用してインバンドで行われる。

ストップビット数（オクテット５ｃ）

ビット

７　６

０　０ 未使用

０　１ １ビット

１　０ １.５ビット

１　１ ２ビット

パリティビットを除くデータビット数（データビット数）（オクテット５ｃ）

ビット

５　４

０　０ 未使用

０　１ ５ビット

１　０ ７ビット

１　１ ８ビット
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表 4-6i/JT-Q931　伝達能力情報要素

 (ITU-T Q.931)

パリティ情報（オクテット５ｃ）

ビット

３ ２ １

０ ０ ０ 奇数

０ １ ０ 偶数

０ １ １ 無

１ ０ ０ ０に強制指定

１ ０ １ １に強制指定

上記以外 予約済

二重モード（オクテット５ｄ）

ビット

　７

　０ 半二重

　１ 全二重

モデムタイプ（オクテット５ｄ）

ビット

６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

： 国内使用

０ ０ ０ １ ０ １

０ １ ０ ０ ０ １ 勧告 V.21[55]
０ １ ０ ０ １ ０ 勧告 V.22[56]
０ １ ０ ０ １ １ 勧告 V.22 bis[57]
０ １ ０ １ ０ ０ 勧告 V.23[58]
０ １ ０ １ ０ １ 勧告 V.26[59]
０ １ ０ １ １ ０ 勧告 V.26 bis[60]
０ １ ０ １ １ １ 勧告 V.26 ter[61]
０ １ １ ０ ０ ０ 勧告 V.27[62]
０ １ １ ０ ０ １ 勧告 V.27 bis[63]
０ １ １ ０ １ ０ 勧告 V.27 ter[64]
０ １ １ ０ １ １ 勧告 V.29[65]
０ １ １ １ ０ ０ 勧告 V.32[66]
０ １ １ １ １ ０ 勧告 V.34[97]
１ ０ ０ ０ ０ ０

： 国内使用

１ ０ １ １ １ １

１ １ ０ ０ ０ ０

： ユーザ特有

１ １ １ １ １ １

上記以外 予約済
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表 4-6j/JT-Q931　伝達能力情報要素

(ITU-T Q.931)

ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６）

ビット

５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ １ ０ 標準 JT-Q921[3]

０ ０ １ １ ０ 標準 JT-X25 リンクレイヤ

０ １ １ ０ ０ LAN ロジカル･リンク･コントロール(ISO/IEC 8802-2) (注２)

上記以外 予約済

　（注１）転送モードがパケット交換モードであればオクテット６は存在すべきである。他のケースでは

ユーザレイヤ２プロトコルが網に識別される場合、オクテット６は存在すべきである。そうで

なければオクテット６は省略すべきである。

　（注２）これらのコーディングは、転送モードが｢回線交換モード｣である場合に限り使用可能である。

表 4-6k/JT-Q931　伝達能力情報要素

(ITU-T Q.931)

ユーザ情報レイヤ３プロトコル（オクテット７）

ビット

５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ １ ０ 標準 JT-Q931

０ ０ １ １ ０ 標準 JT-X25 パケットレイヤ

０ １ ０ １ １ ISO/IEC TR9577[82](ネットワークレイヤにおけるプロトコル識別) (注 2) (注 3)

上記以外 予約済

　（注１）ユーザ情報レイヤ３プロトコルが網に識別される場合オクテット７は存在すべきである。そう

でなければオクテット７は省略すべきである。

　（注２）ユーザ情報レイヤ３プロトコルが「ネットワークレイヤ識別」を表示しているならば、実際の

網に対するユーザ情報レイヤ３プロトコルを識別するためにオクテット７a と７b が含まれる可能

性がある。

　（注３）これらのコーディングは、転送モードが｢回線交換モード｣である場合に限り使用可能である。
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オクテット７a 及び７b（注１）（注２）

ビット８（拡張）は、オクテット７a において０、及び７ｂにおいて１、に設定される。

両オクテットのビット７～５は予備（０に設定）である。

７ａ ７ｂ

ビット ビット

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １

１ １ ０ ０ １ １ ０ ０ インターネットプロトコル（IP）(RFC791)(ISO/IEC TR9577)

１ １ ０ ０ １ １ １ １ ポイント･ポイントプロトコル(PPP)(RFC1548)

上記以外 予約済

　（注１）ユーザ情報レイヤ３プロトコルが「ネットワークレイヤ識別」を表示しているならば、実際の

網に対するユーザ情報レイヤ３プロトコルを識別するためにオクテット７a と７b が含まれる可能

性がある。

　（注２）ユーザ情報レイヤ３プロトコルが「ネットワークレイヤ識別」を表示しているならば、実際の

網に対するユーザ情報レイヤ３プロトコルを識別するためにオクテット７a と７b が含まれる可能

性がある。これらのコード値は ISO/IEC TR9577[82]に矛盾なく割り当てられる。

表 4-7/JT-Q931　伝達能力属性

(ITU-T Q.931)

伝　達　能　力　属　性 付　　加　　属　　性

転送モード 情報転送能力 構　　　造 通信形態 呼設定法 対称性

回線交換 音　声 ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

回線交換 非制限データ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

回線交換 制限データ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

回線交換 3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

回線交換

トーン／アナ

ウンスを伴う

非制限データ

８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

回線交換 ビデオ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

パケット 非制限データ

サービスデータ

ユニット構造
ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

　注１－情報転送速度として、2×64kbit/s が用いられる場合、制限された遅延差(RDTD)をもつ８kHz 構造

が提供される。

　注２－情報転送速度としてマルチレート(64kbit/s ベースレート)が用いられる場合、タイムスロットシー

ケンス構造が提供されるべきである。
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4.5.6　呼識別（Call identity)

　呼識別情報要素は、中断された呼を識別するために用いられる。ユーザから転送される呼識別は、ユー

ザが属するユーザ網インタフェースについての単一性を網により保証される。呼識別は呼の中断開始時に

割り当てられ、再開手順完了後、再利用できる。

　呼識別情報要素は、図 4-12/JT-Q931 のとおりにコード化する。

　本情報要素の最大長のデフォルト値は１０オクテットである。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

呼識別

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １

情報要素識別子

呼識別内容長 ２

　呼識別（任意のビットパターン可能、例えば IA5 キャラクタ) ３

図 4-12/JT-Q931　呼識別情報要素

(ITU-T Q.931)

4.5.7　呼状態（Call state）

　呼状態情報要素は、現在の呼のステータス状態（節 2.1 参照）やアクセスコネクション（節 2.2 参照）ま

たグローバルインタフェース状態（節 2.4 参照）を記述するために用いられる。

呼状態情報要素は、図 4-13/JT-Q931 や表 4-8/JT-Q931 に示されているようにコード化する。

ITU-T 標準および TTC 標準コーディングを使用すると本情報要素の最大長は３オクテットである。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

呼状態

０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ １

情報要素識別子

呼状態内容長 ２

ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準 呼状態値／グローバルインタフェース状態

（状態値はﾊﾞｲﾅﾘｰでコード化する)

３

図 4-13/JT-Q931　呼状態情報要素

 (ITU-T Q.931)

…
…

＝ ＝
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表 4-8/JT-Q931　呼状態情報要素

 (ITU-T Q.931)

コーディング標準 (オクテット３）

ビット

８　７

０　０ ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準拠する TTC 標準（この場合下記コーディングに従う）

０　１ ISO/IEC 標準（注）

１　０ 国内標準（注）

１　１ インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準（注）

（注）これら他のコーディング標準は、必要な呼状態が ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準拠する TTC 標準

のコーディングで表せない場合のみ使用されるべきである。

呼状態値（オクテット３）

ビット

６ ５ ４ ３ ２ １ ユーザ状態 ネットワーク状態

０ ０ ０ ０ ０ ０ Ｕ０－空き Ｎ０－空き

０ ０ ０ ０ ０ １ Ｕ１－発呼 Ｎ１－発呼

０ ０ ０ ０ １ ０ Ｕ２－分割発呼 Ｎ２－分割発呼

０ ０ ０ ０ １ １ Ｕ３－発呼受付 Ｎ３－発呼受付

０ ０ ０ １ ０ ０ Ｕ４－呼出通知 Ｎ４－呼出通知

０ ０ ０ １ １ ０ Ｕ６－着呼 Ｎ６－着呼

０ ０ ０ １ １ １ Ｕ７－呼出中 Ｎ７－呼出中

０ ０ １ ０ ０ ０ Ｕ８－応答 Ｎ８－応答

０ ０ １ ０ ０ １ Ｕ９－着呼受付 Ｎ９－着呼受付

０ ０ １ ０ １ ０ Ｕ10－通信中 Ｎ10－通信中

０ ０ １ ０ １ １ Ｕ11－切断要求 Ｎ11－切断要求

０ ０ １ １ ０ ０ Ｕ12－切断通知 Ｎ12－切断通知

０ ０ １ １ １ １ Ｕ15－中断要求 Ｎ15－中断要求

０ １ ０ ０ ０ １ Ｕ17－再開要求 Ｎ17－再開要求

０ １ ０ ０ １ １ Ｕ19－解放要求 Ｎ19－解放要求

０ １ ０ １ １ ０ －－ Ｎ22－呼廃棄

０ １ １ ０ ０ １ Ｕ25－分割着呼 Ｎ25－分割着呼

上記以外 予約済 予約済

グローバルインタフェース状態値（オクテット３）

ビット

６ ５ ４ ３ ２ １ 状態

０ ０ ０ ０ ０ ０ REST 0－空

１ １ １ １ ０ １ REST 1－初期設定要求

１ １ １ １ １ ０ REST 2－初期設定

上記以外 予約済
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4.5.8　着番号（Called party number）

着番号情報要素は、通信相手を指定し、図 4-14/JT-Q931 及び表 4-9/JT-Q931 に示すようにコード化する。

本情報要素の最大長は網に依存する。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

着番号

０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ １

情報要素識別子

着番号内容長 ２

１

拡　張

番号種別 番号計画識別 ３

０ 番号ディジット

注

（IA5 キャラクタ）

４

　（注）番号ディジットは、オクテット４から入力された順番と同じ順番で現れる。すなわち最初にダイ

ヤルされた番号ディジットが、最初のオクテット４に入れられる。

図 4-14/JT-Q931　着番号情報要素

 (ITU-T Q.931)

表 4-9a/JT-Q931　着番号情報要素

 (ITU-T Q.931)

番号種別（オクテット３）（注１）

ビット

７ ６ ５

０ ０ ０

０ ０ １

不  定

国際番号

（注２）

（注３）

０ １ ０

０ １ １

国内番号

網特有番号

（注３）

（注４）

１ ０ ０

１ １ ０

市内番号

短縮番号

（注３）

（注５）

１ １ １ 拡張用に予約済

上記以外 予約済

＝ ＝ ＝

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿
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表 4-9b/JT-Q931　着番号情報要素

(ITU-T Q.931)

　（注１）国際、国内および市内番号の定義は、勧告 I.330 を参照。

　（注２）番号種別“不定”は、ユーザあるいは網が、例えば国際番号、国内番号といった番号種別を認

識できないときに使用される。この場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従っ

て構成される。例えば、プレフィックスやエスケープがあるかもしれない。

　（注３）プレフィックスやエスケープを含まない。

　（注４）番号種別“網特有番号”は、サービスを提供する網特有の管理番号あるいは、サービス番号を

示すことに使われる。例えば、オペレータをアクセスする場合に使用される。

　（注５）このコードの提供は、網に依存する。この情報要素で供給される番号は、網により提供される

特有の番号計画の完全な番号の短縮表現を提供する。

番号計画識別（オクテット３）

ビット

４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ 不定（注）

０ ０ ０ １ ISDN／電話番号計画（勧告 E.164）

０ ０ １ １ データ番号計画　　 （勧告 X.121）

０ １ ０ ０ テレックス番号計画 （勧告 F.69）

１ ０ ０ ０ 国内番号計画

１ ０ ０ １ 私設網番号計画

１ １ １ １ 拡張用に予約済

上記以外 予約済

　（注）番号計画“不定”は、ユーザあるいは網が番号計画を認識できないときに使用される。この場合、

番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィックスや

エスケープがあるかもしれない。

番号ディジット（オクテット４以上）

このフィールドは、適当な番号計画／網のダイヤル手順で指定される形式に従って、IA5 キャラクタでコー

ド化される。
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4.5.9　着サブアドレス（Called party subaddress）

　着サブアドレス情報要素は、着信者のサブアドレスを識別するために用い、図 4-15/JT-Q931 及び表 4-

10/JT-Q931 に示すようにコード化する。サブアドレスの定義に関しては、勧告 I.330 参照。

本情報要素の最大長は２３オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

着サブアドレス

０ １ １ １ ０ ０ ０ １ １

情報要素識別子

着サブアドレス内容長 ２

１ 偶数／奇 ０ ０ ０

拡　張

サブアドレス種別

数表示 予　　備

３

サブアドレス情報 ４

図 4-15/JT-Q931　着サブアドレス情報要素

(ITU-T Q.931)

表 4-10a/JT-Q931　着サブアドレス情報要素

 (ITU-T Q.931)

サブアドレス種別（オクテット３）

ビット

７ ６ ５

０ ０ ０ NSAP(ITU-T 勧告 X.213[23]/ISO 8348 AD2[24])

０ １ ０ ユーザ特有サブアドレス

上記以外 予約済

偶数／奇数表示（オクテット３）

ビット

　４

　０ アドレス信号の数が偶数

　１ アドレス信号の数が奇数

　（注）偶数／奇数表示は、サブアドレス種別がユーザ特有サブアドレスの時使用され、コード化は BCD

である。

＝＝
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表 4-10b/JT-Q931　着サブアドレス情報要素

 (ITU-T Q.931)

サブアドレス情報（オクテット４以上）

　NSAP(X.213/ISO 8348 AD2)アドレスは、AFI (Authority and Format Identifier)を含むオクテット４の定義に

従って構成される。コード化は、Ｓインタフェースにおける端末選択のために使用する場合を除いて（注

２参照）、ITU-T 勧告 X.213[23]/ISO 8348 AD2 で定義されるように推奨２進符号化によって行われる。この

サブアドレス種別の定義については勧告 I.334[25]を参照。

　ユーザ特有サブアドレスの場合、フィールドの最大長は２０オクテットで、ユーザの仕様に従いコード

化される。X.25[5]網とのインタワーキングする場合は BCD 符号化が適用される。

（注１）ユーザは NSAP サブアドレス種別を適用することが推奨される。なぜならば、このサブアドレス

種別は、標準化された方法で１０進、２進及び IA5 シンタクスが使用できるからである。

（注２）サブアドレスがＳインタフェースにおける端末選択を目的として使用されるとき、ユーザはロー

カル IDI フォーマット（AFI フィールドを BCD の５０でコード化）を適用することが推奨される。

この場合、DSP として０から９までのディジットのみを用いた IA5 キャラクタシンタクスを使用

する。このとき、それぞれのキャラクタは、最上位ビットを０パリティとして、勧告 T.50/ISO646

に従った１オクテットでコード化される。

4.5.10　発番号（Calling party number）

　発番号情報要素は、呼の発信元を識別するために用い、図 4-16/JT-Q931 及び表 4-11/JT-Q931 に示すよう

にコード化する。本情報要素の最大長は網に依存する。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

発　番　号

０ １ １ ０ １ １ ０ ０ １

情報要素識別子

発番号内容長 ２

０／１

拡　張

番号種別 番号計画識別 ３

１ ０ ０ ０

拡　張

表示識別子

予　備

網検証識別子 ３ａ＊

０ 番号ディジット

（IA5 キャラクタ）

４＊

図 4-16/JT-Q931　発番号情報要素

 (ITU-T Q.931)

＝＝ ＝
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表 4-11a/JT-Q931　発番号情報要素

(ITU-T Q.931)

番号種別（オクテット３）（注１）

ビット

７ ６ ５

０ ０ ０ 不  定 （注２）

０ ０ １ 国際番号 （注３）

０ １ ０ 国内番号 （注３）

０ １ １ 網特有番号 （注４）

１ ０ ０ 市内番号 （注３）

１ １ ０ 短縮番号 （注５）

１ １ １ 拡張用に予約済

上記以外 予約済

　（注１）国際、国内および市内番号の定義は、勧告 I.330 を参照。

　（注２）番号種別“不定”は、ユーザあるいは網が、例えば国際番号、国内番号といった番号種別を認

識できないときに使用される。この場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従っ

て構成される。例えば、プレフィックスやエスケープがあるかもしれない。

　（注３）プレフィックスやエスケープを含まない。

　（注４）番号種別“網特有番号”は、サービスを提供する網特有の管理番号あるいは、サービス番号を

示すことに使われる。例えば、オペレータをアクセスする場合に使用される。

　（注５）このコードの提供は、網に依存する。この情報要素で供給される番号は、網により提供される

特有の番号計画の完全な番号の短縮表現を提供する。

番号計画識別（オクテット３）

ビット

４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ 不定（注）

０ ０ ０ １ ISDN／電話番号計画（勧告 E.164）

０ ０ １ １ データ番号計画　　 （勧告 X.121）

０ １ ０ ０ テレックス番号計画 （勧告 F.69）

１ ０ ０ ０ 国内番号計画

１ ０ ０ １ 私設網番号計画

１ １ １ １ 拡張用に予約済

上記以外 予約済

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿
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表 4-11b/JT-Q931　発番号情報要素

(ITU-T Q.931)

　（注）番号計画“不定”は、ユーザあるいは網が番号計画を認識できないときに使用される。この場合、

番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィックスや

エスケープがあるかもしれない。

表示識別子（オクテット３ａ）

ビット

７　６ 意　味

０　０ 表示許可

０　１ 表示制限

１　０ インタワーキングのため利用出来ない番号

１　１ 予約済

　（注）このフィールドの意味と使用法は、標準 JT-Q951 の３章と４章に定義される。

網検証識別子（オクテット３ａ）

ビット

２　１ 意　味

０　０ ユーザ記入、網検証なし

０　１ ユーザ記入、網検証成功

１　０ ユーザ記入、網検証失敗

１　１ 網記入

番号ディジット（オクテット４以上）

　このフィールドは、適当な番号計画／網のダイヤル手順で指定される形式に従って、IA5 キャラクタでコー

ド化される。
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4.5.11　発サブアドレス（Calling party subaddress）

　発サブアドレス情報要素は、発信側のサブアドレスを識別するために用い、図 4-17/JT-Q931 及び表 4-

12/JT-Q931 に示すようにコード化する。サブアドレスの定義に関しては、勧告 I.330 参照。

　本情報要素の最大長は２３オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

発サブアドレス

０ １ １ ０ １ １ ０ １ １

情報要素識別子

発サブアドレス内容長 ２

１ 偶数／奇 ０ ０ ０

拡　張

サブアドレス種別

数表示 予　　備

３

サブアドレス情報 ４

図 4-17/JT-Q931　発サブアドレス情報要素

 (ITU-T Q.931)

表 4-12a/JT-Q931　発サブアドレス情報要素

(ITU-T Q.931)

サブアドレス種別（オクテット３）

ビット

７ ６ ５

０ ０ ０ NSAP(ITU-T 勧告 X.213[23]/ISO 8348 AD2[24])

０ １ ０ ユーザ特有サブアドレス

上記以外 予約済

偶数／奇数表示（オクテット３）

ビット

　４

　０ アドレス信号の数が偶数

　１ アドレス信号の数が奇数

＝＝
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表 4-12b/JT-Q931　発サブアドレス情報要素

 (ITU-T Q.931)

　（注）偶数／奇数表示は、サブアドレス種別がユーザ特有の時使用され、コード化は BCD である。

サブアドレス情報（オクテット４以上）

　NSAP(ITU-T 勧告 X.213/ISO 8348 AD2)アドレスは、AFI (Authority and Format Identifier)を含むオクテット

４の定義に従って構成される。コード化は、Ｓインタフェースにおける端末選択のために使用する場合を

除いて（注２参照）、ITU-T 勧告 X.213/ISO 8348 AD2 で定義されるように推奨２進符号化によって行われ

る。このサブアドレス種別の定義については勧告 I.334[25]を参照。

　ユーザ特有サブアドレスの場合、フィールドの最大長は２０オクテットで、ユーザの仕様に従いコード

化される。X.25[5]網とのインタワーキングする場合は BCD 符号化が適用される。

（注１）ユーザは NSAP サブアドレス種別を適用することが推奨される。なぜならば、このサブアドレス

種別は、標準化された方法で１０進、２進及び IA5 シンタクスが使用できるからである。

（注２）サブアドレスがＳインタフェースにおける端末選択を目的として使用されるとき、ユーザはロー

カル IDI フォーマット（AFI フィールドを BCD の５０でコード化）を適用することが推奨される。

この場合、DSP として０から９までのディジットのみを用いた IA5 キャラクタシンタクスを使用

する。このとき、それぞれのキャラクタは、最上位ビットを０パリティとして、ITU-T 勧告 T.50/ISO

646[49]に従った１オクテットでコード化される。

4.5.12　理由表示（Cause）

理由表示情報要素の内容と使用法は標準 JT-Q850 に定義される。
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4.5.13　チャネル識別子（Channel identification）

　チャネル識別子情報要素は、本信号手順によって制御されるインタフェース内のチャネルを識別するた

めに用いられ、図 4-18/JT-Q931、図 4-19/JT-Q931、表 4-13/JT-Q931 に示すようにコード化される。これは

また、例えばチャネル交渉中、許容可能な幾つかのチャネルを並記するというように、ひとつのメッセー

ジ内で繰り返して使用することもできる。

本情報要素の最大長のデフォルト値は網に依存する。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

チャネル識別子

０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １

情報要素識別子

チャネル識別子内容長 ２

１

拡張

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

識 別 子

有 無 表

示

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

種別

０

予　備

変更不

可表示

D ﾁｬﾈﾙ

選　択

表　示

情報ﾁｬﾈﾙ選択 ３

０／１

拡　張

インタフェース識別子 3.1＊

（注１）

１

拡　張 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準

番号／

マップ

種別

チャネル種別／マップ要素種別

3.2＊

（注２）

（注５）

チャネル番号／スロットマップ（注３）

3.3＊

（注２）

（注４）

（注５）

　（注１）オクテット３の“インタフェース識別子有／無表示”フィールドが“暗黙のうちに識別される

インタフェース”を示すとき、オクテット 3.1 は省略される。オクテット 3.1 が存在する場合、

このオクテットは拡張ビット（ビット８）を使用することによって拡張されてもよい。

　（注２）オクテット３の“インタフェース種別”が“基本インタフェース”を示すとき、オクテット 3.2、
3.3 はオクテット３内の“情報チャネル選択”フィールドで示しているものと機能的に同一なの

で、これらは省略される。

　（注３）チャネル番号として使用され、１つのチャネルで表示される場合はビット８は１に設定される。

チャネル番号として使用され、複数チャネルで表示される場合はこのあとのチャネルへの拡張

を示す拡張ビットとして使用され、節 4.5.1 に明示された方法に従ってコード化される。

　（注４）チャネル番号が指定される場合、このオクテットは複数のチャネルを指定するために繰り返さ

れてもよい。

　（注５）インタフェース全体が示される場合、これらのオクテットは省略される。

図 4-18/JT-Q931　チャネル識別子情報要素

 (ITU-T Q.931)

＝ ＝



- 95 - ＪＴ－Ｑ９３１

表 4-13a/JT-Q931　チャネル識別子情報要素

 (ITU-T Q.931)

インタフェース識別子有無表示（オクテット３）

ビット

７

０ 暗黙のうちに識別されるインタフェース（注）

１ オクテット 3.1 から始まる１もしくはそれ以上のオクテットで明確に識別されるインタフェー

ス。

　（注）本情報要素を運んでいるＤチャネルを含むインタフェースを示す。

インタフェース種別（オクテット３）

ビット

６

０ 基本インタフェース

１ その他のインタフェース（例えば一次群インタフェース－注）

　（注）インタフェースがインタフェース識別子有無表示フィールド（オクテット３：ビット７）と、も

し存在する場合はインタフェース識別子フィールド（オクテット 3.1）との指定によって識別され

ているので、インタフェース種別もこれにより認識される。

変更不可表示（オクテット３）

ビット

４

０ 指定されたチャネルを変更してもよいことを示す。

１ 指定されたチャネルは変更できないことを示す。

　（注）変更不可表示はＢチャネル選択においてのみ意味がある。

Ｄチャネル選択表示（オクテット３）

ビット

３

０ 指定チャネルはＤチャネルでない。

１ 指定チャネルはＤチャネルである。

　（注）Ｄチャネルを指定することができるのは、このＤチャネル選択表示ビットのみである。
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表 4-13b/JT-Q931　チャネル識別子情報要素

(ITU-T Q.931)

情報チャネル選択（オクテット３）（注１）

基本インタフェース 他インタフェース

ビット

２　１

０　０ チャネルなし チャネルなし

０　１ Ｂ１チャネル 次のオクテット以下で指定される

１　０ Ｂ２チャネル 予約済

１　１ 任意チャネル（注２） 任意チャネル

　（注１）情報チャネル選択は、Ｄチャネルには適用されない。

　（注２）この値は、基本アクセスにおいて、両方のＢチャネルを使用する場合（たとえばマルチレート

（64kbit/s ベースレート））に使われる。これは、初期設定手順では使用されない。

インタフェース識別子（オクテット 3.1）

　本情報が指定するインタフェースに対し、加入契約時に与えられた２進数コード。加入契約時にインタ

フェース識別子用の２進数コードで、使用されるオクテット数と各オクテットの内容を指定する。

　（注）インタフェースが暗黙のうちに規定される場合はオクテット 3.1 は省略される。オクテット３の｢情

報チャネル選択｣フィールド（ビット２～１）が、「任意チャネル」と指定されているとき、イン

タフェース識別子フィールドが存在する場合は全て「０」に設定される。

コーディング標準（オクテット 3.2）

ビット

７　６

０　０ ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準拠する TTC 標準（この場合下記コーディングに従う）

０　１ ISO/IEC 標準（注）

１　０ 国内標準（注）

１　１ インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準（注）

　（注）その他のコーディング標準は、必要なチャネル識別子が ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準拠する

TTC 標準のコーディングで表せない場合のみ使用されるべきである。

番号／マップ識別（オクテット 3.2）

ビット

５

０ チャネルは次のオクテットに番号で示される。

１ チャネルは次のオクテットにスロットマップ（MAP）で示される。

　（注１）情報転送速度が 64kbit/s の場合、スロットマップとして使用するユーザと網の双方の合意がなけ

れば、チャネル番号として使用される。

　（注２）一次群速度アクセスにおいて、マルチレート（64kbit/s ベースレート）伝達能力をサポートする

場合、スロットマップとして使用される。
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表 4-13c/JT-Q931　チャネル識別子情報要素

 (ITU-T Q.931)

チャネル種別／マップ要素種別（オクテット 3.2）

ビット

４ ３ ２ １

０ ０ １ １ Ｂチャネルユニット（注）

０ １ １ ０ Ｈ０チャネルユニット

１ ０ ０ ０ Ｈ１１チャネルユニット

１ ０ ０ １ Ｈ１２チャネルユニット

上記以外 予約済

　（注）この値は、マルチレート（64kbit/s ベースレート）伝達能力のために使用される。

チャネル番号（オクテット 3.3）

　チャネル番号を２進数表示する。Ｂチャネルについては、チャネル番号はタイムスロット番号と等しい。

標準 JT-I431 参照。

　（注）“チャネル番号”あるいは“スロットマップ”のどちらかが、“番号／マップ識別”情報に応じ

て用いられる。

スロットマップ（オクテット 3.3）

チャネルとして使用されるタイムスロットに一致するスロットマップ内のビット位置を“１”に設定す

る。図 4-19/JT-Q931 参照。残りのビットは“０”に設定する。

　（注）スロットマップ（ビット列）の長さは、チャネル種別／マップ要素種別の容量（たとえばＢｃｈ

として 64kbit/s）によって分割されるインタフェースタイプの容量（たとえば、一次群インタフェー

スとして 1534kbit/s と 2048kbit/s）によって定義される。スロットマップの長さは、ビット列の長

さを含んだ完全オクテットの最小値である。

以下に例を示す。

ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ 3.3.1
１６ １５ １４ １３ １２ １１ １０   ９ 3.3.2
  ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 3.3.3

1544kbit/s

ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ 3.3.1
２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 3.3.2
１５ １４ １３ １２ １１ １０   ９   ８ 3.3.3
  ７   ６   ５   ４   ３   ２   １   ０ 3.3.4

2048kbit/s

（a）１次群インタフェース、マップ要素種別＝Ｂチャネル

図 4-19a/JT-Q931　スロットマップフィールド

(ITU-T Q.931)
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ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

ｄ(4) ｃ(3) ｂ(2) ａ(l) 3.3

1544kbit/s

ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

ｅ(5) ｄ(4) ｃ(3) ｂ(2) ａ(l) 3.3

2048kbit/s

　（注１）ａ～ｅのコーディングの意味は TTC 標準 JT-I431 参照。

　（注２）オクテット 3.3 がＨ０チャネルに対応する場合は、（　）内の番号がこのビット位置に対応する

Ｈ０チャネル番号を示す。

(b)　１次群速度インタフェース、マップ要素種別＝Ｈ０チャネル

ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

H11(l) 3.3

1544kbit/s

ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

H12(l) 3.3

2048kbit/s

　（注１）オクテット 3.3 がＨ１チャネルに対応する場合は、（　）内の番号がこのビット位置に対応する

Ｈ１チャネル番号を示す。

　（注２）2048kbit/s インタフェースでのＨ１１スロットは同じフォーマットで表示される。

(c)　１次群速度インタフェース、マップ要素種別＝Ｈ１チャネル

図 4-19b/JT-Q931　スロットマップフィールド

(ITU-T Q.931)
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4.5.14　輻輳制御レベル（Congestion level）

　輻輳制御レベル情報要素は、呼の輻輳状態を示すために用い、図 4-20/JT-Q931、表 4-14/JT-Q931 に示す

ようにコード化された単一オクテットで表される。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

輻輳制御レベル

１ ０ １ １ 輻輳制御レベル １

情報要素識別子

図 4-20/JT-Q931　輻輳制御レベル情報要素

 (ITU-T Q.931)

表 4-14/JT-Q931　輻輳制御レベル情報要素

 (ITU-T Q.931)

輻輳制御レベル（オクテット１）

ビット

４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ 受信者受信可

１ １ １ １ 受信者受信不可

上記以外 予約済
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4.5.15　日時（Date/time）

　日時情報要素は、ユーザへの日付及び時間通知のために用いられる。この情報要素は、メッセージが網

によって生成された時点での時間を示す。

　（注）時間、日付がローカルタイム、又は世界標準時のいずれを示しているかは、網に依存する。

日時情報要素は、図 4-21/JT-Q931 に示すようにコード化する。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

日　時

０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ １

情報要素識別子

日時内容長 ２

年 ３

月 ４

日 ５

時 ６＊

分 ７＊

秒 ８＊

図 4-21/JT-Q931　日時情報要素

(ITU-T Q.931)

　オクテット３－８はバイナリでコード化される。（ビット１が LSB である。）
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4.5.16　表示（Display）

　表示情報要素は、ユーザによって表示されてもよい表示情報を提供するため用いる。この情報要素に含

まれる情報は、IA5 キャラクタでコード化する。

　表示情報要素は、図 4-22/JT-Q931 に示すようにコード化する。

　表示情報要素は３４または、８２オクテットという網に依存する最大長のデフォルト値をもっている。

８２オクテットというひとつの最大値に発展するのが目的である。ユーザが扱うことのできる最大長を越

える長さの表示情報要素をユーザが受信した場合、その情報要素はユーザによって切り詰められる。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

表　　　　示

０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １

情報要素識別子

表示情報内容長 ２

０ 表示情報（IA5 キャラクタ） ３

図 4-22/JT-Q931　表示情報要素

(ITU-T Q.931)

＝＝ ＝
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4.5.17　高位レイヤ整合性（High layer compatibility）

　高位レイヤ整合性情報要素は、相手ユーザが整合性をチェックするための手段を提供する。（付属資料

Ｂ参照）

　高位レイヤ整合性情報要素は、図 4-23/JT-Q931 と表 4-15/JT-Q931 に示すようにコード化する。

　高位レイヤ整合性情報要素は、選択のための２つの高位レイヤ能力を指定するために、「呼設定」(SETUP)

メッセージの中に繰り返すことができる。高位レイヤ整合性情報要素が繰り返し識別子情報要素なしに繰

り返されているならば、デフォルトとして優先度の低い順に設定されているものとして解釈すべきである。

　本情報要素の最大長は５オクテットである。

（注）高位レイヤ整合性情報要素は、ISDN 内では、発呼側のエンティティ（例えば、発信側ユーザ）と、

発呼側のエンティティにより番号で指示された着信側のエンティティ（例えば相手側ユーザ、ある

いは網の高位レイヤ機能ノード）との間をトランスペアレントに運ばれる。

明らかに、ユーザから加入契約時に要求されていれば、テレサービスを実行する機能を持つ網は、

この情報をこのテレサービスを与えるために解析してもよい。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

高位レイヤ整合性

０ １ １ １ １ １ ０ １ １

情報要素識別子

高位レイヤ整合性内容長 ２

１

拡　張

コーディング

標　準

解釈法 ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

　表現法

３

０／１

拡　張

高位レイヤ特性識別 ４

１

拡　張

拡張高位レイヤ特性識別 ４ａ*

(注１)

１

拡　張

拡張テレビ電話特性識別 ４ａ*

(注２)

　（注１）このオクテットは、オクテット４が保守またはマネジメントを示すとき存在してもよい。

　（注２）このオクテットは、オクテット４がオーディオビジュアルを示すとき存在してもよい。

図 4-23/JT-Q931　高位レイヤ整合性情報要素

 (ITU-T Q.931)
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表 4-15a/JT-Q931　高位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

コーディング標準（オクテット３）

　ビット

７　６

０　０ ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準拠する TTC 標準（この場合下記コーディングに従う）

０　１ ISO/IEC 標準（注１）

１　０ 国内標準（注１、注２）

１　１ インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準（注１）

　（注１）これら他のコーディング標準は、必要な高位レイヤ整合性が ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準

拠する TTC 標準のコーディングで表せない場合のみ使用されるべきである。

　（注２）国内標準コーディングの場合、解釈法、プロトコルプロファイル表現法は、ITU-T 勧告および ITU-T

勧告に準拠する TTC 標準と同様のコーディングに従い、高位レイヤ特性識別は国内標準として

規定される。拡張高位レイヤ特性識別はこの場合使用しない。

表 4-15b/JT-Q931　高位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

解釈法（オクテット３）

ビット

５ ４ ３

１ ０ ０ 最初の高位レイヤ特性識別（オクテット４）を使用する。

上記以外 予約済

　（注１）解釈法は高位レイヤ特性識別（オクテット４）がどのように解釈されるかを示す。

　（注２）現在「解釈法」に対するコード値はただひとつしかない。しかしながら「解釈法」は、それが

拡張されて、かつ複数の“高位レイヤ特性識別”が使用された状況において、それらの間の正

確な関係が表示される必要があるとき（例．シーケンシャル使用、選択リスト、同時使用）、

“高位レイヤ特性識別”の利用法を表示できることを意図している。このような拡張は今後検

討される必要がある。

プロトコルプロファイル表現法（オクテット３）

　ビット

２　１

０　１ 高位レイヤプロトコルプロファイル（属性の仕様なし）

上記以外 予約済

　（注）現在「プロトコルプロファイル表現法」に対するコード値はただひとつしかない。すなわち“プ

ロファイル値”は使用される高位レイヤプロトコルの組合せによりサポートされるひとつのサー

ビスを表示するために使用される。他の表現法の必要性（たとえば高位の各レイヤで使用される

プロトコルのレイヤごとの表示形態によるサービス表示）は今後検討される必要がある。
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表 4-15c/JT-Q931　高位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

高位レイヤ特性識別（オクテット４）

ビット

７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 電　話

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ Ｇ２／３ファクシミリ（勧告 F.182[68]）

０ １ ０ ０ ０ ０ １ Ｇ４ファクシミリ（クラス１）（勧告 F.184[69]）

０ １ ０ ０ １ ０ ０ Ｇ４ファクシミリ（クラス２と３）（勧告 F.184）

０ １ ０ １ ０ ０ ０ （注７）

０ １ １ ０ ０ ０ １ （注７）

０ １ １ ０ ０ １ ０ シンタックスベースのビデオテックス(勧告 F.300[73] と T.102[74])

０ １ １ ０ ０ １ １ ゲートウェイあるいはインタワーキングユニット経由でインタワー

クする国際ビデオテックス (勧告 F.300 と T.101[75])

０ １ １ ０ １ ０ １ テレックスサービス（勧告 F.60[76])

０ １ １ １ ０ ０ ０ メッセージ・ハンドリング・システムズ(MHS)（標準 JT-X400 シリー

ズ[77]）

１ ０ ０ ０ ０ ０ １ OSI アプリケーション（注２）（勧告 X.200 シリーズ[78]）

１ ０ ０ ０ ０ １ ０ FTAM アプリケーション（ISO 8571）

１ ０ １ １ １ １ ０ 保守のために予約済（注４）

１ ０ １ １ １ １ １ マネージメントのために予約済（注４）

１ １ ０ ０ ０ ０ ０ テレビ電話 (JT-F720[98], JT-F721[79],及び F.731 profile 1a)（注５）

１ １ ０ ０ ０ ０ １ テレビ会議（勧告 F.702[94]及び F.731[97] profile 1b）（注５）

１ １ ０ ０ ０ １ ０ オーディオグラフィック会議（勧告 F.702[94]及び F.731[97](少なく

とも profile 2a2 を含み、オプションとして 2a1,2a3,2b1,2b2,及び 2bc

を含む)）（注５,６）

１ １ ０ ０ ０ １ １ オーディオビジュアルサービスのために予約済

（勧告 F.700 シリーズ[80]）

１ １ ０ ０ １ １ １

１ １ ０ １ ０ ０ ０ マルチメディアサービス(勧告 F.700 シリーズ[80])（注５）

１ １ ０ １ ０ ０ １ オーディオビジュアルサービスのために予約済

（勧告 F.700 シリーズ[80]）

１ １ ０ １ １ １ １

１ １ １ １ １ １ １ 予約済

上記以外 予約済

～
～
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　（注１）上記のコーディングは“コーディング標準”が“ITU-T 標準および TTC 標準”であり、さらに

“プロファイル表現法”が“高位レイヤプロトコルプロファイル”である場合に適用される。

　（注２）これ以上の整合性チェックは OSI 高位レイヤプロトコルにより行われる。

　（注３）ITU-T 勧告が規定されているサービスについてのみコード値が追加される。勧告 I.241[34]参照。

　（注４）このコードが含まれる時、オクテット４に続いてオクテット４ａがあってもよい。

　（注５）このコードが使われた時、オクテット４に続いてオクテット４ａがあってもよい。

　（注６）このコード値でマルチメディアサービスであると確認された場合、最低限の通信能力を保証す

る、必須の共通の核となる通話機能を持たねばならない。

　（注７）このコード値は、削除された勧告 F.200 シリーズにおいて、以前、割当てられていた。
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表 4-15d/JT-Q931　高位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

拡張高位レイヤ特性識別（保守あるいはマネージメントのためのオクテット４ａ）

ビット

７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 電　話

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ Ｇ２／３ファクシミリ（勧告 F.182）

０ １ ０ ０ ０ ０ １ Ｇ４ファクシミリ（クラス１）（勧告 F.184）

０ １ ０ ０ １ ０ ０ Ｇ４ファクシミリ（クラス２と３）（勧告 F.184）

０ １ ０ １ ０ ０ ０ （注４）

０ １ １ ０ ０ ０ １ （注４）

０ １ １ ０ ０ １ ０ シンタックスベースのビデオテックス（勧告 F.300 と T.102）

０ １ １ ０ ０ １ １ ゲートウェイあるいはインタワーキングユニット経由でインタ

ワークする国際ビデオテックス（勧告 F.300 と T.101）

０ １ １ ０ １ ０ １ テレックスサービス（勧告 F.60）

０ １ １ １ ０ ０ ０ メッセージ・ハンドリング・システムズ（MHS）

（標準 JT-X400 シリーズ）

１ ０ ０ ０ ０ ０ １ OSI アプリケーション（注２）（勧告 X.200 シリーズ）

１ ０ ０ ０ ０ １ ０ FTAM アプリケーション（ISO 8571）

１ ０ １ １ １ １ ０ 割り当て不可

１ ０ １ １ １ １ １ 割り当て不可

１ １ ０ ０ ０ ０ ０ テレビ電話（JT-F720, JT-F721, 及び F.731 profile 1a）

１ １ ０ ０ ０ ０ １ テレビ会議（勧告 F.702 及び F.731[97] profile 1b）

１ １ ０ ０ ０ １ ０ オーディオグラフィック会議（勧告 F.702[94]及び F.731[97](少な

くとも profile 2a2 を含み、オプションとして 2a1,2a3,2b1,2b2,及び

2bc を含む)）

１ １ ０ ０ ０ １ １ オーディオビジュアルサービスのために予約済

（勧告 F.700 シリーズ）

１ １ ０ ０ １ １ １

１ １ ０ １ ０ ０ ０ マルチメディアサービス(勧告 F.700 シリーズ[80])

１ １ ０ １ ０ ０ １ オーディオビジュアルサービスのために予約済

（勧告 F.700 シリーズ）

１ １ ０ １ １ １ １

１ １ １ １ １ １ １ 予約済

上記以外 予約済

拡張オーディオビジュアル特性識別（テレビ電話のためのオクテット４a）

ビット

７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ JT-H221 の初期チャネルの能力設定

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ JT-H221 の第二チャネルの能力設定

０ １ ０ ０ ０ ０ １ 3.1 kHz オーディオまたは音声の呼に関連する初期チャネルの能力

設定

～
～
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　（注１）上記のコーディングは“コーディング標準”が“ITU-T 標準および TTC 標準”であり、さらに

“プロファイル表現法”が“高位レイヤプロトコルプロファイル”である場合に適用される。

　（注２）これ以上の整合性チェックは OSI 高位レイヤプロトコルにより行われる。

　（注３）ITU-T 勧告が規定されているサービスについてのみコード値が追加される。

勧告 I.241[34]12 参照。

　（注４）このコード値は、削除された勧告 F.200 シリーズにおいて、以前、割当てられていた。

表 4-15e/JT-Q931　高位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

高位レイヤ特性識別（国内標準）（オクテット４）

ビット

７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 静止画映像伝送装置(JJ-41.10)

上記以外 予約済

4.5.18　キーパッドファシリティ（Keypad facility）

キーパッドファシリティ情報要素は、例えば端末キーパッドから入れられた、IA5 キャラクタを運ぶため

用いる。キーパッドファシリティ情報要素は、図 4-24/JT-Q931 に示すようにコード化する。本情報要素の

最大長のデフォルト値は３４オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

キーパッドファシリティ

０ ０ １ ０ １ １ ０ ０ １

情報要素識別子

キーパッドファシリティ内容長 ２

０

キーパッド情報

（IA5 キャラクタ）

３

図 4-24/JT-Q931　キーパッドファシリティ情報要素

(ITU-T Q.931)

＝ ＝ ＝
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4.5.19　低位レイヤ整合性（Low layer compatibility）

　低位レイヤ整合性情報要素は、アドレスで指示されたエンティティ（例えば、発信ユーザによって、番

号で指示されたリモートユーザやインタワーキングユニットや網の高位レイヤ機能ノードのような）との

通信可能性確認に使用されるべき手段を提供する。低位レイヤ整合性情報要素は、発呼側エンティティ（例

えば発信側ユーザ）と、発呼側のエンティティより番号で指示された着信側のエンティティとの間を ISDN

内では、トランスペアレントに運ばれる。付属資料Ｂ及び付属資料Ｉ参照。

　もし、低位レイヤ整合性交渉を網が許容するならば（付属資料Ｊ参照）、低位レイヤ整合性情報要素は

着呼側のエンティティから発信側のエンティティへもトランスペアレントに運ばれる。

　低位レイヤ整合性情報要素は、図 4-25/JT-Q931 と表 4-16/JT-Q931 に示すようにコード化する。本情報要

素の最大長は１８オクテットである。

　（注）標準 JT-Q931 第５版に従った網は、情報要素の最大長として１６オクテットのみをサポートする

場合もある。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

低位レイヤ整合性

０ １ １ １ １ １ ０ ０ １

情報要素識別子

低位レイヤ整合性内容長 ２

０／１

拡　張

コーディング

標準

情報転送能力 ３

１ 交渉 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３a*

拡　張 指示 予　備

１

拡　張

転送モード 情報転送速度 ４

１

拡　張

レートマルチプライヤ 4.1 *(注 1)

０／１ ０ １ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ５*

拡　張 レイヤ１識別

０／１

拡　張

同期／

非同期

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ

  交渉

ユーザ速度 ５a* (注 2)

０／１

拡　張

中間速度 送　信

ＮＩＣ

受　信

ＮＩＣ

送　信

フロー

制　御

受　信

フロー

制　御

０

予　備

５b *(注 3)

０／１

拡　張 ヘッダ

多重フ

レーム

提　供

動　作

モード

ＬＬＩ

交　渉

割　当

／

被割当

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ/

ｱｳﾄﾊﾞﾝﾄﾞ

交　渉

０

予　備

５b *(注 4)

０／１

拡　張

ストップ

ビット数

データ

ビット数

パリティ情報 ５c *(注 2)

１

拡　張

二重

モード

モデムタイプ ５d (注 2)

０／１ １ ０ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ６*

拡　張 レイヤ２識別

０／１ 動作モード ０ ０ ０ ＪＴ－Ｑ９３３ ６a *(注 5)

拡　張 予　備 使　用

１

拡　張

ユーザ特有レイヤ２プロトコル ６a *(注 6)

１

拡　張

ウィンドウサイズ（Ｋ） ６b *(注 5)
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０／１ １ １ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ７*

拡　張 レイヤ３識別

１

拡　張

ユーザ特有レイヤ３プロトコル ７a *(注 8)

０／１ 動作モード ０ ０ ０ ０ ０ ７a *(注 7)

拡　張 予　備

０／１ ０ ０ ０ デフォルトパケットサイズ ７b* (注 7)

拡　張 予　備

１

拡　張

パケットウィンドウサイズ ７c *(注 7)

０ ０ ０ ０ 追加レイヤ３プロトコル情報 ７ａ(注９)

拡　張 予　　備 （最上位ビット）

０ ０ ０ 追加レイヤ３プロトコル情報 ７ｂ(注９)

予　　備 （最下位ビット）

図 4-25/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

（注１）オクテット４がマルチレート（64kbit/s ベースレート）を示す場合、このオクテットが存在する。

そうでなければ、このオクテットは存在しない。

（注２）このオクテットは、オクテット３が非制限ディジタル情報を示し、オクテット５が TTC 標準速度

整合（JT-V110／JT-X30 または JT-V120）を示す場合に存在する。また、オクテット３が 3.1kHz オー

ディオを示し、オクテット５が標準 JT-G711 を示す場合も存在する。

（注３）オクテット５b のこの構造は、オクテット５が TTC 標準速度整合（JT-V110[7],JT-I460[15]及び JT-

X30[8]）を示す場合にのみ適用される。

（注４）オクテット５ｂのこの構造は、オクテット５が TTC 標準速度整合（JT-V120[9]）を示す場合にの

み適用される。

（注５）このオクテットは、オクテット６が表 4-16/JT-Q931 に示されている確認形 HDLC の手順を示す場

合にのみ存在する。

（注６）このオクテットは、オクテット６がユーザ特有レイヤ２プロトコルを示す場合にのみ存在する。

（注７）このオクテットは、オクテット７が表 4-16/JT-Q931 に示されている標準 JT-X25[5]、ISO/IEC 8208[41]

または X.223[96]/ISO8878[81]に基づいたレイヤ３プロトコルを示す場合にのみ存在する。

（注８）このオクテットは、オクテット７がユーザ特有レイヤ３プロトコルを示す場合にのみ存在する。

（注９）このオクテットは、オクテット７で ISO/IEC TR9577 が表示されたときに含まれる。
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表 4-16a/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

コーディング標準（オクテット３）

ビット

７　６

０　０ ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準拠する TTC 標準（この場合下記コーディングに従う）

０　１ ISO/IEC 標準（注）

１　０ 国内標準（注）

１　１ インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準（注）

　（注）これら他のコーディング標準は、必要な低位レイヤ整合性が ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準拠

する TTC 標準のコーディングで表せない場合のみ使用されるべきである。

情報転送能力（オクテット３）

ビット

５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ 音　声

０ １ ０ ０ ０ 非制限ディジタル情報

０ １ ０ ０ １ 制限ディジタル情報

１ ０ ０ ０ ０ 3.1kHz オーディオ

１ ０ ０ ０ １ トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報（注）

１ １ ０ ０ ０ ビデオ

上記以外 予約済

　（注）トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報は、標準 JT-Q931 第５版において“7kHz オーディ

オ”と示されていたものに対応する新しい情報転送属性である。

交渉指示（オクテット３ａ）

ビット

７

０ アウトバンド交渉不可能

１ アウトバンド交渉可能

（注１）低位レイヤ整合性交渉の表示は付属資料Ｊ参照。

（注２）オクテット３ａが省略された場合“アウトバンド交渉不可能”とみなされる。
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転送モード（オクテット４）

ビット

７　６

０　０ 回線交換モード

１　０ パケット交換モード

上記以外 予約済

表 4-16b/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

情報転送速度（オクテット４）

ビット

５ ４ ３ ２ １ 回線交換モード パケット交換モード

０ ０ ０ ０ ０ － このコードはパケット交換モードの

呼に使用する。

１ ０ ０ ０ ０ 64kbit/s －

１ ０ ０ ０ １ 2×64kbit/s －

１ ０ ０ １ １ 384kbit/s －

１ ０ １ ０ １ 1536kbit/s －

１ ０ １ １ １ 1920kbit/s －

１ １ ０ ０ ０ マルチレート（64kbit/s ベースレート） －

上記以外 予約済

　（注１）情報転送速度として 2×64kbit/s が用いられる場合、オクテット３と４のコーディングは、両方

の 64kbit/s チャネルに関係する。

　（注２）付加属性を表 4-17/JT-Q931 に定義する。

表 4-16c/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

レートマルチプライヤ（オクテット 4.1）

　ベースレートの倍数表現を２進表示でコード化する。倍数は、２からインタフェース上有効なＢチャネ

ルの最大数におよぶあらゆる値もとりうる。
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表 4-16d/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

ユーザ情報レイヤ１プロトコル（オクテット５）

ビット

５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ １ TTC 標準速度整合(JT-V110/JT-X30)：これは下記に定義されたオクテット５

ａとオプションのオクテット５ｂ，５ｃ，５ｄが存在することを表している。

０ ０ ０ １ ０ 標準 JT-G711μ-law

０ ０ ０ １ １ 勧告 G.711 A-law

０ ０ １ ０ ０ 標準 JT-G721 32 kbit/s ADPCM と標準 JT-I460

０ ０ １ ０ １ 標準 JT-H221 と JT-H242

０ ０ １ １ ０ 標準 JT-H223[92]と JT-H245[93]

０ ０ １ １ １ TTC 非標準速度整合：これはオクテット５ａとオプションとしてのオクテッ

ト５ｂ，５ｃ，５ｄの存在を表している。このコード値を使用した場合は、

オクテット５ａのユーザ速度がユーザによって定義されたものであることを

示している。さらに、オクテット５ｂ，５ｃ，５ｄがもし存在するならば、

ユーザ定義の速度整合として一貫性のあるものである。

０ １ ０ ０ ０ TTC 標準速度整合 (JT-V120)：これは下記に定義されたオクテット５ａとオ

クテット５ｂの存在を、また、オプショナルにオクテット５ｃと５ｄの存在

を表している。

０ １ ０ ０ １ TTC 標準速度整合(JT-X31)：HDLC フラグスタッフィング。

上記以外 予約済

　（注）転送モードが回線交換モードであり情報転送能力が非制限ディジタル情報あるいは制限ディジタ

ル情報であり、また特定のユーザ情報レイヤ１プロトコルがアドレスされたエンティティに明示

されるとするとオクテット５は存在すべきである。もし転送モードがパケット交換モードであれ

ばオクテット５は省略されることがある。

同期／非同期（オクテット５ａ）

　ビット

　７

０ 同　期

１ 非同期

　（注）同期ユーザ速度の場合、オクテット５ｂ－５ｄは省略可能。

インバンド交渉（オクテット５ａ）

　ビット

　６

０ インバンド交渉不可

１ インバンド交渉可

　（注）標準 JT-V110 及び JT-X30 あるいはモデムタイプ勧告参照。
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表 4-16e/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

ユーザ速度

 （オクテット５ａ）

ビット

５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０  JT-I460 に関して、速度はオクテット５ｂのビット 7,6 の中間速度により指定

される。JT-V110 及び JT-X30 に関して、速度は E ビット(同期データのみ)で

示されるか、またはインバンドで交渉されうる。JT-V120 に関して、速度は

指定されないか、またはインバンドで交渉されうる。

０ ０ ０ ０ １ 0.6kbit/s 勧告 X.1[17]

０ ０ ０ １ ０ 1.2kbit/s

０ ０ ０ １ １ 2.4kbit/s 勧告 X.1

０ ０ １ ０ ０ 3.6kbit/s

０ ０ １ ０ １ 4.8kbit/s 勧告 X.1

０ ０ １ １ ０ 7.2kbit/s

０ ０ １ １ １ 8  kbit/s 標準 JT-I460

０ １ ０ ０ ０ 9.6kbit/s 勧告 X.1

０ １ ０ ０ １ 14.4kbit/s

０ １ ０ １ ０ 16  kbit/s 標準 JT-I460

０ １ ０ １ １ 19.2kbit/s

０ １ １ ０ ０ 32  kbit/s 標準 JT-I460

０ １ １ ０ １ 38.4 kbit/s 標準 JT-V110[7]

０ １ １ １ ０ 48  kbit/s 勧告 X.1

０ １ １ １ １ 56  kbit/s

１ ０ ０ ０ ０ 64  kbit/s 勧告 X.1

１ ０ ０ １ ０ 57.6 kbit/s 勧告 V.14 拡張[88]

１ ０ ０ １ １ 28.8 kbit/s 標準 JT-V110[89]

１ ０ １ ０ ０ 24  kbit/s 標準 JT-V110[89]

１ ０ １ ０ １ 0.1345kbit/s 勧告 X.1

１ ０ １ １ ０ 0.100kbit/s 勧告 X.1

１ ０ １ １ １ 0.075/1.2kbit/s 勧告 X.1 (注)

１ １ ０ ０ ０ 1.2/0.075kbit/s 勧告 X.1 (注)

１ １ ０ ０ １ 0.050kbit/s 勧告 X.1

１ １ ０ １ ０ 0.075kbit/s 勧告 X.1

１ １ ０ １ １ 0.110kbit/s 勧告 X.1

１ １ １ ０ ０ 0.150kbit/s 勧告 X.1

１ １ １ ０ １ 0.200kbit/s 勧告 X.1

１ １ １ １ ０ 0.300kbit/s 勧告 X.1

１ １ １ １ １ 12kbit/s

上記以外 予約済

　（注）第１の速度は呼の順方向（発→着）のユーザ速度を表し、第２の速度は呼の逆方向（着→発）の

ユーザ速度を表す。
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表 4-16f/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

標準 JT-V110／JT-X30 速度整合に対するオクテット５ｂ

中間速度（オクテット５ｂ）

ビット

７　６

０　０ 未使用

０　１ 8kbit/s

１　０ 16kbit/s

１　１ 32kbit/s

送信網独立クロック （送信ＮＩＣ）  （オクテット５ｂ） （注１）

　ビット

５

０ 網独立クロックでデータ送信の必要無し

１ 網独立クロックでデータ送信の必要有り

（注１）呼の順方向の送信に関連する

（注２）標準 JT-V110 及び JT-X30 参照

受信網独立クロック（受信ＮＩＣ）（オクテット５ｂ）（注１）

　ビット

４

０ 網独立クロックで受信不可（すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートして

いない。）

１ 網独立クロックで受信可　（すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートして

いる。）

　（注１）呼の逆方向の送信に関連する

　（注２）標準 JT-V110 及び JT-X30 参照

送信フロー制御（オクテット５ｂ）（注１）

　ビット

３

０ データ送信でフロー制御機構を必要としない。

１ データ送信でフロー制御機構を必要とする。

（注１）呼の順方向の送信に関連する

（注２）標準 JT-V110 及び JT-X30 参照
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表 4-16g/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

受信フロー制御（オクテット５ｂ）（注１）

　ビット

２

０ フロー制御機構をともなうデータ受信が不可

（すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートしていない）

１ フロー制御機構をともなうデータ受信が可

（すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートしている）

　（注１）呼の逆方向の送信に関連する。

　（注２）標準 JT-V110 及び JT-X30 参照

標準 JT-V120 速度整合に対するオクテット５ｂ

速度整合ヘッダ（オクテット５ｂ）

　ビット

７

０ 速度整合ヘッダを含んでいない

１ 速度整合ヘッダを含んでいる

データリンクにおける多重フレーム確立サポート（多重フレーム）（オクテット５ｂ）

　ビット

６

０ 多重フレーム確立サポートしない。ＵＩフレームのみ受け入れる。

１ 多重フレーム確立サポート

動作モード（オクテット５ｂ）

　ビット

５

０ ビットトランスペアレントモード

１ プロトコルセンシティブモード
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論理リンク識別子交渉（LLI 交渉）（オクテット５ｂ）

　ビット

４

０ デフォルト　LLI=256

１ 完全なプロトコル交渉（注）

　（注）プロトコル交渉の実行に使用されるコネクションはオクテット５ｂのビット２に表示される。

表 4-16h/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

被割当／割当（オクテット５ｂ）

　ビット

３

０ メッセージ発側は“デフォルトは被割当”

１ メッセージ発側は“割当のみ”

インバンド／アウトバンド交渉（オクテット５ｂ）

　ビット

２

０ 交渉は、一時的なシグナルコネクション上の「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージ

で行われる。

１ 交渉は、論理リンク０を使用してインバンドで行われる。

ストップビット数（オクテット５ｃ）

　ビット

７　６

０　０ 未使用

０　１ １ビット

１　０ 1.5 ビット

１　１ ２ビット

パリティビットを除くデータビット数（データビット数）（オクテット５ｃ）

　ビット

５　４

０　０ 未使用

０　１ ５ビット

１　０ ７ビット

１　１ ８ビット
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表 4-16i/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

パリティ情報（オクテット５ｃ）

　ビット

３ ２ １

０ ０ ０ 奇　数

０ １ ０ 偶　数

０ １ １ 無

１ ０ ０ ０に強制指定

１ ０ １ １に強制指定

上記以外 予約済

二重モード（オクテット５ｄ）

　ビット

７

０ 半二重

１ 全二重

モデムタイプ（オクテット５ｄ）

ビット

６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

国内使用

０ ０ ０ １ ０ １

０ １ ０ ０ ０ １ 勧告 V.21

０ １ ０ ０ １ ０ 勧告 V.22
０ １ ０ ０ １ １ 勧告 V.22 bis

０ １ ０ １ ０ ０ 勧告 V.23
０ １ ０ １ ０ １ 勧告 V.26

０ １ ０ １ １ ０ 勧告 V.26 bis
０ １ ０ １ １ １ 勧告 V.26 ter

０ １ １ ０ ０ ０ 勧告 V.27
０ １ １ ０ ０ １ 勧告 V.27 bis

０ １ １ ０ １ ０ 勧告 V.27 ter
０ １ １ ０ １ １ 勧告 V.29

０ １ １ １ ０ ０ 勧告 V.32
０ １ １ １ １ ０ 勧告 V.34[97]

１ ０ ０ ０ ０ ０

国内使用

１ ０ １ １ １ １

１ １ ０ ０ ０ ０

ユーザ特有

１ １ １ １ １ １

上記以外 予約済

～
～

～
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表 4-16j/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６）

ビット

５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ １ ISO1745 基本モード

０ ０ ０ １ ０ 標準 JT-Q921（注４）

０ ０ １ １ ０ 標準 JT-X25 リンクレイヤ（注１、４）

０ ０ １ １ １ ITU-T 勧告 X.25 マルチリンク（注４）

０ １ ０ ０ ０ 拡張 LAPB；半二重用（T.71）

０ １ ０ ０ １ HDLC ARM(ISO 4335)（注４）

０ １ ０ １ ０ HDLC NRM(ISO 4335)（注４）

０ １ ０ １ １ HDLC ABM(ISO 4335)（注４）

０ １ １ ０ ０ ＬＡＮロジカル・リンク・コントロール

（ISO 8802/2）

０ １ １ ０ １ 標準 JT-X75 シングルリンク手順(SLP)（注４）

０ １ １ １ ０ 標準 JT-Q922（注４）

０ １ １ １ １ 標準 JT-Q922 のコア仕様

１ ０ ０ ０ ０ ユーザ特有（注２）

１ ０ ０ ０ １ ISO7776 DTE-DTE 手順（注３、４）

上記以外 予約済

　（注１）この標準は、ISO7776 DTE-DCE 手順と整合性がある。

　（注２）このコーディングが含まれる場合、オクテット６ａはユーザ特有レイヤ２プロトコルに対する

ユーザコーディングを含む。

　（注３）この標準は、標準 JT-T90 において定義された適用規則により修正された標準 JT-X75 と整合性

がある。

　（注４）このコーディングが含まれる場合、TTC 標準コーディングされたオクテット６ａ、６ｂが含ま

れるかもしれない。

TTC 標準コーディングに対するオクテット６ａ

動作モード（オクテット６ａ）

　ビット

７　６

０　１ 通常モード

１　０ 拡張モード

上記以外 予約済
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JT-Q933 使用（オクテット６ａ）

　ビット

２　１

０　０ 標準 JT-Q933 において定義されたコーディングが未使用のとき使用

上記以外 予約済

ユーザプロトコルに対するオクテット６ａ

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報（オクテット６ａ）

オクテット６ａの使用とコーディングは、ユーザの定義した要求に従う。

ウィンドウサイズ（ｋ）（オクテット６ｂ）

ｋパラメータのビット１～７の２進コーディングは、１から１２７の範囲の値をとる。
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表 4-16k/JT-Q931　低位レイヤ整合性情報要素

(ITU-T Q.931)

ユーザ情報レイヤ３プロトコル（オクテット７）

ビット

５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ １ ０ 標準 JT-Q931

０ ０ １ １ ０ 標準 JT-X25 パケットレイヤ（注２）

０ ０ １ １ １ ISO/IEC8208（データ端末のための X.25 パケットレイヤプロトコル）（注２）

０ １ ０ ０ ０ X.223/ISO8878(OSI-CONS を提供するための ISO/IEC8208 と標準 JT-X25 の使

用)（注２）

０ １ ０ ０ １ ISO/IEC8743（ISO コネクションレスモードプロトコル）

０ １ ０ １ ０ ITU-T 勧告 T.70 ミニマムネットワークレイヤ

０ １ ０ １ １ ISO/IEC TR9577(ネットワークレイヤにおけるプロトコル識別)（注３）

１ ０ ０ ０ ０ ユーザ特有（注１）

上記以外 予約済

　（注１）このコーディングが含まれる場合、オクテット７ａはユーザ特有レイヤ３プロトコルに対する

ユーザコーディングを含む。

　（注２）このコーディングが含まれる場合、TTC 標準 JT-X25,勧告 X.223 及び ISO/IEC9577 によるコーディ

ングがなされたオクテット７ａ，７ｂ，７ｃが含まれうる。

　（注３）このコーディングが含まれる場合、TTC 標準 JT-X25,勧告 X.223 及び ISO/IEC9577 によるコーディ

ングがなされたオクテット７ａ，７ｂが含まれうる。

オクテット７ａ，７ｂおよび７ｃの TTC 標準 JT-X25 パケットレイヤ、ISO/IEC8208 及び勧告 X.223 による

コーディング

動作モード（オクテット７ａ）

　ビット

７　６

０　１ 通常パケットシーケンス番号付与

１　０ 拡張パケットシーケンス番号付与

上記以外 予約済
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デフォルトパケットサイズ（オクテット７ｂ）

　　ビット

４ ３ ２ １

０ １ ０ ０ デフォルトパケットサイズ１６オクテット

０ １ ０ １ デフォルトパケットサイズ３２オクテット

０ １ １ ０ デフォルトパケットサイズ６４オクテット

０ １ １ １ デフォルトパケットサイズ１２８オクテット

１ ０ ０ ０ デフォルトパケットサイズ２５６オクテット

１ ０ ０ １ デフォルトパケットサイズ５１２オクテット

１ ０ １ ０ デフォルトパケットサイズ１０２４オクテット

１ ０ １ １ デフォルトパケットサイズ２０４８オクテット

１ １ ０ ０ デフォルトパケットサイズ４０９６オクテット

上記以外 予約済

パケットウィンドウサイズ（オクテット７ｃ）

　パケットウィンドウサイズのビット１～７の２進コーディングは、１から１２７の範囲の値をとる。

ユーザプロトコルに対するオクテット７ａ

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報（オクテット７ａ）

　オクテット７ａの使用とコーディングは、ユーザの定義した要求に従う。

オクテット７ａと７ｂの ISO/IEC TR9577 のためのコーディング（注）

ビット８（拡張）は、オクテット７ａにおいて０、及び７ｂにおいて１、に設定される。

両オクテットのビット７～５は予備（０に設定）とである。

７ａ ７ｂ

ビット ビット

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １

１ １ ０ ０ １ １ ０ ０ インターネットプロトコル(IP)(RFC791)(ISO/IECTR9577[82]の

付属資料 C)

１ １ ０ ０ １ １ １ １ ポイント･ポイントプロトコル(PPP)(RFC1548)

上記以外 予約済

(注)　ユーザ情報レイヤ３プロトコルが「ネットワークレイヤ識別」を表示しているならば、アドレスエ

ンティティに対する実際のユーザ情報レイヤ３プロトコルを識別するために(オクテット７ａと７

ｂが)含まれる可能性がある(付属資料Ｉ参照)。ISO/IEC TR9577[82]で定義されるどのネットワーク

レイヤプロトコル識別コードも含まれ得る。オクテット７ｃは含まれない。



- 123 - ＪＴ－Ｑ９３１

表 4-17/JT-Q931　低位レイヤ整合性属性

(ITU-T Q.931)

低位レイヤ整合性属性 付　　加　　属　　性

転送モード 情報転送能力 構　　　造 通信形態 呼設定法 対称性

回線交換 音　声 ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

回線交換 非制限データ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

回線交換 制限データ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

回線交換 3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

回線交換

トーン／アナ

ウンスを伴う

非制限データ

８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

回線交換 ビデオ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

パケット

  交換 非制限データ
サービスデータ

ユニット構造
ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即　時 両方向対称

　注１－情報転送速度として、2×64kbit/s が用いられる場合、制限された遅延差(RDTD)をもつ 8kHz 構造

が提供される。

　注２－情報転送速度としてマルチレート（64kbit/s ベースレート）が用いられる場合、タイムスロットシー

ケンス構造が提供されるべきである。
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4.5.20　モアデータ（More data）

　モアデータ情報要素は、「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージによりユーザから網へ送られる。そし

てこれに対応する「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージにより網からあて先ユーザへ渡される。モアデー

タ情報要素の存在はあて先ユーザに対して同じブロックに属する情報を含む「ユーザ情報」(USER INFO)

メッセージが続くことを示す。

　モアデータ情報要素の使用について、網は管理しない。また、図 4-26/JT-Q931 に示すようにコード化す

る。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

モアデータ

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

情報要素識別子

図 4-26/JT-Q931　モアデータ情報要素

(ITU-T Q.931)

4.5.21　網特有ファシリティ（Network-specific facilities）

　網特有ファシリティ情報要素は、どの網ファシリティが要求されているかを示すために用いる。網特有

ファシリティ情報要素は表 4-18/JT-Q931 及び図 4-27/JT-Q931 に示すようにコード化する。本情報要素はメッ

セージの中で４回まで繰り返されてもよい。

　本情報要素の最大長は網による。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

網特有ファシリティ

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

情報要素識別子

網特有ファシリティ内容長 ２

網識別子内容長 ３

１

拡　張

網識別子種別 網識別計画 3.1＊

０

予　備

網識別子

（IA5 キャラクタ）

3.2＊

網特有ファシリティ詳細 ４

図 4-27/JT-Q931　網特有ファシリティ情報要素

(ITU-T Q.931)

（注１）オクテット 3.1 と 3.2 は、オクテット３が０でないときのみ利用される。

（注２）オクテット 3.2 は、適当な回数だけ繰り返されてもよい。

＝＝ ＝

＝ ＝
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表 4-18/JT-Q931　網特有ファシリティ情報要素

(ITU-T Q.931)

網識別子内容長（オクテット３）

　このフィールドは、オクテット 3.1 と 3.2 で示される網識別子内容長をオクテットで示す。値が“０００

０００００”の場合、デフォルト提供者（付属資料Ｅ、節Ｅ.1 参照）とみなされオクテット 3.1 と 3.2 は省

略される。

網識別子種別（オクテット 3.1）

ビット

７ ６ ５

０ ０ ０ ユーザ定義

０ １ ０ 国内網（注）

０ １ １ 国際網

上記以外 予約済

　（注）網識別子種別が０１０“国内網”とコーディングされる場合、国内網識別計画は、国内仕様に従っ

てコーディングされる。

網識別計画（オクテット 3.1）

ビット

４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ 未定義

０ ０ ０ １ キャリア識別子コード（注）

０ ０ １ １ データ網識別子コード（勧告 X.121）

上記以外 予約済

　（注）キャリア識別子コードは、リモートユーザが収容される網を識別する適当な方式である。

網識別子（オクテット 3.2）

　この IA5 キャラクタは、オクテット 3.1 で特定される網識別計画に従って構成される。

網特有ファシリティ詳細（オクテット４）

このフィールドは、識別された網により特有の規則でエンコードされる。
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4.5.22　通知識別子（Notification indicator）

　通知識別子情報要素は、呼に関連した情報を通知するために用いる。

　通知識別子情報要素は、図 4-28/JT-Q931 及び表 4-19/JT-Q931 に示すようにコード化する。

本情報要素の最大長は３オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

通知識別子

０ ０ １ ０ ０ １ １ １ １

情報要素識別子

通知識別子内容長 ２

１

拡　張

通知内容 ３

図 4-28/JT-Q931　通知識別子情報要素

(ITU-T Q.931)

表 4-19/JT-Q931　通知識別子情報要素

(ITU-T Q.931)

通知内容（オクテット３）

ビット

７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ユーザ中断（Suspended）

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ユーザ再開（Resumed）

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ベアラサービス変更

上記以外 予約済
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4.5.23　経過識別子（Progress indicator）

　経過識別子情報要素は呼の生成中に起こったイベントを表すために用いる。本情報要素は、メッセージ

の中で２回まで繰り返されてもよい。

　経過識別子情報要素は、図 4-29/JT-Q931 と表 4-20/JT-Q931 に示すようにコード化する。本情報要素の最

大長のデフォルト値は４オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

経過識別子

０ ０ ０ １ １ １ １ ０ １

情報要素識別子

経過識別子内容長 ２

１

拡　張

コーディング

　標準

０

予　備

生　成　源 ３

１

拡張

経　過　内　容 ４

図 4-29/JT-Q931　経過識別子情報要素

(ITU-T Q.931)
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表 4-20a/JT-Q931　経過識別子情報要素

(ITU-T Q.931)

コーディング標準（オクテット３）

　ビット

　７　６

０　０ ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準拠する TTC 標準（この場合下記コーディングに従う）

０　１ ISO/IEC 標準（注）

１　０ 国内標準（注）

１　１ 生成源で定義された標準（注）

　（注）これら他のコーディング標準は、必要な経過識別子が ITU-T 勧告および ITU-T 勧告に準拠する TTC

標準のコーディングで表せない場合のみ使用されるべきである。

生成源（オクテット３）

ビット

４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ユーザ

０ ０ ０ １ ローカルユーザ収容私設網（自分側）

０ ０ １ ０ ローカルユーザ収容公衆網（自分側）

０ ０ １ １ 中継網（注１）

０ １ ０ ０ リモートユーザ収容公衆網（相手側）

０ １ ０ １ リモートユーザ収容私設網（相手側）

１ ０ １ ０ インタワーキング先の網

上記以外 予約済

（注１）この値は網によって生成される可能性がある。

（注２）ユーザの場所により、自分及び相手側公衆網が一致することがある。
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表 4-20b/JT-Q931　経過識別子情報要素

(ITU-T Q.931)

経過内容（オクテット４）

ビット

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 番号

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １． 呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はイ

ンバンドとなる。

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２． 非 ISDN 着側アドレス

０ ０ ０ ０ ０ １ １ ３． 非 ISDN 発側アドレス

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ４． 呼の ISDN への復帰

０ ０ ０ ０ １ ０ １ ５． インタワーキングが発生し、その結果テレコミュニケーショ

ンサービスが変更された。

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ８． インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能。

上記以外 予約済

　（注１）異なる経過内容の使用について、付属資料Ｇで述べられている。

　（注２）この経過内容値は、完全な ISDN 環境におけるインタワーキングの場合のみ使用される。例えば

選択された伝達能力が未提供または、要求されたリソースやルートが、利用不可能な場合であ

る。非 ISDN 環境でのインタワーキングの場合＃１の経過内容が使用されるかもしれない。着側

アドレスが非 ISDN の場合は、＃２の経過内容が使用されるかもしれない。
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4.5.24　繰り返し識別子（Repeat indicator）

　繰り返し識別子情報要素は、メッセージの中で繰り返されている情報要素がどのように解釈されるかを

示す。繰り返し識別子情報要素は繰り返される情報要素の最初のものの前に位置する。

　繰り返し識別子情報要素は図 4-30/JT-Q931 及び表 4-21/JT-Q931 に示すようにコード化する。

　（注）１つのメッセージの中でただ１回しか存在しない情報要素と繰り返し識別子情報要素が組合され

たときもそれ自身をエラーとしない。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

繰り返し識別子

１ １ ０ １ 繰り返し表示 １

情報要素

図 4-30/JT-Q931　繰り返し識別子情報要素

(ITU-T Q.931)

表 4-21/JT-Q931　繰り返し識別子情報要素

(ITU-T Q.931)

繰り返し表示（オクテット１）

　　ビット

４ ３ ２ １

０ ０ １ ０ 優先順に並べる（注）

上記以外 予約済

　（注）ベアラサービス変更機能のために使用（付属資料Ｌ参照）
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4.5.25　初期設定表示（Restart indicator）

　初期設定表示情報要素は、初期設定されたファシリティ（チャネルまたはインタフェース）のクラスを

識別するために用いる。

　初期設定表示情報要素は、図 4-31/JT-Q931 および表 4-22/JT-Q931 に示すようにコード化する。

　本情報要素の最大長は３オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

初期設定表示

０ １ １ １ １ ０ ０ １ １

情報要素識別子

初期設定表示内容長 ２

１ ０ ０ ０ ０ ク　ラ　ス

拡　張

３

図 4-31/JT-Q931　初期設定表示情報要素

(ITU-T Q.931)

表 4-22/JT-Q931　初期設定表示情報要素

(ITU-T Q.931)

クラス（オクテット３）

　　ビット

３ ２ １

０ ０ ０ 表示されたチャネル（注１）

１ １ ０ 一つのインタフェース（注２）

１ １ １ 全てのインタフェース（注３）

上記以外 予約済

　（注１）チャネル識別情報要素は必ず含まれ、どのチャネルが初期設定されるのかを示す。

　（注２）非対応信号方式が使用される場合で、初期設定されるインタフェースが信号チャネル（Ｄチャ

ネル）の含まれないものである場合、そのインタフェースを指示するため、チャネル識別情報

要素が必要である。

　（注３）２つもしくは、それ以上のインタフェースがＤチャネルにより制御される場合に使用され得る。

このコーディングの場合は、同一メッセージ内にチャネル識別子情報要素は含んではいけない。
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4.5.26　分割メッセージ（Segmented message）

　分割メッセージ情報要素は、本情報要素をもつメッセージが分割メッセージの一部であることを示すた

めに用いる。本情報要素は分割されたメッセージのメッセージ種別情報要素の後に位置する（付属資料Ｈ

参照）。

分割メッセージ情報要素は図 4-32/JT-Q931 と表 4-23/JT-Q931 で示すようにコード化される。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

分割メッセージ

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

情報要素識別子

分割メッセージ内容長 ２

第　１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ

表　示

残りセグメント数 ３

０ 分割メッセージ種別 ４

図 4-32/JT-Q931　分割メッセージ情報要素

(ITU-T Q.931)

表 4-23/JT-Q931　分割メッセージ情報要素

(ITU-T Q.931)

第１セグメント表示（オクテット３）

ビット

　８

０ 第１セグメントの後続セグメント

１ 分割されたメッセージの第１セグメント

残りセグメント数（オクテット３）

　送信すべきメッセージの残りのセグメント数を示す２進数

分割メッセージ種別（オクテット４）

　節 4.4 で示すようにコード化される。

　（注）ビット８は拡張ビットとして将来の使用のために予約されている。
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4.5.27　送信完了（Sending complete）

　（注）送信完了情報要素は分割発呼／着呼手順で使用するものであり、TTC では非標準である。

　送信完了情報要素は必要があれば着番号の完了を示すために用いる。節 5.1.3、節 5.2.1 及び節 5.2.4 参照。

　本情報要素は、図 4-33/JT-Q931 に示すようにコード化する単一固定長情報要素である。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

送信完了

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １

情報要素識別子

図 4-33/JT-Q931　送信完了情報要素

(ITU-T Q.931)

4.5.28　シグナル（Signal）

　シグナル情報要素は、網が端末に対しトーンや呼び出し信号を生成するような情報を伝達する。(７章参

照）

　シグナル情報要素は、図 4-34/JT-Q931 及び表 4-24/JT-Q931 に示すようにコード化する。本情報要素長は

３オクテットである。

　シグナル情報要素はメッセージの中で繰り返されてもよい。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

シグナル

０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ １

情報要素識別子

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２

シグナル内容長

シグナル値 ３

図 4-34/JT-Q931　シグナル情報要素

(ITU-T Q.931)
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表 4-24/JT-Q931　シグナル情報要素

(ITU-T Q.931)

シグナル値（オクテット３）

　　ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ダイヤルトーン　オン

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 呼出音　オン

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 割込トーン　オン

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 網輻輳トーン　オン

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ビジートーン　オン

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ 確認トーン　オン

０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ 応答トーン　オン

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ コールウェイティングトーン　オン

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ オフフック警告トーン　オン

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ プリエンプショントーン　オン

０ ０ １ １ １ １ １ １ トーン　オフ

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 呼出　オン－パターン０　（注１）

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 呼出　オン－パターン１　（注１）

０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ 呼出　オン－パターン２　（注２）

０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ 呼出　オン－パターン３　（注１）

０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ 呼出　オン－パターン４　（注１）

０ １ ０ ０ ０ １ ０ １ 呼出　オン－パターン５　（注１）

０ １ ０ ０ ０ １ １ ０ 呼出　オン－パターン６　（注１）

０ １ ０ ０ ０ １ １ １ 呼出　オン－パターン７　（注１）

０ １ ０ ０ １ １ １ １ 呼出　オフ

上記以外 予約済

　（注１）これらのパターンの使用法は網に依存する。

　（注２）特別な、または優先度の高い呼出に使用する。
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4.5.29　中継網選択（Transit network selection）

　中継網選択情報要素は、要求している一つの中継網を示すために用いられる。中継網選択情報要素は、

呼が次々と通過する中継網が直列に並ぶ場合、１つのメッセージの中に、繰り返し現れることがある。付

属資料Ｃ参照。

　中継網選択情報要素は、図 4-35/JT-Q931 及び表 4-25/JT-Q931 に示すようにコード化する。本情報要素の

最大長のデフォルト値は、網に依存する。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

中継網選択

０ １ １ １ １ ０ ０ ０ １

情報要素識別子

中継網選択内容長 ２

１

拡　張 網識別子種別 網識別計画 ３

０

網識別子（IA5 キャラクタ） ４

図 4-35/JT-Q931　中継網選択情報要素

(ITU-T Q.931)

表 4-25/JT-Q931　中継網選択情報要素

(ITU-T Q.931)

網識別子種別（オクテット３）

　　ビット

７ ６ ５

０ ０ ０ ユーザ定義

０ １ ０ 国内網（注）

０ １ １ 国際網

上記以外 予約済

　（注）網識別子種別が０１０“国内網”とコーディングされる場合、国内網識別計画は、国内仕様に従っ

てコーディングされる。

網識別計画（オクテット３）

　　ビット

４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ 不　定

０ ０ ０ １ キャリア識別コード（注）

０ ０ １ １ データ網識別コード（勧告 X.121）

上記以外 予約済

　（注）キャリア識別コードは、リモートユーザが収容される網を識別する適当な方式である。

＝＝ ＝



ＪＴ－Ｑ９３１ - 136 -

網識別子（オクテット４）

　これらの IA5 キャラクタは、オクテット３で示される網識別計画に従って構成される。

4.5.30　ユーザ・ユーザ（User-user）

　ユーザ・ユーザ情報要素は、ISDN ユーザ間の情報転送に用いる。本情報要素は、網によって内容を解釈

されることなく、トランスペアレントに転送されリモートユーザに運ばれる。

　ユーザ・ユーザ情報要素は、図 4-36/JT-Q931 および表 4-26/JT-Q931 に示すようにコード化する。ユーザ

情報フィールドの内容に制限はない。

　「呼設定」(SETUP) 、「呼出」(ALERT) 、「応答」(CONN)、「切断」(DISC)、「解放」(REL) 及び「解

放完了」(REL COM) メッセージにおける本情報要素長は網に依存し、最大３５又は１３１オクテットとす

る。

　回線モード接続に関連するユーザ情報 (USER INFO) メッセージ中の本情報要素長は網に依存し、最大３

５オクテット又は１３１オクテットである。一時的な、または固定的なユーザ・ユーザ信号接続によって

転送されるユーザ情報 (USER INFO) メッセージの最大長は、３章で定義されたメッセージの最大長である

２６０オクテットである。

　（注）ユーザ・ユーザ情報は、ISDN により、発信側のエンティティすなわち発信ユーザと、着信側のエ

ンティティ、たとえばリモートユーザ、あるいは発信側エンティティが指定する網の高位レイヤ

機能ノードとの間をトランスペアレントに運ばれる。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

ユーザ・ユーザ

０ １ １ １ １ １ １ ０ １

情報要素識別子

ユーザ・ユーザ内容長 ２

プロトコル識別子 ３

ユーザ情報 ４

図 4-36/JT-Q931　ユーザ・ユーザ情報要素

(ITU-T Q.931)

＝ ＝
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表 4-26/JT-Q931　ユーザ・ユーザ情報要素

(ITU-T Q.931)

プロトコル識別子（オクテット３）

　　ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ユーザ特有プロトコル（注１）

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ OSI 高位レイヤプロトコル

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 勧告 X.244（注２）

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ システム管理コンバージェンス機能のために予約済

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ IA5 キャラクタ（注４）

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ 勧告Ｘ.208/209 符号化ユーザ情報（注５）

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ 標準 JT-V120 速度整合

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ 標準 JT-Q931 ユーザ網呼制御メッセージ

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 標準 JT-X25 を含む、他のネットワークレイヤあるいは

レイヤ３プロトコルのために予約済（注３）

０ ０ １ １ １ １ １ １

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 国内用

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 国内用　勧告 X.208/209 (ASN: 抽象構文記法１）（注５）

０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ 国内用　PBX 間ディジタルインタフェース (共通チャネル形

信号方式）

０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ 国内用　特定アプリケーション識別の共通フォーマット

０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０

国内用

０ １ ０ ０ １ １ １ １

０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ 標準 JT-X25 を含む他のネットワークレイヤあるいは

レイヤ３プロトコルのために予約済（注３）

１ １ １ １ １ １ １ ０

上記以外 予約済

　（注１）ユーザ情報はユーザの必要性に応じて構成される。

　（注２）ユーザ情報は、標準 JT-X25 コールユーザデータを規定する勧告Ｘ．２４４に従って構成される。

　（注３）これらの値は、一般フォーマット識別子を含む JT-X25 パケットの最初のオクテットとプロトコ

ル識別子を区別するために予約済である。

　（注４）ユーザ情報は、IA5 キャラクタで構成される。

　（注５）ユーザ・ユーザ情報要素に含まれる勧告Ｘ．２０８／２０９のコンポーネント、意味、及び使

用方法は、ユーザアプリケーションに依存し、他の標準で規定されるかもしれない。

4.6　パケット通信のための情報要素

　以下で定義している情報要素は、標準 JT-X31 で記述しているパケット通信のサポートで使用する。

　パケット呼のアウトバンド呼制御のための情報要素の使用法は、今後の検討課題である。

～
～

～
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4.6.1　閉域ユーザグループ (Closed user group)

　閉域ユーザグループ情報要素の目的は、その呼で使用される閉域ユーザグループを示すことである。閉

域ユーザグループ情報要素は、X.25 着呼パケットに X.25 CUG 選択ファシリティまたは出アクセス選択ファ

シリティが含まれる JT-X25/JT-Q931 マッピングが適用された場合の X.25 パケットモード呼に用いられる。

　閉域ユーザグループ情報要素は図 4-37/JT-Q931 及び表 4-27/JT-Q931 に示すようにコード化される。本情

報要素の最大長は７オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

閉域ユーザグループ

０ １ ０ ０ ０ １ １ １ １

情報要素識別子

閉域ユーザグループ内容長 ２

１ ０ ０ ０ ０

拡　張

予　備 CUG 表示 ３

０ CUG インデックスコード

（IA5 キャラクタ）

４

図 4-37/JT-Q931　閉域ユーザグループ情報要素

(ITU-T Q.931)

＝ ＝ ＝
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表 4-27/JT-Q931　閉域ユーザグループ情報要素

(ITU-T Q.931)

CUG 表示（オクテット３）

　ビット

３ ２ １

０ ０ １ 閉域ユーザグループ選択

０ １ ０ 出アクセス選択及び表示を持つ閉域ユーザグループ

上記以外 予約済

CUG インデックスコード（オクテット４）

ビット

７ ６ ５ ４ ３ ２ １

０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０

０ １ １ ０ ０ ０ １ １

０ １ １ ０ ０ １ ０ ２

０ １ １ ０ ０ １ １ ３

０ １ １ ０ １ ０ ０ ４

０ １ １ ０ １ ０ １ ５

０ １ １ ０ １ １ ０ ６

０ １ １ ０ １ １ １ ７

０ １ １ １ ０ ０ ０ ８

０ １ １ １ ０ ０ １ ９

上記以外 予約済

　（注）CUG インデックスコードは最大４桁の IA5 キャラクタ表現され、上記の様にコード化される。
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4.6.2　エンド・エンド中継遅延（End-to-end transit delay）

　エンド・エンド中継遅延情報要素の目的は、バーチャルコールでの呼毎に適用される公称での最大許容

中継遅延を、要求したり示したりすることである。

　エンド・エンド中継遅延は図 4-38/JT-Q931 及び表 4-28/JT-Q931 に示すようにコード化される。

　本情報要素の最大長は１１オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

エンド・エンド中継遅延

０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

情報要素識別子

エンド・エンド中継遅延内容長 ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

拡　張 予　備

０

拡　張

３ａ

１

拡　張

３ｂ

０

拡　張

０ ０ ０

予　備

０ ０ ４＊

（注１）

０

拡　張

４ａ＊

１

拡　張

４ｂ＊

０

拡　張

０ ０ ０

予　備

０ ０ ５＊

（注２）

０

拡　張

５ａ＊

１

拡　張

５ｂ＊

図 4-38/JT-Q931　エンド・エンド中継遅延情報要素

(ITU-T Q.931)

　（注１）オクテット４、４ａ、４ｂはオプションである。存在する場合は、これらのオクテットは、エ

ンド・エンド中継遅延の要求値であるとみなされる。

　（注２）オクテット５、５ａ、５ｂはオプションである。存在する場合は、オクテット４、４ａ、４ｂ

もまた、存在していなければならない。

エンド・エンドの

中継遅延の最大値

中継遅延の累計値

エンド・エンドの

中継遅延の要求値
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表 4-28/JT-Q931　エンド・エンド中継遅延情報要素

（ITU-T Q.931)

中継遅延の累計値（オクテット３(ビット１、２)、オクテット３ａ、３ｂ）

　中継遅延の累計値は、ミリ秒単位で２進符号化される。オクテット３のビット２がこの値の最上位ビッ

トを示し、オクテット３ｂのビット１が最下位ビットを示す。

　中継遅延の累計値はトータルで１６ビットをしめる。

エンド・エンド中継遅延の要求値（オクテット４(ビット１、２)、オクテット４ａ、４ｂ）

　エンド・エンド中継遅延の要求値は、ミリ秒単位で２進符号化される。オクテット４のビット２がこの

値の最上位ビットを示し、オクテット４ｂのビット１が最下位ビットを示す。

　エンド・エンド中継遅延の要求値はトータルで１６ビットをしめる。

エンド・エンド中継遅延の最大値（オクテット５(ビット１、２)、オクテット５ａ、５ｂ）

　エンド・エンド中継遅延の最大値は、ミリ秒単位で２進符号化される。オクテット５のビット２がこの

値の最上位ビットを示し、オクテット５ｂのビット１が最下位ビットを示す。

　エンド・エンド中継遅延の最大値はトータルで１６ビットをしめる。

　（注）ISDN へのアクセス方法が標準 JT-X31 の場合、この手順は着側交換機での通知フェーズでのみ適

用される。着側交換機で、もし、エンド・エンド中継遅延ファシリティが X.25 で着呼してきた発

呼要求パケットの中にあれば、その内容は以下のように、エンド・エンド中継遅延情報要素にコ

ピーされなければならない。

 (1) 　X.25 のエンド・エンド中継遅延ファシリティの中継遅延累計値のフィールド（オクテット３と

４）は、オクテット３、３ａ、３ｂにコピーされなければならない。このビットの順序は、上記

の記述で述べた通り守られねばならない。

 (2) 　X.25 のエンド・エンド中継遅延ファシリティの中に、もし、オクテット５と６が存在すれば、

それは、エンド・エンド中継遅延の要求値とみなされる。その存在する値は、オクテット４、４

ａ、４ｂにコピーされねばならない。ビットの順序は上記の記述に述べた通り守られねばならな

い。

 (3) 　X.25 のエンド・エンド中継遅延ファシリティの中に、もし、オクテット７と８が存在すれば、

それは、許容されるエンド・エンド中継遅延の最大値である。オクテット７と８は、オクテット

５、５ａ、５ｂにコピーされなければならない。ビットの順序は、上記の記述で述べた通り守ら

れねばならない。
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4.6.3　情報速度（Information Rate）

　情報速度情報要素の目的は、終端ユーザに着呼する JT-X25発呼要求パケットによって示されるスループッ

トを知らせることである。

　この情報速度情報要素は図 4-39/JT-Q931 及び表 4-29/JT-Q931 に示すようにコード化される。

　本情報要素の最大長は６オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

情報速度

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

情報要素識別子

情報速度内容長 ２

１ ０ ０ ３

拡　張 予　備 着呼情報速度

１ ０ ０ ４

拡　張 予　備 発呼情報速度

１ ０ ０ ５*

拡　張 予　備 最小着呼情報速度

１ ０ ０ ６*

拡　張 予　備 最小発呼情報速度

図 4-39/JT-Q931　情報速度情報要素

(ITU-T Q.931)

（注）この情報要素は、着側交換機の通知フェーズでのみ適用する。もし、X.25 着呼パケットにスループッ

トクラスファシリティが存在する場合、その内容は情報速度情報要素にコピーされる。発信ユーザ

からのデータ転送方向における情報速度は、オクテット３にコピーされる。着信ユーザからのデー

タ転送方向における情報速度はオクテット４にコピーされる。このビット順序は、表 4-30/JT-Q931

に記述したように守られるべきである。

もし、X.25 着呼要求パケットに最小スループットクラスファシリティが存在する場合、その内容は

情報速度情報要素にコピーされる。発信ユーザからのデータ転送方向における最小情報速度は、オ

クテット５にコピーされる。着信ユーザからのデータ転送方向における最小情報速度はオクテット

６にコピーされる。このビット順序は、表 4-30/JT-Q931 に記述したように守られるべきである。
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表 4-29/JT-Q931　情報速度情報要素

（ITU-T Q.931)

着呼／発呼情報速度（オクテット３及び４）

　この着呼／発呼情報速度を示すフィールドは、それぞれ網からユーザ方向およびユーザから網への情報

速度を示すのに用いられる。

　発信 DTE からのデータ転送方向で用いる情報速度は、オクテット３のビット５、４、３、２、及び１に

示される。着信 DTE からのデータ転送方向で用いる情報速度は、オクテット４のビット５、４、３、２、

及び１に示される。

　これらのビットは、表 4-30/JT-Q931 に示すようにコード化する。

最小着呼／発呼情報速度（オクテット５及び６）

　発信 DTE からのデータ転送方向で用いる最小情報速度は、オクテット５のビット５、４、３、２、及び

１に示される。着信 DTE からのデータ転送方向で用いる最小情報速度は、オクテット６のビット５、４、

３、２、及び１に示される。

　これらのビットは、表 4-30/JT-Q931 に示すようにコード化する。

表 4-30/JT-Q931　スループットクラスのコーディング

(ITU-T Q.931)

ビット

５ ４ ３ ２ １

スループットクラス

[ビット／秒]

０ ０ ０ ０ ０ 予約済

０ ０ ０ ０ １ 予約済

０ ０ ０ １ ０ 予約済

０ ０ ０ １ １ ７５

０ ０ １ ０ ０ １５０

０ ０ １ ０ １ ３００

０ ０ １ １ ０ ６００

０ ０ １ １ １ １２００

０ １ ０ ０ ０ ２４００

０ １ ０ ０ １ ４８００

０ １ ０ １ ０ ９６００

０ １ ０ １ １ １９２００

０ １ １ ０ ０ ４８０００

０ １ １ ０ １ ６４０００

０ １ １ １ ０ 予約済

０ １ １ １ １ 予約済

4.6.4　パケットレイヤバイナリパラメータ（Packet Layer Binary Parameters）

　パケットレイヤバイナリパラメータ情報要素の目的は、呼で使用するレイヤ３のパラメータの要求され

た値を示すためである。

　パケットレイヤバイナリパラメータ情報要素は図 4-40/JT-Q931 及び表 4-31/JT-Q931 に示すようにコード

化される。

　本情報要素の最大長は３オクテットである。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

パケットレイヤバイナリパラメータ

０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

情報要素識別子

パケットレイヤバイナリパラメータ内容長 ２

１ ０ ０ ファスト 優先 送達 ﾓｼﾞｭﾛ

拡　張 予　備 セレクト データ 確認 ３

図 4-40/JT-Q931　パケットレイヤバイナリパラメータ情報要素

(ITU-T Q.931)

表 4-31/JT-Q931　パケットレイヤバイナリパラメータ情報要素

(ITU-T Q.931)

ファストセレクト（オクテット３）

　ビット

　５　４

　０　０

　０　１

　１　０ 応答制限無しでのファストセレクト要求有り

　１　１ 応答制限有りでのファストセレクト要求有り

優先データ(Expedited data) (オクテット３）

　ビット

３

０ 要求無し／要求拒否

１ 要求有り／要求受け付け

送達確認(Delivery conf.) (オクテット３）

　ビット

２

０ リンク・バイ・リンク確認

１ エンド・エンド確認

モジュロ（オクテット３）

　ビット

　　１

０ モジュロ　　　８ 順序制御

１ モジュロ　１２８ 順序制御

ファストセレクト要求無し



- 145 - ＪＴ－Ｑ９３１

4.6.5　パケットレイヤウィンドウサイズ（Packet Layer Window Size）

　パケットレイヤウィンドウサイズ情報要素の目的は、呼で使用するレイヤ３のウィンドウサイズの要求

された値を示すことである。この値はバイナリでコード化される。

　パケットレイヤウィンドウサイズは図 4-41/JT-Q931 に示すようにコード化される。

　本情報要素の最大長は４オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

パケットレイヤウィンドウサイズ

０ １ ０ ０ ０ １ ０ １ １

情報要素識別子

パケットレイヤウィンドウサイズ内容長 ２

１

拡張 フォワード値

３

１

拡張 バックワード値

４＊

（注）

図 4-41/JT-Q931　パケットレイヤウィンドウサイズ情報要素

(ITU-T Q.931)

　（注）このオクテットは省略可である。省略されたときは、デフォルト値を示すものとする。

4.6.6　パケットサイズ（Packet Size）

　パケットサイズ情報要素の目的は、呼で使用されるパケットサイズの要求値を示すことである。この値

はｌｏｇ２　でコード化される。

パケットサイズ情報要素は、図 4-42/JT-Q931 に示すようにコード化される。

本情報要素の最大長は４オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

パケットサイズ

０ １ ０ ０ ０ １ １ ０ １

情報要素識別子

パケットサイズ内容長 ２

１

拡張 フォワード値（注２）

３

１

拡張 バックワード値（注２）

４＊

（注１）

　（注１）このオクテットは省略可である。省略されたときは、デフォルト値が要求されたものとする。

　（注２）‘０００　００００’は、予約済である。

図 4-42/JT-Q931　パケットサイズ情報要素

(ITU-T Q.931)
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4.6.7　転送元番号（Redirecting number）

　転送元番号情報要素の目的は、着信転送が起動されたところの番号をしめすことである。

　転送元番号情報要素は図 4-43/JT-Q931 及び表 4-32/JT-Q931 に示すようにコード化する。

　本情報要素の最大長は網に依存する。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

転送元番号

０ １ １ １ ０ １ ０ ０ １

情報要素識別子

転送元番号内容長 ２

０／１

拡　張 番号種別 番号計画識別

３

０／１ ０ ０ ０ ３ａ＊

拡　張 表示識別子 予　備 網検証識別子

１ ０ ０ ０ ３ｂ＊

拡　張 予　備 転送理由

０

予　備

番号ディジット

（IA5 キャラクタ）

４

図 4-43/JT-Q931　転送元番号情報要素

(ITU-T Q.931)

＝ ＝ ＝
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表 4-32a/JT-Q931　転送元番号情報要素

（ITU-T Q.931)

番号種別（オクテット３）（注１）

　ビット

７ ６ ５

０ ０ ０ 不　定 （注２）

０ ０ １ 国際番号 （注３）

０ １ ０ 国内番号 （注３）

０ １ １ 網特有番号 （注４）

１ ０ ０ 市内番号 （注３）

１ １ ０ 短縮番号

１ １ １ 拡張用に予約済

上記以外 予約済

　（注１）国際、国内、および市内番号の定義は、勧告 I.330 を参照。

　（注２）番号種別“不定”は、ユーザあるいは網が、例えば国際番号、国内番号といった番号種別を認

識できないときに使用される。この場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従っ

て構成される。例えば、プレフィックスやエスケープがあるかもしれない。

　（注３）プレフィックスやエスケープを含めてはならない。

　（注４）番号種別“網特有番号”は、サービスを提供する網特有の管理番号あるいは、サービス番号を

示すことに使われる。例えば、オペレータをアクセスする場合に使用される。

番号計画識別（オクテット３）

番号計画（番号種別＝０００、００１、０１０及び１００に適用）

　ビット

４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ 不　定 （注）

０ ０ ０ １ ISDN／電話番号計画 （勧告 E.164）

０ ０ １ １ データ番号計画 （勧告 X.121）

０ １ ０ ０ テレックス番号計画 （勧告 F.69）

１ ０ ０ ０ 国内番号計画

１ ０ ０ １ 私設網番号計画

１ １ １ １ 拡張用に予約済

上記以外 予約済

　（注）番号種別“不定”は、ユーザあるいは網が、例えば国際番号、国内番号といった番号種別を認識

できないときに使用される。この場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って

構成される。例えば、プレフィックスやエスケープがあるかもしれない。
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表 4-32b/JT-Q931　転送元番号情報要素

（ITU-T Q.931)

表示識別子（オクテット３ａ）

　ビット

　７　６

０　０ 表示許可

０　１ 表示制限

上記以外 予約済

　（注）このフィールドの意味と使用法は、標準 JT-Q951 の３章と４章に定義される。

網検証識別子（オクテット３ａ）

　ビット

　２　１

０　０ ユーザ記入、網検証なし

０　１ ユーザ記入、網検証成功

１　０ ユーザ記入、網検証失敗

１　１ 網記入

　（注）オクテット３ａが省略されると“００－ユーザ記入、網検証なし”と見なされる。

転送理由（オクテット３ｂ）

　　ビット

４ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ 不定

０ ０ ０ １ ビジー時着信転送または着信 DTE ビジー

０ ０ １ ０ 無応答時着信転送

０ １ ０ ０ 呼毎着信転送

１ ０ ０ １ 着信 DTE 障害

１ ０ １ ０ 着信 DTE による着信転送

１ １ １ １ 無制限着信転送または無条件着信転送

上記以外 予約済

番号ディジット（オクテット４以上）

　このフィールドは、適当な番号計画／網ダイヤル計画で指定される形式に従って、IA5 キャラクターでコー

ド化される。
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4.6.8　着信課金表示（Reverse charging indication）

　着信課金表示情報要素の目的は、その呼に対し着信課金が要求されていることを示す事である。着信課

金表示情報要素は、X.25 着呼パケットに X.25 着信課金ファシリティが含まれ、JT-X25/JT-Q931 のマッピン

グが適用された場合の X25 パケットモード呼に用いられる。

　着信課金表示情報要素は図 4-44/JT-Q931 および表 4-33/JT-Q931 に示すようにコード化される。

　本情報要素の最大長は３オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

着信課金表示

０ １ ０ ０ １ ０ １ ０ １

情報要素識別子

情報要素内容長

２

１ ０ ０ ０ ０

拡張 予　備 着信課金表示 ３

図 4-44/JT-Q931　着信課金表示情報要素

(ITU-T Q.931)

表 4-33/JT-Q931　着信課金表示情報要素

(ITU-T Q.931)

着信課金表示（オクテット３）

　ビット

３ ２ １

０ ０ １ 着信課金要求

上記以外 予約済
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中継遅延選択表示値

4.6.9　中継遅延選択表示（Transit delay selection and indication）

　中継遅延選択表示情報要素の目的は、公称で最大に許される中継遅延の適用を、バーチャルコールにつ

いて呼毎に要求したり示したりすることである。

　中継遅延選択表示情報要素は図 4-45/JT-Q931 及び表 4-34/JT-Q931 に示すようにコード化される。

　本情報要素の最大長は５オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

中継遅延選択表示

０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ １

情報要素識別子

中継遅延選択表示内容長 ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

拡　張 予　備

０

拡　張

３ａ

１

拡　張

３ｂ

図 4-45/JT-Q931　中継遅延選択表示情報要素

(ITU-T Q.931)

表 4-34/JT-Q931　中継遅延選択表示情報要素

(ITU-T Q.931)

中継遅延選択表示値（オクテット３（ビット１、２）、オクテット３ａ、３ｂ）

　中継遅延選択表示値は、ミリ秒単位で２進符号化される。オクテット３のビット２は、ビット列の最上

位ビットを示し、オクテット３ｂのビット１は最下位ビットを示す。この中継遅延選択表示値は、トータ

ルで１６ビットをしめる。

　（注）ISDN へのアクセス方法が標準 JT-X31 の場合、この手順は着側交換機での通知フェーズでのみ適

用される。着側交換機で、もし、中継遅延選択表示ファシリティが、X.25 で着信した発呼要求パ

ケットの中にあれば、２オクテットの値は、オクテット３、３ａ、３ｂに、オクテット３のビッ

ト２を最上位ビットとし、オクテット３ｂのビット１を最下位ビットとする順でコピーされなけ

ればならない。

５．回線交換呼制御手順

　この節では、マルチレート（64kb/s ベースレート）を除く回線交換モードでの伝達能力をサポートする

Ｄチャネル信号手順について述べる。

　この基本プロトコルの拡張と、パケット交換モードコネクションあるいは回線交換モードのマルチレー

ト(64kb/s ベースレート)あるいは付加サービスの場合に適用する例外は、本標準の他の節に記述されている。
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　この節で参照する呼状態は、網側の状態・ユーザ側の状態及びユーザ側と網側共通の状態からなる。特

に限定しない場合、以下で記述するすべての状態は、共通であると解釈する（ユーザ側、網側呼状態とし

てそれぞれ、節 2.1.1、2.1.2 を参照）。呼状態の概要図を付図 A-2/JT-Q931、付図 A-3/JT-Q931（付属資料Ａ）

に示す。

　この節で規定されている手順の詳細な SDL〔Specification and description Language〕ダイアグラムと状態

遷移表は付図 A-4/JT-Q931～A-6/JT-Q931 に示す。本文中に不明確な点がある場合、付図 A-4/JT-Q931～付

図 A-6/JT-Q931 の SDL ダイアグラムを用いる。本文と SDL ダイアグラムが異なる場合、本文を優先する。

　（注）本節は回線交換接続制御に関するメッセージのシーケンスを記述する。この基本的なプロトコル

に対するオプションとしての拡張と、パケット交換モードコネクションあるいは付加サービスの

場合に適用する例外は、本標準あるいは標準 JT-Q932 あるいは Q.95X シリーズの勧告で記述され

る。

付属資料Ｄもまた、対称シグナリングのために、５章で定義された基本呼設定手順に対するオプ

ションとしての拡張を含んでいる。

　この仕様で用いるすべてのメッセージにはファンクショナル情報要素及びスティミュラス情報要素の２

種類が含まれうる。ファンクショナル情報要素は要素の生成や分析にさいし端末においてある程度の処理

機能を要求されるものである。一方、スティミュラス情報要素はユーザ／端末インタフェースでの１つの

イベントの結果として発生されるか、端末によって実行される網からの基本的な命令に含まれる情報要素

である。

　一般的な原則として、網によってユーザに送出されるすべてのメッセージは、端末が表示しうる内容を

持つ表示情報要素を含みうる。この情報要素の内容は網に依存している。

  （注）キーパッドファシリティ情報要素はユーザから網の方向へ伝達される。表示情報要素は網からユー

ザの方向へ伝達される。

　この節で示されているメッセージに加えて、呼制御のための「付加情報」(INFO) メッセージが「呼設定」

(SETUP) メッセージに対する最初の応答が送信あるいは受信された直後から呼番号の解放が開始される前

までに、ユーザ又は網によって送信されうる。「解放要求」状態中に受信された「付加情報」(INFO)メッ

セージは無視されうる。

　データリンクレイヤ最大フレーム長（標準 JT-Q921 で定義）を超えたレイヤ３メッセージの転送に適応

させるために、メッセージ分割と再組立の手法が付属資料Ｈの記述に従って、オプションとして実現され

得る。メッセージ分割は、最初のメッセージセグメントの送出時に、分割メッセージからなる全ての情報

が有効である場合にのみ用いられる。

　（注）メッセージ分割は、付加的には用いられるとしても、たとえば、分割モード中の数字送出による

数字の様に、情報が呼制御により今なお提供されている場合、現行の手順に替えて用いられるこ

とはない。メッセージ分割は、メッセージ長が標準 JT-Q921 で定義された N201 パラメータの値を

超える場合にのみ用いられる。
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5.1　発側インタフェースでの呼設定

　これらの手順が起動される以前に、データリンクコネクションがユーザ(TE/NT2)と網との間に設定され

ていなければならない。全てのレイヤ３メッセージは、ＤＬ－データ－要求プリミティブを用いてデータ

リンクレイヤに送出される。標準 JT-Q920 及び JT-Q921 で述べられているデータリンクサービスが前提と

なっている。

5.1.1　発呼要求

　ユーザがユーザ・網インタフェースを介して「呼設定」(SETUP) メッセージを転送することによって呼

設定を開始する。「呼設定」(SETUP) メッセージ転送後ユーザは、呼が「発呼」状態になったとみなす。

メッセージは節 4.3 の手順に従って選ばれた呼番号を常に含む。呼番号選択時、基本呼に関連してダミー呼

番号値は用いられない。伝達能力情報要素は分割発呼の場合も「呼設定」(SETUP) メッセージに必須であ

る。

　ユーザがＤチャネルで制御されているすべての適当なチャネルが使用中であると知っている場合、ユー

ザ・網インタフェースを介して「呼設定」(SETUP) を送信しない。ユーザが使用中のチャネル状態を監視

していない場合、すべてのチャネルが使用中でも「呼設定」(SETUP) を送信しうる。この場合、網は理由

表示＃３４“利用可回線／チャネルなし”を含む「解放完了」(REL COMP) メッセージを返送する。

　さらに呼設定に必要な呼情報 (即ち、アドレスとファシリティ要求) を一括発呼の場合は全部を、分割転

送の場合はその一部を「呼設定」(SETUP) メッセージに含みうる。 (節 5.1.3 を参照）

　一括発呼を用いた場合、「呼設定」(SETUP) メッセージは呼の処理のため網によって要求されるすべて

の情報を含む。特に、着アドレス情報が存在する場合は以下の情報要素に含まれる。

(a)　着番号情報要素（着サブアドレス情報要素が付加されることもある）

(b)　キーパッドファシリティ情報要素は、他の呼情報を転送するためにも使用されうる。

　（注）(a)のサポートはすべての網で必須である。しかし、(b)のサポートは網のオプションか必須かは

今後の検討課題である。

　一括発呼を用いた場合、「呼設定」(SETUP) メッセージは送信完了識別子（例：送信完了情報要素また

は着番号情報要素の中の“＃”コード）を含みうる。網はこれらの送信完了識別子のうち少なくとも一つ

は認識できなければならないが、送信完了情報要素の認識が望ましい。

　分割発呼については節 5.1.3 を参照。

　着サブアドレス情報は、もしあれば、着サブアドレス情報要素に含まれるべきであり、分割発呼の場合

においても「呼設定」(SETUP) メッセージにのみ含まれるべきである。
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5.1.2　Ｂチャネル選択－発信側

　「呼設定」(SETUP) メッセージでは、ユーザが次の１つを指定する。

　 (a) 　チャネルが指定されている。他チャネルへの変更不可（すなわち、チャネル識別子情報要素のオ

クテット３の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、さらに

端末が同情報要素のオクテット 3.3 のチャネル番号／スロットマップフィールドを使用できるときは、

このフィールドでも指定しており、かつ変更不可表示フィールド（同情報要素のオクテット３のビッ

ト４）が“１”にセットされている状態）。

　 (b) 　チャネルが指定されている。他チャネルへの変更可（すなわち、チャネル識別子情報要素のオク

テット３の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、さらに端

末が同情報要素のオクテット 3.3 のチャネル番号／スロットマップフィールドを使用できるときは、

このフィールドでも指定しており、かつ変更不可表示フィールド（同情報要素のオクテット３のビッ

ト４）が“０”にセットされている状態）。

　 (c) 　任意チャネル（すなわち、チャネル識別子情報要素のオクテット３の情報チャネル選択フィール

ド（ビット２～１）が“任意チャネル”と指定されているか、またはチャネル識別子情報要素自体

が存在しない状態）。

　指定がない場合は (c)とみなされる。 (a)及び (b)の場合、指定されたチャネルが提供できれば網はその

チャネルを選択する。

　 (b)の場合、網が希望チャネルを提供できないならば、Ｄチャネルに対応する他の使用可能なＢチャネル

を選択する。 (c)の場合、網はＤチャネルに対応する適当なＢチャネルを選択する。

　（注）その端末が与えられたＢチャネルをまだ使用していない場合、ポイント・マルチポイント構成の

ISDN 基本アクセスに接続された端末は、基本回線交換呼制御により手順 (c)を用いることを推奨

する。

　選択されたＢチャネルは「呼設定」(SETUP) メッセージに対して網から返送する最初のメッセージ（即

ち「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージ又は、「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージ）中の“チャ

ネルが指定されている。他チャネルへの変更不可”を含むチャネル識別子情報要素に表示される。このメッ

セージの送出後、網は情報チャネルの接続を行う。

　ユーザは、経過識別子＃８“インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能”および経過識別子＃

１“呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる。”を含む「呼設定受付」

(CALL PROC) 、「呼設定確認」(SETUP ACK) 、「経過表示」(PROG)又は「呼出」(ALERT) メッセージ

を受信するまで接続する必要はない。この時点まで、網はユーザがＢチャネルを接続していないと仮定す

る。その後、ユーザがローカルトーンを生成しなければ、Ｂチャネルを接続する。「応答」(CONN)メッセー

ジの受信により、ユーザはＢチャネルを接続する（もし接続していないならば）。

　(a)の場合で指定されたチャネルが使用できない時、及び (b)、 (c)の場合で利用できるチャネルがない時

それぞれ理由表示＃４４“要求回線／チャネル利用不可”又は理由表示＃３４“利用可回線／チャネルな

し”を含む「解放完了」(REL COMP) メッセージが節 5.3 で規定されているように網から送出される。

　 (a)の場合で指定されたチャネルが存在しない時、理由表示＃８２“無効チャネル番号使用”が「解放完

了」(REL COMP) メッセージに含まれる。
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5.1.3　分割発呼

分割発呼は JT-Q931 では非標準であるが、参考のため記述する。

分割発呼が使用される場合、「呼設定」(SETUP) メッセージは次のいずれかに該当する。

(a)  着番号情報がない。

(b)  不完全な着番号情報

(c)  網が完全であると決定できない着番号情報

　このような「呼設定」(SETUP) メッセージの受信により、網はタイマ T302（タイマ T302 の値は節 9.1

で示す）を開始し、ユーザに「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージを送出し、「分割発呼」状態へ遷移

する。 (a)の場合、トーンオプションによる要求があるなら、網はダイヤルトーンを返送する。この場合経

過識別子＃８“インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能”を「呼設定確認」(SETUP ACK) の中

に含む。

　（注）一般電話機のダイヤルトーンを送出している網はダイヤルトーン供給時に経過識別子を出さない。

　ユーザは「呼設定確認」(SETUP ACK) を受信すると、「分割発呼」状態へ遷移しオプションとして T304

を開始する （T304 の値は節 9.2 に規定されている）。

　ユーザは「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージ受信後、１つ又はそれ以上の「付加情報」(INFO) メッ

セージにより残りの呼情報（もしあるなら）を送出する。

　ユーザは着番号情報を以下のいずれかの情報要素中に付加しうる。

(a)　着番号情報要素

(b)　キーパットファシリティ情報要素

　２つのいずれか１つを使用（着番号は唯一の方法で送出されなければならない）。

　（注１）(a)のサポートはすべての網で必須である。(b)のサポートは、網のオプションか必須かは今後

の検討課題である。

　（注２）「付加情報」(INFO) メッセージは (a)又は (b)の方法で伝達される。着番号の他にも追加の呼情

報（即ち付加サービスのために）を含みうる。キーパッド情報要素の内容の解釈は網固有であ

りユーザに用意される番号計画にもとづいたものである。網が着番号（着番号情報要素あるい

はキーパッドファシリティ情報要素の中に含まれる）が完全であると決定し、節 5.1.5.2 で記述

された「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを用いて分割発呼手順を終結させる以前に、ユー

ザは全ての追加の呼情報（キーパッドファシリティ情報要素の中に含まれる）を転送すること

は、注意されるべきである。

　もし、対称性のためユーザがタイマ T304 を使用するならば、ユーザは「付加情報」(INFO) メッセージ

を送る毎にタイマ T304 を再開始する。

　情報送出を完結するメッセージの呼情報には使用される番号計画に適した送出完了表示（例えば、＃あ

るいは網オプションとして送信完了情報要素）を含みうる。網は送出完了表示を含まない「付加情報」(INFO)

メッセージを受信する毎にタイマ T302 を再開始する。
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5.1.4　無効呼情報

　網は「呼設定」(SETUP) メッセージの受信後や分割発呼の間に、ユーザから受信した呼情報が無効であ

ることを確認したならば（例. 無効番号）、以下のどれか一つの理由表示と共に節 5.3 で定義する呼切断復

旧を開始する。

＃１“欠番”

＃３“相手ルートなし”

＃22“相手端末番号変更”

＃28“無効番号フォーマット (アドレス不完全) ”

5.1.5　発呼受付

5.1.5.1　発呼受付（一括発呼）

　一括発呼が用いられる場合（即ち「呼設定」(SETUP) メッセージに、ユーザから呼設定に必要なすべて

の情報が含まれていると網が決定した場合）、網が要求されたサービスが認められた利用可能であると決

定できたならば、呼を処理していることを表示するためにユーザに「呼設定受付」(CALL PROC) メッセー

ジを転送し、「発呼受付」状態に遷移する。

　ユーザが「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを受けた時、ユーザは「発呼受付」状態に遷移する。

　同様に要求されたサービスが認められていないか利用可能でないと決定したなら、網は次に示す理由表

示の中の１つを付加し、節 5.3 に従い呼切断復旧を開始する。

(a)　＃５７“伝達能力不許可”

(b)　＃５８“現在利用不可伝達能力”

(c)　＃６３“その他のサービス利用不可クラス”

(d)　＃６５“未提供伝達能力指定”

　（注１）付加サービスが認められていない又は利用可能でないなら、使用する手順は付加サービス制御

手順によって決められる。

　（注２）輻輳により網がチャネルを割り当てられない場合、節 5.1.2 に示す手順に従うべきである。

5.1.5.2　発呼受付（分割発呼）

　分割発呼は、以下の条件のいずれか１つによる。

(a)　網が網の理解できる送出完了表示を受信

(b)　網が呼設定に必要なすべての呼情報を受信したと解析

　網は要求されたサービスと付加サービスが認められており、かつ利用可能であると決定したならば、ユー

ザへ「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを送出し、タイマ T302 を停止し「発呼受付」状態へ遷移す

る。同様に要求されたサービスが認められてない又は利用可能でないと決定したならば、網は次に示す理

由表示の中の１つを付加し、節 5.3 に従い呼解放を開始する。

(a)　＃５７“伝達能力不許可”

(b)　＃５８“現在利用不可伝達能力”

(c)　＃６３“その他のサービス利用不可クラス”

(d)　＃６５“未提供伝達能力指定”

　（注１）「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージは、要求された呼設定が開始されたことを表示するた

め送出されそれ以降の呼情報は受付けられない。
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　（注２）付加サービスが認められていない又は利用可能でないなら、使用する手順は付加サービス制御

手順によって決められる。

　（注３）輻輳により網がチャネルを割り当てられない場合、節 5.1.2 に示す手順に従うべきである。

　ユーザが「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを受けた時、ユーザは「発呼受付」状態に遷移する。

対称性のため、発信側ユーザが T304 を使用するならば「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを受けた

時点で T304 を止めなければならない。対称性のため発信側ユーザが T304 を使用し満了したら、理由表示

＃１０２“タイマ満了による回復”と共に節 5.3 に従って呼切断復旧を開始する。

　着信側から呼出又は応答表示を受信するとタイマ T302 を停止し、「呼出」(ALERT) 又は「応答」(CONN)

メッセージをそれぞれ発信側ユーザへ送信する。網から「呼設定受付」(CALL PROC) は送られてこない。

対称性のため発信側ユーザがタイマ T304 を使用していたら「呼出」(ALERT) 又は「応答」(CONN) メッ

セージを受付けた時タイマ T304 を停止する。

　網はタイマ T302 の完了時に以下の動作をとる。

　 (a)　網は呼情報が明らかに不完全であると決定したならば、理由表示＃２８“無効番号フォーマット

（アドレス不完全）”と共に節 5.3 に従って呼切断復旧を開始し、着信側ユーザに理由表示＃１０２“タ

イマ満了による回復”を送信する。

　 (b)　(a)以外では、「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを送出し、「発呼受付」状態に遷移する。

5.1.6　発側インタフェースにおけるインタワーキングの通知

　呼設定中に、呼は ISDN 環境を離れうる。例・他網または非 ISDN ユーザとのインタワーキング、もしく

は発または着ユーザ宅内の非 ISDN 端末との相互接続のため。

　このような場合、経過識別子情報要素が以下のいずれかのメッセージで発信ユーザに返送される。

　 (a)　状態変化が要求される場合には、適当な呼制御メッセージ。（「呼設定確認」(SETUP ACK) 、「呼

設定受付」(CALL PROC) 、「呼出」(ALERT) 又は「応答」(CONN)）

　 (b)　状態変化が不適当な場合には、「経過表示」(PROG) メッセージ。

　以下の経過内容の値のうち１つがユーザに送られるメッセージ内の経過識別子情報要素に含まれる。（詳

細については付属資料Ｇ参照）

(a)　＃１“呼が、ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる。”

(b)　＃２“非 ISDN 着側アドレス”

(c)　＃４“呼の ISDN への復帰”

　経過識別子情報要素が呼制御メッセージに含まれている場合、節 5.1 の以降で記述されている手順が適用

されるが、経過識別子１あるいは２が「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージあるいは前の「経過表示」

(PROG) メッセージに含まれている場合にはタイマ T310 は起動されない。経過識別子情報要素が、「経過

表示」(PROG) メッセージに含まれている場合状態変化は起こらないが、ユーザのタイマ T301 と網のタイ

マ T302 を除く監視タイマが停止される。この両方の場合において、経過内容＃１がユーザによって受信さ

れた場合には、ユーザは（もし前に接続されていない場合には）接続を行い、その後インバンド信号検出

のためＢチャネルを監視する。

　「経過表示」(PROG) メッセージの発生するインタフェースで、呼が非 ISDN から ISDN 環境へ移行する

場合、以下の経過識別子情報要素の１つ以上が網へ送出される「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれる。



- 157 - ＪＴ－Ｑ９３１

(a)  ＃１“呼が、ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる。”

(b)  ＃３“非 ISDN 発側アドレス”

5.1.7　呼出通知

　着側のアドレスでユーザ呼出しが開始されたことの表示を網が受信した場合、網は、発側のユーザ・網

インタフェースを介して「呼出」(ALERT) メッセージを送出し、「呼出通知」状態に入る。ユーザが「呼

出」(ALERT) メッセージを受信した時、ユーザは内部生成された呼出表示を開始し「呼出通知」状態に遷

移しうる。

5.1.8　応答通知

　網は、呼が受け付けられたことの表示を受信すると「応答」(CONN) メッセージを、発信ユーザにユー

ザ・網インタフェースを介して送出し、「通信中」状態に遷移する。

　網オプションとして日時情報要素は、「応答」(CONN) メッセージに含まれうる。

　このメッセージは発信ユーザに、網内パスが網を通して設定されたこと及び、呼出中を示すローカル表

示を止めることを通知する。

「応答」(CONN) メッセージの受信において、発信ユーザは、ユーザ生成の呼出し表示を停止し、オプ

ションとして「応答確認」(CONN ACK) メッセージを送信してもよい。そして「通信中」状態に入る。網

は、呼が「通信中」状態に入っていることを認めたとき、「応答確認」(CONN ACK) メッセージの受信に

より、何も動作しない。

5.1.9　着信拒否

  網又は着信ユーザから、呼を受け付けることができないことの表示を受信した場合、網は着信側網ある

いは着信ユーザにより与えられた理由表示を用いて、節 5.3 の規定に従って発信側ユーザ・網インタフェー

ス上で呼解放手順を開始する。

5.1.10　中継網選択

　中継網選択情報要素が存在する場合、その呼は付属資料Ｃに従い処理される。

5.2　着側インタフェースでの呼設定

　この手順は、標準 JT-Q920 で規定されたサービスを提供するためのデータリンクコネクションが、イン

タフェースを介して最初のレイヤ３メッセージ（「呼設定」(SETUP)）が転送される以前に存在しないこと

も仮定している。しかし、確実なデータリンクコネクションは、ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージ

に答える以前に、ユーザ （端末及び（または）NT2）により設定されていなければならない。

データリンクコネクションは、（ローカルな手順または自動割当手順により）TEI が割り当てられるとす

ぐに、TA、TE、NT2 により確立されうる。本手順は網のオプションである。

　ポイント・ポイントデータリンクで提供される「呼設定」(SETUP) メッセージは、ＤＬ－データ－要求

プリミティブを用いてレイヤ２に届けられる。ＤＬ－ユニットデータ－要求プリミティブは、データリン

クレイヤの放送形式を用いる場合以外は用いられない。

　ユーザ・網インタフェースを介してやりとりされるすべてのメッセージに含まれる呼番号は、網から送

出される「呼設定」(SETUP) メッセージで特定される呼番号値を含む。呼番号選択の際、基本呼に関連し

てダミー呼番号は使用されない。
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5.2.1　着　呼

　網は、インタフェースを介して「呼設定」(SETUP) メッセージを転送することによりユーザ・網インタ

フェースでの呼の到着を示す。このメッセージは、網が空Ｂチャネルを選択できる場合には転送する。あ

る状況下（例えば他のベアラサービスがある。６章）では、Ｂチャネルが空でない場合にも「呼設定」(SETUP)

メッセージが転送されうる。このような状況で存在する呼の数は制限されうる。

　必須情報要素の他にも「呼設定」(SETUP) メッセージは節 3.1.14 で規定された情報要素（例えば、表示、

低位レイヤ整合性）を含みうる。

　ユーザ網インタフェースがマルチポイント端末パス構成の場合があるので、このメッセージはデータリ

ンクレイヤの放送機能を用いて送られる。この場合、「呼設定」(SETUP) メッセージにはもし提供されて

いれば必要な着信番号の一部及び／又はサブアドレスを含む。しかし、網がインタフェースは単数パス構

成であることを知っている場合、ポイント・ポイントデータリンクが「呼設定」(SETUP) メッセージを送

るために使用される。アクセスが構成された時の構成の情報に基づいて、ポイント・ポイント構成である

事を判断してもよい。「呼設定」(SETUP) メッセージ送出後、網はタイマ T303 を開始する。「呼設定」(SETUP)

メッセージが放送形式データリンクを介して送信された場合、タイマ T312 も開始される（タイマ T303 と

T312 の値は節 9.1 に記してある）。その時網は、「着呼」状態に入る。

　（注）タイマ T312 は、「呼設定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンクによって送信された時

呼番号の保持を監視するために使用される。T312 のタイマ値は、もし網切断指示が呼設定フェー

ズの間に受信されるならば、呼番号の解放の前に応答しているすべてのユーザが解放される可能

性を最大にするような値である。タイマT312の満了後の手順については、節 5.3.2 (e)および節5.2.5.3

を参照のこと。

　一括着呼が用いられるなら、「呼設定」(SETUP) メッセージは着信ユーザが呼を処理するのに必要な全

ての情報を含む。この場合、「呼設定」(SETUP) メッセージは送信完了情報要素を含みうる。

　「呼設定」(SETUP) メッセージの受信で、ユーザは「着呼」状態に入る。

　受信メッセージの内容により、一括着呼手順（節 5.2.5.1 参照）あるいは分割着呼手順（節 5.2.4 参照）の

どちらかの手順がとられる。しかし、「呼設定」(SETUP) メッセージが送信完了情報要素を含んでいるな

ら一括着呼手順がとられる。それゆえ、分割着呼手順をサポートしているユーザは送信完了情報要素を識

別する。

　（注）一括着呼手順のみをサポートしているユーザは送信完了情報要素を識別する必要はなく、ただち

に、全ての呼情報はメッセージの中に含まれていると仮定して、受信した「呼設定」(SETUP) メッ

セージを分析する。

　タイマ T303 の最初のタイムアウト以前に「呼設定」(SETUP) メッセージに対するレスポンスを網が受信

しない場合、「呼設定」(SETUP) メッセージを再送し、タイマ T303 及び T312 を再開始する。

　（注）網内での分割発呼の場合、（例えば付加サービスに対して）必要な着信番号の一部は「付加情報」

(INFO) メッセージによってポイント・ポイントデータリンク上の着信ユーザへ転送される。（節

5.2.4 参照）
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5.2.2　通信可能性確認

　「呼設定」(SETUP) メッセージを受信したユーザは、「呼設定」(SETUP) メッセージに応答する前に通

信可能性確認を実行する。節 5.2.3 から節 5.2.7 のユーザという表現は、暗に通信可能なユーザのことを指

す。付属資料Ｂは、「呼設定」(SETUP) メッセージを受信したユーザにより、実行されるべき通信可能性

確認を規定する。

　「呼設定」(SETUP) のメッセージが、放送形式データリンクを介して転送された場合、不整合なユーザ

は、以下のいずれかの動作をとる。

　 (a)　着呼を無視する

　 (b)　理由表示＃８８“端末属性不一致”を含む「解放完了」(REL COMP) メッセージを送出し、「空」

状態に遷移する。網は、節 5.2.5.3 に従って「解放完了」(REL COMP) メッセージを処理する。

　「呼設定」(SETUP) メッセージが、ポイント・ポイントデータリンクを介して転送された場合、不整合

なユーザは、理由表示＃８８“端末属性不一致”を含む「解放完了」(REL COMP) メッセージを送出し、

「空」状態に遷移する。網は、節 5.2.5.3 に従って「解放完了」(REL COMP) メッセージを処理する。

5.2.3　Ｂチャネル選択－着信側

5.2.3.1　ポイント・ポイントデータリンクにより転送される「呼設定」(SETUP) メッセージ

　「呼設定」(SETUP) メッセージがポイント・ポイントデータリンクにより転送された場合、網とユーザ

間においてＢチャネル選択のための交渉が許されている。同じＤチャネルにより制御されるＢチャネルだ

けが選択制御手順の対象である。選択制御手順は、以下のとおりである。

　 (a)　「呼設定」(SETUP) メッセージで網は以下の１つを指定する。

　　 (1) 　チャネルが指定されている。他チャネルへの変更不可（すなわち、チャネル識別子情報要素の

オクテット３の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、さ

らに端末が同情報要素のオクテット 3.3 のチャネル番号／スロットマップフィールドを使用できる

ときは、このフィールドでも指定しており、かつ変更不可表示フィールド（同情報要素のオクテッ

ト３のビット４）が“１”にセットされている状態。）

　　 (2) 　チャネルが指定されている。他チャネルへの変更可（すなわち、チャネル識別子情報要素のオ

クテット３の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、さら

に端末が同情報要素のオクテット 3.3 のチャネル番号／スロットマップフィールドを使用できると

きは、このフィールドでも指定しており、かつ変更不可表示フィールド（同情報要素のオクテッ

ト３のビット４）が“０”にセットされている状態。）

　　 (3) 　任意チャネル（すなわち、チャネル識別子情報要素のオクテット３の情報チャネル選択フィー

ルド（ビット２～１）が“任意チャネル”と指定されているか、またはチャネル識別子情報要素

自体が存在しない状態。）

　　 (4) 　チャネルなし（すなわち、チャネル識別子情報要素のオクテット３の情報チャネル選択フィー

ルド（ビット２～１）が“チャネルなし”と指定された状態。）

　　（注）全ての網で“チャネルなし”をサポートするとは限らない。
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　 (b) 　(1)、(2)の場合、指定されたチャネルを受付けることができ、かつ利用可能ならば、ユーザはその

チャネルを選択する。

　(2)の場合、ユーザが表示されたチャネルを提供できないならば、Ｄチャネルと対応する任意の利

用可能なチャネルを選択し「呼設定」(SETUP) メッセージに対する最初のメッセージの“チャネル

が指定されている。他チャネルへの変更不可”を示すチャネル識別子情報要素にそのチャネルを表

示する。

　(3)の場合、ユーザは、Ｄチャネルと対応する任意に利用可能なチャネルを選択し、「呼設定」(SETUP)

メッセージに対する最初のメッセージに、そのチャネルを表示する。

　(1)の場合で最初に応答するメッセージに表示されたＢチャネルが網に指定されたチャネルと異な

るか、 (2)、 (3)の場合で最初に応答するメッセージに表示されたＢチャネルが網で受け付けられな

いなら、網は理由表示＃６“チャネル利用不可”を含む「解放」(REL) メッセージを送出して呼を

切断復旧する。

　(4)の場合、ユーザは、その呼を処理できないならば理由表示＃３４“利用可回線／チャネルなし”

を含む「解放完了」(REL COMP) メッセージを送出することにより呼を拒否する。

　コールウェイティング付加サービス（勧告 Q.953 参照）の手順を除いては、ユーザが既に他の呼

に割り当てられたＢチャネルを再利用することを望むならば（例・多重パケット交換呼により) 、ユー

ザはチャネル識別子情報要素（チャネルが指定されている。他チャネルへの変更不可）を含む適当

なメッセージを送出する。

　 (c) 　　チャネル識別子情報要素が最初に応答するメッセージに表示されていない場合、「呼設定」(SETUP)

メッセージで指定されたＢチャネルが仮定される。

　 (d) 　Ｂチャネルがユーザにより選択されたとき、そのチャネルはユーザにより接続されうる。

　 (e) 　(1)の場合で、Ｂチャネルが利用不可又は、 (2)、 (3)及び (4)の場合で利用できるチャネルがなく

ユーザが要求された呼を処理できないならば、ユーザはそれぞれ理由表示＃４４“要求回線／チャ

ネル利用不可”または理由表示＃３４“利用可回線／チャネルなし”を含む「解放完了」(REL COMP)

メッセージを返送し、「空」状態に戻る。

　　「呼設定」(SETUP) メッセージに対する、適切な最初の応答については節 5.2.4、5.2.5 を参照する。

5.2.3.2　放送形式データリンクにより転送される「呼設定」(SETUP) メッセージ

　「呼設定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンクによって送信される場合、節 5.2.3.1 で示した

チャネル選択手順は、適用されない。

　網は、以下のいずれかのチャネル識別子情報要素を含む「呼設定」(SETUP) メッセージを送出する。

　 (a) 　チャネルが指定されている。他チャネルへの変更不可（すなわち、チャネル識別子情報要素のオ

クテット３の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、さらに

端末が同情報要素のオクテット 3.3 のチャネル番号／スロットマップフィールドを使用できるときは、

このフィールドでも指定しており、かつ変更不可表示フィールド（同情報要素のオクテット３のビッ

ト４）が“１”にセットされている状態）。

　 (b) 　利用可のチャネルなし（すなわち、チャネル識別子情報要素のオクテット３の情報チャネル選択

フィールド（ビット２～１）が“チャネルなし”と指定された状態）。
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　(a)の場合、ユーザは、指定されたチャネルの受け付けが可能ならば、適当なメッセージ（節 5.2.4 と節 5.2.5

を参照）を送出する。指定されたチャネルの受け付けが不可ならば、ユーザは理由表示＃４４“要

求回線／チャネル利用不可”を含む「解放完了」(REL COMP) メッセージを送出する。

　どの場合でもユーザは、「応答確認」(CONN ACK) メッセージを受信するまで、このチャネルを接続し

てはならない。

　(b)の場合、ユーザがいかなるチャネルも制御していないならば、理由表示＃３４“利用回線／チャネル

なし”を含む「解放完了」(REL COMP) メッセージを送信する。

　コールウェイティング付加サービス（勧告 Q.953 参照）の手順を除いては、ユーザが既に他の呼に割当

てられているＢチャネルを再利用することを望むならば（例・多重パケット交換呼により）、ユーザはチャ

ネル識別子情報要素（チャネルが指定されている。他チャネルへの変更不可。）を含む適当なメッセージ

を送出する。

5.2.4　分割着呼

　分割着呼は JT-Q931 では非標準であるが、参考のために記述する。

　ユーザの受信した「呼設定」(SETUP) メッセージが

(a)　着信番号情報なし

(b)　不完全着信番号情報

(c)　ユーザが完全であると認識できない着信番号情報

のいずれかを含み、かつ、ユーザが

(d)　通信相手の呼の特質と整合がとれており（付属資料Ｂ参照）、かつ

(e)　分割着呼をインプリメントしている

場合、ユーザは（もしインプリメントしていれば）タイマ T302 を再開始し、「呼設定確認」（SETUP ACK)

メッセージを網に送出し、「分割着呼」状態に入る。

　「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージを受信すると網は、タイマ T303 を停止し、タイマ T304 を開始

し、「分割着呼」状態に入る。そして、呼情報の残りを（あれば）１つあるいは、それ以上の「付加情報」

(INFO) メッセージで送出し、それぞれの「付加情報」(INFO) メッセージが転送される毎にタイマ T304 を

再開始する。

　着信番号情報は、着番号情報要素で提供される。

　着信アドレス情報には、使用されている番号計画に適合した送信完了表示（例えば“＃”又は網オプショ

ンとしての送信完了情報要素）を含み得る。

　（注）もし、網が次の「付加情報」(INFO) メッセージを送出することによって着信ユーザが呼設定に十

分な情報を受信すると解釈した場合、その「付加情報」(INFO) メッセージに送信完了情報要素を

含めることを勧める。

　ユーザは送信完了表示を含まないそれぞれの「付加情報」(INFO) メッセージの受信でタイマ T302 を再

開始する。

　ユーザが認識できる送信完了情報の受信又は十分な呼情報の受信の決定に続いて、ユーザはインプリメ

ントしていればタイマ T302 を停止し、「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを網に送出する。一方、

内部イベントによって選択的にユーザはアドレスが完全であると暗黙に表示するため、「呼出」(ALERT)

メッセージ又は「応答」(CONN) メッセージを網に転送しうる。
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　（注）この場合、「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージは、まだ未送出であれば、発側交換機により

発信ユーザに送られる。

　タイマ T302 の満了でユーザは

　 (a) 　呼情報が明確に不完全であると認識した場合節 5.3 に従って理由表示＃２８“無効番号フォーマッ

ト（アドレス不完全）”を伴って切断復旧を開始する、もしくは

　 (b) 　十分な呼情報を受信した場合、適切な「呼設定受付」(CALL PROC）、「呼出」(ALERT) 、「応

答」(CONN) メッセージを送出する。

　タイマ T304 の満了で網は理由表示＃２８“無効番号フォーマット（アドレス不完全）”を発信ユーザに

送出し、また理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を着信ユーザに送出して、節 5.3 に従い呼の切断

復旧を開始する。

　「呼設定」(SETUP) メッセージに続いて、あるいは分割着呼中に、ユーザが受信した呼情報が不完全で

ある（例、不完全着信番号）とユーザ側で判明した時は、以下の理由表示

＃１　“欠番”

＃３　“相手ルートなし”

＃22　“相手端末番号変更”

＃28　“無効番号フォーマット（アドレス不完全）”

を一つ含み、節 5.3 に従い呼の切断復旧が開始される。完全な呼情報を受信するとユーザは付属資料Ｂにあ

るように、いくつかの通信可能性確認機能をさらに実行しうる。

　呼がポイント・ポイントデータリンクで提供される時、１つの「呼設定確認」（SETUP  ACK) メッセー

ジのみが応答として受信されうる。

　呼が放送データリンクでユーザに提供された時、複数の「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージを網は

受信しうる。受信したそのような「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージと同数の分割着呼手順を網は完

了する。与えられた呼に対して、完了される分割着呼手順の数を制限するのは網の責任である。デフォル

ト最大値は８に固定される。ある網は放送形式データリンクへの分割着呼で呼の提供完了を制限する。そ

れゆえ、最初の「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージを受けた後、それにつづく応答ユーザを、節 5.2.9

に規定されている、選択されないユーザの切断復旧手順に従って、切断復旧を行う。

5.2.5　呼出確認

5.2.5.1　「呼設定」(SETUP) メッセージ又は分割着呼完了に対する応答

　十分な呼設定情報を受信し、整合性の必要条件を満足されていると判断したユーザは（付属資料Ｂ参照) 、

「呼設定受付」(CALL PROC)､「呼出」(ALERT) 又は「応答」(CONN) メッセージのいずれかにより応答

する（注参照）。そして、それぞれ「着呼受付」「呼出中」又は、「応答」状態に遷移する。

　（注）経過識別子情報要素は、「呼設定受付」(CALL PROC）、「呼出」(ALERT) 及び「応答」(CONN) メッ

セージに含まれうる（例えば、アナログ端末が ISDN PABX に接続されているとき）。「呼設定

受付」(CALL PROC) メッセージは、タイマ T303 の満了より前に「呼出」(ALERT) 、「応答」(CONN)

又は「解放完了」(REL COMP) メッセージで「呼設定」(SETUP) メッセージに応答できないユー

ザによって転送されうる。

　「呼設定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンクを介して送出された場合、不整合ユーザは、
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　 (a)　着信呼を無視するか、又は、

　 (b) 　理由表示＃８８“端末属性不一致”とともに「解放完了」(REL COMP) メッセージを送出するこ

とで応答する。そして、「空」状態に入る。網は節 5.2.5.3 に従って、この「解放完了」(REL COMP) メッ

セージを処理する。

　「呼設定」(SETUP) メッセージが、ポイント・ポイントデータリンクを介して送出された場合、不整合

ユーザは、理由表示＃８８“端末属性不一致”を含む「解放完了」 (REL COMP) メッセージを送出するこ

とで応答する。網は、この「解放完了」(REL  COMP) メッセージを節 5.2.5.3 に従って処理する。

　「呼設定」(SETUP) メッセージで表示される整合性の必要条件を満足する通信中のユーザ端末は、理由

表示＃１７“着ユーザビジー”を含む「解放完了」(REL COMP) メッセージで答える。網はこの「解放完

了」(REL COMP) メッセージを節 5.2.5.3 に従って処理する。

　呼を拒否することをユーザが望む場合、「解放完了」(REL COMP) メッセージを、理由表示＃２１“通

信拒否”とともに転送し、「空」状態に遷移する。網は、この「解放完了」(REL COMP) メッセージを節

5.2.5.3 に従って処理する。

5.2.5.2　「呼設定受付」(CALL PROC) 及び「呼出」(ALERT) メッセージの受信

　「呼設定」(SETUP) メッセージが放送形式データリンク上で送られてきた場合、網は着呼の全体の経過

を管理する呼状態を維持しなければならない。網はまた、メッセージが受信されたデータリンクによって

決定されたそれぞれの応答ユーザ毎の呼状態を維持しなければならない。

　ユーザから最初の「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージの受信で（「呼設定」(SETUP) メッセージが、

放送形式データリンク上で送られたとき、他のユーザは「呼出」(ALERT) 、「応答」(CONN) メッセージ

で先に応答していないものと仮定する。）、網はタイマ T303（または、分割着呼の場合は、ユーザに対応

したタイマ T304）を停止し、タイマ T310 を開始し、「着呼受付」状態に遷移し、引き続き「呼設定受付」

(CALL PROC) メッセージを受信した際にはタイマ T310 は再設定されない。

　「呼設定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンク上で送られた場合、網は（少なくとも）タイ

マ T312 の満了以前に、放送形式で送られた「呼設定」(SETUP) メッセージの最初の応答として、「呼設定

受付」(CALL PROC) メッセージを送ったそれぞれの着信ユーザを「着呼受付」状態とみなす。ユーザがタ

イマ T312 満了後に着呼に対する最初の応答を送った場合の動作は、節 5.2.5.4 に記述してある。

　ユーザからの最初の「呼出」(ALERT) メッセージの受信で（「呼設定」(SETUP) メッセージが、放送形

式データリンク上で送られたときに、他ユーザが「応答」(CONN) メッセージで先に応答していないもの

と仮定する。）、網は（分割着呼の場合は）そのユーザのタイマ T304 と、タイマ T303 または T310（もし

動作中なら）を停止し、タイマ T301（他の呼出監視タイマ機能（例えば呼制御に関するもの）が存在しな

い場合）を開始し、「呼出中」状態に遷移し、発信ユーザに「呼出」(ALERT) メッセージを送出し、引き

続き「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを受信した際にはタイマ T301 は再設定されない。

　「呼設定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンク上で送られてきた場合、網は（少なくとも）

「呼設定」(SETUP) メッセージの最初の応答として、または「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージの次

のメッセージとして、「呼出」(ALERT) メッセージを送った着信ユーザを「呼出中」状態とみなす。
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5.2.5.3　着信側における呼設定時の着信ユーザの切断復旧

　「呼設定」(SETUP) メッセージがポイント・ポイントデータリンクによって送出された後で、かつ、「応

答」(CONN) メッセージが受信される前に、「解放完了」(REL COMP)または「切断」(DISC) メッセージ

を受信した場合、網は（動作していれば）タイマ T303、T304、T310 または T301 を停止し、節 5.3.3 に従っ

てユーザの切断復旧手順を続ける。そして、「解放完了」(REL COMP)または「切断」(DISC) メッセージ

に含まれていた理由表示を伴い、呼の切断復旧手順を行う。

　「呼設定」(SETUP) メッセージが放送形式データリンクで送られた後でかつ、タイマ T303 の満了以前に

「解放完了」(REL COMP) メッセージを受信した場合、「解放完了」(REL COMP) メッセージにて受信し

た理由表示は網により保持される。タイマ T303 が満了した（すなわち、「呼設定受付」(CALL PROC) 、

「呼出」(ALERT) 、「応答」 (CONN) メッセージなど有効なメッセージが来ない）場合、「解放完了」(REL

COMP) メッセージに含まれていた理由表示は、「切断」(DISC) メッセージに含まれて発信ユーザに送ら

れ、網は「呼廃棄」状態に遷移する。異なる理由表示を伴った複数の「解放完了」(REL COMP) メッセー

ジを受信した場合、網は

(a)　理由表示＃８８“端末属性不一致”は無視する。

(b)　以下の理由表示を受けた場合、以下の順番で優先順位をつける。

（ⅰ）＃１７“着ユーザビジー”

（ⅱ）＃２１“通信拒否”

　 (c)　他のすべての受信された理由表示は発信ユーザに送出される切断復旧メッセージに含まれうる。（節

5.3 参照）。

　「呼設定」(SETUP) メッセージが放送形式データリンクで送られ、そして「呼設定確認」(SETUP ACK) 、

「呼設定受付」(CALL PROC) 、または「呼出」(ALERT) メッセージを事前に送出したユーザが、「切断」

(DISC) メッセージを網に送った場合、網が行う動作は、タイマ T312 が満了していないかどうか、また他

の着信ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージに対して応答していないかどうかによる。

ケース１．タイマ T312 満了以前に、網が「切断」(DISC) メッセージを受信した場合

　タイマ T312 が動作しており、かつ網が着信ユーザから「呼設定確認」(SETUP ACK) 、「呼

設定受付」(CALL PROC) または「呼出」(ALERT) メッセージ受信後（ただし、「応答」(CONN)

メッセージ受信前）に「切断」(DISC) メッセージを受信した場合、タイマ T312 及びタイマ T310

または T301 は（動作中であれば）、そのまま動作を続ける。網は、「切断」(DISC) メッセー

ジに含まれている理由表示を保持し節 5.3.3 の記述に従い、そのユーザの切断復旧手順を開始す

る。網は、このユーザのためのタイマ T304（動作中であれば）を停止する。

　タイマ T312 の満了において次の (a)、 (b)いずれかの場合

　(a)　他のユーザが着呼に対して応答しなかった。

　(b)　着呼に対して応答した全ユーザが切断復旧手順を取った。あるいは切断復旧中である。

　網はタイマ T310 または T301（動作中の場合）を停止し、発信ユーザに対して切断復旧手順

を取る。「呼出」(ALERT) メッセージが既に受信されている場合、発信ユーザに対して送出さ

れる理由表示は、切断復旧を行った着信ユーザから受信したもので、（優先順位によって）優

先権を与えられている理由表示＃２１“通信拒否”、またはその他の着信ユーザによって送ら

れた理由表示である。

　「呼設定確認」(SETUP ACK) または「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージのみが受信さ

れている場合、発信ユーザに送出される理由表示は、切断復旧を行った着信ユーザから受信し

たもので（優先順位として）優先権を与えられている理由表示＃１７“着ユーザビジー”、＃

２１“通信拒否”、またはその他の着信ユーザによって送られた適切な理由表示である。
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ケース２．タイマ T312 満了後に、網が「切断」(DISC) メッセージを受信した場合

　タイマ T312 満了し、かつ網が着信ユーザから「呼設定確認」(SETUP ACK) または、「呼設

定受付」(CALL PROC) または「呼出」(ALERT) メッセージ受信後（ただし、「応答」(CONN)

メッセージ受信前）に「切断」(DISC) メッセージを受信した場合、網は節 5.3.3 に従って、そ

のユーザの切断復旧手順を続ける。網はユーザのためのタイマ T304（動作中であれば）を停止

する。

　他の着信ユーザが、「呼設定」(SETUP) メッセージに対して「呼設定確認」 (SETUP ACK)、

「呼設定受付」(CALL PROC) または「呼出」(ALERT) メッセージにより応答しており、「応

答」(CONN) メッセージを受信することにより、着呼を受け付ける可能性がある場合、網は「切

断」(DISC) メッセージに含まれている理由表示を保持する。網は残っている応答ユーザについ

ては処理を続ける。（タイマ T310、T301 が動作中の場合は、それを続ける。）

　次の (a)、 (b)のいずれかの場合

　(a)　他のユーザが着呼に対して応答しなかった。

　(b)　着呼に対して応答した全ユーザが切断復旧手順をとった、あるいは切断復旧中である。

　網はタイマ T310 または T301（動作中の場合）を停止し、発信ユーザに対して切断復旧手順

を取る。「呼出」(ALERT) メッセージが既に受信されている場合、発信ユーザに対して送出さ

れる理由表示は、切断復旧を行った着信ユーザから受信したもので、（優先順位によって）優

先権を与えられている理由表示＃２１“通信拒否”、またはその他の着信ユーザによる適切な

理由表示である。「呼設定確認」(SETUP ACK) または、「呼設定受付」(CALL PROC) メッセー

ジのみが受信されている場合、発信ユーザに送出される理由表示は着信ユーザから受信したも

ので（優先順位として）優先権を与えられている理由表示＃１７“着ユーザビジー”、＃２１

“通信拒否”、その他の着信ユーザによる適切な理由表示である。

5.2.5.4　呼設定不完了

　網がタイマ T303 の満了以前に、再送した「呼設定」(SETUP) メッセージに対して、何の応答も受信しな

かった場合、網は発信ユーザに対して、理由表示＃１８“着ユーザレスポンスなし”を伴い、切断復旧手

順を開始する。

　（ⅰ）「呼設定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンクによって送出された場合、網は「呼廃

棄」状態に遷移する。

　（ⅱ）「呼設定」(SETUP) メッセージが、ポイントポイントデータリンクによって送出された場合、網

は理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を伴い、節 5.3.4 に従って着信ユーザへの切断復旧手

順を開始する。

　網がタイマ T312 を満了する以前の「呼廃棄」状態のとき、「呼設定」(SETUP) メッセージに対する最初

の応答を受信した場合、網は理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を送る場合を除いて、節 5.3.2 (b)

の手順に従い、着信ユーザの切断復旧手順を開始する。また、網が、タイマ T312 の満了後、着呼に対する

最初の応答を受信した場合、節 5.8.3.2 に従い、無効呼番号を持ったメッセージの受信と解釈する。

　網が、「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを受信した後でかつ、タイマ T310 の満了以前に、「呼

出」(ALERT) 、「応答」(CONN)または「切断」(DISC) メッセージを受信しなかった場合、網は発信ユー

ザに対して、理由表示＃１８“着ユーザレスポンスなし”を含めて切断復旧手順を開始する。また、網は

着信ユーザに対しては、

　（ⅰ）「呼設定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンクによって送出された場合、理由表示＃

１０２“タイマ満了による回復”を送る場合を除いて、節 5.3.2 (e)の手順に従い、着信ユーザの切断

復旧手順を開始する。
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　（ⅱ）「呼設定」(SETUP) メッセージが、ポイントポイントデータリンクによって送出された場合、網

は理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を伴い、節 5.3.4 の手順に従い、着信ユーザの切断復

旧手順を開始する。

　網が、「呼出」(ALERT) メッセージを受信した後でかつ、タイマ T301（または、網内の呼出監視機能に

従ったタイマ）の満了以前に、「応答」(CONN)または「切断」(DISC) メッセージを受信しなかった場合、

網は発信ユーザに対して、理由表示＃１９“着ユーザ応答なし（呼出中）”を含めて切断復旧手順を開始

する。また、網は着信ユーザに対しては、

　（ⅰ）「呼設定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンクによって送出された場合、理由表示＃

１０２“タイマ満了による回復”を送る場合を除いて、節 5.3.2 (e)の手順に従い、着信ユーザの切断

復旧手順を開始する。

　（ⅱ）「呼設定」(SETUP) メッセージが、ポイント・ポイントデータリンクによって送出された場合、

網は理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を伴い、節 5.3.4 の手順に従い、着信ユーザの切断

復旧手順を開始する。

5.2.6　着信側インタフェースでのインタワークの通知

　呼の確立の過程において、（例えば、別網、非 ISDN ユーザ、又は発着ユーザの宅内の非 ISDN 装置との

インタワークのため）その呼が ISDN 環境に入り込む場合がある。この場合、呼が ISDN 環境へ入り込んだ

ポイントにおいて、着ユーザに送られる「呼設定」(SETUP) メッセージの中に以下のような経過内容を含

む経過識別子情報要素が含まれる。

　 (a) 　＃１“呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の呼経過情報は、インバンド信号となる”。

　（注）経過内容＃１の受信で、着信ユーザは節 5.2.8 の手順に従い、Ｂチャネルへの接続を行う。

　 (b) 　＃３“非 ISDN 発信側アドレス”

　更に、そのユーザは、呼が着信側宅内で ISDN を離れるか、又はインバンド情報／パターンが利用可なら

ば、発信ユーザに、その通知を行い得る。そのような場合、経過内容は、ユーザから網に以下のいずれか

に含まれて送られる。

　 (a) 　状態の変化が望まれる場合の適当な呼制御メッセージ(「呼設定確認」(SETUP ACK)、「呼設定受

付」(CALL  PROC) 、「呼出」(ALERT) 、「応答」(CONN))

　または

　 (b)　状態の変化が適当でない場合の「経過表示」(PROG) メッセージ

　以下に述べる経過内容のうちの１つは、網へ送られるメッセージの経過識別子情報要素に含まれる。（詳

細な情報は付属資料Ｇ参照）

(a)　＃１“呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の呼経過情報は、インバンド信号となる”。

(b)　＃２“非 ISDN 着信側アドレス”

(c)　＃４“呼の ISDN への復帰”

　経過識別子情報要素が呼制御メッセージに含まれた場合、節 5.2 で規定された手順が適用される。経過識

別子情報要素が「経過表示」(PROG) メッセージに含まれた場合、状態は変化せず、起動中の全ての監視タ

イマは継続される。

（注）経過内容＃８の受信では、監視タイマには影響はなく、付属資料Ｋの手順が適用される場合を除い

て網側では無視される。
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5.2.7　応　答

　ユーザは、網に対して「応答」(CONN) メッセージを送出することより着呼の受付を通知する。「応答」

(CONN) メッセージを送出すると、ユーザは、タイマ T313（タイマ T313 の値は、節 9.2 で規定）を開始し、

「応答」状態に遷移する。「呼出」(ALERT) メッセージが網に対して前もって送出されている場合、「応

答」(CONN) メッセージは、呼番号のみ含んでいるかもしれない。

　「呼設定」(SETUP) メッセージに表示されたＢチャネルを使って呼を受付けることができて、ユーザ呼

出通知が必要ない場合、「呼出」(ALERT) メッセージを先に送ることなしに「応答」(CONN) メッセージ

を送出してもよい。

5.2.8　通信可

　最初の「応答」(CONN) メッセージの受信において、網は、（もし動作していれば）タイマ T301、T303、

T304 及び T310 を停止し、選択されたＢチャネルに対する回線交換パスを設定し、最初に呼を受付けたユー

ザに「応答確認」(CONN ACK) メッセージを送出し、そして発信ユーザに対して「応答」(CONN) メッセー

ジを送出するための手順を開始する。

　「応答確認」(CONN ACK) メッセージは、回線交換接続の完了を示している。発ユーザが「応答」(CONN)

メッセージを受信するまで、エンド・エンド接続は保証されない。

　ユーザは、「応答確認」(CONN ACK) メッセージの受信でタイマ T313 を停止し、そして「通信中」状

態に遷移する。

　「応答確認」(CONN ACK) メッセージの受信以前にタイマ T313 が満了した場合、ユーザは、節 5.3.3 の

手順に従って解放手順を開始する。

　放送データリンクにより「呼設定」(SETUP) メッセージを受信し、呼を提供されたユーザは、「応答確

認」(CONN ACK) メッセージを受信した後のみ、Ｂチャネルを接続する。呼を提供されたユーザだけが、

「応答確認」(CONN ACK) メッセージを受信する。

　ポイント・ポイントデータリンクにより「呼設定」(SETUP) メッセージを受信したユーザは、チャネル

選択が完結した後、Ｂチャネルを接続してもよい。

5.2.9　選択されないユーザの切断復旧

　呼に対して選択されたユーザへの「応答確認」(CONN ACK) メッセージの送出に加え、網は、「呼設定」

(SETUP) メッセージに対する応答として、「呼設定確認」(SETUP ACK) 、「呼設定受付」(CALL PROC) 、

「呼出」(ALERT) 又は「応答」(CONN) メッセージを送出したインタフェース上の全ての他のユーザに、

（節 5.3.2 (b)の規定に従って) 「解放」(REL) メッセージを送出する。これらの「解放」(REL) メッセージ

は、呼がもはやこれらのユーザに提供されないことを通知するために使用する。節 5.3.4 の手順が引き続き

行われる。既に、「応答」(CONN) メッセージを送出し、タイマ T313 を開始したユーザは、引き続く「解

放」(REL) メッセージの受信でタイマ T313 を停止し、節 5.3.4 の手順を取る。
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5.3　呼切断復旧

5.3.1　用　語

以下に述べる用語は本標準の切断復旧手順の中で使用される。

－チャネルが「接続された」

チャネルが本標準に従って確立された ISDN 回線交換接続を行っている場合

－チャネルが「切断された」

チャネルがもはや ISDN 回線交換接続は行っていないが、まだ新たな接続に使用できない場合

－チャネルが「解放された」

チャネルが ISDN 回線交換接続を行っておらず、新たな接続に使用できる場合

同様に、「解放された」呼番号は再利用可能である。

5.3.2　例外状態

　正常な状態において、呼の切断復旧は一般的にユーザ又は網が「切断」(DISC) メッセージを送出し、節

5.3.3 と節 5.3.4 で決められた手順を続けた場合に行われる。以下に示す場合のみが、その例外である。

　 (a) 　「呼設定」(SETUP) メッセージの応答として、（例えば、使用できるＢチャネルがない場合）他

の応答（例えば、分割発呼の場合の「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージ) が事前に送出されて

いなければ、「解放完了」(REL COMP)で応答し、呼番号を解放して「空」状態に遷移することによ

り、ユーザ又は網は呼を拒否できる。

　 (b) 　マルチポイント端末形態の場合、選択できなかったユーザ呼の切断復旧は、網からの「解放」(REL)

メッセージで行われる（節 5.2.9 参照）。「解放」(REL) メッセージは、理由表示＃２６“選択され

なかったユーザの切断復旧”を含む。

　 (c) 　一時的な信号接続の切断復旧は、節 5.3.3、節 5.3.4 で示すように「解放」(REL) メッセージの送出

により行われる。

　 (d) 　発呼側からのＢチャネル選択手順（節 5.2.3.1 参照、節 5.1.2 参照）の不成功は、「解放」(REL) メッ

セージの送出によって終結される。「解放」(REL) メッセージは、理由表示＃６“チャネル利用不

可”を含んでいる。その後、網とユーザは、節 5.3.3 と節 5.3.4 の手順を続ける。

　 (e)（ⅰ）「呼設定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンクにより転送された場合、網内からの

切断通知をタイマ T312 の満了以前の呼設定中に受信したならば、（もし動作中であれば）タイ

マ T303 を停止し、網は「呼廃棄」状態に遷移する。応答を返したユーザや、タイマ T312 の満

了以前に続いて応答を返すユーザは、すべて（網からの切断通知に含まれた理由表示を伴った）

「解放」(REL) メッセージにより切断復旧され、節 5.3.4 の手順がそのユーザに対して続けられ

る。タイマ T312 の満了により、網は節 5.8.3.2 の手順に従って、その後の全ての応答を取り扱う。

網は、全てのユーザに関する切断復旧手順の完結として「空」状態に遷移する。

　　 （ⅱ）「呼設定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンクにより転送された場合、網内からの

切断通知をタイマ T312 の満了後の呼設定中に受信したならばすでに応答している全てのユーザ

は、（網内からの切断通知に含まれた理由表示を伴った）「解放」(REL) メッセージにより切

断復旧され、節 5.3.4 の手順がそのユーザに対して続けられる。網は、全てのユーザに関する切

断復旧手順の完結として、「空」状態に遷移する。

（注）それぞれの応答したユーザに関しては、独立した別々の状態が存在する。
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　 (f) 　タイマ T318 が満了すると、ユーザは理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を含む「解放」

(REL) メッセージを送出し、タイマ T308 を開始し、節 5.3.3 で示された動作を続けることにより、

内部の呼の切断復旧を開始する。

5.3.3　ユーザによって開始される切断復旧

　節 5.3.2 及び節 5.8 で述べられている例外とは別に、ユーザは「切断」(DISC) メッセージの送出、タイマ

T305（タイマ T305 の値は節 9.2 で規定）の開始、Ｂチャネルの切断、そして「切断要求」状態に遷移する

ことにより、切断復旧を開始する。

　（注）ユーザが「解放」(REL) メッセージの送出によって呼の切断復旧を開始するとき、節 5.3.4 に記述

された手順が続けられる。

　「切断」(DISC) メッセージを受けることで、網は「切断要求」状態に遷移する。

　「切断」(DISC) メッセージの受信により網はＢチャネルを切断し、リモートユーザに対し、網側の切断

復旧手順を開始する。「呼に使用されているＢチャネルが切断されると、網は「解放」(REL) メッセージ

をユーザへ送出し、タイマ T308（タイマ T308 の値は節 9.1 で規定）を開始し、「解放要求」状態に遷移す

る。

　（注）「解放」(REL) メッセージはローカルのみで意味があるものであり、リモートユーザからの切断

復旧の確認を意味するものではない。

　「解放」(REL) メッセージを受けることによりユーザはタイマ T305 を停止し、Ｂチャネルを解放し、「解

放完了」(REL COMP) メッセージを送出し、呼番号を解放し、「空」状態に遷移する。ユーザからの「解

放完了」(REL COMP) メッセージを受けることで、網はタイマ T308 を停止し、Ｂチャネル及び呼番号を解

放し、そして「空」状態に遷移する。タイマ T305 が満了となった場合、ユーザは「切断」(DISC)メッセー

ジに含まれていた理由表示番号を入れた「解放」(REL) メッセージを網に送出し、タイマ T308 を開始し、

「解放要求」状態に遷移する。さらに、ユーザは理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”で示される、

第２の理由表示情報要素を通知してもよい。

　タイマ T308 が第一回目の満了となった場合、網は「解放」(REL) メッセージを再送出し、タイマ T308

を再開始する。さらに、網は、理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を示す第２の理由表示情報要

素を通知してもよい。２度目のタイマ T308 の満了以前にユーザからの「解放完了」(REL COMP) メッセー

ジを受けなかった場合、網はＢチャネルを保守状態にし、呼番号を解放し、「空」状態に遷移する。

　（注１）節 5.5 に記述されている初期設定手順が、保守状態にあるＢチャネルに用いられることがある。

　（注２）「切断」(DISC) メッセージを受けたときに網がとり得るその他の動作については今後の検討で

ある。

　保守状態に関してとられる動作は、網に依存する。

5.3.4　網によって開始される切断復旧

　節 5.3.2 及び節 5.8 に示した例外状態は別として、網は「切断」(DISC) メッセージを送出し、「切断通知」

状態に遷移することにより、解放を開始する。「切断」(DISC) メッセージは、解放のためにローカルで生

成されるもので、Ｂチャネルがユーザ・網インタフェースで切断されたことを示すものではない。
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　（注）網が「解放」(REL) メッセージの送出によって呼の切断復旧を開始するとき、節 5.3.3 に記述され

た手順が続けられる。

5.3.4.1　トーン／アナウンスが提供される場合の切断復旧

　インバンドトーン／アナウンスが提供される場合（節 5.4 参照) 、「切断」(DISC) メッセージは、経過

内容＃８“インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能”を含む。

　網はタイマ T306 を開始し、そして「切断通知」状態に遷移する。

　経過識別子の経過内容＃８を含んだ「切断」(DISC) メッセージの受信により、ユーザは（もし、まだ接

続していなければ）インバンドトーン／アナウンスを受けるためにＢチャネルと接続し、「切断通知」状

態に遷移してもよい。一方、インバンドトーン／アナウンスの接続を行わずに切断復旧動作を続ける場合、

ユーザはＢチャネルを切断し、「解放」(REL) メッセージを送出し、タイマ T308 を開始し、「解放要求」

状態に遷移する。

　ユーザが、提供されるインバンドトーン／アナウンスメントを利用している場合、ユーザが（網から「解

放」(REL) メッセージを受信する前に）、その後引き続いて、Ｂチャネルからの切断を行い、「解放」(REL)

メッセージを送出し、タイマ T308 を開始し、そして「解放要求」状態に遷移することによって、切断復旧

を続けてもよい。

　「解放」(REL) メッセージの受信により、網はタイマ T306 を停止し、Ｂチャネルを切断・解放し、「解

放完了」 (REL COMP) メッセージを送出し、呼番号を解放し、そして「空」状態に遷移する。

　タイマ T306 が満了した場合、網はＢチャネルを切断し、「切断」(DISC) メッセージにもともと含まれ

ていた理由表示番号を入れた「解放」(REL) メッセージを送出し、タイマ T308 を開始し、そして「解放要

求」状態に遷移することにより、切断復旧動作を続ける。

　さらに、「切断」(DISC) メッセージに含まれていた理由表示に加え「解放」(REL) メッセージは、理由

表示＃１０２“タイマ満了による回復”を示す第２の理由表示情報要素を含みうる。この理由表示は、満

了したタイマを識別する診断情報フィールドをオプションとして含み得る。

　「解放」(REL) メッセージの受信により、ユーザは節 5.3.3 に従い動作する。

5.3.4.2　トーン／アナウンスが提供されない場合の切断復旧

　インバンドトーン／アナウンスが提供されない場合、「切断」(DISC) メッセージは経過識別子の経過内

容＃８“インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能”が含まれない。網は「切断」(DISC) メッセー

ジを送出し、タイマ T305 を開始し、Ｂチャネルを切断し、そして「切断表示」状態に遷移することにより、

切断復旧を開始する。

　経過内容＃８を含まない「切断」(DISC) メッセージを受信すると、ユーザはＢチャネルを切断し、「解

放」(REL) メッセージを送出し、タイマ T308 を開始し、そして「解放要求」状態に遷移する。

　「解放」(REL) メッセージの受信により、網はタイマ T305 を停止し、Ｂチャネルを解放し、「解放完了」

(REL COMP) メッセージを送出し、呼番号を解放し、そして「空」状態に遷移する。

　タイマ T305 が満了した場合、網は、もとの「切断」(DISC) メッセージに含まれていた理由表示番号を

入れた「解放」(REL) メッセージをユーザに送出し、タイマ T308 を開始し、「解放要求」状態に遷移する。

先の切断復旧の理由表示に加えて、「解放」(REL) メッセージは第２の理由表示情報要素として理由表示

＃１０２“タイマ満了による回復”を含みうる。

5.3.4.3　切断復旧の成立

　網から「解放完了」(REL COMP) メッセージを受信した結果、ユーザはタイマ T308 を停止し、Ｂチャネ

ル及び呼番号を解放し、そして「空」状態に遷移する。
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　タイマ T308 が第一回目の満了となる前に、ユーザが「解放完了」(REL COMP) メッセージを受信しなかっ

た場合、「解放」(REL) メッセージが再送出され、タイマ T308 が再開始される。２度目のタイマ T308 の

満了以前に網からの「解放完了」(REL COMP) メッセージを受けなかった場合、ユーザはＢチャネルを保

守状態にし、呼番号を解放し、「空」状態に遷移する。

　（注）保守状態のＢチャネルに対して節 5.5 の初期設定手順が使用されうる。

5.3.5　切断復旧手順の衝突

　ユーザと網の双方から同時に同じ呼に対して「切断」(DISC) メッセージが送出されるとき、切断復旧手

順の衝突が起こる。網が、「切断通知」状態の間に「切断」(DISC) メッセージを受信した場合、網はタイ

マ T305 または T306（どちらでも動いている方）を停止し、Ｂチャネルを切断し（もし切断されていなけ

れば）、「解放」(REL) メッセージを送出し、タイマ T308 を開始し、そして「解放要求」状態に遷移する。

同様に、ユーザが「切断要求」状態の間に「切断」(DISC) メッセージを受信した場合、ユーザは、タイマ

T305 を停止し、「解放」(REL) メッセージを送出し、タイマ T308 を開始し、そして「解放要求」状態に

遷移する。

　切断復旧手順の衝突は、双方が同時に同じ呼に対して「解放」(REL) メッセージを送出するときも生じ

る。「解放要求」状態において、そのような「解放」(REL) メッセージを受信したエンティティはタイマ

T308 を停止し、呼番号とＢチャネルを解放し、（「解放完了」(REL COMP) メッセージを送受せずに）「空」

状態に遷移する。

5.4　インバンド・トーンとアナウンス

　呼状態の変化とは関連性がなく、又通信中状態に達する前の網により発生されるインバンド・トーン／

アナウンスについては、「経過表示」(PROG) メッセージはインバンド・トーン／アナウンスの適用と同時

に返される。「経過表示」(PROG) メッセージは経過内容＃８“インバンド信号ないし、適当なパターンが

利用可能”を含む。

　インバンド・トーン／アナウンスが呼状態変化と共に与えられなければならない場合は、インバンド情

報又は適切なパターンが現在使えることを示す経過内容＃８“インバンド信号ないし、適当なパターンが

利用可能”を持つ、適切なメッセージ（例えば「呼出」(ALERT) 、「切断」(DISC)など・・該当の節を参

照）がインバンド・トーン／アナウンスの適用と同時に送出される。

（注１）網が“TTC 標準テレコミュニケーションサービス”を提供する場合、インバンド・トーン／アナ

ウンスの提供に関するサービス要求は、標準 JT-I200 シリーズに示されている。

（注２）「経過表示」(PROG) メッセージが使用される場合、ユーザは節 5.3.3 の手順に従って適用された

インバンド・トーン／アナウンスの結果として、呼の切断復旧を開始するかもしれない。

5.5　初期設定手順

　初期設定手順は呼を「空」状態に、またはインタフェースをアイドル状態に戻すために用いられる。通

常、この手順は、相手側のインタフェースが他の呼制御メッセージに反応しない時、故障（例えばバック

アップＤチャネルが使用できる時の、データリンク故障に続く、又は切断復旧メッセージへの応答がない

ことによるタイマ T308 の満了に続く）が起きた時、発せられる。また、初期設定手順は、ローカル故障、

保守作業、操作ミスの結果としても、起動されうる。
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（注１）SAPI=”0000000”をもつこれらデータリンクに関連したレイヤ３手順及びリソースは、初期設定手

順により初期化される。

（注２）グローバル呼番号の呼番号フラグは、初期設定手順に適用される。両方向のインタフェースが同

時に初期設定手順を開始した場合、それらは独立して扱われる。また、同一のチャネルまたはイ

ンタフェースが指定された場合、それらは、全ての関連する初期設定手順が完了するまで、再使

用してはならない。

　次に示す条件がみたされたとき、ユーザと網は節 5.5 に示す初期設定手順を用意する必要がある。

(a)　ユーザ・網共にインタフェース構成を知っており、かつ、

(b)　インタフェースが基本アクセス(標準 JT-I430)であり、かつポイント・ポイント構成である。又は、

(c)　インタフェースが一次群アクセス(標準 JT-I431)である。

　他の場合、初期設定手順はオプションである。

5.5.1　「初期設定」(REST)メッセージの送信

　「初期設定」(REST) メッセージは網又はユーザ装置により、チャネルまたはインタフェースを「空」状

態に戻すために送信される。

　「初期設定」(REST) メッセージ内の初期設定表示情報要素は、“表示されたチャネル”か、“一つのイ

ンタフェース”かまたは、“全てのインタフェース”の中で、どれが初期設定されるか示す。

　初期設定情報要素が、“表示されたチャネル”または、“一つのインタフェース”にコード化され、か

つインタフェースがＤチャネルの含まれない場合、チャネル識別子情報要素は、「空」状態に戻されるチャ

ネルまたは「空」状態に戻されるインタフェースを示すために提供される。

　初期設定表示情報要素が“一つのインタフェース”にコード化され、かつインタフェースがＤチャネル

の含まれるものの場合、チャネル識別子情報要素は省略されうる。

　初期設定表示情報要素が“全てのインタフェース”にコード化される場合、チャネル識別子情報要素は

含んではならない。

  「初期設定」(REST) メッセージを送信する時、送信側は「初期設定要求」状態に入り、タイマ T316 を

起動し、「初期設定確認」(REST ACK) メッセージを待つ。「初期設定確認」(REST ACK) メッセージを

受け取ると T316 を停止し、チャネルと呼番号値を再使用のために解放したのち、「空」状態にはいる。

　「初期設定確認」(REST ACK) メッセージがタイマ T316 満了前に届かない場合、「初期設定確認」(REST

ACK) メッセージが戻ってくるまで次の「初期設定」(REST) メッセージがいくつか送信される。その間、

チャネルまたはインタフェースを介して呼が「初期設定」(REST) メッセージの発信側に受け付けられるこ

とはない。

　網は連続する不成功の初期設定の回数をディフォルト値２で制限する。回数がこの制限値に達すると、

網はそれ以上初期設定を試みない。適当なメンテナンスエンティティに指示が送られる。チャネルやイン

タフェースは保守作業が行われるまでサービス停止状態になる。

（注）「初期設定確認」(REST ACK) メッセージが、指定されたチャネルのサブセットのみを示して受信

された場合、メンテナンスエンティティに指示が与えられる。アイドル状態に戻っていないチャネ

ルに対し、どのような動作をとるか決定するのは、メンテナンスエンティティの責任である。
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　「初期設定」(REST)、「初期設定確認」(REST ACK) メッセージはグローバル呼番号値（すべてゼロ）

を含み、「初期設定要求」状態がそれに対応している。これらのメッセージは多重フレームモード（ＤＬ

－データ－要求プリミティブを用いる）で適切なポイント・ポイント通信データリンクを通って転送され

る。

5.5.2　「初期設定」(REST)メッセージの受信

　「初期設定」(REST) メッセージを受け取ると、受信側はグローバル呼番号に対応して「初期設定」状態

に入り、タイマ T317 を開始する。それから適切な内部動作を開始し、指定されたチャネルをアイドル状態

に、呼番号を「空」状態にもどす。内部の初期設定が完了すると、タイマ T317 は停止し、「初期設定確認」

(REST ACK) メッセージは起動側に送信されたのち、「空」状態に遷移する。

（注１）タイマ T317 満了時に、指定されたチャネルのサブセットのみが、アイドル状態に戻った場合、ア

イドル状態に戻ったチャネルを示すチャネル識別子情報要素を含む「初期設定確認」(REST ACK)

メッセージが、起動側へ送られる。

　タイマ T317 が内部初期設定の完了前に満了した場合、メンテナンスエンティティに通知が送られる。（す

なわち、プリミティブがシステムマネージメントエンティティに送信される。）

　すべての呼番号が「空」状態で、かつすべてのチャネルがアイドル状態の場合においても、受信エンティ

ティは「初期設定」(REST) メッセージに対する「初期設定確認」(REST ACK) メッセージを起動側ヘ送る。

　初期設定表示情報要素が“全てのインタフェース”にコード化された場合、Ｄチャネルに関連する全て

のインタフェース上の全ての呼はクリアされる。初期設定表示情報要素が“全てのインタフェース”にコー

ド化され、チャネル識別子情報要素が含まれる場合、チャネル識別子情報要素は、節 5.8.7.3 に示された手

順に従って扱われる。

　初期設定表示情報要素が“表示されたチャネル”にコード化され、チャネル表示情報要素が含まれない

場合、手順は節 5.8.6.1 に従う。

　初期設定表示情報要素が“一つのインタフェース”にコード化され、インタフェースにＤチャネルが含

まれている場合、そのインタフェース上のＤチャネルに関連する呼のみが初期設定される。

　グローバル呼番号に対応している受信側 DSS1 プロトコル制御エンティティは、下記に示す条件を満たす

特定の呼番号に対応している DSS1 プロトコル制御エンティティに対してのみ、初期設定要求を指示する。

　a) 　「初期設定」(REST) メッセージを受信した、グローバル呼番号に対応している DSS1 プロトコル制

御エンティティがサポートされているものと同一の、データリンクコネクションエンドポイント識別

子（DLCI、標準 JT-Q921 参照）によりサポートされており、かつ、

　b) 　指定されたチャネルまたはインタフェースが一致しているか、あるいは、（Ｄチャネルが暗黙的に

指定されて、Ｂチャネルが指定されない場合）チャネルがまだ割当てられていない呼設定状態の呼を

含むチャネルに関連していない。
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　次に示すエンティティは解放される。

　a)   パケットアクセス（ケースＢ）で使用されるチャネルを含む標準 JT-Q931 メッセージによって設定

されたＢおよびＨチャネル。（従って、解放されたチャネル上で運ばれた全てのバーチャルコールは

節 6.4.1 に記述されているように扱われる。）

　b)  ユーザ信号ベアラサービス接続。

　c)  その他の DSS1 勧告に規定されている呼番号に関連したその他のリソース。

（注）標準 JT-Q932 での登録手順への適用は継続検討である。

　次に示すエンティティは解放されない。

　a)　マン－マシンコマンドにより設定された半固定接続。

　b)　「初期設定」(REST) メッセージを受信した、グローバル呼番号に対応している DSS1 プロトコルエ

ンティティをサポートしている DLCI とは別の、DLCI によってサポートされている DSS1 プロトコル

エンティティに関連した呼。

　c)　SAPI=16 を使用する X.25 バーチャルコールおよびパーマネントバーチャルサーキット。

　d)　端末初期化手順を使用して設定された TID と USID（付属資料Ａ／標準 JT-Q932）。

　マン－マシンコマンドにより設定された半固定接続が、（“一つのインタフェース”、あるいは“全て

のインタフェース”として指定されることにより）暗黙に指定される場合、これらのチャネルに対しては

何の行動も起こさない。しかし、「初期設定確認」(REST ACK) メッセージは、適当な表示（すなわち、

“一つのインタフェース”、あるいは“全てのインタフェース”）を含んで、返される。

　マン－マシンコマンドにより設定された半固定接続が、（「初期設定」(REST) メッセージのチャネル識

別子情報要素に含まれ）明白に指定される場合、これらのチャネルに対しては何の行動も起こさない。さ

らに、理由表示＃８２“無効チャネル番号使用”、オプションの診断情報フィールドが“チャネル識別”

の「状態表示」(STATUS) メッセージが、送り返される。

5.6　呼の再接続

　この節の手順要素は、呼が節 2.2.1.5 で規定された「通信中」状態に遷移した後の物理的レイヤおよび／

またはデータリンクレイヤの再接続を規定する。この手順は、同じインタフェース構造での利用と同じＢ

チャネルでの再開に限られている。呼の再接続手順の使用は、基本アクセスに限られている。すなわち一

次群速度アクセスには適用できない。NT2 によって制御される呼の再接続に関しては、節 5.6.7 を参照。

　ユーザ・網インタフェースでのこの手順の起動は、次のようないくつかの可能なイベントに対応させる

ことができる。

(a)　ユーザ端末の物理的切断及び再接続。

(b)　あるユーザ端末の他の端末による物理的置き換え。

(c)　一つのユーザ端末から他の端末への人間ユーザの移動。

(d)　同じユーザ装置での呼の保留とそれに続く再起動。
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　これらの手順は、ローカルな意味しか持たない。すなわち、呼の再接続の起動は要求側の状態のみに影

響し、他の側には影響しない。

　この節での手順はファンクショナルメッセージと情報要素によって記述されている。

　この節の呼中断の手順がインタフェースからの端末の物理的な切断より先に行われない場合、呼の継続

は網により保証されない。

5.6.1　呼中断

　ユーザが現在の呼番号を含む「中断」(SUSP) メッセージを送出し、タイマ T319 を開始したのち「中断

要求」状態にはいることにより、手順を開始する。ユーザはオプションとして、引き続き発生する再接続

の呼識別として使われるビットシーケンス（例えば、IA5 キャラクタ）をこのメッセージに含み、ユーザや

網に知らせることができる。ユーザが呼識別情報を含めなかった場合（例えば、呼識別情報要素が存在し

ないか又は内容がない）、呼識別情報なしに伝えられた手順によってのみ再開が可能となる様に網はこの

事実を記憶しておく。

　（注）情報要素長が０の呼識別情報要素が存在する場合、その情報要素はなかったものとして処理され

る。

　呼識別情報要素内の呼識別値のデフォルト最大長は８オクテットである。網は最大長より長い呼識別値

を受信した場合、呼識別値を最大長まで短縮し、節 5.8.7 で規定された行動を取り、処理を続行する。

5.6.2　呼中断状態

　網は「中断」(SUSP) メッセージの受信により、「中断要求」状態に入る。受信した呼識別を確認した後、

網は「中断確認」(SUSP ACK) メッセージを送出し、タイマ T307 を開始する（T307 の値は節 9.1 で述べら

れる）。

　この時点で網は呼番号が解放されたとみなし、「空」状態に遷移する。中断呼に対応した呼識別は解放

されるまで網により蓄えられ、それが解放されるまで他の中断には適用されない。接続中のＢチャネルは

呼の再接続まで（又は解放理由が生じるまで、例えばタイマ T307 の満了）保留される。通知識別子“ユー

ザ中断”を持つ「通知」(NOTIFY) メッセージが他のユーザに送信される。

　ユーザが「中断確認」(SUSP ACK) メッセージを受信すると、ユーザはタイマ T319 を停止しＢチャネル

と呼番号を解放したのち、「空」状態に遷移する。

　「中断確認」(SUSP ACK) メッセージ受信後、ユーザは使用中のデータリンクコネクションを切断でき

得る。

　どのような場合においても、ユーザがデータリンクコネクションを切断しないで物理的にインタフェー

スを切断するときは、標準のデータリンクレイヤ手順が網側のデータリンクレイヤ管理により開始され、

そのときは、結果データリンクレイヤコネクションの切断にいたる。
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5.6.3　呼中断エラー

　網が呼の再接続手順をサポートしていない場合、節 5.8.4 のエラー処理手順に従い「中断」(SUSP) メッ

セージを拒否する。網が呼の再接続手順を契約項目としてサポートしており、ユーザがそのサービスを契

約していない場合、網は理由表示＃５０“要求ファシリティ未契約”を含む「中断」(SUSP) メッセージを

拒否する。理由表示情報要素は、これらの状況では、診断情報を含まない。

　「中断」(SUSP) メッセージの受信において「中断」(SUSP) メッセージに含まれている情報が不十分で、

引き続く呼の再設定にあいまいな点がでそうな場合、網は理由表示＃８４“中断呼識別番号使用中”を含

む「中断拒否」(SUSP REJ) メッセージを送出することによって応答する。特にこれは、与えられたユーザ・

網インタフェースで、「中断」(SUSP) メッセージが、既に利用中の呼識別とともに受信された場合、また

は「中断」(SUSP) メッセージが任意の呼識別列を含まず、かつそのインタフェースで空値呼識別が既に割

り当てられている場合に適用する。

　「中断拒否」(SUSP REJ) メッセージを受信すると、ユーザはタイマ T319 を停止し、「通信中」状態に

戻る。もしタイマ T319 が満了の状態にあるならば、ユーザはユーザアプリケーションを通知し、「通信中」

状態に戻る。

　これらの場合、呼の状態では網において変化しない（すなわち、「通信中」状態のままである）。

5.6.4　呼の再設定

　中断が起動された接続端で、端末の物理的再接続の後、ユーザは呼中断の時使われた呼識別を含む「再

開」(RES) メッセージを送信し、タイマ T318 を開始したのち「再開要求」状態にはいることにより呼の再

設定を要求することができる。

　「中断」(SUSP) メッセージが呼識別情報要素を持たなかった場合、対応する「再開」(RES) メッセージ

も呼識別情報要素を持たない。「再開」(RES) メッセージに含まれる呼番号は、発信側の通常の呼番号割

り当てに従ってユーザが選択する（節 4.3 参照）。

　「再開」(RES) メッセージを受信することにより網は「再開要求」状態に入る。中断呼に関する呼識別

を確認した後、網は、ユーザに「再開確認」(RES　ACK) メッセージを送り、呼識別を解放し、タイマ T307

を停止し「通信中」状態に遷移する。「再開確認」(RES ACK) メッセージは、“チャネルが指定されてい

る。他チャネルへ変更不可”を示すチャネル識別子情報要素を用いて、網により呼に予約されたＢチャネ

ルを指定する。

　網はまた、通知識別子“ユーザ再開”を持つ「通知」(NOTIFY) メッセージを他のユーザに送信する。

　網は「再開確認」(RES ACK) メッセージ送信後は、以前に受信した呼識別列を保持しない。この呼識別

は他の中断で利用できる。ユーザが「再開確認」(RES ACK) メッセージを受信したとき、ユーザはタイマ

T318 を停止し、「通信中」状態に遷移する。

　呼の接続段階では、通信可能性は保証されない。

5.6.5　呼再開エラー

　網が呼の再接続をサポートしていない場合、節 5.8.3.2 (a) のエラー処理手順に従い、「再開」(RES) メッ

セージは拒否される。この場合、「再開」(RES) メッセージは認識されないメッセージとして処理される。

　受信された「再開」(RES) メッセージが網により実行できない（例えば呼識別が存在しない）場合には、

「再開拒否」(RES REJ) メッセージが次の理由表示のうちのひとつとともに、再開を要求しているユーザ

に返される。
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(1)　理由表示＃８３“指定された中断呼識別番号未使用”

(2)　理由表示＃８５“中断呼なし”

(3)　理由表示＃８６“指定中断呼切断復旧済”

　呼識別は「不定」状態を維持する。このとき「再開」(RES) メッセージ中の呼番号はユーザ側と網側の

両方から切断される。「再開拒否」(RES REJ) メッセージを受信したときユーザはタイマ T318 を停止し、

「空」状態に遷移する。

　タイマ T307 が満了した場合、網は理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を持った網接続の切断復

旧を開始し、呼識別を捨て、それから予約されていたＢチャネルを解放する。

　解放時、呼識別は連続する呼中断に利用されうる。タイマ T307 の満了前に呼がリモートユーザにより切

断される場合、予約されていたＢチャネルは解放される。ただしいくつかの網では呼識別は切断理由（例

えば理由表示＃１６“正常切断”）と共に網により保存されるかもしれない。

　タイマ T318 が満了した場合、ユーザは節 5.3.2 (f)に従い網内の呼の切断復旧を開始する。

5.6.6　二重中断

　両端での呼の同時中断が起こりうる。手順ではこれを防ぐことができない。二重中断を望まない場合、

両ユーザは他の手段、例えばより高位レイヤの交渉プロトコルによって防がなければならない。

5.6.7　NT2 制御による呼の再接続通知

　呼の再接続が NT2 により制御されている時、手順はＳ点の NT2 により実行される。NT2 は節 5.6.2 およ

び節 5.6.4 で述べられた「通知」(NOTIFY) メッセージをＴ点経由で送信してリモートユーザに知らせる。

5.7　呼の衝突

　呼の衝突は網では起こらない。同時に起こる発呼と着呼は別々に扱われ、別々の呼番号が割り当てられ

る。

　着呼と発呼が同じチャネルを選択した場合にチャネル選択衝突が起こるかもしれない。これは、節 5.1.2

と節 5.2.2 のチャネル選択手順で網により解決される。

　この様な衝突の場合、網はユーザからの発呼要求よりも着呼に優先権を与える。他のＢチャネルが網に

より割り当てられなかったり、呼を発したユーザに受付られなかった場合、発呼は切断される。

　（注）既存の非音声端末（例えば X.21）をサポートする端末アダプタはＲ点インタフェースの必要条件

を満たすため、着呼を解放し、発呼を再試行することによりチャネル選択の衝突を解決すること

が必要かもしれない。

5.8　エラー状態の処理

　JT-Q931 のユーザ・網呼制御メッセージのプロトコル識別子を使用して信号情報を転送する全ての手順は、

節 5.8.1 から節 5.8.7 までに記述されているチェックを通ったメッセージだけに適用される。節 5.8.1 から節

5.8.7 のエラー処理手順は、注がある場合を除き、通常の呼番号あるいはグローバル呼番号を用いるメッセー

ジに適用される。

　詳細なエラー処理手順は、インプリメントに依存し、網ごとに異なりうる。エラー状態に対する通常の

処理を容易にするための機能は、本章で規定され、各インプリメントにおいても実現されるべきである。

　節 5.8.1 から節 5.8.7 は、優先順に記述されている。
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5.8.1　プロトコル識別子エラー

　プロトコル識別子コードが“JT-Q931 ユーザ網呼制御メッセージ”とは異なったメッセージを受信した場

合、そのメッセージは無視される。

　“無視”とは、メッセージを受信しなかったのと同様に何もしないことを意味する。

5.8.2　欠損メッセージ

　メッセージ長が短いために完全なメッセージ種別情報要素が含まれない場合そのメッセージは無視され

る。

5.8.3　呼番号エラー

5.8.3.1　無効呼番号形式

　呼番号情報要素の第一オクテットのビット５からビット８までが００００に等しくない場合、そのメッ

セージは無視される。

　呼番号情報要素の第一オクテットのビット１からビット４までが、受信側の装置で扱える最大長（節 4.3

参照）よりも大きい長さを示している場合、そのメッセージは無視される。

　ダミー呼番号のメッセージを受信したとき、付加サービスを必要とする場合以外はそれを無視する。

5.8.3.2　呼番号の手順エラー

　 (f)だけ、グローバル呼番号を使うメッセージに対して適用する。

　 (a) 　通信中或いは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「呼設定」(SETUP) メッセージ、

「解放」(REL) メッセージ、「解放完了」 (REL COMP) メッセージ、「状態表示」(STATUS) メッ

セージ、「状態問合」(STATUS ENQ) メッセージまたは（網がサポートする節 5.6　呼の再接続手順

のために）「再開」(RES) メッセージを除くいかなるメッセージを受信した場合にも、節 5.3 の手順

に従って理由表示＃８１“無効呼番号使用”を伴った「解放」(REL) メッセージの送信により受信

したメッセージの呼番号の呼の切断復旧を開始する。

あるいは、受信側エンティティは理由表示＃８１“無効呼番号使用”を伴った「解放完了」(REL

COMP) メッセージを送信し、「空」状態を維持してもよい。

　 (b) 　通信中或いは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「解放」(REL) メッセージを受

信した場合、理由表示＃８１“無効呼番号使用”を伴った「解放完了」(REL COMP) メッセージが

受信したメッセージのその呼番号へ返される。

　 (c) 　通信中或いは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「解放完了」(REL COMP) メッ

セージを受信した場合、何の動作も行われない。

　 (d) 　呼番号フラグが不正に“１”にセットされている呼番号を持つ「呼設定」(SETUP) メッセージま

たは「再開」(RES) メッセージを受信した場合、このメッセージは無視される。

　 (e) 　通信中或いは呼設定中と関連すると認識される呼番号を持つ「呼設定」(SETUP) メッセージを受

信した場合、この「呼設定」(SETUP) メッセージは無視される。

　 (f) 　グローバル呼番号を持つ「初期設定」(REST) メッセージ、「初期設定確認」(REST ACK) メッセー

ジ、または「状態表示」(STATUS) メッセージを除くいかなるメッセージを受信した場合、何の動

作もしないし、グローバル呼番号に関連した現在の状態を示した呼の状態と理由表示＃８１“無効

呼番号使用”を伴いグローバル呼番号を持つ「状態表示」(STATUS) メッセージが返される。

　 (g) 　通信中或いは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「状態表示」(STATUS) メッセー

ジを受信した場合、節 5.8.11 の手順を適用する。
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　 (h) 　「状態問合」(STATUS ENQ) メッセージが通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない

呼番号を持っている場合、節 5.8.10 の手順が適用される。

　 (i) 　呼番号フラグが“１”にセットされているグローバル呼番号を持つ「再開」(RES) メッセージを

受信した場合、このメッセージは無視される。

（注）Q.931(1988)に従う端末および網は、理由表示＃８１“無効呼番号使用”を伴った「解放」(REL) メッ

セージにより切断復旧し、節 5.3 の手順を続けようとするかも知れない、あるいは、理由表示＃８１

“無効呼番号使用”を伴った「解放完了」(REL COMP) メッセージを応答し、「空」状態を維持す

る。

5.8.4　メッセージ種別またはメッセージ順序エラー

　「空」状態以外の状態で、「解放」(REL) メッセージまたは「解放完了」(REL COMP) メッセージを除

く期待されないメッセージ又は認識されないメッセージを受信した場合、理由表示＃９８“呼状態とメッ

セージ不一致又はメッセージ種別未定義又は未提供”と該当した詳細情報を伴った「状態表示」(STATUS)

メッセージが返される。

　網またはユーザが、インプリメントされていない（または存在しない）メッセージ種別とインプリメン

トされているが呼状態と適合しないメッセージ種別を区別できるとき、次の理由を伴った「状態表示」

(STATUS) メッセージが送信される。

　 (a)　理由表示＃９７“メッセージ種別未定義又は未提供”または

　 (b)　理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”

　あるいは、同位エンティティの呼状態を要求する「状態問合」(STATUS ENQ) メッセージが送信される

（節 5.8.10 参照）。この時、どちらの場合でも状態を変えてはならない。

　「状態問合」(STATUS ENQ) メッセージの送信は、グローバル呼番号を用いたメッセージには適用でき

ない。

　しかし、この手順には２つの例外がある。第１の例外は、網またはユーザが期待されない「解放」(REL) メッ

セージを受信した場合（例えば、検出されない伝送誤りによって、「切断」(DISC) メッセージが紛失され

たとき）である。この場合、「状態表示」(STATUS) メッセージまたは「状態問合」(STATUS ENQ) メッ

セージの送信は行わない。網が期待されない「解放」(REL) メッセージを受信した場合に網は、Ｂチャネ

ルを切断解放し、網内の接続及びリモートユーザとの呼を、ユーザから送られてきた「解放」(REL) メッ

セージに含まれる理由表示、または含まれていない場合は理由表示＃３１“その他の正常クラス”によっ

て切断復旧し、ユーザへ「解放完了」(REL COMP) メッセージを返し、呼番号を解放し、全てのタイマを

停止し、「空」状態へ入る。ユーザが期待されない「解放」(REL) メッセージを受信した場合、ユーザは、

Ｂチャネルを切断解放し、網へ「解放完了」 (REL COMP) メッセージを返し、呼番号を解放し、全てのタ

イマを停止し「空」状態へ入る。

　第２の例外は、網またはユーザが期待されない「解放完了」(REL COMP) メッセージを受信した場合で

ある。網が期待されない「解放完了」(REL COMP) メッセージを受信した場合に網は、Ｂチャネルを切断

解放し、網内の接続及びリモートユーザとの呼を、ユーザが表示した理由表示、または含まれていない場

合は理由表示＃１１１“その他の手順誤りクラス”で切断復旧し、呼番号を解放し、全てのタイマを停止

し、「空」状態へ入る。ユーザが期待されない「解放完了」(REL COMP) メッセージを受信した場合、ユー

ザは、Ｂチャネルを切断解放し、呼番号を解放し、全てのタイマを停止し、「空」状態へはいる。
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5.8.5　一般情報要素エラー

　一般情報要素エラー手順は、コード群が０以外の情報要素にも適用されうる。この場合、理由表示情報

要素は診断情報フィールドにおいて、節 4.5 の固定シフト手順または一時シフト手順によりコード群が０以

外の情報要素であることを示しうる。

5.8.5.1　誤った順序の情報要素

　先行した可変長の情報要素のコード値よりも小さなコード値を持つ可変長の情報要素は、誤った順序の

情報要素と見なすべきである。

　網またはユーザが、誤った順序の情報要素を含んだメッセージを受信した場合、この情報要素を無視し、

このメッセージに対する処理を続けるのがよい。もしこの情報が必須のものであり、網またはユーザがこ

れを無視することにした場合、節 5.8.6.1 に記述した必須情報要素不足に対するエラー処理手順に従うべき

である。もし捨てられた情報要素が必須のものでなかった場合、受信側はメッセージの処理を続ける。

　（注）インプリメンテーションによっては、受信したメッセージの中で位置している順序にかかわらず

全ての情報要素を処理することを選択することもできる。

5.8.5.2　重複した情報要素

　情報要素のくり返しは許されていないにもかかわらず、メッセージの中に情報要素が連続的にくり返さ

れた場合、最初に現れた情報要素の内容だけを処理するべきであり、そして以降のすべての情報要素のく

り返しは無視するべきである。情報要素のくり返しが許される場合、許された情報要素の内容だけが処理

される。もし、情報要素のくり返しの制限を越えている場合、制限までの情報要素の内容は処理され、制

限を越えた情報要素のくり返しは無視される。

5.8.6　必須情報要素エラー

5.8.6.1　必須情報要素不足

　１つ以上の必須情報要素が不足している、「呼設定」(SETUP) メッセージ、「切断」(DISC) メッセージ、

「解放」(REL) メッセージ、または「解放完了」(REL COMP) メッセージ以外のメッセージを受信した場

合、このメッセージによって何も動作しないし状態も変わらない。理由表示＃９６“必須情報要素不足”

を伴った「状態表示」(STATUS) メッセージが返される。

　１つ以上の必須情報要素が不足している「呼設定」(SETUP) メッセージ、または「解放」(REL) メッセー

ジを受信した場合、理由表示＃９６“必須情報要素不足”を伴った「解放完了」(REL COMP) メッセージ

が返される。

　理由表示情報要素が含まれていない「切断」(DISC) メッセージを受信した場合は、ローカルインタフェー

スに送出される解放メッセージに理由表示＃９６“必須情報要素不足”が含まれているという点を除いて

理由表示＃３１“その他の正常クラス”を伴った「切断」(DISC) メッセージを受信した場合と同じ動作が

とられる（節 5.3 参照）。

　理由表示情報要素が含まれていない「解放完了」(REL COMP) メッセージを受信した場合は、理由表示

＃３１“その他の正常クラス”を伴った「解放完了」(REL COMP) メッセージを受信したものと仮定する。

　情報要素長が“０”に設定された情報要素は、情報要素が不足しているとして扱われる。
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5.8.6.2　必須情報要素内容エラー

伝達能力情報要素が回線交換モードと設定されていて、網がオクテット５ｂ、５ｃ、５ｄ、６、７を解

釈できない場合、網はプロトコルエラーとせずにこれらのオクテットを受け付け、変更なしに転送しても

良い。

　１つ以上の無効な内容の必須情報要素を伴った「呼設定」(SETUP) メッセージ、「切断」(DISC) メッセー

ジ、「解放」(REL) メッセージ、または「解放完了」(REL COMP) メッセージ以外のメッセージ受信した

場合、このメッセージによって何も動作しないし状態も変わらない。理由表示＃１００“情報要素の内容

が無効”を伴った「状態表示」(STATUS) メッセージが返される。

　１つ以上の無効な内容の必須情報要素を伴った「呼設定」(SETUP) メッセージまたは「解放」(REL) メッ

セージを受信した場合、理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を伴った「解放完了」(REL COMP) メッ

セージが返される。

　無効な内容の理由表示情報要素を伴った「切断」(DISC) メッセージを受信した場合、理由表示＃１

００“情報要素の内容が無効”を伴った「解放」(REL) メッセージをローカルインタフェースに送信

することを除いて、理由表示＃３１“その他の正常クラス”を伴った「切断」(DISC) メッセージを受

信した場合と同じ動作がとられる（節 5.3 参照）。

　無効な内容の理由表示情報要素を伴った「解放完了」(REL COMP) メッセージを受信した場合は理由表

示＃３１“その他の正常クラス”を伴った「解放完了」(REL COMP) メッセージを受信したものと仮定す

る。

　一般的に、最大長（３章で与えられた）を越えた長さの情報要素は、内容誤りの情報要素として扱われ

る。

　（注）ユーザ装置（たとえば、NT2）のオプションとして、NT2 によって理解できない理由表示値、生

成源コード、診断情報を、あたかも理由表示＃３１“その他の正常クラス”として扱い、理由表

示＃１００“情報要素の内容が無効”を伴った「解放」(REL) メッセージを送信するかわりに他

のエンティティに渡してもよい。このオプションは、理由表示値、生成源コード、診断情報の勧

告への将来の追加によるユーザ装置の適合性のためのものである。

5.8.7　非必須情報要素エラー

　以降の節は、必須であるとは認識されない情報要素についての動作に関係する。

5.8.7.1　認識されない情報要素

　１つ以上の認識されない情報要素を持つメッセージを受信した場合、受信エンティティは情報要素が“理

解する必要性あり”と指示されてコード化されているかどうかチェックする（「理解する必要あり」と指

示されて予約されている情報要素識別子については表 4-3/JT-Q931 参照) 。認識されない情報要素が“理解

する必要性あり”と指示されてコード化されていた場合、節 5.8.6.1 必須情報要素不足のエラー状態が発生

したのと同じ手順をとる。認識されない情報要素が“理解する必要性あり”と指示されてコード化されて

いない場合、受信エンティティは次の処理を行う。
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　受信メッセージ及びこれに含まれる認識され有効な内容を持つ情報要素に対して処理を行う。受信メッ

セージが「切断」(DISC)メッセージ「解放」(REL) メッセージ及び「解放完了」(REL COMP)メッセージ以

外である場合は１つの理由表示情報要素を含んだ「状態表示」(STATUS)メッセージが返されうる。「状態

表示」(STATUS)メッセージは、受信メッセージ処理後の受信側の呼状態を示す。理由表示情報要素には、

理由表示＃９９“情報要素未定義”を含み診断情報部分がもし存在すれば、そこには認識されなかったそ

れぞれの情報要素についての情報要素識別子が含まれる。

　認識されない情報要素の送信側は、その後の動作を決定する。切断復旧メッセージが１つ以上の認識さ

れない情報要素を含んでいる場合、以下の方法でローカルユーザにエラーが報告される。

　 (a) 　１つ以上の認識されない情報要素を含んだ「切断」(DISC)メッセージを受信した場合、理由表示

＃９９“情報要素未定義”を伴った「解放」(REL) メッセージが返される。理由表示情報要素の診

断情報フィールドがある場合、そこには認識されなかった情報要素のそれぞれに対する情報要素識

別子が含まれる。

　 (b) 　１つ以上の認識されない情報要素を含んだ「解放」(REL)メッセージを受信した場合、理由表示＃

９９“情報要素未定義”を伴った「解放完了」(REL COMP)メッセージが返される。理由表示情報要

素の診断情報フィールドがある場合、そこには認識されなかった情報要素のそれぞれに対する情報

要素識別子が含まれる。

　 (c) 　１つ以上の認識されない情報要素を含んだ「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合、

認識されない情報については何も動作しない。

　（注）理由表示＃９９“情報要素未定義”の診断情報は、「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した

時に選択すべき適切な回復手順の決定を容易にする。そのため、レイヤ３エンティティが「状態

表示」(STATUS)メッセージを受信した同位エンティティで適切な動作をとることを期待する場合、

診断情報を含めることはオプションであるが、診断情報を伴った理由表示＃９９“情報要素未定

義”を提供することを勧める。

5.8.7.2　非必須情報要素内容エラー

　無効な内容を持つ１つ以上の非必須情報要素を持つメッセージを受信した場合、動作はメッセージと認

識され有効な内容を持つ情報要素に対してなされる。１つの理由表示情報要素を含んだ「状態表示」

(STATUS)メッセージが返されうる。「状態表示」(STATUS)メッセージは、受信メッセージ処理後の受信

側の呼状態を示す。理由表示情報要素には理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を含み診断情報部

分がもし存在すれば、そこに無効な内容を持つそれぞれの情報要素についての情報要素識別子が含まれる。

　最大長（３章で与えられた）を越える長さを持つ情報要素は、内容エラーとして扱われる。しかし、ア

クセス情報要素（例  ユーザ・ユーザ情報、着サブアドレス）に対しては理由表示＃４３“アクセス情報

廃棄”が、理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”の代わりに用いられる。しかし、ある網では、ア

クセス情報要素は最大長の範囲内に切り詰められ処理される。呼識別情報要素は特別な取扱いをされ、イ

ンプリメントした最大長を越える場合、切り詰められ処理される。
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ユーザ装置（たとえば、NT2）のオプションとして、NT2 によって理解できない理由表示値、生成源

コード、診断情報を無視するか、または、NT2 の場合は、理由表示情報要素の内容を無視するかわり

に他のエンティティ（例えば、ユーザまたは、NT2）に渡してもよい。また、オプションとして、理由

表示＃１００“情報要素の内容が無効”を伴った「状態表示」(STATUS ENQ)メッセージを送ってもよ

い。このオプションは、理由表示値、生成源コード、診断情報の勧告への将来の追加によるユーザ装

置の適合性のためのものである。

　網が低位レイヤ整合性情報要素や高位レイヤ整合性情報要素を解釈できない場合、プロトコルエラーと

せずにこれらの情報要素を受け付けてもよい。

5.8.7.3　予期しない認識された情報要素

　理解する必要性ありとしてコード化されず、そのメッセージに含まれるべきであると定義されないが、

一つの認識可能な情報要素を持つメッセージを受信した場合、受信エンティティは、（以下の注をのぞい

て）その情報要素を認識されない情報要素として処理し、節 5.8.7.1 で定義される手順を開始すべきである。

　理解する必要性ありとしてコード化されるが、そのメッセージに含まれるべきであると定義されない一

つの認識可能な情報要素を持つメッセージを受信した場合、受信エンティティは、節 5.8.6.1 で定義される

手順を開始すべきである。

　（注）情報要素の処理が受信されたメッセージから独立しているとき、いくつかにとっては予期しない

認識された情報要素の処理を選択しても良い。

　この注の意味は不明確であり今後明確化する必要がある。

5.8.8　データリンクリセット

　JT-Q931 エンティティがＤＬ－設定－表示プリミティブによって自発的なデータリンク層のリセットを通

知された場合次の手順が適用される。

　 (a) 　「分割発呼」状態と「分割着呼」状態にある呼は、そのエンティティが理由表示＃４１“一時的

障害”を伴った「切断」(DISC)メッセージを送信することによって切断復旧し、節 5.3 の手順に従う。

　 (b) 　解放中の状態（状態番号 N11、N12、N19、N22、U11、U12 及び U19）にある呼は、何の動作も

とらない。

　 (c) 　設定中（状態番号 N1、N3、N4、N6、N7、N8、N9、U1、U3、U4、U6、U7、U8、及び U9）及び

「通話中」、「中断要求」若しくは「再開要求」状態にある呼は５章の他の部分に含まれる手順に

従い継続される。

5.8.9　データリンク障害

　ネットワークレイヤエンティティがデータリンク障害であることをＤＬ－解放－表示プリミティブに

よってデータリンク層エンティティから通知された場合、次の手順が適用される。

　 (a) 　通信中状態以外の全ての呼は内部で切断復旧する。

　 (b) 　通信中状態の呼に対しては、実装されている場合はタイマ T309 を開始する。

　タイマ T309 がすでに動作中の場合は、再開始しない。

　JT-Q931 エンティティは、ＤＬ－設定－要求プリミティブを送ることによってレイヤ２の再設定を

要求する。
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　ＤＬ－設定－確認プリミティブによってレイヤ２再設定手順の通知があった場合は、次の手順を

適用する。

　JT-Q931 エンティティはタイマ T309 を停止し、次のいずれかの処理を行う。

－JT-Q931 エンティティは、同位エンティティに対して、現在の呼の状態を通知するために、理由表

示＃３１“その他の正常クラス”を伴う「状態表示」 (STATUS) メッセージを送信する。

－同位エンティティの呼状態を確かめるために節 5.8.10 による状態問合せ手順を実行する。

　データリンク再設定の前にタイマ T309 が満了した場合、網は、ネットワークコネクションを切断

復旧し、理由表示＃２７“相手端末故障中”を伴ってリモートユーザに通知し、Ｂチャネルを切断

解放し、呼番号を解放し、「空」状態へ入る。

　データリンク再設定の前にタイマ T309 が満了した場合、ユーザは、もしあれば、関連するコネク

ションを理由表示＃２７“相手端末故障中”を伴って切断復旧し、Ｂチャネルを切断解放し「空」

状態に遷移する。

　バックアップＤチャネルが使用可能な場合は付属資料Ｆにある手順が使われる。

　タイマ T309 のインプリメントは、ユーザ側でオプションであり、網側では、必須である。

　JT-Q931 エンティティがデータリンク障害の結果として、内部的に呼を切断復旧するとき、オプショ

ンとして「切断」(DISC)メッセージを送信するためにデータリンクを再設定してもよい。

5.8.10　状態問合手順

　エンティティが、同位エンティティに呼の状態の正確さを検査したい場合、呼の状態を要求するために

「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送ることがある。とくにこの場合、節 5.8.8 と節 5.8.9 に示したエ

ラー状態の手順が適用されることがある。

「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信する時、「状態表示」(STATUS)メッセージの受信を予期

してタイマ T322 を開始する。タイマ T322 が動作中の間は、唯一つの未解決な呼状態情報についての要求

が存在している。タイマ T322 がすでに動作している場合は、再開始しない。タイマ T322 が満了する前に

切断復旧メッセージを受信した場合、タイマ T322 を停止し呼の切断復旧を続ける。

　「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを受信した受信側は、現在の呼の状態の通知（通信中の呼、また

は、呼設定中の呼の場合は現在の呼の状態、通信中の呼または呼設定中の呼と関連しない場合は「空」状

態）と理由表示＃３０“状態問合への応答”または理由表示＃９７“メッセージ種別未定義又は未提供”

または理由表示＃９８“呼状態とメッセージ不一致、またはメッセージ種別未定義または未提供”を伴っ

た「状態表示」(STATUS)メッセージを回答する（節 5.8.4 参照）。「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージ

の受信によって状態はかわらない。
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　上記のような状況での「状態表示」(STATUS)メッセージの送信または受信は、送信側と受信側のどちら

の呼の状態にも直接影響を与えない。「状態表示」(STATUS)メッセージの受信側は理由表示情報要素を調

べる。「状態表示」(STATUS)メッセージが理由表示＃９７“メッセージ種別未定義又は未提供”または理

由表示＃９８“呼状態とメッセージ不一致、またはメッセージ種別未定義または未提供”を含んでいる場

合、タイマ T322 は「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの明白な応答があるまで継続する。理由表示＃

３０“状態問合への応答”を伴った「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した場合、タイマ T322 を停

止し、その「状態表示」(STATUS)メッセージの情報に基づいて受信側の現在の状態に関係した適切な動作

をとる。理由表示＃９７“メッセージ種別未定義又は未提供”または理由表示＃９８“呼状態とメッセー

ジ不一致、またはメッセージ種別未定義または未提供”を伴った「状態表示」(STATUS)メッセージを受信

した後にタイマ T322 が満了した場合、その「状態表示」(STATUS)メッセージの情報に基づいて受信側の

現在の呼状態に関係した適切な動作をとる。

　それ以上の適切な動作は、インプリメントに依存する。しかし、動作は以下の章で適用される範囲で規

定される。

　「状態表示」(STATUS)メッセージを受信しないでタイマ T322 が満了した場合、応答を受信するまで「状

態問合」(STATUS ENQ)メッセージを１回以上再送してもよい。「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの

再送回数はインプリメントに依存する。「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの再送が最大回数に達した

場合、呼は理由表示＃４１“一時的障害”を伴ってローカルインタフェースで切断復旧される。また必要

ならば網も、理由表示＃４１“一時的障害”を用いてネットワークコネクションを切断復旧する。

5.8.11　「状態表示」(STATUS)メッセージの受信

　状態不一致を通知する「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した場合、受信側エンティティは、

　 (a) 　理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を伴った適切な切断復旧メッセージを送信する

ことによって呼を切断復旧する。または、

　 (b) 　その他の（呼状態の）不一致から回復を試みる動作をとる。（本動作は、インプリメント上のオ

プションである）

　以下に規定された以外の場合の呼状態が不一致かどうかの判定はインプリメント上の決定に委ねられる。

　 (a) 　「空」状態において、「空」状態以外の任意の呼状態を通知した「状態表示」(STATUS)メッセー

ジを受信した場合、受信側エンティティは次のいずれかをとる。

　　 (1) 　理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を伴った「解放」(REL) メッセージを送信し

て節 5.3 の手順に従う。

　　 (2)   理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を伴った「解放完了」(REL COMP)メッセージ

を送信して「空」状態に止まる。

　 (b) 　「解放要求」状態において、「空」状態以外の任意の呼状態を通知した「状態表示」(STATUS)メッ

セージを受信した場合、何の動作もとらない。

　 (c) 　「空」状態以外のいかなる状態において、「空」状態を通知した「状態表示」(STATUS)メッセー

ジを受信した場合、受信側は全ての資源を解放し、「空」状態へ遷移する。必要ならば、網は理由

表示＃４１“一時的失敗”を使ってコネクションを解放する。

　「空」状態において、「空」状態を通知する「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した場合、

そのメッセージを廃棄し「空」状態にとどまり他に何の動作もとらない。

　両立する呼の状態を通知し、かつ以下の理由表示のひとつを含んでいる「状態表示」(STATUS)メッセー

ジを受信することがある。
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(a)　＃ 96 “必須情報要素不足”

(b)　＃ 97 “メッセージ種別未定義又は未提供”

(c)　＃ 98 “呼状態とメッセージ不一致、またはメッセージ種別未定義または未提供”

(d)　＃ 99 “情報要素未定義”または

(e)　＃100 “情報要素の内容が無効”

　この場合とられる動作は、インプリメントのオプションである。その他の手順が決められない場合、受

信側は受信した「状態表示」(STATUS)メッセージの理由表示を使用して、節 5.3 に記述されている手順で

呼を切断復旧する。

　「初期設定要求」または「初期設定」状態において、グローバル呼番号を持ち状態不一致を通知する「状

態表示」(STATUS)メッセージを受信した場合、受信側 JT-Q931 エンティティは層マネジメントへ通知しこ

のメッセージによってそれ以上の動作はとらない。

　「空」状態の場合、グローバル呼番号を持った「状態表示」(STATUS)メッセージの受信によって何の動

作もとらない。

　（注）高位層のアクティビティ（例　システムまたは層マネジメント）の結果による動作は、（「初期

設定」(REST)メッセージの再送を含めて）インプリメントに依存する。

　上記の場合を除いて、グローバル呼番号を持つ「状態表示」(STATUS)メッセージの受信時のエラー処理

手順はインプリメントのオプションである。

5.9　ユーザ通知手順

　本手順は、呼の「通信中」状態において、網が任意の適当な呼に関連したイベントをユーザに通知する

ことを許す。また、通知識別子情報要素を含んだ「通知」(NOTIFY)メッセージを送出することにより、ユー

ザが任意の適当な呼に関連したイベントを相手ユーザに通知すること許す。このメッセージを受信した場

合、網は同じ通知識別子情報要素を含んだ「通知」(NOTIFY)メッセージを相手ユーザに送出しなければな

らない。本メッセージの送信又は受信により、インタフェースのいずれの側も状態変化はない。

5.10　基本テレコミュニケーションサービスの識別と選択

5.10.1　S と T が一致する参照点における追加手順

5.10.1.1 正常手順

 伝達能力選択のための手順は、節 5.11.1 と節 5.11.2 に記述されている。高位レイヤ整合性選択のための手

順は、節 5.12.1 と節 5.12.2 に記述されている。

各々の基本テレコミュニケーションサービスに対して、そのサービスの伝達能力情報要素と、適用され

るならば、高位レイヤ整合性情報要素が設定される。（例：TTC 標準 JT-Q939 参照）

　着信ユーザは、伝達能力情報要素と高位レイヤ整合性情報要素の組み合わせによって要求されるテレサー

ビスを識別する。パラメータの順序が定義されたテレサービスと一致しない場合には、その組み合わせは

無視される。組み合わせが定義されたテレサービスと一致する場合には、その組み合わせはテレサービス

提供の目的のために認識される。意味のある組み合わせが無い場合には、提示された伝達能力情報要素は

ベアラサービスを識別するためのものであると認識される。
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着信ユーザは、提示された伝達能力情報要素の値から、要求されたベアラサービスを識別する。

　 (注）これらの要求が、付属資料 B に従った、すべての整合性情報要素の通信可能性を妨げてはならない。

　発側網は、特定のサービスのために定義された全ての有効な組み合わせに対して、オプションとして加

入チェックを実行する。ユーザがプライムサービスに加入していない場合、網は引き続き基本サービス等

のチェックを実行する。ユーザがどの基本サービスにも加入していない場合、呼は、理由表示＃５７“伝

達能力不許可”によって解放される。結果としてフォールバックがある場合、節 5.11.1 と節 5.12.1 の手順

が適用される。

　着側網は、特定のサービスのために定義された全ての有効な組み合わせに対して、オプションとして加

入チェックを実行する。ユーザがプライムサービスに加入していない場合、網は次の基本サービス等の

チェックを実行する。加入チェックの結果は、次の４つの場合がある。

(a)  ユーザがプライムサービスに加入している場合：

呼は、節 5.11.2 あるいは節 5.11.3 伝達能力選択、節 5.12.2 あるいは節 5.12.3 高位レイヤ整合性選択に従

い、変更なしに着信ユーザに提供される。

(b)  ユーザがプライムサービスに加入していないが、最低位の基本サービスでない有効な組み合わせに加

入している場合：

　呼は、フォールバックの可能性を含む最高位の加入している基本サービスで着信ユーザに提供される。

節 5.11.2 あるいは節 5.11.3 伝達能力選択、節 5.12.2 あるいは節 5.12.3 高位レイヤ整合性選択手順が続い

て適用される。着信ユーザがベアラ設定に先立ってフォールバックを表示しない限り、フォールバック

の表示は、ベアラが設定される前には発信ユーザには送信されない。

(c) ユーザが有効な組み合わせのうち最低位の基本サービスに加入している場合：

呼は、加入している基本サービスを含んで着信ユーザに提供され、フォールバックの表示は、次に送ら

れるメッセージの中で発信ユーザに送信される。

(d)  ユーザがどのサービスにも加入していない場合：

呼は解放される。

5.10.1.2　例外手順

適用されない｡

5.10.2　私設 ISDN とのインターワーキング手順

5.10.2.1　正常手順

伝達能力選択のための手順は、節5.11.3に記述されている。高位レイヤ整合性選択のための手順は、節5.12.3

に記述されている。

　各々の基本テレコミュニケーションサービスに対して、そのサービスの伝達能力情報要素と、適用され

るならば、高位レイヤ整合性情報要素が設定される。（例：TTC 標準 JT-Q939 参照）

　ユーザ(私設 ISDN)は、伝達能力情報要素と高位レイヤ整合性情報要素の組み合わせによって要求される

テレサービスを識別する。パラメータの組み合わせが定義されたテレサービスと一致しない場合には、そ

の組み合わせは無視される。組み合わせが定義されたテレサービスと一致する場合には、その組み合わせ

はテレサービス提供の目的のために認識される。

　ユーザ(私設 ISDN)は、提示された伝達能力情報要素の値から、要求されたベアラサービスを識別する。
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5.10.2.2　例外手順

適用されない。

5.11　伝達能力選択のための信号手順

この節の手順は、本標準のオプショナルな部分となっているが、ある種のベアラサービスとテレサービ

スの提供には必須の要求条件である。従って、発側ユーザと発側網の間および着側網と着側ユーザの間の

これらの手順の提供は、双方の合意に基づき、例えばベアラサービスあるいはテレサービスの提供のため

の各々のユーザに対する加入時の取り決めに従う。

この基本サービスのサポートのためには、２あるいは３つの伝達能力情報要素を送信および受信できる

ことが求められるかもしれない。

　これらの手順は、呼または呼の要求が、完全に ISDN 内でルーティングされる場合にのみ適用する。非 ISDN

とのインタワークを含む状況には適用しない。

（注）これらの手順に関連した低位レイヤ整合性情報要素の使用には、継続検討が必要であり、いかなる

受信した低位レイヤ整合性情報要素の解釈も規定しない。

5.11.1　伝達能力選択を許容することを示すための発側ユーザの手順

5.11.1.1　正常手順

　ベアラサービスあるいはテレサービスによっては、発側ユーザが次のことを示すことができる。

　－他方の伝達能力へのフォールバックを許容する、あるいは

　－他方の伝達能力へのフォールバックを許容していない

　発呼ユーザが他方の伝達能力へのフォールバックを許容する場合、ユーザは、呼を要求するために送信

する「呼設定」(SETUP) メッセージの中に伝達能力情報要素を繰り返すことによって、網にこれを示す。

この手順は、「呼設定」(SETUP) メッセージの中に最大３個の伝達能力情報要素を許容する。

２あるいは３つの伝達能力情報要素が存在する場合、その順序は、伝達能力の優先順位を示す。伝達能

力情報要素は優先順位の昇順になる。すなわち、次に続く伝達能力情報要素は、高い優先順位を持った伝

達能力を示す。

上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、着側ユーザでフォールバックが起こるかあるいはフォールバックが起こらない場合には、発側網

は発呼ユーザに送る「応答」(CONN)メッセージの中に、結果として決まったベアラサービスまたはテレサー

ビスの伝達能力情報要素を含める。

　上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、ISDN 内でフォールバックが起こる場合には（例えば、伝達能力選択がサポートされていないかあ

るいは選択されたルートが優先伝達能力をサポートしていない場合）、発側網は、発呼ユーザに送信する

「経過表示」(PROG)メッセージあるいは他の適当な呼制御メッセージに、経過内容＃５「インタワーキン

グが生じた結果、テレコミュニケーションサービスが変化」を伴う経過表示情報要素を含める。発側網は、

結果として決まったベアラサービスあるいはテレサービスの伝達能力情報要素を含める。

経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレコミュニケーションサービスが変化」を伴う経過

表示情報要素を含める「経過表示」(PROG)メッセージが送信される場合、ユーザも網も本標準の 5.1.6 節に

記述されているタイマー停止を実行してはならない。
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5.11.1.2　例外手順

　節 5.8 の手順が適用されるが、この際次の事項が含まれる。

　 (a) 　発呼ユーザが、「応答」(CONN)メッセージの中あるいは「応答」(CONN)メッセージの前のある

他の呼制御メッセージの中に、伝達能力情報要素を受信しない場合には、ユーザは、ベアラサービ

スあるいはテレサービスは、ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージに含んだ最初の伝達能力情報

要素に対応するとみなす。

　 (b) 　発呼ユーザが、経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレコミュニケーションサービ

スが変化」を含む経過識別子情報要素に続いて、経過内容＃１「呼がエンド・エンドで ISDN でな

い。これ以降の経過情報はインバンドとなる。」あるいは経過内容＃２「非 ISDN 着側アドレス」

を含む経過情報要素識別子を受信した場合は、最後に受信した経過識別子情報要素が考慮される。

経過内容が＃１「呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる。」

あるいは経過内容が＃２「着側アドレスは非 ISDN である」の場合は、ユーザは 3.1kHz オーディオ

情報転送に使用できる回線交換モード 64kbit/s 8kHz 構造のベアラサービスカテゴリを仮定する。

　 (c) 　発信ユーザが、繰り返えされた伝達能力情報要素を含む「呼設定」(SETUP) メッセージに低位レ

イヤ整合性情報要素を含める場合、これがエラー状態であっても、網は、低位レイヤ整合性情報要

素を透過的に網内を転送して通常の呼処理を継続しなければならない。

　 (d) 　発信ユーザが、伝達能力情報要素を含むが経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレ

コミュニケーションサービスが変化」の経過情報要素を含まない「応答」(CONN)メッセージ以外の

呼制御メッセージを受信した場合、発呼ユーザはこの呼を通常のとおりに処理しなければならない。

　 (e) 　発呼ユーザが、伝達能力情報要素を含まず経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレ

コミュニケーションサービスが変化」の経過情報要素を含む「応答」(CONN)メッセージ以外の呼制

御メッセージを受信した場合、発呼ユーザは、「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれていた最初

の伝達能力情報要素に対応するベアラサービスあるいはテレサービスを想定しなければならない。

5.11.2　着側での伝達能力選択のための手順

5.11.2.1　正常手順

　発呼ユーザと網運用者が他方の伝達能力にフォールバックすることを許容するなら、着側網は、呼要求

の存在を示すために送信される「呼設定」(SETUP) メッセージの中に伝達能力情報要素を繰り返すことに

よって着側ユーザにこれを示す。

　２あるいは３つの伝達能力情報要素が存在する場合、その順序は、伝達能力の優先順位を示す。伝達能

力情報要素は優先順位の昇順になる。すなわち、次に続く伝達能力情報要素は、高い優先順位を持った伝

達能力を示す。

　上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、ユーザがフォールバックなしに呼を受け付けようとする場合、ユーザは、網に送る「応答」(CONN)

メッセージの中に、要求されたベアラサービスまたはテレサービスの伝達能力情報要素を含める。

　上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、ユーザが、低い優先順位である他方の伝達能力へのフォールバックを伴って呼を受け付けようと

する場合、ユーザは、網に送る「応答」(CONN)メッセージの中に、他方のベアラサービスまたはテレサー

ビスの伝達能力情報要素を含めてもよいが、含める必要はない。
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　伝達能力情報要素が着呼ユーザによって示されていない場合、網は低い優先順位である伝達能力が選択

されたとみなす。

　呼要求の中にフォールバックが許容されていることが示されており、インタワーキングに遭遇しなかっ

た場合（すなわち、経過内容＃１「呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドと

なる。」あるいは経過内容＃２「非 ISDN 着側アドレス」が送信されてこなかった場合）、着側網は、たと

え着呼ユーザから伝達能力情報要素を受信していないとしても、ベアラが設定される際に発側網に対し、

結果として決まった伝達能力とコネクションタイプを示す。

5.11.2.2　例外手順

節 5.8 の手順が適用されるが、この際次の事項が含まれる。

　 (a) 　発側網からの伝達能力選択が示されているコネクション要求において、低位レイヤ整合性情報が

存在する場合、これがエラー状態であっても、網は、着呼ユーザに送信される「呼設定」(SETUP) メッ

セージの低位レイヤ整合性情報要素に低位レイヤ整合性情報を含めなければならない。

　 (b) 　低位レイヤ整合性情報要素と繰り返された伝達能力情報要素を含む「呼設定」(SETUP) メッセー

ジを受信した場合、着呼ユーザは受信した低位レイヤ整合性情報要素を無視するかもしれない。

　 (c) 　着呼ユーザが、情報転送能力として要求されていないか選択候補となっていないものを指定した

伝達能力情報要素を含む「応答」(CONN)メッセージを送信した場合、着側網は、理由表示＃111“そ

の他の手順誤りクラス”を伴った通常の呼解放手順によって呼を解放しなければならない。

5.11.3　私設 ISDN とのインタワーキングのための手順

5.11.3.1　伝達能力選択が許容されていることを示すための発側ユーザの手順

　節 5.11.1 の手順が適用される。

5.11.3.2　公衆 ISDN の着側での伝達能力選択の手順

5.11.3.2.1　正常手順

　私設 ISDN が着側インタフェースでのアクセスに接続されている場合、次の手順が呼要求時に適用される。

私設 ISDN は着呼ユーザとして動作する。

　発呼ユーザが他方の伝達能力にフォールバックすることを許容するなら、網は、これを呼要求の存在を

示すために送信される「呼設定」(SETUP) メッセージの中に伝達能力情報要素を繰り返すことによって着

側ユーザにこれを示す。

　２あるいは３つの伝達能力情報要素が存在する場合、その順序は、伝達能力の優先順位を示す。伝達能

力情報要素は優先順位の昇順になる。すなわち、次に続く伝達能力情報要素は、高い優先順位を持った伝

達能力を示す。

　上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、（私設 ISDN より先の）着側ユーザにおいてフォールバックが起こるかあるいはフォールバックが

起こらない場合、ユーザは、網に送る「応答」(CONN)メッセージの中に、結果として決まったベアラサー

ビスまたはテレサービスの伝達能力情報要素を含める。

　上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、フォールバックが私設 ISDN 内で起こる場合、ユーザは、網に送信する「経過表示」(PROG)メッ

セージあるいは他の適当な呼制御メッセージの中に、経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テ

レコミュニケーションサービスが変化」を含む経過識別子情報要素を含める。ユーザは結果として決まっ

たベアラサービスあるいはテレサービスの伝達能力情報要素を含める。
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経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレコミュニケーションサービスが変化」を伴う経過

表示情報要素を含める「経過表示」(PROG)メッセージが送信される場合、ユーザも網も本標準の 5.2.6 節に

記述されているタイマー停止を実行してはならない。

5.11.3.2.2　例外手順

　節 5.8 の手順が適用されるが、この際次の事項が含まれる。

　 (a) 　網が、「応答」(CONN)メッセージの中あるいは応答メッセージの前のある他の呼制御メッセージ

の中に、伝達能力情報要素を受信しない場合には、網は、ベアラサービスあるいはテレサービスは、

ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージに含んだ最初の伝達能力情報要素に対応するとみなす。

　 (b) 　網が、経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレコミュニケーションサービスが変化」

を含む経過識別子情報要素に続いて、経過内容＃１「呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降

の経過情報はインバンドとなる。」あるいは経過内容＃２「非 ISDN 着側アドレス」を含む経過情

報要素識別子を受信した場合は、最後に受信した経過識別子情報要素が考慮される。経過内容が＃

１「呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる。」あるいは経過

内容が＃２「非 ISDN 着側アドレス」の場合は、網は 3.1kHz オーディオ情報転送に使用できる回線

交換モード 64kbit/s 8kHz 構造のベアラサービスカテゴリを仮定する。

　 (c) 　発側網からの伝達能力選択が示されているコネクション要求において、低位レイヤ整合性情報要

素が存在する場合、これがエラー状態であっても、網は、着呼ユーザに送信される「呼設定」(SETUP)

メッセージの低位レイヤ整合性情報要素に低位レイヤ整合性情報を含めなければならない。

　 (d) 　網が、繰り返えされた伝達能力情報要素を含む「呼設定」(SETUP) メッセージに低位レイヤ整合

性情報要素を含める場合、これがエラー状態であっても、ユーザは、低位レイヤ整合性情報要素を

透過的に私設網内を転送して、通常の呼処理を継続しなければならない。

　 (e) 　着呼ユーザが、情報転送能力として要求されていないか選択候補となっていないものを指定した

伝達能力情報要素を含む呼制御メッセージを送信した場合、着側網は、理由表示＃111“その他の手

順誤りクラス”を伴った通常の呼解放手順によって呼を解放しなければならない。

　 (f) 　網が、伝達能力情報要素を含むが経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレコミュニ

ケーションサービスが変化」の経過情報要素を含まない「応答」(CONN)メッセージ以外の呼制御メッ

セージを受信した場合、網は、経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレコミュニケー

ションサービスが変化」の経過情報要素が含まれていた時と同様に動作し、この呼を通常のとおり

に処理しなければならない。

　 (g) 　網が、伝達能力情報要素を含まず経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレコミュニ

ケーションサービスが変化」の経過情報要素を含む「応答」(CONN)メッセージ以外の呼制御メッセー

ジを受信した場合、網は、「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれていた最初の伝達能力情報要素

に対応するベアラサービスあるいはテレサービスを想定しなければならない。
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5.11.4　チャネル選択

発側から提供された全てのベアラの選択肢が、ISDN インタフェースの同じ容量を使用する場合、節 5.1.2

と節 5.2.3 のチャネル選択手順が適用される。

優先ベアラが選択フォールバックより大きな容量のベアラを要求する（例：6×64kbit/s と 64kbit/s）場合、

チャネル選択手順は、最適な優先ベアラすなわち最大容量の要求を選択するために、節 5.1.2 と節 5.2.3 に

従う。フォールバックがある場合、フォールバックベアラは、優先ベアラのために選択されたチャネルに

対応する最低限のタイムスロットを使用する。残りのタイムスロットは、そのインタフェースのフォール

バックを表示した後に、さらに使用することが可能である。例えば、タイムスロット 7 から 12 が許容 6ｘ

64kbit/s ベアラとして選択されて、後に呼が 64kbit/s あるいは音声にフォールバックした場合、タイムスロッ

ト 7 は、その呼に使用され、タイムスロット 8 から 12 は、その呼に「接続」(CONN)メッセージが受信さ

れた後に、さらに使用することが可能である。初期バックワードカットスルーが表示された伝達能力のい

ずれかに適用される場合、それは選択されたチャネルのうち若番のタイムスロットに対して提供される。

(注) ユーザが H0,H11.または H12 を明示的に要求していないならば、これらのフォールバック手順は許可

されない。

　付属資料 N のオプション手順は、ベアラフォールバック手順と共に柔軟なチャネル交渉を提供するため

に使用されうる。

5.12　高位レイヤ整合性選択のための信号手順

　この節の手順は、本標準のオプショナルな部分となっているが、ある種のテレサービスの提供には必須

の要求条件である。従って、発側ユーザと発側網の間および着側網と着側ユーザの間のこれらの手順の提

供は、双方の合意に基づき、例えばテレサービスの提供のための各々のユーザに対する加入時の取り決め

に従う。

　これらの手順は、呼または呼の要求が、完全に ISDN 内でルーティングされる場合にのみ適用する。非 ISDN

とのインタワークを含む状況には適用しない。

5.12.1　高位レイヤ整合性選択を許容することを示すための発側ユーザの手順

5.12.1.1　正常手順

　網によっては、発側ユーザが次のことを示すことができる。

　－他方の高位レイヤ整合性へのフォールバックを許容する、あるいは

　－他方の高位レイヤ整合性へのフォールバックを許容していない

　発呼ユーザが他方の高位レイヤ整合性へのフォールバックを許容する場合、ユーザは、呼を要求するた

めに送信する「呼設定」(SETUP) メッセージの中に高位レイヤ整合性情報要素を繰り返すことによって、

網にこれを示す。この手順は、「呼設定」(SETUP) メッセージの中に最大２個の高位レイヤ整合性情報要

素を許容する。

　情報要素の順序は、優先順位の昇順になる。すなわち、次に続く高位レイヤ整合性情報要素は、高い優

先順位を持った高位レイヤ整合性を示す。

　上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、着側ユーザでフォールバックが起こるかあるいはフォールバックが起こらない場合には、発側網

は発呼ユーザに送る「応答」(CONN)メッセージの中に、選択された高位レイヤ整合性情報要素を含める。
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　上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、ISDN 内でフォールバックが起こる場合には、発側網は、発呼ユーザに送信する「経過表示」(PROG)

メッセージあるいは他の適当な呼制御メッセージに、経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テ

レコミュニケーションサービス変更となる」を伴う経過表示情報要素を含める。発側網は、結果として決

まった高位レイヤ整合性の高位レイヤ整合性情報要素を含める。

経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレコミュニケーションサービスが変化」を伴う経過

表示情報要素を含める「経過表示」(PROG)メッセージが送信される場合、ユーザも網も本標準の 5.1.6 節に

記述されているタイマー停止を実行してはならない。

5.12.1.2　例外手順

　節 5.8 の手順が適用されるが、この際次の事項が含まれる。

　 (a) 　発呼ユーザが、「応答」(CONN)メッセージの中あるいは「応答」(CONN)メッセージの前のある

他の呼制御メッセージの中に、高位レイヤ整合性情報要素を受信しない場合には、ユーザは、高位

レイヤ整合性は不定であるとみなす。

　（注）次に続くＢチャネル内でのインバンドプロトコルにより、高位レイヤ整合性の確認が可能なこと

もある。

　 (b) 　発呼ユーザが、経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレコミュニケーションサービ

スが変化」を含む経過識別子情報要素に続いて、経過内容＃１「呼が ISDN エンド・エンドでない。

これ以降の経過情報はインバンドとなる。」あるいは経過内容＃２「非 ISDN 着側アドレス」を含む

経過情報要素識別子を受信した場合は、最後に受信した経過識別子情報要素が考慮される。経過内

容が＃１「呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる。」あるいは

経過内容が＃２「非 ISDN 着側アドレス」の場合は、ユーザは 3.1kHz オーディオ情報転送に使用で

きる回線交換モード 64kbit/s 8kHz 構造のベアラサービスカテゴリを仮定する。

5.12.2　着側での高位レイヤ整合性選択のための手順

5.12.2.1　正常手順

　発呼ユーザと網運用者が他方の高位レイヤ整合性選択を許容するなら、着側網は、呼要求の存在を示す

ために送信される「呼設定」(SETUP) メッセージの中に高位レイヤ整合性情報要素を繰り返すことによっ

て着側ユーザにこれを示す。

　情報要素の順序は、優先順位の昇順になる。すなわち、次に続く高位レイヤ整合性情報要素は、高い優

先順位を持った高位レイヤ整合性を示す。

　上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、ユーザがフォールバックなしに呼を受け付けようとする場合、ユーザは、網に送る「応答」(CONN)

メッセージの中に、要求された高位レイヤ整合性の高位レイヤ整合性情報要素を含める。

　上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、ユーザが、低い優先順位である他方の高位レイヤ整合性へのフォールバックを伴って呼を受け付

けようとする場合、ユーザは、網に送る「応答」(CONN)メッセージの中に、他方の高位レイヤ整合性の高

位レイヤ整合性情報要素を含めてもよいが、含める必要はない。

　高位レイヤ整合性情報要素が着呼ユーザによって示されていない場合、網は低い優先順位である高位レ

イヤ整合性が選択されたとみなす。
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　呼要求の中にフォールバックが許容されていることが示されており、インタワーキングに遭遇しなかっ

た場合（すなわち、経過内容＃１「呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドと

なる。」あるいは経過内容＃２「非 ISDN 着側アドレス」が送信されてこなかった場合）、着側網は、たと

え着側ユーザから高位レイヤ整合性情報要素を受信していないとしても、ベアラが設定される際に発側網

に対し、結果として決まった高位レイヤ整合性を示す。

5.12.2.2　例外手順

　節 5.8 の手順が適用されるが、この際、着呼ユーザが、要求されていないか選択候補となっていないもの

を指定した高位レイヤ整合性情報要素を含む「応答」(CONN)メッセージを送信した場合、着側網は、これ

を透過的に発呼ユーザに転送しなければならない。

5.12.3　私設 ISDN とのインタワーキングのための手順

5.12.3.1  高位レイヤ整合性選択が許容されていることを示すための発側ユーザの手順

　節 5.12.1 の手順が適用される。

5.12.3.2　公衆 ISDN の着側での高位レイヤ整合性選択の手順

5.12.3.2.1　正常手順

　私設 ISDN が着側インタフェースでのアクセスに接続されている場合、次の手順が呼要求時に適用される。

私設 ISDN は着呼ユーザとして動作する。

　発呼ユーザが他方の高位レイヤ整合性にフォールバックすることを許容するなら、網は、これを呼要求

の存在を示すために送信される「呼設定」(SETUP) メッセージの中に高位レイヤ整合性情報要素を繰り返

すことによって着側ユーザにこれを示す。

　情報要素の順序は、優先順位の昇順になる。すなわち、次に続く高位レイヤ整合性情報要素は、高い優

先順位を持った高位レイヤ整合性を示す。

　上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、（私設 ISDN より先の）着側ユーザでにおいてフォールバックが起こるかあるいはフォールバック

が起こらない場合、ユーザは、網に送る「応答」(CONN)メッセージの中に、結果として決まった高位レイ

ヤ整合性の高位レイヤ整合性情報要素を含める。

　上述したように、「呼設定」(SETUP) メッセージの中にフォールバックが許容されていることが示され

ており、フォールバックが私設 ISDN 内で起こる場合、ユーザは、網に送信する「経過表示」(PROG)メッ

セージあるいは他の適当な呼制御メッセージの中に、経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テ

レコミュニケーションサービスが変化」を含む経過識別子情報要素を含める。ユーザは、結果として決まっ

た高位レイヤ整合性の高位レイヤ整合性情報要素を含める。

経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレコミュニケーションサービスが変化」を伴う経過

表示情報要素を含める「経過表示」(PROG)メッセージが送信される場合、ユーザも網も本標準の 5.2.6 節に

記述されているタイマー停止を実行してはならない。

5.12.3.2.2　例外手順

　節 5.8 の手順が適用されるが、この際次の事項が含まれる。

　 (a) 　網が、「応答」(CONN)メッセージの中あるいは応答メッセージの前のある他の呼制御メッセージ

の中に、高位レイヤ整合性情報要素を受信しない場合には、網は、高位レイヤ整合性は不定である

とみなす。
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　　（注）次に続くＢチャネル内でのインバンドプロトコルにより、高位レイヤ整合性の確認が可能なこ

ともある。

　 (b) 　網が、経過内容＃５「インタワーキングが生じた結果、テレコミュニケーションサービスが変化」

を含む経過識別子情報要素に続いて、経過内容＃１「呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の

経過情報はインバンドとなる。」あるいは経過内容＃２「非 ISDN 着側アドレス」を含む経過情報要

素識別子を受信した場合は、最後に受信した経過識別子情報要素が考慮される。経過内容が＃１「呼

が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる。」あるいは経過内容が＃

２「非 ISDN 着側アドレス」の場合は、網は 3.1kHz オーディオ情報転送に使用できる回線交換モー

ド 64kbit/s 8kHz 構造のベアラサービスカテゴリを仮定する。

６．パケット通信手順

　本章は、ISDN におけるパケット通信を提供するためのＤチャネル信号手順の役割を説明するためのもの

である。端末アダプタ機能についての完全な記述は標準 JT-X31 にある。

　標準 JT-X31 に従い、ユーザは次のいずれかの方法によりパケット交換設備にアクセスし得る。

　ａ．PSPDN サービスへの回線交換形アクセス（ケースＡ）

　本アクセスは、AU と呼ばれる公衆網（例えば PSPDN）のアクセスポートへ ISDN を介したトラン

スペアレントなアクセスコネクションを設定することによる。このコネクションは、ユーザあるいは

AU によって開始され得る。ISDN の観点からは、５章の回線交換形の呼制御手順が適用される。この

場合、Ｂチャネルだけが用いられる。

　ｂ．ISDN バーチャルサーキットサービスへのパケット交換形アクセス（ケースＢ）

　本アクセスは、ISDN のパケットハンドラー（PH）へのパケット交換形のアクセスコネクションを

設定することによる。このコネクションは、ユーザあるいは ISDN によって設定され得る。この場合、

ＢチャネルとＤチャネルの両方が用いられ得る。

　本標準の節 6.1～6.5、付録Ⅱは、標準 JT-X31 の節 6.1～6.5、付録Ⅲと一致する。

　「ユーザ」という用語は、ISDN パケットモード端末(TE1)あるいは既存のデータ端末装置(DTE/TE2)に端

末アダプタ(TA)が付いた組合せにより構成されるユーザ装置を指す。DTE は、ユーザ－網インタフェース

上の Q.931 シグナリングメッセージで提供される情報のすべてを受信しなくともよい。

　ISDN の TA/TE1 の網に対するインタフェースは、S/T インタフェースである。従って、TA/TE1 の実現に

際しては、ＢチャネルとＤチャネルのコネクション確立および制御に関して、標準 JT-Q921 および本標準

に記述されている手順を含むべきである。

　呼毎アクセスコネクションに対しては、節 6.1 から 6.4 が適用される。呼毎アクセスコネクションのメッ

セージフロー図の例は付録Ⅱに示されている。

　ＢチャネルとＤチャネル上での半固定コネクションとして２つの物理タイプを本章で示す。

　タイプ１　端末と PH/AU 間に半固定的に物理レイヤが設定されている。すなわち、標準 JT-I430/I431 物

理レイヤは起動状態を維持し、ISDN を介した物理パスが半固定的に接続されている。
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　タイプ２　端末と PH/AU 間に半固定的に X.25 データリンクレイヤと物理レイヤが設定されている。（こ

の場合、ユーザと網は X.25 データリンクを設定状態に保つべきである。）

　PVC が適用されるときは、タイプ２の半固定コネクションが存在しなければならない。

　タイプ１の半固定コネクションでは、X.25 呼の確立と解放は節 6.3 の手順に従う。

　タイプ２の半固定コネクションでは、X.25 呼の確立と解放は節 6.3.2 の手順に従う。

　タイプ２の半固定コネクションを PVC として用いる場合、以下の手順は適用されない。

これらの半固定コネクションは、標準 JT-Q931 手順を用いず、登録時の手順で設定される。

6.1　発信アクセス

　ユーザが、発信 X.25 バーチャルコールに対して既に確立されたチャネルを選択するならば、節 6.3 に記

述された手順が適用される。選択チャネルが AU/PH へ確立されていなければ、節 6.3 の手順を用いてバー

チャルコールを確立する前に、以下の小節に記述されているチャネルを活性化する手順が用いられる。

　X.25 データ呼の発信において、ユーザは網の提供形態によって回線交換サービス（ケースＡ）か、パケッ

ト交換サービス（ケースＢ）かを最初に決定しなければならない。回線交換呼の発信の場合、ユーザは節 6.1.1

の手順に従う。パケット交換呼の発信の場合、ユーザは使用するチャネルが、ＢチャネルかＤチャネルか

を決定する。ユーザがＢチャネルを使用するならば節 6.1.2.1 に記述されている手順が用いられる。ユーザ

がＤチャネルを使用するならば節 6.1.2.2 に記述されている手順が用いられる。

　（注）網によっては、すべてのタイプのアクセスを提供しないかも知れない。Ｂチャネルアクセスの場

合は、理由表示＃６５“未提供伝達能力指定”を付加した「解放完了」(REL COMP)メッセージを

送信することで、網は提供していないサービスへの要求を拒否する。Ｄチャネルアクセス（SAPI=16

を伴う SABME）を要求した場合、そのサービスを提供していない網のポートでは、応答を返すこ

とを必要としない。

6.1.1　PSPDN サービスへの回線交換形アクセス（ケースＡ）

　ユーザと AU 間のＢチャネルコネクションは、節 5.1 に記述された呼の確立のためのＤチャネル信号手順

を用いて制御される。交換形コネクションとして使用される特定のＢチャネルは、節 5.1.2 に記述され、表

6-1/JT-Q931 に要約されたチャネル選択手順を用いて選択される。
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表 6-1/JT-Q931　ユーザ要求チャネルと網からの応答－AU または PH への発信アクセス

(ITU-T Q.931)

「呼設定」(SETUP)メッセージ中に表示されたチャネル

ユーザから網

情報チャネル選択 チャネル

変更不可表示

Ｄチャネル選択表示

注３

許容される網の応答

網からユーザ

変更不可 なし ＢiＢi

変更可能 なし Ｂi,Ｂi’

任意のＢ （無視） なし Ｂi’

（なし） Ｂi’

　記号－

B i ：指定された（空き）Ｂチャネル

B i’：他の任意の空きＢチャネル

　（注１）他の全てのコーディングは無効である。

　（注２）本表において、『「呼設定」(SETUP) メッセージ中に表示されたチャネル』という見出しの下

の全ての欄は、ユーザから網へ、AU または PH へのコネクションを要求するために送られた「呼

設定」(SETUP) メッセージ中に含まれるチャネル識別子情報要素の、ユーザに可能なコーディ

ングを示している（節 4.5.13 参照）。『許容される網の応答』の下の欄は、網からユーザへ許

容されている応答を示す。

　（注３）Ｄチャネル選択表示は、「なし」の場合“０”に、「あり」の場合“１”にコード化する。

　呼設定情報（例えば、AU を識別する着信番号、中継網選択等）および／または加入時の契約に基づいて、

網は適切な AU へのコネクションを提供する。「呼設定」(SETUP) メッセージ内の伝達能力情報要素は以

下のようにコーディングされる。

　－情報転送能力は次のいずれかにセットする。

　　 (a)　「非制限デジタル情報」

　　 (b)　「制限デジタル情報」

　－転送モードは「回線交換モード」にセットする。

　－情報転送速度は「64kbit/s」にセットする。

　ユーザは「呼設定」(SETUP) メッセージ内の低位レイヤ整合性情報要素の中にレイヤ１（例えば、速度

整合）、レイヤ２（例えば、LAPB）およびレイヤ３（例えば、標準 JT-X25）情報転送プロトコルを指定し

得る（付属資料Ｉ参照）。
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6.1.2　ISDN バーチャルサーキットサービスへのアクセス（ケースＢ）

6.1.2.1　Ｂチャネル

　呼毎アクセスによるＢチャネルコネクションは、節 3.2 に定義されたメッセージを用い、以下の場合を除

いて節 5.1 に述べられている呼の確立のためのＤチャネル信号手順により制御される。

a)　節 5.1.3 に詳述されている分割発呼の手順は適用されない。

b)　節 5.1.5.2 に詳述されている発呼受付及び分割発呼の手順は適用されない。

c)　節 5.1.6 に詳述されている発信インタフェースにおけるインタワーキングの手順は適用されない。

d)　節 5.1.7 に詳述されている呼出通知の手順は適用されない。

e)　節 5.1.8 に詳述されている応答通知の手順は次のように適用される。

　　－アクセスコネクションの受付により、網はユーザ・網インタフェースを通じて発信ユーザに「応答」

(CONN)メッセージを送り、通信状態に入る。

　　－このメッセージは、発信ユーザに対し１つのアクセスコネクションが PH へ設定されたことを表す。

　　－この「応答」(CONN)メッセージの受信により、発信ユーザは動作中であればタイマ T310 を停止し、

オプションとして「応答確認」(CONN ACK)メッセージを送ってもよく、その後、通信状態に入る。

　f)  節 5.1.9 に詳述されている通信拒否の手順は次のように適用される。

　　－アクセスコネクションを受け付けることができない場合は、網は節 5.3 に述べられているように、発

側のユーザ・網インタフェースにおいて ISDN アクセスコネクション切断復旧を開始する。

　g)  5.1.10 に詳述されている中継網選択の手順は適用されない。

　呼毎コネクションとして使用される特定のＢチャネルは節 5.1.2 に述べられ、表 6-1/JT-Q931 にまとめら

れているチャネル交渉手順を用いて選択される。

　ISDN の PH への呼毎コネクションのために「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれる伝達能力情報要素

は次のようにコーディングされる。

－情報転送能力は「非制限デジタル」にセットする。

－転送モードは「パケット交換モード」にセットする。

－情報転送速度は０００００にセットする。

－ユーザ情報レイヤ２プロトコルは「標準 JT-X25 リンクレイヤ」にセットする。

－ユーザ情報レイヤ３プロトコルは「標準 JT-X25 パケットレイヤ」にセットする。

　（注）伝達能力情報要素に５ａ、５ｂ、５ｃ、５ｄを含めてはならない。

　呼毎アクセスコネクションは、節 6.3 に記述されている X.25 リンクレイヤと X.25 パケットレイヤ手順に

従い、パケット通信を提供するために使用され得る。ISDN 網によっては特定のユーザプロファイルを選択

するために「呼設定」(SETUP) メッセージに発番号と発サブアドレスを要求するかもしれない。
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6.1.2.2　Ｄチャネル

　節 6.3 に記述されている X.25 レイヤ３手順に従うパケット通信を提供するための ISDN 内の PH 機能へリ

ンクレイヤコネクション（SAPI=16）を確立することにより、Ｄチャネルは ISDN ユーザ端末が、その PH

機能へのアクセス可能とするコネクションを提供する。X.25 パケットレイヤは、標準 JT-Q920 によって提

供される確認形情報転送サービス（すなわち、Ｉフレーム）を用いる。その結果、Ｄチャネルアクセスを

提供するために標準 JT-Q931 手順を必要としない。

　多数のパケットモードユーザ装置が、ユーザと PH の間で転送されるフレーム内の適切なアドレス（標準

JT-Q921 参照）によって識別される個々の ISDN レイヤ２データリンクを用いて、同時にＤチャネル上で動

作することができる。

6.2　着信アクセス

6.2.1　PSPDN サービスからのアクセス（ケースＡ）

ISDN は節 5.2 に記述されている手順を用いて回線交換モードのコネクションを設定する。X.25 バーチャ

ルコールはユーザと AU 間で節 6.3 に記述されている手順を用いて設定される。

6.2.1.1　概　要

　AU によって実行される一般的な手順は標準 JT-X32 に規定されている。

6.2.1.2　チャネル選択

　AU によって要求される ISDN 物理回線が端末と AU 間に存在しないならば、以下の節に記述されている

物理チャネル設定のための手順が適用される。

　網からユーザへ送られる「呼設定」(SETUP) メッセージのフォーマットは、節 3.1 に従う。

「呼設定」(SETUP) メッセージ内の伝達能力情報要素は、以下のようにコーディングされる。

　－情報転送能力は次のいずれかにセットする。

(a)　「非制限デジタル情報」

(b)　「制限デジタル情報」

　－転送モードは「回線交換モード」にセットする。

　－情報転送速度は「64kbit/s」にセットする。

　チャネル識別子情報要素は、表 6-2/JT-Q931 に従ってコーディングされる。
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表 6-2/JT-Q931  網要求チャネルとユーザからの応答－AU からの着信アクセス

(ITU-T Q.931)

「呼設定」(SETUP)メッセージ中に表示されたチャネル

網からユーザ 許容される網の応答

情報チャネル選択 チャネル

変更不可表示

Ｄチャネル選択表示

注３

ユーザから網

Ｂi 変更不可 なし Ｂi

Ｂi 変更可能 なし  Ｂi,Ｂi’ 注１

　記号　B i ：指定された（空き）Ｂチャネル

B i’：他の任意の空きＢチャネル（放送形式の着呼提供には許容されない）

（注１）このコーディングは放送形式の着呼提供には使用されない。

（注２）他の全てのコーディングは無効である。

（注３）Ｄチャネル選択表示は、「なし」の場合は“０”に「あり」の場合は“１”にコーディングす

る。

　着信ユーザまでのＢチャネルコネクションは、節 5.2 に記述されている信号手順を用いて網によって設定

される。呼は、ポイント・ポイントデータリンク上あるいは放送形式データリンク上に「呼設定」(SETUP) メッ

セージを送ることにより提供される。

　ユーザは「呼設定」(SETUP) メッセージに対して、５章に規定されているように応答する。

6.2.2　ISDN バーチャルサーキットサービスからのアクセス（ケースＢ）

　X.25 着呼を提供するために、網は以下のステップをこの順に実行しなければならない。

　 (1) 　チャネル選択－ 着呼で使用する物理チャネル／論理リンクを識別しなければな

らない。網はチャネルを選択するためにユーザプロファイル情

報、網リソース等を用い得る。あるいは、以下の (2)の手順を行

う。

　 (2) 　物理チャネル／論理リンク設定－(1)で物理的なＢチャネルかＤチャネル上の論理リンクが決まら

ないとき、網は節 6.2.2.3 の手順を用い得る。続けて、網は (3)

を行う。

　 (3)　X.25 バーチャルコール設定－ 網は節 6.3 に記述された手順を用いてバーチャルコールを設定す

る。
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　ISDN バーチャルサーキットベアラサービスの構成では、網は新たな着呼パケットを送信するために使用

するチャネル種別を以下のように選択する。

　 (1) 　網とすべてのユーザパケットモード端末間の着呼提供手順（標準 JT-X31 の節 3.2.3.2、節 3.2.3.3 参

照）によって、新たな着呼パケットを ISDN ユーザに通知してもよい。

　 (2) 　PH とコネクションが設定されている端末への着バーチャルコールは Q.931 着呼提供手順（標準

JT-X31 の節 3.2.3.1、節 3.2.3.2 参照）を用いることなく、設定されているアクセスコネクションで直

接端末に提供してもよい。

6.2.2.1　Ｂチャネル

　チャネル交渉なしに X.25 呼がＢチャネルに提供される場合、節 3.2 のメッセージを使用して、節 5.2 に

記述された手順が以下の例外とともに適用される。

　a)　節 5.2.4 に示した分割着呼の手順は適用されない。

　b) 　節 5.2.5.2 に示した「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージおよび「呼出」(ALERT) メッセージの

受信に対する手順は、次の例外とともに適用される。

　　－「呼出」(ALERT) メッセージの受信によって、網は対応する「呼出」(ALERT) メッセージを発信ユー

ザに送ってはならない。

　c)　節 5.2.5.4 で詳述される不完了呼に対する手順は、下記の注とともに適用される。

　　－網は表 6-5/JT-Q931 からの適切な切断原因を使用して発信 X.25 DTE に対し、着 X.25 バーチャルコー

ルを切断復旧する。

　d)　節 5.2.6 に示した着信側インタフェースにおけるインタワークの通知に対する手順は下記の例外とと

もに適用される。

－呼設定中に ISDN 環境に入った呼の場合は利用できない。

－着信ユーザ宅内の中で ISDN 環境から離れた呼の場合は通知は発信側へ送られない。

－インバンドの情報／パターンの場合、利用できない。

　e)　節 5.2.8 に示した通信可に対する手順は次の例外とともに適用される。

－網は発信ユーザへ「応答」(CONN)メッセージを送る手順を開始してはならない。

　f)　節 5.9 に示したユーザ通知に対する手順は適用されない。

　設定済のＢチャネルコネクションを使う場合は、着呼パケットは節 6.3 に従って送信される。

　新たにＢチャネルコネクションを設定する場合は、選択されたユーザの識別は最初に受信した「応答」

(CONN)メッセージのコネクションエンドポイントサフィックス(CES)による。
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6.2.2.2　Ｄチャネル

　Ｄチャネルは、ISDN の PH から ISDN 端末へのアクセス、およびその逆のアクセスを可能にするコネク

ションを提供する。このアクセスは、端末または網への ISDN リンクレイヤコネクション（SAPI=16）を設

定することによって行われる。このリンクレイヤコネクションは節 6.3 に定義されている X.25 レイヤ３手

順に基づいて、パケット通信を提供するために使用することができる。

　レイヤ２手順は標準 JT-Q921 に従う。パケットモードの SAPI(16)を含むすべてのＤチャネルレイヤ２フ

レームは自動的にユーザと PH 機能間でルーティングされるので、Ｄチャネルはパケットアクセスに対して

半固定コネクションを提供する。

　着呼がユーザインタフェースにおいてパケットモードのユーザ端末に提供されるとき、チャネル選択手

順は節 6.2.2.3 の記述に従う。

複数のパケットモード端末がそれぞれ個々のレイヤ２リンクを用いて、Ｄチャネル上で同時に動作する

ことができる。各レイヤ２リンクは、端末と網との間を転送されるフレーム中の該当するＴＥＩ（標準 JT-

Q921 参照）によって識別される。

6.2.2.3　着呼提供

6.2.2.3.1　着呼提供時のチャネル選択

　着呼提供手順は５章の手順とレイヤ３メッセージを用いて行われる。着呼提供手順はＤチャネル上の信

号手順である回線交換呼制御手順が用いられ、チャネル選択が網オプションとして提供されているならば、

チャネル選択手順を伴う。

　５章に記述されている通り、網は、着呼提供に「応答」(CONN)メッセージで最初に応答したユーザを選

択する。選択されたユーザが新たなＢチャネル上に X.25 の呼を設定するよう要求していたならば、網は「応

答確認」(CONN ACK)メッセージをユーザに返送して、チャネルが利用可能であることを知らせる。複数の

端末が「呼設定」(SETUP) メッセージに対して肯定的に応答したならば、網は理由表示＃２６“選択され

なかったユーザの切断復旧”を付加した「解放」(REL) メッセージを送信して、選択されなかった各端末

を切断する。

　選択されたユーザが設定済ＢチャネルまたはＤチャネル上に X.25呼を設定するよう要求していた場合は、

網は理由表示＃７“呼が設定済みのチャネルへ着呼”を付加した「解放」(REL) メッセージを送信して、

「応答」(CONN)メッセージに応答する。網はまた理由表示＃２６“選択されなかったユーザの切断復旧”

を付加した「解放」(REL) メッセージを、肯定的に応答した他のすべての端末に返送する。網はその後に

選択されたチャネル上に X.25 の呼を送信する。

　（注１）「解放」(REL) メッセージと着呼パケットの送信はどちらが先でもよい。

　（注２）網は「解放」(REL) メッセージを送信し、ユーザは「解放完了」(REL COMP)メッセージで応答

する。

　最初に肯定的に応答したユーザが示したチャネルが使用できない状態にあるときは、網は Q.931 呼切断

復旧手順を用い、理由表示＃６“チャネル利用不可”を付加して呼を切断復旧する。「呼設定」(SETUP) メッ

セージ中に示したチャネルをユーザが受け入れない場合、ユーザは理由表示＃３４“利用可回線／チャネ
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ルなし”または理由表示＃４４“要求回線／チャネル利用不可”を付加した「解放完了」(REL COMP)メッ

セージで呼を切断復旧する。

　網オプションや加入時の合意に基づいて、網は特定の着呼に対してアクセスチャネルやアクセスチャネ

ル種別（例えば、ＢまたはＤ）を選ぶ場合がある。

　チャネル識別子情報要素が、情報チャネル選択＝チャネルなし、チャネル変更不可表示＝１、Ｄチャネ

ル選択表示＝１の時、伝達能力情報要素は以下のようにコーディングされる。

－情報転送能力は「非制限デジタル情報」にセットする。

－転送モードは「パケット交換モード」にセットする。

－情報転送速度は「パケット交換モード（０００００）」にセットする。

－ユーザ情報レイヤ２プロトコルは「標準 JT-Q921」にセットする。

－ユーザ情報レイヤ３プロトコルは「標準 JT-X25 パケットレイヤ」にセットする。

それ以外の場合、伝達能力情報要素は以下のようにコーディングされる。

－情報転送能力はａ）「非制限デジタル情報」あるいはｂ）「制限デジタル情報」にセットする。

－転送モードは「パケット交換モード」にセットする。

－情報転送速度は「パケット交換モード（０００００）」にセットする。

－ユーザ情報レイヤ２プロトコルは「標準 JT-X25 リンクレイヤ」にセットする。

－ユーザ情報レイヤ３プロトコルは「標準 JT-X25 パケットレイヤ」にセットする。

　端末がＤチャネル表示設定で応答するならば（表 6-3/JT-Q931 参照）、レイヤ２プロトコルは標準 JT-

Q921(LAPD)が使用される。

　着呼に対するチャネル選択手順は、発信側で選択されたチャネル種別とは無関係である。この点でユー

ザ速度と利用可能な帯域に互換性があれば、両端で使用されるチャネル種別の組合せは任意である。

　この手順で用いられるチャネル選択手順の原則は表 6-3/JT-Q931 に示されている。

　（注３）「空きＢチャネル」と「変更可能」を表示するチャネル識別子情報要素を含んだ着信の「呼設

定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンク上に送信されたときには、着信ユーザは異

なる空きＢチャネルで応答することは許されていない。異なる空きＢチャネルで応答するオプ

ションはポイント・ポイント着呼提供に限定される。

　（注４）パケット交換モード呼の着信を提供する網は、SAPI=0 でパケット交換モード呼の JT-Q931 信号

手順を用いるべきである。（当面の間加入者合意のもとで、JT-Q931 信号手順を提供するために

SAPI=16 で放送形式着信手順を用いる網もあり得る。

本オプションは、パケット交換モード呼に対して以下の制限のもとで JT-Q931 の全手順を用い

るべきである。

すべての呼に対して「指定チャネルはＤチャネルである」を選択し、またチャネル選択手順を

適用しない。SAPI=16 手順をインプリメントする端末は、ポータビリティ確保のため SAPI=0 手

順もインプリメントするべきである。）

（　）内は本標準の対象外である。
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表 6-3/JT-Q931  網要求チャネルとユーザからの応答－パケットモード着信アクセス

(ITU-T Q.931)

「呼設定」(SETUP)メッセージ中に表示されたチャネル

網からユーザ 許容されるユーザの応答

情報チャネル選択 チャネル変更不可表示 Ｄチャネル選択表示

（注２）

ユーザから網

なし ＢｉＢｉ 変更不可

あり Ｂi，Ｄ

なし Ｂi，Ｂi’，ＢjＢｉ 変更可能

あり Ｂi，Ｂi’，Ｂj，Ｄ

なし Ｂj

変更可能

あり Ｂj，Ｄ

チャネルなし

変更不可 あり Ｄ

　記号　Ｂi ：指定された（空き）Ｂチャネル

Ｂi’：他の任意の空きＢチャネル（放送形式の着呼提供には許容されない）

Ｂj ：ユーザの制御により設定済みＢチャネル（無条件通知クラスを契約しているユーザは、ユー

ザに割りあてられている半固定Ｂチャネルを指定してもよい）

Ｄ ：Ｄチャネル

　（注１）他のすべてのコーディングは無効である。

　（注２）Ｄチャネル選択表示は「なし」の場合は“０”に、「あり」の場合は“１”にコード化する。

6.2.2.3.2　情報要素のマッピング

  網によっては、着呼パケット中のすべてあるいは一部の情報を「呼設定」(SETUP) メッセージ中にマッ

ピングするサービス（標準 JT-X31 の節 3.2.3 参照）を提供することがある。X.25 着呼パケットの情報要素

から Q.931「呼設定」(SETUP) メッセージの情報要素へのマッピングを表 6-4/JT-Q931 に示す。着呼パケッ

トはこれらのフィールドを含んだまま送信される。マッピングの条件は標準 JT-X31 の節 3.2.3 参照のこと。
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表 6-4/JT-Q931　X.25 着呼ﾊﾟｹｯﾄの情報から対応する Q.931「呼設定」(SETUP)ﾒｯｾｰｼﾞ情報要素へのﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ

 (ITU-T Q.931)

X.25 着呼パケット中の情報 Q.931「呼設定」(SETUP)中の

対応する情報要素

起呼 DTE アドレス 発番号（注７）

被呼 DTE アドレス 着番号

起呼ユーザデータ ユーザ・ユーザ（注２）

Ａビット（注３） 継続検討中

Ｄビット パケットレイヤバイナリパラメータ

モジュロ パケットレイヤバイナリパラメータ

フロー制御パラメータネゴシエーション パケットサイズ、パケットレイヤ

ウィンドウサイズ

スループットクラスネゴシエーション 情報速度（注５）

ファーストセレクト パケットレイヤバイナリパラメータ

着信課金 着信課金表示

閉域ユーザグループ選択 閉域ユーザグループ

出接可閉域ユーザグループ選択 閉域ユーザグループ

相互形閉域ユーザグループ選択 継続検討中

ファシリティ

転送遅延選択／表示 中継遅延選択表示

着信転送通知／DTE による着信転送通知 転送元番号

起呼アドレス拡張 発サブアドレス

被呼アドレス拡張 着サブアドレス（注６）

エンドツウエンド転送遅延 エンド・エンド中継遅延

最小スループットクラス 情報速度（注４）

優先データネゴシエーション パケットレイヤバイナリパラメータ

優先（プライオリティ） 継続検討中

ファシリティ

保護（プロテクション） 継続検討中

（注１）マッピングの要求は標準 JT-X31３章参照。

（注２）ユーザ・ユーザ情報要素のユーザデータの最大長は網に依存するが、３２または１２８オクテッ

トである。

（注３）Ａビットマッピングは継続検討中。

（注４）この情報は、情報速度情報要素が JT-Q931 の「呼設定」(SETUP) メッセージで提供されるときで

も、必ずしも存在するとは限らない。

（注５）JT-X25 着呼パケットにスループットクラスネゴシエーションが設定されていないとき、そのバー

チャルコールに適用する網のデフォルトスループット値が提供される。
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（注６）網は、X.25 着呼パケットのコーディングが JT-X25(88)に準拠していると仮定して、X.25 着呼パケッ

トの被呼アドレス拡張ファシリティのパラメータフィールドの第１オクテットのビット８、７を

JT-Q931 の「呼設定」(SETUP) メッセージの着サブアドレス情報要素の第３オクテットのサブア

ドレス種別にマッピングする。したがって、着ユーザは、X.25 着呼パケットのコーディングが’

８４年版の ITU-T 勧告 X.25 に準拠しているとき、そのサブアドレス種別は正しくないかもしれな

いことに注意すべきである。

（注７）このマッピングは必須であり、オクテット３ａは、表示識別子が“表示許可”に、網検証識別子

が“網記入”に設定される。

6.2.2.3.3　着呼提供手順なしのチャネル選択

　網とユーザがあらかじめ合意していれば、網は着信ユーザに対して設定済のＢチャネルあるいはＤチャ

ネルリンク上にチャネル選択のための信号手順なしに直接呼をルーティングしてもよい。

6.3　X.25 バーチャルコールの設定と解放

　すべての場合、一旦物理チャネルを選択し、さらに必要なら PH あるいは AU に接続すれば、バーチャル

コールは以下の手順に従って設定される。網によっては、勧告 X.32 の端末識別手順の一部も必要であるか

も知れない。

6.3.1　リンクレイヤの設定と解放

　リンクレイヤ（B チャネル上の LAPB あるいは D チャネル上の LAPD）の設定は、次によって開始され

る。

－発呼の場合、発信端末

－ケースＡの着呼の場合、AU

－ケースＢの着呼の場合、PH

リンクレイヤの解放は次によって開始され得る。

－端　末

－ケースＡの場合、AU

－ケースＢの場合、PH

6.3.2　パケットレイヤバーチャルコールの設定と解放

　レイヤ３の呼設定と解放には X.25 パケットレイヤ手順が用いられる。パケットレイヤ手順は、更にリン

クレイヤの設定状態あるいは解放状態を制御、監視することが可能である。

　ケースＢでは、PH はタイマ T320（標準 JT-Q931 に定義された）を保持してもよい。T320 は、もしイン

プリメントされているならば、次の場合に起動される。

　 (a) 　最後のバーチャルコールの切断時

　 (b) 　発信Ｂチャネルアクセスコネクションの場合、網による「応答」(CONN)メッセージの送信時

　 (c) 　着信Ｂチャネルアクセスコネクションの場合、網による「応答確認」(CONN ACK)メッセージの送

信時

　 (d) 　Ｄチャネルアクセスコネクションのためのリンクレイヤ設定時
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　タイマ T320 は次の場合に停止される。

(a)　最初の（次の）バーチャルコール設定時

(b)　ユーザからの Q.931 切断復旧メッセージの受信時

(c)　Ｄチャネル上の SAPI=16 リンクの切断時

　タイマ T320 の満了により PH はリンクレイヤを解放し、Ｂチャネルアクセスの場合、Ｂチャネルの切断

復旧を開始する。

　X.25 論理チャネルは、それらの下位の論理リンクと関連している。特に、パケット通信にＢチャネルを

用いた場合、論理チャネルとそれらの下位の LAPB 論理リンクには関連性がある。従って、それぞれ異な

るＢチャネル上で同一の論理チャネル番号が同時に使われることがある。

6.4　呼の切断復旧

6.4.1　Ｂチャネルアクセス

　交換形コネクションの切断は、節 5.3 に記述されている呼切断復旧のためのＤチャネル信号手順に従って

実行される。PSPDN サービスへアクセスするためには、例外は適用されない。ISDN バーチャルサーキッ

トサービスの場合は、節 3.2 のメッセージが用いられ、下記の例外が適用される。

　・節 5.3.1 の用語で定義されている用語の「ISDN 回線交換接続」は、「呼毎パケットモードアクセスコ

ネクション」に置き換えて適用される。

　・節 5.3.2 で詳述されている例外条件 (f) は適用されない。

　・節 5.3.4.1 のトーンとアナウンスをともなう切断復旧手順は用いられない。

　Ｂチャネルは、ユーザによっていつでも切断復旧され得るが、一般的にはそのＢチャネル上の最後のバー

チャルコールの切断復旧に引き続いて切断される。

　ケースＢの ISDN バーチャルサーキットサービスで、X.25 バーチャルコールがＢチャネル上に存在して

いる間にユーザが Q.931 の切断復旧メッセージを使用してＢチャネルアクセスを切断復旧すると、網は切

断原因＃１７“リモート手順誤り”、診断符号＃64“呼設定、呼切断または登録の問題（呼設定の問題）”

を付加して X.25 バーチャルコールを切断する。

　ケースＢの場合、X.25 データ転送フェーズ中に、PH が Q.931 の初期設定表示を受信すると、X.25 バー

チャルコールは以下のように扱われる。

　・パケットハンドラへの呼毎コネクションによって設定された交換形バーチャルサーキットに対しては、

切断原因＃９“障害”、診断符号＃０“追加情報なし”を付加した X.25 切断指示パケットが送られる。

　・パケットハンドラへのセミパーマネントコネクションによって設定されたバーチャルコールに対して

は、何の処理も実行されない。

　タイマ T320 の満了で、網は、X.25 のリンクレイヤとアクセスコネクションを切断復旧し得る。Ｂチャネ

ルの切断復旧は、上記の例外を除き、節 5.3 に記述されているように、理由表示＃１０２“タイマ満了によ

る復旧”を付加しておこなわれる。

6.4.2　Ｄチャネルアクセス

　Ｄチャネルアクセスコネクションは節 6.3 に記述されている切断手順を用いて切断復旧される。
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6.4.3　追加の誤り処理情報

　ISDN アクセスコネクションの誤りが発生した場合または X.25 バーチャルコールが早切りされた場合、

節 5.8 の規則が適用される。さらに、使用に適した理由表示／切断原因を決めるために、以下の規則が優先

順位に従って適用される。

　 (1) 　X.25 データ転送フェーズ中に PH が標準 JT-Q931 の切断復旧メッセージあるいは「初期設定」(REST)

メッセージを受け取ったならば、節 6.4.1 が適用される。

　 (2) 　通常、ISDN アクセスコネクションが相手ユーザに標準 JT-Q931 メッセージを用いて拒否されたな

らば、X.25 バーチャルコールは切断指示パケットと診断符号＃０“追加情報なし”を伴う切断原因

＃０“DTE 復旧”を使って切断復旧される。

　網によっては、表 6-5/JT-Q931 にしたがって X.25 の切断原因に対応する標準 JT-Q931 の理由表示

をマッピングする。

　 (3) 　標準 JT-Q931 の「呼設定」(SETUP) メッセージをユーザ・網インタフェースに送信するのを妨げ

る条件が存在するならば、X.25 バーチャルコールは切断指示パケットを使用して切断復旧される。

表 6-5/JT-Q931 は適切な切断原因を選択するためのガイドラインとなる。すなわち、インタフェース

の条件を示す標準 JT-Q931 理由表示の X.25 へのマッピングが使用される。

　 (4) 　標準 JT-Q931 の「呼設定」(SETUP) メッセージがユーザ・網インタフェースを経由して送られて、

タイマ T303 の２回目の満了以前に応答がないならば、規則(3)が適用される。

　 (5) 　標準 JT-Q931 の「呼設定」(SETUP) メッセージがユーザ・網インタフェースを経由して送られて、

呼の拒否とは異なるが、ISDN アクセスコネクションの切断復旧となるような応答をユーザから受け

取ったならば、X.25 バーチャルコールは切断指示パケットを使用して切断復旧される。その切断指

示パケットには診断符号＃64“呼設定、呼切断あるいは登録の問題”を伴う切断原因＃１７“リモー

ト手順エラー”が含まれる。

　 (6) 　発信ユーザからの X.25 復旧要求パケットを、着信ユーザへの X.25 着呼パケットの送信に先立っ

て受信したならば（早切り）、PH は発信ユーザに切断確認パケットを送り、アクセスコネクション

は以下のように扱われる。

・標準 JT-Q931 の「呼設定」(SETUP) メッセージが無条件通知クラス（標準 JT-X31 の節 3.2.3 参照）

であった場合、もし設定されているならば、アクセスコネクションは切断復旧される。標準 JT-Q931

の切断復旧メッセージは、表 6-6/JT-Q931 に記述されている適切な理由表示を含む。

・標準 JT-Q931 の「呼設定」(SETUP) メッセージが条件付き通知クラス（標準 JT-X31 の節 3.2.3 参

照）で、その標準 JT-Q931 の「呼設定」(SETUP) メッセージに対して肯定的に応答する端末が、

少なくとも１つあるならば以下の２つのオプション中から選択される。

 (a)　アクセスコネクションは、無条件通知クラスに関して述べられているように切断復旧される。

 (b)　アクセスコネクションは、確立されて、タイマ T320 がスタートする。タイマ T320 の満了によ

りアクセスコネクションは切断復旧される。この理由表示は＃１０２“タイマ満了による復旧”

で診断情報はタイマ T320 を表示する。
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6.4.4　理由表示／切断原因のマッピング

6.4.4.1　PSPDN サービスへの／からのアクセス（ケースＡ）

　AU は、ISDN あるいは PSPDN から送信された理由表示／切断原因間のマッピングをするとき、6.4.4.2

節の手順に従うのが望ましい。

6.4.4.2　ISDN バーチャルサーキットサービスへの／からのアクセス（ケースＢ）

　標準 JT-Q931 と標準 JT-X25 の間で理由表示／切断原因のマッピングが必要な場合がいくつかある。ISDN

網は標準 JT-Q931 と標準 JT-X25 の間で理由表示／切断原因のマッピングを行うため、表 6-5/JT-Q931、表

6-6/JT-Q931 を使用する。付録Ⅱの図にいくつかの例を示す。



ＪＴ－Ｑ９３１ - 210 -

表 6-5/JT-Q931  Q.931 理由表示フィールドから X.25 切断原因フィールドへのマッピング

(ITU-T Q.931)

項番 Q.931 理由表示 ｺｰﾄﾞ Q.931 診断情報 X.25 切断原因 ｺｰﾄﾞ X.25 診断 ｺｰﾄﾞ

  1 欠  番   1 条件：不明、一時

的、永続的

接続不可  13 無効被呼アドレス  67

  2 相手へのルートなし   3 条件：不明、一時

的、永続的

接続不可  13 無効被呼アドレス  67

  3 チャネル利用不可   6 （なし） リモート手順

誤り

 17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

  4 正常切断  16 条件：不明、一時

的、永続的

DTE 復旧   0 追加情報なし   0

  5 着ユーザビジー  17 （なし） 相 手 DTE ビ

ジー

  1 使用可論理チャネ

ルなし

 71

  6 着ユーザレスポン

スなし

 18 （なし） リモート手順

誤り

 17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

  7 着ユーザ応答なし

  （呼出中）

 19 （なし） リモート手順

誤り

 17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

  8 通信拒否  21 条件：不明、一時

的、永続的

／ユーザ提

供の情報

DTE 復旧   0 追加情報なし   0

  9 相手加入者番号変

更

 22 新相手加入者番号 接続不可  13 無効被呼アドレス  67

 10 着側インタフェー

ス起動不可

 27 （なし） 障  害   9 追加情報なし   0

 11 無 効 番 号 フ ォ ー

マット

（不完全番号）

 28 （なし） ローカル手順

誤り

 19 無効被呼アドレス  67

 12 その他の正常

クラス

 31 （なし） DTE 復旧   0 追加情報なし   0

 13 利 用 可 能 回 線 ／

チャネルなし

 34 （なし） 相 手 DTE ビ

ジー

  1 使用可論理チャネ

ルなし

 71

 14 網障害  38 （なし） 障  害   9 追加情報なし   0
 15 一時的失敗  41 （なし） 障  害   9 追加情報なし   0
 16 交換機輻輳  42 （なし） 網輻輳   5 追加情報なし   0
 17 要求回線／チャネ

ル利用不可

 44 （なし） 相 手 DTE ビ

ジー

  1 使用可論理チャネ

ルなし

 71

 18 その他のリソース

使用不可クラス

 47 （なし） 網輻輳   5 追加情報なし   0

 19 サービス品質(QOS)
利用不可

 49 条件：不明、一時

的、永続的

網輻輳   5 追加情報なし   0

 20 伝達能力不許可  57 属性番号 相手プロトコ

ル不一致

 33 追加情報なし   0

21 現在利用不可伝達

能力

 58 属性番号 リモート手順

誤り

 17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 22 その他のサービス

利用不可クラス

 63 （なし） リモート手順

誤り

 17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64
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表 6-5/JT-Q931（つづき）

項番 Q.931 理由表示 ｺｰﾄﾞ Q.931 診断情報 X.25 切断原因 ｺｰﾄﾞ X.25 診断 ｺｰﾄﾞ

 23 未提供伝達能力指定  65 属性番号 相手プロトコル

不一致

 33 追加情報なし   0

 24 未提供チャネル種別

指定

 66 チャネルタイプ リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 25 その他のサービス又

はオプションの未提

供クラス

 79 （なし） リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 26 無効呼番号値指定  81 （なし） リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 27 無効チャネル番号使

用

 82 チャネル識別 リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 28 端末属性不一致  88 パラメータ不一致 相手プロトコル不

一致

 33 追加情報なし   0

 29 その他の無効メッ

セージクラス

 95 （なし） リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 30 必須情報要素不足  96 情報要素識別子 リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 31 メッセージ種別未定

義又は未提供

 97 メッセージタイプ リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 32 呼状態とメッセージ

不一致、又はメッ

セージ種別未定義又

は未提供

 98 メッセージタイプ リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 33 情報要素／パラメー

タ未定義または未提

供

 99 情報要素識別子 リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 34 情報要素内容無効 100 情報要素識別子 リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 35 呼状態とメッセージ

不一致

101 メッセージタイプ リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 36 タイマ満了による

回復

102 タイマ番号 リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 37 その他の手順誤りク

ラス

111 （なし） リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

 38 その他のインタワー

キングクラス

127 （なし） リモート手順誤り  17 呼設定、呼切断

又は登録の問題

 64

（注１）X.25 データ転送フェーズ中に切断が起きたとき、節 6.4.1 に記述されている手順が用いられる。

（注２）X.25 データ転送フェーズ中に標準 JT-Q931 の「初期設定」(RESTART) メッセージが受信された

とき、交換されたバーチャルサーキットは、切断原因＃９“障害”で診断符号＃０“追加情報な

し”を含む切断指示パケットにより切断される。パーマネントバーチャルサーキット上には、同

じ切断原因と診断符号を含んだ X.25 リセットパケットが送られるであろう。



ＪＴ－Ｑ９３１ - 212 -

表 6-6/JT-Q931  着呼の早切りのための X.25 切断原因から Q.931 理由表示へのマッピング

(ITU-T Q.931)

切断指示パケット中の X.25 切断原因 Q.931 エラー条件

項番 X.25/X.96 切断原因 ｺｰﾄﾞ 　診　断 ｺｰﾄﾞ Q.931 理由表示 ｺｰﾄﾞ 診  断

１ DTE 復旧   0 追加情報なし   0 正常切断  16 （なし）

1XX DTE が設定  XX

２ 網輻輳   5 追加情報なし   0 交換機輻輳  42 （なし）

３ 障  害   9 追加情報なし   0 着側インタフェース

起動不可

 27 （なし）

４ リモート手順誤り  17   （任意） その他の手順誤りクラ

ス

111 （なし）

（注）上記のように X.25 から Q.931 へのマッピングを提供する代わりに、網のオプションとして Q.931 理

由表示へマッピングせず、X.25 切断指示パケットから切断原因をコピーすることにより、PH は、オ

クテット３で『ITU-T コーディング標準』、オクテット３ａで『X.25』を通知する Q.931 理由表示情

報要素をコーディングし、オクテット４、５を標準 JT-X25 に従ってコーディングしてもよい。

6.5　アクセスの衝突

　ユーザのパケット交換モード発呼の要求と同時に網がそのインタフェースにおいてパケット交換モード

呼を提供するとき、網は着呼に優先権を与える。もし、着呼を受け付けることがユーザの発呼要求の必要

性を満たすとユーザが決定するならば、ユーザは発呼要求を切断復旧し着呼を受け付ける。

７．ユーザ信号ベアラサービス呼制御手順

7.1　概　要

　本サービスは、回線交換呼を設定することなしにユーザ・ユーザ信号により通信することをユーザに許

す。

一時的な信号コネクションが回線交換呼の制御と同様の方法で設定され、解放される。

7.2　呼設定

　呼設定手順は、以下の修正も含め節 5.1、5.2 で規定した通りである。

　発呼要求時、発信ユーザは伝達能力及びチャネル識別情報要素により SAPI=0 の一時的信号コネクション

を識別する「呼設定」(SETUP) メッセージを送出する。

　「呼設定」(SETUP) メッセージでは、これを表示するため以下のように符号化される。
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　・伝達能力情報要素

情報転送能力 ： 非制限ディジタル情報

転送モード ： パケット

ユーザ情報レイヤ２プロトコル ： JT-Q921

ユーザ情報レイヤ３プロトコル ： JT-Q931

・チャネル識別子情報要素

変更不可表示 ： 変更不可

Ｄチャネル選択表示 ： Ｄチャネルである。

情報チャネル選択 ： チャネルなし

　要求された一時的な信号コネクションサービスは認められていない又は有効でないと判断した場合、網

は以下に示す理由表示のうちの１つを用いて、節 5.3.2 (a)または節 5.3.2 (c)に従って呼の切断復旧を開始す

る：

(a)　＃５７　“伝達能力不許可”

(b)　＃５８　“現在利用不可伝達能力”

(c)　＃６３　“その他のサービス又はオプションの利用不可クラス”

(d)　＃６５　“未提供伝達能力指定”

　着信ユーザは発信ユーザに対し「応答」(CONN)メッセージを送出することにより、一時的信号コネクショ

ン要求を受け付ける。

　着信ユーザは「応答確認」(CONN ACK)メッセージの受信後「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージの

送出を開始してもよい。

  発信ユーザは「応答」(CONN)メッセージを受信すると、「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージの送出

を開始することができる。

7.3　「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージの転送

　一時的信号コネクションが設定された後、両者ユーザはユーザ網インタフェースを介して「ユーザ情報」

(USER INFO) メッセージを転送することにより両者間の情報を交換することができる。

　網は発側から着側、又はその逆にそのようなメッセージの転送を提供する。「ユーザ情報」(USER INFO)

メッセージは、呼番号、プロトコル識別子、節 3.3.13 で規定されるユーザ・ユーザ情報要素を含んでいる。

モアデータ情報要素は生成ユーザから相手ユーザに同じブロックに属する情報を含む他の「ユーザ情報」

(USER INFO) メッセージが続くことを表示するため、「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージに含まれ得

る。

　モアデータ情報要素の利用は網によって監視されない。

7.4　「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージの輻輳制御

　網またはユーザは必要な場合、輻輳制御レベルの情報要素を含んだ「輻輳制御」(CONG CON)メッセージ

によって、ユーザまたは網からの「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージの転送のフロー制御を行う。輻

輳制御レベルの２つの通知は、受信不可と受信可が規定される。受信不可通知を受信した場合、ユーザま

たは網は「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージ送信を中断しなければならない。受信可通知を受信した

場合には、送信は再開され得る。

　受信不可通知を送信した後で、網又はユーザは引き続いて受信した「ユーザ情報」(USER INFO) メッセー

ジを破棄する。
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　「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージを破棄した場合、いつでも可能ならば網またはユーザは受信不

可通知の「輻輳制御」(CONG CON)メッセージを送信する。

「輻輳制御」(CONG CON)メッセージには理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”も含まれる。

網は、引き続いてメッセージを送信可能であることを示す輻輳レベルが受信可通知に設定された「輻輳

制御」(CONG CON)メッセージの送信によって、フロー制御制限が解除されたことをユーザに通知しなけれ

ばならない。このメッセージの送信については、次の実装オプションがありえる。

(a)  フロー制御制限が解除された後、即座に送信する。

(b)  フロー制御制限が解除された後の、最初の「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージに対する応答とし

て送信する。

(c)  上記の両方のケースとして送信する。

　受信可通知の受信は次の受信可通知を受信する以前に”n”個を越える「ユーザ情報」(USER INFO) メッセー

ジが送信されないことを示す。

　nの初期値がバーストパラメータ xに等しいときは、それぞれの方向に n個メッセージの送信に対するバー

スト能力が可能である。n の値はユーザがメッセージを送信するごとに 1 ずつ減少され、一定の期間 T(T=10

秒)ごとに yずつ増加される。ただし n は x を超えない。すなわち n+y≦x である。

バーストパラメータ x は x=16 に、

補充パラメータ yは y=8 に設定される。

　（注）網によっては、さらに大きな x と y の値をサポートするが、国際インタフェースにまたがる場合

の x と y は上記の値に設定されなければならない。ユーザ網間の合意なしにさらに大きな値を使

用する場合は、網は適切な動作をとる必要がある。

　網は、網の設定した輻輳の限界を越えて「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージを受信した場合、処理

できないメッセージを破棄し、最初に破棄されたメッセージに対して輻輳制御通知で応答する。また網は、

フロー制御の制限の解除後最初に受信する「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージに対して、さらにメッ

セージが送信可能である通知を返すことにより応答する。

　輻輳制御手順そのものはローカルな手順とみなされるべきである。輻輳制御手順のリモートへの適用は

将来の課題である。

7.5　呼切断復旧

　一時的信号コネクションの切断復旧はユーザ又は網により「解放」(REL) メッセージを送出することに

より開始できる。

　引き続く切断復旧手順、含まれるタイマは節 5.3.3 及び節 5.3.4 の回線交換コネクションの切断復旧と同

様である。

7.6　エラー状態の処理

　データリンクリセットあるいは故障に対して、D チャネル上の全ての一時的信号コネクションは節 7.5 に

従って解放される。データリンクリセットに対しては、理由表示＃４１“一時的失敗”を含む解放メッセー

ジが、ローカルおよびリモートユーザの両方に送信される。データリンク故障に対しては、理由＃２７”相

手端末故障中”を含む解放メッセージがリモートユーザに送信され、ローカルな一時的信号コネクションは

内部的に解放される。
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7.7　初期設定手順

　一時的信号コネクションのリスタート処理については、節 5.5.2 に記述されている。初期設定表示情報要

素が“全てのインタフェース”あるいはＤチャネルを含む“１つのインタフェース”と設定された「初期

設定」(RESTART) メッセージを受信した場合、D チャネル上の全ての一時的信号コネクションは解放され

る。初期設定の間、リモートユーザへの解放メッセージは、理由表示＃４１“一時的失敗”を含む。

８．回線交換モードマルチレート（64kbit/s ベースレート）手順

　この節では、回線交換モードマルチレート（64kbit/s ベースレート）伝達能力をサポートする場合のＤチャ

ネル信号方式の手順について記述する。

　これらの手順は、サポートされる伝達能力またはテレサービスがマルチレート（64kbit/s ベースレート）

の伝達能力を必要とする場合に不可欠であるが、それ以外の場合は不要である。

　以下に示された場合を除き、５章の手順を適用しなければならない。

8.1　発側インタフェースでの呼設定

8.1.1　整合性情報

　伝達能力情報要素は、以下の例外事項を除き、節 4.5.5（伝達能力）と同様にコード化しなければならな

い。

　1)　オクテット３は、非制限ディジタル情報としてコード化しなければならない。

　2) 　オクテット４は、回線交換モードとしてコード化し、情報転送速度（ビット５～１）は以下のよう

にコード化しなければならない：

ビット

５４３２１ 回線交換モード

１１０００ マルチレート（64kbit/s ベースレート）

　3) 　オクテット 4.1（レートマルチプライヤ）を含めなければならない。ビット８は拡張用で、１に設定

しなければならない。ビット７～１には、情報転送速度サブフィールドに含まれるマルチレートコー

ドポイントに適用されるレートマルチプライヤの２進コードが含まれる。ビット１は最下位ビットで

ある。レートマルチプライヤの値の範囲は２～３０であり、他の全ての値は予約されている。オクテッ

ト 4.1 は、転送速度がマルチレート用にコード化されている場合にのみ、含めなければならない。

　（注）情報転送速度が 384kbit/s、1536kbit/s、または 1920kbit/s の時は、マルチレート（64kbit/s ベースレー

ト）コードポイントと関連するレートマルチプライヤフィールドを使用する代わりに、伝達能力

情報要素内の情報転送速度を、それぞれ 384kbit/s（１００１１）、1536kbit/s（１０１０１）、ま

たは 1920kbit/s（１０１１１）としてコード化することが可能である。

8.1.2　チャネル選択

　マルチレート呼のために選択されるチャネルは１つのインタフェース上にあり、また「呼設定」(SETUP)

メッセージで表示されなければならない。チャネル選択を完了するためには、節 5.1.2 および節 5.2.3.1 の手

順に従わなければならない。

　チャネル識別子情報要素は、節 4.5.13 に従ってコード化される。

　識別されるチャネル数は、伝達能力情報要素で示される情報転送速度を示すものでなければならない。

チャネル識別子情報要素内のチャネルまたはインタフェースで示された情報転送速度が、伝達能力情報要

素内の情報転送速度と一致しない場合は、節 5.8.6.2 の手順を適用しなければならない。
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　着呼および発呼で選択されたチャネルが、各々別のタイムスロットから構成されない時は、チャネル選

択の競合が発生する。チャネル選択の競合が発生した時は、節 5.7 の手順を適用しなければならない。

　網によっては、アクセスにおいて以下の処理のいずれか、または両方を行うことがある：

　1)　連続チャネル割当て（各チャネルは１つのインタフェース内で連続していなければならない）

　（注）（Ｄチャネルを含む）2048kbit/s インタフェースの場合、チャネル１５と１７は連続しているもの

とする。

　2) 　非連続チャネルの割当て（各チャネルは１つのインタフェース内で連続または非連続とすることが

可能である）

　網によっては、384kbit/s および／または（2048kbit/s のインタフェースにおいて）1536kbit/s が、指定さ

れた連続タイムスロットを占有することが必要な場合もある(JT-I431 付録 1, JT-I431-b 付録１,付録２参照）。

　一次群速度インタフェースのインタフェース全体が使用される場合（すなわち、1544kbit/s のインタフェー

スで 24B チャネル、または 2048kbit/s のインタフェースで 30B チャネルが使用される場合）、チャネル識

別子情報要素のオクテット 3.2 および 3.3 を含めてはならない。

　基本アクセスインタフェースのインタフェース全体が使用される場合（すなわち、2B チャネルが使用さ

れる場合）、チャネル識別子情報要素のオクテット 3.2 および 3.3 を含めてはならない。また情報チャネル

選択は“１１”任意チャネルとしてコード化する。

　節 5.1.2 の（ａ）および（ｂ）の場合で、示されたＢチャネル全てが利用可能な場合、網は呼に対してそ

れらを選択しなければならない。

　（ｂ）の場合で、要求されたＢチャネルを網が許容できない場合は、Ｄチャネルに関連した同一アクセ

ス上の他の利用可能なＢチャネルを選択して、要求されたが利用できないＢチャネルと置き換えるか、ま

たは全てのＢチャネルをＤチャネルにより制御される他のインタフェースより選択しなければならない。

　（注）利用できないＢチャネルのみを変更するか、または全てのＢチャネルを変更するかは、今後の検

討課題とする。

　（ｃ）の場合、網は利用可能な適切なＢチャネルを選択しなければならない。

　（ａ）の場合で、指定されたＢチャネルが利用できない場合、また（ｂ）および（ｃ）の場合で、利用

可能なＢチャネルが不十分な場合、網は節 5.3 に記述されているように、理由表示＃４４“要求回線／チャ

ネル利用不可”、または理由表示＃３４“利用可回線／チャネルなし”を含む「解放完了」(RELEASE

COMPLETE)メッセージを送信する。

　理由表示値の使用方法は、以下に示される：

　1) 　発信のユーザまたは着信のユーザが、マルチレート回線モード伝達能力の許可されたユーザでない

時は、理由表示＃５７“伝達能力不許可”が発信ユーザに返されなければならない。

　2) 　（公衆または私設）網が指定された転送速度または伝達能力をサポートできない時は、理由表示＃

６５“未提供伝達能力指定”が発信ユーザに返されなければならない。

　3) 　１つのインタフェースでのチャネル数が、要求された情報転送速度をサポートするには不十分な時

は、理由表示＃３４“利用可回線／チャネルなし”、または理由表示＃１７“着ユーザビジー”が発

信ユーザに返されなければならない（付録Ｉに示されている JT-Q850 参照）。
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8.1.3　インタワーキング

　以下のそれぞれの間でインタワーキングが可能である：

　1) 　情報転送速度が 64kbit/s の場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと、64kbit/s 非

制限回線モードサービスに加入したユーザ。

　2) 　情報転送速度が 384kbit/s の場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと、384kbit/s

非制限回線モードサービスに加入したユーザ。

　3) 　情報転送速度が 1536kbit/s の場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと、1536kbit/s

非制限回線モードサービスに加入したユーザ。

　4) 　情報転送速度が 1920kbit/s の場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと、1920kbit/s

非制限回線モードサービスに加入したユーザ。

　その他の情報転送速度が指定された時は、マルチレート回線モード伝達能力と他のサービス間のインタ

ワーキングは不可能である。

8.2　着側インタフェースでの呼設定

8.2.1　整合性情報

　伝達能力情報要素は、以下の例外事項を除き、節 4.5.5（伝達能力）と同様にコード化しなければならな

い。

　1)　オクテット３は、非制限ディジタル情報としてコード化しなければならない。

　2) 　オクテット４は、回線交換モードとしてコード化し、情報転送速度（ビット５～１）は以下のよう

にコード化しなければならない：

ビット

５４３２１ 回線交換モード

１１０００ マルチレート（64kbit/s ベースレート）

　3) 　オクテット 4.1（レートマルチプライヤ）を含めなければならない。ビット８は拡張用で、１に設定

しなければならない。ビット７～１には、情報転送速度サブフィールドに含まれるマルチレートコー

ドポイントに適用されるレートマルチプライヤの２進コードが含まれる。ビット１は最下位ビットで

ある。レートマルチプライヤの値の範囲は２～３０であり、他の全ての値は予約されている。オクテッ

ト 4.1 は、転送速度がマルチレート用にコード化されている場合にのみ、含めなければならない。

　（注）情報転送速度が 384kbit/s、1536kbit/s、または 1920kbit/s の時は、マルチレート（64kbit/s ベースレー

ト）コードポイントと関連するレートマルチプライヤフィールドを使用する代わりに、伝達能力

情報要素内の情報転送速度を、それぞれ 384kbit/s（１００１１)、1536kbit/s（１０１０１)、または

1920kbit/s（１０１１１）としてコード化することが可能である。

8.2.2　チャネル選択

　マルチレート呼のために選択されるチャネルは１つのインタフェース上にあり、また「呼設定」(SETUP)

メッセージで表示されなければならない。チャネル選択を完了するためには、節 5.1.2 および節 5.2.3.1 の手

順に従わなければならない。

　チャネル識別子情報要素は、節 4.5.13 に従ってコード化される。

　識別されるチャネル数は、伝達能力情報要素で示される情報転送速度を示すものでなければならない。

チャネル識別子情報要素内のチャネルまたはインタフェースで示された情報転送速度が、伝達能力情報要

素内の情報転送速度と一致しない場合は、節 5.8.6.2 の手順を適用しなければならない。
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　着呼および発呼で選択されたチャネルが、各々別のタイムスロットから構成されない時は、チャネル選

択の競合が発生する。チャネル選択の競合が発生した時は、節 5.7 の手順を適用しなければならない。

　網によっては、アクセスにおいて以下の処理のいずれか、または両方を行うことがある：

　1)　連続チャネル割当て（各チャネルは１つのインタフェース内で連続していなければならない）

　（注）（Ｄチャネルを含む）2048kbit/s インタフェースの場合、チャネル１５と１７は連続しているもの

とする。

　2) 　非連続チャネルの割当て（各チャネルは１つのインタフェース内で連続または非連続とすることが

可能である）

　網によっては、384kbit/s および／または（2048kbit/s のインタフェースにおいて）1536kbit/s が、指定さ

れた連続タイムスロットを占有することが必要な場合もある(JT-I431 付録１, JT-I431-b 付録１,付録２参照）。

　一次群速度インタフェースのインタフェース全体が使用される場合（すなわち、1544kbit/s のインタフェー

スで 24B チャネル、または 2048kbit/s のインタフェースで 30B チャネルが使用される場合）、チャネル識

別子情報要素のオクテット 3.2 および 3.3 を含めてはならない。

　基本アクセスインタフェースのインタフェース全体が使用される場合（すなわち、2B チャネルが使用さ

れる場合）、チャネル識別子情報要素のオクテット 3.2 および 3.3 を含めてはならない。また情報チャネル

選択は“１１”任意チャネルとしてコード化する。

　理由表示値の使用方法は、以下の勧告で規定される：

　1) 　（公衆または私設）網が指定された転送速度または伝達能力をサポートできない時は、理由表示＃

６５“未提供伝達能力指定”が発信ユーザに返されなければならない。

　2) 　発信ユーザが、マルチレートサービスに加入していないユーザの呼出しを行おうとした時は、網は

呼の切断を開始し理由表示＃５７“伝達能力不許可”が発信ユーザに返されなければならない。

　3) 　１つのインタフェースでのチャネル数が要求された呼をサポートするのに十分ではあるが、空きチャ

ネルが十分でない場合には、理由表示＃１７“着ユーザビジー”が発信ユーザに返される。しかし、

１つのインタフェースでのチャネル数が要求された呼をサポートするのに不十分の場合には、理由表

示＃６５“未提供伝達能力指定”が発信ユーザに返される。

8.2.2.1　ポイント・ポイント構成

　節 5.2.3.1 の（１）および（２）の場合で、示されたトラヒックチャネルが全て利用可能な場合、ユーザ

はそれらを呼処理のために選択しなければならない。

　（２）の場合で、要求されたアクセスチャネルをユーザが許容できない場合は、Ｄチャネルに関連し同

じアクセス上の他の利用可能なアクセスチャネルを選択して、要求されたが利用できないアクセスチャネ

ルと置き換えるか、またはＤチャネルにより制御される他のインタフェース上のチャネルを選択しなけれ

ばならない。

　（注）利用できないＢチャネルのみを変更するか、または全てのＢチャネルを変更するかは、今後の検

討課題とする。

　（３）の場合、ユーザは利用可能な適切なアクセスチャネルを選択しなければならない。
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　（１）の場合で、指定されたアクセスチャネルが利用できない場合、また（２）および（３）の場

合で、利用可能なアクセスチャネルが不十分な場合、ユーザは節 5.3.3 に記述されているように、理由

表示＃４４“要求回線／チャネル利用不可”、または理由表示＃３４“利用可回線／チャネルなし”

を含む「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージを送信する。

8.2.2.2　ポイント・マルチポイント構成

　節 5.2.3.2 の１）の場合で、示されたトラヒックチャネルがすべて利用可能な場合、ユーザはそれらを呼

処理のために選択しなければならない。

8.2.3　インタワーキング

　以下のそれぞれの間でインタワーキングが可能である：

　1) 　情報転送速度が 64kbit/s の場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと、64kbit/s 非

制限回線モードサービスに加入したユーザ。

　2) 　情報転送速度が 384kbit/s の場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと、384kbit/s

非制限回線モードサービスに加入したユーザ。

　3) 　情報転送速度が 1536kbit/s の場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと、1536kbit/s

非制限回線モードサービスに加入したユーザ。

　4) 　情報転送速度が 1920kbit/s の場合、マルチレート回線モード伝達能力に加入したユーザと、1920kbit/s

非制限回線モードサービスに加入したユーザ。

　その他の情報転送速度が指定された時は、マルチレート回線モード伝達能力と他のサービス間のインタ

ワーキングは不可能である。

8.3　呼の切断復旧

　ユーザまたは網によって呼が切断復旧された場合、その呼に関連するすべてのチャネルが切断されねば

ならない。

8.4　初期設定手順

　Ｂチャネルは、マルチレート伝達能力内での使用と無関係に初期設定可能である。１つのＢチャネルが

初期設定された場合、Ｑ９３１のエンティティは呼を切断しなければならない。

8.5　呼の再接続

　節 5.6 の手順は適用されない。



ＪＴ－Ｑ９３１ - 220 -

９．システム・パラメータ・リスト

　次頁以降に掲げるタイマの表は記述が要約されている。

　詳細は明確な記述のある５章、６章を参照すること。

9.1　網側のタイマ

　表 9-1/JT-Q931 に指定されているタイマは、インタフェースの網側で管理される。

9.2　ユーザ側のタイマ

　表 9-2/JT-Q931 に指定されているタイマは、インタフェースのユーザ側で管理される。

　タイマ T305、T308 及び T313 は、全てのユーザ側で必須である。
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9-1/JT-Q931　網側にあるタイマ(1/4)
(ITU-T Q.931)

タ イ マ

番    号

デフォルト

タイムアウト値
呼の状態 開 始 条 件 正 常 停 止 条 件 １回目満了時の動作

２回目満了時の

動作
備    考

T302 １０～１５秒

注５

分割発呼 「呼設定確認」
 (SETUP ACK)送信時。
「付加情報」(INFO)受
信で T302 再開始。

送信完了通知
網内“呼出”、“応答要求”を
受信した時。

呼情報が不完全であれ
ば、呼を切断復旧する。
さもなければ「呼設定受
付」(CALL PROC) を送
信。

必  須

T303 ４秒

注１

着呼 「呼設定」(SETUP)
送信時。

｢呼出」(ALERT)､「応答｣
(CONN)、「呼設定受付」(CALL
PROC)、又は「呼設定確認」
(SETUP ACK)を受信した時。
ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ のﾃﾞｰﾀﾘﾝｸで「呼設
定」(SETUP) を送信していれば
「解放完了」(REL COMP)を受信
した時。

「呼設定」(SETUP)を再
送信し T303 を再開始す
る。もし「解放完了」（REL
COMP)が受信されていれ
ば呼を切断復旧する。

網内の接続を切
断復旧させ呼の
廃棄状態へ移
行。

必  須

T304 ２０秒
（暫定値）

分割着呼 「呼設定確認」(SETUP
ACK)受信時。
「付加情報」(INFO)送
信時は T304 を再開始さ
せる。

「付加情報」(INFO)送信時。
「呼設定受付」(CALL PROC)、
「呼出」(ALERT)、又は
「応答」(CONN)受信時。

呼を切断復旧する。 節  5.2.4 がイン
プリメントされ
ている時のみ必
須

T305 ３０秒 切断通知 経過内容＃８を持たな
い「切断」(DISC)送信
時。

「解放」(REL) 又は
「切断」(DISC)受信時。

「解放」(REL)を送信。 必  須

T306 ３０秒 切断通知 経過内容＃８を持つ
「切断」(DISC)送信時。

「解放」(REL) 又は
「切断」(DISC)受信時。

トーン／アナウンスを停
止し「解放」(REL) を送
信。

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞﾄｰﾝ/ｱﾅｳﾝ
ｽが供給されてい
る場合は必須5.4,
5.3.4.1 及び JT-I.
300 ｼﾘｰｽﾞ 参照

T301 ３分以上 呼出中 「呼出」(ALERT)受信
時。

「応答」(CONN)受信時。 呼を切断復旧する。 注２

注は表の最後に記述されている。

───；タイマが再開始されない事を示す。
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表 9-1/JT-Q931　網側にあるタイマ(2/4)
(ITU-T Q.931)

タ イ マ

番    号

デフォルト

タイムアウト値
呼の状態 開 始 条 件 正 常 停 止 条 件 １回目満了時の動作

２回目満了時の

動作
備    考

T307 ３分 空 「中断確認」

(SUSP ACK) 送信時。
「再開確認」 (RES ACK) 送信

時。

網内の接続を切断復旧

し､呼識別を解放する。

必  須

T308 ４秒

注１

解放要求 「解放」(REL)
送信時。

「解放完了」(REL COMP)又は、

「解放」(REL) 受信時。

「解放」(REL)を再送信

し、T308 を再開始す

る。

Ｂﾁｬﾈﾙを保守状
態にし呼番号を
解放する。注９

必  須

T309 ６―９０秒

注１０

任意の安

定状態

データリンク切断時で

安定状態の呼が失われ

ない時。

データリンクが再接続された

時。

網内の接続を切断復旧

し、Ｂチャネル及び呼

番号を解放する。

必  須

T310 １０秒

注７

着呼受付 「呼設定受付」

(CALL PROC) 受信時。

「呼出」(ALERT),「応答」(CONN)
又は｢切断｣(DISC) 受信時。

｢切断｣(DISC)受信時は“理由表

示”を記憶しタイマは継続する。

5.2.5.3 により呼を切断

復旧する。

必  須

T312 T303＋２秒 着呼

呼の廃棄

等

放送形式での「呼設

定」(SETUP) の送信又

は再送信時。

タイムアウト 注４ 必  須

T314 ４秒 分割され

た メ ッ

セージ受

信

メッセージセグメント

を受信した時。

最終セグメントメッセージを受

信した時。

メッセージを廃棄す

る。

付属資料Ｈ参

照

必  須

T316 ２分 初期設定

要求

「初期設定」(REST) 送
信時。

「初期設定確認」(REST ACK)受
信時。

「初期設定」 (REST) は
数回送信されうる。

「初期設定」

(REST)は数回送

信されうる。

5.5 がｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ

されている場合

は必須

T317 注３ 初期設定 「初期設定」(REST)
受信時。

呼番号の内部での切断復旧。 保守動作の通知。 5.5 がｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ

されている場合

は必須

───；タイマが再開始されない事を示す。
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表 9-1/JT-Q931　網側にあるタイマ(3/4)
(ITU-T Q.931)

タ イ マ

番    号

デフォルト

タイムアウト値
呼の状態 開 始 条 件 正 常 停 止 条 件 １回目満了時の動作

２回目満了時の

動作
備    考

T320 ３０秒

注８

a)Ｂチャ

　ネルア

　クセス

：通信中

b)Ｄチャ

　ネルア

　クセス

　：空

a)Ｂチャネルアクセス

　「応答」 (CONN) 送
　信又は受信時。

b)Ｄチャネルアクセス

　ＤＬ　設定　確認

　又はＤＬ　設定　表

示受信時。

c)最後の論理チャネル

　の切断復旧時。

発呼要求パケット受信時  又は

着呼パケット送信時  又は

「切断」(DISC)受信時  又は

Ｄチャネルアクセスにおいて

ＤＬ　解放　表示を受信した

時。

a)Ｂチャネルアクセス

リンクレイヤを切断し

切断復旧を開始する。

b)Ｄチャネルアクセス

ＤＬ　解放　要求を送

信する。

オプション

6.3 参照

T321 ３０秒 全ての

  呼状態

Ｄチャネル障害。 レイヤ３メッセージへの応答受

信時。

両方のＤチャネルに

ＤＬ＿設定＿要求を送

信する。

付属資料Ｆをイ

ンプリメントし

た時は、必須

T322 ４秒 全ての

  呼状態

「状態問合」 (STAT
ENQ)送信時。

「状態表示」(STATUS)、「切断」

（DISC)、「解放」(REL)、「解

放完了」(REL COMP)受信時。

「 状態 問合 」 (STAT
ENQ)は、数回再送信し

ても良い。

「状態問合」

（STAT ENQ)
は数回再送信

しても良い。

§5.8.10 がイン

プリメントされ

ている時は必須

───；タイマが再開始されない事を示す。
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表 9-1/JT-Q931(4/4)

(ITU-T Q.931)

　注１．このデフォルト値はレイヤ２でのデフォルト値（即ち〔N200+1〕×T200）を使用すると仮定した

ものである。

レイヤ２のデフォルト値が自動交渉手順によって変更される時、これらの値も変更される必要が

あるかどうかは、今後の課題である。

　注２．網が内部的な呼出しの時間監視機能を既に採用している場合、タイマ T301 は使用されない。

　注３．このタイマの値は実装に依存するが T316 の値より小さくなければならない。

　注４．呼の廃棄の状態の場合、呼番号は解放される。

それ以外では、T312 の満了時にいかなる活動も行われない。

　注５．タイマ T302 の値は、これらの制限を越えて変りうる。

例えば、着番号を解析した結果により変りうる。

　注６．このタイマの値は、網に依存する。

　注７．タイマ T310 の値は、私設網の特性を考慮すると、異なる値になりうる。

　注８．この値はネットワーク・ユーザ間の同意により変更されるかも知れない。

　注９．節 5.5 に述べられている初期設定手順は保守状態にあるＢチャネルに関して用いられる。

　注１０．このタイマの値は、網に依存する。
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表 9-2/JT-Q931　ユーザ側にあるタイマ(1/4)

(ITU-T Q.931)

タ イ マ

番    号

デフォルト

タイムアウト値
呼の状態 開 始 条 件 正 常 停 止 条 件 １回目満了時の動作

２回目満了時の

動作
備    考

T301 ３分以上 呼出通知 「呼出」(ALERT) 受

信時。

｢応答」(CONN) 受信時。 呼を切断復旧する。 付属資料Ｄがイ

ンプリメントさ

れている場合は

必須　（注３）

T302 １５秒 分割着呼 「呼設定確認」（SETUP

ACK) 送信時。

「付加情報」(INFO) 受

信時、再開始。

送信完了通知を伴う「付加情報」

(INFO) 受信時か、内部呼出又は

内部接続が可能になるか、充分な

呼情報を受信したと判断した時。

呼情報が不完全な場合切

断復旧する。

さもなければ、「呼設定

受付」(CALL PROC) を

送信する。

5.2.4 がインプリ

メントされてい

る場合のみ必須

注は表の最後に記述されている。

；タイマが再開始されない事を示す。
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表 9-2/JT-Q931　ユーザ側にあるタイマ(2/4)

(ITU-T Q.931)

タ イ マ

番    号

デフォルト

タイムアウト値
呼の状態 開 始 条 件 正 常 停 止 条 件 １回目満了時の動作

２回目満了時の

動作
備    考

T303 ４秒

注１

発呼 「呼設定」(SETUP)
送信時。

「呼出」（ALERT) 付属資料Ｄ、

「応答」（CONN) 付属資料Ｄ、

「呼設定確認」(SETUP ACK)、「呼

設定受付」(CALL PROC)、又は「解

放完了」(REL COMP)受信時。

「呼設定」(SETUP) を再

送信し T303 を再開始す

る。もし、「解放完了」

(REL COMP)を既に受信

していれば、呼を切断復

旧する（付属資料Ｄ）。

内部の接続を切

断復旧し「解放

完 了 」 (REL
COMP)を送信、

空へ遷移する。

付属資料Ｄを

インプリメン

トしていれば

必須

他の場合はオ

プション

T304 ３０秒 分割発呼 「付加情報」(INFO)
送信時。「付加情報」

(INFO)を再送信した

時には T304 は再開

始される。

「呼設定受付」(CALL PROC)
 ｢ 呼 出 」 (ALERT) 、 「 応 答 ｣

(CONN)、「切断」(DISC)、又は

経過指示#1,#2 受信時。

「切断」(DISC)を送信す

る。

オプション

T305 ３０秒 切断要求 「切断」 (DISC) 送
信時。

「解放」(REL) 又は

「切断」(DISC)受信時。

「解放」(REL) を送信す

る。

必  須

T308 ４秒

注１

解放要求 「解放」(REL) 送信

時。

「解放完了」(REL COMP)又は

「解放」(REL) 受信時。

「解放」(REL) を再送信

し T308 を再開始する。

Ｂチャネルを保

守状態にし呼番

号を解放する。

注５

必  須

T309 ６―９０秒

注６

任意の安
定状態

データリンク切断時

で安定状態の呼が失

われない時。

データリンクが再接続された時。 内部の接続を切断復旧

し、Ｂチャネル及び呼番

号を解放する。

オプション

；タイマが再開始されない事を示す。
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表 9-2/JT-Q931　ユーザ側にあるタイマ(3/4)

(ITU-T Q.931)

タ イ マ

番    号

デフォルト

タイムアウト値
呼の状態 開 始 条 件 正 常 停 止 条 件 １回目満了時の動作

２回目満了時の

動作
備    考

T310

注４

３０～１２０秒 発呼受付 「呼設定受付」

 (CALL PROC) 受信

時。

「呼出」 (ALERT)、「応答」

(CONN)「切断」(DISC)、又は

「経過表示」（PROG) を受信

した時。

「切断」(DISC) 送信。 付属資料Ｄが

インプリメン

トされている

場合は必須

T313 ４秒 応  答 「応答」(CONN) 送
信時。

「応答確認」(CONN ACK) 受
信時。

「切断」(DISC) 送信。

注１

必　須

T314 ４秒 分割され

た メ ッ

セージを

受信した

時

メッセージセグメン

トを受信した時。

最終セグメントメッセージを受

信した時。

メッセージを廃棄する。 付属資料Ｉ参

照

必  須

；タイマが再開始されない事を示す。
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表 9-2/JT-Q931　ユーザ側にあるタイマ(4/4)

(ITU-T Q.931)
タ イ マ

番    号

デフォルト

タイムアウト値
呼の状態 開 始 条 件 正 常 停 止 条 件 １回目満了時の動作

２回目満了時
の動作

備    考

T316 ２分 初期設定
要求

「初期設定」(REST)
送信時。

「初期設定確認」(REST ACK)
受信時。

「初期設定」 (REST) は
数回送信しても良い。

「初期設定」
(REST)は数回
送信しても良
い。

5.5 をインプリ
メントした場合
は必須

T317
注２

初期設定 「初期設定」(REST)
受信時。

内部での呼番号の解放時。 保守動作の通知。
〃

T318 ４秒 再開要求 「再開」(RES) 送信
時。

「再開確認」(RES ACK)、
「再開拒否」(RES REJ) 受信
時。

理由表示＃102“タイマ
満了による復旧”を含む
「解放」(REL) を送信。

5.6 をインプリ
メントした場合
は必須

T319 ４秒 中断要求 「中断」(SUSP)送信
時。

「中断確認」(SUSP ACK)、「中
断拒否」(SUSP REJ) 受信時。

通信中へ遷移しユーザの
アプリケーションエン
ティティに通知する。

〃

T321 ３０秒 全ての呼
状態

Ｄチャネル障害。 レイヤ３メッセージへの応答受
信時。

両方のＤチャネルにＤＬ
＿設定＿要求を送信す
る。

T322 ４秒 全ての呼
状態

「状態問合」(STAT
ENQ) 送信時。

「状態表示」(STATUS)、 「切
断」(DISC)、「解放」(REL)、
「解放完了」(REL COMP) 受
信時。

「状態問合」(STAT ENQ)
数回再送信しても良い。

「状態問合」
(STAT ENQ)
は数回再送信
しても良い。

§ 5.8.10 がイン
プリメントされ
ていた場合は必
須

　注１．このデフォルト値はレイヤ２でのデフォルト値（即ち〔N200+1〕×T200）を使用すると仮定したものである。

レイヤ２のデフォルト値が自動交渉手順によって変更された時、これらの値も変更される必要があるかどうかは、今後の課題である。

　注２．このタイマ値は実装に依存するが T316 の値より小さくなければならない。

　注３．ユーザが内部的な呼出しの時間監視機能を既に採用している場合、タイマ T301 は使用されない。

　注４．「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージ又は先行する「経過表示」(PROG)メッセージに経過内容＃１もしくは＃２がある場合 T310 は開始されない。

　注５．節 5.5 に記述されている初期設定手順は保守状態にあるＢチャネルに関して用いられる。

　注６．このタイマの値は、網に依存する。
；タイマが再開始されないことを示す。
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付属資料Ａ：ユーザ側及び網側 SDL 図

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

　この付属資料は基本的な回線交換呼の為の JT-Q931 プロトコル制御手順の概略及び詳細 SDL 図である。

　SDL 図と５章の本文とが異なる場合は本文が優先される。

　同様に概略 SDL 図と詳細 SDL 図が異なる場合は詳細 SDL 図が優先される。

　付図 A-1/JT-Q931 はユーザ側及び網側の JT-Q931 プロトコル制御の SDL 図に用いられる記号を示す。

　付図 A-2/JT-Q931 と付図 A-3/JT-Q931 はユーザ側のプロトコル制御の概略及び詳細 SDL 図である。

　付図 A-5/JT-Q931 と付図 A-6/JT-Q931 は網側のプロトコル制御の概略及び詳細 SDL 図である。

　網側の SDL 図としてはポイント・ポイント形態の手順のみが記述されている。

　注：ポイント・マルチポイント形態の為の網側の SDL 図は今後の検討課題である。

　付図 A-4/JT-Q931 はユーザ側、網側の両サイドで適用されるグローバル呼番号の詳細 SDL 図である。

　付図 A-4/JT-Q931 はユーザ側のみの SDL 図であるが、入力と出力のシンボルの方向を入れ替える事によ

り、同じ SDL 図が網側に適用出来る。
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呼制御 ＊ 資源管理

Call Control Resource

Management

プロシジャコール

Procedure Call

JT-Q931 プロトコル制御 SDL 図に

JT-Q931 Protocol Control 記述されている

ブロック

網側メッセージ

Messages to/from

Network Side

データリンクレイヤ

Data Link Layer

物理レイヤ

Physical Layer

：　状　態

：　呼制御部からのプリミティブ

：　呼制御部へのプリミティブ

：　網側からのメッセージ

：　網側へのメッセージ

：　プロシジャコール

：　判　定

：　選　択

：　保　存

：　プロセス記述（タスク）

＊　：　SDL 図には記述されていない

付図 A-1/JT-Q931(1/2) 　JT-Q931 プロトコル制御の概略 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

プリミティブ

Primitives

ユーザ・網

インタフェース

網

(Network)
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呼制御 ＊ 資源管理

Call Control Resource

Management

プロシジャコール

Procedure Call

JT-Q931 プロトコル制御 SDL 図に

JT-Q931 Protocol Control 記述されている

ブロック

ユーザ側メッセージ

Messages to/from

User Side

データリンクレイヤ

Data Link Layer

物理レイヤ

Physical Layer

：　状　態

：　呼制御部からのプリミティブ

：　呼制御部へのプリミティブ

：　ユーザ側からのメッセージ

：　ユーザ側へのメッセージ

：　プロシジャコール

：　判　定

：　選　択

：　保　存

：　プロセス記述（タスク）

＊　：　SDL 図には記述されていない

付図 A-1/JT-Q931(2/2)　JT-Q931 プロトコル制御の概略 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

ユーザ・網

インタフェース

プリミティブ
Primitives

ユーザ

（User）
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a)　発呼設定手順(1/2)

付図 A-2/JT-Q931(1/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略

(ITU-T Q.931)

1
発　呼

CALL INITIATED

０
空

NULL

呼設定要求
SETUP

REQUEST

追加情報要求
INFORMATION

REQUEST

呼設定

SETUP

追加情報

INFORMATION

２
分割発呼

OVERLAP SENDING

３　発呼受付
OUTGOING CALL

PROCEEDING

呼設定確認

SETUP ACK

呼設定受付

CALL PROCEEDING

情報追加表示
MORE INFORMATION

INDICATION

呼設定受付表示
PROCEEDING

INDICATION

呼設定受付

CALL PROCEEDING

呼設定受付表示
PROCEEDING

INDICATION
注）分割発呼手順は TTC で

非標準である。
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a)　発呼設定手順(2/2)

付図 A-2/JT-Q931(2/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

3 　発呼受付
 OUTGOING CALL

PROCEEDING

4
呼出通知

CALL DELIVERED

10
通信中

ACTIVE

応  答

CONNECT

応  答

CONNECT

呼  出

ALERTING

呼設定確認

SETUP CONFIRM

呼出表示
ALERTING

INDICATION

確認
オプション

ACK OPTION

応答確認

CONNECT ACK
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b)　着呼設定手順(1/2)

付図 A-2/JT-Q931(3/8)　 JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931）

0
空

NULL

呼設定表示
SETUP

INDICATION

６
着　呼

CALL  PRESENT

呼設定受付要求
PROCEEDING

REQUEST

呼出要求
ALERTING
REQUEST

呼設定応答
SETUP

RESPONSE

拒否要求
REJECT

REQUEST

呼設定応答
SETUP

RESPONSE

呼出要求
ALERTING
REQUEST

７

呼出中
CALL RECEIVED

呼設定受付

CALL PROCEEDING

拒否
オプション

REJECT OPTION

呼  出

ALERTING

応  答

CONNECT

呼設定

SETUP

呼  出

ALERTING

応  答

CONNECT

解放完了
RELEASE

COMPLETE

9   着呼受付
INCOMING CALL

PROCEEDING
8    応  答

CONNECT
REQUEST

0
空

NULL
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b)　着呼設定手順(2/2)

付図 A-2/JT-Q931(4/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

　10 　通信中

ACTIVE

呼設定応答
SETUP

RESPONSE

応　答

CONNECT

　8 　応　答
CONNECT

REQUEST

応答確認

CONNECT ACK

呼設定完了表示
SETUP COMPLETE

INDICATION

　7 　呼出中

CALL RECEIVED
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　注）分割着呼は TTC 標準では

非標準である。

c)　分割着呼手順

付図 A-2/JT-Q931(5/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

呼設定受付要求
PROCEEDING

REQUEST

付加情報

INFORMATION

25  分割着呼
OVERLAP

RECEIVING

9 　着呼受付
INCOMING CALL

PROCEEDING

呼設定受付

CALL PROCEEDING

呼設定確認

SETUP ACK

付加情報表示
INFORMATION

INDICATION

情報追加要求
MORE INFORMATION

REQUEST

６　 着　呼

CALL PRESENT

呼出要求
ALERTING

REQUEST

呼設定応答
SETUP

RESPONSE

応  答

CONNECT

呼  出

ALERTING

8 　応　答
CONNECT

REQUEST

７　呼出中

CALL RECEIVED
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d)  切断復旧手順

付図 A-2/JT-Q931(6/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

**    状態 0,1,6
11,12,15,17,19
除く任意の状態

ANY STATE EXCEPT
 0,1,6,11,12,15,17,19

切 断

DISCONNECT

解 放

RELEASE

切 断

DISCONNECT

解 放

RELEASE

解 放

RELEASE

解放完了
RELEASE

COMPLETE

解放表示
RELEASE

INDICATION

切断表示
DISCONNECT

     INDICATION

解放表示
RELEASE

INDICATION

解放表示
RELEASE

INDICATION

解放確認

RELEASE CONFIRM

切断要求
DISCONNECT

REQUEST

11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

12   切断通知
DISCONNECT

INDICATION

19   解放要求
RELEASE

REQUEST

0　　 空

NULL

解放完了
RELEASE

COMPLETE

解 放

RELEASE

解 放

RELEASE

解放完了
RELEASE

COMPLETE

解放完了
RELEASE

COMPLETE

解放要求
RELEASE

   REQUEST

切 断

DISCONNECT
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e)　中断手順

付図 A-2/JT-Q931(7/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

　10　通信中

ACTIVE

15   中断要求
SUSPEND

REQUEST

  10　通信中

ACTIVE

  0　　 空

NULL

中断要求
SUSPEND

REQUEST

通 知

NOTIFY

中断拒否

SUSPEND REJECT

中断確認

SUSPEND ACK

中 断

SUSPEND

通知表示
NOTIFY

INDICATION

中断拒否通知
SUSPEND REJECT

INDICATION

中断確認
SUSPEND

CONFIRM
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f)　再開手順

付図 A-2/JT-Q931(8/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

　17　再開要求
RESUME

REQUEST

　0　　 空

NULL

　10　通信中

ACTIVE

再開要求
RESUME

REQUEST

再開拒否
RESUME

REJECT

再開確認

RESUME ACK

再 開

RESUME

再開拒否表示
RESUME REJECT

INDICATION

再開確認
RESUME

CONFIRM

0　　空

NULL
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注１．この図と５章の本文が異なる場合は、本文が優先する。

注２．この図は、回線交換呼に関する JT-Q931 プロトコル制御を示す。

注３．T303、T318 は、オプションである。（節 9.2 参照）

注４．Ｂｎチャネルとは網側で選択されたＢチャネルである。

注５．Ｂｕチャネルとはユーザにより選択されたＢチャネルである。

付図 A-3/JT-Q931(1/24) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

再開要求（呼識別)
RESUME REQUEST

(CALL ID)

呼  設  定
(Bn チャネル)

SETUP (Bn CHAN)

呼番号選択
CALL REFERENCE

SELECTION

再開 (呼識別)

RESUME (CALL ID)

　17  再開要求

RESUME REQUEST

解放
オプション

REL OPTION

呼設定表示
SETUP

INDICATION

 　0　　空

NULL

呼設定要求
(Bu チャネル)

SETUP REQUEST
(Bu CHAN)

状態表示
(呼状態＝０)

STATUS(CS＝０)

状態表示
(呼状態≠０)

STATUS(CS≠０)

呼番号選択
CALL REFERENCE

SELECTION

T308  開始

START T308

T303  開始

START T303

T318  開始

START T318

呼  設  定
(Bu チャネル)

SETUP (Bu CHAN)
解放完了

(理由表示＃101)
RELEASE COMPLETE

(CAUSE#101)

解      放
(理由表示＃101)

RELEASE(CAUSE#101)

　1   発  呼
　

CALL INITIATED

6   　着  呼

CALL PRESENT

　0     空

NULL

　19   解放要求

 RELEASE REQUEST

　0 　　空

NULL

注５

注５

注４

注３注３

5.6.4 5.2.1 5.1.1 5.8.11 5.8.11
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付図 A-3/JT-Q931(2/24) JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

T308  開始

START T308

 19 　解放要求

RELEASE REQUEST

認識されない
メッセージ

UNRECOGNIZED
MESSAGE

解放完了

RELEASE COMPLETE

　0  　 空

NULL

解放
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

REL OPTION

解      放

RELEASE

解放完了

RELEASE COMPLETE

期待されない
メッセージ

UNEXPECTED
MESSAGE

解放 (理由表示#81)

RELEASE (CAUSE#81)

　0     空

NULL

　0     空

NULL

　0     空

NULL

解放完了
(理由表示#81)

RELEASE
COMPLETE
(CAUSE#81)

続き

5.8.3.2 a) 5.8.3.2 a) 5.8.3.2 b) 5.8.3.2 c)
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注１．T303, T304, T310 はオプションである。（節 9.2 参照）

注２．Ｂチャネルとは、網とユーザ間で交渉されたＢチャネルである。

注３． 付属資料Ｄで定められている手順にのみ適用する。

注４． T310 は CALL PROC に経過内容#1,#2 が含まれている場合、起動しな

い。

（TTC 注）

T303 の２回目のタイムアウトのフローについて本文の表 9-2/JT-Q931 ユーザ

側にあるタイマ(2/4)と整合がとれていない部分があるが、ITU-T での進捗状

況に合わせて適正化を図る。

切断要求
DISCONNECT
  REQUEST

呼設定確認
(B チャネル)

SETUP ACK(B CHAN)

切      断

DISCONNECT

情報追加表示
MORE INFORMATION

INDICATION

応答確認
オプション

ACK OPTION

11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

1 　発　　　呼

CALL INITIATED

T303 タイムアウト

T303 TIMEOUT

解放完了

RELEASE COMPLETE

呼設定受付
(B チャネル)

CALL PROCEEDING
(B CHAN)

呼      出

ALERTING

応      答

CONNECT

付加情報要求
INFORMATION
　REQUEST

呼  設  定

SETUP (Bu CHAN)

応答確認

CONNECT ACK

T303  停止

STOP T303

T303  停止

STOP T303

T303  停止

STOP T303

T310  開始

START T310

T303  停止

STOP T303

T305  開始

START T305

T304  開始

START T304

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

T303  開始

START T303

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

T303  停止

STOP T303

T303  停止

STOP T303

呼設定確認

SETUP CONFIRM

呼出表示
ALERTING

INDICATION

拒否表示
REJECT

INDICATION

呼設定受付通知
PROCEEDING
INDICATION

呼設定確認(ｴﾗｰ)
SETUP CONFIRM

(ERROR)

　1   発  呼

CALL INITIATED

　3   発呼受付
OUTGOING

CALL PROCEEDING

　0     空

NULL

　2   分割発呼

OVERLAP SENDING

　4   呼出通知

CALL DELIVERED

　10 　通信中

ACTIVE　0     空

NULL

注３

注２

N

Y

最初の
タイムアウト

FIRST
TIMEOUT

5.1.5.15.3.25.1.3 5.3.3 5.1.3
5.1.1　5.1.2

付図 A-3/JT-Q931(3/24)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)
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注１．T304, T310 はオプションである。（節 9.2 参照）

注２．本オプションは付属資料Ｄの手順が実装

されている場合に使用される。

付図 A-3/JT-Q931(4/24)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

付加情報要求
INFORMATION

REQUEST

呼設定受付

CALL PROCEEDING

付加情報

INFORMATION

T304
動作中 T304
RUNNING?

呼出表示
ALERTING

INDICATION

応答確認
オプション

ACK OPTION

　２　分割発呼

OVERLAP SENDING

　２　分割発呼

OVERLAP SENDING

応      答

CONNECT

経過表示(ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞ)
PROGRESS

(INTERWORKING)

呼      出

ALERTING

応答確認

CONNECT ACK

T304  停止

STOP T304

T304  停止

STOP T304

T304  停止

STOP T304

T304  停止

STOP T304

T310  開始

START T310

T304   再開始

RESTART T304

呼設定確認

SETUP CONFIRM

経過表示  表示
PROGRESS

INDICATION

呼設定受付表示
PROCEEDING
INDICATION

　3   発呼受付
OUTGOING CALL

PROCEEDING

　4   呼出通知

CALL DELIVERED

　２　分割発呼

OVERLAP SENDING

　10   通信中

ACTIVE

T304  開始

START T304

Y

N

注２

5.1.3 5.1.5.25.1.5.25.1.5.2 5.1.6
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注１．T304 はオプションである。（節 9.2 参照）

注２．分割発呼は TTC 標準では非標準である。

　付図 A-3/JT-Q931(5/24)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

解放要求

RELEASE REQUEST

解      放
(理由表示#6)

RELEASE(CAUSE#6)

経過表示
(トーン)

PROGRESS (TONE)

経過表示  表示
PROGRESS

INDICATION

T304  停止

STOP T304

　19   解放要求

RELEASE REQUEST

　２　分割発呼

OVERLAP SENDING

T304 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIME OUT T304

切      断

DISCONNECT

呼設定確認(ｴﾗｰ)
SETUP CONFIRM

(ERROR)

T305  開始

START T305

T308  開始

START T308

　２　分割発呼

OVERLAP SENDING

　11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

続き

5.3.2d 5.1.5.2
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付図 A-3/JT-Q931(6/24)　JT-Q931 プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

（ITU-T Q.931）

注１．T301, T310 はオプションである。（節 9.2 参照）

注２．付属資料Ｄに定められている手順にのみ適用する。

注３．本オプションは付属資料Ｄの手順が実装されている

場合に使用される。

応答確認
オプション

ACK OPTION

4　  呼出通知

CALL DELIVERD

3   発呼受付
OUTGOING CALL

PROCEEDING

経過表示

PROGRESS

T310 ﾀｲﾑｱｳﾄ

T310 TIMEOUT

T310  停止

STOP T310

切      断

DISCONNECT

呼設定確認

SETUP CONFIRM

　3 　発呼受付
OUTGOING CALL

PROCEEDING

呼      出

ALERTING

応      答

CONNECT

応      答

CONNECT

解放要求

RELEASE REQUEST

T310  停止

STOP T310

T310  停止

STOP T310

T310  停止

STOP T310

T305  開始

T305 START

T308  開始

START T308

解      放
(理由表示#6)

RELEASE (CAUSE#6)

呼設定確認 (ｴﾗｰ)
SETUP CONFIRM

(ERROR)

呼設定確認

SETUP CONFIRM

呼出表示
ALERTING

INDICATION

経過表示  表示
PROGRESS

INDICATION

4   呼出通知

CALL DELIVERED
　10   通信中

ACTIVE

　19   解放要求

RELEASE REQUEST

　11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

　10   通信中

ACTIVE

応答確認

CONNECT ACK

応答確認
オプション

ACK OPTION

注３

T301  開始

 T301 START

応答確認

CONNECT ACK

5.4 5.1.6 5.1.7
5.1.8

注２ 5.3.2d5.1.8
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付図 A-3/JT-Q931(7/24)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

注１．T302 はオプションである。（節 9.2 参照）

注２．Ｂチャネルとは、網とユーザ間で交渉された

Ｂチャネルである。

　6   着　呼

CALL PRESENT

　25   分割着呼

OVERLAP RECEIVING

情報追加要求
 MORE INFORMATION

REQUEST

解      放
（理由表示）

RELEASE (CAUSE)

呼設定確認
(B チャネル)

SETUP ACK(B CHAN)
拒否ｵﾌﾟｼｮﾝ

節 5.2.5.1 も参照
REJECT OPTION
also see  §5.2.5.1

解放表示
RELEASE

INDICATION

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

呼出要求
 (B ﾁｬﾈﾙ)ALERTING
REQUEST(B CHAN)

呼設定応答
SETUP RESPONSE

(B CHAN)

拒否要求

REJECT REQUEST

呼設定受付要求
(B チャネル)
PROCEEDING

REQUEST(B CHAN)

切      断
（理由表示）

DISCONNECT(CAUSE)

呼設定受付
(B チャネル)

CALL PROCEEDING
(B CHAN)

応答 (B チャネル)

CONNECT(B CHAN)

呼出 (B チャネル)

ALERTING(B CHAN)

解放完了 (理由表示)
RELEASE COMPLETE

(CAUSE)

解放完了

RELEASE COMPLETE

切断表示
DISCONNECT
INDICATION

T313  開始

START T313

T302  開始
(FS)

START T302 (FS)

　7   呼出中

CALL RECEIVED

　8   応  答

CONNECT REQUEST

　０　　空

NULL

　9   着呼受付
INCOMING

CALL PROCEEDING

　０　　空

NULL

　12   切断通知
DISCONNECT
INDICATION

5.2.4 5.2.5
5.2.7

5.2.5.1

5.2.5.1

5.2.3

5.2.2 5.2.5.1 5.3.2 5.3.4

注２

注２ 注２
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付図 A-3/JT-Q931 (8/24) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

　8   応　答

CONNECT REQUEST

　7   呼出中

CALL RECEIVED

　8   応  答

CONNECT REQUEST

呼設定応答

SETUP RESPONCE

応      答

CONNECT

T313  停止

STOP T313

呼設定完了表示
SETUP COMPLET

INDICATION

　9   着呼受付
INCOMING

CALL PROCEEDING

応答確認
CONNECT

ACKNOWLEDGE

T313 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T313

呼設定応答

SETUP RESPONCE

呼出要求
ALERTING
REQUEST

経過表示要求
PROGRESS
REQUEST

切      断

DISCONNECT

応      答

CONNECT

呼      出

ALERTING

経過表示

PROGRESS

T313  開始

START T313

T305  開始

START T305

T313  開始

START T313

呼設定完了表示
(エラー)

SETUP COMPLETE
INDICATION(ERROR)

　11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

　10   通信中

ACTIVE

　8   応  答

CONNECT REQUEST

　7   呼出中

CALL RECEIVED

　9   着呼受付
INCOMING

CALL PROCEEDING

5.2.7
5.2.5.1

5.2.7
5.2.5.1 5.2.5.15.2.8 5.2.8 5.2.6
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付図 A-3/JT-Q931(9/24) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

　15 　中断要求

SUSPEND REQUEST

中断要求 (呼識別)
SUSPEND

REQUEST(CALL ID)

通      知

NOTIFY

中断（呼識別）

SUSPEND (CALL ID)

通知表示
NOTIFY

INDICATION

T319  開始

START T319

　10 　通信中

ACTIVE

通知要求

NOTIFY REQUEST

通      知

NOTIFY

　10   通信中

ACTIVE

　10   通信中

ACTIVE

5.6.1

5.9
5.6.4
5.6.2

5.6.7
5.9
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付図 A-3/JT-Q931(10/24) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）
(ITU-T Q.931)

　11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

　0 　　空

NULL

解      放

RELEASE

T305 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T305

T305  停止

STOP  T305

解放表示
RELEASE

INDICATION

解放 (理由表示)

RELEASE(CAUSE)

切断 (理由表示)

DISCONNECT(CAUSE)

通      知

NOTIFY

T305  停止

STOP  T305

T308  開始

START T308

T308  開始

START T308

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

解      放

RELEASE

解放完了

RELEASE COMPLETE

　19   解放要求

RELEASE REQUEST

　19   解放要求

RELEASE REQUEST

FS

5.3.3 5.3.35.3.5

注１

注１．本プリミティブを受け取った時は、

呼制御手順はＢチャネルの解放と

すべきである
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付図 A-3/JT-Q931 (11/24) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

　0 　  空

NULL

解放表示
RELEASE

INDICATION

解      放

RELEASE

解放要求

RELEASE REQUEST

解      放

RELEASE

T308  開始

START T308

　12 　切断通知
DISCONNECT
INDICATION

解放完了
RELEASE

COMPLETE

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

　19   解放要求

RELEASE REQUEST

注１．本プリミティブを受けとった時は

呼制御手順はＢチャネルの解放と

すべきである。

5.8.4 5.3.4

注１
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付図 A-3/JT-Q931 (12/24)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）
(ITU-T Q.931)

注１

注１．本プリミティブを受け取った時の

呼制御手順はＢチャネルの解放と

すべきである。

5.6.2 5.6.3 5.3.5 5.8.4 5.6.3

注１

　0     空

NULL

中断確認

SUSPEND ACK

T319 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T319

T319  停止

STOP T319

中断確認(ｴﾗｰ)
SUSPEND CONFIRM

(TO ERROR)

解放完了
RELEASE

COMPLETE

　15   中断要求

SUSPEND REQUEST

解放 (理由表示)

RELEASE(CAUSE)

切断 (理由表示)

DISCONNECT(CAUSE)

中断拒否

SUSPEND REJECT

T319  停止

STOP T319

T319  停止

STOP T319

T319  停止

STOP T319

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

中断確認

SUSPEND CONFIRM

中断確認 (ｴﾗｰ)
SUSPEND CONFIRM

(ERROR)

切断表示
DISCONNECT
INDICATION

解放表示
RELEASE

INDICATION

　10   通信中

ACTIVE

　12   切断通知
DISCONNECT
INDICATION

　0     空

NULL

　10   通信中

ACTIVE
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付図 A-3/JT-Q931 (13/24) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

　10   通信中

ACTIVE

再開確認(B ﾁｬﾈﾙ)
RESUME

ACK (B CHAN)

T318 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T318

T318 停止

STOP T318

再開確認 (ｴﾗｰ)
RESUME CONFIRM

(TO ERROR)

解放（理由表示）

RELEASE(CAUSE)

　17   再開要求

RESUME REQUEST

再開拒否

RESUME REJECT

T318 停止

STOP T318

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

T308  開始

START T308

再開確認

RESUME CONFIRM

再開確認 (ｴﾗｰ)
RESUME CONFIRM

(ERROR)

　0 　  空

NULL

　19 　解放要求

RELEASE REQUEST

5.6.4 5.6.5 5.6.5

注１

注１．本プリミティブを受けとった時は呼制御手順は

Ｂチャネルの接続とすべきである。

注２．切断要求プリミティブの取扱いは検討課題である。
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付図 A-3/JT-Q931 (14/24) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931）

　0     空

NULL

解放完了

RELEASE COMPLETE

T308 停止

STOP T308

最初の
ﾀｲﾑｱｳﾄ  FIRST

TIMEOUT?

T308 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T308

解放確認

RELEASE CONFIRM

解      放

RELEASE

状態表示  表示(ｴﾗｰ)
STATUS INDICATION

(ERROR)

　19   解放要求

RELEASE REQUEST

解      放

RELEASE

状態表示 (CS＝０)

STATUS (CS＝０)

状態表示 (CS≠０)

STATUS (CS≠０)

T308 停止

STOP T308

B ﾁｬﾈﾙを保守状態に
する (ﾕｰｻﾞｵﾌﾟｼｮﾝ)
PLACE B-CHANNEL
IN MAINTENANCE
(USER'S OPTION)

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

T308 再開始

RESTART T308

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

解放確認

RELEASE CONFIRM

解放確認 (ｴﾗｰ)
RELEASE CONFIRM

(ERROR)

　0     空

NULL

　19   解放要求

RELEASE REQUEST

　0     空

NULL

　19   解放要求

RELEASE REQUEST

　0     空

NULL

N

5.3.4 5.3.5 5.3.4 5.8.115.8.11

注１注１
Y

注１．本プリミティブを受け取った時は、呼制御手順は

Ｂチャネルの解放とすべきである
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付図 A-3/JT-Q931 (15/24)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931）

　25   分割着呼

OVERLAP RECEIVING

　25   分割着呼

OVERLAP RECEIVING

付加情報

INFORMATION

呼設定受付要求
PROCEEDING

REQUEST

付加情報表示
INFORMATION

INDICATION

T302 停止

STOP T302

経過表示

PROGRESS

呼出要求

ALERTING REQUEST

呼設定応答

SETUP RESPONCE

T302 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T302

経過表示要求

PROGRESS REQUEST

ﾀｲﾑｱｳﾄ表示
TIMEOUT

INDICATION

T302  開始
(FS)

START T302(FS)

T302 停止

STOP T302

T302 停止

STOP T302

T313  開始

START T313

呼設定受付

CALL PROCEEDING

呼      出

ALERTING

応      答

CONNECT

　9   着呼受付
INCOMING

CALL PROCEEDING

　7   呼出中

CALL RECEIVED

　8   応　答

CONNECT REQUEST

25   分割着呼

OVERLAP RECEIVING

25   分割着呼

OVERLAP RECEIVING

5.2.65.2.45.2.45.2.4 5.2.4
5.2.7
5.2.4

注１

注１．T302 終了の際に完全な情報が、受けとられたか

受けとられないかは、呼制御によって決定されるも

のと仮定する。

注２．T302 はオプション。（節 9.2 参照）

注３．分割着呼手順は TTC 非標準である。
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付図 A-3/JT-Q931 (16/24)　 JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931）

注．呼状態が一致する状態表示受信時の動作は、

インプリメントに依存する。〈節§5.8.11 参照)

　** 　状態 0,19 を
除く任意の状態

ＡＮＹ　ＳＴＡＴＥ
ＥＸＣＥＰＴ ０，１９

　** 任意の状態

ANY STATE

m=0？

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

状態表示

STATUS

T305  開始

START T305

状態表示  表示(ｴﾗｰ）
STATUS (ERROR)

INDICATION

状態問合

STATUS ENQUIRY

切断（理由表示）

DISCONNECT(CAUSE)

 状態一致
COMPATIBLE

STATE?

状態表示  表示
STATUS

INDICATION

　0     空

NULL

　19 　切断要求
DISCONNECT

REQUEST

状態表示(CS=m)

STATUS(CS=m)

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

5.8.10 5.8.11

Y

Y

N

N

注
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付図 A-3/JT-Q931 (17/24) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

　** 状態 0,1,6,
17,19,25 を除く
任意の状態

　** 状態 0,1,6,
17,19 を除く
任意の状態

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

付加情報要求
INFORMATION

REQUEST

付加情報

INFORMATION

付加情報

INFORMATION

付加情報表示
INFORMATION

INDICATION

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

ANY STATE
EXCEPT 0,1,
6,17,19

ANY STATE
EXCEPT 0,1,
6,17,19,25
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付図 A-3/JT-Q931 (18/24)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

　** 状態 0,1,19 を除く
任意の状態   ANY

STATE EXCEPT 0,1,19

　0     空

NULL

　0     空

NULL

切断要求
DISCONNECT

REQUEST

全タイマ停止
STOP ALL
TIMERS

切断（理由表示）
DISCONNECT

(CAUSE)

解放表示
RELEASE

INDICATION

切断（理由表示）

DISCONNECT(CAUSE)

解放（理由表示）

RELEASE(CAUSE)

全タイマ停止
STOP ALL
TIMERS

全タイマ停止
STOP ALL
TIMERS

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

T305  開始

START T305

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

解放完了
RELEASE

COMPLETE

切断表示
DISCONNECT
INDICATION

解放表示
RELEASE

INDICATION

　11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

　12   切断通知
DISCONNECT
INDICATION

ANY STATE
EXCEPT 0,1,6,
11,12,15,17,19

解放完了
RELEASE

COMPLETE

　** 状態 0,1,6,11,
12,15,17,19 を
除く任意の状態

5.8.4 5.8.4 5.3.4 5.3.3

注１

注１．本プリミティブを受け取った時は、

呼制御手順はＢチャネルの解放と

すべきである。
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付図 A-3/JT-Q931 (19/24) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931）

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

状態
問合 ｵﾌﾟｼｮﾝ

STATUS ENQ. OPTION

期待されないﾒｯｾｰｼﾞ
UNEXPECTED

MESSAGE

状態問合

STATUS ENQUIRY

呼  設  定

SETUP

状態表示
(理由表示#98)

STATUS(CAUSE#98)

状態表示
(理由表示#101)

STATUS(CAUSE#101)

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

認識されないﾒｯｾｰｼﾞ
UNRECOGNIZED

MESSAGE

状態問合

STATUS ENQUIRY

状態表示
(理由表示#98)

STATUS (CAUSE#98)

状態表示
(理由表示#97)

STATUS (CAUSE#97)

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

　** 状態０を除く
任意の状態

ANY STATE EXCEPT 0

理由
表示 ｵﾌﾟｼｮﾝ

CAUSE OPTION

理由
表示 ｵﾌﾟｼｮﾝ

CAUSE OPTION

状態
問合 ｵﾌﾟｼｮﾝ

STATUS ENQ. OPTION

　注１．解放 (REL)、解放完了 (REL COMP) を除く。

5.8.4 5.8.4 5.8.3.2　(e)

注１
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付図 A-3/JT-Q931 (20/24)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

必須情報要素の欠
けている呼設定

SETUP W/0
MANDATORY I.E

必須情報要素にｴﾗｰ
のある呼設定

SETUP WITH
MANDATORY I.E

ERROR

理由表示情報要素
の欠けている切断

DISCONNECT
W/0 CAUSE I.E

理由表示情報要素
の欠けている解放

RELEASE W/0
CAUSE I.E

必須情報要素の欠
けているﾒｯｾｰｼﾞ
MESSAGE W/0

MANDATORY I.E

理由表示情報要素
に ｴﾗｰのある切断

DISCONNECT WITH
 CAUSE I.E ERROR

必須情報要素にｴﾗｰ
のある メッセージ

MESSAGE
W/0 MANDATORY

I.E ERROR

解放完了
(理由表示#96)

RELEASE COMPLETE
(CAUSE#96)

解放完了
(理由表示#100)

RELEASE COMPLETE
(CAUSE#100)

解放完了
(理由表示#96)

RELEASE COMPLETE
(CAUSE#96)

状態表示
(理由表示#96)

STATUS COMPLETE
(CAUSE#96)

解放完了
(理由表示#100)

RELEASE COMPLETE
(CAUSE#100)

状態表示
(理由表示#100)

STATUS
(CAUSE#100)

解放表示
RELEASE

INDICATION

解放表示
RELEASE

INDICATION

切断表示

DISCONNECT
INDICATION

切断表示

DISCONNECT
INDICATION

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

　0 　　空

NULL

　0 　　空

NULL

　12   切断通知
DISCONNECT
INDICATION

　0 　　空

NULL

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

　12   切断通知
DISCONNECT
INDICATION

　0 　　空

NULL

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

　0 　　空

NULL

　**　特定の状態

SPECIFIC STATE

理由表示情報要素
に ｴﾗｰのある解放
RELEASE WITH

CAUSE I.E ERROR

注２
注３

5.8.6.2
注１ 注１

5.8.6.1 5.8.6.25.8.6.1 5.8.6.25.8.6.25.8.6.15.8.6.1

注１．呼設定(SETUP)、解放(REL)、切断(DISC)、解放完了

(REL COMP)を除く。

注２．これらのメッセージは、ユーザにて認識されたメッセージ

又は、この状態において期待されるメッセージである。

（付図 A-3/JT-Q931 (14/24)参照）

注３．特定の状態については、節 5.8.6 参照。
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付図 A-3/JT-Q931 (21/24)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

5.5.2

　** 任意の状態

ANY STATE

初期設定要求

RESTART REQUEST

全タイマ停止
STOP ALL
TIMERS

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

初期設定確認

RESTART CONFIRM

解放表示
RELEASE

INDICATION

　0 　　空

NULL

グローバル呼番号

制御より

グローバル呼番号

制御へ
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付図 A-3/JT-Q931 (22/24)　 JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

適切な状態
RELEVANT

STATES

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

DL－設定－表示
DL-ESTABLISH
-INDICATION

注１

　2   分割発呼

OVERLAP SENDING

エラー表示
ERROR

INDICATION

DL－設定－表示
DL-ESTABLISH
-INDICATION

　2   分割発呼

OVERLAP SENDING

注２

　25   分割着呼

OVERLAP RECEIVING

DL－設定－表示
DL-ESTABLISH
-INDICATION

エラー表示
ERROR

INDICATION

　25   分割着呼

OVERLAP RECEIVING

注２

5.8.8 5.8.8 5.8.8

注１．適切な状態とは次の如きである。

Ｕ１，Ｕ３、Ｕ４，Ｕ６～Ｕ１２，Ｕ１５，Ｕ１７，Ｕ１９。

注２．このプリミティブ受信で、呼制御は切断要求プリミティブを

送ることによって呼を切断すべきである。
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図 A-3/JT-Q931 (23/24)　 JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

　0     空

NULL

　0     空

NULL

DL－解放－表示
DL-RELEASE
-INDICATION

呼設定確認(ｴﾗｰ)
SETUP CONFIRM

(ERROR)

T304  停止

STOP T304

DL－設定－要求
DL-ESTABLISH

-REQUEST

タイマ動作中
TIMER RUNNING

？

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

T302  停止

STOP T302

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

全タイマ停止
STOP

ALL TIMERS

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

T309  開始

START T309

　0     空

NULL

　2   分割発呼

OVERLAP SENDING

DL－解放－表示
DL-RELEASE
-INDICATION

25   分割着呼

OVERLAP RECEIVING

DL－解放－表示
DL-RELEASE
-INDICATION

** 状態 0,2,25 を除く
任意の状態  ANY

STATE EXCEPT 0,2,25

DL－解放－表示
DL-RELEASE
-INDICATION

解放表示 (ｴﾗｰ)
RELEASE

INDICATION(ERROR)

　0     空

NULL
　0     空

NULL

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

5.8.95.8.9

注１

Y

N

注１．T309 を含む任意のタイマ。

注２．T309 はオプション。（節 9.2 参照）

（TTC 注）

データリンク障害の記述について本文 5.8.9 と
整合がとれていない部分があるが、ITU-T
での進捗状況に合わせて適正化を図る。
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付図 A-3/JT-Q931 (24/24)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

　** 任意の状態

ANY STATE

T309 停止

STOP T309

ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸ 障害表示
DATA LINK

FAILURE INDICATION

T309 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T309

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

　0     空

NULL

DL－設定－確認
DL-ESTABLISH

-CONFIRM

状態問合

STATUS ENQUIRY
状態表示

STATUS

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

5.8.9 5.8.9

注１．T309 はオプション。（節 9.2 参照）
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付図 A-4/JT-Q931 (1/4)　　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

空

REST 0

状態表示

STATUS (CS=0)

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄよりの初期設
定要求(MANAGEMENT

RESTART REQUEST)

状態表示
(理由表示#81)

STATUS(CAUSE #81)

初期設定要求
RESTART
REQUEST

個々の呼番号へ変換
TRANSLATE INTO

INDIVIDUAL
CALL REFERENCE

N=0

　REST0  空

NULL

期待されないﾒｯｾｰｼﾞ
UNEXPECTED

MASSAGE

初期設定

RESTART

状態表示

STATUS (CS=0)

空

REST 0

初期設定

REST 2

初期設定要求

REST 1

空

REST 0

T317 開始

START T317

T316  開始

START T316

T317  開始
(FS)

START T317(FS)

初期設定要求
RESTART
REQUEST

初期設定

RESTART

全フラグを (例えば“REST ACK”,
“REST RESP”)をクリアし全タイマ
を停止

5.8.3.2(5)

グローバル呼番号

GLOBAL CALL REFERENCE

5.5.2 5.5.1

システム

マネジメント

JT-Q931
プロトコル制御へ

(特定の呼番号)

JT-Q931
プロトコル制御へ

(関連する呼番号)

注２

注１．T316 及び T317 はオプション

（節 9.2 参照）

注２．T317 の値はインプリメントに依存する。
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付図 A-4/JT-Q931 (2/4)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

初期設定要求

REST 1

初期設定要求

REST 1

初期設定要求

REST 1

N=2?

状態表示

STATUS

T316 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T316

N=N+1

保守作業
MAINTENANCE

ACTION

T316  停止

STOP  T316

T316  開始

START T316

状態表示
(理由表示#81)

STATUS(CAUSE #81)

初期設定

RESTART

REST1　初期設定要求

RESTART REQUEST

空

REST 0

初期設定要求

REST 1

初期設定確認

RESTART ACK

期待されないﾒｯｾｰｼﾞ
UNEXPECTED

MESSAGE

初期設定
応答オン  REST

RESP ON?

初期設定応答オフ

REST RESP OFF

初期設定確認オン

REST ACK ON

N

グローバル呼番号

GLOBAL CALL REFERENCE

5.5.1 5.5.1 5.8.3.2 (f)

N

YY
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付図 A-4/JT-Q931 (3/4) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）

(ITU-T Q.931)

N

続き

全応答
ALL RESPONSE?

初期設
定確認 ｵﾝ REST

ACK ON?

T317 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T317

T317  停止

STOP  T317

空

REST 0

保守作業
MAINTENANCE

ACTION

初期設定要求

REST 1

初期設定要求

REST 1

初期設定応答  オン

REST RESP ON

REST1　初期設定要求

RESTART REQUEST

N

初期設定確認

RESTART CONFIRM

初期設定確認  オフ

REST ACK OFF

Y

グローバル呼番号

GLOBAL CALL REFERENCE

JT-Q931　プロトコル制御

より（各呼番号）

Y

注１．T317 はオプション。(節 9.2 参照)
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付図 A-4/JT-Q931 (4/4) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（ユーザ側）
(ITU-T Q.931)

初期設定

REST 2

全応答
ALL RESPONSE?

状態表示

STATUS

T317 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T317

保守作業
MAINTENANCE

ACTION

初期設定確認

RESTART CONFIRM

T317  停止

STOP  T317

初期設定確認

RESTART ACK

REST2　初期設定状態

RESTART

期待されないﾒｯｾｰｼﾞ
UNEXPECTED

MESSAGE

状態表示
(理由表示#81)

STATUS (CAUSE#81)

初期設定

REST 2

初期設定

REST 2

空

REST 0

N

Y

グローバル呼番号

GLOBAL CALL REFERENCE

JT-Q931
プロトコル制御より

（各呼番号）

5.5.2 5.5.2 5.8.3.2 (f)

注１．T317 はオプション。（節 9.2 参照）
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注．分割発呼は、TTC 標準では非標準である。

　0 　　空

NULL

　1 　発  呼

CALL INITIATED

呼  設  定

SETUP

付加情報

INFORMATION

呼設定表示
SETUP

INDICATION

呼設定受付要求
 PROCEEDING

REQUEST

付加情報

INFORMATION

付加情報表示
INFORMATION

INDICATION

呼設定受付

 CALL PROCEEDING

解放完了
RELEASE

COMPLETE

呼設定確認

SETUP ACK

呼設定受付

CALL PROCEEDING

　0     空

NULL

　2   分割発呼
OVERLAP   注

SENDING

　3   発呼受付
OUTGOING CALL

PROCEEDING

呼設定拒否要求
REJECT

REQUEST

情報追加要求
MORE INFORMA-
TION REQUEST

付加情報要求
INFORMATION

REQUEST

呼設定受付要求
PROCEEDING

REQUEST

5.1.1

5.1.5

a)  発呼設定手順(1/2)

付図 A-5/JT-Q931(1/8) 　JT-Q931 プロトコル制御概

(ITU-T Q.931) 　　　略 SDL 図（網側）ポイント

・ポイント

5.1.3 5.3.2 a

5.1.5 5.1.3 5.1.3
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付図 A-5/JT-Q931(2/8)　 JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

　3 　発呼受付
OUTGOING CALL

PROCEEDING

　4   呼出通知

CALL DELIVERED

呼設定応答
SETUP

RESPONSE

呼  出

ALERTING

呼出要求
ALERTING
REQUEST

経過表示要求
PROGRESS
REQUEST

呼設定応答
SETUP

RESPONSE

経過表示

PROGRESS

応  答

CONNECT

　3   発呼受付
OUTGOING CALL

PROCEEDING

　10 　通信中

ACTIVE

5.1.6

5.1.7

a)　発呼設定手順(2/2)
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付図 A-5/JT-Q931(3/8)　 JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

　0 　  空

NULL

　6 　着  呼

CALL PRESENT

　呼設定要求
　SETUP

REQUEST

呼  設  定

SETUP

応  答

CONNECT

呼設定確認

SETUP CONFIRM

　0     空

NULL

　7   呼出中

CALL RECEIVED

　9   着呼受付
INCOMING CALL

PROCEEDING

　9   着呼受付
INCOMING CALL

PROCEEDING

　8   応答要求

CONNECT REQUEST

解放完了
RELEASE

　　COMPLETE

　　呼設定受付
　　CALL
　　PROCEEDING

呼  出

ALERTING

呼出表示
ALERTING

INDICATION

呼設定受付表示
PROCEEDING

　　INDICATION

　　拒否表示
　REJECT

INDICATION

呼設定確認

SETUP CONFIRM

呼出表示
ALERTING

INDICATION

経過表示表示
PROGRESS

INDICATION

応  答

CONNECT

呼  出

ALERTING

経過表示

PROGRESS

5.2.1

5.2.7

5.2.7 5.2.2 5.2.5.2 5.2.5.2

5.2.5.2 5.2.6

b)  着呼設定手順 (1/2)
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付図 A-5/JT-Q931(4/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

　8 　応答要求

CONNECT REQUEST

　10 　通信中

ACTIVE

呼設定完了要求
SETUP COMPLETE

REQUEST

応答確認

CONNECT ACK

　8 　応答要求

CONNECT REQUEST

応  答

CONNECT

呼設定確認

SETUP CONFIRM

　7 　呼出中

CALL RECEIVED

5.2.7 5.2.8

b)　着呼設定手順(2/2)
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注１．オプション（インバンドトーン)

注２．トーン管理に従う。

c)　切断復旧手順(1/2)

付図 A-5/JT-Q931(5/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

状態 0,11,12,19,
22 を除く任意の状態
ANY STATE EXCEPT 0,

11,12,19,22

　11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

切  断

DISCONNECT

Ｂチャネル切断
DISCONNECT

B-CHAN

切断表示
DISCONNECT
INDICATION

切  断

DISCONNECT

切断要求
DISCONNECT

REQUEST

トーン管理
TONE

MANAGEMENT

Ｂチャネル切断
DISCONNECT

B-CHAN

　12   切断通知
DISCONNECT
　INDICATION

注１

注２

5.3.3 5.3.4
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c)　切断復旧手順(2/2)

付図 A-5/JT-Q931(6/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

　12   切断通知
DISCONNECT
INDICATION

　11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

解放要求
RELEASE
REQUEST

切  断

DISCONNECT

解  放

RELEASE

　19   解放要求
RELEASE
REQUEST

Ｂチャネル解放
RELEASE

　　B-CHAN

解放完了
RELEASE

COMPLETE

解放確認

RELEASE CONFIRM

解  放

RELEASE

解放完了
RELEASE

COMPLETE

　0     空

NULL

　0     空

NULL

解放表示
RELEASE

INDICATION

Ｂﾁｬﾈﾙと呼番号
解放  RELEASE

B-CHAN &
CALL REFERENCE

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

5.2.65.2.5.2
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d)　再開手順

付図 A-5/JT-Q931(7/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

　0 　  空

NULL

　17 　再開要求

RESUME REQUEST

再開（呼識別）

RESUME(CALL ID)

再開表示
RESUME

INDICATION

再開応答
RESUME

RESPONSE

再開確認

RESUME ACK

　10 　通信中

ACTIVE

　0 　  空

NULL

　再開拒否要求
　RESUME
REJECT REQUEST

再開拒否(呼識別)
RESUME REJECT

(CALL ID)
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e)　中断手順

付図 A-5/JT-Q931(8/8)　JT-Q931 プロトコル制御概略 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

　10 　通信中

ACTIVE

　15 　中断要求
SUSPEND
REQUEST

通  知

NOTIFY

中断応答
SUSPEND

RESPONSE

中  断

SUSPEND

中断表示
SUSPEND

　　INDICATION

通知要求

NOTIFY REQUEST

中断確認

SUSPEND ACK

中断拒否

 SUSPEND REJECT

　10 　通信中

ACTIVE

　0 　  空

NULL

　10 　通信中

ACTIVE

中断拒否要求
SUSPEND

REJECT REQUEST
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付図 A-6/JT-Q931 (1/28) JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）ポイント・ポイント

(ITU-T Q.931)

呼設定要求

SETUP REQUEST

T307 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T307

呼  設  定

SETUP

解放完了

RELEASE COMPLETE

　0     空

NULL

　1   発  呼

CALL INITIATED

　6 　着　呼

CALL PRESENT

呼設定表示
　SETUP

INDICATION

呼番号選択
CALL REFERENCE

SELECTION

呼識別解放

CLEAR CALL ID

解放(B ﾁｬﾈﾙ)
RELEASE
(B-CHAN)

呼  設  定
(ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ)

SETUP (PT・PT)

T303  開始

START T303

　0     空

NULL

　0 　　空

NULL

5.6.2 5.2.1 5.1.1 5.8.3.2 (C)

（注）

注．呼番号は、T307 に関連しない。
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付図 A-6/JT-Q931 (2/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

状態表示
(CS≠0)

STATUS(CS≠0)

認識されない又
は期待されない
メッセージ

UNKNOWN OR
UNEXPECTED

MESSAGE

状態表示
(CS=0)

STATUS(CS=0)

再開 (呼識別)

RESUME (CALL ID)

解  放

RELEASE

解放完了

RELEASE COMPLETE

　0     空

NULL

再開表示
　RESUME

INDICATION

 17  再開要求

RESUME REQUEST

 　0     空

NULL

解放完了(理由表
示#101)RELEASE

COMPLETE(CAUSE#10)

解  放
(理由表示#101)

RELEASE(CAUSE#101)

解  放
(理由表示#81)

RELEASE(CAUSE#81)

解放完了(理由表
示# 81) RELEASE

 COMPLETE(CAUSE # 81)

 　0    空

NULL

T308  開始

START T308

　19 　解放要求

RELEASE REQUEST

T308  開始

START T308

　19 　解放要求

RELEASE REQUEST

 　0    空

NULL

解  放
オプション

RELEASE OPTION

　0 　　空

NULL
…続き

5.8.3.2 (b) 5.6.4 5.8.3 5.8.115.8.11
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注．分割発呼は、TTC 標準では非標準である。

付図 A-6/JT-Q931 (3/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

呼設定拒否要求

REJECT REQUEST

呼設定受付要求
PROCEEDING

REQUEST

情報追加要求
MORE

INFORMATION REQ

　1 　発  呼

CALL INITIATED

全タイマー停止
STOP

ALL TIMERS

解放(B ﾁｬﾈﾙ)
RELEASE
(B-CHAN)

応答(B ﾁｬﾈﾙ)
CONNECT
(B-CHAN)

T302  開始

START T302

切断表示
DISCONNECT
INDICATION

解放完了
RELEASE

COMPLETE

呼設定受付(B ﾁｬﾈﾙ)
CALL PROCEEDING

(B CHAN)

呼設定確認(B ﾁｬﾈﾙ)
SETUP ACK
(B-CHAN)

応答(B ﾁｬﾈﾙ)
CONNECT
(B-CHAN)

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

　11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

　3   発呼受付
OUTGOING CALL

PROCEEDING

切断 (理由表示)

DISCONNECT

　0     空

NULL

　2   分割発呼

OVERLAP SENDING

（注）

5.3.2 (a) 5.3.35.1.5.15.1.3
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付図 A-6/JT-Q931 (4/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

（注２）

注１．呼制御機能ブロックは 5.1.5.2 及び 5.1.7 の

機能を実行するものと考えられる。

注２．分割発呼は、TTC 標準では非標準である。

付加情報

INFORMATION

T302 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIME OUT T302

呼設定受付要求
PROCEEDING

REQUEST

ﾀｲﾑｱｳﾄ表示
TIMEOUT

INDICATION

付加情報表示
INFORMATION

INDICATION

T302  停止

STOP  T302

T302 起動中？

T302 RUNNING

呼設定受付

CALL PROCEEDING

　2   分割発呼

OVERLAP SENDING

　3   発呼受付
OUTGOING CALL

PROCEEDING
T302 再開始

RESTART T302

T302  開始

START T302

（注１）

2   分割発呼

OVERLAP SENDING

5.1.3 5.1.5.2 5.1.5.2

Y N

　2   分割発呼

OVERLAP SENDING
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注．分割発呼は、TTC 標準では非標準である。

付図 A-6/JT-Q931(5/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

経過表示要求
(ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞ)

PROGRESS REQUEST
(INTERWORKING)

呼設定応答

SETUP RESPONSE

呼出要求
ALERTING
REQUEST

経過表示
(ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞ)
PROGRESS

(INTERWORKING)

応      答

CONNECT

呼      出

ALERTING

T302  停止

STOP  T302

T302  停止

STOP  T302

T302  停止

STOP  T302

　2   分割発呼

OVERLAP SENDING

　10   通信中

ACTIVE

　4   呼出通知

CALL DELIVERED

（注）　2   分割発呼

OVERLAP SENDING
…続き

5.1.7 5.1.87 5.1.6
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付図 A-6/JT-Q931 (6/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

　3   発呼受付
OUTGOING CALL

PROCEEDING

呼設定応答

SETUP RESPONSE

呼出要求
　ALERTING

REQUEST

　経過表示要求
　PROGRESS

REQUEST

応      答

CONNECT

呼      出

ALERTING

経過表示

PROGRESS

　10   通信中

ACTIVE

　4   呼出通知

CALL DELIVERED

　3   発呼受付
OUTGOING CALL

PROCEEDING

5.1.6 5.1.7 5.1.8
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付図 A-6/JT-Q931 (7/28)　 JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

4 　呼出通知

CALL DELIVERED

経過表示要求
PROGRESS
REQUEST

経過表示

PROGRESS

呼設定応答

SETUP RESPONSE

応      答

CONNECT

　10   通信中

ACTIVE

　4 　呼出通知

CALL DELIVERED

5.1.8

5.1.6
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注１．T301 と T304 は、オプションである。

（節 9.1 参照）

注２．分割着呼は、TTC では非標準である。

付図 A-6/JT-Q931 (8/28)　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

9/28

F

22/28

5.2.4

T303 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T303

拒否表示
REJECT

INDICATION

解放要求

RELEASE REQUEST

T303  停止

STOP  T303

解放完了 (理由
表示) RELEASE

COMPLETE (CAUSE)

呼設定確認
(B ﾁｬﾈﾙ) SETUP
ACK (B-CHAN)

呼      出

(ALERTING)

呼設定受付

CALL PROCEEDING

応      答

CONNECT

付加情報要求
　INFORMATION

REQUEST

T303  停止

STOP  T303

T303  停止

STOP  T303

T303  停止

STOP  T303

T303  停止

STOP  T303

T310  開始

START T310

T304  開始

START T304

呼出表示
ALERTING

INDICATION

情報追加表示
MORE INFORMATION

INDICATION

呼設定確認

SETUP CONFIRM

　9   着呼受付
INCOMING CALL

PROCEEDING

　7   呼出中

CALL RECEIVED

　25   分割着呼
OVERLAP

RECEIVING　0 　　空

NULL

　8   応答要求

CONNECT REQUEST

　6   着　呼

CALL PRESENT

（注１）

T301  開始

START T301

（注１）

（注２）

NC

解放(B ﾁｬﾈﾙ,
呼番号)  RELEASE

(B-CHAN AND
CALL REFERENCE)

呼設定受付表示
PROCEEDING
INDICATION

5.2.5.45.2.7 5.2.2 5.2.5.25.2.4 5.2.5.2 5.2.1
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付図 A-6/JT-Q931 (9/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

最初の
ﾀｲﾑｱｳﾄ   FIRST

TIMEOUT?

呼  設  定

SETUP

解放表示
RELEASE

INDICATION

T303  開始

START T303

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

　0 　　空

NULL

　6   着  呼

CALL PRESENT

Ｆ

5.2.1
8/28

N

Y
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注．T301 はオプションである。（節 9.1 参照）

付図 A-6/JT-Q931 (10/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

T301 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T301

切断 (理由表示)

DISCONNECT

切断要求
DISCONNECT

REQUEST

応      答

CONNECT

ﾀｲﾑｱｳﾄ表示
TIMEOUT

INDICATION

T301  停止

STOP T301

 　8 　応答要求

CONNECT REQUEST

　7   呼出中

CALL RECEIVED

呼設定確認

SETUP CONFIRM

　7 　呼出中

CALL RECEIVED

ND NC

5.3.3 5.2.7 5.3.4

22/28 22/28
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付図 A-6/JT-Q931 (11/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

呼設定完了要求
SETUP COMPLETE

REQUEST

応答確認

CONNECT ACK

切断(理由表示)
DISCONNECT

(CAUSE)

切断要求
DISCONNECT

REQUEST

　8   応答要求

CONNECT REQUEST

　10  通信中

ACTIVE

ND NC

5.3.3 5.2.8 5.3.4

22/28 22/28
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注．T301 はオプションである。（節 9.1 参照）

付図 A-6/JT-Q931 (12/28)　 JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

呼出表示
ALERTING

INDICATION

経過表示 (ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞ)
PROCEEDING

(INTERWORKING)

T310 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T310

切      断

DISCONNECT

呼      出

ALERTING

応      答

CONNECT

　9 　着呼受付
INCOMING

CALL PROCEEDING

T301  開始

START T301

T310  停止

STOP  T310

T310  停止

STOP  T310

経過表示表示
PROGRESS

INDICATION

呼設定確認

SETUP CONFIRM

　9   着呼受付
INCOMING

CALL PROCEEDING

　7 　呼出中

CALL RECEIVED

　8   応答要求

CONNECT REQUEST

切断要求
DISCONNECT

REQUEST

ND

NC

22/28

22/28

（注）

5.2.5.1 5.2.5.2 5.2.5.35.2.6 5.3.45.3.3
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付図 A-6/JT-Q931 (13/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

中断表示
SUSPEND

INDICATION

通  知

NOTIFY

応答確認

CONNECT ACK

中      断

SUSPEND

通  知

NOTIFY

通知表示
NOTIFY

INDICATION

通知要求

NOTIFY REQUEST

　15   中断要求

SUSPEND REQUEST

　10   通信中

ACTIVE

　10   通信中

ACTIVE

　10   通信中

ACTIVE

　10   通信中

ACTIVE

5.1.8 5.6.4,5.6.2,5.95.6.4,5.6.2,5.95.6.2
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付図 A-6/JT-Q931 (14/28)　 JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

　11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

解放要求

RELEASE REQUEST

T308  開始

START T308

　19   解放要求

RELEASE REQUEST

解      放

RELEASE

NR
15/28
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付図 A-6/JT-Q931 (15/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

　　(ITU-T Q.931)

　12　 切断通知
DISCONNECT
INDICATION

解放表示
RELEASE

INDICATION

T305 または T306 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T305 or T306

B ﾁｬﾈﾙ  解放

RELEASE B-CHAN

解      放

RELEASE

切      断

DISCONNECT

T305 または T306 停止

STOP T305 or T306

T305 又は T306 停止

STOP T305 or T306

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

解放完了

RELEASE COMPLETE

　0 　  空

NULL

NR

NR

5.3.4 5.3.45.3.5

14/28

14/28



- 291 - ＪＴ－Ｑ９３１

付図 A-6/JT-Q931 (16/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

中断応答
SUSPEND

RESPONSE

T307  開始

START T307

中断確認

SUSPEND ACK

中断拒否要求
SUSPEND

REJECT REQUEST

　15 　中断要求

SUSPEND REQUEST

中断拒否

SUSPEND REJECT

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

　10   通信中

ACTIVE

　0 　　空

NULL

5.6.35.6.2
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付図 A-6/JT-Q931 (17/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

再開応答

RESUME RESPONSE

T307  停止

STOP  T307

再開確認

RESUME ACK

再開拒否要求
RESUME

REJECT REQUEST

　17 　再開要求

RESUME REQUEST

再開拒否

RESUME REJECT

呼識別解放
RELEASE
CALL ID

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

　10 　通信中

ACTIVE

　0     空

NULL

5.6.55.6.4
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付図 A-6/JT-Q931 (18/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

状態表示通知(ｴﾗｰ)
STATUS

INDICATION(ERROR)

T308 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T308

状態表示 (CS=0)

STATUS (CS=0)

状態表示 (CS≠0)

STATUS (CS≠0)

解放完了

RELEASE COMPLETE

　19   解放要求

RELEASE REQUEST

最初のﾀｲﾑｱｳﾄ
FIRST TIME-

OUT

T308  停止

STOP T308

T308  開始

START T308

T308  停止

STOP  T308
呼番号の解放

RELEASE
CALL REFERENCE

Ｂﾁｬﾈﾙと呼番号
の解放 RELEASE

B-CHAN &
CALL REFERENCE

19   解放要求

RELEASE REQUEST

　0     空

NULL

解放確認(ｴﾗｰ)
RELEASE

CONFIRM (ERROR)

解      放

RELEASE

Ｂﾁｬﾈﾙと呼番号
の解放 RELEASE

B-CHAN &
CALL REFERENCE

解放確認
RELEASE
CONFIRM

　0 　　空

NULL
　19   解放要求

RELEASE REQUEST
　0 　　空

NULL

解      放

RELEASE

Ｂチャネルを保守状
態にする

PLACE B-CHAN
IN MAINTENANCE

N

Y

5.8.11 5.3.4.35.3.3 5.3.55.8.11
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注１．分割着呼は、TTC 標準では非標準である。

注２．T304 はオプションである。（節 9.1 参照）

付図 A-6/JT-Q931 (19/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

T304 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T304

呼      出

ALERTING

応      答

CONNECT

呼設定受付

CALL PROCEEDING

 経過表示
(ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞ)
PROGRESS

(INTERWORKING)

付加情報要求
MORE INFORMATION

REQUEST

ﾀｲﾑｱｳﾄ表示
TIMEOUT

INDICATION

T304  停止

STOP  T304

付加情報

INFORMATION

呼出表示
ALERTING

INDICATION

呼設定確認

SETUP CONFIRM

呼設定受付表示
PROCEEDING
INDICATION

T304  停止

STOP  T304

T304  停止

STOP  T304

経過表示(ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞ)
PROGRESS INDICATION

(INTERWORKING)

　25   分割着呼
OVERLAP

RECEIVING

　9   着呼受付
INCOMING CALL

PROCEEDING

　7   呼出中

CALL RECEIVED　25 　分割着呼
　OVERLAP
RECEIVING

　25   分割着呼
OVERLAP

RECEIVING

　8   応答要求

CONNECT REQUEST

T304
起動中？

T304
RUNNING

T310  開始

START T310

T301  開始

START T301T304 再開始

RESTART T304

（注１）
　25 　分割着呼
　OVERLAP

　RECEIVING

T304  開始

START T304

N

5.2.4 5.2.4 5.2.65.2.5.15.2.5.1 5.2.5.2

（注２）

Y
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付図 A-6/JT-Q931(20/28)　 JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

任意の状態

ANY STATE

状態 0, 19 を除
く任意の状態

ANY STATE EXCEPT 0,19

状態問合

STATUS ENQUIRY

状態表示 (CS=M)

STATUS (CS=M)

M=0?
状態表示

STATUS

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

状態表示  表示(ｴﾗｰ)
STATUS

INDICATION(ERROR)

状態表示  表示
STATUS

INDICATION

　0 　  空

NULL

呼番号及び資源
の解放 RELEASE

CALL REFERENCE
AND RESOURCE

状態一致
COMPATIBLE

STATE?
（注）

NC

22/28

5.8.115.8.10

N

Y

Y

N

注．呼状態が一致した状態表示（STATUS) の受信

　　を表示する動作は、実現方法に依存する。

　　（節 5.8.11 参照）
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付図 A-6/JT-Q931(21/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

状態 0,1,6,17,19 を
除く任意の状態

ANY STATE EXCEPT
0,1,6,17,19

状態 0,1,6,17,19,
25 を除く任意の状態
ANY STATE EXCEPT

0,1,6,17,19,25

付加情報要求
INFORMATION

REQUEST

付加情報

INFORMATION

付加情報

INFORMATION

付加情報表示
INFORMATION

INDICATION

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE
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注．T306 のデフォルト値は、節 9.1 を参照のこと。

付図 A-6/JT-Q931(22/28)　 JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

0,11,12,19, 22 を

除く任意の状態

0,6,9,11,12,19, 22

を除く任意の状態

切      断

DISCONNECT

全タイマー停止
STOP

ALL TIMERS

切断(B ﾁｬﾈﾙ)
DISCONNECT

B-CHAN

切断(B ﾁｬﾈﾙ)
DISCONNECT

(B-CHAN)

ﾄｰﾝｵﾌﾟｼｮﾝ
TONE OPTION?

トーン開始

START TONE

切断表示
DISCONNECT
INDICATION

T306 開始 (注)

START T306

切断 (PI)

DISCONNECT (PI)

切      断

DISCONNECT

T305  開始

START T305

　11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

　12 　切断通知
DISCONNECT
　INDICATION

　12 　切断通知
DISCONNECT
　INDICATION

ANY STATE
EXCEPT 0,11
12,19, 22

ANY STATE
EXCEPT 0,6,9,
11,12,19, 22

全タイマー停止
STOP

ALL TIMERS

ND NC

10/28,11/28,12/28

5.3.3

切断要求
DISCONNECT

REQUEST

5.3.4

Y

N

8/28,10/28,11/28,12/28,20/28
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エラー処理 SDL 図(1/2) 注１．解放または解放完了メッセージを除く。

付図 A-6/JT-Q931(23/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

理由
表示ｵﾌﾟｼｮﾝ

CAUSE OPTION

認識されないﾒｯｾｰｼﾞ
UNRECOGNIZED

MESSAGE

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

呼  設  定

SETUP

期待されないﾒｯｾｰｼﾞ
UNEXPECTED

MESSAGE

０を除いた
任意の状態

ANY STATE EXCEPT 0

状態表示
(理由表示 #101)

 STATUS(CAUSE#101

状態表示
(理由表示 #97)

STATUS (CAUSE#97)

状態問合

STATUS ENQUIRY

状態表示
(理由表示 #98)

STATUS (CAUSE#98)

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

注１

状態問合せ
ｵﾌﾟｼｮﾝ STATUS

ENQUIRY OPTION

5.8.45.8.3.2(e) 5.8.4
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注１．呼設定、解放、切断メッセージを除く。

エラー処理 SDL 図(2/2)

付図 A-6/JT-Q931(24/28)　 JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

解放表示
RELEASE

INDICATION

切断表示
DISCONNECT
INDICATION

解放表示
RELEASE

INDICATION

状態表示
(理由表示#96)

STATUS(CAUSE#96)

解放完了 (理由表
示#100) RELEASE

COMPLETE(CAUSE#10)

　0     空

NULL
呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

　0     空

NULL

　11   切断要求
DISCONNECT

REQUEST

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

　11   切断要求
DISCNNECT

REQUEST

　0     空

NULL

　0     空

NULL

　0     空

NULL

理由表示情報要素
の欠けている切断

DISCONNECT
W/O CAUSE I.E

理由表示情報要素
の欠けている解放

RELEASE W/O
CAUSE I.E

** 特定の状態

SPECIFIC STATE

必須情報要素の欠
けている呼設定

SETUP W/O
MANDATORY I.E.

切断表示
DISCONNECT
INDICATION

解放完了 (理由表
示#96) RELEASE

COMPLETE(CAUSE#9)

状態表示
(理由表示#100)

STATUS(CAUSE#100)

解放完了 (理由表
示#100) RELEASE

COMPLETE(CAUSE#100)

解放完了 (理由表
示#96) RELEASE

　 COMPLETE(CAUSE#9)

理由表示情報要素
に ｴﾗｰのある解放
RELEASE WITH

CAUSE I.E. ERROR

理由表示情報要素
に ｴﾗｰのある切断
DISCONNECT WITH
CAUSE I.E. ERROR

必須情報要素の欠
けているﾒｯｾｰｼﾞ
MESSAGE W/O

MANDATORY I.E.

必須情報要素にエラー
のある設定

SETUP WITH
MANDATORY I.E.

ERROR

5.8.6.2
5.8.6.1

注１

必須情報要素にエラー
のあるメッセージ

MESSAGE WITH
MANDATORY I.E. ERROR

注１

5.8.6.25.8.6.1 5.8.6.15.8.6.1 5.8.6.25.8.6.2
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注１．適切な状態とは次の状態である。

Ｎ１，Ｎ３－Ｎ４，Ｎ６－Ｎ１２，Ｎ１５，Ｎ１７，Ｎ１９。

注２．このプリミティブ受信で、呼制御は切断要求プリミティブを

送ることによって呼を切断すべきである。

注３．分割発呼及び分割着呼は、TTC 標準では非標準である。

付図 A-6/JT-Q931(25/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

適切な状態
注 1

RELEVANT STATES

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

エラー表示
ERROR

INDICATION

DL－設定－表示
DL-ESTABLISH-

INDICATION

　2   分割発呼

OVERLAP SENDING

　25   分割着呼
OVERLAP

RECEIVING

DL－設定－表示
DL-ESTABLISH-

INDICATION

DL－設定－表示
DL-ESTABLISH

INDICATION

エラー表示
ERROR

INDICATION

　2   分割発呼
OVERLAP
SENDING

　25   分割着呼
OVERLAP

RECEIVING

（注３） （注３）

5.8.8 5.8.85.8.8

（注２）（注２）
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注１．T309 を含む任意のタイマー。

注２．T304 はオプション。（節 9.1 参照）

注３．分割発呼及び分割着呼は、TTC 標準では非標準である。

（TTC 注）

データリンク障害の記述について本文 5.8.9 と整合がとれていない部分があるが、ITU-T での進捗状況に合わせて適正化を図る。

付図 A-6/JT-Q931(26/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

　 25   分割着呼

　OVERLAP RECEIVING

**状態 0,2,25 を除く任
意の状態 ANY STATE

EXCEPT 0,2,25

　2   分割発呼

　OVERLAP SENDING
　0 　　空

NULL 　

DL－解放－表示
DL-RELEASE-
INDICATION

DL－解放－表示
DL-RELEASE-
INDICATION

DL－解放－表示
DL-RELEASE-
INDICATION

DL－解放－表示
DL-RELEASE-
INDICATION

　0     空

NULL

　0     空

NULL

　0     空

NULL
　0     空

NULL

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

解放表示(ｴﾗｰ)
RELEASE

INDICATION(ERROR)

呼設定確認(ｴﾗｰ)
SETUP CONFIRM

(ERROR)

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

全タイマー停止
STOP ALL
TIMERS

T309  開始

START T309

T302  停止

STOP  T302

（注３） （注３）

5.8.9 5.8.95.8.9本文に無し

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

T304  停止

STOP T304 注２

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

DL－設定－要求
DL-ESTABLISH-

REQUEST

ﾀｲﾏｰ起動中？
TIMER

RUNNING

YesNo

（注１）
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付図 A-6/JT-Q931(27/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

** 任意の状態

ANY STATE

　0     空

NULL

T309 ﾀｲﾑｱｳﾄ

TIMEOUT T309

呼番号解放
RELEASE CALL

REFERENCE

T309  停止

STOP  T309

ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸ障害表示
DATA LINK FAILURE

INDICATION

5.8.95.8.9

現状態維持
REMAIN IN

CURRENT STATE

状態表示

STATUS

状態問合

STATUS ENQUIRY

DL－設定－確認
DL-ESTABLISH-

CONFIRM



- 303 - ＪＴ－Ｑ９３１

付図 A-6/JT-Q931(28/28) 　JT-Q931　プロトコル制御　詳細 SDL 図（網側）

(ITU-T Q.931)

**状態 0,19 を除く任
意の状態 ANY STATE

EXCEPT 0,19

解放完了

RELEASE COMPLETE

解放表示
RELEASE

INDICATION

　0 　　空

NULL

Ｂﾁｬﾈﾙと呼番号
の解放 RELEASE

B-CHAN &
CALL REFERENCE

**状態 0,12,19 を除く任
意の状態 ANY STATE

EXCEPT 0,12,19

解      放

RELEASE

全タイマー停止
STOP ALL
TIMERS

B ﾁｬﾈﾙ解放

RELEASE B-CHAN

呼番号解放
RELEASE

CALL REFERENCE

解放完了

RELEASE COMPLETE

解放表示
RELEASE

INDICATION

　0     空

NULL
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付属資料Ｂ：通信可能性確認

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

Ｂ.1　概　説

本付属資料では、ISDN 内の呼において、ユーザと網の通信可能性が最もよい状態であることを確認する

ためにおこなわれるべき通信可能性確認に関して記述する。

本付属資料では既存網とのインタワークについても触れる。

通信可能性確認は、次のような異なる三つの方法で行われる。

(1)　発信側におけるユーザから網へのインタフェースにおいて、（節Ｂ.2 参照）

(2)　着信側における網・ユーザインタフェースにおいて、（節Ｂ.3.2 参照）

(3)　ユーザ・ユーザ（節Ｂ.3.3 参照）

（注）本付属資料における“着信ユーザ”という言葉は、明確にアドレッシングされている終端エンティ

ティを指す。アドレッシングされたインタワーキングユニット（IWU）も着信ユーザになりうる。

勧告 I.500 シリーズ参照。

通信可能性確認のために必要とされる情報のコーディングの詳細については、付属資料Ｉを参照のこと。

Ｂ.2　発信側通信可能性確認

発信側では、伝達能力情報要素を利用して、発信ユーザから要求されたベアラサービスが、網によりそ

のユーザに提供されるベアラサービスと一致することを確認する。一致しない場合は、網は節 5.1.5.2 に挙

げた理由表示の一つを用いて、その呼要求を拒否する。

網サービスは、ベアラサービス、テレサービスとして、各々勧告 I.230, I.240 に記述されている。

Ｂ.3　着信側通信可能性確認

この章では、“確認”という言葉は、ユーザが指定された情報要素の内容を検査することを意味する。

Ｂ.3.1　アドレッシング情報を使用した通信可能性確認

着信の「呼設定」(SETUP) メッセージにアドレッシング情報（すなわち DDI またはサブアドレスまたは

着番号の該当部分）が使用されている場合の処理は次の通りである。

(a)　番号またはサブアドレスがユーザに指定されている場合、着呼の着番号または着サブアドレス情報

要素の情報は、ユーザによって、ユーザの番号またはユーザ自身のサブアドレスに指定されている番

号の対応部分と照合される。一致が得られない場合、同着信ユーザは、その呼を無視する。一致した

場合には、引き続いて節Ｂ.3.2 から節Ｂ.3.3 に記述の通信可能性確認が行われる。

(b)　ユーザに指定された番号またはサブアドレスがない場合、着番号または着サブアドレス情報要素は

無視される。節Ｂ.3.2 及び節Ｂ.3.3 に記述の通信可能性確認が引き続いて行われる。

（注１）ユーザの必要に応じて、実行順序および確認すべき情報の観点から、多様な方法による通信可

能性確認が可能である。例えば、最初に指定された番号／サブアドレス、次に通信可能性、ま

たはその逆。

（注２）アドレッシング情報を使用した着呼が、そのアドレスをもつユーザに常に正しく着信するもの

とするなら、同一受信バスに接続された全てのユーザが、指定された番号またはサブアドレス

をもつべきである。
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Ｂ.3.2　網からユーザへの通信可能性確認

網が着信側でのベアラサービスを提供する場合、ユーザは伝達能力情報要素を利用して、網により出さ

れたベアラサービスが、自分が提供できるベアラサービスと一致することを確認する。一致しない場合は、

ユーザはその呼を無視するか、理由表示＃８８“端末属性不一致”を用いて拒否する（節 5.2.2 参照）。

Ｂ.3.3　ユーザ・ユーザの通信可能性確認

着信側の終端エンティティは、低位レイヤ整合性情報要素の内容が、そのユーザがサポートしている機

能と一致することを確認する。

低位レイヤ整合性情報要素を（利用可能な場合）利用して、低位レイヤ（例えば、OSI モデルに準拠して

いる場合のレイヤ１からレイヤ３）の通信可能性確認を行うものとする。

（注）伝達能力情報要素も確認される。節Ｂ.3.2 参照。それゆえ、伝達能力及び低位レイヤ整合性情報要

素に少しでも一致しない点があった場合、付属資料Ｉに従って処理される。例えば、低位レイヤ

整合性情報要素の中の一致しない情報は無視される。

(TTC 注)　但し、異速度ディジタル網(PHS 等)との JT-I460 速度整合の非制限ディジタル通信による相互接

続を行う終端エンティティの場合はその限りではなく、伝達能力情報要素と低位レイヤ整合性情

報要素のレイヤ１プロトコル及びユーザ速度が一致しないことがあり得る。

その場合、伝達能力情報要素のレイヤ１プロトコルとユーザ速度には、それぞれ網間速度整合

則とインタワーク先の他網の情報転送速度が、低位レイヤ整合性情報要素のレイヤ１プロトコル

とユーザ速度には、それぞれ端末間速度整合則と端末速度が設定されているとみなし、通信可能

性確認を行う必要がある。

着信「呼設定」(SETUP) メッセージに低位レイヤ整合性情報要素が含まれない場合は、その伝達能力情

報要素を利用して、低位レイヤの通信可能性確認を行うものとする。

着信側終端エンティティは、高位レイヤ整合性情報要素が存在する場合、たとえ網がベアラサービスし

かサポートしないときでも、ユーザ・ユーザ整合性確認手順の一部として確認する。

上記情報要素の確認において不一致が生じた場合、終端エンティティはその呼を無視もしくは理由表示

＃８８“端末属性不一致”を用いて拒否する（節 5.2.2 参照）。

Ｂ.3.3.1　ユーザ・ユーザの通信可能性確認とベアラサービス選択

着側端末がベアラサービス選択をサポートしていない場合、その端末は、B.3.3 が適用されてフォールバッ

ク伝達能力が唯一提供された伝達能力であるかのように返答する。

着側端末がベアラサービス選択をサポートしており、フォールバック伝達能力あるいは優先伝達能力の

うち１つ、又は両方の伝達能力（フォールバック伝達能力、または優先伝達能力）でも呼を受け入れられ

る場合、B.3.3 が適用され、提供されたそれぞれの伝達能力(フォールバック伝達能力、および優先伝達能力）

の呼に対して別々に評価が行われる。

(a)  両方の評価が端末とその呼が整合するとなった場合、優先伝達能力を用いた呼に対して応答する。

(b)  両方の評価が端末とその呼が不整合であるとなった場合、B3.3 に従い不整合呼の手順が適用され

る。

(c)  評価が端末と提供された２つの伝達能力（フォールバック伝達能力、または優先伝達能力）のう

ち１つの呼と不整合であるとなった場合、端末はその伝達能力を用いた呼に返答しない。
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Ｂ.3.4　ユーザの動作

次の表は、発信ユーザの要求するベアラサービス及び／またはテレサービスの通信可能性確認の結果と

して、着信ユーザが行う動作を示す。

付表 B-1/JT-Q931　伝送能力通信可能性確認

(ITU-T Q.931)

伝達能力

必須情報要素

ポイント・ポイント

データリンク

（注１）

放送形式

データリンク

（注１）

通信可能 続行する 続行する

通信不可能 拒否

（節 5.2.5.1）

無視

（節 5.2.5.1.a）

（注 2）

拒否

（節 5.2.5.1.b）

（注 2）
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付表 B-2/JT-Q931　高位レイヤ及び低位レイヤ整合性通信可能性確認

(ITU-T Q.931)　（通信可能性確認が呼の利用可能な記述によって保証されている場合）

LLC/HLC が保証

 されている場合

ポイント・ポイント

データリンク

（注１）

放送形式

データリンク

（注１）

通信可能 受け入れる 受け入れる

通信不可能 拒否

(節 5.2.5.1)

LLC 交渉

を行う

（注４）

無視

(節 5.2.5.1.a)

（注２）

拒否

(節 5.2.5.1.b)

（注２）

LLC 交渉

を行う

（注４）

LLC：低位レイヤ整合性、HLC：高位レイヤ整合性

付表 B-3/JT-Q931　高位レイヤ及び低位レイヤ整合性通信可能性確認

(ITU-T Q.931)  （通信可能性確認が呼の利用可能な記述によって保証されていない場合）

LLC/HLC が保証

 されていない

 場合

ポイント・ポイント

データリンク

（注１）

放送形式

データリンク

（注１）

HLC or LLC が

存在する場合

受入 or 拒否

（注３）

LLC 交渉

を行う

（注４）

受入 or 拒否

（注３）

LLC 交渉

を行う

（注４）

（注１）サブアドレスや着番号の該当部分を使って明確にアドレッシングされた放送形式データリンク

上の終端エンティティに対しては、上表のポイント・ポイント欄が使われる。

（注２）放送形式データリンク上の終端エンティティが通信不可能だった場合、“無視”または“拒否”

のいずれをとってもよい。節 5.2.2 参照。

（注３）このインタフェース上のいくつかの終端エンティティは高位レイヤ整合性及び低位レイヤ整合

性情報要素を理解し、通信不可能ならばその呼を拒否する。

（注４）付属資料Ｊ参照。

Ｂ.4　既存網とのインタワーキング

網または遠隔ユーザシグナリングの限界（例えば、PSTN またはアナログ端末からの着呼の場合）は、着

信ユーザへの着信「呼設定」(SETUP) メッセージ内の利用可能な情報を制限する。呼が、高位レイヤ整合

性情報要素の転送を提供しない既存網からきた場合、着信ユーザは、制限付きの通信可能性確認（例えば、

高位レイヤ整合性情報要素なしでの）を許可する。

網が全ての着呼情報を提供できない、または（通信可能性情報のような）いくつかのサービス情報の存

在が認識できない場合、着信「呼設定」(SETUP) メッセージは、経過内容＃１“呼が ISDN エンド・エン

ドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる。”または＃３“非 ISDN 発側アドレス”を含む経過識

別子情報要素を含む。（付属資料Ｇ参照）
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経過識別子情報要素をともなう「呼設定」(SETUP) メッセージを受信した終端エンティティは、通信可

能性確認の方法を以下の様に変更する。終端エンティティは、含まれている情報が通信可能ならば通信可

能とみなす。但し、最低限、伝達能力情報要素は含まれなければならない。完全な ISDN 環境において、伝

達能力情報要素以外の情報を期待する端末は、そのような情報がなくても、経過識別子情報要素が含まれ

ていれば、その呼を拒否する必要はない。
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付属資料Ｃ：中継網選択

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

この付属資料では、中継網選択情報要素の処理について述べる。

Ｃ.1　中継網選択がサポートされていない場合

ある網は、中継網選択をサポートしていないかもしれない。この場合、中継網選択情報要素が受信され

ると、その情報要素はインプリメントされていない非必須情報要素に関する規則に従って処理される。（節

5.8.7.1 参照）

Ｃ.2　中継網選択がサポートされている場合

中継網選択がサポートされている場合、ユーザは「呼設定」(SETUP) メッセージの中で、選択した中継

網を示す。１つの中継網選択情報要素は、１つの網識別情報の伝達に使用される。

ユーザは、複数の中継網を指定してもよい。それぞれの網識別情報には別々の情報要素が使われる。そ

して、「呼設定」(SETUP) メッセージの中に設定された順序に従い指定された中継網を通るように、呼は

ルーチングされる。例えば、ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージの中で２つの中継網選択情報要素を

網Ａ、網Ｂの順序で設定した場合は、まず（直接又は間接的に）網Ａにルーチングされ、次に（直接又は

間接的に）網Ｂにルーチングされて、呼が接続される。

呼がそれぞれの選択された網に接続されると、それに対応する中継網選択情報は、適当な網間信号の処

理ルールに従って、呼設定信号から取り除かれるだろう。中継網選択情報要素は目的のユーザまでは伝達

されない。

１つの「呼設定」(SETUP) メッセージには、最大４つの中継網選択情報要素しか含まれ得ない。

指定されたルートがビジーのため、網が呼をルーチングできない場合、網は、理由表示＃３４“利用可

回線／チャネルなし”をつけて節 5.3 の手順に従い、呼の切断復旧を開始することになる。

もし、網が指定された中継網を認識できない場合、網は、理由表示＃２“中継網ルートなし”をつけて

節 5.3 の手順に従い、呼の切断復旧を開始することになる。詳細情報フィールドは、接続できなかった網を

指定している中継網選択情報要素の内容のコピーを含むべきである。

網は、すべての中継網選択情報要素について、以下の検証をしてもよい。

 (a)　ループとなるルーチングの回避。

又は、

 (b)　選択された網間に存在する業務関係の確認。

又は、

 (c)　国内標準又は地域標準に従っていることの確認。

もし、中継網選択が、誤ったフォーマットで送られてきた場合、あるいは(a)、(b)又は(c)の判定基準に合

致しない場合、網は理由表示＃９１“無効中継網選択”をつけて節 5.3 の手順に従い、呼の切断復旧を開始

することになる。

ユーザが中継網選択情報要素を含めた場合、事前に予約されているデフォルト中継網選択情報は（もし

あれば）無視される。



ＪＴ－Ｑ９３１ - 310 -

付属資料Ｄ：対称な呼の運用に関する拡張

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

Ｄ.1　付加メッセージハンドリング

対称性の適用において、「呼設定」(SETUP) メッセージは、呼に使用される特定Ｂチャネルを通知する

チャネル識別子メッセージを含む。ポイント・ポイントデータリンクが「呼設定」(SETUP) メッセージを

転送するために使用される。

ユーザ側に関しては、５章に記述されている手順は原則として従われるべきである。付加手順が要求さ

れる場合、詳細を以下に示す。

Ｄ.1.1　Ｂチャネル選択－対称インタフェース

同じＤチャネルによって制御されるＢチャネルだけが選択手順の対象となる。選択手順は以下のとおり

である。

(a)　「呼設定」(SETUP)メッセージは以下の項目のうち１つを表示する。

(1)　他チャネルへの変更不可

(2)　他チャネルへの変更可

(b)　　(1)及び(2)の場合、もし、表示されたチャネルが受付可かつ利用可であるならば、「呼設定」(SETUP)

メッセージの受信側は指定されたチャネルをその呼のために予約する。

　(2)の場合、もし「呼設定」(SETUP)メッセージの受信側が表示されたチャネルを容認できないなら、

Ｄチャネルに関連する他の利用可能なＢチャネルを保留する。

(c)　もし、「呼設定」(SETUP)メッセージが、呼の確立のために必要なすべての情報を含むなら、「呼設

定」(SETUP)メッセージの受信側がインタフェースを通して転送される「呼設定受付」(CALL PROC)

メッセージに、選択されたＢチャネルを示す。そして「着呼受付」状態に遷移する。

(d)　もし、「呼設定」(SETUP)メッセージが、呼の確立のために必要なすべての情報を含んでいなけれ

ば、Ｂチャネルは、インタフェースを通して送られた「呼設定確認」(SETUP ACK)メッセージに示さ

れる。さらに、呼確立情報は、もしあるならば、「呼設定」(SETUP)メッセージと同方向に、インタ

フェースを通して転送される１つ、もしくはそれ以上の「付加情報」(INFO)メッセージで送られる。

　すべての呼確立情報が受信されたとき、適切な「呼設定受付」(CALL PROC)、「呼出」(ALERT)も

しくは「応答」(CONN)メッセージがインタフェースを通して転送される。

(e)　(1)の場合で、示されたＢチャネルが利用不可であるか、もしくは(2)の場合で利用可能なＢチャネル

がない場合、理由表示＃４４“要求回線／チャネル利用不可”あるいは＃３４“利用可回線／チャネ

ルなし”を含んだ「解放完了」(REL COM)メッセージがそれぞれ呼の生起側に返される。このメッセー

ジの送信側は「空」状態のままである。

(f)　もし「呼設定受付」(CALL PROC)もしくは「呼設定確認」(SETUP ACK)メッセージに示されたチャ

ネルが呼の生起側で受け入れられなければ、節 5.3 に従って呼を切断復旧する。

Ｄ.1.2　呼の確認

「呼設定」(SETUP)メッセージの受信によって、装置は「着呼」状態に遷移する。

「呼設定」(SETUP)メッセージへの正しい応答は、「呼設定確認」(SETUP ACK)、「呼出」(ALERT)、「呼

設定受付」(CALL PROC)､「応答」(CONN)又は「解放完了」(REL COMP)メッセージである。

もし、通知されたチャネルが呼の生起側で受け入れられれば、生起側は表示されたＢチャネルを接続す

る。
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Ｄ.1.3　ユーザが提供するトーン／アナウンスを使用した着信ユーザによる切断復旧

節 5.3.3 に記述されている手順に加え、伝達能力がオーディオ又は音声の場合、着信ユーザ又は私設網は、

切断復旧時に、インバンドトーン／アナウンスを用いるかもしれない。インバンドトーン／アナウンスが

提供される場合、「切断」(DISC)メッセージは、経過内容＃８“インバンド信号ないし適当なパターンが

利用可能”を含み、着信ユーザ又は私設網は、網に関して節 5.3.4.1 で規定している処理を行う。

Ｄ.1.4　通信中表示

「応答」(CONN)メッセージの受信によって、呼の生起側は「応答確認」(CONN ACK)メッセージで応答

し、「通信中」状態に遷移する。

Ｄ.2　呼設定に関するタイマ

ユーザエンドポイントは網側のタイマ T301, T303 及び T310 を供給し、それらのタイマ満了に伴う動作も

網側と一致させる。表 9-2/JT-Q931 に発ユーザ側のタイマと手順を示す。

Ｄ.3　呼の衝突

対称な配置において、両方から同じチャネルを通知した「呼設定」(SETUP)メッセージを同時に送出した

時、呼の衝突が生じる。インタフェースの各側へのチャネル割当てに関する管理手順がない場合、以下の

手順が適用される。

はじめにインタフェースの一方を“網”と指定し、他方を“ユーザ”と指定する。

次にユーザ側と網側からのチャネル変更指定の組合せにより同一チャネルが通知された場合における３

種類の可能なシナリオについて以下の手順が利用される。

(a)　“網”変更可、“ユーザ”変更可

　“網”の変更可能なチャネルが与えられ、“ユーザ”の「呼設定」(SETUP)メッセージに対する最

初の応答によって、変更チャネルが通知される。

(b)　“網”変更不可、“ユーザ”変更不可

　“網”の変更不可能なチャネルが与えられ、ユーザの「呼設定」(SETUP)メッセージは、理由表示

＃３４“利用可回線／チャネルなし”を含んだ「解放完了」(REL COMP)メッセージにより切断復旧

される。

(c)　“網”変更可、“ユーザ”変更不可又は“網”変更不可、“ユーザ”変更可

　「呼設定」(SETUP)メッセージに変更不可を通知した側のインタフェースに対応したチャネルが与

えられ、「呼設定」(SETUP)メッセージで変更可の通知を行った側への最初の応答によって、変更チャ

ネルが通知される。

　「呼出」(ALERT)、「応答」(CONN)メッセージにおける、チャネル識別子情報要素の両方向性が

必要となる。
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付属資料Ｅ：網特有ファシリティ選択

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

本付属資料は、網特有ファシリティ情報要素の処理について述べる。この情報要素の目的は、網ファシ

リティの要求を通知するためのものである。

Ｅ.1　デフォルト提供者

網特有ファシリティ情報要素のなかで、網識別フィールド長が“０”に設定されている場合、この情報

要素で識別されるサービスは、この情報要素を受信したインタフェースの網側（デフォルト提供者）によっ

て提供される。もし、網特有ファシリティ情報要素が認められているが、網ファシリティが理解できない

場合、この情報要素は、非必須情報要素内容エラー（節 5.8.7.1 参照）の規則に従い処理される。

Ｅ.2　ルーチングがサポートされていない場合

ある網では、網特有ファシリティ情報要素の内容で示される相手側の網へのルーチングをサポートして

いないかもしれない。この場合、網特有ファシリティ情報要素が受信された時、この情報要素は、インプ

リメントしていない非必須情報に関する規則（節 5.8.7.1 参照）に従い処理される。

Ｅ.3　ルーチングがサポートされている場合

網特有ファシリティ情報要素のルーチングがサポートされている場合、ユーザは、「呼設定」(SETUP)メッ

セージに含まれるこの情報要素で網提供業者を識別する。１つの網特有ファシリティ情報要素は、網提供

業者の識別に使用される。

ユーザは、網特有ファシリティ情報要素をくり返すことによって、１つ以上網提供業者を明示し得る。

それぞれの識別は、個別の情報要素に示される。その情報は、網提供業者により呼が処理されている間は、

表示された網提供業者へルーチングされる。（付属資料Ｃ、中継網選択参照）例えば、もしユーザが呼制

御メッセージ内の、別々の網特有ファシリティ情報要素に、ＡとＢの網提供業者を指定した場合、「呼設

定」(SETUP)メッセージ内で網の識別を行っている中継網選択情報要素（又は、事前に確立しているデフォ

ルト値としてのＡとＢ経由のルーチング）と一致しなくてはならない。

網特有ファシリティ情報要素を含んだ信号メッセージが、表示されたリモートネットワークに伝達され

たとき、それらの情報要素は、適当な網間信号の処理ルールに従って信号メッセージから取り除かれるこ

ともあり得る。また網特有ファシリティ情報要素は、識別されたユーザまで伝達されることもあり得る。

最大４つの網特有ファシリティ情報要素が１つの「呼設定」(SETUP)メッセージに含まれる。この情報要

素がくり返される場合、メッセージ内に表れる情報要素の順番に意味がない。さらに、網特有ファシリティ

情報要素と中継網選択情報要素間の１対１の対応は必要ではない。

もし、網が表示された網提供業者に情報を以下のいずれかの要因で通知できないならば、

－通知された網は、呼が通過する網ではない。

－通知された網へ情報を渡すための機能がない。

網は、理由表示＃２“中継網ルートなし”をつけて、節 5.3 の手順に従い、呼の切断復旧を行う。診断情

報フィールドは、オプションとして網特有ファシリティ情報要素の最初の５オクテットのコピーを含んで

いるかもしれない。

ユーザが「呼設定」メッセージに網特有ファシリティ情報要素を含める場合、事前に与えられているデ

フォルトサービスの扱いは（もしあれば）行われない。
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付属資料Ｆ：Ｄチャネルバックアップ手順

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

この付属資料で規定されている手順は、非対応信号方式が、複数の一次群アクセスに適用される場合に

用いられる。この機能は加入時に契約し、その提供は網に依存する。

Ｆ.1　概　要

対応信号方式において、Ｄチャネル信号は、Ｄチャネルを含むインタフェース上のチャネルに対する呼

だけを制御する。Ｄチャネル信号が１つ以上のインタフェース上（１つはＤチャネルを含む）のチャネル

に対する呼を制御する場合、これを非対応信号方式と呼ぶ。

付図 F-1/JT-Q931 は、ユーザ（例．PBX）と網の間の３つのインタフェースの各々で用いられている対応

信号方式の例である。これらのインタフェースに対する対応信号方式から非対応信号方式へ置き換えによ

る結果の例を付図 F-2/JT-Q931 に示す。

非対応信号方式が採用された場合、Ｄチャネルによって制御される ISDN インタフェースに対する信号能

力の信頼性は、不十分かもしれない。信頼性を改善するために、予備Ｄチャネルを採用したＤチャネルバッ

クアップ手順が必要である。次節では、非対応信号方式を用いたエンドポイントのためのオプションであ

るバックアップ手順について述べる。

付図 F-1/JT-Q931　３つの一次群インタフェースのそれぞれにおける

(ITU-T Q.931)　　対応信号方式の例

Ｆ.2　Ｄチャネルバックアップ手順

Ｆ.2.1　各Ｄチャネルの役割

２つ以上のインタフェースがユーザと網に接続されている時、第一優先のＤチャネル（以下「Ｄチャネ

ル１」）が常に１つのインタフェースに存在する。異なったインタフェースには、第二優先のＤチャネル

（以下「Ｄチャネル２」）が存在する。これも信号を送出できる。付図 F-3/JT-Q931 は、付図 F-2/JT-Q931

の形態に第二優先（即ち、バックアップ用）のＤチャネルを加えた図を示している。

Ｄチャネル１はＤチャネル２が存在するインタフェースも含む複数インタフェースに対して、ユーザ・

網インタフェースを介して信号を送るため用いられる。Ｄチャネル２は、予備の役割であり、レイヤ２だ

けが活性化している。全ての SAPI グループ（例．0,16 及び 63）は生きており、パケットを転送できる。SAPI=0

を割り当てられた適当なレイヤ２タイマにより決定された一定の間隔で、リンクオーディットフレームが

Ｄチャネル２のポイント・ポイント信号リンク DLCI=0 に送信される。

Ｄチャネル

一次群インタフェース

　網ＰＢＸ
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Ｄチャネル２は、予備の役割である以上、Ｄチャネル１と２の間での負荷分散はできない。更に、Ｄチャ

ネル２は、それが予備としてあるとき、Ｂチャネルとして使用できない。Ｄチャネル２は、Ｄチャネル１

によって提供される信号機能をバックアップするだけで、異なるインタフェースのいくつかの他のＤチャ

ネルをバックアップするものではない。

付図 F-2/JT-Q931　３つの一次群インタフェースを制御する非対応

(ITU-T Q.931)　　信号方式の例

付図 F-3/JT-Q931　３つの一次群インタフェースを制御するバックアップ用

(ITU-T Q.931)　　Ｄチャネルを持つ非対応信号方式の例

Ｆ.2.2　Ｄチャネルの切り替え

Ｄチャネル１の障害は、レイヤ２からのＤＬ－解放－表示（プリミティブ）の受信により決定される。

この時、オプションとして、このＤチャネルの再設定の試みが可能である。さもなければ、Ｄチャネルは

障害であると仮定される。

バックアップ状態のどのＤチャネルに対しても、２つの状態が定義されている。レイヤ２がマルチフレー

ム状態を確立することをレイヤ３によって周期的に要求された後 TEI 割り当て状態である時には、Ｄチャ

ネルは、サービス停止と呼ばれる。レイヤ２が、レイヤ３によって TEI 割り当て状態にされている時には、

Ｄチャネルは、保守ビジー状態と呼ばれる。保守ビジー状態の間は、リンク確立に対する応答は、DM（切

断モード）の伝達で行われる。

ＰＢＸ 網

Ｄチャネル

Ｄチャネルにより制御される３つの一次群インタフェース

網ＰＢＸ

第一優先Ｄチャネルバックアップ用Ｄチャネル

Ｄチャネルにより制御される３つの一次群インタフェース
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Ｄチャネル１が障害の場合、Ｄチャネル２がサービス停止状態でなければ、レイヤ３は、Ｄチャネル１

を保守ビジー状態にし、タイマ T321 を開始し、それから、Ｄチャネル２の SAPI=0、リンク０を再初期化

するため、ＤＬ－設定－要求（プリミティブ）を送出する。このプリミティブの受信において、レイヤ２

は、SABME コマンドを送出する。タイマ T200 が開始される。Ｄチャネル２の SABME コマンドの受信終

了に引き続いて論理リンク DLCI=0 を確立するための JT-Q931 の手順の残りの部分が行われる。

Ｄチャネル２の論理リンク DLCI=0 が、リンク設定状態に入ると、レイヤ３の呼制御信号を確立するた

めの手順をリンク上で開始することができる。

呼制御信号を転送するための、バックアップＤチャネルを確立するために、レイヤ３は、適当なレイヤ

３メッセージ（例えば、呼番号を持った「状態問合」(STAT ENQ)メッセージ）を送出する。そのレイヤ３

メッセージに対する応答が受信されると、Ｄチャネル２は、活性化したＤチャネルとなり、正常なレイヤ

３の呼制御信号処理が行われ、タイマ T321 が停止され、そしてＤチャネル１は、サービス停止状態となる。

もしレイヤ３メッセージに対する応答より前に、保守ビジータイマ T321 が満了したならば、Ｄチャネル１

は、サービス停止状態となり、Ｄチャネル１とＤチャネル２の両方に対して論理リンク DLCI=0 を確立し

ようとする。

Ｄチャネル１と２の両方の論理リンク DLCI=0 が同時に確立されたならば、第一優先に指定されたＤチャ

ネルが、呼制御信号を転送するＤチャネルとして選択される。第一優先に指定されたＤチャネルは、イン

タフェースの両側で、加入時合意される。

切り替え終了後に、今までのＤチャネル２は、新しいＤチャネル１となり、今までのＤチャネル１は、

Ｄチャネル２となる。

Ｄチャネル２に対する適当な保守動作の完結により、SAPI=0 と 63 に対する論理リンクがレイヤ２で活

性化され、Ｄチャネルは、サービス停止状態から移行される。

Ｄチャネルは、Ｄチャネル１の障害、ルーチング又は同位エンティティからの保守要求によってのみ再

び切り替えてもよい。
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付属資料Ｇ：経過識別子の使用

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

この付属資料では、節 4.5.22 の中で定義される経過内容値の使用について記述する。使用例についても

記述する。

・経過内容＃１は、その網の中で、あるいは呼が通過してきた網の中で、非 ISDN とのインタワーキングが

起こったことを示す。

・経過内容＃２は、着信ユーザが ISDN でないことを示す。

・経過内容＃３は、発信ユーザが ISDN でないことを示す。

・経過内容＃４は、ISDN を離れた呼が、非 ISDN 内における呼の転送のため ISDN を離れたのと同じ場所

へ戻って来たことを示す。この経過内容は、標準 JT-Q931 メッセージによって経過内容＃１“呼が ISDN

エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる”が発信ユーザに伝えられた後に、使わ

れるだろう。

経過内容＃１、＃２、＃３の使用について、次に例示する。
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４つのインタワーキングの関係について以下の図に示す。

(a)　他の網とのインタワーキング

(b)　ISDN に接続された非 ISDN ユーザとのインタワーキング

(c)　発信または着信ユーザの構内にある非 ISDN 端末とのインタワーキング

(d)　T 参照点先の他の網とのインタワーキング

付図 G-1/JT-Q931　インタワーキングの関係

(ITU-T Q.931)

Ａからの呼に関しては以下を適用する。

ケース (a) 経過内容＃１“呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとな

る”が、Ａに送られる。

ケース (b) 経過内容＃２“非 ISDN 着側アドレス”が、Ａに送られる。

ケース (c) 経過内容＃２“非 ISDN 着側アドレス”が、Ａに送られる（生成源サブフィールド＝私設

網）。

ケース (d) 経過内容＃１“呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとな

る”が、Ａに送られる（生成源サブフィールド＝私設網）。

Ａへの呼に関しては、以下を適用する。

ケース (a) 経過内容＃１“呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとな

る”が、Ａに送られる。

ケース (b) 経過内容＃３“非 ISDN 発側アドレス”が、Ａに送られる。

ケース (c) 経過内容＃３“非 ISDN 発側アドレス”が、Ａに送られる（生成源サブフィールド＝私設

網）。

ケース (d) 経過内容＃１“呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとな

る”が、Ａに送られる（生成源サブフィールド＝私設網）。

NT2

TE

ＢＳ／Ｔ

Ｔ

Ａ

ｂ

Ｂ

ISDN

ａ

Ｃ

PSTN

非 ISDN

d
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経過内容＃４の使用については、着信転送付加サービスの次のような手順の中で例示される。ユーザＡ

からユーザＢへの発呼が行われた場合、上述の通りインタワーキングのケースｂとｃ（図参照）で、イン

タワーキングが起こったことを示すため経過内容＃２がユーザＡへ送られなければならない。その後、呼

がユーザＢからユーザＣへ転送されかつ、ユーザＣが ISDN ユーザの場合、経過内容＃４がユーザＡへ送ら

れなければならない。

経過内容＃８“インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能”の使用については、５章に記述さ

れている。



- 319 - ＪＴ－Ｑ９３１

付属資料Ｈ：メッセージ分割手順

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

このオプション手順は、ユーザと網との双方の同意に基づいて使用される。

Ｈ.1　概　説

データリンクレイヤがサポートできるフレームの長さよりも長いレイヤ３メッセージは、複数のセグメ

ントに分割することができる。

メッセージ分割はメッセージの長さが N201(標準 JT-Q921 で定義) を越えた場合にのみ使用すること。

他の標準 JT-Q931 機能に対するアーキテクチャ上の関係を付図 H-1/JT-Q931 に示す。これらの手順は特

定のデータリンクコネクション内でのみ適用され、他の並列のデータリンクコネクションにおける処理手

順には影響しない。

1000 オクテットまたはそれ以上の長さのメッセージを必要とするアプリケーションをサポートするため

の手順は、今後の課題とする。これらの手順は、バックワードコンパティビリティと、情報を長いメッセー

ジのセグメントを用いて複数の呼番号でインタリーブさせる方法を検討している。これらの手順の詳細は

今後の課題である。

Ｈ.2　メッセージ分割

以下の規定は、標準 JT-Q931 メッセージが送信のために分割されるときに適用される。

(a)　メッセージセグメントの最大数のデフォルト値は８である。メッセージが長すぎて分割できない場

合は、ローカルな保守動作が通知されること。

(b)　第１メッセージセグメントはプロトコル識別子情報要素で始まり、直ちに、呼番号情報要素、分割

メッセージ種別、分割メッセージ情報要素、および分割されるメッセージのメッセージ種別に続く最

初のオクテットから始まるオクテットが続くこと。条件として、セグメントの最大長がデータリンク

レイヤ情報フィールドの最大サイズを越えないこと。

(c)　後続する各メッセージセグメントは、プロトコル識別子情報要素で始まり、直ちに、呼番号情報要

素、分割メッセージ種別、分割メッセージ情報要素、及び分割されるメッセージのメッセージ種別に

続く最初のオクテットから始まる１または複数のオクテットが続くこと。条件として、セグメントの

最大長がデータリンクレイヤ情報フィールドの最大サイズを越えないこと。

(d)　分割メッセージ情報要素の第１セグメント表示フィールドは、分割メッセージの第１セグメントを

表示する様に設定され、他の任意のセグメントには設定されない。

(e)　分割メッセージ情報要素の残りセグメント数フィールドは、送信されなければならない残りのセグ

メントがいくつあるかを表示する様に設定すること。

付図 H-2/JT-Q931 参照。

(f)　メッセージ種別情報要素は、分割メッセージを表示する様にコード化される。また、分割メッセー

ジ情報要素は元のメッセージのメッセージ種別を表示すること。
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(g)　いったん特定のデータリンクコネクションで第１セグメントが送信されたならば、そのデータリン

クコネクションで他の任意の呼番号に対する他の任意の（分割）メッセージが送信される前に、送信

中のメッセージの残りのセグメントがすべて（順序正しく）送信されなければならないものとする。

すなわち、分割されたメッセージは、他のメッセージによってインタリーブされない。

(h)　例外的な状況において、分割メッセージの送信は、異なった呼番号を含むメッセージまたは

メッセージセグメントの送出、「分割メッセージ」にコード化されていないメッセージ種別を持つメッ

セージの送出、または同一メッセージに関係する後続するメッセージセグメントの送信の停止により、

アボートすることができる。

(i)　分割メッセージのオクテットの順序は、セグメント境界とは関係なく、保存される。

Ｈ.3　分割メッセージの再組立

以下の規定は分割された標準 JT-Q931 メッセージの受信と再組立に適用される。

(a)　再組立機能は、「第１セグメント」を表示する第１セグメント表示を持つ分割メッセージ情報要素、

または、呼番号、「分割メッセージ」にコード化されたメッセージ種別情報要素を含むメッセージセ

グメントを受信したとき、「分割メッセージ受信中」状態に入り、メッセージセグメントを蓄積する。

(b)　タイマ T314 は、残りセグメント数フィールドがゼロでない分割メッセージ情報要素を含むメッセー

ジセグメントを受信したとき、起動または再起動される。タイマ T314 は、最後のセグメント、すなわ

ち、残りセグメント数フィールドがゼロにコード化された分割メッセージ情報要素を含むメッセージ

セグメントを受信したとき、停止する。タイマ T314 は、下記に特定化される規定によるエラー手順が

開始されたときに、起動または再起動されてはならない。

(c)　再組立機能においては、分割メッセージ情報要素を持つメッセージセグメントの受信は、メッセー

ジを更に節 5.8 に規定された JT-Q931 処理を行うために渡す前に、同じメッセージに関係する最後の

メッセージセグメント（すなわち残りセグメント数フィールドがゼロにコード化された分割メッセー

ジ情報要素を含むセグメント）を持つべきである。再組立機能は「空」状態に入る。

(d)　タイマ T314 のタイムアウトにおいて、再組立機能はそれまで受信されたこのメッセージの全てのセ

グメントを廃棄し、データリンクコネクションに対するレイヤ３マネージメントにメッセージセグメ

ントが紛失したことを通知し、「空」状態に入る。

（注）同一メッセージに関係する後続するメッセージセグメントは、規定(f)に従って廃棄される。

(e)　再組立機能は、分割メッセージ情報要素の残りセグメント数フィールドがゼロにコード化されたメッ

セージセグメントを受信しないで同一分割メッセージの８個のメッセージセグメントを受信したとき、

それまでに受信した全メッセージセグメントを廃棄し、データリンクコネクションに対するレイヤ３

マネージメントにメッセージが廃棄されたことを通知し、「空」状態に入る。

（注）同一メッセージに関係する後続するメッセージセグメントは、規定(f)に従って廃棄される。
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(f)　再組立機能は、「空」状態において、分割メッセージ情報要素を含むが呼番号またはメッセージ種

別情報要素を含まないメッセージセグメントを受信したとき、そのメッセージセグメントを廃棄し、

「空」状態を維持する。

(g)　「分割メッセージ受信中」状態において、再組立機能が分割メッセージ情報要素を含むメッセージ

セグメントを受信したとき、残りセグメント数フィールドが前のメッセージセグメントの分割メッセー

ジ情報要素の残りセグメント数フィールドからデクリメントされていない場合は、再組立機能はそれ

まで受信したこのメッセージの全セグメントを廃棄し、「空」状態に入る。

（注）同一メッセージに関係する後続するメッセージセグメントは、規定(f)に従って廃棄される。

(h)　「分割メッセージ受信中」状態において、ＤＬ－解放－表示またはＤＬ－設定－表示が受信された

ならば、再組立機能はそれまで受信した全メッセージセグメントを廃棄し、ＤＬ－解放－表示または

ＤＬ－設定－表示プリミティブに対して更に標準 JT-Q931 処理をするために、これらのプリミティブ

を転送し、「空」状態に入る。

(i)　再組立機能は、「空」状態において、分割メッセージ情報要素の第１セグメント表示が「後続」を

表示するメッセージセグメントを受信した場合、そのメッセージセグメントを廃棄し、「空」状態を

維持する。

(j)　受信側エンティティにおいて、「分割メッセージ受信中」状態にて異なる呼番号のメッセージを受

信した場合、それまでに受信した分割メッセージの全メッセージセグメントを廃棄し、「空」状態に

入る。新規の呼番号で受信したメッセージは、通常処理で受信される。

（注３）同じメッセージの連続するメッセージセグメントは、(f)に従って廃棄される。
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付図 H-1/JT-Q931　分割機能を含む論理構造

(ITU-T Q.931)
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付図 H-2/JT-Q931　メッセージとセグメントの間の関係

(ITU-T Q.931)
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付図 H-3/JT-Q931　分割機能相互作用図

(ITU-T Q.931)
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付図 H-4/JT-Q931　メッセージ分割処理 SDL

(ITU-T Q.931)
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付図 H-5/JT-Q931　メッセージ再組立処理 SDL(1/3)

(ITU-T Q.931)
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付図 H-5/JT-Q931　メッセージ再組立処理 SDL(2/3)

(ITU-T Q.931)
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付図 H-5/JT-Q931　メッセージ再組立処理 SDL(3/3)

(ITU-T Q.931)
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付属資料Ｉ：低位レイヤ情報コード化原則

(この付属資料は本標準において不可欠なものである)

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

Ｉ.1　目　的

この付属資料は、発信ユーザが呼設定中に網や着信端末で必要とされる低位レイヤ能力に関する情報を

指定するときに用いられる原則をのべる。

（注）この付属資料における“着信ユーザ”という用語は、明示的にアドレスで指示された終端エンティ

ティを示す。これはアドレスで指示されたインタワーキングユニット(IWU)であるかもしれない。

（I.500 シリーズ勧告[51]及び JT-X31[14]ケースＡ参照）

Ｉ.2　原　則

Ｉ.2.1　情報のタイプの定義

呼設定中に網や着信端末で必要とされる低位レイヤ能力を識別するために発信 ISDN ユーザが指定できる

情報には３つの異なったタイプがある。

(a)　タイプＩ情報は、端末通信可能性についての決定をするために着側エンドでのみ用いられる、発端

末についての情報である。一例としては、モデムのタイプがある。この情報は低位レイヤ整合性情報

要素のオクテット５から７にコード化される。

(b)　タイプⅡ情報は、発信ユーザが接続される網によって提供される複数の伝達能力の中から一つを選

択することについての情報である。このタイプの情報はたとえインタワーキングが発生しなくても存

在する。一例としては、非制限デジタル情報（UDI）がある。この情報は、

(i)　発信ユーザによって要求される転送モードが回線交換モードのとき、伝達能力情報要素のオクテッ

ト３と４にコード化され、

(ii)　発信ユーザによって要求される転送モードがパケット交換モードのとき、伝達能力情報要素のオ

クテット３、４、６、７にコード化される。

(c)　タイプⅢ情報は、着信端末通信可能性を決定するために、あるいは他の ISDN または他の専用網と

のインタワーキングを容易にするために用いられる端末や呼についての情報である。一例としては、

Ａ－law 符号化がある。このタイプ III 情報は伝達能力情報要素のオクテット 5,6,7 にコード化される。

Ｉ.2.2　網による検査

タイプＩ情報はユーザ・ユーザ（すなわち、網によって検査されない）であり、一方タイプⅡとタイプ

Ⅲ情報は着信ユーザや網による検査に有効である。低位レイヤ整合性情報要素は、網によって検査されな

い情報要素であり、一方伝達能力情報要素はユーザや網によって検査される情報要素である。

Ｉ.2.3　タイプⅠ情報の所在

タイプⅠ情報（すなわち、着信ユーザにのみ意味のある端末情報）は、用いられるときは、低位レイヤ

整合性情報要素に含まれる。
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Ｉ.2.4　タイプⅡ情報とタイプⅢ情報の所在

タイプⅡ情報（すなわち、ベアラ選択）は伝達能力情報要素に含まれる。タイプⅢ情報は、用いられる

ときは、伝達能力情報要素に含まれる。網はその情報を使用しそして変更するかもしれない（例えば、イ

ンタワーキングを提供するために）。タイプⅢ情報（すなわち、インタワーキングに関した）に何らかの

端末に関した情報を含めるユーザのための合理性を以下の例で示す。

通常の UDI では、選択される速度整合法は、端末に関係する。UDI ベアラサービスにおけるある速度整

合の仕様は、純粋な ISDN 状況にある着信端末による通信可能性決定を可能とする。けれども、適当な能力

（すなわち、データ抽出、モデムプール）がインタワーキングユニットで有効であると仮定すると、PSTN

とのインタワーキングを認めるために用いられるとも考えられる。

もし速度整合情報が伝達能力情報要素でなく、低位レイヤ整合性情報要素で運ばれるならば、その伝達

能力情報要素を提供する網によるインタワーキングは不可能である。しかし、速度整合情報が伝達能力情

報要素で運ばれるなら、インタワーキングは可能である。

故に、インタワーキングに関するとみなされる端末に関する情報がある。伝達能力情報要素にそのよう

な端末に関する情報を含めない発信ユーザの結果は、インタワーキングという状況に遭遇したならばその

呼は完了しないかもしれないということである。

タイプⅢ情報がユーザプロトコルレイヤのどこかに含まれる場合、表示されたユーザプロトコル内で、

以下のような網関係が許される：

－レイヤ１：ユーザプロトコルを別のプロトコルにマッピングし、かつ、ユーザプロトコルを他の

もう一つのプロトコルを用いてカプセル化する；

－レイヤ２：異なるレイヤ１環境をまたいでレイヤ２PDU を中継し、かつ、ユーザプロトコルを他

の一つのプロトコル内でカプセル化する。ユーザプロトコルの終端は提供されず、特に、着番号

情報要素により指定されたエンティティに到達するまで解析されない；

－レイヤ３：異なるレイヤ２環境をまたいでレイヤ３PDU を中継し、かつ、ユーザプロトコルを他

の一つのプロトコル内でカプセル化する。ユーザプロトコルの終端は提供されず、特に、ユーザ

プロトコル内でのルーティングまたは宛先の識別情報は、着番号情報要素により指定されたエン

ティティに到達するまで解析されない。

タイプ II 情報がユーザプロトコルレイヤのどこかに含まれ、加えてユーザによりテレコミュニケーショ

ンサービスが要求されたと識別される場合、表示されたユーザプロトコル内で、以下のような網間関係が

許される：

－レイヤ１：ユーザプロトコルを他のもう一つのプロトコルにマッピングし、かつ、ユーザプロト

コルを他のプロトコル群を用いてカプセル化する；

－レイヤ２：異なるレイヤ１環境をまたいでレイヤ２PDU を中継し、かつ、ユーザプロトコルを他

のもう一つのプロトコル内でカプセル化する。ユーザプロトコルの終端は提供可能であり、特に、

ユーザプロトコル内でのルーティングまたは宛先の識別情報が解析され、着エンティティへの到

達に利用される。ユーザプロトコルが終端した場合、着番号情報要素は(もし含まれていれば)この

時点で無視される；



- 331 - ＪＴ－Ｑ９３１

－レイヤ３：異なるレイヤ２環境をまたいでレイヤ３PDU を中継し、かつ、ユーザプロトコルを他

のもう一つのプロトコル内でカプセル化する。ユーザプロトコルの終端は提供可能であり、特に、

ユーザプロトコル内でのルーティングまたは宛先の識別情報が解析され、着エンティティへの到

達に利用される。ユーザプロトコルが終端した場合、着番号情報要素は(もし含まれていれば)この

時点で無視される。

タイプ II およびタイプ III の両情報において、網関係が伝達能力により表されるユーザプロトコルに変

更を加える(インタワークの)場合、宛先に関する伝達能力は適切に変更される。網間関係が無い場合には、

宛先に関する伝達能力は変更されない。

ある網に収容されている可能性のある、他の適切な伝達能力(例えば、パケット交換モード、フレームモー

ド)、あるいは他の網(例えば、PSTN,B-ISDN)とのインタワーキングの整合は、本標準の範疇外である。

Ｉ.2.5　伝達能力情報要素と低位レイヤ整合性情報要素の関係

発呼側で低位レイヤ整合性情報要素と伝達能力情報要素の間に情報の矛盾があってはならない。けれど

も、いくつかの伝達能力情報要素の内容は呼の転送中に変更されるかもしれないので、この原則は伝達能

力情報要素と低位レイヤ整合性情報要素の重複は最小であるべきであることを意味する。

（注）重複の結果として、着呼側で伝達能力情報要素と低位レイヤ情報要素の間に矛盾が起こったなら

ば、受信エンティティは低位レイヤ情報要素中の矛盾する情報を無視する。

以下の例は、音声または 3.1kHz オーディオのベアラサービスのための端末で用いられる符号化法の仕様

の扱いについての重複の結果を示す。

ある ISDN ではＡ－law のみを、そしてある ISDN ではμ－law のみを、μ－law 網により提供される変

換を前提として、サポートすることが予想される（勧告 G.711 参照）。もし符号化法が、伝達能力情報要

素と低位レイヤ整合性情報要素の両方で指定されるならば、二つの ISDN 間のインタワーキングは、伝達能

力情報要素のユーザ情報レイヤ１プロトコルの変化（例えば、Ａ－law からμ－law へ）を必要とする。

一方低位レイヤ整合性情報要素で指定された符号化法は、おそらく無変化で着側へ転送される。よって、

通信可能性を決定するために、着信端末が伝達能力情報要素と低位レイヤ整合性情報要素の両方を試験す

ると、用いられる符号化法についての矛盾した情報を受信している。

(TTC 注) 加えて、以下に異速度ディジタル網(PHS 等)との相互接続における重複の結果を示す。

　異速度ディジタル網(PHS 等)との JT-I460 速度整合の非制限ディジタル通信による相互接続にお

いては、伝達能力情報要素のレイヤ１プロトコル及びユーザ速度には、それぞれ網間速度整合則

とインタワーク先の他網の情報転送速度を設定する必要がある。一方、低位レイヤ整合性情報要

素のレイヤ１プロトコル及びユーザ速度には、それぞれ端末間速度整合性と端末速度が設定され

るため、伝達能力情報要素と低位レイヤ整合性情報要素のレイヤ１プロトコル及びユーザ速度に

は異なった値が設定される。

　両者の情報は矛盾した情報ではないため、着信端末は通信可能性を決定するために、伝達能力

情報要素と低位レイヤ整合性情報要素の両方の検証、確認を行う必要がある。

Ｉ.3　情報分類

以下に示すのは、現在識別されている低位レイヤ情報を分類した例である。この情報は、タイプⅡとタ

イプⅢ情報の特徴の理解を容易にするために与えられる。
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Ｉ.3.1　音声と 3.1kHz オーディオのための例

(a)　タイプⅡ情報（これらのベアラサービスを用いる全てのアプリケーションに共通) :

－情報転送能力＝音声または 3.1kHz オーディオ

－情報転送モード＝回線交換モード

－情報転送速度＝64kbit/s

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝Ａ／μ　law

(b)　CSPDN とのインタワーキングのためのタイプⅢ情報（3.1kHz オーディオアプリケーションが仮定

される）：付図 I-1/JT-Q931

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝速度整合＋ユーザ速度（注）

（注）上記情報のみが提供されたとき、TTC 標準速度整合への適合のために、それらのプロファイ

ルのみが認められる。

(c)　PSTN とのインタワーキングのためのタイプⅢ情報

(i)　音声アプリケーション：付図 I-2/JT-Q931

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝Ａ／μ　law

(ii)　音声帯域データアプリケーション：付図 I-3/JT-Q931

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝Ａ／μ　law

Ｉ.3.2　64kbit/s　UDI 回線交換モードベアラサービスについての例

(a)　タイプⅡ情報（共通）：

－情報転送能力＝非制限デジタル情報

－情報転送モード＝回線交換モード

－情報転送速度＝64kbit/s

(b)　PSPDN とのインタワーキングのためのタイプⅢ情報（パケットアプリケーション）：付図 I-4/JT-Q931

必要とされるタイプⅢ情報は無い。

(c)　PSTN とのインタワーキングのためのタイプⅢ情報：

(ⅰ)　音声アプリケーション：付図 I-5/JT-Q931

必要とされるタイプⅢ情報は無い。

(ⅱ)　速度整合されたデータアプリケーション：付図 I-6/JT-Q931

必要とされるタイプⅢ情報は無い。

(d)　エンド・エンドデジタルコネクションでの既存 DN とのインタワーキングのためのタイプⅢ情報

（データアプリケーション）：付図 I-7/JT-Q931

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝速度整合＋ユーザ速度（注）

（注）勧告 I.463 で述べられるプロファイルが認められる。



- 333 - ＪＴ－Ｑ９３１

Ｉ.3.3　ISDN バーチャルサーキットベアラサービスのための例

(a)　タイプⅡ情報（共通）：

－情報転送能力＝非制限デジタル情報

－情報転送モード＝パケット交換モード

－情報転送速度＝－－－－－

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝速度整合＋ユーザ速度（注１）

－ユーザ情報レイヤ２プロトコル＝JT-X25 リンクレイヤ（注２）

－ユーザ情報レイヤ３プロトコル＝JT-X25 パケットレイヤ（注２）

（注１）このパラメータは、ユーザパケット情報フローが速度整合されているときのみ含まれる。

上記情報のみがレイヤ１プロトコルのために用意されるとき、標準 JT-X31 に適合するため

にそれらのプロファイルのみが認められる。

（注２）JT-X31 に適合するために、それらのプロファイルのみが用いられる。付図 I-8, I-9, I-10/JT-

Q931 参照。

(b)　PSPDN、CSPDN、PSTN とのインタワーキングのためのタイプⅢ情報：

必要なタイプⅢ情報は無い。

（注１）ユーザ速度は、IWF でモデムのタイプを指定するのに十分か？

付図 I-1/JT-Q931：伝達能力＝3.1kHz オーディオ、音声帯域データ⇒CSPDN

  

付図 I-2/JT-Q931：伝達能力＝3.1kHz オーディオ、音声⇒PSTN

<D 　　 A>

ＩＳＤＮ ＰＳＴＮ

TA
S/T PCM(A/μ law)

IWF

<音声><音声>ｱﾅﾛｸﾞ ｱﾅﾛｸﾞ

ｱﾅﾛｸﾞ

<ﾓﾃﾞﾑ   　X.1 速度>

ＣＳＰＤＮＩＳＤＮ

　IWF　TA S/T PCM(A/μ law) 例  2.4kbit/s X.21

ｱﾅﾛｸﾞ
<ﾓﾃﾞﾑ>

(V ｼﾘｰｽﾞ勧告）
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付図 I-3/JT-Q931：伝達能力＝3.1kHz オーディオ、音声帯域データ⇒PSTN

付図 I-4/JT-Q931：伝達能力＝64kbit/s　UDI、パケットアプリケーション⇒PSPDN

付図 I-5/JT-Q931：伝達能力＝64kbit/s　UDI、音声⇒PSTN

  

  

付図 I-6/JT-Q931：伝達能力＝64kbit/s　UDI、速度整合データ⇒PSTN

速度整合  　  ﾓﾃﾞﾑ

S/T

ＩＳＤＮ ＰＳＴＮ
TA

64kbit/s UDI ｱﾅﾛｸﾞ

<音声帯域ﾃﾞｰﾀ> ｱﾅﾛｸﾞ

例.V ｼﾘｰｽﾞ

IWF

ＩＳＤＮ ＰＳＴＮ

S/T PCM(A/μ law)
IWF

ｱﾅﾛｸﾞ

<ﾓﾃﾞﾑ> <ﾓﾃﾞﾑ>
ｱﾅﾛｸﾞｱﾅﾛｸﾞ

<D      A>(V ｼﾘｰｽﾞ勧告）

TA

ＰＳＰＤＮＩＳＤＮ

IWF
X.25 X.25S/T 64kbit/s UDI X.25 ﾊﾟｹｯﾄ

TA

ＩＳＤＮ ＰＳＴＮ

TA IWF
ｱﾅﾛｸﾞS/T 64kbit/s UDI

<音声> ｱﾅﾛｸﾞｱﾅﾛｸﾞ
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付図 I-7/JT-Q931：伝達能力＝64kbit/s　UDI⇒既存デジタル網

付図 I-8/JT-Q931：伝達能力＝ISDN バーチャルサーキット(VC)⇒PSPDN

付図 I-9/JT-Q931：伝達能力＝ISDN バーチャルサーキット(VC)⇒CSPDN

  

付図 I-10/JT-Q931：伝達能力＝ISDN バーチャルサーキット(VC)⇒PSTN

ＰＳＰＤＮＩＳＤＮ

　S/TTA IWFISDN-VC X.25 VC

(無変換)

X.25 X.25

ﾓﾃﾞﾑ

<ﾓﾃﾞﾑ>
<ﾊﾟｹｯﾄ>

ＰＳＴＮＩＳＤＮ
IWF

ｱﾅﾛｸﾞISDN-VCS/TTA
X.25

ｱﾅﾛｸﾞ

ﾊﾟｹｯﾄ
交換

S/T

既存ＤＮＩＳＤＮ

IWF　TA
制限  D.I64kbit/s UDI

速度整合(I.463)
56kbit/s

ＣＳＰＤＮＩＳＤＮ
IWF

X.21ISDN-VC X.21S/TTAX.25

<ﾊﾟｹｯﾄ>

ﾊﾟｹｯﾄ
交換

回線
交換
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Ｉ.4　ISDN 標準化の範囲外のシナリオ

Ｉ.4.1　音声と 3.1kHz オーディオベアラサービスのための例

(a)　タイプⅡ情報（共通）：

－情報転送能力＝音声または 3.1kHz オーディオ

－情報転送モード＝回線交換モード

－情報転送速度＝64kbit/s

－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝Ａ／μ  law

(b)　PSTN とのインタワーキングのためのタイプⅢ情報

　音声帯域データアプリケーション、モデムタイプ変換が発生する：付図 I-11/JT-Q931

　－ユーザ情報レイヤ１プロトコル＝速度整合＋ユーザ速度＋他の属性（もし必要ならば）

Ｉ.4.2　64kbit/s　UDI 回線交換モードベアラサービスのための例

(a)　タイプⅡ情報（共通）：

－情報転送能力＝非制限デジタル情報

－情報転送モード＝回線交換モード

－情報転送速度＝64kbit/s

(b)　PSTN とのインタワーキングのためのタイプⅢ情報：

音声帯域データアプリケーション：付図Ｉ－１２/JT-Q931

必要とされるタイプⅢ情報は無い

付図 I-11/JT-Q931 ：伝達能力＝3.1kHz オーディオ、音声帯域データ⇒PSTN

付図 I-12/JT-Q931 ：伝達能力＝64kbit/s　UDI、音声帯域データ⇒PSTN

<ﾓﾃﾞﾑ　　ﾓﾃﾞﾑ’>

ＰＳＴＮＩＳＤＮ

　TA IWFS/T PCM(A/ μ law)

<ﾓﾃﾞﾑ’>

ｱﾅﾛｸﾞ

<ﾓﾃﾞﾑ>ｱﾅﾛｸﾞ ｱﾅﾛｸﾞ

（注）このシナリオは、PSTN サービスの一部である。

<ﾓﾃﾞﾑ　　ﾓﾃﾞﾑ’>

ＩＳＤＮ ＰＳＴＮ

IWFS/T　TA 64kbit/s UDI ｱﾅﾛｸﾞ

<ﾓﾃﾞﾑ'> ｱﾅﾛｸﾞｱﾅﾛｸﾞ

（注）このシナリオは、PSTN とのインタワーキングと PSTN サービスの一部の組み合わせである。
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付属資料Ｊ：低位レイヤ整合性交渉

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

この付属資料は、ユーザによって適用されるであろう付加的な低位レイヤ通信可能性確認手順を述べる。

しかし、この手順は網オプションであり、全ての網でサポートされないかもしれない。

Ｊ.1　概　論

低位レイヤ整合性情報要素の目的は、アドレスされたエンティティ（例えば、発信ユーザによりアドレ

スされたリモートユーザ、インタワーキングユニット、高位レイヤ機能網ノード）による通信可能性確認

に使用されるべき手段を提供することである。低位レイヤ整合性情報要素は、呼を生成するエンティティ

（例えば、発信ユーザ）とアドレスされたエンティティとの間を ISDN によりトランスペアレントに転送さ

れる。

低位レイヤ整合性情報要素のユーザ情報プロトコルフィールドは呼を生成するユーザとアドレスされた

ユーザでの低位レイヤ属性を示す。この情報は ISDN によって解釈されない。よって ISDN により提供され

る伝達能力はこの情報の影響を受けない。呼を生成するエンティティとアドレスされたエンティティは、

以下に示す交渉によって低位レイヤ属性を変更できる。但しその低位レイヤ属性は、ISDN により実際に提

供される伝達能力がサポートしているものである。

低位レイヤ整合性情報要素は節 4.5.19 に従ってコード化される。

Ｊ.2　着信ユーザへの低位レイヤ能力通知

発信ユーザが、情報転送属性（タイプ２情報－オクテット３）または通信中で用いられ、伝達能力情報

要素では識別されない低位レイヤプロトコル（タイプ１情報－オクテット５から７）を着信ユーザへ通知

したいときは、「呼設定」(SETUP)メッセージの中に低位レイヤ整合性情報要素を含める。この情報要素は、

網により運ばれ着信ユーザへ届けられる。けれども、もし網がこの情報要素を運べないならば、網は節 5.8.7.1

（認識されない情報要素）に示すように動作する。

Ｊ.3　ユーザ間での低位レイヤ整合性交渉

もし「呼設定」(SETUP)メッセージに含まれる低位レイヤ整合性情報要素の交渉指示（節 4.5 参照）が“ア

ウトバンド交渉可能”（オクテット３ａ、ビット７）と設定されているならば、一つ以上の低位レイヤプ

ロトコル属性を交渉してもよい。この場合、その呼に肯定応答するユーザは、「応答」(CONN)メッセージ

に低位レイヤ整合性情報要素を含めてもよい。この情報要素は網によりトランスペアレントに運ばれ、発

信ユーザへ「応答」(CONN)メッセージに入って届けられる。

（注）低位レイヤプロトコル属性のみが交渉されうる。それゆえ情報転送属性（オクテット３から４）

が、着信ユーザによって「応答」(CONN)メッセージ中に返されるならば、「呼設定」(SETUP)メッ

セージに含まれた低位レイヤ整合性情報要素のそれと同一である。

もし何らかの理由で、網がこの情報要素を転送できないならば、網は節 5.8.7.1（認識されない情報要素）

に示すように動作する。ユーザは、発信ユーザから受信した低位レイヤ整合性情報要素に入っていたもの

と同じ値を持つ属性を着信ユーザから発信ユーザへ送る低位レイヤ整合性情報要素に含めないことが勧め

られる。
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伝達能力選択が適用される場合、もし低位レイヤ整合性情報要素が「応答」(CONN)メッセージによって

着信ユーザによって返されるならば、着信ユーザは返される低位レイヤ整合性情報要素の中の情報転送属

性は、選択された伝達能力の情報転送属性と同じであることを保証しなければならない。

Ｊ.4　低位レイヤ整合性交渉オプション

低位レイヤ整合性情報要素は、以下の４つのケースのうちの１つを示す交渉指示あるいはインバンド／

アウトバンド交渉を含む。

(a)　アウトバンド交渉不可（デフォルト）：着信ユーザは節Ｊ.3 に従って交渉をしてはならない。

(b)　アウトバンド交渉可能：着信ユーザは、必要であれば節Ｊ.3 に従って低位レイヤ整合性交渉をして

もよい。

(c)　インバンド交渉可能：着信ユーザは、サービスまたはアプリケーション要求に従い、サポートして

いるインバンド交渉を用いて低位レイヤ整合性交渉をしてもよい。

(d)　インバンドかアウトバンドいずれかの交渉を認める：着信ユーザは、その要求に従いインバンドま

たはアウトバンドいずれかの低位レイヤ整合性交渉手順を行ってもよい。もし呼が ISDN でエンド・

エンドであり、アウトバンド低位レイヤ整合性交渉をペアの両方がサポートしているならば、この交

渉方法が選択可能である。

Ｊ.5　要求値の選択手順

ユーザが、低位レイヤ整合性パラメータの選択肢（例えば、選択的なプロトコルの組み合わせあるいは

プロトコルパラメータ）を示したい場合には、低位レイヤ整合性情報要素が、「呼設定」(SETUP)メッセー

ジで繰り返される。最大４つまでの低位レイヤ整合性情報要素が、「呼設定」(SETUP)メッセージに含まれ

うる。メッセージ中の最初の低位レイヤ整合性情報要素は、“選択優先順に列挙”を指定する繰り返し表

示情報要素の後に置かれる。低位レイヤ整合性情報要素の順序は、エンド・エンド低位レイヤパラメータ

の優先順位を示す。

また、網のシグナリング能力の点から、網は優先順位が低い低位レイヤ整合性情報要素を廃棄してもよ

い。

網あるいは着信側ユーザが、低位レイヤ整合性情報要素の繰り返しをサポートしておらず、従って、繰

り返し情報要素とその後に続く低位レイヤ整合性情報要素が廃棄される場合には、最初の低位レイヤ整合

性情報要素のみを使用して交渉を行う。

着信側ユーザは、「応答」(CONN)メッセージ中に低位レイヤ整合性情報要素を含めることによって、「呼

設定」(SETUP)メッセージで提供された選択肢の中から一つを選択したことを示す。「応答」(CONN)メッ

セージに低位レイヤ整合性情報要素が含まれない場合には、「呼設定」(SETUP)メッセージの最初の低位レ

イヤ整合性情報要素が受諾されたことを示す。

伝達能力選択が適用される場合、すなわち「呼設定」(SETUP)メッセージに含まれる各個々の低位レイヤ

整合性情報要素に関して、ユーザは、低位レイヤ整合性情報要素に含まれる情報と複数の伝達能力情報要

素の少なくとも１つ、すなわちフォールバック伝達能力と優先伝達能力のいずれかまたは両方に含まれる

情報とに矛盾がない事を保証しなければならない。
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付属資料Ｋ：応答受信以前のベアラコネクション設定手順

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

Ｋ.1　概　論

あるアプリケーションでは、応答を受信する以前にベアラサービスに関する伝送パスの設定を認めるこ

とが望まれる。特に、着信ユーザからの「応答」(CONN)メッセージの受信以前に伝送パスの逆方向の設定

が以下のために望まれる。

(a)　着信アドレスの機器が、着信ユーザが応答する以前に発ユーザへインバンドで送られる内部的に生

成したトーンやアナウンスを供給することを認めるために。

(b)　着信ユーザ機器に応答通知を中継するなかで遅延が発生するかもしれないＮＴ２を含んだコネクショ

ン上で音声がクリッピングするのを避けるために。

この付属資料で述べる手順は、音声と 3.1kHz オーディオのベアラサービスにのみ適用される。

（注）望ましく無い課金が起こることを避けるため№７信号方式で必要な機構（もしあるならば）の定

義は、継続課題として残っている。

Ｋ.2　手　順

網のオプションとして、応答通知の受信以前の伝送パスの設定は、以下の３つの方法のうちの１つが提

供される。

(a)　着側インタフェースでのチャネル交渉の成立によって。

(b)　インバンド情報が用意されているという指示を含んだメッセージの受信によって。

(c)　ない。すなわち、このオプションは網でサポートされない。

設定される伝送パスを決定するために方法(a)を用いるとき、網は受入可能なＢチャネル指示を含む「呼

設定受付」(CALL PROC)または「呼出」(ALERT)メッセージのいずれかの受信により伝送パスの逆側を接

続する。

設定される伝送パスを決定するために方法(b)を用いるとき、網は経過内容＃８“インバンド信号ないし、

適当なパターンが利用可能”または経過内容＃１“呼が ISDN エンド・エンドでない；これ以降の経過情報

はインバンドとなる”の経過識別子を含んだ「呼出」(ALERT)または「経過表示」(PROG)メッセージのい

ずれかの受信により伝送パスの逆側を少なくとも接続する。

逆方向の伝送パスの早期設定を提供する網は、方法(a)または(b)の一方のみのサポートを選択してもよい。

網は、伝送パスの設定をもたらすメッセージをより制限して選択してもよい。これらの制限は、早期接続

能力の濫用を制限するための管理上の手段としてインタフェースごとに課せられるかもしれない。
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付属資料Ｌ：ベアラサービス変更のためのオプションとしての手順

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

ベアラサービス変更の手順は、全ての網によっては提供されないかもしれない。

ベアラサービス変更をサポートする網において、ユーザは、適当なサービス加入契約の後で本手順を使

用し得る。

発信者の「呼設定」(SETUP)メッセージで要求されたベアラサービスが網によって提供できない時、網は

呼を拒否する。あるいはある環境下では、網はベアラサービスを変更して、ベアラサービス変更通知を提

供し得る。これらの環境は非制限 64kbit/s から制限 64kbit/s への変更、制限 64kbit/s から速度整合を伴う制

限 64kbit/s への変更を含んでいる。

（注）しばらくの期間、ある網は制限 64kbit/s ディジタル情報転送能力（すなわち、全て“０”のオクテッ

トは許容されないという条件によってのみ制限される情報転送能力）のみを提供するかもしれな

い。インタワーキングのために、勧告 I.340 の付録１の中で与えられる値を適用する。

インタワーキング機能は能力の制限された網内で提供されるべきである。ISDN 端末に対するある

いは ISDN 端末からのシグナリングメッセージの伝達による以外は、64kbit/s 転送能力をもつ ISDN

は、このインタワーキングによっては提供されない。

上記で与えられた許容ベアラサービス変更に対応して、２個までの伝達能力情報要素が発信側ユーザか

らの「呼設定」(SETUP)メッセージ内に存在し得る。伝達能力情報要素は、“優先順にならべる”を記述す

るフィールドをもつ繰り返し表示情報要素の直後に置かれる。それゆえ伝達能力情報要素の順序は、ベア

ラサービス選択の順序を示す。

「呼設定」(SETUP)メッセージが、上記の許された順序の組合せのいずれとも一致しない伝達能力情報要

素を含むならば、網は呼設定を拒否する。

「呼設定受付」(CALL PROC)メッセージを送出後、発信側網又は着信宅内装置が選択したベアラサービ

スを提供できないと決定した時、呼の発信者に対して「通知」(NOTIFY)メッセージを送出する。「通知」

(NOTIFY)メッセージは、発信側にベアラサービスの変更を指示する通知識別子情報要素を含み、また新た

なベアラサービスの属性を記述した伝達能力情報要素を含む。

「通知」(NOTIFY)メッセージの受信は確認されない。呼の発信側は呼を継続し得る。あるいは節５に従っ

て呼の切断復旧を開始し得る。
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付属資料Ｍ：仮想私設網アプリケーションにおける私設網相互接続をサポートするための追加基

本呼制御手順

(TTC 標準 JT-Q931 に対する)

M.1　概要

本付属資料は、私設総合サービス網交換機(PINX)へ仮想私設網(VPN)サービスを提供する公衆 ISDN のア

プリケーションについて記述する。

本付属資料は、本標準の本体への追加要求のみを含む。

本付属資料は、公衆 ISDN のＴ参照点における VPN 環境での呼の取り扱いに関する追加のプロトコルエ

レメントおよび呼制御手順を規定する。

公衆網は以下の機能を提供しうる：

– 発側 PINX のエミュレーション;

– 着側 PINX のエミュレーション;

– 中継 PINX のエミュレーション;

– リレーノードのエミュレーション;

– 入ゲートウェイ PINX のエミュレーション;

– 出ゲートウェイ PINX のエミュレーション;

– 上記の２つ以上の組合せのエミュレーション.

これらの能力の提供は、網オプションである。

公衆網は、同時に複数の CN の共存をサポートすることが出来る。すなわち、公衆網の資源は複数の CN

に共有される。それぞれの CN は分離された網と考えなければならない。

仮想中継 PINX および仮想ゲートウェイ PINX の最低限の要求条件は、特定の呼の正しいルーティングを

保証するために、特定の所属 PINX がどの CN に属するかを一意に識別できることである。

加えて、物理 PINX は複数の CN をサポートするかもしれない。このように CN 識別のしくみは、物理 PINX

と公衆網の間を運ばれる必要がある。

本付属資料は、公衆網に直接接続される端末への VPN サービス提供の要求は言及しない。

本付属資料に含まれる仕様は、いかなる特定の実装技術やプラットフォームを意味するものではない。

M.2　範囲

本付属資料は、企業内通信網(CN)内の呼のサポート、および、公衆網によって行われる CN からゲート

ウェイ PINX への発信呼のサポートをするために、本標準の本文に定義される基本呼制御信号手順に要求さ

れる拡張について規定する。本手順は、VPN サービスが提供されるＴ参照点において適用される。これら

追加の信号能力のサポートは網オプションである。これらの DSS1 の拡張は、契約時の相互合意に基づき

PINX に適用される。

本付属資料で規定される追加の基本呼制御信号能力は、PSS1 基本呼制御手順 (JS-11572 で定義)により提

供された手順と同じ手順を提供することである。

本付属資料において、(VPN サービスを提供する)公衆網は、私設網の見地から、VPN のための拡張をし

た DSS1 をサポートする PINX と PSS1 手順をサポートする他の PINX 間の相互接続を提供すると見なされ

る。この第２の PINX は、公衆網に接続された物理 PINX かもしれないか、もしくは、公衆網によって提供

されたエンド PINX 機能のエミュレーションであるかもしれない。
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公衆網による発側 PINX 機能のエミュレーションは、回線交換呼制御のための JS-11572 に定義される発

側 PINX 呼制御の要求条件、および基本呼と関連する ISO 付加サービス(CLIP, CLIR, COLP, COLR, SUB)を

最低限満たすべきである。さらに、中継回数 ANF(ISO/IEC 15056 で定義)が、これらの DSS1 拡張によって

サポートされるかもしれない。

公衆網による着側 PINX 機能のエミュレーションは、回線交換呼制御のための JS-11572 に定義される着

側 PINX 呼制御の要求条件、および基本呼と関連する ISO 付加サービス(CLIP, CLIR, COLP, COLR, SUB)を

最低限満たすべきである。さらに、中継回数 ANF(ISO/IEC 15056 で定義)が、これらの DSS1 拡張によって

サポートされるかもしれない。

公衆網による中継 PINX 機能のエミュレーションは、回線交換呼制御のための JS-11572 に定義される中

継 PINX 呼制御の要求条件、および基本呼と関連する ISO 付加サービス(CLIP, CLIR, COLP, COLR, SUB)を

最低限満たすべきである。さらに、中継回数 ANF(ISO/IEC 15056 で定義)が、これらの DSS1 拡張によって

サポートされるかもしれない。

VPN におけるリレーノードは以下の機能をもつ：

– 最低限のルーティング機能

– 私設網情報の透過的ハンドリング （例えば、中継回数）

公衆網による入ゲートウェイ PINX 機能のエミュレーションは、回線交換呼制御のための JS-11572 に定

義される入ゲートウェイ PINX 呼制御の要求条件、および基本呼と関連する ISO 付加サービス(CLIP, CLIR,

COLP, COLR, SUB)を最低限満たすべきである。さらに、中継回数 ANF(ISO/IEC 15056 で定義)が、これら

の DSS1 拡張によってサポートされるかもしれない。

公衆網による出ゲートウェイ PINX 機能のエミュレーションは、回線交換呼制御のための JS-11572 に定

義される出ゲートウェイ PINX 呼制御の要求条件、および基本呼と関連する ISO 付加サービス(CLIP, CLIR,

COLP, COLR, SUB)を最低限満たすべきである。さらに、中継回数 ANF(ISO/IEC 15056 で定義)が、これら

の DSS1 拡張によってサポートされるかもしれない。

公衆網に接続される PINX は、本付属資料に定義された DSS1 プロトコルの中のユーザ側の役割を行う。

M.2.1　本付属資料で用いられる略語

PINX 私設総合サービス網交換機 (Private Integrated services Network exchange)

PISN 私設総合サービス網 (Private Integrated Services Network)

PSS1 私設信号方式 No.1 (Private Signalling System No. 1)

VPN 仮想私設網 (Virtual Private Network)

ANF 網付加機能 (Additional Network Feature)

CLIP 発信者番号通知 (Calling Line Identification Presentation)

CLIR 発信者番号通知制限 (Calling Line Identification Restriction)

COLP 接続先番号通知 (COnnected Line identification Presentation)

COLR 接続先番号通知制限  (COnnected Line identification Restriction)

SUB サブアドレス (SUBaddressing)

CN 企業内通信網  (Corporate telecommunication Network)

CPE 自営設備  (Customer Premises Equipment)

CPN 自営網  (Customer Premises Network)

BCD ２進化１０進数 (Binary Coded Decimal）
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M.2.2　参考資料

TTC 標準 JS-11572　私設総合サービス網（回線交換ベアラサービス）－PBX 間プロトコル レイヤ 3 仕様

ISO/IEC 11571: Information technology - Telecommunication and information exchange between systems -

Numbering and Sub-addressing in Private Integrated Services Network.

ISO/IEC 15056: Information technology - Telecommunication and information exchange between systems - Private

Integrated Services Networks - Inter-exchange signalling protocol - Transit counter

additional network feature.

M.2.3　定義

仮想私設網仮想私設網仮想私設網仮想私設網(VPN:Virtual Private Network)： 共有される交換網インフラを用いた企業のネットワーキング

を提供する CN の一部である。これは、VPN アーキテクチャと VPN サービスに分けられる。

VPN アーキテクチャは、顧客の端末設備間の 企業のネットワーキングを提供する CN の一部である。

– 共有される交換網インフラは、デジタル専用線や、伝統的なアナログ回線や、網種別（例えば、 PSTN、

ISDN、独立網）に関わらない中継ノードの機能の代わりをする。

– CPE は、PBX、セントレックス、LAN ルーター、多重化装置の組合わせによりエンドノード機能

に関して役目を果たすかもしれない。

– CN ユーザは、自営設備、または公衆網設備中のエンドノード機能に接続される端末設備によって

機能の提供を受けうる。

– 単一ネットワークあるいは複数のネットワークにおける VPN アーキテクチャは、国内または国際

CN の一部分から構成される。

交換網インフラによって提供される VPN サービスは以下のとおり

– CN ユーザに対する VPN エンドユーザサービス

– PINX の相互接続をサポートする VPN 網サービス

– インターワーキング機能のサービス

– ２つの網の VPN サービス間の連携を行うためのインターVPN サービス、および

– サービス加入者が、VPN資源および能力を制御し管理することを可能にするVPNマネジメントサー

ビス

私設総合サービス網交換機私設総合サービス網交換機私設総合サービス網交換機私設総合サービス網交換機(PINX:Private Integrated services Network eXchange)：自動交換および呼処理機

能を提供する PISN ノードエンティティは、 通信サービスの提供のために用いられる。ノードエンティティ

は、私設網管理者が設置した１つ以上の設備、または、公衆網と一緒に、もしくは公衆網の物理的な設備

によって実装できる。

注 – もし適用できるなら、PINX はユーザに同一および／または他のいくつかの PINX を提供する。

– 自分自身の領域内における通信サービス、および／または

– 公衆 ISDN 網からの通信サービス、および／または

– 他の公衆網または私設網からの通信サービス、および／または

– PISN の環境において、他の PINX からの通信サービス

エンドエンドエンドエンド PINX 機能機能機能機能：呼処理の環境において、端末設備への接続およびサービスを提供するために要求され

る PINX の機能。

発側発側発側発側 PINX 機能機能機能機能：発側ユーザへのサポートを提供するエンド PINX 機能。

着側着側着側着側 PINX 機能機能機能機能：着側ユーザへのサポートを提供するエンド PINX 機能。

中継中継中継中継 PINX 機能機能機能機能：呼処理の環境において、一組の PINX の相互接続を提供するために要求される公衆網でエ

ミュレートする PINX の機能。
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ゲートウェイゲートウェイゲートウェイゲートウェイ PINX 機能機能機能機能：呼処理の環境において、他の公衆網あるいは私設網のノードや、異なる信号能

力をもつノードと、エンド PINX あるいは中継 PINX を相互接続するために要求される PINX の機能。

出ゲートウェイ出ゲートウェイ出ゲートウェイ出ゲートウェイ PINX 機能機能機能機能：企業網(CN)から他の網への呼のサポートを提供するゲートウェイ PINX 機能。

入ゲートウェイ入ゲートウェイ入ゲートウェイ入ゲートウェイ PINX 機能機能機能機能：企業網(CN)への着信呼サポートを提供するゲートウェイ PINX 機能。

リレーノード機能リレーノード機能リレーノード機能リレーノード機能：呼処理の環境において、VPN 環境にある呼を識別し、公衆網設備によりエミュレート

された PINX 機能、あるいは物理 PINX ヘそのような呼をリレーする機能。これは他のリレーノード経由で

あるかもしれない。リレーノード機能は、私設網情報の透過的ハンドリング （例えば、中継回数）を含む。

前位前位前位前位 PINX：呼処理の環境において、発信ユーザ方向 に位置する PINX 機能を持つエンティティ。

後位後位後位後位 PINX：呼処理の環境において、着信ユーザ方向 に位置する PINX 機能を持つエンティティ。

企業内通信網(CN: Corporate telecommunication Network)：：：： 地理的に分散配置され、定義されたユーザグルー

プに網サービスを提供するために相互接続された設備（自営設備(CPE)、 および／または自営網(CPN)、 お

よび／または VPN サービスを提供する公衆網）のセットで構成される。

注 1 – 設備の所有権は、この定義とは関係ない

注 2 – 地理的に分散していない設備 (例えば、単一の PINX、または、単一の場所でユーザに対しサービス

を提供するセントレックス)が、CN を構成するかもしれない。

M.3　基本呼状態

呼状態は、2.1 節/JT-Q931 および 2.4 節/JT-Q931 に定義される呼状態をそのまま適用する。

M.4　追加のメッセージおよび内容

追加のメッセージは定義されない。しかしながら、いくつかのメッセージの内容に要求条件が追加され

る。

M.4.1　呼設定｢SETUP｣メッセージ

ユーザから網、および、網からユーザの両方向で、着番号情報要素が必須となる。

ユーザから網、および、網からユーザの両方向で、中継回数情報要素が呼設定｢SETUP｣メッセージに含

みうる。

ユーザから網、および、網からユーザの両方向で、VPN 識別子情報要素が必須となる。

M.4.2　応答｢CONN｣メッセージ

ユーザから網、および、網からユーザの両方向で、接続先番号情報要素と接続先サブアドレス情報要素

は、応答｢CONN｣メッセージに含みうる。
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M.5　追加の情報要素およびコーディング

M.5.1　着番号

表 4.9/JT-Q931 の代わりに次の表を用いることを除いて、4.5.8 節 /JT-Q931 を適用しなければならない：

番号計画識別 (オクテット３)

ビット

4　3　2　1

0　0　0　0 不定 (注 1)

0　0　0　1 ISDN／電話番号計画 （勧告 E.164）

1　0　0　1 私設網番号計画 (ISO/IEC 11571)

上記以外 予約済

(注 1)　番号計画 "不定"は、ユーザあるいは網が、番号計画を認識できないときに使用される。この場合、番号ディジッ

トフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィックスやエスケープがあるかもしれない。

番号種別 (オクテット 3) 番号計画識別が ISDN／電話番号計画 （勧告 E.164）の場合 (注 2)

ビット

7　6　5

0　0　0 不定 (注 3)

0　0　1 国際番号 (注 4)

0　1　0 国内番号 (注 4)

1　0　0 市内番号 (注 4)

上記以外 予約済

(注 2)　国際、国内および市内番号の定義は、勧告 I.330 参照。

(注 3)　番号種別 "不定"は、ユーザあるいは網が、例えば国際番号、国内番号といった番号種別を認識できないときに使

用される。この場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィックス

やエスケープがあるかもしれない。

(注 4)　プレフィックスやエスケープを含まない。

番号種別 (オクテット 3)番号計画識別が不定の場合

ビット

7　6　5

0　0　0 不定 (注 5)

上記以外 予約済

番号種別 "不定"は、ユーザあるいは網が、例えば国際番号、国内番号といった番号種別を認識できないときに使用され

る。この場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィックスやエスケー

プがあるかもしれない。
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番号種別 (オクテット 3) 番号計画識別が私設網番号計画の場合 (注 6)

ビット

7　6　5

0　0　0 不定 (注 7)

0　0　1 レベル２地域番号

0　1　0 レベル１地域番号

0　1　1 PISN 特有番号

1　0　0 レベル０地域番号

上記以外 予約済

(注 6)　レベル２地域番号、レベル１地域番号、レベル０地域番号、および、PISN 特有番号の定義については、ISO/IEC 11571

を参照。

(注 7)　番号種別 "不定"は、ユーザあるいは網が、例えばレベル２、レベル１といった番号種別を認識できないときに使

用される。この場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィックス

やエスケープがあるかもしれない。

番号ディジット (オクテット 4 以上)

このフィールドは、適当な番号計画／網のダイヤル手順で指定される形式に従って、IA5 キャラクタでコード化される。
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M.5.2　発番号

表 4.11/JT-Q931 の代わりに次の表を用いることを除いて、4.5.10 節 /JT-Q931 を適用しなければならない：

番号計画識別 （オクテット 3）

ビット

4　3　2　1

0　0　0　0 不定　(注 1)

0　0　0　1 ISDN／電話番号計画 (勧告 E.164)

1　0　0　1 私設網番号計画 (ISO/IEC 11571)

上記以外 予約済

(注 1)　番号計画 "不定"は、ユーザあるいは網が、番号計画を認識できないときに使用される。この場合、番号ディジッ

トフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィックスやエスケープがあるかもしれない。

番号種別 (オクテット 3) 番号計画識別が ISDN／電話番号計画 （勧告 E.164）の場合 (注 2)

ビット

7　6　5

0　0　0 不定 (注 3)

0　0　1 国際番号 (注 4)

0　1　0 国内番号 (注 4)

1　0　0 市内番号 (注 4)

上記以外 予約済

(注 2)　国際、国内および市内番号の定義は、勧告 I.330 参照。

(注 3)　番号種別 "不定"は、ユーザあるいは網が、例えば国際番号、国内番号といった番号種別を認識できないときに

使用される。この場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィッ

クスやエスケープがあるかもしれない。

(注 4)　プレフィックスやエスケープを含まない。

番号種別 (オクテット 3)番号計画識別が不定の場合

ビット

7　6　5

0　0　0 不定 (注 5)

上記以外 予約済

(注 5)　番号種別 "不定"は、ユーザあるいは網が、例えば国際番号、国内番号といった番号種別を認識できないときに

使用される。この場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィッ

クスやエスケープがあるかもしれない。
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  番号種別 (オクテット 3) 番号計画識別が私設網番号計画の場合 (注 6)

ビット

7　6　5

0　0　0 不定(注 7)

0　0　1 レベル２地域番号

0　1　0 レベル１地域番号

0　1　1 PISN 特有番号

1　0　0 レベル０地域番号

上記以外 予約済

(注 6)　レベル２地域番号、レベル１地域番号、レベル０地域番号、および、PISN 特有番号の定義については、ISO/IEC 11571

を参照。

(注 7)　番号種別 "不定"は、ユーザあるいは網が、例えばレベル２、レベル１といった番号種別を認識できないときに

使用される。この場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィッ

クスやエスケープがあるかもしれない。

表示識別子 (オクテット 3a)

ビット

7　6

0　0 表示許可

0　1 表示制限

1　0 インターワーキングのため利用できない番号

1　1 予約済

網検証識別子 (オクテット 3a)

ビット

2　1

0　0 ユーザ記入、網検証なし

0　1 ユーザ記入、網検証成功

1　0 予約済

1　1 網記入

番号ディジット (オクテット 4 以上)

このフィールドは、適当な番号計画／網のダイヤル手順で指定される形式に従って、IA5 キャラクタでコード化さ

れる。

M.5.3　接続先番号

接続先番号情報要素のコーディングは、この情報要素の内容が M.5.2 の定義に従ってコード化されるこ

とを除いて、標準 JT-Q951｢V｣の 4.1 節に定義される。

M.5.4　接続先サブアドレス

接続先サブアドレスのコーディングは、TTC 標準 JT-Q951[V]の 4.2 節に定義される。
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M.5.5　経過識別子

以下の追加の経過内容値は、ISO/IEC 標準に定義される：

ビット

765 4321　No.

001 0000　16 公衆網とのインタワーキング

001 0001　17 解放信号を提供できない網とのインタワーク

001 0010　18 応答以前に解放信号を提供できない網とのインタワーク

001 0011　19 応答後に解放信号を提供できない網とのインタワーク

M.5.6　中継回数

中継回数情報要素は、オプションとして、要求された接続の間に入る私設網中継交換機の数を表示する

ために呼設定｢SETUP｣メッセージに含みうる。中継回数情報要素の最大長は 3 オクテットである。

中継回数情報要素はコード群４で定義される。

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1 オクテット

0 0 1 1 0 0 0 1 1

中継回数情報要素識別子

中継回数内容長 2

1

拡張

0         0

予約

中継回数値

(バイナリ値)

3

M.5.7　VPN 識別

VPN 識別子情報要素は VPN 環境下の呼であることを表示するために、呼設定｢SETUP｣メッセージに含ま

れなければならない。VPN 識別子情報要素は、オプションとして、VPN において複数の CN を区別するた

めの CN 識別子を含みうる。 VPN 識別子情報要素の最大長は 15 オクテットである。

VPN 識別子情報要素はコード群０で定義される。

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1 オクテット

0 0 0 0 0 1 0 1 1

VPN 識別子

情報要素識別子

VPN 識別子内容長 2

1

拡張

予備 CN 表示

3

CN 識別子

3.1*

...

3.12*



ＪＴ－Ｑ９３１ - 350 -

CN 表示 (オクテット 3)

ビット

3　2　1

0　0　0 表示無し (注 1)

0　0　1 網特有 (注 2)

0　1　0 グローバル (注 3)

上記以外 予約済

(注 1)　CN 表示が "表示無し"の場合、その呼は、割り当てられたデフォルトの CN に属する。

(注 2)　CN 表示が "網特有"の場合、CN 識別子が以下に続くオクテットに含まれる。

(注 3)　CN 表示が "グローバル"の場合、以下に続く CN 識別子はグローバルにユニークな値を含む。

CN 識別子 (オクテット 3.1 ～ 3.12)

"網特有"と表示された場合の CN 識別子は、網提供業者マターである。

 CN 表示が "グローバル"の場合、CN 識別子はバイナリ表現を含む。CN 識別子は、CN が最初に割り当て

られた国の、BCD (Binary Coded Decimal)表現された E.164 国コード番号から始まる。残りの CN 識別子は、

国特有である。

M.6　追加基本呼制御手順

M.6.1　公衆網環境と VPN 環境との識別

あるエンティティがVPN環境における呼番号を確立するメッセージを送信するならば、そのエンティティ

は、VPN 識別子情報要素をこのメッセージに含めなければならない。

（注）ネットワークオプションとして、網特有ファシリティ情報要素が、VPN 識別子情報要素の代わりと

して用いられうる。（付録Ⅰ参照）

あるエンティティが呼番号を確立するメッセージを受信し、このメッセージが VPN 識別子情報要素を含

んでいなかったならば、公衆網環境下での信号手順が、この呼番号を用いる全てのメッセージに適用され

なければならない。

あるエンティティが呼番号を確立するメッセージを受信し、このメッセージが VPN 識別子情報要素を含

んでいたならば、VPN 環境下での信号手順が、この呼番号を用いる全てのメッセージに適用されなければ

ならない。

M.6.2　公衆網環境下で適用される信号手順

VPN 環境(M.4.1 参照)でないと識別される呼については、JT-Q931 の５章が適用される。

M.6.3　VPN 環境下で適用される信号手順

VPN 環境(M.4.1 参照)と識別される呼については、 M.6.3.1、および M.6.3.2 に記述される追加とともに

JT-Q931 の５章が適用される。
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M.6.3.1　物理 PINX からの呼設定

M.6.3.1.1　発呼要求

発側インタフェースに接続される物理 PINX は「呼設定」(SETUP)メッセージに VPN 識別子情報要素を

含めなければならない。

VPN 識別子情報要素が CN 識別子を含まず、そのアクセスにおいて CN 識別子のデフォルト値が登録さ

れているならば、そのデフォルト CN 識別子が用いられなければならない。

VPN 識別子情報要素が CN 識別子を含まず、そのアクセスにおいて CN 識別子のデフォルト値が登録さ

れていないならば、その呼は理由表示＃５０“要求ファシリティ未契約”により拒否されなければならな

い。

VPN 識別子情報要素が CN 表示値および／あるいは、そのアクセスに関連づけられていない CN 識別子

を含むならば、その呼は理由表示＃５０“要求ファシリティ未契約”により拒否されなければならない。

発側インタフェースに接続される物理 PINX は「呼設定」(SETUP)メッセージに着番号情報要素を含めな

ければならない。

発側インタフェースに接続される物理 PINX から、発番号情報要素と発サブアドレス情報要素を受信した

場合は、以下のように処理されなければならない。

－　中継 PINX はいかなる付加サービス契約情報にも関わらず、この情報要素を後位 PINX に転送しなけれ

ばならない。

－　リレーノードはいかなる付加サービス契約情報にも関わらず、この情報要素を後位 PINX に転送しなけ

ればならない。

－　出ゲートウェイ PINX はこの情報を他のネットワークへ転送しうる。

（注）番号に関する処理(例：トランスレーション、表示識別)はこの付属資料の範囲外である。

－　着側 PINX は規制(例：インタフェースタイプやサービス)条件により、着ユーザにこの情報を転送しう

る。

発側インタフェースに接続される物理 PINX は、中継回数情報要素を「呼設定」(SETUP)メッセージに含

みうる。公衆網における処理は本標準の範囲外であるが、それは以下のように転送されなければならない。

－　中継 PINX はこの情報要素を後位 PINX に転送しなければならない。

－　リレーノードはこの情報要素を後位 PINX に転送しなければならない。

－　出ゲートウェイ PINX はこの情報を他のネットワークに転送しうる。
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M.6.3.1.2　物理 PINX－公衆網インタフェースにおけるインタワーキングの通知

公衆網が私設網特有の経過内容値を後位 PINX から受信した場合、特有の処理を行わず、発側インタフェー

スに接続される物理 PINX にこれを転送しなければならない。

出ゲートウェイ PINX 機能は以下に示すように後位に経過表示情報要素を提供しなければならず、この情

報は物理 PINX へ転送されなければならない。経過表示情報要素は、「呼設定確認」(SETUP ACK)メッセー

ジ、あるいは｢呼設定受付｣(CALL PROC)メッセージがすでに送信され、この情報が利用可能となると直ち

に「経過表示」(PROG)メッセージ、「呼出」(ALERT)メッセージ、あるいは「応答」(CONN)メッセージに

より転送されなければならない。

「呼出」(ALERT)メッセージ、あるいは「応答」(CONN)メッセージがその時点で送信されない場合、「経

過表示」(PROG)メッセージが用いられる。

全ての適当なインタワーキング表示は、出ゲートウェイ PINX により転送されなければならない。

CN から出る呼において、以下の経過内容のいずれかを受信した場合は、この情報は転送されなければな

らない。

－＃１　呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる

－＃２　非 ISDN 着側アドレス

－＃４　呼の ISDN への復帰

－＃８　インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能

その呼が他の ISDN 網でないネットワーク（公衆網あるいは私設網）に接続されるなら、経過識別子情報

要素は、経過内容１“呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる”を含ん

で送信しうる。

発側インタフェースに接続される物理 PINX は、オプションとして、後位 PINX へ発側の様々な状態を表

示するために、いかなる私設網特有の経過内容を PINX「呼設定」(SETUP)メッセージに含みうる。公衆網

はそれを後位 PINX へ転送しなければならない。

経過識別子情報要素は３つまで「呼設定」(SETUP)メッセージ、「呼出」(ALERT)メッセージ、「経過表

示」(PROG)メッセージ、および「応答」(CONN)メッセージに含みうる。

M.6.3.1.3　発側インタフェースに接続された物理 PINX へのインバンド情報の提供

いかなる経過識別子も発側インタフェースに接続された物理 PINX へ転送されなければならない PINX。

　「経過表示」(PROG)メッセージ、あるいは「呼出」(ALERT)メッセージにより経過内容値＃１“呼が ISDN

エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる”、あるいは＃８“インバンド信号ない

し、適当なパターンが利用可能”を受信次第、発側インタフェースに接続された物理 PINX はインバンドトー

ン／情報を転送するために割り当てられたＢチャネルの逆方向を接続しなければならない。そして起動し

ているならば T310 タイマを停止する。
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M.6.3.1.4　呼確認

公衆網は以下のように CONN メッセージに接続先番号情報要素および接続先サブアドレス情報要素を含

めるであろう。

－　後位 PINX からこの情報要素を受信した場合､経由 PINX はこれをいかなるサービス契約情報が追加さ

れても発側インタフェースとなる物理 PINX に転送するであろう。

－　後位 PINX からこの情報要素を受信した場合､中継ノードはこれをいかなるサービス契約情報にもよら

ず発側インタフェースとなる物理 PINX に転送するであろう。

－　出ゲートウェイ PINXはこの情報を他のネットワークへ転送することが出来る。

（注）トランスレーション、プレゼンテーション、インディケーション等、数に関する処理はこの付属資

料の記述外である。

－　着側 PINX はいかなる可能なサービス契約情報にもよらず接続先番号情報要素を物理 PINX へ提供する

であろう。さらに着側 PINX はいかなる可能なサービス契約情報にもよらず接続先サブアドレス情報要素

を物理 PINX へ提供するであろう。

M.6.3.2　物理 PINX に対する呼設定

M.6.3.2.1　着呼

VPN 環境の呼に対して公衆網は VPN 識別子情報要素を SETUP メッセージに含めるであろう。

入りゲートウェイ PINX 機能や発 PINX 機能は VPN 環境にある呼としてその呼を認識するであろう。

公衆網は以下のように発番号情報要素および発サブアドレス情報要素を SETUP メッセージに含めるであ

ろう。

－　前位 PINX からこの情報を受信すると経由 PINX は、いかなるサービス契約情報にもよらず着側インタ

フェースにある物理 PINX に転送する。

－　前位 PINX からこの情報を受信すると中継ノードは、いかなるサービス契約情報にもよらず着側インタ

フェースにある物理 PINX に転送する。

（注）トランスレーション、プレゼンテーション、インディケーション等、数に関する処理はこの付属資

料の記述外である。

－　発側 PINX はいかなる可能なサービス契約情報にもよらず発番号情報要素を着側インタフェースである

物理 PINX へ提供するであろう。さらに発側 PINX はいかなる可能なサービス契約情報にもよらず発ユー

ザからこれを受信した場合には、発サブアドレス情報要素を転送するであろう。

前位 PINX からこれを受信した場合には、公衆網は経由カウンタ情報要素を SETUP メッセージに含める

であろう。



ＪＴ－Ｑ９３１ - 354 -

M.6.3.2.2　物理 PINX－公衆網インタフェースにおけるインタワーキング通知

着側インタフェースとなる PINX はオプションとして着側における特定の状態を通知するために公衆網に

返送する ALERT、PROG、あるいは CONN メッセージに私設網特有の経過内容値を含めることができる。

公衆網では以下のようにこの情報を転送する。

－　経由 PINX はこの情報要素を前位 PINX に転送する。

－　中継ノードはこの情報要素を前位 PINX に転送する。

－　入ゲートウェイ PINX はこの情報を他のネットワークに転送することができる。

－　発 PINX は発ユーザにこの情報を転送することができる。

入ゲートウェイ PINX 機能は経過識別子情報要素を SETUP メッセージに提供し、この情報は物理 PINX

へ転送されるであろう。

特定の状態がなければ、経過識別子情報要素は含まれない。

CN 状態の呼において以下のような経過内容を受信した場合にはこの情報は無視されるであろう。

－１　呼が ISDN エンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる

－３　非 ISDN 発アドレス

呼が ISDN でない網（公衆網あるいは私設網）から接続された場合には経過内容値１‘呼が ISDN エンド・

エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる’を含む経過識別子情報要素が転送されるであろ

う。

公衆網が私設網特有の経過内容値を前位 PINX から受信すると公衆網はその情報をなにも操作せずに着側

インタフェースである物理 PINX に転送するであろう。

経過識別子情報要素は３つまで SETUP、ALERT、PROG および CONN メッセージに含めることができる。

M.6.3.2.3　着側インタフェースである物理 PINX によるインバンド情報の提供

SETUP メッセージに対する最初の応答メッセージ受信後、呼設定の間、PROG あるいは ALERT メッセー

ジにより経過内容値＃１あるいは＃８を受信次第、公衆網は着側インタフェースとなる物理 PINX からのイ

ンバンドトーン／情報を発ユーザに提供するために逆方向にＢチャネルを割り当て、起動しているならば

タイマ T310 を停止する。そしてタイマ T310 起動中に経過内容値＃１あるいは＃８を PROG メッセージに

より受信したならば、タイマ T310 を再起動する。

公衆網は経過識別子情報要素を前位 PINX へ転送する。
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M.6.3.2.4　呼確認

着側インタフェースとなる物理 PINX は接続先番号情報要素および接続先サブアドレス情報要素を CONN

メッセージに含むことができる。

接続先番号情報要素や接続先サブアドレス情報要素を CONN メッセージにより着側インタフェースとな

る物理 PINX から受信するとこの情報情報は公衆網において以下のように転送される。

－　経由 PINX はいかなるサービス契約情報にもよらずこの情報要素を前位 PINX へ転送するであろう。

－　中継ノードはいかなるサービス契約情報にもよらずこの情報要素を前位 PINX へ転送するであろう。

－　入ゲートウェイ PINX はこの情報を他の網へ転送することができる。

（注）トランスレーション、プレゼンテーション、インディケーション等、数に関する処理はこの付属資

料の記述外である。

－　発 PINX はこの情報を何らかの規制条件次第ではあるが発ユーザへ転送することができる。

M.7　システムパラメータ

T310：タイマー起動中あるいは経過内容値＃１および＃８の受信による再起動の場合の本タイマーのデ

フォルト値は２分である。（１分から７分の間で変更が可能である。）
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付属資料 M に対する付録１：網特有ファシリティ情報要素による VPN 環境における呼の識別

ユーザとネットワークプロバイダー相互間の合意次第で網オプションとして網特有ファシリティ情報要

素が VPN 環境における呼の識別に使われる。

網特有ファシリティ詳細フィールドとして以下のような網特有コーディングを行う網もあることが知ら

れている。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

１

拡　張

ファシリティコーディング値 ４

０

予　備

サービスパラメータ（IA5 キャラクタ） ５など

図１　VPN 環境における呼を識別するための網特有ファシリティ情報要素の例

ファシリティコーディング値（オクテット４）

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 意味

１ １ １ １ ０ ０ １ VPN

サービス選択

サービスパラメータ（オクテット５）

CN 識別子等のサービスパラメータはネットワークサービスプロバイダーの仕様に従いオクテット５に

コード化される。
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付属資料 N：柔軟チャネル選択

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

この付属資料の手順のサポートは、網オプションである。

優先ベアラが選択フォールバックより大きな帯域要求する(例：6ｘ64kbit/s と 64kbit/s)場合、複数のチャ

ネル識別子が｢呼設定｣(SETUP)メッセージ中に存在しうる。この場合、1 つのチャネル識別子情報要素が｢呼

設定｣(SETUP)メッセージ中の各伝達能力情報要素に対して含まれうる。2 つのベアラに関して要求される

帯域が同じである場合、同じチャネルが 2 つのベアラに対して指定されなければならない。各ベアラに対

するチャネル選択手順は、１つ以上の選択ベアラに対して同一チャネルの選択が許され、また矛盾しない

事を除いて、5.1.2 節、5.2.3 節にそれぞれ従う。その呼に関して選択された伝達能力は、その呼に関する最

終的なチャネル選択を決定する。

初期カットスルーの手順、チャネル識別、及び未使用チャネルの解放確認のための繰り返し識別子情報

要素の使用に関しては、今後の検討課題である。
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付録Ⅰ：理由表示一覧表

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

付表 I-2/JT-Q931 は標準 JT-Q931 における理由表示の使用方法を示している。他の利用方法は他の標準ま

たは勧告（たとえば標準 JT-Q700 シリーズや勧告 Q.699）で提供されうる。

JT-Q931 のエンティティによって他の理由表示が用いられることは、JT-Q931 の他の部分で定義されてい

る手順によって妨げられるものではない。

付表 I-1/JT-Q931 は付表 I-2/JT-Q931 の生成場所の略号の意味を示す。理由表示情報要素の中の生成源コー

ドの正確な使用方法は付録Ⅰを参照すること。

付表 I-1/JT-Q931

付表 I-2/JT-Q931 の生成場所の略号

LU ：　ローカルユーザ

LN ：　ローカル網

TN ：　中継網

RN ：　リモートネットワーク

RU ：　リモートユーザ

LPE ：　ローカルと同等エンティティ（付属資料Ｄの手順で使用）
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付表 I-2/JT-Q931　理由表示一覧表

１／６

理

由

表 ｸﾗｽ 値 理由表示名 診断情報 参照部分 代表的な

受信側によって識別

される代表的な

メッセージ

示

＃

生成場所 ﾘﾓｰﾄ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ﾛｰｶﾙ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

１ 000 0001
欠番 状態 5.1.4 LN 解放完了

切断

5.2.4 RU 解放完了

切断

２ 000 0010
指定中継網へ

のルートなし

中継網識別

網特有ファ

シリティ情

C.2
E.3

TN 切断

報要素 LN 解放完了

３ 000 0011
相手へのルー

トなし

状態 5.1.4 LN 解放完了

切断

5.2.4 RU 解放完了

切断

切断

６ 000 0110 チャネル利用

不可

5.2.3.1  (c)
5.3.2  (d)

LN 解放

6.2.2.3.1
７ 000 0111 呼が設定済み

のチャネルへ

6.2.2.3.1 LN 解放

着呼

16 001 0000
正常切断 状態 RU 切断 切断

17 001 0001
着ユーザ

ビジー

5.2.5.1
5.2.5.4  (b)

RU 解放完了 切断

5.2.4 RN 切断

18 001 0010
着ユーザレス

ポンスなし

5.2.5.3 RN 切断

19 001 0011 着ユーザ応答

なし

5.2.5.3 RN 切断

（呼出中）

21 001 0101
通信拒否 状態：

ユーザの提

供する情報

5.2.5.1
5.2.5.4

RU 解放完了 切断

22 001 0110
相手加入者番

号変更

新しい相手

加入者番号

5.1.4 LN 解放完了

切断

5.2.4 RU 解放完了

切断

切断

26 001 1010 5.3.2  (b)
6.2.2.3.1

LN 解放選 択 さ れ な

かったユーザ

の切断復旧

－

－

－

－

－
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付表 I-2/JT-Q931　理由表示一覧表

２／６

理

由

表 ｸﾗｽ 値 理由表示名 診断情報 参照部分 代表的な

受信側によって識別

される代表的な

メッセージ

示

＃

生成場所 ﾘﾓｰﾄ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ﾛｰｶﾙ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

27 001 1011 5.8.9 RN 切断着 側 イ ン タ

フェース起動

不可

無効番号

フォーマット

(不完全番号)

LN 解放完了

切断

5.2.4 RU 切断 切断

解放完了

28 001 1100 5.1.5.2 LN 切断

5.2.4 RN 切断

5.1.4 LN 解放完了

切断

ファシリティ

拒否

フ ァ シ リ

ティ識別子

手順の記述

なし

LN 解放完了

切断

29 001 1101 RN 切断

RU 解放完了

切断

30 001 1110 状態問合への

応答

5.8.10 LU，LN 状態表示

31 001 1111 その他の正常

クラス

5.8.4 RN 解放完了

切断

利用可回線／

チャネルなし

5.1.1
5.1.2

LN 解放完了

34 010 0010

5.2.3.1  (b)
5.2.3.1  (e)
5.2.3.2
6.2.2.3.1

RU 解放完了 切断

C.2 LN 解放完了

切断

解放完了

切断

C.2 TN 切断

D.1.1  (e)
D.3  (b)

LPE 解放完了

38 010 0110
網障害 手順の記述

なし

－

－

－

－

－
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付表 I-2/JT-Q931　理由表示一覧表

３／６

理

由

表 ｸﾗｽ 値 理由表示名 診断情報 参照部分 代表的な

受信側によって識別

される代表的な

メッセージ

示

＃

生成場所 ﾘﾓｰﾄ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ﾛｰｶﾙ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

41 010 1001
一時的失敗 5.8.8 LU，LN 切断

5.8.10 LN，RU，

RN
切断 切断

42 010 1010
交換機輻輳 手順の記述

なし

解放

解放完了

アクセス情報

廃棄

廃棄された

情報要素識

別子

7.1.5.7 RU，LN，

RN
輻輳制御

43 010 1011 7.1.6.1 LN 状態表示

5.8.7.2 LN，LU 状態表示

要 求 回 線 ／

チャネル利用

不可

5.1.2 LN 解放完了

44 010 1100 5.2.3.1  (e)
5.2.3.2

RU 解放完了 切断

6.2.2.3.1
D.1.1  (e) 解放完了

47 010 1111
そ の 他 の リ

ソース使用不

可クラス

手順の記述

なし

49 011 0001
サービス品質

(Qos)利用不可

状態 解放

解放完了

要求ファシリ

ティ未契約

フ ァ シ リ

ティ識別子

7.1.3.6
7.1.4.3
7.1.5.3

RU 解放完了

切断

切断

50 011 0010 7.1.7.4 RN 切断

LN 解放完了

57 011 1001
伝達能力不許

可

伝達能力識

別

5.1.5.2 LN 切断

解放完了

7.2.2 LN 解放

解放完了

58 011 1010
現在利用不可

伝達能力

伝達能力識

別

5.1.5.2 LN 切断

解放完了

7.2.2 LN 解放

解放完了

－
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付表 I-2/JT-Q931　理由表示一覧表

４／６

理

由

表 ｸﾗｽ 値 理由表示名 診断情報 参照部分 代表的な

受信側によって識別

される代表的な

メッセージ

示

＃

生成場所 ﾘﾓｰﾄ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ﾛｰｶﾙ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

63 011 1111 5.1.5.2 LN 切断

解放完了

その他のサー

ビス又はオプ

ションの利用

不可クラス

65 100 0001
未提供伝達能

力指定

伝達能力識

別

5.1.5.2 LN 切断

解放完了

6.1 LN 解放完了

66 100 0010 未提供チャネ

ル種別指定

チャネル種

別

手順の記述

なし

未提供ファシ

リティ要求

フ ァ シ リ

ティ識別子

7.1.3.6
7.1.4.3

RU 解放完了

切断

切断

69 100 0101 7.1.5.3
7.1.7.4

RN 切断

解放

LN 解放

解放完了

70 100 0110 手順の記述

なし

制限ディジタ

ル情報伝達能

力のみ可能 (網ｵﾌﾟｼｮﾝ)

79 100 1111
その他のサー

ビス又はオプ

ションの未提

供クラス

無効呼番号値

使用

5.8.3.2  (a) LU，LN 解放

解放完了

81 101 0001 5.8.3.2  (b) LU，LN 解放完了

5.8.3.2  (f) LU，LN 状態表示

82 101 0010
無効チャネル

番号使用

チャネル識

別

手順の記述

なし

解放完了

83 101 0011 5.6.5 LN 再開拒否指定された中

断呼識別番号

未使用

84 101 0100 中断呼識別番

号使用中

5.6.3 LN 中断拒否

85 101 0101 中断呼なし 5.6.5 LN 再開拒否

－

－

－

－

－

－
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付表 I-2/JT-Q931　理由表示一覧表

５／６

理

由

表 ｸﾗｽ 値 理由表示名 診断情報 参照部分 代表的な

受信側によって識別

される代表的な

メッセージ

示

＃

生成場所 ﾘﾓｰﾄ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ﾛｰｶﾙ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

86 101 0110 指定中断呼

切断復旧済

5.6.5 LN 再開拒否

87 101 0111 JT-Q955 RN 切断ﾕｰｻﾞは CUG の

ﾒﾝﾊﾞ でない

88 101 1000

端末属性不一

致

不一致パラ

メータ

5.2.2
5.2.5.1
5.2.5.3  (a)
B.3.2
B.3.3

RU 解放完了 切断

91 101 1011
無効中継網選

択

C.2 TN 切断

LN 切断

解放

解放完了

95 101 1111
その他の無効

メッセージク

ラス

メッセージ

種別

5.8 LN 解放完了

状態表示

96 110 0000

必須情報要素

不足

情報要素識

別子

5.8.6.1 LN，LU 状態表示

解放

解放完了

5.8.11 LN，LU 状態表示

97 110 0001
メッセージ種

別未定義又は

未提供

メッセージ

種別

5.8.4
5.8.10
5.8.11

LN，LU 状態表示

98 110 0010
呼状態とメッ

セージ不一致

又はメッセー

ジ種別未定義

メッセージ

種別

5.8.4 LN，LU 状態表示

99 110 0011
情報要素識

別子

5.8.7.1
5.8.11

LN，LU 状態表示情報要素／パ

ラメータ未定

義または未提

供

5.8.7.1 LN 解放

解放完了

100 110 0100

情報要素内容

無効

情報要素識

別子

5.8.6.2 LN，LU 状態表示

解放

解放完了

5.8.7.2
5.8.11

LN，LU 状態表示

呼状態とメッ

セージ不一致

メッセージ種

別

5.8.4 LN，LU 状態表示

101 110 0101 5.8.11 LN，LU 切断

解放

解放完了

－

－
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付表 I-2/JT-Q931　理由表示一覧表

６／６

理

由

表 ｸﾗｽ 値 理由表示名 診断情報 参照部分 代表的な

受信側によって識

別される代表的な

メッセージ

示

＃

生成場所 ﾘﾓｰﾄ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ﾛｰｶﾙ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

タイマ満了に

よる回復

タイマ番号 5.2.4
5.2.5.3
5.6.5
5.4.1

LN 切断

102  110 0110 5.3.3
5.3.4

LN 解放

5.3.2  (f)
5.3.3
5.6.5

LU 解放

111  110 1111 その他の手順

誤りクラス

5.8.4 RN 切断

127  111 1111 手順の記

述なし

その他のイン

タワーキング

クラス

－

－
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付録Ⅱ：メッセージフロー図の例およびコーズマッピングに関する例

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

Ⅱ.1　メッセージフロー図の例

Ｂチャネル及びＤチャネルのネットワークコネクション種別の使用と適切なチャネル選択の手順とは、

付図Ⅱ-1/JT-Q931 から付図Ⅱ-7/JT-Q931 に示されている。これらの図は本文の記述の内容を補うものであり、

すべての可能な状況を図示しているとは限らない。

注－以下の図にはTAインタフェースを介して送られるすべてのフレームが表示されているとは限らない。

Ⅱ.1.1　図の記号

Q.931 信号メッセージ

［　］ －レイヤ３

C －「応答」（CONNECT）メッセージ

CA －「応答確認」（CONNECT ACKNOWLEDGE）メッセージ

CP －「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）メッセージ

D －「切断」（DISCONNECT）メッセージ

R －「解放」（RELEASE）メッセージ

RC －「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ

S －「呼設定」（SETUP）メッセージ

X.25 レイヤ３メッセージ

X.25 で始まるレイヤ３メッセージはどれも X.25 レイヤ３パケットを示す（すなわち、X.25 CR は X.25

発呼要求を意味する）。

CA －着呼受付（call accepted）

CC －接続完了（call connected）

CLC －切断確認又は復旧確認（clear confirmation）

CLI －切断指示（clear indication）

CLR －切断要求又は復旧要求（clear request）

CR －発呼要求（call request）

IC －着呼（incoming call）

RSR －リスタート要求（restart request）

RSC －リスタート確認（restart confirmation）

RSI －リスタート指示（restart indication）
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レイヤ２フレーム

（　） －レイヤ２

GTEI －グループ TEI（１２７）

A､B －X.25 レイヤ２アドレス（コマンドとレスポンスを含む）

SABM －非平衡モード設定

SABME －拡張非平衡モード設定

UA －非番号制確認フレーム

UI －非番号制情報フレーム（すなわち、レイヤ２で非確認情報転送サービスを用いる）

I －情報フレーム

DISC －切断フレーム

(x,p)で表示されたレイヤ２アドレスは、フレームアドレスの SAPI 要素が標準 JT-Q921 に記述されている

ように、パケットタイプの（SAPI=16）情報となるようコーディングされていることを示す。

(x,s)で示されたレイヤ２アドレスは、シグナリング（SAPI=0）情報を示す。

Ⅱ.1.2　メッセージフロー図の例
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注１：着側がＤチャネルアクセスを用いてコネクションを設定するときには、メッセージシーケンスは付図Ⅱ-3/JT-Q931 の<3>からのようになるであろう。

注２：シグナルリンクが未だ設定されていない場合。

注３：パケットの着呼提供に対して着呼は TA と付図Ⅱ-5/JT-Q931 及び付図Ⅱ-7/JT-Q931 に示された手順を用いて設定されたＢチャネルとに提供されるであろう。

注４：網は、インプリメントしているならば、タイマ T320 を起動する。

注５：このメッセージはオプションである。

注６：網は、もしインプリメントしており、進行中であれば、タイマ T320 を停止する。

注７：Ｂチャネル上のリンクレイヤが未だ標準 JT-Q931 節 6.3 に示されているように設定していないならば、網はそれを設定する。

付図Ⅱ-1/JT-Q931 ISDN バーチャルサーキットサービスのＢチャネルアクセスに対するメッセージシーケンスの例

(ITU-T Q.931) このチャネルにおいて最初に設定されるバーチャルコールの場合

これらのＤチャ
ネル信号手順は
半 固定 コネ ク
ションでは用い
ない。

節 6.3 に示され
た、Ｂチャネル
上の X.25 手順。

データ転送フェーズ

節 6.3 に示され
た、Ｂチャネル
上の X.25 手順。

注２

ＴＥ１ＴＥ１
X.25
端末

X.25
端末 ＴＡ網網ＴＡ

SABME (x,s)
UA (x,s)

I (x,s)［S,bc=pkt］
I (x,s)［CP］
I (x,s)［C ］
I (x,s)［CA］

注４

注５

SABM (B)
UA (B)

I (B)［X.25SQ］

I (B)［X.25CR］

I (A)［X.25SF］

注３<1>注１

注６

SABM (A)
注７ UA (A)

I (A)［X.25SI］
I (B)［X.25SF］
I (A)［X.25IC］

注６
I (B)［X.25CA］I (A)［X.25CC］
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注１：切断される側がＤチャネルアクセスを用いてコネクションを設定していたならば、切断される側のメッセージシーケンスは付図Ⅱ-4/JT-Q931 の点<4>からのようになる

であろう。

注２：Ｂチャネルの切断は、もしインプリメントされているならば、タイマ T320 の満了によって網から始められてもよい。節 6.4 参照。

注３：網は、もしインプリメントしているならば、タイマ T320 を起動する。

注４：網は、もしインプリメントしており、進行中ならば、タイマ T320 を停止する。

注５：このシーケンスは、端末がこれ以上の通信の継続を望まない場合にのみ要求される。

付図Ⅱ-2/JT-Q931 ISDN バーチャルサーキットサービスのＢチャネルアクセスに対するメッセージシーケンス例

(ITU-T Q.931) このチャネルにおける最後のバーチャルコールの場合

Ｂチャネル上の
X.25 手順

I (B)［X.25CLC ］I (A)［X.25CLC ］
<2>

UA (B)UA (B)

データ転送フェーズ

ＴＥ１ ＴＥ１
X.25
端末

X.25
端末 ＴＡ網網ＴＡ

I (A)［X.25CLI ］I (B)［X.25CLR ］
注３

DISC (B)DISC (B)
注２

注１

I (y,s)［D ］注４I (x,s)［D ］

I (y,s)［R ］I (x,s)［R ］

I (y,s)［RC］I (x,s)［RC］

DISC (y,s)DISC (x,s)

注５ UA (y,s)UA (x,s)

標準 JT-Q931 手
順(Ｄチャネル上
の信号手順は、半
固定コネクション
では用いられな
い)

Ｂチャネル上の
X.25 手順
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注１：着側がＢチャネルアクセスを用いてコネクションを設定するならば、メッセージシーケンスは、付図Ⅱ-1/JT-Q931 の点<1>からのように続くであろう。

注２：SAPI=16 リンクが未だ設定されていない場合。

注３：着呼はＴＡに付図Ⅲ-5/JT-X31 及び付図Ⅲ-7/JT-X31 に示されている手順を用いて提供されてもよい。

注４：網は、もしインプリメントされているならば、タイマ T320 を起動する。

注５：網は、もしインプリメントされており、進行中ならば、タイマ T320 を停止する。

付図Ⅱ-3/JT-Q931 ISDN バーチャルサーキットサービスのＤチャネルアクセスに対するメッセージシーケンスの例

(ITU-T Q.931) この SAPI=16 リンクで設定される最初のバーチャルコールの場合

Ｄチャネル上の
X.25 手順

データ転送フェーズ

ＴＥ１ ＴＥ１
X.25
端末ＴＡ 網網 ＴＡ

X.25
端末

注２

SABME (x,p)SABM (B)

注４

UA (x,p)UA (B)

I (x,p)［X.25SQ］I (B)［X.25SQ］

I (x,p)［X.25SF］I (A)［X.25SF］

I (x,p)［X.25CR］I (B)［X.25CR］
<3>注１，５

注３

SAMB (A)SAMBE (y,p)

UA (y,p) UA (A)
注２

I (A)［X.25SI］I (x,p)［X.25SI］

Ｄチャネル上の
X.25 手順

I (B)［X.25SF］I (x,p)［X.25SF］

I (A)［X.25IC］I (y,p)［X.25IC］
注５

I (B)［X.25CA］I (y,p)［X.25CA］I (x,p)［X.25CC］I (A)［X.25CC］
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注１：切断される側がＢチャネルアクセスを用いて呼を設定していた場合には、切断される側のメッセージシーケンスは付図Ⅱ-2/JT-Q931 の点<2>からのようになる

であろう。

注２：このシーケンスは X.25ＤＴＥがこれ以上の通信の継続を望まない時にのみ要求される。

注３：網は、インプリメントしているならば、タイマ T320 を起動する。

注４：網は、インプリメントしており、進行中ならば、タイマ T320 を停止する。

注５：Ｂチャネルの切断は、もしインプリメントしているならば、タイマ T320 の満了で、網によって始められてもよい。節 6.4 参照。

付図Ⅱ-4/JT-Q931 Ｄチャネルアクセスの ISDN バーチャルサーキットサービスに対するメッセージシーケンスの例

(ITU-T Q.931) この SAPI=16 リンクにおける最後のバーチャルコールの場合

Ｄチャネル上の
X.25 手順

データ転送フェーズ

ＴＥ１ ＴＥ１

端末
X.25ＴＡ

網網

ＴＡ
端末
X.25

<4>注１I (x,p)［X.25CLR ］I (B)［X.25CLR ］

I (A)［X.25CLI ］I (y,p)［X.25CLI ］注３

I (B)［X.25CLC ］I (y,p)［X.25CLC ］I (x,p)［X.25CLC ］I (A)［X.25CLC ］

DISC (B)DISC (y,p)注４

UA (B)UA (y,p)
注２

注５

DISC (x,p)

UA (x,p)

DISC (B)

UA (B)

Ｄチャネル上の
X.25 手順
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注１：網は、インプリメントしているならば、タイマ T320 を起動する。

注２：網は、インプリメントしており、進行中であれば、タイマ T320 を停止する。

付図Ⅱ-5/JT-Q931 SAPI=0 リンク上のシグナリングを用いた着呼提供手順の例

(ITU-T Q.931) 端末が新たなＢチャネル上に呼を要求する場合

これらの標準 JT-Q931

信号手順はＤチャネル

上のものである

ＴＡ 端末

X.25

ＴＥ１

網

UI (GTEI,s) [SETUP, チャネル(B,D,B/D)]

I (x,s)［CONNECT,新たなＢ］

（注１）I (x,s)［CONNECT ACKNOWLEDGE ］

SABM (A)

UA (A)

I (A)［X.25SI］

I (B)［X.25SF］

（注２）　　I (A)［X.25IC］

I (B)［X.25CA］

データ転送フェーズ

節 6.3 で示された新し

いＢチャネル上の X.25

手順
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注１：網は、もし未だ設定されていなければ、そのＢチャネルにリンクレイヤを設定する。

節 6.3 参照。

注２：網は、インプリメントしており、進行中であれば、タイマ T320 を停止する。

付図Ⅱ-6/JT-Q931 SAPI=0 リンク上のシグナリングを用いた着呼提供手順の例

(ITU-T Q.931) 端末が確立済のＢチャネル上に呼を要求する場合

UA (A)

I (x,s)［RELEASE COMPLETE］

I (x,s)［RELEASE,理由表示#7］

I (x,s)［CONNECT,設定済Ｂ］

UI (GTEIs)[SETUP,チャネル(B,D,B/D)]

ＴＡ 端末

X.25

ＴＥ１

網

（注１）　　　　SABM (A)

I (A)［X.25SI］

I (B)［X.25SF］

（注２）　　I (A)［X.25IC］

I (B)［X.25CA］

データ転送フェーズ

これらの標準 JT-Q931

信号手順は D チャネル

上のものである

節 6.3 で示された設定

済みのＢチャネル上での

X.25 手順
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注１：網は、もし未だ設定されていなければ、そのＤチャネルにリンクレイヤを設定する。

節 6.3 参照。

網は、インプリメントしているならば、タイマ T320 を起動する。

注２：網は、インプリメントしており、進行中であれば、タイマ T320 を停止する。

付図Ⅱ-7/JT-Q931 SAPI=0 リンク上のシグナリングを用いた着呼提供手順の例

(ITU-T Q.931) 端末がＤチャネル上に呼を要求する場合

これらの標準 JT-Q931

信号手順はＤチャネル

上のものである

節 6.3 で示されたＤチャ
ネル上での X.25 手順

データ転送フェーズ

I (B)[X.25CA]

I (A)[X.25IC]

I (B)[X.25SF]

I (A)[X.25SI]

UA (A)

SABM (A)

（注２）　　I (x,p)［X.25IC］

I (x,p)［X.25CA］

I (x,p)［X.25SF］

I (x,p)［X.25SF］

UA (x,p)

（注１）　　　 SABME (x,p)

I (x,s)［RELEASE COMPLETE］

I (x,s)［RELEASE,理由表示#7］

I (x,s)［CONNECT, D］

UI (GTEI,s)[SETUP,チャネル(B,D,B/D)]

網 ＴＡ 端末

X.25

ＴＥ１
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Ⅱ.2　コーズマッピングに関する例

付図Ⅱ-8/JT-Q931～付図Ⅱ-16/JT-Q931 は標準 JT-Q931 メッセージと標準 X25 パケット間のコーズマッピ

ングが利用され、表 6-5/JT-Q931 と表 6-6/JT-Q931 の特定のマッピングが利用されるときの条件の例を示す。

条件と図表の関連

条　　　件 図　番　号 表　番　号 備考

呼設定間の Q.931 不成功 付図Ⅱ-8/JT-Q931

付図Ⅱ-9/JT-Q931

付図Ⅱ-10/JT-Q931

付図Ⅱ-11/JT-Q931

付図Ⅱ-12/JT-Q931

表 6-5/JT-Q931

X.25 データ転送フェーズ

中のユーザ側の不成功

付図Ⅱ-13/JT-Q931

付図Ⅱ-14/JT-Q931

表 6-5/JT-Q931 注１

注２

網側の早切り 付図Ⅱ-15/JT-Q931

付図Ⅱ-16/JT-Q931

表 6-6/JT-Q931

注１－このマッピングは、最後のバーチャルコールの切断に先立って Q.931 メッセージが到着した場合

にのみ必要である。

注２－この状態は常に結果として交換されたバーチャルコールに対しては切断原因＃９“障害”の X.25

切断指示パケット、もしくはパーマネントバーチャルサーキットに対してはリセット原因＃９“障

害”の X.25 リセット指示パケットとなる。
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付図Ⅱ-8/JT-Q931　送信され得ない呼

(ITU-T Q.931)

付図Ⅱ-9/JT-Q931　エラーのメッセージ（例えば、フォーマットエラー）

(ITU-T Q.931)

着　信

ユーザ ＥＴ／ＰＨ

X.25 着呼（IC）

X.25 切断指示（CLI）

（切断原因）

例えば、相手ユーザがビジー、

利用可能なチャネルなし（利用可

能なＬＣＮなし、あるいはスルー

プット利用不可を含む）

着　信

ユーザ ＥＴ／ＰＨ

X.25 着呼（IC）

X.25 切断指示（CLI）

Q.931 呼設定(SETUP)

(注２)

（切断原因）

Q.931 切断復旧メッセージ

（理由表示）

エラーのメッセージ（注１）

これらの理由・原因間には表 6-5/JT-Q931 のような関係がある。

注１－この図はエラーのメッセージを受けて Q.931 切断メッセージを送

るケースにおいてのみ適用される。詳細は節 6.4.3 参照。

注２－このパケットは、マルチポイントインタフェースにおいては、タ

イマ T303 満了後に送られるだろう。
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付図Ⅱ-10/JT-Q931　応答しないユーザ

(ITU-T Q.931)

付図Ⅱ-11/JT-Q931　タイマ T301 満了

(ITU-T Q.931)

着　信

ユーザ ＥＴ／ＰＨ

X.25 着呼（IC）

X.25 切断指示（CLI）

Q.931 呼設定(SETUP)

Q.931 呼出(ALERTING)

(理由表示) （切断原因）

これらの理由・原因間には表 6-5/JT-Q931 のような関係がある。

注－このパケットはタイマ T301 の満了後に送られる。

Q.931 解放(RELEASE)

T301

満了

着　信

ユーザ ＥＴ／ＰＨ

X.25 着呼（IC）

X.25 切断指示（CLI）

Q.931 呼設定(SETUP)

(注)
（切断原因）

Q.931 呼設定(SETUP)

注－このパケットはタイマ T303 満了後に送られる。
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付図Ⅱ-12/JT-Q931　着信ユーザによる通信拒否

(ITU-T Q.931)

着　信

ユーザ ＥＴ／ＰＨ

Q.931 呼設定(SETUP)

X.25 切断指示(CLI)

（切断原因）

（理由表示）

これらの理由・原因間には表 6-5/JT-Q931 のような関係がある。

X.25 着呼(IC)

Q.931 解放完了(RELEASE COMPLETE)

注－このパケットはマルチポイントインタフェースではタイマ T303 の

満了後に送られるだろう。

（注）
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付図Ⅱ-13/JT-Q931 　X.25 データ転送フェーズ中の Q.931 切断

(ITU-T Q.931)

着　信

ユーザ ＥＴ／ＰＨ

X.25 データ転送フェーズ

Q.931 切断復旧メッセージ

X.25 切断指示(CLI)

（切断原因）

（理由表示）

これらの理由・原因間には表 6-5/JT-Q931 のような関係がある。

（TTC 注）

付図Ⅱ-13/JT-Q931 には、PH が Q.931 切断復旧メッセージを受信し

た場合、 Q.931 理由表示値と X.25 の切断原因の間に表 6-5/JT-Q931 の

関係があると記述されているが、節 6.4.1 の記述と矛盾しており、ITU-T

で検討中である。今後 ITU-T の検討の進捗に合わせて本標準の適正化

を図る予定である。
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付図Ⅱ-14/JT-Q931 　X.25 データ転送フェーズ中の Q.931 初期設定

(ITU-T Q.931)

着　信

ユーザ ＥＴ／ＰＨ

X.25 データ転送フェーズ

Q.931 初期設定(RESTART)

X.25 切断指示(CLI)

X.25 ﾘｾｯﾄ指示(RESET INDICATION)

（注１）

（注１、２）

（切断原因）

（切断原因）

または

注１－X.25 切断指示パケット中の切断原因パラメータは診断＃０を

伴う“障害”を表示するだろう。

注２－パーマネントバーチャルサーキットに対してのみ。
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付図Ⅱ-15/JT-Q931　バーチャルコールの早切り

(ITU-T Q.931) 　　（例えば、X.25タイマ T21満了）

付図Ⅱ-16/JT-Q931　バーチャルコールの早切り

(ITU-T Q.931)

着　信

ユーザ ET/PH

X.25着呼（IC）

X.25切断指示（CLI）

Q.931呼設定(SETUP)

Q.931応答(CONNECT )

Q.931切断(DISCONNECT )

(理由表示)

（切断原因）

これらの理由・原因間には表 6-6/JT-Q931 のような関係がある。

着　信

ユーザ ET/PH

X.25着呼（IC）

X.25切断指示（CLI）

Q.931呼設定(SETUP)

Q.931応答(CONNECT)

Q.931切断(DISCONNECT)

(理由表示)
（切断原因）

これらの理由・原因間には表 6-6/JT-Q931 のような関係がある。

注－これは X.25着呼パケットがまだ送信されていない場合である。

Q.931応答確認(CONNECT ACKNOWLEDGE)
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付録Ⅲ：標準 JT-Q93X シリーズ及び勧告 Q.93X シリーズ、勧告 Q.95X シリーズの割当済みの

情報要素識別子およびメッセージ種別コーディングの一覧

（TTC 標準 JT-Q931 に対する）

付図Ⅲ-1/JT-Q931  情報要素識別子コーディング(1/3)

(ITU-T Q.931)

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 参照標準、勧告

１ ： ： ： － － － － 単一固定長情報要素：

０ ０ ０ － － － － 予約済 JT-Q931

０ ０ １ － － － － シフト指定 (shift) JT-Q931

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ モアデータ (more data) JT-Q931

０ １ ０ ０ ０ ０ １ 送信完了 (sending complete) JT-Q931

０ １ １ － － － － 輻輳制御レベル (congestion level) JT-Q931

１ ０ １ － － － － 繰り返し表示 (repeat indicator) JT-Q931

０ ： ： ： ： ： ： ： 可変長情報要素：

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 分割メッセージ (segmented message) JT-Q931

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ 伝達能力 (bearer capability) JT-Q931

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ 理由表示 (cause) JT-Q931

０ ０ ０ １ １ ０ ０ 接続先アドレス (connected address) (注１)

０ ０ ０ １ １ ０ １ 拡張ファシリティ (extended facility) Q.932

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 呼識別 (call identity) JT-Q931

０ ０ １ ０ １ ０ ０ 呼状態 (call state) JT-Q931

０ ０ １ １ ０ ０ ０ チャネル識別子 (channel identification) JT-Q931

０ ０ １ １ ０ ０ １ データリンクコネクション識別子 JT-Q933

（data link connection identifier)

０ ０ １ １ １ ０ ０ ファシリティ (facility) JT-Q932

０ ０ １ １ １ １ ０ 経過識別子 (progress indicator) JT-Q931

０ １ ０ ０ ０ ０ ０ 網特有ファシリティ JT-Q931

(network specific facilities)

０ １ ０ ０ １ ０ ０ 端末機能 (terminal capabilities) (注１)

０ １ ０ ０ １ １ １ 通知識別子 (notification indicator) JT-Q931

０ １ ０ １ ０ ０ ０ 表示 (display) JT-Q931

０ １ ０ １ ０ ０ １ 日時 (date/time) JT-Q931

０ １ ０ １ １ ０ ０ キーパッドファシリティ (keypad facility) JT-Q931

０ １ １ ０ ０ ０ ０ キーパッドエコー (keypad echo) (注１)

０ １ １ ０ ０ １ ０ 情報要求 (information request) JT-Q932

０ １ １ ０ １ ０ ０ シグナル (signal) JT-Q931
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付図Ⅲ-1/JT-Q931　情報要素識別子コーディング(2/3)

(ITU-T Q.931)

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 参照標準、勧告

０ １ １ ０ １ １ ０ スイッチフック (switchhook) (注１)

０ １ １ １ ０ ０ ０ フィーチャアクティベーション JT-Q932

(feature activation)

０ １ １ １ ０ ０ １ フィーチャインディケーション JT-Q932

(feature indication)

０ １ １ １ ０ １ ０ サービスプロファイル識別子 JT-Q932

(service profile identification)

０ １ １ １ ０ １ １ エンド・ポイント識別子 (endpoint identifier) JT-Q932

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 情報速度 (information rate) JT-Q931

１ ０ ０ ０ ０ ０ １ 優先権レベル（precedence level) JT-Q955

１ ０ ０ ０ ０ １ ０ エンド・エンド中継遅延 JT-Q931

(end-end transit delay)

１ ０ ０ ０ ０ １ １ 中継遅延選択表示 JT-Q931

(transit delay selection and indication)

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ パケットレイヤバイナリパラメータ JT-Q931

(packet layer binary parameters)

１ ０ ０ ０ １ ０ １ パケットレイヤウインドウサイズ JT-Q931

(packet layer window size)

１ ０ ０ ０ １ １ ０ パケットサイズ (packet size) JT-Q931

１ ０ ０ ０ １ １ １ 閉域接続 (closed user group) JT-Q931

１ ０ ０ １ ０ ０ ０ リンクレイヤコアパラメータ JT-Q933

(link layer core parameters)

１ ０ ０ １ ０ ０ １ リンクレイヤプロトコルパラメータ JT-Q933

(link layer protocol parameters)

１ ０ ０ １ ０ １ ０ 着信課金表示 (reverse charging indication) JT-Q931

１ ０ ０ １ １ ０ ０ 接続先番号 (connected number) JT-Q951

１ ０ ０ １ １ ０ １ 接続先サブアドレス (connected subaddress) JT-Q951

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ Ｘ．２１３プライオリティ (X.213 priority) JT-Q933

１ ０ １ ０ ０ ０ １ レポート種別 (report type) JT-Q933

１ ０ １ ０ ０ １ １ リンク完全性確認 (link integrity verification) JT-Q933

１ ０ １ ０ １ １ １ ＰＶＣ状態 (PVC status) JT-Q933

１ １ ０ １ １ ０ ０ 発番号 (calling party number) JT-Q931

１ １ ０ １ １ ０ １ 発サブアドレス (calling party subaddress) JT-Q931

１ １ １ ０ ０ ０ ０ 着番号 (called party number) JT-Q931

１ １ １ ０ ０ ０ １ 着サブアドレス (called party subaddress) JT-Q931

１ １ １ ０ １ ０ ０ 転送元番号 (redirecting number) JT-Q931,

JT-Q952
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付図Ⅲ-1/JT-Q931　情報要素識別子コーディング(3/3)

(ITU-T Q.931)

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 参照標準、勧告

１ １ １ ０ １ ０ １ 転送元サブアドレス (redirecting subaddress) JT-Q952

１ １ １ ０ １ １ ０ 転送先番号 (redirection number) JT-Q952

１ １ １ ０ １ １ １ 転送先サブアドレス (redirection subaddress) JT-Q952

１ １ １ １ ０ ０ ０ 中継網選択 (transit network selection) JT-Q931

１ １ １ １ ０ ０ １ 初期設定表示 (restart indicator) JT-Q931

１ １ １ １ １ ０ ０ 低位レイヤ整合性 (low layer compatibility) JT-Q931

１ １ １ １ １ ０ １ 高位レイヤ整合性 (high layer compatibility) JT-Q931

１ １ １ １ １ １ ０ ユーザ・ユーザ (user-user) JT-Q931

１ １ １ １ １ １ １ 拡張のためのエスケープ JT-Q931

上記以外 予約済（注２）

　（注１）これらのコーディングは、この標準の以前の版とのバックワードコンパティビリティを保証す

るために予約されている。

　（注２）予約済の値のうち、ビット５～８が‘００００’にコード化されたものは、受信側によって理

解する必要がある。将来の情報要素のために予約済である。（節 5.8.7.1 参照）
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付図Ⅲ-2/JT-Q931　メッセージ種別のコーディング(1/2)

(ITU-T Q.931)

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 参照標準

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 国内規定のメッセージ種別へのエスケープ JT-Q931

０ ０ ０ － － － － － 呼設定用メッセージ：

０ ０ ０ ０ １ 呼出 (ALERTING) JT-Q931

０ ０ ０ １ ０ 呼設定受付 (CALL PROCEEDING) JT-Q931

０ ０ ０ １ １ 経過表示 (PROGRESS) JT-Q931

０ ０ １ ０ １ 呼設定 (SETUP) JT-Q931

０ ０ １ １ １ 応答 (CONNECT) JT-Q931

０ １ １ ０ １ 呼設定確認 (SETUP ACKNOWLEDGE) JT-Q931

０ １ １ １ １ 応答確認 (CONNECT ACKNOWLEDGE) JT-Q931

０ ０ １ － － － － － 通信中メッセージ：

０ ０ ０ ０ ０ ユーザ情報 (USER INFORMATION) JT-Q931

０ ０ ０ ０ １ 中断拒否 (SUSPEND REJECT) JT-Q931

０ ０ ０ １ ０ 再開拒否 (RESUME REJECT) JT-Q931

０ ０ １ ０ ０ 保留 (HOLD) JT-Q932

０ ０ １ ０ １ 中断 (SUSPEND) JT-Q931

０ ０ １ １ ０ 再開 (RESUME) JT-Q931

０ １ ０ ０ ０ 保留確認 (HOLD ACKNOWLEDGE) JT-Q932

０ １ １ ０ １ 中断確認 (SUSPEND ACKNOWLEDGE) JT-Q931

０ １ １ １ ０ 再開確認 (RESUME ACKNOWLEDGE) JT-Q931

１ ０ ０ ０ ０ 保留拒否 (HOLD REJECT) JT-Q932

１ ０ ０ ０ １ 保留解除 (RETRIEVE) JT-Q932

１ ０ ０ １ １ 保留解除確認 (RETRIEVE ACKNOWLEDGE) JT-Q932

１ ０ １ １ １ 保留解除拒否 (RETRIEVE REJECT) JT-Q932

０ １ ０ － － － － － 呼切断メッセージ：

０ ０ ０ ０ ０ チャネル解放 (DETACH) (注)

０ ０ １ ０ １ 切断 (DISCONNECT) JT-Q931

０ ０ １ １ ０ 初期設定 (RESTART) JT-Q931

０ １ ０ ０ ０ チャネル解放確認 (DETACH ACKNOWLEDGE) (注)

０ １ １ ０ １ 解放 (RELEASE) JT-Q931

０ １ １ １ ０ 初期設定確認 (RESTART ACKNOWLEDGE) JT-Q931

１ １ ０ １ ０ 解放完了 (RELEASE COMPLETE) JT-Q931
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付図Ⅲ-2/JT-Q931　メッセージ種別のコーディング(2/2)

(ITU-T Q.931)

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 参照標準

０ １ １ － － － － － その他のメッセージ：

０ ０ ０ ０ ０ 分割 (SEGMENT) JT-Q931

０ ０ ０ １ ０ ファシリティ (FACILITY) JT-Q931

０ ０ １ ０ ０ 登録 (REGISTER) JT-Q932

０ １ ０ ０ ０ 登録解除確認 (CANCEL ACKNOWLEDGE) (注)

０ １ ０ １ ０ ファシリティ確認 (FACILITY ACKNOWLEDGE) (注)

０ １ １ ０ ０ 登録確認 (REGISTER ACKNOWLEDGE) (注)

０ １ １ １ ０ 通知 (NOTIFY) JT-Q931

１ ０ ０ ０ ０ 登録解除拒否 (CANCEL REJECT) (注)

１ ０ ０ １ ０ ファシリティ拒否 (FACILITY REJECT) (注)

１ ０ １ ０ ０ 登録拒否 (REGISTER REJECT) (注)

１ ０ １ ０ １ 状態問合 (STATUS ENQUIRY) JT-Q931

１ １ ０ ０ １ 輻輳制御 (CONGESTION CONTROL) JT-Q931

１ １ ０ １ １ 付加情報 (INFORMATION) JT-Q931

１ １ １ ０ １ 状態表示 (STATUS) JT-Q931

　（注）これらのコーディングはこの標準の以前の版とのバックワードコンパティビリティを保証するた

めに予約されている。
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[19] ITU-T 勧告 E.164 ISDN 番号計画

[20] ITU-T 勧告 E.163 国際電話番号計画

[21] ITU-T 勧告 X.121 公衆データ網用国際番号計画

[22] ITU-T 勧告 F.69 テレックス宛先コードの割当

[23] ITU-T 勧告 X.213 ITU-T アプリケーションのための開放型システム間相互接続(OSI)の

ネットワーク・サービスの定義

[24] ISO8348 付録２ ネットワーク・サービスの定義

[25] ITU-T 勧告 I.334 ISDN 番号サブアドレスと OSI 参照アドレスの関係

[26] ITU-T 勧告 X.21 公衆データ網における同期式動作用のデータ端末装置(DTE)とデータ

回線終端装置 (DCE) 間のインタフェース

[27] TTC 標準 JT-I431 ISDN 一次群速度ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様

[28] ITU-T 勧告 T.62 テレックスおよび G4 ファクシミリ・サービスのための制御手順

[29] TTC 標準 JT-T503 グループ４ファクシミリ文書交換のためのドキュメントアプリケー

ションプロファイル

[30] TTC 標準 JT-T501 フォーマット化されたミクストモードドキュメント交換のためのド

キュメントアプリケーションプロファイル MM. 1
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[31] TTC 標準 JT-T502 プロセッサブル形式及びフォーマット化形式におけるキャラクタコ

ンテントドキュメント交換のためのドキュメントアプリケーション

プロファイル PM-11

[32] ITU-T 勧告 T.70 テレマティーク・サービスのための網に依存しないベーシック・ト

ランスポート・サービス

[33] ITU-T 勧告 T.504 ビデオテックス・インタワーキングのためのドキュメントアプリケー

ションプロファイル

[34] TTC 標準 JT-I241 ISDN の提供するテレサービス

[35] TTC 標準 JT-G725 64kbit/s 以下の 7kHz オーディオコーデックの適用に関するシステム

的側面

[36] ISO1745 基本形データ伝送制御手順

[37] ITU-T 勧告 T.71 半２重物理レベル機能のための拡張ＬＡＰＢ

[38] ISO 4335 HDLC 手順－手順要素の統合

[39] ISO8802-2 論理リンク制御

[40] TTC 標準 JT-X75 データ伝送サービスを提供する公衆網間のパケット交換信号方式

[41] TTC 標準 JS-8208 DTE/DTE 環境におけるコネクション型ネットワークプロトコル

[42] ISO 8348 ネットワーク・サービスの定義

[43] ISO 8473 コネクションレス型ネットワークサービスを提供するためのプロト

コル

[44] ITU-T 勧告 X.244 公衆パケット網のバーチャルコール確立時のプロトコル識別の交換

手順

[45] TTC 標準 JT-Q920 ISDN ユーザ・網インタフェースレイヤ２仕様

[46] TTC 標準 JT-I430 ISDN 基本ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様

[47] TTC 標準 JT-I230 ISDN の提供するベアラサービス

[48] TTC 標準 JT-I240 テレサービスの定義

[49] ITU-T 勧告 T.50 国際アルファベット№５

[50] ISO 646 情報処理ｼｽﾃﾑ 情報交換用符号

[51] ITU-T 勧告 サービス統合ディジタル通信網（ISDN）

[52] ITU-T 勧告 I.463 ＶシリーズインタフェースＤＴＥの ISDN への収容

[53] TTC 標準 JT-Q931(1991 版） ISDN ユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様

[54] TTC 標準 JT-Q957 ISDN ユーザ・網インタフェース付加情報転送付加サービス

[55] ITU-T 勧告 V.21 一般交換電話網用に標準化された 300bit/s 全二重モデム

[56] ITU-T 勧告 V.22 一般交換電話網用並びに２線式ポイント・ポイント専用回線用に標

準化された全二重 1200bit/s モデム

[57] ITU-T 勧告 V.22bis 一般交換電話網用並びに２線式ポイント・ポイント専用回線用に標

準化された周波数分割方式による全二重 2400bit/s モデム

[58] ITU-T 勧告 V.23 一般交換電話網用に標準化された 600/1200bit/s モデム

[59] ITU-T 勧告 V.26 ４線式専用回線用に標準化された 2400bit/s モデム

[60] ITU-T 勧告 V.26bis 一般交換電話網用に標準化された 2400/1200bit/s モデム

[61] ITU-T 勧告 V.26ter 一般交換電話網用並びに２線式ポイント・ポイント専用回線用に標

準化されたエコー・キャンセラ方式全二重 2400bit/s モデム

[62] ITU-T 勧告 V.27 専用回線用に標準化された手動等価器付き 4800bit/s モデム

[63] ITU-T 勧告 V.27bis 専用回線用に標準化された自動等価器付き 4800/2400bit/s モデム



ＪＴ－Ｑ９３１ - 388 -

[64] ITU-T 勧告 V.27ter 一般交換電話網用に標準化された 4800/2400bit/s モデム

[65] ITU-T 勧告 V.29 ４線式ポイント・ポイント専用回線用に標準化された 9600bit/s モデ

ム

[66] ITU-T 勧告 V.32 一般交換電話網用並びに専用回線用で使用される 9600bit/s までの

データ送信速度で動作する２線式全二重モデム・ファミリ

[67] TTC 標準 JT-Q850 ディジタル加入者線信号方式№１（DSS1）及び№７信号方式 ISDN ユー

ザ部(ISUP)における理由表示の使用法及び生成源

[68] ITU-T 勧告 F.182 グループ３ファクシミリ端末間の国際公衆ファクシミリ・サービス

の運用規定

[69] ITU-T 勧告 F.184 グループ４ファクシミリ端末間の国際公衆ファクシミリ・サービス

の運用規定

[70] ITU-T 勧告 F.230 テレテックスにおけるミクスト・モード (MM) のサービス要求条件

[71] ITU-T 勧告 F.220 テレテックスにおける№１プロセサブル・モード (PM1) のサービス

要求条件

[72] ITU-T 勧告 F.200 テレテックス・サービス

[73] ITU-T 勧告 F.300 ビデオテックス・サービス

[74] ITU-T 勧告 T.102 ISDN 回線交換モード用ビデオテックス・プロトコル

[75] ITU-T 勧告 T.101 ビデオテックス・サービスの国際相互接続

[76] ITU-T 勧告 F.60 国際テレックス・サービスの運用規定

[77] ITU-T 勧告 X.400 ｼﾘｰｽﾞ データ通信網－メッセージ通信システム－

[78] ITU-T 勧告 X.200 ｼﾘｰｽﾞ 開放システム間接続 (OSI) 、モデム、表示法、サービス定義

[79] ITU-T 勧告 F.721 ISDN についての動画像電話テレサービス

[80] ITU-T 勧告 F.700 ｼﾘｰｽﾞ オーディオグラフィック・サービス

[81] ISO 8878 OSI 接続モード網サービスを規定する X.25 の使用

[82] ISO/IEC 1990-TR9577 ネットワークレイヤにおけるプロトコル識別

[83] ITU-T 勧告 Q.950 ｼﾘｰｽﾞ ISDN ユーザ・網インタフェース付加サービス

[84] TTC 標準 JT-Q953 ISDN ユーザ・網インタフェース呼完了付加サービス

[85] TTC 標準 JT-Q951 ISDN ユーザ・網インタフェース番号通知付加サービス

[86] TTC 標準 JT-Q952 DSS1 を利用する呼提供付加サービスに対するステージ３サービス記

述－着信転送付加サービス

[87] TTC 標準 JT-V110 ISDN によるＶシリーズインタフェースを持つデータ端末装置(DTE)

のサポートとインタフェース仕様、38.4kbit/s

[88] ITU-T 勧告 V.14 Transmission of srart-stop characters over synchronous bearer channels, 57.6

kbit/s.

[89] TTC 標準 JT-V110 ISDN によるＶシリーズインタフェースを持つデータ端末装置(DTE)

のサポートとインタフェース仕様、28.8kbit/s  及び  24kbit/s

[90] ITU-T 勧告 V.34 A modem operating at data signalling rates of up to 33600 bit/s for use on

the general switched telephone network and on leased point-to-point 2-wire

telephone-type circuits, 33.6 kbit/s.

[91] ITU-T 勧告 F.720 Videotelephony services - general.

[92] TTC 標準 JT-H223 低ビットレートマルチメディア通信用多重化プロトコル

[93] TTC 標準 JT-H245 マルチメディア通信用制御プロトコル

[94] ITU-T 勧告 F.702 Multimedia conference services.
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[95] ITU-T 勧告 F.700 Framework Recommendation for audiovisual/multimedia services.

[96] ITU-T 勧告 X.223 Use of X.25 to provide the OSI connection-mode network service for ITU-T

applications.

[97] ITU-T 勧告 F.731 Multimedia conference services in the ISDN.
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＜参考＞

１．補遺の作成に至った経緯

　この補遺は標準ＪＴ－Ｑ９３０および９３１に従って具体的にＩＳＤＮ端末を設計する場合に、理解し

にくい部分、誤解しやすい部分について内容を明確化することにより、ＩＳＤＮの機能を十分に活用して

いただくためのものである。

　特に、「サブアドレス」、「伝達能力」、「低位レイヤ」、「高位レイヤ」のコーディングについては、

端末の多様性を配慮すると、標準ＪＴ－Ｑ９３０および９３１の規定範囲だけでは、コーディングが一意

的には定まらない部分がある。

　３章に、端末選択に関して、これらの使用法の原則を述べたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３３の翻訳を示す。

このなかでも、端末の多様性、コーディングの様々の応用が認められている。

　４章は、ＩＳＤＮ端末を設計する場合に良く出てくるコーディングに関する疑問を中心にＱＵＥＳＴＩ

ＯＮ＆ＡＮＳＷＥＲの形式でまとめたものである。

　また、ＩＳＤＮの発展に伴い、接続範囲が国内から国際網へと広がりを見せているが、この場合、各国

の網事情を理解して端末の設計、製造を行う必要があるため５章にその留意事項を示した。

　６章は、サブアドレスとしてＮＳＡＰ種別を使用する場合のサブアドレスの使用方法を示している。

　なお、第４版で収録されていた以下の項目は、対応する国際標準の検討の進捗により削除されている。

・４章に含まれていたコンーディング例は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３９の制定に伴いＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ

９３９として制定されたため、ＪＴ－Ｑ９３１補遺からは削除した。

また、勧告Ｑ．９３１の付録Ｈに含まれていた情報要素のコーディング例についても、勧告Ｑ．９３９

の制定に合わせて削除されており、ＪＴ－Ｑ９３１からも同様に削除されている。

・７章に含まれていたオプション項目の一覧は、ＪＴ－Ｑ９３１改訂時にＪＴ－Ｑ９３１第６版のオプショ

ン項目一覧として盛り込んでおり、ＪＴ－Ｑ９３１補遺からは削除した。

・９章に含まれていたユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）の使用方法は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５７§１の制

定に伴いＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９５７第１章として制定され、この結果、ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）

の補遺は標準ＪＴ－Ｑ９５７補遺として制定されることとなり、ＪＴ－Ｑ９３１補遺からは削除した。

２．規定範囲

　本補遺は、標準ＪＴ－Ｑ９３０およびＪＴ－Ｑ９３１に基づくＩＳＤＮ端末に対して、記述するもので

あり、ＩＳＤＮ網内の交換機は本補遺の直接の対象外である。
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３．改版の履歴

版　数 制　定　日 改版内容 対応するＴＴＣ標準

番　号 名　称 発行年度 版数

第１版 昭和 63 年 11 月 30 日 制　定 JT-Q931 ISDN ﾕｰｻﾞ・網ｲ

ﾝﾀﾌｪｰｽﾚｲﾔ 3 仕
様

1988 2.1

第２版 平成元年 11 月７日 ・Ｑ＆Ａ

　追加

・６章、

　７章

　追加

JT-Q931 同　上 1989 ４

第３版 平成３年２月７日 ・Ｑ＆Ａ

　追加

・８章

　追加

JT-Q931 同　上 1991 ５

第４版 平成４年２月５日 ・９章

　追加等

JT-Q931 同　上 1992 ５

第５版 平成５年 11 月 26 日 （＊１） JT-Q931 同　上 1993 ６

第６版 平成６年２月３日 （＊２） JT-Q931 同　上 1993 ６

第７版 平成８年４月 24 日 ・９章の

追加

JT-Q931 同　上 1996 ７

　（＊１）・レイヤ３関連コーディング例の削除

・オプション項目一覧の削除

・ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）の使用方法の削除

・Ｑ＆Ａ追加

　（＊２）・Ｑ＆Ａ追加

４．その他

　 (1) 　参照している勧告、標準

・ＴＴＣ標準　　：ＪＴ－Ｑ９３０，ＪＴ－Ｑ９３１，ＪＴ－Ｑ９３１－ａ

ＪＴ－Ｑ９３１－b，

ＪＴ－Ｑ９３９，ＪＴ－Ｘ３０，ＪＴ－Ｘ３１，ＪＴ－Ｖ１１０

ＪＴ－Ｖ１２０，ＪＴ－Ｔ９０，ＪＴ－Ｉ２５７．１，

ＪＴ－ＰＤ００，ＪＴ－Ｑ８５０

・ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｘ．２０８，Ｘ．２０９，Ｘ．２１３，Ｉ．３３３

Ｘ．２４４，Ｉ．２３２．３

・ＩＳＯ ：８３４８ＡＤ２

・ＡＲＩＢ ：ＳＴＤ－２８

　 (2) 　参考となる勧告、標準

・ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５

・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５

・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉシリーズ
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１．まえがき

　この補遺は標準ＪＴ－Ｑ９３０および９３１に従って具体的にＩＳＤＮ端末を設計する場合に、理解し

にくい部分、誤解しやすい部分について内容を明確化することにより、ＩＳＤＮの機能を十分に活用して

いただくためのものである。

　特に、「サブアドレス」、「伝達能力」、「低位レイヤ」、「高位レイヤ」のコーディングについては、

端末の多様性を配慮すると、標準ＪＴ－Ｑ９３０および９３１の規定範囲だけでは、コーディングが一意

的には定まらない部分がある。

　３章に、端末選択に関して、これらの使用法の原則を述べたＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．３３３の翻訳を示す。

このなかでも、端末の多様性、コーディングの様々の応用が認められている。

　４章は、ＩＳＤＮ端末を設計する場合に良く出てくるコーディングに関する疑問を中心にＱＵＥＳＴＩ

ＯＮ＆ＡＮＳＷＥＲの形式でまとめたものである。

　また、ＩＳＤＮの発展に伴い、接続範囲が国内から国際網へと広がりを見せているが、この場合、各国

の網事情を理解して端末の設計、製造を行う必要があるため５章にその留意事項を示した。

　６章は、サブアドレスとしてＮＳＡＰ種別を使用する場合のサブアドレスの使用方法を示している。

　なお、第４版で収録されていた以下の項目は、対応する国際標準の検討の進捗により削除されている。

・４章に含まれていたコンーディング例は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３９の制定に伴いＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ

９３９として制定されたため、ＪＴ－Ｑ９３１補遺からは削除した。

また、勧告Ｑ．９３１の付録Ｈに含まれていた情報要素のコーディング例についても、勧告Ｑ．９３９

の制定に合わせて削除されており、ＪＴ－Ｑ９３１からも同様に削除されている。

・７章に含まれていたオプション項目の一覧は、ＪＴ－Ｑ９３１改訂時にＪＴ－Ｑ９３１第６版のオプショ

ン項目一覧として盛り込んでおり、ＪＴ－Ｑ９３１補遺からは削除した。

・９章に含まれていたユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）の使用方法は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５７§１の制

定に伴いＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９５７第１章として制定され、この結果、ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）

の補遺は標準ＪＴ－Ｑ９５７補遺として制定されることとなり、ＪＴ－Ｑ９３１補遺からは削除した。

２．ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３３「ＩＳＤＮにおける端末選択」

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３３「ＩＳＤＮにおける端末選択」は、宅内系に多数の端末が接続されている場

合に、これらの端末のなかから、相手が本当に着呼させたい端末を選択して着呼が実現するようなアレン

ジについて、説明したものである。

　相互接続の出来ない端末に着呼しないようなメカニズムをきちんと動作させることが、まず、最低限必

要である。これが充たされた上で、どの端末に着呼することが最も望ましいかは、宅内に同時に存在する

他の端末の種類や設置場所によることもあるし、時刻によることもある。要は、加入者の都合により、変

化しうる事項である。

　こうした加入者の要求に対応するためには、端末にある程度の自由な運用を認める必要があるが、同時

に、加入者、端末製造業者、網運用業者のそれぞれが、その責任範囲において協力しあうことが必要であ

る。この点を考慮して、勧告Ｉ．３３３「ＩＳＤＮにおける端末選択」はガイドラインとしての性格が強

い。
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３．勧告Ｉ．３３３「ＩＳＤＮにおける端末選択」の翻訳

3.1　まえがき

　この勧告は、ＩＳＤＮインタフェースにつながる加入者宅内装置があり、この装置が応答あるいは着信

拒否に相当する端末動作を要請されている場合、この装置すなわちＩＳＤＮ端末と着側のＩＳＤＮ交換機

との間での手順として「端末選択」を定義するものである。この手順はポイント・ポイントとポイント・

マルチポイントの双方の端末動作に適用される。

　この勧告の主な目的は、ＩＳＤＮにおける端末選択の総合的な原則を規定することである。それゆえ、

本勧告は、網またはユーザの運用環境や提供アプリケーションに適合するように、網またはユーザが適切

な端末選択手順を選ぶことが可能な枠組みを提供する。

　付録Ｉには特定の環境で有効となる端末選択技術の例を含めている。

　ターミナルアダプタを介してＩＳＤＮに接続される既存端末（ＴＥ２）の場合、ＴＡとＴＥ２との組が

ＴＥ１と同じ機能をはたしていると見なされる。既存端末の改造は行われるべきではないので、ここに記

述される機能はターミナルアダプタにより与えられる。

　（注）この勧告の文脈では、「端末」は抽象的な言葉であり、１つ又は複数の論理端末から構成されう

る具体的な端末装置を意味しているわけではない。

3.2　適用範囲

3.2.1　呼設定は、適切なスイッチング、シグナリング、及び両端の端末機能を必要とするエンド・ツー・

エンドのプロセスと認められる。しかし、本勧告の参照範囲は、主に着信側におけるＩＳＤＮ交換機とこ

の交換機に収容される端末系構成である。また発信側のＩＳＤＮ交換機と、これに収容する端末構成は、

着信側における端末選択手順をサポートするための発信側にて特別な端末機能が必要となる場合のみ取り

扱われる。

3.2.2　アドレッシング、シグナリング能力が限定されている既存の非ＩＳＤＮ網（例えば公衆電話網ＰＳ

ＴＮまたは公衆データパケット交換網ＰＳＰＤＮ）からの発信呼は、十分な端末選択機能が利用できない

と思われる。それゆえ、本勧告は次のタイプの呼に関わる端末選択について記載する。

　－ＩＳＤＮ内呼

　　ⅰ）初期化を伴わない手順およびエンド・ツー・エンドのユーザ能力に基づく選択。本ケースとして

は、網は基本能力を提供し、かつ端末におけるサービスプロファイルと関連した端末識別を認識

していない場合である。（付録Ⅰの節１．１に具体例を示す。）

　　ⅱ）初期化手順に基づく選択。本ケースとして、着信側ＩＳＤＮ交換機が付加的能力を提供し、かつ

端末におけるサービスプロファイル、関連した端末識別を認識できれば、端末選択を援助できる。

（節４．３参照）

　－非ＩＳＤＮ公衆網（例えば公衆電話網ＰＳＴＮまたは公衆データパケット交換網ＰＳＰＤＮ）からの

ＩＳＤＮ網への呼

（注）私設網からＩＳＤＮへの呼については、本勧告には現在記載されていない。

3.2.3　本勧告は、同一のアクセスにー属する複数の端末間で端末選択が行われるＩＳＤＮに基本及び一次

群速度アクセスにおける端末選択について記載する。
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3.2.4　ＩＳＤＮにおけるマルチポイント構成の、特殊な端末に対し選択手順が、保守運用のため必要とな

るかもしれないが、本勧告では、現在そのアプリケーションを記載していない。

3.2.5　本勧告は、以下の勧告に関連かつ／または適合する。

－ＩＳＤＮサービスに関するＩ．２００シリーズ勧告

－勧告Ｉ．３３０：ＩＳＤＮ番号付与とアドレッシング原則

－勧告Ｉ．３３１（Ｅ１６４）：ＩＳＤＮ時代の番号計画

－勧告Ｉ．４１０，Ｉ．４１１，Ｉ．４１２：ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース

－勧告Ｉ．４４１（Ｑ．９２１）：ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース　レイヤ２仕様

－勧告Ｉ．４５１（Ｑ．９３１）：ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース　レイヤ３仕様

－種々のネットワーク間インタワーキングを規定したＩ．５００シリーズ勧告

－勧告Ｑ．９３２，付属資料Ａ：ＩＳＤＮ付加サービス制御のためのジェネリック手順－ユーザサービ

スプロファイルと端末ＩＤ

－勧告Ｔ．９０：ＩＳＤＮテレマティークサービスのための端末の特徴とプロトコル

3.3　原　則

3.3.1　端末選択要求

　ＩＳＤＮ番号は、参照点Ｓ上のどれかひとつのインタフェース（物理または仮想）、複数のインタフェー

スまたは全てのインタフェースを識別するが（勧告Ｉ．３３０の節 2.2）、ＩＳＤＮユーザ下の個々の端末

に割り振られたサービス識別のための能力は提供しない。

　要求するものは、着信加入者宅内の複数端末配置状況とＩＳＤＮが提供する複数のサービスを明白にで

きる情報で、これらは端末選択により求められる。

　ＩＳＤＮ番号で複数端末を区別するのに不十分な場合は、ＩＳＤＮ番号（アクセスに割り振られた唯一

の番号）に付加する情報が必要となる。本勧告は、 (1)特定の独立な端末または (2)着信するユーザの端末

構成によって、より明白な端末特定を要求しないグループ、の選択に適用するための一般的な原則につい

て記述する。これらの端末は、わずかに機能的に異なるが、ある程度整合性があり、また特定のグループ

に属する端末の選択はユーザの決定による。

　複数の物理的な端末は、ポイント・マルチポイント（パッシプバス等）上に存在し、どのインフェース

もＩＳＤＮ番号またはその一部で認識される。各々の物理端末内にはひとつまたはそれ以上の論理端末が

存在する（図１／Ｉ．３３３を参照）。論理端末は、交換機側から見たひとつのインタフェース上の物理

端末としてみなされる。
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　（注）番号“ａ”，“ｄ”と“ｆ”は論理端末のグループ番号として使用される。それぞれの番号は、

連続する番号である必要はない。

図１／Ｉ．３３３　論理端末配置の例

　８つの論理端末（内側の四角：ＬＴ１からＬＴ８）は、４つの全ての物理値端末内（外側の四角：ＰＴ

１からＰＴ４）に示されている。各々の論理端末は、ひとつのＴＥＩと一致している間は、各々の物理端

末は、少なくともひとつＴＥＩ（注参照）に一致している図１／Ｉ．３３３は、“複数加入者番号”（Ｍ

ＳＮ）付加サービスに加入している加入者を表している。ＭＳＮでなけば、ＳＮ番号は等しく、そして端

末を識別する能力は関係しなくなる。

（注）端末終端識別子（ＴＥＩ）は、Ｄチャネルレイヤ２のアドレスフィールドの一部である。（勧告Ｑ．

９２１（Ｉ．４４１）参照）

3.3.2　動　作

　端末選択は、勧告Ｑ．９３１（Ｉ．４５１）に従った呼設定手順に強く依存し、通信の整合性のために

いくつかの情報とは別に端末識別のための情報を補足情報要素として呼設定に含め使用する。通信の整合

性を示す情報要素には、伝達能力、低位レイヤ整合性および高位レイヤ整合性のような整合性のための情

報があるのに対し、端末識別を示す情報要素には、ＩＳＤＮ番号、サブアドレスのような番号が含まれる。

ＬＴ４

ＳＮ＝ａ

ＰＴ３ＰＴ４

ＬＴ３

ＳＮ＝ｅ

ＬＴ２

ＳＮ＝ｄ

ＬＴ１

ＳＮ＝ｄ

ＮＴ
Ｓ／Ｔ参照点

ＰＴ２

ＬＴ６

ＳＮ＝ｂ

ＬＴ５

ＳＮ＝ａ

ＰＴ１

ＬＴ８

ＳＮ＝ｆ

ＬＴ７

ＳＮ＝ｆ

ＰＴ　　　　物理端末

ＬＴ　　　　論理端末

ＳＮ＝ａ　　加入者番号“ａ”

ＮＴ　　　　網終端装置
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それゆえ、端末選択は、（通信の整合性とは何等関係しない番号に基づく）端末識別と通信の整合性の組

み合わせによる検査であり、これら２つのメカニズムは、いずれも補足的な方法として使用される。呼設

定手順は、アルトバンドシグナリングを使って行われることから、端末選択のための適切な整合性確認も

アウトバンドでの整合性確認となる。

　アウトバンドによる整合性確認の特徴とインバンドによる整合性確認との関係は、次のとおりである。

3.3.2.1　アウトバンドとインバンド整合性確認は、矛盾しあうメカニズムというよりは補足しあうメカニ

ズムである。

3.3.2.2　アウトバンドによる整合性確認は、端末選択と関係している。アウトバンド整１性確認は、より

整合性をはかるため通信レベル（ユーザ・ツー・ユーザプロトコルとそれらパラメータ）で端末選択後も

続けられうる。

3.3.2.3　インバンド整合性確認は、（網の了解として）端末が選択された後に開始される。それは、整合

性情報の通知、または端末特性の交渉についても含めることができる。インバンド整合性確認で失敗した

場合にとられる動作は、認識のために発信／着信ユーザ端末プロファイルの未定の情報要素と適合させる

こと、または他の特性と整合がとれないところまで適合させることは困難であることから、将来の検討課

題とする。

3.3.2.4　網の視点からいうと、インバンド整合性確認は端末選択に関係しないが、ユーザからの視点から

いうと、例えば着信ユーザがインテリジェント装置によりインバンド手順による有効な情報を元に端末が

選択されるように、インバンド整合性確認は端末選択に関係しうる。

3.3.2.5　網による整合性情報の伝達のための応答能力と、発信側ユーザにて設定した管理番号に従った着

信ユーザ装置への配送能力に関しては、原則としてアウトバンドとインバンド情報転送間で差異はない。

　２つの明確な整合性が定義される：

3.3.2.6　ベアラサービス、テレサービス、エンド・ツー・エンドプロトコル、および伝送品質に影響する

パラメータのような特性を備えた発信側端末と着信側端末間での整合性。この整合性では、例えばベアラ

サービス、テレサービスのような特別なアプリケーションに依存する。

3.3.2.7　同じアクセスが供給される端末間の相互整合性。この整合性では、不適当な呼の受け入れから端

末を防止するための端末群に要求される。この整合性は、サービス上の問題と同様に、特にアクセスおよ

び端末間の関連性に依存する。この整合性は、着信する呼が、適切な端末によりのみ受け入れられること

を保証している。

　図２／Ｉ．３３３は、２つの整合性を示している。同じアクセスに対する着信端末間の相互整合性では、

発信側端末に対して非整合となるようなレベルの低い端末は、ＳＥＴＵＰメッセージ受信時、網に呼接続

の応答を行わないこととする。
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図２／Ⅰ．３３３　発側－着側端末整合性と同じアクセスに対する端末間相互整合性

　図３／Ｉ．３３３は、同じアクセスに対する端末間の相互整合性が“確立”または“非確立”時の影響

について示す。図３／Ｉ．３３３の“整合性非確立”は、端末が存在するにもかかわらず整合性が確立さ

れなかったことを意味することを記載している。

　図３／Ｉ．３３３は、着信加入者宅内に存在しうる３つのケースを示す：

ａ）全ての端末は、全てのＩＳＤＮ端末選択機能を装備（図３／Ｉ．３３３の上段）：

ｂ）ある端末は、全てのＩＳＤＮ端末選択機能を装備しているが、その他の端末は、制限されたＩＳＤＮ

端末選択機能の装備（図３／Ｉ．３３３の中段）：

ｃ）全ての端末は、制限されたＩＳＤＮ端末選択機能の装備（図３／Ｉ．３３３の下段）：

　図３／Ｉ．３３３に従い整合性を確立するため、２つの状態が同時に満たされなければならない。

１）アウトバンド整合性確認のため有効となる情報で、整合性が確立されなければならない、および

２）着信加入者宅内における端末は、端末相互で整合性がはかれなければならない。

　着信加入者宅内における端末が相互間で整合性がはかれない状況において、たとえアウトバンド整合性

確認のため受信した情報で整合性が確立できるとしても、整合性は成り立たない。着信加入者宅内におけ

る端末が相互に整合性がはかれた場合で、アウトバンドによる整合性確認で受信した情報で整合性がはか

れなった場合も同様である。

着側端末発側端末

整合端末

発側端末から着側端末への整合性

ＴＥ
呼設定ﾒｯｾｰｼﾞ

受信

同
じ

ア
ク

セ
ス

に
対

す
る

端
末

間
相

互
整

合ＴＥ
呼設定ﾒｯｾｰｼﾞ

送出

ＴＥ
呼設定ﾒｯｾｰｼﾞ

受信
非整合端末
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図３／Ⅰ．３３３　端末選択提供によるアウトバンド整合性確認

着側端末発側端末 発側端末から着側端末への整合性

相互整合端末

　着信時のＩＳＤＮ番号で識別
　される端末群

全 ISDN 端末
選択機能を有
するＴＥ

全 ISDN 端末
選択機能を有
するＴＥ

全 ISDN 端末
選択機能を有
するＴＥ

相互非整合端末

　着信時のＩＳＤＮ番号で識別
　される端末群

全 ISDN 端末
選択機能を有
するＴＥ

制 限 さ れ た
ISDN 端末選
択機能を有す
るＴＥ

制 限 さ れ た
ISDN 端末選
択機能を有す
るＴＥ

ＩＷＦ
非 ISDN→
ISDN

非ＩＳＤＮ

端末

整合性確立

整合性非確立

　着信時のＩＳＤＮ番号で識別
　される端末群

制 限 さ れ た
ISDN 端末選
択機能を有す
るＴＥ

制 限 さ れ た
ISDN 端末選
択機能を有す
るＴＥ

相互非整合端末
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　アウトバンド整合性確認によって、発信端末の整合性に一致する（注参照）着信加入者宅内の端末を識

別する端末識別には、次の示す方法がある：

3.3.2.8　全体の端末群が、“グローバル識別子”の意味により識別される場合、全体の群とは別に全ての

端末に一致する識別形態。

3.3.2.9　端末グループが、“グループ識別子”の意味により識別される場合、全体の群とは別にひとつの

端末グループに一致する識別形態。

3.3.2.10　個々の端末が、“個別識別子”の意味により識別される場合、全体の群とは別に特定な端末に一

致する識別形態。

（注）整合性確認の効力の度合いは、発端末によりアウトバンドで提供される情報全てに依存する。非Ｉ

ＳＤＮの発信呼または中継交換機／網は、ＩＳＤＮ内呼に対して整合性の突き合わせにより決めら

れる値はさがることが認識できる。

　ポイント・マルチポイント動作は、ポイント・ポイント接続より端末選択機能に関してより理解するた

め、本勧告では強調されている。いずれにせよ、ポイント・ポイントとポイント・マルチポイントの両方

の選択手順の取扱いは、本勧告で網羅されている。アウトバンド端末選択のステージは、少なくとも識別

情報、もしあれば整合性情報に合致するひとつの端末が、着信呼との接続を要望し、呼が割り当てられた

時完了するといわれる。ＮＴ２の場合では、呼の割り当てはポイント・ポイントでの手順の直接の結果得

られなくてもよいが、ＮＴ２とＮＴ２につながる端末間の手順の結果、ポイント・ポイント手順によって

後で得られることになろう。

　呼設定には、整合性、着信端末識別および“着信課金表示”、“発番号”のような呼に関わるリソース

とは別の特性に関係する情報も含まれる。この付加情報は、端末選択そのものには影響しないが、着信呼

を受け付けるかまたは拒否するかの決定のためには、着ユーザが必要である。

　着信後の交換機によるこの情報の処理の詳細とユーザ・網インタフェースにおけるこの情報の提供の手

順とは、サービス提供にあたっての加入者と主官庁との公式の合意事項かも知れない。呼設定と端末選択

手順は、着信側の交換機と端末が協力して役割を果たすことを要求している。

3.3.3　端末選択責任

3.3.3.1　発信端末の性能や網から要求されるサービスの点から呼の特性を識別すること、及び呼を提供す

るインタフェースを識別する着信番号を提供することが、発信ユーザの役割である。

3.3.3.2　発信端末に対応する機能を実行する性能を持つことが－着信エンティティとして役目を自覚して

いる－着信端末の役割であるような方法で、コードポイントは、様々な標準化組織により定義される。
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3.3.3.3　本仕様種別において、網の第一の役割は、発信ユーザ端末が提供する情報を伝達すること、及び

プロトコルに従って、宛先ユーザ端末にその情報を送信することである。これには、発信側が要求するサー

ビスと一致する接続種別を用いて、着信番号によって識別されたインタフェースに呼を送信する役割も含

まれている。しかし網は、特殊なサービスに関して定義されたコードポイントの誤用から復旧するために、

修正手段に訴えることはできない。例えば、仮に 3.1KHz の電話端末がファクシミリを要求しても、網は結

果として生じる問題を解決することはできない。

3.3.3.4　適切に発生した着呼を通信可能端末で受け付けられるように端末に必要な情報を入力し、着信加

入者宅内にその端末を設置することが着信ユーザの役割である。

3.3.3.5　網は、発信ユーザの要求にもっともよく合った端末を選択できるようにユーザを支援する追加性

能を提供することがある。終端加入者線交換機は、様々な端末のサービスプロファイルトラックを保持し、

発信側が提供する通信可能性情報を終端点識別子（ＥＩＤ）情報要素（Ｑ．９３２付属資料 A 参照）に関

連づける。終端点識別子情報要素は、着呼の記述にもっともよく合った端末を識別するものである。上記

の追加性能は、基本的には不要である。手順については、節 4.3 に記述する。

3.4　端末選択機能

　端末の選択は、エンド・エンド性能に基づく。ネットワークオプションとして、終端加入者線交換機機

能も含む。

3.4.1　端末選択機能を提供する情報要素

(1)着呼属性を類別する、 (2)端末ＩＤを参照する、 (3)ＩＳＤＮ、非ＩＳＤＮのいずれが発呼元であるか

を指定する、任意の情報が、端末選択過程に使用されることがある。端末選択過程は、Ｑ．９３１に従い、

呼設定プロトコルの一部として、補足手段として使用されるアウトバンドの整合性確認と端末識別との結

びつきである。Ｑ．９３２付属資料 A 及びＱ．９３１に定義される手順は、端末選択過程を支援するため

に、ユーザ及び網提供者相互の同意に基づいて使用されるかもしれない。主官庁は、この追加性能の提供

を選択するかもしれない。

　アウトバンドの整合性確認に関し、以下の要素が関連する（注１）。この要素は、発信側から着信側へ

の定義区間を持つ。

ａ）伝達能力情報要素(BC)（注２）；

ｂ）低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）；

ｃ）高位レイヤ整合性情報要素（ＨＬＣ）；

　端末識別に関し、以下の要素が関連する（注１）。この要素は、発信側から着信側への定義区間を持つ。

ｄ）着信番号情報要素；

ｅ）着信側サブアドレス情報要素（注３）；
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　注１－終端点識別子（ＥＩＤ）情報要素（4.3 節及びＱ．９３２付属資料Ａ参照）又は端末終端点識別子

（ＴＥＩ）（節 4.3 及びＱ．９２１　節 3.3.4）等の要素は、網提供者オプションとして、上記の

要素に追加されるかもしれない。これらの要素はローカルに使用され、終端加入者線交換機にお

いて行われる、発信側から着信側への定義区間を持つ要素からのマッピングに基づいている。

　注２－インタワーク（たとえばμ－／Ａ－ｌａｗ交換）の場合、ＢＣは発着信間で変更されるかもしれ

ない。

　注３－「ＮＳＡＰ」（ネットワーク・サービス・アクセス・ポイント）及び「ユーザ指定」の２種類の

サブアドレスが定義されている。

発呼元に関して、

ｆ）経過識別子情報要素

　経過識別子情報要素は、発呼元がＩＳＤＮ（存在しない経過識別子情報要素）もしくは非ＩＳＤＮ（存

在する経過識別子情報要素）であることを、着信側に対して表示する（注４）。

　注４－経過識別子情報要素は、呼がインタワーク状態に遭遇したか否かを着信側に対して表示する。つ

まり、経過識別子情報要素が存在する場合はインタワーク状態が適合し、存在しない場合は呼は、

ほかならぬＩＳＤＮということになる。アウトバンドの通信可能性確認においては、経過識別情

子報要素は、呼の記述が全ＩＳＤＮ性能に基づいているか、それとも限られた内容のわずかな情

報要素に基づいているかを表示する。

　整合性は、番号情報（ＩＳＤＮ番号、サブアドレス）だけでは保証できない。つまり、整合性情報及び

番号が補足要素となる。

　着信番号情報要素及び（又は）着信サブアドレス情報要素は、失われた整合性情報の代わりかもしれな

い。特に非ＩＳＤＮのネットワーク（たとえば公衆電話網ＰＳＴＮや公衆パケット交換網ＰＳＰＤＮ）か

らの呼の場合である。しかし、整合性は保証されない。

3.4.2　端末選択機能を提供する手順

　端末選択機能を提供する手順は、節 4.1 に識別する要素に基づきＱ．９３１に指定される。

　ポイント・マルチポイント構成において、終端ＩＳＤＮ交換機からユーザ端末構成への呼設定情報は、

着信ＩＳＤＮ番号により識別されたアクセスにおける放送形式手順を経由して転送される。通信中のすべ

ての端末が呼設定情報を受信し、応答するか否かを決定する。網は、着呼との接続を最初に要求した端末

に、この呼を割り当てる。

　経過識別子情報要素を持つ呼設定メッセージを受信する端末は、整合性確認を変更する。当該端末は、

内在する情報と適合すれば、整合性を良好とみなさなければならない。それは少なくとも、必須内容に非

ＩＳＤＮの網の特性を反映する伝達能力情報要素となる。全ＩＳＤＮ環境においては、伝達能力情報要素

の他に端末予想情報は、自らは存在しなくても、経過識別子情報が含まれている場合には、呼を拒否する

必要はない。
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　同サービスを提供する端末が２台以上ある場合、付加サービス「複数加入者番号（ＭＳＮ）」（注１）

または「ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）」（注２）が特定の端末、端末グループ識別のために使用さ

れることがある。付加サービスＭＳＮ（注１）やＤＤＩ（注２）を提供する端末は、自分用に自らのＩＤ

を認識したり識別することができる。ＩＤは、基本的に桁数に基づく。桁数とは、ＩＳＤＮ番号計画の加

入者番号全体もしくは一部から構成されている。ＭＳＮもしくはＤＤＩに必要な情報は、着信番号情報要

素により伝達される。

　この原理は、同種のＩＳＤＮ環境及び非ＩＳＤＮとのインタワークの両方に対して適用できる。同種の

ＩＳＤＮ環境においては、サブアドレス機能（注３）が代わりに使用されることもある。しかし、インタ

ワーク（たとえば公衆電話網ＰＳＴＮ）においては、サブアドレス機能はいかなる場合にも使用できない。

注１－明確に識別されたＩＳＤＮ番号の使用に基づき、付加サービス「複数加入者番号」により、ポイン

ト・マルチポイント構成において基本アクセスに接続されている特定の端末の着番号による表示が

可能となる。

注２－明確に識別されたＩＳＤＮ番号の使用に基づき、付加サービス「ダイレクトダイヤルイン」により、

ユーザは、付随する介入なしで他のユーザまたはＩＳＰＢＫ、もしくは他の私設システムとの接続

が可能となる。

注３－Ｅ．１６４（Ｉ．３３１）番号計画を越えたアドレッシング性能を拡張することに基づき、サブア

ドレスにより発信ユーザは、着信ユーザ終端における特定の端末を選択すること、及び（又は）着

信ユーザ終点における着信端末においてとくていの過程を要求することが可能になる。

　端末群中の特定の端末、もしくはサブセット端末を識別するための網提供サービス（例えば付加サービ

ス「複数加入者番号」）は、「グローバル識別子」に基づいて「グローバル呼」を提供することがある（節

3.2.8 参照）。端末ＩＤに基づき端末群の集合体に呼を関連づける呼設定メッセージに情報がない場合、着

呼はグローバルである（端末ＩＤに関する情報は、着番号情報要素により伝達される）。「グローバル識

別子」という言葉は、端末ＩＤに関するグローバルな関係を反映するために使用する。以下のコーディン

グ方法を適用する。

　－　着番号情報要素の省略

　－　グローバル番号としての特定の着番号の定義（Ｑ．９３１参照）

　終端加入者線交換機が、アクセスがポイント・ポイント構成であることを認識すると（例えばＮＴ２が

アクセスに接続される場合）、Ｑ．９３１に指定するポイント・ポイント手順が使用されることがある。

3.4.3　終端加入者線交換機及び着信端末間の手順

　アクセスにおいて終端加入者線交換機及び着信端末間には、端末選択の提供に対し、任意の手順が定義

されている。この手順は、加入者線交換機の提供及び加入者線交換機の性能において維持されるサービス

プロファイルに基づき、特殊サービスプロファイル及びユーザサービス識別子（ＵＳＩＤ）間の連携を設

定することを目的としている。必要に応じて、１回のアクセスにおける共通のサービスプロファイルを使

用して端末間の識別を行うために、端末識別子（ＴＩＤ）が提供される。パラメータＵＳＩＤ及びＴＩＤ

は、追加情報と組み合わせて終端点識別子情報要素によって伝達された終端点識別子パラメータから解釈

される（図８－１／Ｑ．９３２参照）。この手順の詳細については、Ｑ．９３２の付属資料Ａに記す。
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　この手順に含まれる性能は、

　ａ）サービスプロファイル及びサービスを提供する通信終端点（ＥＩＤにて識別）間の連携を設定する

こと。

　ｂ）呼設定メッセージに、ＥＩＤパラメータを含む終端点識別子情報要素をいれること。

　ｃ）サービスプロファイルをデータリンク接続に割り当てること。

　ｄ）ユーザ及び網側の両側に、一方又は他方の同意がこの任意の手順を提供しない場合には、初期設定

を破棄する機構が含まれていること。

　ｅ）呼設定メッセージの受信が、「非必須情報要素エラー」の「正常」呼制御手順に従って行われてい

る時、端末はこの手順を提供しない（Ｑ．９３１　節 5.8.7 参照）。

　サービスプロファイル及び通信終端点（ＥＩＤにて識別）間の連携は、共に変更可能な以下のオプショ

ンによって設定することが可能性である。

　ｆ）ユーザ端末及び加入者線交換機提供間の自動ＥＩＤ割当手順、または

　ｇ）初期設定手順を導くＥＩＤパラメータを入力するための、ユーザ側におけるローカル手順。

　着呼は、加入者線交換機（伝達能力情報要素等）によって分析され、発信側が提供する整合性情報と適

合するサービスプロファイルに関連づけられる。その後、呼は、終端点識別情報要素によって向上をはかっ

た「正常」呼制御手順によって、着信ユーザ端末構成へと提供される。独自にサービスプロファイルを識

別するＵＳＩＤは整合性を確認するために使用され、ＴＩＤはＩＤ確認（例えば共通サービスプロファイ

ルを共有する端末群中の端末を独自に識別する）に使用されているのは、明らかである。このようなこと

から、ＵＳＩＤパラメータはサービスに関連し、ＴＩＤパラメータはＩＤに関連する。

3.5　端末選択手順

3.5.1　ＩＳＤＮ内の呼

3.5.1.1　制御（Ｃ）プレーン内での端末選択

　制御（Ｃ）プレーン内での端末選択は、様々な構成における端末選択の包括的手順を提供する。着信ユー

ザの構内に、要求のあった通信可能な端末にＩＳＤＮの接続を設定するシーケンスについては、図４／Ｉ．

３３３に示す。このシーケンスは、呼設定メッセージ（図４／Ｉ３３３の一番左上）によって起動し、応

答メッセージによって完了する。応答は、通信可能な端末が接続されたことを、発信端末に確認する。端

末選択過程は、Ｃプレーンに制限される。ネットワークは、着呼との接続を最初に要求した端末に、呼を

割り当てる。

（注）これらのメッセージは、一定のケースで発生しないこともある。

図４／Ｉ．３３３

制御（Ｃ）プレーン内での端末選択の信号シーケンス

呼設定

ＩＳＤＮ

Ｃ－プレーン

ＩＳＤＮ
呼制御

D-チャネル
プロトコル
レイヤ　３
ユーザ側

呼設定受付（注）

呼出（注）

応答

応答確認（注）

T1818070-92

D-チャネル
プロトコル
レイヤ　３
ユーザ側

呼設定

呼設定受付（注）

呼出（注）

応答

応答確認（注）
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3.5.1.2　透過的 B チャネル又は H チャネルに基づくＯＳＩ－ＣＯＮＳ（開放型システム間相互接続ーコネ

クション型ネットワークサービス）おける端末選択

3.5.1.2.1　ＩＳＤＮ透過的チャネルによるＣＯＮＳの参照モデル

　ＩＳＤＮ透過的チャネルによるＯＳＩ－ＣＯＮＳにおける端末選択参照モデルは、図５／Ｉ．３３３に

示す。このモデルは、ＣプレーンとＵプレーン間の区別を明確にする。これは、端末選択過程に関連する

手順を識別するのに重要となる。このモデルによると、Ｃプレーン及びＵプレーンはそれぞれ、サブネッ

トワークサービス（Ｎ（ｃ）サービス及びＮ（ｕ）サービス）を提供するサブネットワークのように見え

る。上方の同期・調整機能は、勧告Ｘ．２１３に定義する単一ネットワークサービスを提供するために、

２つのサブネットワークサービス間に必要な調整を提供している（図５／Ｉ．３３３参照）。

　図５／Ｉ．３３３についての注 1-Ｘ．２１３に基づくサービスは、レイヤ３とレイヤ４の境界において、

レイヤ３からレイヤ４に提供される。これをネットワークレイヤサービスという。

　図５／Ｉ．３３３についての注２－Ｘ．２１３に基づくサービスは、Ｕプレーンからの同期・調整機能

に提供される。Ｃプレーン及びＵプレーンの概念を用いたレイヤ構築におけるネットワークレイヤサービ

スではないが、ネットワークレイヤサービスの性能はすべて提供される。これをＵプレーンサブネットワー

クサービスという。

3.5.1.2.2　ＩＳＤＮ透過的チャネルによるＣＯＮＳを提供する端末選択

　Ｎ－ＣＯＮＥＣＴＩＯＮを設定するシーケンスについては、図６／Ｉ．３３３に示す。このシーケンス

は、プリミティブ「Ｎ－ＣＯＮＮＥＣＴ要求」（図６／Ｉ．３３３の一番左上）によって起動し、プリミ

ティブ「Ｎ－ＣＯＮＮＥＣＴ確認」によって完了する。端末選択過程は、Ｃプレーンに限定され、特にＮ

サービスユーザは関連しない。着信側では、機能エンティティ「同期・調整機能」は、Ｎ（Ｃ）－ＣＯＮ

ＮＥＣＴ応答プリミティブを発行することにより、着呼との接続を要求する。このプリミティブは、応答

メッセージの送信を行う。網は、着呼との接続を最初に要求したエンドシステムに対し、呼を割り当てる。

Ｃプレーンレイヤ３によって受け付けた呼は、サービス提供者Ｕプレーン内で、もしくはＮサービスユー

ザレベルにてＮ－ＣＯＮＮＥＣＴ表示に対するＮ－ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴ要求（例えばＳＡＢＭに対する

ＤＭ）によって後に拒否されることが起こり得ることに留意しなければならない。このような大筋で、Ｎ

ＳＡＰアドレスは、ＩＳＯ８２０８（Ｘ．２５ＰＬＰ）手順により伝達されたとしても、端末選択過程に

は関連しない。これにより、端末選択に関する要素と要求された NSAP 間の不整合がある場合、接続拒否

が生じるかもしれない。

　注－パケット「発呼要求」「接続完了」は、発信エンドシステムの観点（左側）に反映する。一方着信

エンドシステムから見た時には、同じコードポイント（パケットタイプ識別子、オクテット３）は、

「着呼」及び「着呼受付」にそれぞれ対応する。

　図６／Ｉ．３３３についての注意－制御拡張動作モード（モジュロ１２８シーケンス番号）では、ＳＡ

ＢＭに代わってＳＡＢＭＥが送信される。



ＪＴ－Ｑ９３１補遺 - 18 -

図５／Ｉ．３３３　ＩＳＤＮ透過的チャネルによるＣＯＮＳの参照モデル
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図６／ＪＴ－Ｉ．３３３　ＩＳＤＮ透過的チャネルＣＯＮＳのＮ－接続設定の提供する端末選択
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3.5.1.3　ＩＳＤＮフレームベアラサービス（ＦＭＢＳ）上でのＯＳＩ－ＣＯＮＳにおける端末選択

3.5.1.3.1　ＩＳＤＮ　ＦＭＢＳ上でのＣＯＮＳ参照モデル

　ＩＳＤＮ　ＦＭＢＳ上でのＯＳＩ－ＣＯＮＳにおける端末選択の参照モデルを、図７／Ｉ．３３３に示

す。このモデルは、端末選択プロセスに含まれる手順の識別の重要性から、ＣプレーンとＵプレーンの相

違を明確にしている。このモデルによると、ＣプレーンとＵプレーンの各々が、Ｎ（Ｃ）サービスとＮ（Ｕ）

サービスと言ったそれぞれのサブネットワークサービスを提供するサブネットワークに見えるかもしれな

い。図７／Ｉ．３３３最上位の同期調整機能が２つのサブネットワークサービスの整合に必要な機能を提

供する事により、結果として勧告Ｘ．２１３で定義されるような１つのネットワークサービスとなる。

　Ｑ．９２２のコア機能はフレームスイッチとフレームリレー網により提供される。

　リンクレイヤ手順は、フレームリレー網の場合Ｑ．９２２手順であるべきであり、リンクレイヤプロト

コルは各フレームスイッチノード内で終端する。フレームリレー網の場合リンクレイヤ手順は“ユーザ特

有”、すなわちエンドシステムの責任である。

　Ｎサービスのサポート手順は、網内をトランスペアレントで運ばれる。

3.5.1.3.2　ＩＳＤＮ　ＦＭＢＳ（フレームリレーベアラサービス）上でのＯＳＩ－ＣＯＮＳにおける端末

選択をサポートする情報要素

以下の情報要素が着側ユーザ・網インタフェースの呼設定メッセージにより転送されなければならない。

ａ）伝達能力情報要素（ＢＣ）

ｂ）低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）

ｃ）サブアドレス種別が“ＮＳＡＰアドレス”の着サブアドレス情報要素

3.5.1.3.3　ＩＳＤＮ　ＦＭＢＳ上でのＣＯＮＳをサポートする端末選択

　Ｎコネクションを確立するためのシーケンスを図８／Ｉ．３３３に示す。そのシーケンスは“Ｎ－ＣＯ

ＮＮＥＣＴ－要求”プリミティブ（図８／Ｉ．３３３左上部）により開始され、“Ｎ－ＣＯＮＮＥＣＴ－

確認”プリミティブにより完了する。端末選択プロセスはＣプレーンに制限され、Ｎサービスユーザが起

動される。呼設定メッセージのサブアドレス情報要素でＮＳＡＰアドレスが転送される。エンドシステム

またはエンドシステムの特有のアプリケーションはＮＳＡＰアドレスにより認識されるので、その他の番

号は端末選択には関係せず、どちらかといえば必要のない存在であろう。着側の同期調整機能エンティティ

はＮＳＡＰアドレスが自身のものと一致するかどうかチェックし、一致した場合Ｎ－ＣＯＮＮＥＣＴ－表

示プリミティブによってＮサービスユーザに着信呼を通知する。

　ＮサービスユーザはＮ－ＣＯＮＮＥＣＴ－応答プリミティブの発行により着信呼に対する接続を要求す

るか、またはＮ－ＣＯＮＮＥＣＴ－要求プリミティブによって呼を拒否する（図８／Ｉ．３３３には示さ

れていない）。Ｎ－ＣＯＮＮＥＣＴ－応答プリミティブを受信した同期調整機能エンティティは、応答メッ

セージを促すＮ（Ｃ）－ＣＯＮＮＥＣＴ－応答プリミティブを発行する。網は着信呼に対する接続を要求

する１つのエンドシステム（ＮＳＡＰアドレスにより識別される）へ呼を分配する。

　障害のない状態では、Ｃプレーン手順に基づいて着側Ｎサービスユーザに受付けられた呼は、その後の

サービス提供者Ｕプレーン内で拒否される事はない（例えばＳＡＢＭに対するＤＭ）。このシナリオによ

れば、ＮＳＡＰアドレスが端末の識別を決定し、一方で、着番号は接続されるエンドシステムへの全アク

セスを識別する。従ってどのような着番号情報要素も着側で着信呼を通知する呼設定メッセージ中には必

要とされない。
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図７／Ｉ．３３３と図８／Ｉ．３３３の注

注１－最低限のＮサービスを提供するために要求される機能と同意間手順については現在検討中である。

注２－フレームスイッチの場合、リンクレイヤ手順はＱ．９２２プロトコルの１つのアプリケーションで

ある。フレームリレーの場合、リンクレイヤ手順は“ユーザ特有”である。
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図７／Ｉ．３３３　ＩＳＤＮ　ＦＭＢＳ上のＣＯＮＳにおける参照モデル
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図８／Ｉ．３３３　ＩＳＤＮ　ＦＭＢＳ上のＣＯＮＳにおけるＮコネクション確立を提供する端末選択
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3.5.1.4　バケットモードベアラサービス（ＰＭＢＳ）上でのＯＳＩ－ＣＯＮＳにおける端末選択

3.5.1.4.1　ＰＭＢＳ上でのＣＯＮＳ参照モデル

　ＯＳＩ－ＣＯＮＳにおける端末選択の参照モデルは、ＢチャネルＰＭＢＳとＤチャネルＰＭＢＳでは異

なり、それぞれ図９／Ｉ．３３３と図１０／Ｉ．３３３に示される。

　これらのモデルによると、勧告Ｘ．２１３に定義されるネットワークサービスは勧告Ｘ．６１２機能エ

ンティティを通して提供される。機能エンティティは、Ｂチャネルの確立と（着信を通知するための）追

加信号制御に使用されるＱ．９３１プロトコルとＸ．２５呼制御との整合をとる。

3.5.1.4.2　ＰＭＢＳでのＣＯＮＳにおける端末選択をサポートする情報要素

　以下の情報要素が着側ユーザ・網インタフェースの呼設定メッセージにより転送されなければならない。

　ａ）伝達能力情報要素（ＢＣ）

　ｂ）低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）　（ＴＴＣ注）

　ｃ）サブアドレス種別が“ＮＳＡＰアドレス”の着サブアドレス情報要素

　　（ＴＴＣ注）ＰＭＢＳの場合、着側の呼設定メッセージには低位レイヤ整合性情報要素は含まれない。

ｂ）は本勧告の誤りであると思われる。

3.5.1.4.3　ＰＭＢＳ上でのＣＯＮＳをサポートする端末選択

　１つのＢチャネル上のＰＭＢＳとＤチャネル上のＰＭＢＳの相違を含んで、１つのＮコネクションを確

立するシーケンスをそれぞれ図１１／Ｉ．３３３と図１２／Ｉ．３３３に示す。“Ｎ－ＣＯＮＮＥＣＴ－

要求”プリミティにより開始され（図１１／Ｉ．３３３と図１２／Ｉ．３３３の左上部）、“Ｎ－ＣＯＮ

ＮＥＣＴ－確認”プリミティブにより完了する。

　ＰＭＢＳの場合、端末選択プロセスはＱ．９３１信号制御フェースに限られ、Ｎサービスユーザとは関

係しない。網は、発端末から発信した発呼要求（ＣＲ）パケットに含まれるＮＳＡＰアドレスを着側で呼

設定メッセージにマッピングする。着側では勧告Ｘ．６１２機能エンティティによりＮＳＡＰアドレスが

自身のものかどうかチェックし、一致した場合、着信呼との接続を要求する。Ｘ．６１２機能エンティティ

から要求を受信すると、レイヤ３のＤチャネルプロトコルは応答メッセージを転送する。網は着信呼に対

し接続を要求する最初のエンドシステムに呼を配分する。このシナリオに従うとＮＳＡＰアドレスは端末

選択プロセスと関係がある。注意すべき点はレイヤ３のＤチャネルプロトコルによって受け付けられた呼

が、その後、Ｘ．２５レイヤ２やＸ．２５呼制御やＮ－ＣＯＮＮＥＣＴ－表示に対するＮ－ＤＩＳＣＯＮ

ＮＥＣＴ－要求によるＮサービスユーザレベルで拒否されるかもしれないということである。

図９／Ｉ．３３３、

　　図１０／Ｉ．３３３の注１

－このサービスは勧告Ｘ．２１３に従い、レイヤ３－レイヤ４間でレイ

ヤ３からレイヤ４に提供される。ネットワークレイヤのサービスであ

る。

図９／Ｉ．３３３、

　　図１０／Ｉ．３３３の注２

－このサービスは勧告Ｘ．２１３に従い、Ｕプレーンから同期調整機能

に提供される。ＣプレーンとＵプレーンの概念を使うことは階層構造

においてネットワークレイヤのサービスではないが、ネットワークレ

イヤサービスを提供することはできる。それがＵプレーンのサブネッ

トワークのサービスである。

図１１／Ｉ．３３３の注１ －この手順はまだＢチャネルが確立していないか、また追加のＢチャネ

ルが必要ならば適用される。
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図１１／Ｉ．３３３の注２ －拡張モード動作の場合（モジュロ１２８シーケンス番号）、ＳＡＢＭ

の代わりにＳＡＢＭＥが送信される。

図１１／Ｉ．３３３のＴＴＣ注 －対応する勧告に誤りがあり翻訳では訂正している。
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図９／Ｉ．３３３　Ｂチャネル上でのＩＳＤＮ　ＰＭＢＳでのＣＯＮＳにおける参照モデル
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図１０／Ｉ．３３３　Ｄチャネル上でのＩＳＤＮ　ＰＭＢＳでのＣＯＮＳにおける参照モデル
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図１１／Ｉ．３３３　Ｂチャネル上でのＩＳＤＮ　ＰＭＢＳ上のＣＯＮＳにおけるＮコネクション確立を提供する端末選択
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図１２／Ｉ．３３３　Ｄチャネル上でのＩＳＤＮ　ＰＭＢＳ上のＣＯＮＳにおけるＮコネクション確立を提供する端末選択
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3.5.2　インタワーキングのための端末選択

3.5.2.1　概　要

　接続がエンド・エンドでＩＳＤＮでないとき、インタワーキング機能は、呼をサポートするための意味

を持つ。このインタワーキング機能は、ＩＳＤＮと非ＩＳＤＮネットーク間（例えば公衆電話網（ＰＳＴ

Ｎ）、または公衆データパケット交換網（ＰＳＰＤＮ））、ＩＳＤＮ内（例えば非ＩＳＤＮユーザアクセ

スがＩＳＤＮ交換機によってサポートされる場合）、またはユーザ宅内（例えばＴＡ機能内）で、ＩＳＤ

Ｎインタワーキングポイントとして配置される。

　インタワーキングに関して本勧告は、ＩＳＤＮでの呼の設定を保証するプロトコルとし限定している。

なお、ＩＳＤＮから非ＩＳＤＮネットワーク（例えば公衆電話網（ＰＳＴＮ）、または公衆データパケッ

ト交換網（ＰＳＰＤＮ））、非ＩＳＤＮアクセス（注１）、または非ＩＳＤＮインタフェース（注２）へ

の呼は、ＩＳＤＮでの端末選択に関係ない。インタワーキング機能は、ＩＳＤＮインタワーキングポイン

トの先のネットワーク設備によって扱うことができる呼のみが転送されるという規定を含んでいる。

　非ＩＳＤＮネットッワーク（例えば公衆電話網（ＰＳＴＮ）、または公衆データパケット交換網（ＰＳ

ＰＤＮ））、非ＩＳＤＮアクセス（注１）、または非ＩＳＤＮインタフェース（注２）で発生した呼は、

ＩＳＤＮのインタワーキングポイントに到達するまでには、個々の信号方式によりサポートされる。その

ような呼は識別できない呼のタイプの１つに属する。ＩＳＤＮインタワーキングポイントでは適切な整合

性情報要素（適当なものとしては、伝達能力（ＢＣ）情報要素、低位レイヤ整合性（ＬＬＣ）情報要素、

高位レイヤ整合性（ＨＬＣ）情報要素）が、呼のタイプにより整合性を得られるように割当られる。イン

タワーキング機能は、ＩＳＤＮ内の呼の規定に従って要求されるサービスを記述する全ての情報要素を、

正確に生成することはできない。これは、発信端末と着信端末間の整合性が保証されないことを意味する。

経過識別子情報要素は非ＩＳＤＮの呼の発生源を明らかにするため、インタワーキング機能によって提供

される。

　経過識別子情報要素の有／無（ＩＳＤＮ外で発生／内で発生した呼）は着信者宅内および／または着信

者側の交換機で、呼の個々の処理に使用される。

　伝達能力情報要素、低位レイヤ整合性情報要素、高位レイヤ整合性情報要素に含まれる整合性情報はイ

ンタワーキングにおいて、着信側での期待に沿うように提供されないかもしれない。この場合、“複数加

入番号（ＭＳＮ）”付加サービスが使用できる。これは、非ＩＳＤＮ網（例えば公衆電話網（ＰＳＴＮ）、

または非ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースに接続された発信加入者は、呼を設定するとき端末識別（す

なわち、着番号情報要素のなかで伝達される番号）を定義する能力を持つべきことを意味する。

注１）主官庁では、ＩＳＤＮアクセスをサポートする交換機での非ＩＳＤＮアクセスは、別の網（例えば

公衆電話網（ＰＳＴＮ））の一部と考えられる。

注２）非ＩＳＤＮインタフェースとは、ＩＳＤＮインタフェースにつながる非ＩＳＤＮ端末との接続を示

す。（例えばＩＳＤＮアクセスに接続されているＰＡＢＸへ接続されているアナログ電話）
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3.5.2.2　公衆電話網（ＰＳＴＮ）からＩＳＤＮへの呼（ＰＳＴＮは 3.1kHz オーディオに相当するサービ

スをサポートする）

　公衆電話網（ＰＳＴＮ）で生じた呼は、ＩＳＤＮのインタワーキングポイントに到着する前に、個々の

信号方式によりサポートされ、その呼は２つの区分できない呼のタイプ（すなわち普通の音声又は、音声

帯域データ）の内の１つに属している。インタワーキングポイントでの 3.1kHz オーディオの伝達能力はこ

れらの呼のタイプに適合することを保証しなければならない。

　このインタワーキングケースでは、インタワーキングケースを示す経過情報識別子情報要素をともなう

伝達能力情報要素“3.1kHz オーディオ”を提供する着呼を、電話端末が受け入れる必要がある。ＩＳＤＮ

内の呼の場合、正確な伝達能力情報要素は“音声”である。公衆電話網（ＰＳＴＮ）で発生した呼は、イ

ンタワーキングケースと同様に、ＩＳＤＮ内においても、ユーザ設備が、“3.1kHz オーディオ”伝達能力

情報要素を使用するデータ端末を含むならば、ユーザ設備として着信加入者宅内（節 3.3.2.7 参照）での端

末間の相互の整合性問題が発生し得る。“複数加入番号（ＭＳＮ）”付加サービスは 3.1kHz オーディオサー

ビスを使用するとき、着信加入者宅内（節 3.3.2.7 参照）の端末間の相互の整合性を得るための唯一の解決

法であり得る。

3.5.2.3　公衆データバケット交換網（ＰＳＰＤＮ）からＩＳＤＮへの呼

　公衆データパケット交換網（ＰＳＰＤＮ）でのインタワークのための装置と公衆データパケット交換網

（ＰＳＰＤＮ）からＩＳＤＮアクセスに接続される端末へ呼を供給する手順は勧告Ｘ．３００と勧告Ｘ．

３１によって定義される。

　勧告Ｘ．３１のケースＡまたはケースＢのどちらが使用されるかにより、公衆データパケット交換網（Ｐ

ＳＰＤＮ）で発生した呼は回線交換呼またはパケット交換呼としてＩＳＤＮにより処理される。

　勧告Ｘ．３１のケースＡとして識別された場合は、公衆データパケット交換網（ＰＳＰＤＮ）との相互

接続は、アクセスユニットによって行われる。アクセス装置は、非制限ディジタル情報を示す伝達能力情

報要素を含んでいる発信端末と同様に回線交換呼を供給する。ＩＳＤＮにおいては、端末選択はＢチャネ

ルが接続されたとき完了する。着信加入者はパケット端末が非制限ディジタル情報転送の回線モードを使

用する他の端末によって妨げられないように端末を設定しなければならない。“複数加入番号（ＭＳＮ）”

付加サービスは非制限ディジタル情報転送の回転モードを使用するとき、着信加入者宅内（節 3.3.2.7 参照）

の端末間の相互の整合性を得るために唯一の解決法である。

　勧告Ｘ．３１のケースＢとして識別された場合は、公衆データパケット交換網（ＰＳＰＤＮ）との相互

接続は、パケットハンドラによって行われる。パケットハンドラはパケットモードを示す伝達能力要素と

ＢまたはＤチャネルのレイヤ２とレイヤ３でパケット伝達に使用する特定のプロトコルでパケット交換呼

を供給する。この方法は、レイヤ３により呼の独自解釈を与え、ケースＡに説明されるような整合性の問

題を発生しない。
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3.5.2.4　公衆データ回線交換網（ＣＳＰＤＮ）からＩＳＤＮへの呼

　公衆データ回線交換網（ＣＳＰＤＮ）で発生した呼は、回線交換の伝達能力を有し、ＩＳＤＮ端末系に

着信したとき、速度整合情報を有す。もし、公衆データ回線交換網（ＣＳＰＤＮ）がテレサービスに使わ

れているならば、インターワーキングポイントにおいてＩＳＤＮにこの情報を供給できない。それゆえに

回線モードデータの呼やテレサービスの呼の間の区別は不可能である。“複数加入者番号（ＭＳＮ）”付

加サービスは、異なったサービスをサポートする着信加入者宅内（節 3.3.2.7 参照）の端末間の相互の整合

性を得るための唯一の解決法であり得る。

3.5.2.5　ディジタルＰＳＴＮｓ、プリＩＳＤＮｓ、パイロットＩＳＤＮｓ、あるいは拡張ＩＤＮｓ関連の

ネットワークからＩＳＤＮｓへの呼

　上記一つのネットワークからＩＳＤＮ端末系へトランスペアレントに６４kb/s 伝送する呼はまだ完全に

は定義されていない。インタワーキングが生ずるケースを除いて、６４kb/s の非制限ベアラサービスが用

いられよう。経過識別子が、非ＩＳＤＮ呼であることを示すためにあるが、特別な高位、低位レイヤ機能

性情報は保証されない。

　これらの網の加入者にはＩＳＤＮ交換機に収容されるものもあり、そこからの呼は完全な接続のために

共通線信号によってサポートされる。このような場合に、識別するための付加的な機会を与える。これに

ついて勧告として拡張することは今後の検討課題である。

3.5.3　汎用的な端末のための端末機能

　エンド・エンドＩＳＤＮ環境での完全で正確な端末の選択を行うためには、発信と着信ユーザの端末が、

呼設定処理での伝達能力情報要素、低位レイヤ整合性情報要素、高位レイヤ整合性情報要素を適切に使用

されることが推奨される。もしそうでなければ、正確な端末選択はすべての呼において保証されない。ア

ドレス機構の用途はこの問題を回避させる（例えば“複数加入者番号”）。しかしながら、ＩＴＵ－Ｔ勧

告は、整合性確認の目的として低位レイヤ整合性情報要素と高位レイヤ整合性情報要素を使用するか使用

しないかというユーザへの自由が残されている。この節では、推奨する状況での使用を検討する。

　この節で述べられいる要求は、すべての端末やすべての端末装置が満たさなければならいというわけで

はない。汎用的な端末の中から端末の選択を行うためのガイドラインである。これらの最小の要求を満た

さない端末は、ユーザ設備の中で呼処理に異常を発生するかもしれない。

　注）付録Ⅰの節 1.1 で特定装置で用いられる“制限された機能の音声端末”について説明する。

　ユーザ宅内での端末ポータビリティと配置の自由に制約を加えることのない完全なＩＳＤＮ端末選択機

能を備えている端末は、次のような要求を満たしていなければならない。

3.5.3.1

　発呼において、端末は要求されたサービスを明確にしなければならない、また適切な機能（低位レイヤ

機能、高位レイヤ機能）を供給しなければならない。

　もしベアラサービスを起動するならば、伝達能力情報要素は要求するサービスを識別し、詳細な呼のタ

イプを規定する場合、低位レイヤ整合性情報要素あるいは伝達能力情報要素が低位レイヤ機能を識別する。

　もし、テレサービス（勧告Ｉ．２１２による）を起動するならば、高位レイヤ整合性情報要素と関連す

る伝達能力情報要素は、要求するサービスを識別し、詳細な呼のタイプの規定に従い、低位レイヤ整合性

情報要素、あるいは伝達能力情報要素は低位レイヤ機能を識別する。加えて、高位レイヤ整合性情報要素

は必要な高位レイヤ機能を識別する。



- 33 - ＪＴ－Ｑ９３１補遺

3.5.3.2

　端末は着信の呼設定において経過識別情報要素の有無を検出し、ＩＳＤＮ内、または非ＩＳＤＮ環境で

発生した呼の個々の処理に、この能力を使用する。経過識別子情報要素を含んでいる呼を受信した端末は、

関連したインタワーキング勧告に含まれるサービスの記述に従って整合性検証を制限する。この制限は、

インタワーキングケースにより端末の整合性に使用する能力も含んでいる。これは含まれている情報が、

最小限、非ＩＳＤＮの特徴を反映する必須の内容を持っているベアラサービス情報要素であるとき、整合

性の検証が成功するという意味である。

3.5.3.3

　着呼において、ベアラサービスをサポートしている端末は、呼設定メッセージ中の高位レイヤ整合性情

報要素の有無を検出できなければならない。高位レイヤ整合性情報要素がなくても呼は受け付けられる。

高位レイヤ整合性があったとしても、伝達能力情報要素および／または低位レイヤ整合性情報要素が呼を

扱うのに十分でなければ端末は提供されたために、高位レイヤ整合性情報要素が存在しても処理できる“音

声ベアラサービス”を提供する端末に適用される。

3.5.3.4

　着呼において、端末は伝達能力情報要素の検証ができなければならない。

　ベアラサービスをサポートする端末の場合、この検証によってベアラサービスのサポートが可能かどう

かを確認する。

　テレサービスをサポートする端末の場合、この検証によって伝達能力をサポートできるかどうかを確認

する。

　もし端末プロファイルが伝達能力に整合すると呼は受け付けられる。そうでなければ、端末は提供され

た呼を無視または拒否する。（注１）

3.5.3.5

　着呼において、端末は低位レイヤ整合性情報要素が、もし存在しない場合は、伝達能力情報要素がサポー

トできる低位レイヤ機能を示すかどうかの検証ができなければならない。検証が成功の場合、呼は受け付

けられる。端末の能力と不一致が検出されるならば、端末は提供された呼を無視または拒否する（注１）。

伝達能力情報要素および低位レイヤ情報要素に含まれる情報の矛盾する重複は、低位レイヤ情報要素に含

まれる矛盾する情報の無視によって解決される。もし伝達能力情報要素が特定のサービスの詳細に従って

低位レイヤ機能を完全に定義するならば、低位レイヤ整合性情報要素は重要性がなく無視され得る。

3.5.3.6

　着呼において、テレサービスをサポートする端末は、もし高位レイヤ整合性情報要素が存在するならば、

（伝達能力と、あるいは低位レイヤ整合性情報要素に加えて）サポートすることのできる高位レイヤ機能

を示すかどうか検証ができなければならない。検証が成功した場合、呼は受け付けられる。もし端末が能

力の不一致を検出したり、経過識別子情報要素が存在せず高位レイヤ整合性情報要素も存在しない場合、

伝達能力情報要素および／または低位レイヤ整合性情報要素が呼の処理に十分でなかったなら端末は提供

される呼を無視また拒否する（注１）。たとえば、“音声ベアラサービス”でインタワークするために、

高位レイヤ整合性情報要素が存在しなくても処理できる“電話テレサービス”を提供する端末に適用され

る。
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3.5.3.7

　着呼において、端末は呼設定メッセージ中に着番号フィールドの有無を検出できなければならない。も

し、このフィールドが存在しなければ、呼を正常に受け付ける。つまり、呼設定メッセージ中の存在しな

い着番号フィールドをそれぞれが持つ端末識別子と一致するフィールドが存在するように扱う。

　“複数加入者番号”付加サービスを未サポートである端末（注２）は、もし着番号フィールドが現れた

ときは、呼を無視しなければならない。

3.5.3.8

　アドレス情報を提供する呼を受信したとき、“複数加入者番号”付加サービスをサポートする端末は、

自分の持つ唯一の識別子（場合によっては複数の識別子）に対して、呼設定メッセージ中の着番号フィー

ルド中に含まれている情報を検証できなければならない。端末は、収容される異なったメンバーのグルー

プと同じくらいの数の識別子を認識できる能力をもたなければならない。不一致の場合には、呼は無視さ

れ、そうでなければ、端末は呼を受け付けなければならない。

　着番号フィールドに含まれる数字は、全加入者番号またはその一部によって構成される。完全な加入者

番号が最大である。

　注１）これらの処理は網によってサポートされ、ユーザが選択する。もし別の端末が供給される呼に対

して整合が取れ、タイマＴ３０３（４秒）の時間内に網にそのことを示すならば、この拒否は無

効となる。

3.5.4　“サブアドレス”付加サービスを用いた整合性のための端末機能

　この節で述べられている要求は、すべての端末やすべての端末装置が満たさなければならないというわ

けではない。汎用的な端末の中から端末の選択を行うためのガイドラインである。これらの最小の要求を

満たさない端末は、ユーザ設備の中で呼処理に異常を発生するかもしれない。

　同じアクセスで、“サブアドレス”付加サービスをサポートする端末と整合性のある端末は次のような

ものである。

　－このサービスをサポートするには、割り当てられた固有の識別子（サブアドレス）を持っていなけれ

ばならない。

　－このサービスをサポートしていなければ、サブアドレスが現れたときには、着呼を無視しなければな

らない。

　また、節 3.5.3 で述べたように、ユーザ宅内での端末ポータビリティと配置の自由に制約を加えることの

ない完全なＩＳＤＮ端末選択機能を備えている端末は、次のような要求を満たしていなければならない。

3.5.4.1

　着呼において、端末は呼設定メッセージ中にサブアドレスの有無を検出できなければならない。もし、

このフィールドが存在しなければ、呼を正常に受け付ける。つまり、呼設定メッセージ中の存在しないサ

ブアドレスフィールドをそれぞれが持つ端末識別子と一致するフィールドが存在するように扱う。

　“サブアドレス”付加サービスが未サポートである端末（注２）は、もしサブアドレスフィールドが現

れたときは、呼を無視すべきである。
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3.5.4.2

　サブアドレス情報を提供する呼を受けたときは、“サブアドレス”付加サービスをサポートする端末は、

自分の持つ唯一の識別子（場合によっては複数の識別子）に対して、呼設定メッセージ中のサブアドレス

フィールド中に含まれている情報を検証できなければならない。端末は、収容される異なったメンバーの

グループと同じくらいの数の識別子を認識できる能力を持たなければならない。不一致の場合には、呼は

無視され、そうでなければ、端末は呼を受け付けなければならない。

　注２）“未サポート”という語句は、端末が着番号情報要素の内容を調べる能力を持たないということ

示している。そのような端末は、他の端末にアドレスされた呼に応答しないという点で“複数加

入者番号”や“サブアドレス”付加サービスをサポートしている端末と整合性がある。この整合

性は、“複数加入者番号”や“サブアドレス”付加サービスが適切に使用できることを保証して

いる。

3.6　付録Ⅰ　図解構成における端末選択の例

Ⅰ.1　制限された機能の音声端末

Ⅰ.1.1　構　成

　図 I-1/I.333 に単純な端末構成例の図を示す。複数端末の構成例は、端末選択ロジックを伴わない８台ま

での音声端末から成る。

図Ｉ－１／Ｉ．３３３　制限された機能の音声端末

Ⅰ.1.2　端末及び網の能力

　呼は、ＩＳＤＮ加入者番号（ＩＳＤＮ－ＳＮ）に基いたインタフェースに引き渡される。端末は、着呼

を完了させるために仮定された機能の範囲内で着信呼に対して応答する。

Ⅰ.1.3　着信呼の処理

　端末は、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ中に存在する他の端末選択情報（例、ＬＬＣ）にかかわ

らず「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージに応答する。一つ以上の端末が着信呼に応答し得るが、網は、

最初に「応答」（ＣＯＮＮＥＣＴ）メッセージを返した端末に対して呼を割り当てる。

加入者番号

201-555-1234

・・・

参照点Ｓでの

インタフェース

ＮＴ

音声端末

(8)

音声端末

(1)
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Ⅰ.1.4　適　用

　この種の端末は、音声の呼のみ受信することを希望しどの端末が呼に応えるかを気にしない加入者にとっ

て適切である。さらに、整合性は保証されないことに注意すべきである。音声の呼以外の呼にも応答する

端末を伴ったポイント・マルチポイント構成上でこの種の端末を使うことは、呼の誤った処理をもたらす

ことになる。

Ⅰ.2　受動バス上の複数の端末

Ⅰ.2.1　構　成

　この例は、受動バス上に接続された音声端末、アナログインタフェース用のターミナルアダプタ（ＴＡ）、

およびディジタルインタフェース用ターミナルアダプタ（ＴＡ）について述べるものである。インタフェー

スには３つの番号を割り当て、（非ＩＳＤＮユーザが）この番号を使用してアクセスを希望する端末を指

示することができる。この方式を図 I-2/I.333 に示す。

図Ｉ－２／Ｉ．３３３  受動バス上の異なる複数の端末

加入者番号
201-555-1111（音声）
201-555-2222（アナログ）
201-555-3333（ディジタル）

参照点Ｓでの
インタフェース

9600 BPS
V-ｼﾘｰｽﾞ
 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ｱﾅﾛｸﾞ
 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

V-ｼﾘｰｽﾞ
 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ＮＴ

参照点Ｒでの
アナログ
インタフェース用
のターミナルアダ
プタ

(CODEC)

音声端末
参照点Ｒでの
ディジタル
インタフェース用
のターミナルアダ
プタ

(NO CODEC)

モデム

参照点 R での
インタフェース

ビデオ
ディスプレイ

端末

ビデオ
ディスプレイ

端末



- 37 - ＪＴ－Ｑ９３１補遺

Ⅰ.2.2　端末およびネットワーク機能

　この例では、端末は、３つの番号が割り当てられているインタフェースに接続されている。この３つの

番号のうちのどの番号でも、加入者端末がサポートしている任意のサービス用に他のＩＳＤＮから使用す

ることができる。必要なサービスを直接指示できない網（ＰＳＴＮ，ＣＳＰＤＮ，およびＰＳＰＤＮ）か

らの発呼者については、最初の番号“２０１－５５５－１１１１”は音声サービス用である。２番目の番

号“２０１－５５５－２２２２”はモデムデータサービス用である。３番目の番号“２０１－５５５－３

３３３”はデジタルインタフェース用のターミナルアダプタにアクセスするためのものである。

　ＩＳＤＮ加入者番号、伝達能力、および経過識別子に基づく端末選択は、３つの端末の内の１つで、提

供された呼に応答するのに適した端末（該当するものがない場合もある）を識別するのに使用される。

Ⅰ.2.3　着信呼の扱い

Ⅰ.2.3.1　音声端末（図 I-3/I.333 参照）

　着信呼の伝達能力－“スピーチ”：端末は呼に応答する。

　着信呼の伝達能力－“3.1kHz オーディオ”：

1. 　経過識別子－非ＩＳＤＮ：

着　番　号－201-555-1111 ：端末は呼に応答する。

他の着番号 ：端末は呼に応答しない。

2. 　経過識別子なし－（発側，中継ともＩＳＤＮ）

端末は、呼がデータ呼であると見なし、応答しない。

　上記以外の伝達能力を有する場合：端末は応答しない。

伝　達　能　力

ス　ピ　ー　チ 3.1kHz オーディオ そ　　の　　他

応　　　　答 経　過　識　別　子 応　答　せ　ず

非　Ｉ　Ｓ　Ｄ　Ｎ 無　　　　し

着　　番　　号 応　答　せ　ず

201-555-1111 他　の　着　番　号

応　　　　答 応　答　せ　ず

図Ｉ－３／Ｉ．３３３　音声端末の論理
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Ⅰ.2.3.2　アナログインタフェース用ＴＡ／ビデオディスプレイ端末（ＶＤＴ）

　ターミナルアダプタ（ＴＡ）はコーディクを有し、モデムと接続されるアナログ信号を生成する。モデ

ムは、ビデオディスプレイ端末に対して、Ｖシリーズのインタフェースを有する。論理を図 I-4/I.333 に示

す。

着信呼の伝達能力－“3.1kHz オーディオ”：

　１．経過識別子－非ＩＳＤＮ：

着番号－201-555-2222 ：ターミナルアダプタは、呼がデータ呼であると見なし、応答する。呼はモ

デムを通してビデオディスプレイ端末へ接続される。

他の着番号 ：端末は応答しない。

　２．経過識別子なし－（発側、中継ともＩＳＤＮ）

　ターミナルアダプタは応答する。呼がＩＳＤＮ端末で発信されたので着信番号にかかわらず、デー

タ呼であると見なされる。

　上記以外の伝達能力を有する場合：ターミナルアダプタは応答しない。

伝　達　能　力

3.1kHz オーディオ＊ そ　　の　　他

経　過　識　別　子 応　答　せ　ず

無　　　　し 非　Ｉ　Ｓ　Ｄ　Ｎ

応　　　　答 着　　番　　号

201-555-2222 他　の　着　番　号

応　　　　答 応　答　せ　ず

図Ｉ－４／Ｉ．３３３　アナログインタフェース用ターミナルアダプタの論理

　＊（訳注）国によっては、ＰＳＴＮからＩＳＤＮへのインタワーク時に、「音声」を設定する場合も

ある。

Ⅰ.2.3.3　ディジタルインタフェース用ＴＡ／ビデオディスプレイ端末

　ターミナルアダプタは、ＩＳＤＮ参照点ＳにＶシリーズインタフェースを持つ装置と接続するものであ

る。

　本機能には、ディスプレイ端末の９６００bps 速度をＢチャネルの６４kbps 速度に速度整合する機能を

含む。ディジタルターミナルアダプタの論理を図Ｉ－５／Ｉ．３３３に示す。

　非ＩＳＤＮ呼に対しては、呼を６４kbps の伝達能力に設定するインタワーク機能を備えたルートに定め

られると、仮定している。
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・着信呼の伝達能力－「６４kbps 非制限」：

１．経過識別子－「非ＩＳＤＮ」：

着番号－201-555-3333 ：交換機は、インタワーキング機能（例えばモデム）を介したルートを選

んでいる。

ディジタルインタフェース用ＴＡ／ディスプレイ端末は呼に応答する。

他の着番号 ：端末は応答しない。

２．経過識別子無し－（発側，中継ともＩＳＤＮ）：

　ターミナルアダプタは応答する。ＩＳＤＮ端末から発信されているため着番号に関係なく、ター

ミナルアダプタはデータ呼と仮定する。

・上記以外の伝達能力を有する場合：ターミナルアダプタは応答しない。

伝　達　能　力

６４kbps 非制限 そ　　の　　他

経　過　識　別　子 応　答　せ　ず

無 非　Ｉ　Ｓ　Ｄ　Ｎ

応　　　　答 着　　番　　号

201-555-3333 他　の　着　番　号

応　　　　答 応　答　せ　ず

図Ｉ－５／Ｉ．３３３　ディジタルインタフェース用ターミナルアダプタの論理

Ⅰ.2.4　適　用

　多様な端末が受動バス上に接続される本例は、アナログインタフェース用音声端末、ターミナルアダプ

タ、及びディジタルインタフェース用ターミナルアダプタの中から適切な端末が着信呼に応答できるよう

な端末選択ロジックを示している。非ＩＳＤＮ網からの呼は、着ＩＳＤＮ番号をベースに選択し、ＩＳＤ

Ｎ加入者からの呼は、伝達能力をベースに選択する。異なる機能であるが同一の伝達能力となる端末をイ

ンタフェースに付け加えると、結果として、不正確な端末選択となる。
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４．ＱＵＥＳＴＩＯＮ　＆　ＡＮＳＷＥＲ

4.1　端末選択

4.1.1　既存網からＩＳＤＮへの着信時の端末選択

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 既存網からＩＳＤＮへの着信時の端末選択

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　アナログ加入者がＩＳＤＮ加入者に電話／ＦＡＸを掛ける場合、ＩＳＤＮ加入者への着信は全く同

一の信号情報（伝達能力〔3.1 KHz,μlaw 〕、経過識別子〔非 ISDN〕）となり、電話呼かＦＡＸ呼か

端末で区別がつかない。

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　別　紙

　　
着番号：201-9222

　△G3FAX

着番号：201-9222

宅内：201-9222

△G3FAX

着呼

電話網

ＩＳＤＮ
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 (4.1.1)　TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

参照文献名　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２５１ 参照箇所　Ａ〔ＤＤＩ〕　Ｂ〔ＭＳＮ〕

ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

　　ＩＳＤＮ加入者がダイヤルインサービス（ＤＤＩあるいはＭＳＮ）
＊

 に加入し、本サービスを上手

に利用することにより、問題点は解決されます。

　＊ダイヤルインサービス：通常ＩＳＤＮ網に加入すると一つのＩＳＤＮ番号がもらえますが、本サー

ビスは複数のＩＳＤＮ番号をもらうサービスです。

　〔実現方法〕

　　端末の種別（例えば、電話、ＦＡＸ等）毎にグループ化し、各グループにＩＳＤＮ番号を付与し、

その番号を各端末に記憶させます。これにより、各端末は、着呼信号に付加されている着番号情報要

素と自分が記憶しているＩＳＤＮ番号とを照合するので（不一致時、無応答）、電話の発信（201-9222)

をＦＡＸが応答するようなことはありません。

　〔網の条件〕

・ダイヤルインサービスを提供していること。

　〔端末の条件〕

・ＩＳＤＮ番号の記憶／照合機能を備えていること。本機能がない端末の場合、いくらダイヤルイン

サービスに加入しても本問題の解決には成りません。

　〔ＩＳＤＮ加入者の条件〕

・ダイヤルインサービスに加入すること。

　〔アナログ加入者の条件〕

無し

宅内

△△

電話網

ＩＳＤＮ

　　
着番号：201-9222

201-9223201-9222

　△FAX

着番号：201-9223
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4.1.2　５６kbit/s 通信のコーディング

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ５６kbit/s 通信のコーディング

５６kbit/s で動作する端末がＩＳＤＮ上で通信する場合の各情報要素のコーディングについて説明して

下さい。

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名：標準ＪＴ－Ｑ９３１

標準ＪＴ－Ｉ２３０

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．５２０

参照箇所：付属資料Ⅰ

ＡＮＳＷＥＲ　内容

５６kbit/s で動作する端末がＩＳＤＮ上で通信する場合、次の２つのケースが考えられます。

　 (1) 　５６kbit/s ディジタル専用網とインタワーキングする場合

本来、ユーザ端末間の低位レイヤ整合に対しては、低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）を使

うことになりますが、この場合の低位レイヤ情報は、他網との接続時に必要となるものであり、

標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ⅰで記述されるタイプⅢに属します。従って、低位レイヤ情報は

伝達能力情報要素（ＢＣ）にコーディングされます。このとき、情報転送能力は、「制限ディジ

タル」でなく「非制限ディジタル」となり、情報転送速度は「６４kbit/s」となります。これに加

えて、５６kbit/s の速度整合情報はＢＣのオクテット５、５ａでコーディングされます。ＢＣのコー

ディング例を表. １に示します。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

表．１　ＢＣのコーディング例

ビット

８ ７ ６ ５　　４　　３　　２　　１

オクテット ０ ０ ０ ０　　０　　１　　０　　０

１ 情報要素識別子

２ 長　さ

３ １ ０ ０ ０　　１　　０　　０　　０

TTC/ITU-T 非制限ディジタル情報

４ １ ０ ０ １　　０　　０　　０　　０

回線モード 64kbit/s

５ ０ ０ １ ０　　０　　０　　０　　１

レイヤ１ V.110/X.30

５ａ １ ０

同期

０

交渉

０　　１　　１　　１　　１

56kbit/s

　 (2) 　ＩＳＤＮ内で通信する場合

この場合の低位レイヤ情報は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料ＩにあるようにタイプＩに属し

ます。従って、低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）にコーディングされます。

このとき、ＢＣの情報転送能力は、「非制限ディジタル」であり、情報転送能力は、「６４kbit/s」

を示します。レイヤ１のユーザ速度等の速度整合情報は、ＬＬＣのオクテット５、５ａで示され

ます。
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4.1.3　Ｘ．３１パケット通信ケースＡ／Ｂによる端末の差異

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 Ｘ．３１パケット通信ケースＡ／Ｂによる端末の差異

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　ＩＳＤＮのパケット通信には、「ケースＡ」と「ケースＢ」の２通りの網アクセス方法があるが、

ＩＳＤＮ端末としては、この両方をサポートすべきか？

　　どちらか一方だけでよいのではないか？

　　それとも、もともと「ケースＡ」と「ケースＢ」に関しては、端末側は、まったく同一の手順でよ

いのか？

参照文献名　JT-Q931(JT-X31) の第６章 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名：ＪＴ－Ｑ９３１

ＪＴ－Ｑ９３９

参照箇所　ＪＴ－Ｑ９３１：６章

ＪＴ－Ｑ９３９：節 6.2.1, 7.1.3

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　　ＪＴ－Ｑ９３１（ＪＴ－Ｘ３１）の第６章には、２通りのアクセス方法が記述されており、どちら

を使用するかは、網の側で決めるオプションとなっている。したがって、ＩＳＤＮ端末が接続される

網のサービス仕様が一方に確定していない状況では、この両方の方式をサポートすることが賢明であ

ると考えられる。

　　また、ＩＳＤＮ端末が直接収容される網自体がパケットサービスを行っていない場合でも、ＶＡＮ

センターや別のパケット網への接続を回線交換でおこない、接続後、Ｂチャネルの中はＸ．２５で通

信する、といった方式を取る場合もあると予想される。これも、端末側から見るとケースＡによるア

クセスのように見える。

　　ケースＡとケースＢとでは、端末の発呼、着呼時の手順が違う。ＪＴ－Ｘ３１では、発呼手順は２

段階に分けて行われる。ケースＡの場合、まず、指定された特別の番号（ＡＵのＩＳＤＮ番号）をま

わすと、回線交換ベースでパケット交換網に接続されるが、ケースＢの場合には、通信相手の番号な

しでパケット通信を指定して発呼すると、交換機内のパケット交換機能に接続される点が違う。この

あと、端末はＢチャネルを使って通信相手にＸ．２５パケット交換方式で発呼する点は同様である。

ケースＢの場合は、Ｄチャネルを使用する場合もある。この場合ＪＴ－Ｑ９３１の発呼手順は不要と

なりＳＡＰＩ＝１６のレイヤ２リンクを用いて直ちにＸ．２５パケットに手順により発呼することに

なる。

　　着呼時は、ケースＡの場合、まず、回線交換として端末に着呼し、パケット交換網との接続ができ

るが、ケースＢの場合には、パケット交換であることを明示して端末に着呼し交換機内のパケット交

換機能に接続される。このあと、ＢチャネルまたはＤチャネルを使ってＸ．２５パケット交換方式で

端末に着呼する点は同様である。

　　これに伴い、ＩＳＤＮ端末からの、発呼時のメッセージのコーディング方法、着呼時のメッセージ

の内容が変わるので、注意が必要である。これについては、ＪＴ－Ｑ９３９を参照のこと。

　　ただし、Ｂチャネルを使用する場合、ケースＡとケースＢの手順上の差は僅かなので、ＩＳＤＮ端

末を設計、製造する場合には、両方をインプリメントすることを薦める。
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4.1.4　Ｘ．３１ケースＡの場合、ＬＬＣのオクテット６、７指定

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 Ｘ．３１ケースＡの場合、ＬＬＣのオクテット６、７指定

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　Ｘ．３１ケースＡによる発信時、端末（又はＴＡ）はＬＬＣのオクテット６、７を指定するのです

か？　また、端末着信の場合はＬＬＣのオクテット６、７のコーディングはどうなりますか？

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名：ＪＴ－Ｘ３１、ＪＴ－Ｑ９３９ 参照箇所：ＪＴ－Ｘ３１節 6.1.1 及び節 6.2.1

ＪＴ－Ｑ９３９節 7.1.3

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　　Ｘ．３１ケースＡの場合、ＬＬＣオクテット６、７の取扱いについては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１

の６章に規定されています。それによると、

　 (1) 　端末発信時

端末は、ＬＬＣのオクテット６、７により、それぞれレイヤ２（Ｘ．２５リンクレベル）及び

レイヤ３（Ｘ．２５パケットレベル）情報をアクセスユニット（ＡＵ）へ通知します。

　 (2) 　端末着信時

基本的には、アクセスユニット（ＡＵ）の仕様によりますが、端末選択のために、レイヤ２（Ｘ．

２５リンクレベル）及びレイヤ３（Ｘ．２５パケットレベル）情報を端末に通知します。

従って以上から、Ｘ．３１ケースＡの端末（又はＴＡ）はＬＬＣのオクテット６、７は設定及びチェッ

ク可能であるべきです。
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4.1.5　Ｖ．１１０がＢＣで指定された場合、着呼を受け付けるか。

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 Ｖ．１１０がＢＣで指定された場合、着呼を受け付けるか。

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　Ｖシリーズ端末を収容し、Ｖ．１１０をサポートするＴＡにおいて、「ユーザ情報レイヤ１プロト

コル」として「Ｖ．１１０」が「低位レイヤ整合性」情報要素ではなく「伝達能力」情報要素で指定

された「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージを受信した場合、着呼を受け付けるべきか。

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９８８年１１月３０日

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

「Ｖ．１１０」は通常「低位レイヤ整合性」情報要素で指定される。

しかし、例えば他の網からインタワーキングユニットを介してＩＳＤＮに着呼した場合などは、「伝

達能力」情報要素で指定されることも考えられる。

従って「Ｖ．１１０」が「伝達能力」情報要素で指定された場合、「低位レイヤ整合性」情報要素

で指定された時と同様に扱うべきである。
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4.1.6　端末における「着番号」のチェック機能

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 端末における「着番号」のチェック機能

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

着呼時のＳＥＴＵＰメッセージ内の「着番号」は、複数加入者番号（ＭＳＮ）／ダイヤルイン（Ｄ

ＤＩ）のサービスで必要になりますが、このようなサービスを使用しない端末では「着番号」を無視

してよいのでしょうか？

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　Ｉ．３３３ 参照箇所：節 3.5.3.8

ＡＮＳＷＥＲ　内容

複数加入者番号（ＭＳＮ）／ダイヤルイン（ＤＤＩ）のサービスの使用は、端末側でのオプション

なのでこのサービスをサポートしない端末もありえます。

ただし、１つの宅内バスに複数の端末が接続されている場合、どれかの端末がこのサービスをサポー

トしていないと、他の端末宛の着呼を横取りしてしまう可能性があります。

したがって、このサービスをサポートしない端末も、最低限、「着番号」の有無をチェックし、「着

番号」が含まれている場合は、その呼を無視できることが望まれます。
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4.1.7　端末における「着サブアドレス」のチェック機能

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 端末における「着サブアドレス」のチェック機能

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

「着サブアドレス」の使用は、端末側でのオプションですが、「着サブアドレス」を使用しない端

末では「着サブアドレス」を無視してよいのでしょうか？

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　Ｉ．３３３ 参照箇所　節 3.5.4.1

ＡＮＳＷＥＲ　内容

「着サブアドレス」の使用は、端末側でのオプションなので、「着サブアドレス」を使用しないで

発呼するのも自由です。

ただし、１つの宅内バスに複数の端末が接続されている場合、どれかの端末に「着サブアドレス」

を指定して着呼しようとすると、着呼のＳＥＴＵＰメッセージ内の「着サブアドレス」フィールドを

他のすべての端末がチェックする必要があります。

「着サブアドレス」を使用しない端末は、最低限、「着サブアドレス」フィールドの有無を確認し、

「着サブアドレス」が含まれている場合は着呼を無視できることが望まれる。

発端末は、上記のように着呼が無視されることを最少化するするため、本来の目的に用いない、「着

サブアドレス」の送出を行われないことが望まれます。
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4.1.8　Ｖ．１１０／Ｘ．３０の速度整合における独立クロックの使用法

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 Ｖ．１１０／Ｘ．３０の速度整合における独立クロックの使用法

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

「低位レイヤ整合性情報要素」（ＬＬＣ）のうち、Ｖ．１１０／Ｘ．３０の速度整合に対するオク

テット５ｂにある、送信網独立クロック（送信ＮＩＣ）、受信網独立クロック（受信ＮＩＣ）は何を

表しているのですか？

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９８８年１１月３０日

参照文献名　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．１１０ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

Ｖ．１１０／Ｘ．３０端末には、端末独自のクロックによりデータを送ってくるものと、端末外部

のクロック（たとえば網のクロック）によりデータを送ってくるものの２つのタイプ／モードがあり

ます。端末独自のクロックを送信側が使用する場合は、網のクロックに同期しないので、そのままで

は網を正しく通過できません。このために、ターミナルアダプタにおいて、Ｖ．１１０／Ｘ．３０に

従ったオプションの補正手順が必要です。この補正手順をサポートしているかどうかを通信相手の端

末に伝えるためのフィールドがこのビットです。

このような例は、ＩＳＤＮがアナログ網と相互接続されている場合、アナログ網側からの送信デー

タをＩＳＤＮに乗せ変える、いわゆる「モデムプール」において起こりますし、ＩＳＤＮに双方の端

末がつながっている場合でも、端末が網に同期しない時には必要になります。

したがって、この手順をサポートしていないターミナルアダプタは送信ＮＩＣ＝０、受信ＮＩＣ＝

０をコーディングし、この手順をサポートしているターミナルアダプタは、端末とのクロック送受の

方向により、送信ＮＩＣ＝０／１、受信ＮＩＣ＝１をコーディングします。
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4.1.9　Ｇ４ＦＡＸパケット交換モードのコーディング例

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 Ｇ４ＦＡＸパケット交換モードのコーディング例

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

Ｇ４ファクシミリにおけるパケット交換モード（ＰＳモード）でのＬＬＣ、ＨＬＣのコーディング

は、どのようになりますか？

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　ＪＴ－Ｔ９０、ＪＴ－Ｑ９３９ 参照箇所　JT-T90：節 3.2.3.1　接続制御ﾌｪｰｽﾞ

JT-Q939 : 節 6.3.3

ＡＮＳＷＥＲ　内容

Ｇ４ファクシミリにおいてパケット交換は、インプリメントの仕方によっては、ケースＡ、ケース

Ｂが可能です。

ケースＡは、伝達機能情報要素（ＢＣ  ＩＥ）の転送モードを回線交換モード（ＣＳモード）に設

定し、ＡＵと接続後Ｂチャネルにてパケット交換をおこないます。

ケースＡ，Ｂの各々のコーディングは、ＪＴ－Ｔ９３９を参照して下さい。



- 51 - ＪＴ－Ｑ９３１補遺

4.1.10　Ｇ４ＦＡＸのパケット通信ＪＴ－Ｘ３１ケースＡへの接続

TTC 標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 Ｇ４ＦＡＸのパケット通信ＪＴ－Ｘ３１ケースＡへの接続

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

回線交換モードをインプリメントしているＧ４ファクシミリは、パケット通信（ＪＴ－Ｘ３１ケー

スＡ）への接続は、可能ですか？

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　ＪＴ－Ｔ９０

ＡＮＳＷＥＲ　内容

ケースＡは、回線交換ベースでＡＵと接続後、ＡＵを介してＢチャネルでパケット通信を行うケー

ス（下図におけるＦＡＸ－ＡとＦＡＸ－Ｂ間の通信）で、Ｂチャネルのレイヤ２はＪＴ－Ｘ２５ＬＡ

ＰＢが適用されます。

一方、ＩＳＤＮ上の回線交換接続（下におけるＦＡＸ－ＡとＦＡＸ－Ｃ間の通信）のＢチャネルの

レイヤ２はＩＳＯ／ＩＥＣ　７７７６　ＤＴＥ－ＤＴＥ手順が適用されます。

ＪＴ－Ｘ２５ＬＡＰＢとＩＳＯ／ＩＥＣ　７７７６　ＤＴＥ－ＤＴＥ手順の相違点のうち注意すべ

き点は、リンクアドレスが固定 (JT-X25) か、可変 (X.75) であり、リンクアドレスを管理すればケー

スＡに接続可能です。

着呼時おいてＩＳＤＮ上の回線交換接続かケースＡかの識別はＬＬＣのオクテット６、７により可

能です。

FAX-C

FAX-A

PSPDN

DCE

ISDN

（DCE に相当）

AU

FAX-B

FAX-B との通信は、発着に関係なくアドレスＡ (JT-X25)

FAX-C との通信は、発呼の場合はアドレスＡ (X.75)

着呼の場合はアドレスＢ (X.75)

発着に関係なくアドレスＡ

(JT-X25)
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4.1.11　ＯＳＩ端末をパケットサポートＴＡ経由で接続する場合のサブアドレス設定の留意点

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ＯＳＩ端末をﾊﾟｹｯﾄｻﾎﾟｰﾄ TA 経由で接続する場合のｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ設定の留意点

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

ＯＳＩ端末をパケットサポートＴＡを使用しＩＳＤＮパケット・モードにより通信を行う場合、Ｔ

Ａ上でのサブアドレス設定にどのような留意点が必要か。

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９１年　２月　７日

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

パケットサポートＴＡにＮＳＡＰアドレスを設定する場合に、ＴＡのインプリメント方法及び接続

構成について次の留意が必要と考えられる。

　 (1) 　ＯＳＩ端末では複数のＮＳＡＰアドレスを持つことが可能なため、着信側のＴＡではＴＡに接

続するＯＳＩ端末内に存在する複数のＮＳＡＰに対して着信が可能となるようにしておく必要が

ある。このため、この複数のＮＳＡＰアドレスをリストにし、ＴＡで着信が可能となるようにＴ

Ａ内に設定しておく必要がある。

　 (2) 　ＴＡで (1)のリストを持つことが不可能な場合、ＩＳＤＮサブアドレスの全桁をチェックせずに、

ＤＳＰの途中までチェックするようなインプリメントが必要である。

ただしこの場合、複数のＮＳＡＰアドレスの途中までが等しくＤＳＰの途中から異なるように

ＮＳＡＰアドレスに関連を持たせる必要がある。
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4.2　理由表示

4.2.1　類似の内容の理由表示について

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 類似の内容の理由表示について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

＃２　　指定中継網へのルートなし

＃３　　相手へのルートなし

＃６　　チャネル利用不可

＃３４　利用回線／チャネルなし

＃４４　要求回線／チャネル利用不可

の各々の使用法の違いがよくわかりません。

参照文献名  JT-Q931 参照箇所　付録Ｉ

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　JT-Q850, JT-Q931 参照箇所　JT-Q931:付録Ｉ

ＡＮＳＷＥＲ　内容

これらの理由表示は、端末や網から要求したルート／Ｂチャネルが使えないときに、網あるいは端

末で生成され送出されるものです。その使用区分は次のとおりです。

　＃２　指定中継網へのルートなし

発ユーザから中継網を指定（網のオプション）したとき、次のような場合この理由表示が網から発

ユーザへ返されます。

①　指定した中継網が存在しないとき。

②　指定した中継網は存在するが、網がその中継網との接続サービスを提供していないとき。

この場合、ユーザは指定中継網の変更、指定しないなどの措置を行い再度接続を試みれば、接続完

了の可能性はあります。

　＃３　相手へのルートなし

発ユーザから要求した接続に対して網がその接続サービスを行っていないとき、この理由表示が網

から発ユーザへ返されます。例えば次ようなケースがあります。

①　着番号パラメータでの出方路なし。

②　指定伝達能力の出方路なし。

この場合、発ユーザは再発呼しても相手に接続されません。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

　＃６　チャネル利用不可

発着のチャネル交渉において送出されますが、類似の理由表示との使用区分は次のとおりです。

【発ユーザ】 【網】 【着ユーザ】

チャネルに

関する指定

＃34,44 
＊

＃34,44 
＊

チャネルに

関する応答

＃６

＊の使用区分は

各項参照

＃６が送出されるのは次のような場合です。

①　網からのチャネル指定（変更不可／変更可）に対して着ユーザが、それぞれ“指定とは異なる

チャネル／網が受付けられないチャネル”を応答してきたとき。

②　網からの“任意チャネル”指定に対して、着ユーザが“網が受け付けられないチャネル”を応

答してきたとき。

＃６は発ユーザに通知されません。この場合、発ユーザには＃１８／＃３１等の理由が通知されま

す。発ユーザが再発呼を試みても接続できない場合は、相手にその状況を調査していただく必要があ

ります。また、＃６を受信した着ユーザはその頻度によっては、チャネルの変更、指定等の方法につ

いて調査することが望ましいと考えられます。

　＃３４　利用可回線／チャネルなし

発着のチャネル交渉において、次のような場合この理由表示が送出されます。

①　発ユーザ／網から“チャネル変更可／任意チャネル”と指定したが、利用できるチャネルがな

いとき。

②　全チャネル使用中に、発ユーザが網に「呼設定」を送出したとき。

③　網からの“チャネルなし”通知に対し、着ユーザでチャネルを空けられないとき。

④　網とユーザの両方から同時に同じチャネルを指定した場合、網からの指定が優先され、ユーザ

へこの理由表示を送出。

この他に、交換機間の全回線が使用中の場合も同様に本理由表示が送出されます。

この場合、ユーザから再発呼することにより、接続完了する可能性があります。接続できない場合

は状況を調査し、問題を解決した上で再発呼する必要があります。

　＃４４　要求回線／チャネル利用不可

発着のチャネル交渉において、次の場合この理由表示が送出されます。

①　発ユーザ／網から、“チャネル変更不可”と指定したが、そのチャネルが使用できないとき。

この場合、ユーザは＃３４と同様の対応をとる必要があります。



- 55 - ＪＴ－Ｑ９３１補遺

4.2.2　ＤＩＳＣメッセージ内の理由表示について

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ＤＩＳＣメッセージ内の理由表示について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　着側インタフェースにおいて、着ユーザがＳＥＴＵＰメッセージに対し、ＣＯＮＮメッセージ以外

のメッセージで応答した後、着ユーザあるいは網により切断復旧が起動される場合に、発側ユーザに

送られるＤＩＳＣメッセージ内の理由表示について知りたい。

参照文献名  ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　JT-Q931, JT-Q850 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

大きくわけて２種類の場合がある。

１．着ユーザ起動

２．網　　　起動

１．の場合は、着ユーザが設定した理由表示値に依存する。

２．の場合、タイマ満了時に起こる。発ユーザに送られる理由表示値は、

　＃１８（ＡＬＥＲＴ受信しない時）あるいは＃１９（網が既にＡＬＥＲＴ受信した時）である。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

〔１〕ｐ－ｐ接続の時の場合を以下に示す。

　 (1) 　ケースＡ（CALL PROCを着ユーザが送信の場合）

1) 　着ユーザからの切断起動

網 ユーザ

SETUP

CALL　PROC ＤＩＳＣの理由表示

DISC

・ユーザに依存　＃17（着ユーザビジー）

＃21（通信拒否）or他の適切な切断理由が

 REL 適用される。

REL　COMP

2)　網からの切断起動（タイマ満了時）

網 ユーザ

SETUP

CALL　PROC ＤＩＳＣの理由表示

DISC

・発信ユーザ：＃18（相手ユーザ応答なし）

・着信ユーザ：＃102（タイマ満了による

REL 復旧）

REL　COMP

　 (2) 　ケースＢ（着ユーザが ALERT送信の場合）

1) 　着ユーザからの切断起動

網 ユーザ

SETUP

ALERT ＤＩＳＣの理由表示

・ユーザに依存

DISC ＃21（通信拒否）or他の適切な切断理由が

REL 適用される。

REL　COMP （尚、＃17（着ユーザビジー）は適用不可）

REL

RLC

T.310

REL

RLC

REL

RLC
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

2) 　網からの切断起動（タイマ満了時）

網 ユーザ

SETUP

ALERT ＤＩＳＣの理由表示

DISC

・発信ユーザ：＃19（着ユーザ呼出中応答

なし）

REL ・着ユーザ：＃102（タイマ満了による復旧）

REL　COMP

〔２〕ｐ－ｍｐ接続では、次の３点に注意する必要がある。

①　たとえ、タイマ満了時でも、１あるいはそれ以上のユーザからＤＩＳＣメッセージが送られて

いる場合、発ユーザに送られる理由表示は＃１８、あるいは＃１９ではなく、着ユーザからの理

由表示に依存すること。

②　また、複数のＤＩＳＣより異なった理由表示値が示された場合、優先順位の高い理由表示値が、

発ユーザに送られる。

高 低

（優先順位　＃１７→＃２１→その他（注））

ただし、着ユーザがすでにＡＬＥＲＴを送信している場合、＃１７は適用できない。

（注）＃８８（端末属性不一致）と他の理由表示が同時に着ユーザから送出された場合は

＃８８は網により無視される。

③　網から着ユーザへの切断復旧は、網からのＲＥＬメッセージにより起動される。

T.301

REL

RLC
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4.2.3　理由種別の代用について（理由表示）

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 理由種別の代用について（理由表示）

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

“＃２８無効番号フォーマット（不完全番号）”を“＃１００情報要素の内容が無効”で代用して

もよいでしょうか。

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　JT-Q931, JT-Q850 参照箇所　JT-Q931：本文、付録Ⅰ

ＡＮＳＷＥＲ　内容

以下の理由から代用すべきではありません。

“＃１００情報の要素内容が無効”は、情報要素の内容エラー、フォーマットエラー等があった時

に用います。詳細の誤りについては、この情報要素に含まれる診断情報をチェックする必要がありま

す。

“＃２８無効番号フォーマット（不完全番号）”は、番号情報についてのエラーについて特別に“＃

１００”から切出したもので、“＃２８”を確認したことで直ちに番号に関する誤りがあったとわか

るために規定されたものです。

ユーザには、“＃２８無効番号フォーマット（不完全番号）”が表示された場合、設定した番号を

チェックし、正しい番号に変更して通信を開始することが望まれます。
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4.2.4　理由表示＃３１“その他の正常クラス”について

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 理由表示＃３１“その他の正常クラス”について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

理由表示値＃３１“その他の正常クラス”は、どのような場合が該当するのですか。

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所　付録Ｉ

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　JT-Q931, JT-Q850 参照箇所　JT-Q931：節 5.8.4

ＡＮＳＷＥＲ　内容

ＪＴ－Ｑ８５０で明確に定義されている正常クラスの理由表示を除くすべての正常・準正常理由に

用いられます。例えば、期待されないかつ理由表示を持たない「解放」(REL)メッセージを網が受信し

た場合に、網はリモートユーザに対して＃３１の理由表示を含む切断復旧メッセージを送出します。

本理由表示を受信した場合、ユーザは正常に切断されたものとみなし、＃１６“正常切断”を受信

したときと同じ処理を行ないます。
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4.2.5　理由表示＃７０“制限ディジタル情報伝達能力のみ可能”について

TTC 標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 理由表示＃７０“制限ディジタル情報伝達能力のみ可能”について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

理由表示値＃７０“制限ディジタル情報伝達能力のみ可能”は、どのような場合が該当するのです

か。

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所  付録Ｉ

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　ＪＴ－Ｑ８５０ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

伝達能力に非制限ディジタル情報を指定した端末に対して、網が制限ディジタル情報の伝達能力の

みを提供していることを通知するために用いられます。

この理由表示は網のオプションであり、少なくとも日本国内の相互接続では発生しえない理由表示

と考えられます。
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4.2.6　理由表示＃１２７“その他のインタワーキングクラス”について

TTC 標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 理由表示＃１２７“その他のインタワーキングクラス”について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

理由表示値＃１２７“その他のインタワーキングクラス”は、どのような場合が該当するのですか。

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所　付録Ｉ

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名：ＪＴ－Ｑ８５０ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

既存網等とインタワークされているため、送信すべき適当な理由表示の設定ができないときに用い

られます。例えば、ＩＳＤＮに接続された端末とＰＳＴＮまたはＰＳＰＤＮに接続された端末間の通

信において、ＩＳＤＮに接続された端末に対してこの理由表示が用いられることがあります。

本理由表示を受信した場合、ユーザは正常に切断されたものとみなし、＃１６“正常切断”を受信

したときと同じ処理を行います。
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4.2.7　理由表示＃１７“着ユーザビジー”と＃２１“通信拒否”について

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 理由表示＃１７“着ユーザビジー”と＃２１“通信拒否”について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

着呼を拒否する際、理由表示値＃１７“着ユーザビジー”と＃２１“通信拒否”のどちらを選択し

てよいか分からないのですが。

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所　付録Ｉ

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名：ＪＴ－Ｑ９３１

ＪＴ－Ｑ８５０

参照箇所　ＪＴ－Ｑ９３１：節 5.2.5.1

ＡＮＳＷＥＲ　内容

着信時において、着呼の通信整合性はとれているが、

1)　例えば、電話ですでにもう１つの呼が設定済（話中）であり、着呼を処理することができない場

合等、ユーザがビジー状態にあるときには＃１７、

2)　ビジーではないが、端末における何らかの理由により着呼を拒否したいときには＃２１

が用いられます。この場合、ユーザは『呼設定』(SETUP) メッセージ受信に対して、着呼を拒否

するために、これらの理由表示を含む『解放完了』(REL COMP)メッセージを送信します。

しかしながら、このような理由表示はかなり端末のインプリメントに依存するところがあるため、

正確に区別する基準は特にありません。
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4.2.8　理由表示番号“４３”の意味に関して

TTC 標準 JT-Q931 に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 理由表示番号“４３”の意味に関して

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　理由表示番号“４３”で定義が「アクセス情報廃棄」となっていますが、意味・内容が明確ではあ

りません。具体例を示した説明をお願いします。

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１

ＪＴ－Ｑ８５０

参照箇所　ＪＴ－Ｑ９３１：節 5.8.7.2

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　　理由表示＃４３「アクセス情報廃棄」は、ユーザが網に対し要求したアクセス情報要素（ユーザ・

ユーザ情報、低位レイヤ整合性、高位レイヤ整合性、サブアドレス等）を網が相手ユーザに届けなかっ

たことを表示するのに用いられます。さらに、廃棄されたアクセス情報要素の種類はこの理由の診断

情報に含まれることがあります。

　　例えば、これらのアクセス情報要素が、その最大長を超える長さを持つ場合に、そのアクセス情報

要素が廃棄され、その場合この理由表示が用いられます。
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4.2.9　理由表示・内容が同一のものに関する使い分け

TTC 標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 理由表示・内容が同一のものに関する使い分け

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　理由表示番号“９７”「メッセージ種別未定義」と“９８”「呼状態とメッセージ不一致またはメッ

セージ種別未定義」及び“１０１”「呼状態とメッセージ不一致」の使い分けに関してコメントくだ

さい。

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９８９年１１月　７日

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所　節 5.8.4

付属資料 SDL A-2( ), SDL A-3( )

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　　ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.8.4 の如く、「空」状態以外の状態で、「解放」、「解放完了」を除く期待さ

れないメッセージ受信は＃１０１、認識されないメッセージ受信は＃９７、これらを区別できない場

合は＃９８を使用します。

　　端末が「メッセージ種別未定義」情報を含む理由表示を受信した場合は、通信の可能性を見直す必

要があります。また、「呼状態とメッセージ不一致」情報を含む理由表示を受信した場合は、端末の

動作の正常性を見直す必要があります。
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4.2.10　理由表示＃３８「網故障」、＃４１「一時的失敗」

TTC 標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 理由表示＃３８「網故障」、＃４１「一時的失敗」

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　これらふたつの違いは、根本的にはどのようなことなのでしょうか。

　また、端末の機能としては、これらのコードの理由表示情報要素を含むメッセージを受信した場合

に、コードにより異なる処理を行うべきであると考えられるのでしょうか。

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名：ＪＴ－Ｑ８５０ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　理由表示＃３８“網故障”発ユーザに対して網が機能的に正常でないことを表示し、その状態が比較

的長時間続きそうであることを表しています。

この場合は、再発呼しても受付けられそうもないことを示しています。

　理由表示＃４１“一時的失敗”発ユーザに対して網が機能的に正常でないことを表示し、その状態が

長時間は継続しそうもないことを表しています。

この場合、ユーザは再発呼することにより接続できる可能性があります。
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4.2.11　理由表示＃１９「着ユーザ応答無し」

TTC 標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 理由表示＃１９「着ユーザ応答無し」

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　網が着信ユーザから「呼出」メッセージを受信した後に「応答」メッセージを着信ユーザから受信

しない場合に、網により切断復旧が起動され、発信ユーザに対して理由表示＃１９を含む「切断」メッ

セージが送信されるということなのでしょうか。

（ＩＮＳネットにはタイマＴ３０１がインプリメントされているということなのでしょうか）

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　JT-Q850, JT-Q931 参照箇所　JT-Q931：節 5.2.5,　節 9.1

ＡＮＳＷＥＲ　内容

この理由表示＃１９“着ユーザ呼出中応答無し”は、着信ユーザから呼出の通知はあったがその後

規定された時間内に応答通知がこない場合に使用されます。

すなわち、網は「呼出」メッセージ受信後Ｔ３０１（又は、網内の呼出監視機能に従ったタイマ）

の満了以前に、「応答」または「切断」メッセージを受信しなかった場合、網は発信ユーザに対して、

この理由表示を含めて切断復旧手順を開始する。

この理由表示の主な生成源は、着信側ローカル網です。

Ｔ３０１は網オプションであり、網が内部的な呼出監視機能を有している場合は、この機能によっ

て検出されます。

他に、呼設定に関連し、タイマ満了による理由表示には＃１８“着ユーザレスポンスなし”があり

ます。これは、呼設定メッセージに対して規定された時間内（Ｔ３０３、Ｔ３１０）に相手ユーザか

ら「呼出中」または「応答」メッセージを受信しない場合に使用されます。

　［参考］

ＩＮＳネットでは、このタイマＴ３０１はインプリメント済であり、そのタイマ値は３分です。

また、総合ディジタル通信端末等の接続の技術的条件（ＪＡＴＥ）で、自動発信機能を有する端

末は「呼設定」メッセージ送出から「応答」メッセージ受信までの時間監視を義務づけられていま

す。
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4.2.12　オペレータによる着呼拒否の理由表示

TTC 標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 オペレータによる着呼拒否の理由表示

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　例えば、オペレータが他のオペレーションのためビジー状態で応答できない場合で着呼を拒否した

いとき、どんな理由表示によって着呼を拒否したらよいですか。

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９８９年１１月　７日

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

着呼を“拒否”する場合に使用する理由表示は＃１７着ユーザビジーと＃２１通信拒否とがある。

しかし、本質問のように、オペレータが他のオペレーションのためビジー状態で応答できない場合

は通信整合性はとれているのに、一時的な拒否（待ち合せの意思表示）をするという意味で＃１７着

ユーザビジーを使用するのが適切である。
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4.2.13　自動リダイヤルが有効な理由表示

TTC 標準 JT-Q931 に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 自動リダイヤルが有効な理由表示

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

自動リダイヤル機能を持つ端末において発呼が拒否されたとき、相手との通信が復旧する見込みが

あると判断して自動リダイヤルを行って有効なのは、理由表示がどの様な場合ですか。

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　ＪＴ－Ｑ８５０ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　　自動リダイヤルを行わなければならない理由表示は有りません。但し、自動リダイヤルを行うこと

が有効と考えられるものには、例えば以下に示すような理由表示があります。

　＃１７「着ユーザビジー」

　　この理由表示は、着信ユーザがもう１つの別の呼を受け付けられないことを表示するために用いら

れます。この場合、一定時間後に自動リダイヤルを行うことにより、接続できる可能性が有ります。

　＃４１「一時的失敗」

　　この理由表示は、網が機能的に正常で無いことを示し、その状態が長時間は継続しそうもないこと

を表示します。この場合、自動リダイヤルを行うことにより、接続できる可能性が有ります。

　＃３４「利用可回線／チャネルなし」

　　この理由表示は、呼を取り扱うための現在利用可能な回線／チャネルがないことを表示しています。

従って、一定時間後に自動リダイヤルを行うことにより、接続できる可能性が有ります。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

　＃４４「要求回線／チャネル利用不可」

　　この理由表示は、要求エンティティにより通知された回線又はチャネルが相手側のインタフェース

で提供できない場合に返されます。従って、回線又はチャネルが変更可能な端末では、回線又はチャ

ネルを変更して自動リダイヤルを行うことにより、接続できる可能性が有ります。

　［参考］

ＩＮＳネットでは、「総合ディジタル通信端末等の接続の技術的条件」に以下に示す規定がある

ため、自動リダイヤルを行う端末において注意する必要が有ります。

第４条　総合ディジタル通信端末等は、発信に関する次の機能を備えなければならない。

　　（２） 自動再発信（応答のない相手に対し引き続いて繰り返し自動的に行う発信をいう。）を行

う場合にあっては、その回数は２回以内であること。ただし、最初の発信から３分を越え

た場合、又は火災、盗難その他の非常の場合にあっては、この限りではない。

又、自動リダイヤルを行うことが望ましくない理由表示の一例として次のようなものが有ります。

　＃４２「交換機輻輳」

この理由表示は、この理由表示を発生した交換装置が高トラヒックで輻輳していることを表示する

のに用いられるので、この理由表示を受けた端末は、自動リダイヤルを行うことは望ましく有りませ

ん。
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4.2.14　ＰＢＸにおける理由表示生成源

TTC 標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ＰＢＸにおける理由表示生成源

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

ＰＢＸから公衆網に理由表示を送る場合、生成源は常にローカルユーザ収容私設網でよいでしょう

か。

相手に通知されるときは、リモートユーザ収容私設網に変換されるのでしょうか。

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　６月２１日

参照文献名　JT-A850, JT-Q931-a 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

標準ＪＴ－Ｑ８５０では、ＰＢＸから公衆網へ理由表示を送る場合について、以下の様に記述して

いる。（３章参照）

　　－“ローカルユーザ収納私設網”の生成源は公衆網を通して送出されない。“ローカルユーザ収納

私設網”から“リモートユーザ収納私設網”への変換は、必要ならば、生成源を最初に生成した

私設網で行う。

　　ただし、ＪＴ－Ｑ９３１補遺第４版においては、「ＰＳＸから公衆網へ理由表示を送る場合、生成

源は常にローカルユーザ収容私設網に設定するのが望ましい。」として、“ローカルユーザ収納私設

網”の使用を推奨してきた経緯があり、ＮＴＴ，ＫＤＤのＩＳＤＮ網においては、“ローカルユーザ

収納私設網”の生成源で送出しても、公衆網において“リモートユーザ収納私設網”に変換され相手

に通知されます。即ち、私設網側での変換が必要ないケースと解釈されます。しかし、公衆網によっ

ては私設網側での対応の必要な場合もありうるため、今後のインプリメントには注意が必要です。
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4.3　その他

4.3.1　低位レイヤの使用法

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 低位レイヤの使用法

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

「伝達機能」（ＢＣ）と「低位レイヤ」（ＬＬＣ）とが同一になる端末は、ＬＬＣを省略すべきか。

ＬＬＣが省略されると、将来の相互接続に支障があるか。

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１，Ｉ．３３３ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

「伝達機能」（ＢＣ）と「低位レイヤ」（ＬＬＣ）とでは使用目的が異なっているので、省略しな

いほうが望ましい。「伝達機能」（ＢＣ）は端末と網との間で定義されるものであり、端末が網に対

して要求する事項を表し、「低位レイヤ」（ＬＬＣ）は端末と端末と間で定義されるものであり、端

末が相手端末に対して直接要求する事項を表す。着信時には、着側の網と着側の端末との間で別のＢ

Ｃが設定される場合もありうるので、発側でＢＣとＬＬＣとが一致していても着側でも一致している

との保証はない。

ただし、着側で「伝達機能」（ＢＣ）と「低位レイヤ」（ＬＬＣ）との内容が矛盾している場合は、

「伝達機能」（ＢＣ）の内容を優先させることになっている。

しかし、５６kbit/s ディジタル網とインタワーキングする場合などは、オクテット５、５ａのＢＣ，

ＬＬＣはともに有効であることがあり注意を要する。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容　（続き）

例１ BC LLC

５ V.110/X.30 V.110/X.30

５ａ 56kbit/s 48kbit/s

例２ BC LLC

５ V.110/X.30 V.120

５ａ 56kbit/s －

いずれにしろ、「伝達機能」（ＢＣ）を使用した場合と「低位レイヤ」（ＬＬＣ）を使用した場合

とで、網と相手端末との機能分担が異なってしまうことがあるので、単純に、「一方にあるので、他

方には不必要」と考えるのは安易すぎる。この差異を承知の上ならば、標準の付録Ｉにあるように、

「伝達機能」（ＢＣ）と「低位レイヤ」（ＬＬＣ）の内容の重複は少ない方が望ましい。詳細はＪＴ

－Ｑ９３９を参照して下さい。
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4.3.2　低位レイヤの使用法

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 低位レイヤの使用法

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

「低位レイヤ」（ＬＬＣ）内のレイヤ２、レイヤ３プロトコル識別にあてはまらない特有プロトコ

ルを有する端末でのＬＬＣの扱いはどうするのか。

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９８８年１１月３０日

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

可能なかぎり標準のプロトコルにより通信を行う事が望ましいが、新しいサービスを行うときなど、

既存のプロトコル識別にあてはまらない事があろう。このような場合、これが一般的な性格のものな

らば、このプロトコルを標準に追加することを提案して、ＴＴＣ標準／ＩＴＵ－Ｔ勧告として認めて

もらいコード割り当ててもらう事が考えられる。また、特殊な性格のものならば、ユーザ・ユーザ情

報要素によりこの特有プロトコルを端末相互間で認識できるようにする方法が考えられる。



ＪＴ－Ｑ９３１補遺 - 74 -

4.3.3　低位レイヤ、高位レイヤの識別

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 低位レイヤ、高位レイヤの識別

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

「伝達能力」のオクテット５でレイヤ１としてμ-law 音声が指定されている場合、「低位レイヤ」、

「高位レイヤ」情報要素を端末が識別することは不要か。

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９８８年１１月３０日

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１，Ｉ．３３３ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

「伝達能力」のオクテット５でレイヤ１としてμ-law 音声が指定されている場合、暗黙の内に、電

話端末であると仮定していると、「低位レイヤ」、「高位レイヤ」情報要素をチェックしないでもよ

いのではとの疑問がでてくる。電話端末以外でも音声を使うことがあることを考えると、「低位レイ

ヤ」、「高位レイヤ」情報要素をも厳格にチェックすることが望ましい。

ただし、加入者の実際の使用状況によっては、ともかく、電話機で着信させることが便利な場合も

ありうる。こうした種々の場合については、勧告Ｉ．３３３に説明されているので参照されたい。
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4.3.4　ＳＥＴＵＰメッセージ受信時の着信端末の送出メッセージについて

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　 ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ＳＥＴＵＰメッセージ受信時の着信端末の送出メッセージについて

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

ＩＳＤＮに接続する端末は、呼の着信時、常に「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージ、及び「呼

出」(ALERT) メッセージを送出しなければなりませんか？

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所　節 5.2

ＡＮＳＷＥＲ　内容

着側の端末は、「呼設定」(SETUP) メッセージに示された整合性情報等により呼を受け付けること

が可能であるならば、（付属資料のＢ参照）、原則として以下のような手順をとります。

手動応答時 自動応答時

網

手動応答

端末 網

自動応答

端末

SETUP

ALERT

CONNECT

SETUP

CONNECT

ただし、「呼設定」メッセージに対し、タイマＴ３０３の満了（４秒）より前に、その着呼に対す

る適切な判断ができず、このため「呼出」メッセージ、「応答」(CONNECT) メッセージ、または「解

放完了」(REL COM) メッセージのいずれかを返せない端末は、「呼設定受付」(CALL PROC) メッセー

ジを送出する必要があります。「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを受信した場合、網はタイマ

Ｔ３１０（１０秒) により、「呼出」または「応答」メッセージの受信を監視します。

また、ＰＢＸ等で、専用線制御のためのユーザ・ユーザ間プロトコルとユーザ・網間プロトコルを

共用したいためユーザ・網インタフェースにも対称手順を採用するユーザについては、「呼設定受付」

(CALL PROC) メッセージを送出する必要があります。
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4.3.5　ＢＣ／ＬＬＣにおけるｵｸﾃｯﾄ 5 のﾊﾟｹｯﾄﾌﾗｸﾞｽﾀｯﾌｨﾝｸﾞの規定について

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ＢＣ／ＬＬＣにおけるｵｸﾃｯﾄ 5 のﾊﾟｹｯﾄﾌﾗｸﾞｽﾀｯﾌｨﾝｸﾞの規定について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

パケットモードにおいて、ＢＣ（伝達能力情報要素）オクテット５（ユーザ情報レイヤ１プロトコ

ル）のパケットフラグスタッフィングは、省略可能ですか？

また、ＬＬＣのオクテット５についてはどうですか？（ＪＴ－Ｑ９３１では、ＢＣ／ＬＬＣともに、

「伝達モードがパケットモードであれば、オクテット５は、省略されることがある」としています。）

参照文献名 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名 ＪＴ－Ｑ９３１，ＪＴ－Ｘ３１

ＪＴ－Ｑ９３３

参照箇所　JT-Q931:節 4.5, JT-X31: 3 章,7 章

JT-Q939:節 7.1.3

ＡＮＳＷＥＲ　内容

１．ＢＣについて、

　 (1) 　ケースＡ（ＰＳＰＤＮアクセス）では、ＩＳＤＮの提供するＢＣは非制限６４kbit/s ディジタル

情報となります。標準ＪＴ－Ｑ９３９に記されるように、ケースＡのＡＵに指示すべき低位レイ

ヤ情報はＬＬＣにコーディングすべきであり、ＢＣには、オクテット５以下の低位レイヤ情報を

設定しません。

　 (2) 　ケースＢのＢチャネルパケットにおいては、常にフラグスタッフィングを使用することが、Ｊ

Ｔ－Ｘ３１で規定されています。このためオクテット５は省略することになります。これに対し、

オクテット６、７は設定する必要があります。

２．ＬＬＣについて

　 (1) 　ケースＡ（ＰＳＰＤＮアクセス）の場合、ＩＳＤＮ区間においては、下記のように低位レイヤ

情報をＬＬＣに設定します。

ＪＴ－Ｘ３１によれば、ケースＡ（ＰＳＰＤＮアクセス）では「網（ＰＳＰＤＮ）によっては、

フラグスタッフィングの代わりに、Ｘ．３０／Ｉ．４６１または、Ｖ．１１０／Ｉ．４６３に示

されているビットレート整合の方法を提供してもよい」と規定しています。網がビットレート整

合（例：９．６kbit/s→６４kbit/s）を利用可能とし、かつユーザがこのビットレート整合を使用し

てこの網にアクセスする場合、この整合情報をＬＬＣのオクテット５及び、５ａに設定する必要

があります。一方フラグスタッフィングの場合は、結果として６４kbit/s のチャネルをそのまま
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ＡＮＳＷＥＲ　内容　（続き）

使用することになるため、レイヤ１プロトコルを指定する必要がありません。このためＬＬＣの

オクテット５は省略しても良い。これに対し、オクテット６、７は設定する必要があります。（Ｊ

Ｔ－Ｑ９３９　Ｑ＆Ａを参照）

　 (2) 　ケースＢの場合、低位レイヤ情報はＢＣで規定され、ＬＬＣで表現する必要がないため、ＪＴ

－Ｑ９３１　3.2.9 に規定されているように呼設定メッセージに設定できません。

参考

　　ＩＮＳネットのパケットモード（ケースＢ）におけるＢＣの設定は、発呼時、着呼時ともにオクテッ

ト５を省略としています。もしオクテット５を設定した場合、網は理由表示＃６５：未提供伝達能力

を含む「解放完了」メッセージを返送します。また、パケットモードを指定した「呼設定」メッセー

ジにＬＬＣを設定した場合、網はＬＬＣを無視して呼処理を続行しますが、同時に理由表示＃４３：

アクセス情報破棄を含む「状態表示」メッセージを返送します。
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4.3.6　低位レイヤ整合性交渉について

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 低位レイヤ整合性交渉について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　低位レイヤ属性をユーザ間で交渉する方法（低位レイヤ整合性交渉）について知りたい。

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所　節 4.5.19

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　７月１６日

参照文献名 ＪＴ－Ｑ９３１

ＪＴ－Ｖ１１０

ＪＴ－Ｘ３０

ＪＴ－Ｖ１２０

参照箇所　JT-Q931:節 4.5.19、付属資料Ｊ

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　　通常、低位レイヤ整合性交渉は、低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）によりアウトバンド（Ｄチャ

ネル）で行なわれます。この交渉手順は、実際にＢチャネルで通信を行う前に、Ｄチャネル上のＬＬ

Ｃによって低位レイヤ属性の交渉を行なうものですが、網のオプションであるため、網によってはサ

ポートされないことがあります。

　低位レイヤプロコトル属性のアウトバンド交渉

　　ユーザの低位レイヤプロトコロル属性すなわちＬＬＣのオクテット５以降の情報をアウトバンド（Ｄ

チャネル）によってユーザ間で交渉する手順であり、ＬＬＣのオクテット３ａの「交渉指示」のビッ

トにその可否が指示されます（ＪＴ－Ｑ９３１節 4.5.19 および付属資料Ｊ．３参照) 。

　　発信ユーザによって指定された『呼設定』(SETUP) メッセージの中のＬＬＣに含まれる低位レイヤ

プロコトル属性（オクテット５以降）は、オクテット３ａの「交渉指示」が“アウトバンド交渉可能”

と設定されているならば、着信ユーザが送信する『応答』(CONN)メッセージにＬＬＣを含めることに

より、必要に応じて変更することができます。ＬＬＣを含んだ『応答』(CONN)メッセージを受信した

とき、発信ユーザはＬＬＣを解析し、通信可能性の確認を行なう必要があります。発信ユーザにおい

て通信可能性が確認された場合には、発信ユーザは通常の発呼動作を継続しますが、通信可能性が確

認されない場合には、発信ユーザは適切な切断復旧手順（『切断』(DISC)メッセージの送信）を起動

します。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

　　低位レイヤ整合性交渉が行なわれる場合におけるＤチャネル上のシーケンス図を下記に示します。

発信ユーザ 網 着信ユーザ

　通信可能性の確認

　発呼動作の継続
　　あるいは
切断復旧手順の起動

　ＳＥＴＵＰ
［ LLC1, LLC2 ］

　ＣＯＮＮ
［ＬＬＣ２］

　ＳＥＴＵＰ
［ LLC1, LLC2 ］

　ＣＯＮＮ
［ＬＬＣ２］

通信可能性の確認

着信可能でかつ
ＬＬＣの交渉が
必要な場合

　　しかしながら、ユーザはサービスあるいはアプリケーション要求に従い、オプションでサポートし

ているインバンド交渉あるいは他のアウトバンド交渉を用いて低位レイヤ属性の交渉を行なってもか

まいません。この場合、Ｂチャネルで通信を行なう前に、Ｄチャネル上のＬＬＣで低位レイヤ属性の

交渉の方法のみを決めることが可能であり、実際の交渉はＬＬＣにより指示されたインバンドあるい

はアウトバンドで行なわれます。

　例：ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０における速度交渉

ユーザ速度は、通常前述のようにＬＬＣのオクテット５ａをアウトバンド（Ｄチャネル）で交渉

する方法を用いて行いますが、インバンド（Ｂチャネル）のパラメータ交換を用いてユーザ（Ｔ

Ａ）間で交渉することも可能です。この場合、ＬＬＣのオクテット５ａの「インバンド交渉」の

ビットにその可否が指示されます（ＪＴ－Ｖ１１０　付録Ｉインバンドパラメータ交換参照）。

　　　ＪＴ－Ｖ１２０における論理リンク識別子交渉

　　　アウトバンド（Ｄチャネル）の『ユーザ情報』(USER INFO) メッセージあるいはインバンド（Ｂ

チャネル）の論理リンク０を用いて、デフォルト（ＬＬＩ＝２５６）以外の論理リンク識別子（Ｌ

ＬＩ）をユーザ（ＴＡ）間で交渉するオプション手順であり、ＬＬＣのオクテット５ｂの「ＬＬ

Ｉ交渉」のビットにその可否が、「インバンド／アウトバンド交渉」のビットにその方法が指示

されます（ＪＴ－Ｖ１２０参照）。

　　これらの交渉手順は、交渉の対象となるもの・方法・低位レイヤ整合性情報要素に指示されるビッ

トや内容等がそれぞれ異なる別の手順であるため、注意が必要です。

　　ＪＴ－Ｑ９３１付属資料Ｊ．４は、前述の網によって提供されるアウトバンドの低位レイヤ整合性

交渉の他に、これらの交渉手順を含めて、ユーザが低位レイヤ属性を交渉する方法を選択することが

可能であることを示しています。
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4.3.7　６４kbit/s の相互接続性について

TTC　標準 JT-Q931　に関する QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ６４kbit/s の相互接続性について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版において、低位レイヤ整合性情報要素のオクテット５ａ（ユーザ

速度）に６４kbps（１００００）のコード値が追加された。しかし、既に国内においてはＪＴ－Ｘ．

３０の端末で６４kbps での通信が実用化されており、既存端末とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版に

従う端末間の相互接続で問題が生じる可能性がある。この問題をさけるために何らかのガイドライン

を提示してもらいたい。

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所　節 4.5.19

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年　６月２１日

参照文献名：標準ＪＴ－Ｑ９３１

標準ＪＴ－Ｑ９３９

参照箇所　ＪＴ－Ｑ９３９：節 7.1.1

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　　ＪＴ－Ｖ１１０／Ｘ３０に従う速度整合を用いる場合は、低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）の

オクテット５にＴＴＣ標準速度整合（ＪＴ－Ｖ１１０／Ｘ３０）を設定し、オクテット５ａのユーザ

速度にＲ点の速度を設定する。ただし、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１においてオクテット５ａに定義さ

れていないユーザ速度を使用する場合（５版における６４kbps 等）のＬＬＣコーディングは明確でな

く、アプリケーション毎に発着端末間でローカルに定義しているのが現状と考えられる。例えば、こ

のケースでは以下のようなコーディングが考えられる。

８　　７　　６　　５　　４　　３　　２　　１

１ ０　　１　　１　　１　　１　　１　　０　　０

情報要素識別子

２ ０　　０　　０　　０　　０　　１　　０　　０

ＬＬＣ内容長

３ １　　０　　０　　０　　１　　０　　０　　０

　　　TTC/CCITT　　　　非制限ディジタル情報

４ １　　０　　０　　１　　０　　０　　０　　０

　　　回線モード　　　　　　　64kbps

表１　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版でのＬＬＣコーディング

　（注）このコーディング例では、オクテット５以下を省略することにより、暗黙的にユーザ速度６４kbps

を表現している。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

　　一方、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版では以下のコーディングが推奨される。

８ ７ ６ ５　　４　　３　　２　　１

１ ０ １ １ １　　１　　１　　０　　０

情報要素識別子

２ ０ ０ ０ ０　　０　　１　　０　　０

ＬＬＣ内容長

３ １ ０ ０ ０　　１　　０　　０　　０

TTC/CCITT 非制限ディジタル情報

４ １ ０ ０ １　　０　　０　　０　　０

回線モード 情報転送速度：64kbit/s

５ ０ ０ １ ０　　０　　０　　０　　１

レイヤ１ ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０

５ａ １ Ｘ

同期

Ｘ

交渉

１　　０　　０　　０　　０

ユーザ速度：64kbps

表２　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１第８版でのＬＬＣコーディング

　　これら２種類のコーディングが混在した場合、着信時のＬＬＣチェックにて整合性が無いと判断さ

れ、相互接続が出来ないケースが発生しうる。

　　この問題についての対処案としては以下のような案が考えられる。

　（発呼時の対処案）

　　　方法１　呼設定失敗時、ＬＬＣのコーディングを変更し再度発呼する。

　　　方法２　ＬＬＣ交渉手順（ＪＴ－Ｑ９３１付属資料Ｊ参照）を用いる（網がサポートしている場

合）。

　（着呼時の対処案）

　　　方法３　両方のコーディングを許容易する（どちらを受信してもＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０

のユーザ速度６４kbps と見なす）。

　　ＪＴ－Ｑ９３１第５版に準処した端末（既存端末）のインプリメントが以下の条件を満たしている

場合は、第６版に準処した端末（新規端末）にて方法１＋方法３、または方法２＋方法３の対処案を

採用することにより対処可能です。

　　　条件１　既存端末が本ケースで使用するＬＬＣコーディング表１のコーディングのみである。ま

た他のケースで表１のコーディングを使用しない。

　　　条件２　既存端末が表２のコーディングを受信した場合、整合性が無いと判断できる。

　（注）既存の全ての端末が条件１、２を満たしているとは限りません。端末の使用条件はユーザ毎に

異なるためケースバイケースで対処案を検討する必要があります。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

　　また、現在のＩＴＵ－ＴＳの審議では、Ｖシリーズ勧告に対応しオクテット５ａにコード値を追加

定義する可能性があり、現在の標準で定義されていないユーザ速度（例えば２８．８kbps, ３８．４kbps,

５７．６kbps）を使用している端末は、今後の標準化の動向に注意する必要があります。
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4.3.8　ユーザタイマ　Ｔ３１０の規定について

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１に関する　QUESTION　&　ANSWER 登録番号

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ユーザタイマ　Ｔ３１０の規定について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　　ＪＴ－Ｑ９３１で規定しているユーザタイマＴ３１０は３０～１２０秒とされてますが、具体的に

はどのようにして値を決定すれば良いでしょうか。また、ＮＴＴ技術的条件＊の規定では「相手の端

末設備からの応答を自動的に確認する場合にあたっては、電気通信回線からの応答が確認できない場

合、呼設定メッージ送出終了後１分以内に呼切断用メッセージを送出するものであること」という条

件が盛り込まれており、両者の関係を明確にしてもらいたい。

　（＊：第１種電気通信事業者が郵政大臣の許可を得て、定めるもの）

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ １９９３年１１月１９日

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　　以下の２つの観点により回答します。

　（１）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１とＮＴＴ技術的条件の規定

　　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３１に準拠する国内任意標準として規定されて

おり、Ｔ３１０はユーザのオプションタイマとして規定されています。

　　一方、郵政省技術基準に基づくＮＴＴの技術的条件の規定は電話網／ＩＳＤＮ網に接続される端末

設備に必要となる技術的条件であり、かつ自動的に応答を確認する端末に適用される必須のタイマと

考えられます。

　　両者の関係は、ＩＳＤＮに関してはＴＴＣ標準の規定がＮＴＴの技術的条件の規定を包含する関係

にあり、ＴＴＣ標準に準拠する各種の網／端末は、各々の網／端末に適合するようにＴＴＣ標準の規

定の範囲内で適切なインプリメントを選択する必要があります。

　　ユーザ側でインプリメントするＴ３１０タイマの値については、以下の２通りの考え方があります。

　①網で値を規定し、（端末の種別毎でも良い）該当の網に接続される端末はすべてその値に従う。

　②網では範囲のみを規定し、値は端末毎に自由に選択させる。

　　ＴＴＣ標準では、Ｔ３１０のタイマ値は範囲のみ規定しているため、網の運用者が網固有の規定と

しての追加しない限り②の考え方に従うことになります。ＮＴＴの技術的条件規定は①に相当し、自

動的に応答を確認する端末に対してのみ応用待ち時間を６０秒以内と定めたものです。

　（２）タイマＴ３１０とＮＴＴの技術的条件で規定する応答待ち時間

　　タイマＴ３１０はＪＴ－Ｑ９３１において以下の通り規定されています。

　開始条件 ：「呼設定受付」（ＣＡＬＬ  ＰＲＯＣ）受信時

　正常停止条件 ：「呼出」（ALERT）、「応答」（CONN）、「切断」（DISC）、「経過表示」（PROG）

受信時

　　一方、ＮＴＴの技術的条件で規定している応答待ち時間は発呼から応答までとして規定されていま

す。両者の関係を図１に示します。
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　ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

図１　ＪＡＴＥ技術的条件とＪＴ－Ｑ９３１タイマの関係

＊

図１に示すように、ＪＡＴＥで規定する応答待ち時間とＪＴ－Ｑ９３１で規定するＴ３１０は同一ではありませんので、インプリメントの際には注意が必要です。

（＊：電気通信端末機器審査協会）
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ＩＡＭ
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５．ＩＳＤＮ端末の国際接続における留意事項

　ＩＳＤＮ端末の国際接続時に、各国の網事情及びＩＳＵＰのインプリメント状況も考慮すると、エンド・

ツー・エンドの端末接続性を確保するには、ユーザ・網インタフェースにおいて、国際接続特有のいくつ

かの留意事項がある。

　国際接続を考慮したＩＳＤＮ端末を設計・製造する上での参考となるように、これらの国際接続に関す

る留意事項を以下により明確化する。

5.1　５６kbit/s デジタル網との接続

　国際ＩＳＤＮは、情報転送速度６４Kbit/s を基本として構築されているが、既存の５６Kbit/s デジタル網

と相互接続される場合がある。この既存網に収容されている端末と通信する為には、ＩＳＤＮ端末設備に

ＪＴ－Ｖ１１０に基づく速度整合機能が必要である。

　この場合、ユーザ端末間の低位レイヤ整合性情報は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ｉに記述されるタ

イプⅢに属し、伝達能力情報要素（ＢＣ）に設定する必要がある。ＢＣの具体的なコーディング例を図 5-

1/JT-Q931 補遺に示す。

5.2　国際網間信号方式による制約

　国際網間№７信号方式は、ユーザ部としてＩＳＵＰの適用が前提となっているが、初期段階では、ＴＵ

Ｐが利用されることが想定される。この場合、全てのベアラサービスに対して、アクセス情報（高位レイ

ヤ整合性（ＨＬＣ）、低位レイヤ整合性（ＬＬＣ）、サブアドレス（ＳＡ）等）がトランスペアレントに

転送されない。

　また、ＴＵＰによって接続されたことが経過内容ＰＩ＝＃１として経過識別子情報要素を呼制御メッセー

ジ（ＳＥＴＵＰ、ＰＲＯＧ、ＡＬＥＲＴ）に含めて網からユーザへ送出されることにより示される（図 5-

2/JT-Q931 補遺参照) 。したがって、これらの対処として、アクセス情報がトランスぺアレントに転送され

ない場合でも端末側で呼を切断することなく通信を確立する必要があり、またＴＵＰとのインタワーク表

示の通知に関しては、非ＩＳＤＮ環境との相互接続処理機能の一部として端末側でサポートする必要があ

る。

　さらに、ＴＵＰにおける端末接続性を確保する為の端末選択手段として、複数加入者番号（ＭＳＮ）、

ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）付加サービスを端末側でサポートすることも望まれる。

5.3　データ通信呼における伝達能力情報要素

　国際網間№７信号方式のユーザ部としてＩＳＵＰが適用される場合においても、ＰＳＴＮからＩＳＤＮ

環境へインタワークする国際着信時に、モデム等を用いたデータ通信呼の呼設定メッセージ内の伝達能力

情報要素の情報転送能力が、国によっては「3.1KHz オーディオ」ではなく「音声」に設定される場合があ

る。したがって、Ｇ３ファクシミリ等では、ＨＬＣがなく情報転送能力が「音声」に設定されてきた場合

でも、着呼可能であることが望まれる。

5.4　ＪＴ－Ｘ３１ケースＡの手順

　ＪＴ－Ｘ３１におけるケースＡのアクセス手順によりパケット通信を行う為には、標準にも規定がある

ように、ＩＳＤＮ端末設備において低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）の送受信機能、すなわちＬＬＣ

の設定及びチェック機能を具備することが必要とされる。具体的なＢＣ及びＬＬＣのコーディング例を図

5-3/JT-Q931 補遺に示す。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ｵｸﾃｯﾄ

伝達能力

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

情報要素識別子

伝達能力内容長 ２

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ３

拡張 ITU-T/TTC 標準 非制限デジタル

１ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ４

拡張 回線交換モード ６４kbit/s

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ５

拡張 レイヤ１識別 TTC 標準速度整合 (JT-V110/JT-X30)

１ ０ ０ ０ １ １ １ １ ５ａ

拡張 同期 交渉 ５６kbit/s 勧告 V.6

図 5-1/JT-Q931 補遺　伝達能力情報要素のコーディング例
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端末 加入者交換設備 国際交換設備

ＳＥＴＵＰ

ＣＡＬＬ　ＰＲＯＣ

ＰＲＯＧ／ＡＬＥＲＴ
（ｐｉ＃１）

ＩＡＭ

ＡＣＭ＊

　ＴＵＰ

＊：インタワーク有

 (a)　国際発信時

端末 加入者交換設備 国際交換設備

ＳＥＴＵＰ（ｐｉ＃１）

ＩＡＭ＊ 　ＴＵＰ

＊：インタワーク有

(b)　国際着信時

（注）ＳＥＴＵＰ：呼設定
ＣＡＬＬ　ＰＲＯＣ：呼設定受付
ＰＲＯＧ：経過表示
ＡＬＥＲＴ：呼出
ＩＡＭ：アドレス信号（Initial Address Message）
ＡＣＭ：アドレス完了信号（Address Complete Message）

図 5-2/JT-Q931 補遺　国際発／着信時の加入者への表示（国際ＴＵＰ）
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　伝達能力情報要素

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ｵｸﾃｯﾄ

伝達能力

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

情報要素識別子

伝達能力内容長 ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ３

拡張 ITU-T/TTC 標準 非制限デジタル

１ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ４

拡張 回線交換モード ６４kbit/s

　低位レイヤ整合性情報要素

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ｵｸﾃｯﾄ

低位レイヤ整合性

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

情報要素識別子

低位レイヤ整合性内容長 ２

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ３

拡張 ITU-T/TTC 標準 非制限デジタル

１ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ４

拡張 回線交換モード ６４kbit/s

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ５

拡張 レイヤ１識別 ITU-T 標準速度整合 (JT-V110/JT-X30) （注）

１ ０ ０ ０ １ １ １ １ ５ａ

拡張 同期 交渉 ５６kbit/s 勧告 V.6 （注）

１ １ ０ ０ ０ １ １ ０ ６

拡張 レイヤ２識別 標準 JT-X25 リンクレベル

１ １ １ ０ ０ １ １ ０ ７

拡張 レイヤ３識別 標準 JT-X25 パケットレベル

（注）このオクテットは速度整合する場合のみ含まれる

図 5-3/JT-Q931 補遺　JT-X31 ケースＡ方式によるパケット網アクセス用コーディング例
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６．ＩＳＤＮでのＮＳＡＰ形式によるサブアドレスの使用方法

6.1　はじめに

　ＩＳＤＮのサブアドレスは、ＩＳＤＮ番号を補完する目的で使用されるものであり、端末選択のために

用いることができる。ＪＴ－Ｑ９３１では、サブアドレス種別として、ＮＳＡＰとユーザ特有の２種類を

規定しており、ＮＳＡＰを推奨している。

　ＮＳＡＰアドレスは、本来ＯＳＩ（開放型システム間相互接続）ネットワークサービスに使用されるも

のであるが、ＩＳＤＮではＯＳＩ端末以外の非ＯＳＩ端末（注）に対しても、ＮＳＡＰで指定されるフォー

マット、エンコーディング（ＮＳＡＰ形式）を利用し端末選択することを可能としている。

　本章では、サブアドレス種別としてのＮＳＡＰを非ＯＳＩ端末／ＯＳＩ端末へ適用する場合に、サブア

ドレスの内容をどの様に設定し使用するか、回線交換／パケット交換の通信モード別に明確化している。

なお、サブアドレス情報には発サブアドレスと着サブアドレスが有り、端末選択のためには通常、着サブ

アドレスが用いられる。発サブアドレスも同様の目的で着信側で使用される可能性があるので、着サブア

ドレスの場合と同様にＮＳＡＰによるフォーマット、エンコーディングが推奨される。

　サブアドレス種別としてのＮＳＡＰ以外のユーザ特有サブアドレスは、フォーマット、エンコーディン

グおよび利用目的についてユーザ同士の取り決めにより、そのユーザ同士に限定して用いることができる

ものであり、本章では言及しない。

（注）本章に記すＯＳＩ端末とは、ＯＳＩ参照モデル（通信に関連するシステムの機能を７つの層に階層

化し、それぞれの層が上位層に提供するサービスと各層の機能を定めた標準（ＩＳＯ７４９８、Ｉ

ＴＵ－Ｔ　Ｘ．２００））、およびそれに関連する標準プロトコルに適合する端末を称している。

適合しない端末を非ＯＳＩ端末と称している。

6.2　サブアドレス種別としてのＮＳＡＰアドレス

6.2.1　ＮＳＡＰアドレスとは

　ＮＳＡＰはＯＳＩで定義されたものであり、ＯＳＩネットワーク層（レイヤ３）がＯＳＩトランスポー

ト層（レイヤ４）に、ＯＳＩネットワークサービスを提供する為のサービスアクセス点である。ＯＳＩ基

本参照モデル及びＯＳＩネットワークサービス定義のＮＳＡＰアドレスの概要を以下に示す。

6.2.1.1　ＯＳＩ基本参照モデル

　ＯＳＩ基本参照モデル（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２００／ＩＳＯ７４９８）はＯＳＩ通信に関する枠組・概念

を示しており、通信に関連する機能を７つの層に分けて各層内での基本的な役割や層間の関連の基本原則

及び用語を定義している。このＯＳＩ基本参照モデルでは、下位に位置する層が上位に位置する層に提供

するサービスや上位に位置する層が下位に位置する層に要求するサービス等の層間の相互作用は、層の境

界にあるサービスアクセス点（ＳＡＰ）を通して実行するものと定義している。

　層と層の境界にはサービスの種類、数によって一つ以上のＳＡＰが必ず存在し、＜Ｎ＞ＳＡＰ（注）と

＜Ｎ－１＞ＳＡＰとの関連付けを＜Ｎ＞層の＜Ｎ＞エンティティが行う。

（図６－１参照）。
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図６－１／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　　＜Ｎ＞ＳＡＰと＜Ｎ－１＞ＳＡＰ間の関連付け

　（注）特定の層に限定せず一般的な層、ＳＡＰを示すとき＜Ｎ＞層、＜Ｎ＞ＳＡＰとして示す。

　＜Ｎ＞ＳＡＰを識別するために＜Ｎ＞ＳＡＰアドレス（又は＜Ｎ＞アドレス）を使用する。このアドレ

スは上位層のプロトコル、アプリケーションの選択やセキュリティ／管理の目的で＜Ｎ＞ＳＡＰを識別す

るために使用するものであり、ハードウェアの区別やプロトコルのパラメータ、クラス、サブセットの区

別及びトランスポート層以上のルーティング情報の獲得のために使用するものではない。

　ＯＳＩのネットワーク層は、その上位に位置するトランスポート層に対してＯＳＩネットワークサービ

スを提供する。トランスポート層とネットワーク層の相互作用はネットワーク・サービス・アクセス点（Ｎ

ＳＡＰ）を通して行われる。

　ＮＳＡＰアドレスは、ＮＳＡＰを識別するアドレスであり、ＯＳＩ環境において一意にＮＳＡＰを識別

する。

＜Ｎ＋１＞層

＜Ｎ＞層

＜Ｎ－１＞層

＜Ｎ＞ＳＡＰ

＜Ｎ＞エンティティ

＜Ｎ－１＞ＳＡＰ
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6.2.1.2　ＯＳＩネットワークサービス定義

　ＮＳＡＰアドレスのさらに詳細な定義が、ＯＳＩネットワークサービス定義（ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ．２１３

／ＩＳＯ８３４８ＡＤ２）の中に記述されている。

　これによると、システムが実際のサブネットワーク（例えば公衆網や私設網）に接続する点のアドレス

をサブネットワークアドレス又はサブネットワーク接続点（ＳＮＰＡ）アドレスと呼び（パケット交換網

の場合はＤＴＥ－ＤＣＥインタフェースを示すアドレス）、ＳＮＰＡとＮＳＡＰは異なるものである（図

６－２、６－３参照）。

図６－２／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　サブネットワークアドレス

図６－３／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＮＳＡＰアドレス

実エンド

システム

(OSI 端末)

実際の

サブネットワーク

(ex.公衆網）

サブネットワークアドレスが識別する

サブネットワーク接続点

ＮＳＡＰアドレスが
識別するＮＳＡＰ

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄﾚｲﾔ

ﾈｯﾄﾜｰｸﾚｲﾔ

DL ﾚｲﾔ

物理ﾚｲﾔ

ﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾋﾞｽ
ﾕｰｻﾞ

ﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾋﾞｽ
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

エンドシステムエンドシステム

中継システム

物　理　媒　体
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図６－４／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＮＳＡＰアドレスとＳＮＰＡアドレスの関係

　ＳＮＰＡアドレスはサブネットワーク自身がサブネットワーク内での継路選択、回線選択などのために

取り扱う情報である。即ち、図６－４の私設パケット網のＤＴＥアドレスα、βや、ＩＳＤＮ番号γ、δ

がＳＮＰＡに該当する。

　ＮＳＡＰアドレスＸ、Ｙは通信を行う相互を識別するものであり、ＮＳＡＰアドレスを用いてＯＳＩ環

境での継路選択、回線選択を行う。このため、ＮＳＡＰアドレスはＯＳＩ環境で唯一となるように付与す

る必要がある。

　ＮＳＡＰアドレスのＯＳＩ環境でのグローバルな唯一性を保証するため、グローバルなアドレス付与ド

メインを定義し、それを階層化された複数のドメイン／サブドメインに分割し各ドメイン／サブドメイン

毎にアドレス付与管理オーソリティがアドレスの割当て管理を行うことが規定されている（図６－５参照）。

ＮＳＡＰアドレス

ＳＮＰＡアドレス

ＮＳＡＰアドレス

δγβα

ＯＳＩ
エンド
　システム
Ｘ

ＯＳＩ
　中継
　システム

ＩＳＤＮ

ＯＳＩ
エンド
　システム
　　　　Ｙ

私設

パケット網
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図６－５／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ネットワークアドレス付与ドメインと階層化

　図６－５に示すＡ、Ｂ及びＣはグローバルなアドレス付与ドメインを階層化するときの最高位の（最初

の）サブドメインであり、ＮＳＡＰアドレスのＩＤＩ（Initial Domain Identifier）として既に割当て済である

（節 6.2.2 参照）。

　ＮＳＡＰアドレスの形式、意味、抽象構文、推奨符号化規則の要約を節 6.2.2 に示す。

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

Ｃ

２１

ｂ

ｂ

１

ｂ

２

ｂ

ｃ

ｃ

グローバル
ネットワークアドレス
付与ドメイン

ネットワークアドレス
付与ドメイン
（サブドメイン）

Ａ

ａ

１

：グローバルなアドレス付与
ドメインのサブアドレス

：ＡとＣのサブドメイン

：ｂのサブドメイン
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6.2.2　Ｘ．２１３／ＩＳＯ　８３４８　ＡＤ２　８章（ネットワークアドレス定義）の要約

6.2.2.1　ＮＳＡＰアドレスの構造

図６－６／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＮＳＡＰアドレスの構造

　①　ＩＤＰ（Initial Domain Part)

ネットワーク・アドレス付与・ドメインを識別する、ＩＤＰはＡＦＩとＩＤＩに分けられる。

　　 (a) 　ＡＦＩ（Authority and Format Identifier)

　ＩＤＩの形式、ＩＤＩの値を割り当てる機関、及びＤＳＰの抽象構文を規定する。

　　 (b) 　ＩＤＩ（Initial Domain Identifier)

　ネットワーク・アドレス付与・ドメイン、及びＤＳＰの値を割り当てる機関を規定する。

　②　ＤＳＰ（Domain Specific Part)

ＤＳＰの意味、構造は、ＩＤＩで識別される機関により、定義される。

6.2.2.2　ＡＦＩの抽象構文と割当て

　ＡＦＩは、２桁の１０進数で表示される。具体的な値の割当てを表６－１に示す。

　ＡＦＩの値により、ＩＤＩの形式とＤＳＰの抽象構文が決まる。

表６－１／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＡＦＩの抽象構文と割当て

DSP

ｼﾝﾀｸｽ

IDI

ﾌｫｰﾏｯﾄ

Decimal Binary

character

(ISO 646)

National

character

　X.121 36,52 37,53

　ISO DCC 38 39

　F.69 40,54 41,55

　E.163 42,56 43,57

　E.164 44,58 45,59

　ISO 6523-ICD 46 47

　Local 48 49 50 51

　注．ＡＦＩの値が２つある場合、小さい方はＩＤＩの、最初に意味を持つ数字が０でない場合（この場

合、ＩＤＩの先頭からパッドとして、０が使用される）に、また、大きい方はＩＤＩの最初に意味

を持つ数字が０の場合（この場合、ＩＤＩの先頭からパッドとして１が使用される）に、それぞれ

使用される。

ＮＳＡＰアドレス

ＩＤＰ ＤＳＰ

ＩＤＩＡＦＩ
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6.2.2.3　ＩＤＩの形式と割当て

　表６－１に示されるように、ＡＦＩの値によりＩＤＩのフォーマットが決定される。それぞれの抽象構

文と値の割当ては、表６－２のとおりである。

表６－２　／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＩＤＩの形式と割当て

IDI ﾌｫｰﾏｯﾄ 抽　象　シ　ン　タ　ク　ス ＩＤＩの値

X.121 X.121 で規定される値（ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ加入者番号） 最大 14 桁の 10 進数

ISO DCC ISO DCC で規定される値（国コード） ３桁の 10 進数

F.69 F.69 で規定される値（テレックス番号） 最大８桁の 10 進数

E.163 E.163 で規定される値（電話番号） 最大 12 桁の 10 進数

E.164 E.164 で規定される値（ＩＳＤＮ番号） 最大 15 桁の 10 進数

ISO 6523-ICD ISO 6523-ICD で規定される値（国際組織番号） 最大４桁の 10 進数

Local 使用しない：ＩＤＩ省略

6.2.2.4　ＤＳＰの抽象構文と割当て

　ＤＳＰのフォーマットや値は、ＩＤＩで識別されるアドレッシングオーソリティにより決定される。Ｄ

ＳＰの抽象構文には、１０進数、２進数、キャラクタ（ＩＳＯ　６４６）、各国文字があり、どれが使わ

れるかは、ＡＦＩの値によって決まる。

　 (a) 　２進数

ＤＳＰは、１つ以上最大長までの２進オクテットよりなる。

　 (b) 　１０進数

ＤＳＰは、もし存在するなら ＊ １つ以上最大長までの１０進数字よりなる。

　 (c) 　キャラクタ

ＤＳＰは、１つ以上最大長までのＩＳＯ　６４６　キャラクタよりなる。

　 (d) 　各国文字

ＤＳＰは、割当て機関により決定される、１つ以上最大長までの各国文字よりなる。

　　＊：ＡＦＩによりＤＳＰが、１０進構文と規定されている場合に限り、ＮＳＡＰアドレスとして、Ｄ

ＳＰを省略してもよい。他のＡＦＩの場合は、ＤＳＰは必須である。

　ＤＳＰの最大長を表６－３に示す。
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表６－３　／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＤＳＰの最大長

DSP

ｼﾝﾀｸｽ

IDI

ﾌｫｰﾏｯﾄ

Decimal

digits

Binary

octets

注２

ISO 646

character

National

character

　X.121 24 12

　ISO DCC 35 17

　F.69 30 15

　E.163 26 13

　E.164 23 11

　ISO 6523-ICD 34 17

　Local 38 19 19 ９　注１

　注１－２オクテットで１キャラクタの場合を仮定している。

　注２－ＤＳＰシンタクスがバイナリオクテットで表される場合のＤＳＰの最大長については、現在ＩＳ

Ｏ／ＩＴＵ－Ｔにおいて長くする方向で修正中である。本表では修正中の内容を盛り込んでいる。

6.2.2.5　ＮＳＡＰアドレスの推奨２進符号化方法

　ＮＳＡＰアドレスの抽象構文は、次のように規定されている（表６－４参照）。

ＡＦＩ：２桁の１０進数
ＩＤＩ：可変長の１０進数
ＤＳＰ：可変長の以下のどれか１つのシンタクス

２進オクテット
１０進数
キャラクタ
各国文字

　①　ＡＦＩ

ＡＦＩの２数字を２つのセミオクテットに表現する。

使用する値は、００００～１００１の範囲である。

　　例．

ＡＦＩ＝３６　 　ＡＦＩ ００１１ ０１１０

　②　ＩＤＩ

ＩＤＩの各々の１０進数字をセミオクテットに表現する。

使用する値は、００００～１００１の範囲である。

　ＩＤＩの値が、各ＩＤＩフォーマットで規定される最大長に満たない場合、アドレスとしての意味

をもたないパッドを用いて最大桁となるようにする。

パッドの使用方法は次のとおりである。

・パッドは、ＩＤＩに先行するように設定する。
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・ＩＤＩ値の最初に意味を持つ数字が０でない場合……パッド：‘０’を使用

ＩＤＩ値の最初に意味を持つ数字が０の場合…………パッド：‘１’を使用

（節 6.2.2.2　注を参照）

・パッドとして用いる‘０’，又は‘１’はセミオクテットごとに値００００又は０００１とし

て表現する。

　次にＩＤＩの最大長が奇数の場合、最終セミオクテットが半端となることから、後続するＤＳＰの

シンタクスが１０進数字でない場合（すなわち２進数字の場合）のみ最後にセミオクテット‘１１１

１’を追加して、オクテットの数を整数とする。

　③　ＤＳＰ

　 (a) 　１０進数シンタクス

　ＤＳＰの各々の１０進数字をセミオクテットに表現する。使用する値は、００００～１００１の

範囲である。また、必要ならばオクテット数が整数となるよう、最後にパッドとしてセミオクテッ

ト‘１１１１’を追加する。

　 (b) 　２進数シンタクス

　２進数シンタクスのＤＳＰを、そのまま２進オクテットに表示する。

　 (c) 　ＩＳＯ６４６（ＩＡ５）シンタクス

　ＩＳＯ６４６の文字コードを数値化し、３２を引いた残りの２桁の数をＢＣＤ２桁で符号化する。

（節 6.2.4 参照）

　 (d) 　各国文字シンタクス

　各国文字シンタクスのＤＳＰを含んだＮＳＡＰアドレスを付与する機関が決めた規則に従い、各

国文字を１又は２オクテットで符号化する。

表６－４／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＮＳＡＰアドレスのコーディング例

81-6-509-5369 (E.164：最大 15 桁）……ＩＤＩ＝先頭は０でない（ＡＦＩ＝45)

DSP=10110111 (シンタクスは、２進数字）

　　ＡＦＩ ０１００ ０１０１

　　　(45) 　０ 　０ 網かけ部

　０ 　０ PAD(0)

　０ 　８

　１ 　６

　５ 　０

　９ 　５

　３ 　６

　９ １１１１ ＰＡＤ

　ＤＳＰ １０１１ ０１１１
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6.2.3　ＩＳＤＮサブアドレスのＮＳＡＰ種別

6.2.3.1　問題点

　 (1) 　サブアドレス種別としてＮＳＡＰを用いた場合のサブアドレスの内容及びその解釈が関連する規

格及び勧告で明確になっていない。このためサブアドレスの内容をどのように設定し使用すれば良

いか不明である。

①　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３３「ＩＳＤＮにおける端末選択」（３章参照）の中にサブアドレスを

用いて着信端末を選択できることが記述されている。この中ではサブアドレス種別として何を使

うかについては記述していない。

②　ＪＴ－Ｑ９３１では、ＮＳＡＰ種別を使うことを推奨しているがこれは、ＮＳＡＰアドレスは

基本的なフォーマット、解釈方法、符号化規則が明確になっており、発信側／着信側の各々の端

末でサブアドレスを一意に解釈／照合できるので相互接続性が高まると考えられるためである。

しかし、サブアドレス種別としてＮＳＡＰを使う場合、前述のようにＮＳＡＰアドレスはＯＳ

Ｉのネットワーク・サービス・アクセス点を識別するものであり、ＮＳＡＰを持たない非ＯＳＩ

端末がどの様にＮＳＡＰアドレスを使えば良いのか明確になっていない。

③　ＯＳＩ端末は、ＯＳＩネットワークサービス／プロトコルでＮＳＡＰアドレスを運搬し使用す

ることが規定されており、ＯＳＩプロトコルで使用するＮＳＡＰアドレスとサブアドレスで使用

するＮＳＡＰアドレスとの関連について明確に記述したものがない。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３４

「ＩＳＤＮ番号／サブアドレスとＯＳＩ参照モデルのネットワーク層アドレスの関連についての

原則」にはＮＳＡＰアドレスをＩＳＤＮ番号、サブアドレスに対応づける方法が記述されている

が、ＩＳＤＮ番号／サブアドレスとＳＮＰＡの関係やサブアドレスとしてのＮＳＡＰアドレスの

使用方法は記述されていない。

　 (2) 　節 6.2.2 に示すＮＳＡＰアドレスのどの形式、抽象構文をインプリメントすれば良いか不明。関連

する規格、勧告では形式、抽象構文の選択基準が明確になっていない。

6.2.3.2　ＮＳＡＰ種別の解釈と使用方法

　サブアドレス種別としてＮＳＡＰを用いた場合のサブアドレスの内容と使用方法について、次の二つの

解釈が考えられる。

　①　サブアドレスの内容はＮＳＡＰアドレスそのものではなく、ＮＳＡＰアドレスで規定している形式

及び符号化規則を用いた端末識別・選択情報である。（以降「ＮＳＡＰ形式」という）

　②　ＯＳＩのＮＳＡＰアドレスそのものである。（以降「ＯＳＩのＮＳＡＰアドレス」という）

　以下に「ＮＳＡＰ形式」と解釈する場合と「ＯＳＩのＮＳＡＰアドレス」と解釈する場合について、使

用方法を示す。

　 (l) 　「ＮＳＡＰ形式」

　この形式は、ＮＳＡＰを持たない非ＯＳＩ端末の端末選択やサブアドレスを端末選択だけに使用

するＯＳＩ端末に適用できる。

　ＪＴ－Ｑ９３１で示すようにローカル形式のＩＤＩ（ＡＦＩフィールドをＢＣＤの５０に符号化）

を用いることを推奨する。
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　この場合、ＤＳＰとしてはＩＡ５キャラクタ（ＩＳＯ６４６）シンタックスの“０”～“９”の

数字だけを使用することとし、その符号化は最上位ビットを０パリティとするＩＴＵ－Ｔ（前ＣＣ

ＩＴＴ）勧告Ｔ．５０／ＩＳＯ６４６に従った符号化とする。

　　（注）ＤＳＰで使用されるＩＡ５キャラクタ（ＩＳＯ６４６）の符号化方法については、ＪＴ－Ｑ９

３１第ｎ版が準処したＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３１に不整合が存在していたためＴＴＣとしての結

論を保留していたが、その後ＩＴＵ－Ｔでの審議の進展によって、端末選択の目的に使用される

場合のＩＡ５キャラクタの使用範囲及び符号化方法が明確にされた。ここに示したＩＡ５キャラ

クタの使用方法は、ＩＴＵ－Ｔで明確にされた方法に準処したＪＴ－Ｑ９３１に基づいている。

　しかし、ＯＳＩ端末が、ローカル形式のＩＤＩを使用したＮＳＡＰアドレスを使用すること（唯

一性が保証されないため好ましい使いかたではない）やローカル以外のＩＤＩ形式を用いたＯＳＩ

のＮＳＡＰアドレスと同じ値をサブアドレスとして使用することを禁止するものではない。

　 (2) 　「ＯＳＩのＮＳＡＰアドレス」

　サブアドレスをＮＳＡＰアドレスとして解釈するＯＳＩ端末に適用できる。この場合、サブアド

レスの内容はＯＳＩのＮＳＡＰアドレスと同じであり、ＩＴＵ－Ｔ（前ＣＣＩＴＴ）勧告Ｘ．２１

３／ＩＳＯ８３４８ＡＤ２で定義された推奨２進符号化によって符号化する。

　ＮＳＡＰアドレスの形式としては、ローカル形式のＩＤＩ以外が推奨される。

　具体的な推奨形式・抽象構文を節 6.3 に示す。ユーザは端末におけるＮＳＡＰ種別の解釈方法を考慮し、

ユーザの責任において同一のＩＳＤＮ番号配下で、同一の内容のサブアドレスが存在しないように設定す

る必要がある。

　また、インプリメントに当たってもＮＳＡＰ種別の解釈方法と使用方法を考慮し、推奨形式・抽象構文

をサポートすることが望ましい。

6.3　サブアドレスの使用方法（サブアドレス種別＝ＮＳＡＰの場合）

6.3.1　回線交換モード

　本節では、ＩＳＤＮの回線交換モードにおけるサブアドレスの使用方法とその注意事項について述べる。

ＯＳＩのＮＳＡＰと、ＮＳＡＰ形式を使用した単なる端末選択のサブアドレスとの間の問題については、

前述したとおりである。

6.3.1.1　サブアドレスを端末選択に使用する場合

　サブアドレスを端末選択の目的として使用する場合は、節 6.2.3.2 に従いＮＳＡＰ形式のＡＦＩ＝５０（Ｉ

ＤＩフォーマット＝ローカル、ＤＳＰシンタックス＝ＩＳＯ６４６）の使用を推奨する。ＤＳＰで使用す

るＩＡ５キャラクタの範囲及び符号化方法の詳細は、節 8.2.3.2 に示す。

　なお、ＡＦＩ＝４８（ＩＤＩフォーマット＝ローカル、ＤＳＰシンタックス＝１０進）、ＡＦＩ＝４９

（ＩＤＩフォーマット＝ローカル、ＤＳＰシンタックス＝２進）、ＡＦＩ＝５１（ＩＤＩフォーマット＝

ローカル、ＤＳＰシンタックス＝国内文字）の使用も可能であるが、これらについては、発側、着側での

相互の了解が必要である。
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6.3.1.2　サブアドレスをＯＳＩのＮＳＡＰアドレスとして使用する場合

　サブアドレスをＯＳＩのＮＳＡＰアドレスとして使用する場合は、ＩＳＯ８３４８ＡＤ２に従った形式

を使用する。この場合は受信側が、ＩＳＯ８３４８ＡＤ２に従って全てのフォーマットを受信可能である

ことが望ましい。

　ＩＳＯ８３４８ＡＤ２については、節 6.2.2 に要約を示す。

6.3.2　パケット交換モード

　本節では、ＩＳＤＮのパケット交換モード（ケースＢ）におけるサブアドレスの使用方法とその注意事

項について述べる。ケースＡについては継続検討中である。

6.3.2.1　ＡＥＦからサブアドレスへの情報要素のマッピング

　標準ＪＴ－Ｘ３１のケースＢ（ＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスへのパケット交換形アクセス）

において着信通知がＪＴ－Ｑ９３１手順を用いて行われる場合、Ｘ．２５着呼（ＣＮ）パケット内のＤＴ

ＥファシリティであるＡＥＦ（起呼アドレス拡張ファシリティ・被呼アドレス拡張ファシリティ）は、Ｊ

Ｔ－Ｑ９３１呼設定（ＳＥＴＵＰ）メッセージの発サブアドレス情報要素・着サブアドレス情報要素にマッ

ピングされる。従って、発信側のＸ．２５パケット端末においては、発呼（ＣＲ）パケット内のＤＴＥファ

シリティであるＡＥＦに相手のサブアドレスをコーディングすることで、マッピングされたサブアドレス

を利用して着側のＩＳＤＮ側のパケット端末を選択する事が可能となる。Ｘ．２５のＡＥＦからＪＴ－Ｑ

９３１サブアドレスへのマッピングを図６－８に示す。

　この場合の問題点および注意事項を節 6.3.2.3 に述べる。

6.3.2.2　Ｘ．２５の勧告年度によるＡＥＦの相違とマッピングされたサブアドレスの特徴

　Ｘ．２５は、ＩＴＵ－Ｔで勧告された年度によりＡＥＦ（アドレス拡張ファシリティ）に関して以下の

ような相違がある。

　８０年度版(X.25(80)) …ＡＥＦの規定なし。

　８４年度版(X.25(84)) …ＡＥＦの規定は有るが、パラメータの第一オクテットのビット８、７は

‘００’固定である。符号化は、ＢＣＤとなる。

　８８年度版(X.25(88)) …ＡＥＦのアドレス形式をパラメータの第一オクテットのビット８、７により

ＮＳＡＰ（ビット８、７＝００）とその他（ビット８、７＝１０）で規定する。

　従って、パケット交換モードにおいてＡＥＦからマッピングされるサブアドレス情報要素は、一般的に

その端末が準拠する年度ごとに以下の特徴を有することとなる（注１）。

　Ｘ．２５（８０）に準拠した端末は、ＡＥＦを設定できないため、着側ＳＥＴＵＰメッセージにサブア

ドレスは入らない、すなわちＩＳＤＮ網内のＸ．２５端末をサブアドレスにより選択して接続することは

できない。

　Ｘ．２５（８４）に準拠した端末は、ＡＥＦを使用することができ、その符号化はＢＣＤを使用する。

ただし、Ｘ．２５（８４）の場合、ＡＥＦのパラメータの第一オクテットのビット８、７が‘００＝ＮＳ

ＡＰ’であるため、着側ＳＥＴＵＰメッセージにマッピングされるサブアドレス種別は必ずＮＳＡＰとな

る。

　Ｘ．２５（８８）に準拠した端末のＡＥＦからマッピングされたサブアドレス種別は、ＡＥＦのビット

８、７の値（ＮＳＡＰ＝００、その他＝１０）に応じてＮＳＡＰおよびユーザ特有（その他）となる（注

２）。

　Ｘ．２５（８８）に準拠した端末は、基本的にどの様な形式のＮＳＡＰでも設定できる。
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　（注１）ただし、Ｘ．２５のＡＥＦは、オプションであるため、Ｘ．２５（８４）およびＸ．２５（８

８）準拠の端末であってもＡＥＦをサポートしていない端末もある。

　（注２）網側がＸ．２５（８４）対応の場合、ＡＥＦのビット８、７の値を意識しない可能性がある。

この場合には発側がＸ．２５（８８）でＡＥＦのビット８、７＝１０（その他）であっても、

マッピングされた着側のサブアドレス種別はＮＳＡＰとなる。

6.3.2.3　サブアドレスを端末選択に使用する場合

　ここでは、サブアドレスを端末選択に使用する場合の注意事項を述べる。

　 (l) 　節 6.3.2.2 に記述した各年度毎のＸ．２５の特徴から、問題が予想されるのはＸ．２５（８４）端

末から発呼する場合と、Ｘ．２５（８８）端末がＡＥＦのビット８、７＝１０（その他）で発呼し

網側がＸ．２５（８４）対応の場合である。

　すなわち、上記の場合、発側で設定したＡＥＦは、着側ＳＥＴＵＰメッセージのサブアドレスに

ＮＳＡＰ種別としてマッピングされる。従って、発側Ｘ．２５（８４）端末がＡＥＦを自由にコー

ディングすると、着側ではＮＳＡＰ種別として内容を判定しようとするため混乱を起こす。このよ

うな混乱を起こさないためにも発側Ｘ．２５（８４）端末のＡＥＦは、ＩＳＯ８３４８ＡＤ２に従っ

て正しく設定すべきである。（推奨２進符号化を使用）（節 6.2.2.5 参照）

　Ｘ．２５（８４）では基本的にＢＣＤ符号を使用することからＩＤＩ＝ローカルでＤＳＰシンタッ

クスが１０進を示す“ＡＦＩ＝４８”がＸ．２５（８４）との親和性が一番良く適切であると考え

られる。この場合の、コーディング例を図６－９に示す。

　 (2) 　パケット交換モードにおけるＢＣＤ符号サブアドレスのパディングの問題は以下の①～③の理由

に起因する。

①　Ｘ．２５（８４）のＡＥＦは、パラメータの第一オクテットのビット８、７が“００”固定で

あるため、ＡＥＦからマッピングされたサブアドレス種別がＮＳＡＰとなること。

②　Ｘ．２５（８４）のＡＥＦはパディングが“００００”であり、サブアドレス種別がＮＳＡＰ

の場合のコーディング規則Ｘ．２１３／ＩＳＯ８３４８ＡＤ２のパディング“１１１１”と矛盾

していること。

③　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１サブアドレス情報要素の偶数／奇数表示はサブアドレス種別ユーザ

特有の場合のみ有効であること。

　すなわちＸ．２５（８４）端末から発信した場合、サブアドレス種別がＮＳＡＰとなり、さらに着サブ

アドレスの最後のセミオクテットがパディングの“００００”か１０進の“０”か識別ができない。前記

Ｘ．２５（８４）の“００００”パディングの問題を意識しないために、ＢＣＤ符号のサブアドレスを運

用する際には必ず偶数桁とすることを推奨する。また、誤接続を避けるためにも偶数桁の最後のセミオク

テットのアドレスに“０”を使用しない方が望ましい。

　前述の推奨方式は、サブアドレスの一つの運用方式であり、端末のインプリメントを規定するものでは

ない。奇数桁のサブアドレスを使用する形態での問題点と留意点を節 6.4.5 に記す。
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6.3.2.4　サブアドレスをＯＳＩのＮＳＡＰアドレスとして使用する場合

　パケット交換モードではＡＥＦに設定されたＯＳＩのＮＳＡＰアドレスが着側の呼設定 (SETUP)メッ

セージの着サブアドレス情報要素にそのままマッピングされる。ＯＳＩ端末の場合でも、ＡＥＦからマッ

ピングされたサブアドレスを着側で端末選択に使用することが可能である。しかしながら、この場合のサ

ブアドレスはＯＳＩのＮＳＡＰアドレス (節 6.2）でありＩＳＯ８３４８ＡＤ２に従って設定されるため各

種ＡＦＩが使用される。

Ｘ．２５着呼パケット（注１） ＪＴ－Ｑ９３１呼設定メッセージ

ＧＦＩ ＬＣＧＮ プロトコル識別子

ＬＣＮ ０   ０   ０   ０ 呼番号長

０   ０   ０   ０   １   ０   １   １ 呼番号

着呼パケット ０ ０   ０   ０ ０   １   ０   １

アドレスブロック 呼設定メッセージ

ファシリティ長

各種ファシリティ

各種情報要素

ＤＴＥファシリティマーカー

０   ０   ０   ０   ０   ０   ０   ０

０   ０   ０   ０   １   １   １   １ ０ １   １   ０ １   １   ０   １

１   １   ０   ０   １   ０   １   １ 発サブアドレス情報要素

起呼アドレス拡張ファシリティ サブアドレス内容長

ファシリティパラメータ長 １ 注３ 注 ０   ０   ０

注２ セミオクテット長 ４ 予備

注５ （サブアドレス情報）

（アドレス拡張ファシリティ）

各種情報要素

１   １   ０   ０   １   ０   ０   １ ０ １   １   １ ０   ０   ０   １

被呼アドレス拡張ファシリティ 着サブアドレス情報要素

ファシリティパラメータ長 着サブアドレス内容長

注２ セミオクテット長 １ 注３ 注

４

０   ０   ０

予備

注５

（アドレス拡張ファシリティ） （サブアドレス情報）

各種情報要素

　　図６－８／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　　Ｘ．２５着呼パケットの起呼／被呼アドレス拡張ファシリティか

らＪＴ－Ｑ９３１呼設定メッセージの発／着サブアドレス情報要

素へのマッピング

＝＝

＝＝

＝＝

＝ ＝

＝＝

＝ ＝

＝ ＝＝＝
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　（注１）発信側で送信した発呼パケットのＤＴＥファシリティの内容は、網によってマッピングされる

着呼パケットのＤＴＥファシリティにそのままコピーされる。

　（注２）Ｘ．２５（８８）では、ビット７、８は以下の規定に従う。

（但し、Ｘ．２５（８４）では、このフィールドはセミオクテット長の一部として定義されて

おり、その最大値が３２であるため、ビット７、８は固定的に「００」でコーディングされる。）

ビット　８　７　　拡張アドレス種別

０　０　　勧告Ｘ．２１３／ＩＳＯ　８３４８　ＡＤ２　に従う

１　０　　その他

　（注３）「サブアドレス種別」は、以下の規定に従う。

ビット　７　６　５　サブアドレス種別

０　０　０　ＮＳＡＰ（Ｘ．２１３／ＩＳＯ　８３４８　ＡＤ２）

０　１　０　ユーザ特有サブアドレス

「拡張アドレス種別」（注２）からのマッピングは、以下のように行われる。

拡張アドレス種別 サブアドレス種別

勧告 X.213/ISO8348AD2 に従う NSAP(X.213/ISO8348AD2)

その他 ユーザ特有サブアドレス

　（注４）「偶数／奇数表示」は、「サブアドレス種別」が「ユーザ特有サブアドレス」となる場合にお

いてのみ、以下の規定に従う。「サブアドレス種別」が「ＮＳＡＰ」となる場合は、本ビット

は意味を持たない。

ビット　４　偶数／奇数表示

０　アドレス信号の数が偶数

１　アドレス信号の数が奇数

「セミオクテット長」からのマッピングは、以下のように行われる（ユーザ特有サブアドレス

の時のみ）。

セミオクテット長 偶数／奇数表示

偶数の場合 アドレス信号の数が偶数

奇数の場合 アドレス信号の数が奇数

　（注５）マッピングは以下のように行われる。

アドレス拡張ファシリティ サブアドレス情報

各オクテット 各オクテット
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　例：ＤＳＰが１０進構文で内容‘１２３４５６’をＩＳＯ８３４８ＡＤ２の推奨２進符号化方式でコー

ディングする例

Ｘ．２５着呼パケット ＪＴ－Ｑ９３１呼設定メッセージ

被呼アドレス拡張ファシリティ 着サブアドレス情報要素

１ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ １ １ ０ ０ ０ １

ファシリティパラメータ長 着サブアドレス内容長

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

セミオクテット長 (NSAP) 予備

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

(AFI‘48’= ﾛｰｶﾙ Decimal) (AFI‘48’= ﾛｰｶﾙ Decimal)

０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０

(1) (2) (1) (2)

０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０

(3) (4) (3) (4)

０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ １ ０ ０

(5) (6) (5) (6)

０ １ ０ １ ０ １ １ ０ ０ １ ０ １ ０ １ １ ０

　　　図６－９／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　　Ｘ．２５被呼アドレス拡張ファシリティとＪＴ－Ｑ９３１着サ

ブアドレスのコーディング例

（注）本コーディング例は、Ｘ．２５（８４）およびＸ．２５（８８）のどちらの場合でも適用される。

6.4　ＩＳＤＮサブアドレス使用上・運用上の留意点

　本章では、Ｘ．２５ＤＴＥ（パケット端末）、ＯＳＩ端末、ＬＡＮ及び、ＰＢＸをＩＳＤＮに接続する

際のＩＳＤＮサブアドレス使用上の留意点及び、ＩＳＤＮサブアドレス運用についての留意点について述

べる。

6.4.1　Ｘ．２５ＤＴＥ（パケット端末）接続の留意点

　ここでは、ＩＳＤＮパケット・モード（ＪＴ－Ｘ３１ケースＢの着信通知を行う場合）を利用し、ＩＳ

ＤＮに接続された複数台のパケット・モードＩＳＤＮ端末または、パケットモードＴＡに接続されたＸ．

２５ＤＴＥ（パケット端末）に着信する場合のＩＳＤＮサブアドレスを用いた端末選択の留意点を述べる。

　接続形態として、ＩＳＤＮ端末及びＴＡ＋Ｘ．２５ＤＴＥのケース、および着側がＩＳＤＮ　Ｂチャネ

ルまたはＤチャネルの場合があるが、どちらのケースでも留意点は基本的に同様である。

　ＩＳＤＮパケット・モードでの着信端末選択の基本は、Ｘ．２５でのＡＥＦからマッピングされるＩＳ

ＤＮサブアドレスによるものであるが、ここではＸ．２５ＤＴＥでのＡＥＦサポートの有無により次のい

くつかのケースに分けてそれぞれの留意点を述べる。
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　・発側Ｘ．２５ＤＴＥでＡＥＦを設定し発信を行ない、ＡＥＦをサポートするＸ．２５ＤＴＥへ着信す

るケース

　・発側Ｘ．２５ＤＴＥでＡＥＦを設定し発信を行ない、ＡＥＦをサポートしないＸ．２５ＤＴＥへ着信

するケース

　・発側Ｘ．２５ＤＴＥでＡＥＦを設定しない（できない）で発信を行なうケース

　・ＡＥＦサポートのあるＸ．２５ＤＴＥと無いＸ．２５ＤＴＥが着側に混在するケース

　以下に述べる各々のケースは、図の左側Ｘ．２５ＤＴＥから、Ｘ．２５パケット網あるいは、パケット・

サポートＴＡ経由でＩＳＤＮに発信を行ない、右側ＩＳＤＮパッシブバス上に複数台接続されている、Ｉ

ＳＤＮパケット端末及び、パケット・サポートＴＡに接続されたＸ．２５ＤＴＥに着信する場合のケース

を想定している。

　発信側からは上記ケースによりＣＲ（発呼）パケット中にＡＥＦを設定する場合及び、設定しない（で

きない）場合、着信側ではＡＥＦをサポートするＸ．２５ＤＴＥが接続される場合及び、ＡＥＦをサポー

トしないＸ．２５ＤＴＥが接続される場合に分け、それぞれの組合せについての留意点を記述する。

6.4.1.1　発側Ｘ．２５ＤＴＥでＡＥＦを設定し発信を行ない、ＡＥＦをサポートするＸ．２５ＤＴＥへ着

信するケース

図６－１０／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＡＥＦ設定発信、ＡＥＦサポート端末への着信のケース

　発信側からＡＥＦを設定したＣＲ（発呼）パケットを送出するため、着信側ＩＳＤＮ　ＳＥＴＵＰメッ

セージ内にサブアドレスがマッピングされる。

　このためサブアドレスによりＴＡへの着信端末選択及びＸ．２５ＤＴＥへのＸ．２５レイヤ３の着信が

可能である。

　留意点：①　Ｘ．２５パケット網または、発信側Ｘ．２５ＤＴＥが ’８４年版準拠の場合、着信側ＩＳＤ

Ｎサブアドレス種別はＮＳＡＰとなる。このため、’８４年版準拠Ｘ．２５ＤＴＥで自由にＡ

ＥＦをコーディングし発信すると着信側ではＮＳＡＰ形式として内容を判別するため誤着信

をする可能性がある。これを避けるため、ＡＥＦをＮＳＡＰ形式としておくことが望まれる。

　また、Ｘ．２５パケット網が ’８８年版をサポートした場合、’８４年版との相互通信の互

換性を保持するためにもＡＥＦのコーディングはＮＳＡＰ形式を用いることが望ましい。

②　’８４年版Ｘ．２５ＤＴＥではＡＥＦのコーディングにＢＣＤを使用することから、ＮＳＡ

Ｐ形式でのローカルのＩＤＩのフォーマットで１０進数を表すＡＦＩ＝‘４８’とするのが

妥当であると考えられる。これらの詳細については、節 6.3.2 パケット交換モードを参照する

こと。

TA

TA

ISDN ﾊﾟｹｯﾄ端末

AEF
ｻﾎﾟｰﾄ
あり

NT1Ｘ.25 ﾊﾟｹｯﾄ網

発呼ﾊﾟｹｯﾄ SETUP ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽあり

AEF 付き
着呼ﾊﾟｹｯﾄ AEF 付き

DSUX.25 DTE

TA NT1

ISDN 網 X.25 DTE

X.25 DTE
X.25 DTE
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6.4.1.2　発側Ｘ．２５ＤＴＥでＡＥＦを設定し発信を行ない、ＡＥＦをサポートしないＸ．２５ＤＴＥへ

着信するケース

図６－１１／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＡＥＦ設定発信、ＡＥＦ非サポート端末への着信のケース

　発信側からＡＥＦを含んだＣＲ（発呼）パケットを送出するため、ＩＳＤＮ　ＳＥＴＵＰメッセージ内

にＩＳＤＮサブアドレスがマッピングされる。

　このためサブアドレスによりＩＳＤＮパッシブバス上のＴＡまでは着信端末選択が可能であるが、ＴＡ

に接続されたＸ．２５ＤＴＥでは、ＡＥＦをサポートしていないため、Ｘ．２５レイヤ３（パケットレイ

ヤ）での着信を通知するＣＮ（着呼）パケットに対しては、無効ＤＴＥファシリティ受信によりＸ．２５

レイヤ３での切断がなされ接続は不可能となる。

　留意点：①　ＴＡに接続されるＸ．２５ＤＴＥがＡＥＦをサポートしていない場合には、ＴＡでの着信

を行なわないようにＴＡの設定を行ないＸ．２５ＤＴＥのＡＥＦのサポート・レベルを合わ

せるよう留意する必要がある。

　尚、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３３（３章参照）では、ＩＳＤＮサブアドレスをサポートして

いない端末は、サブアドレスを含む呼に応答すべきでないとしている。

②　ＡＥＦをサポートしていないＸ．２５ＤＴＥを接続しているＴＡでＩＳＤＮサブアドレス

有りの着信を受ける場合、ＴＡとＸ．２５ＤＴＥの組合せでＩＳＤＮパケット端末、または、

ＡＥＦをサポートしているＸ．２５ＤＴＥと同様に、ＩＳＤＮサブアドレス及びＸ．２５Ｃ

Ｎパケット中のＡＥＦに対して対応可能な仕組みに留意する必要がある。

6.4.1.3　発側Ｘ．２５ＤＴＥでＡＥＦを設定しない（できない）で発信を行なうケース

図６－１２／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＡＥＦ非設定発信のケース
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　発信側からはＡＥＦ無しのＣＲ（発呼）パケットを送出するため、ＩＳＤＮ上のＳＥＴＵＰメッセージ

にサブアドレスが含まれない。このためＩＳＤＮサブアドレスにより着信端末が選択ができない。

　留意点：①　特定端末の着信ができないため、着信はパッシブ・バス上で早いもの勝ちとなる。

　従って、ＶＣ接続で着信する場合には次の点を留意する必要がある。

・着信は早いもの勝ちとし、任意の端末への着信を許す等の運用上での留意が必要。

・着信端末は１台のみに限り、残りの端末は発信専用とする。

これらの制約のため、８台の端末が自由に通信ができるというＩＳＤＮのメリットを全面

的に生かすことはできない。

6.4.1.4　ＡＥＦサポートのあるＸ．２５ＤＴＥと無いＸ．２５ＤＴＥが着側に混在するケース

図６－１３／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　着側ＡＥＦサポート、非サポート端末混在ケース

　発信側からＡＥＦを設定しないＸ．２５ＣＲ（発呼）パケットを送出した場合、ＩＳＤＮ上のＳＥＴＵ

Ｐメッセージにサブアドレスが含まれない。また、ＡＥＦを設定した場合には、ＩＳＤＮ　ＳＥＴＵＰメッ

セージ内にサブアドレスがマッピングされる。

　このため着信側ＩＳＤＮ　ＳＥＴＵＰメッセージ中にサブアドレスが有る場合と、無い場合で、ＡＥＦ

サポートの有る端末と無い端末での着信をどうするかを留意する必要がある。

　留意点：①　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３３では、ＩＳＤＮサブアドレスをサポートしていない端末は、サ

ブアドレスを含む呼に応答すべきでなく、また、ＩＳＤＮサブアドレスを含まない呼に対し

ては、どの端末も拒否すべきではないとしている。

　このため、上記の例のような場合は、ＩＳＤＮサブアドレスを含むＳＥＴＵＰメッセージ

の着信は、ＡＥＦをサポートしているＩＳＤＮパケット端末または、Ｘ．２５ＤＴＥで、か

つＡＥＦ／サブアドレスが一致する場合のみ行なうことが必要である。

　また、ＩＳＤＮサブアドレスを含まないＳＥＴＵＰメッセージによる着信は、全てのＴＡ

で着信することが可能であるが、この場合は、ＡＥＦをサポートするＸ．２５ＤＴＥに接続

されるＴＡは、着信をせず、ＡＥＦをサポートしないＸ．２５ＤＴＥのみが着信を行うよう

な運用上の留意により特定端末着信に対処することが可能である。これを行わないと、端末

選択ができないだけでなく正常な着信をも不可能にしてしまう。
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②　上記①に加え、ＡＥＦをサポートしないＸ．２５ＤＴＥを接続するＴＡは、ＩＳＤＮパッ

シブバス上に１台のみとする構成上の留意も必要である。

6.4.2　ＯＳＩ端末接続の留意点

　ＯＳＩ端末をＩＳＤＮ網に接続し通信する場合、 (l)回線交換モード接続、及び (2)パケット交換モード

接続による方法がある。ここでは、それぞれの接続形態での留意点を示す。

6.4.2.1　回線交換モード接続のケース

図６－１４／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＯＳＩ端末（回線交換モード）のケース

　上図左側ＯＳＩ端末から右側にあるＯＳＩ端末に発信を行なう場合、ＩＳＤＮ　Ｄチャネル上に送信す

るＳＥＴＵＰメッセージのサブアドレスに、ＯＳＩ端末で持つＮＳＡＰアドレス、あるいは、右側のＯＳ

Ｉ端末を選択する端末識別のためのサブアドレスを設定して発信を行う。

　このため、右側のＩＳＤＮの着信においては、ＩＳＤＮサブアドレスによりパッシブバス上に接続され

るＴＡ、あるいは、ＩＳＤＮに直接接続されるＯＳＩ端末への端末選択は可能である。

　ＩＳＤＮ　ＳＥＴＵＰメッセージによりＢチャネルの呼設定が完了した後、Ｂチャネル上でＯＳＩネッ

トワーク・レイヤのコネクション確立（Ｘ．２５レイヤ３：パケットによる呼設定）がＯＳＩ端末間で行

われる。この場合、発信側では着信側ＮＳＡＰアドレスをＡＥＦに設定したＣＲ（発呼）パケットを送信

し、そのパケットがそのまま着信側にＣＮ（着呼）パケットとして伝送される。

　留意点：①　ＩＳＤＮサブアドレスを端末選択用ＮＳＡＰ形式を用いる場合、ＡＦＩ＝５０（ＩＤＩフォー

マット＝ローカル、ＤＳＰシンタックス＝ＩＳＯ６４６）の使用を推奨しているため、着側

ではこの形式のＩＳＤＮサブアドレスの着信が可能となる必要がある。また、ＩＳＤＮサブ

アドレスをＯＳＩ　ＮＳＡＰアドレスとして用いる場合は、ＩＳＯ８３４８／ＡＤ２に従っ

た形式となるため、その形式でも着信が可能となるよう留意する必要がある。

②　ＩＳＤＮサブアドレスにＯＳＩでのＮＳＡＰアドレスを用いる場合、特定ＯＳＩ端末選択

は可能となる。着側でＴＡを使用している場合は、ＴＡに接続されるＯＳＩ端末内に存在す

る全てのＮＳＡＰアドレスをＴＡに設定しておく必要がある。

　また、同一の回線交換コネクション上にＯＳＩネットワーク・コネクションを多重化する

ためには、ＯＳＩ　ＮＳＡＰアドレス、ＩＳＤＮ番号、サブアドレスの関係に留意し、ＯＳ

Ｉ　ＮＳＡＰアドレスをＩＳＤＮサブアドレスに用いた呼設定を行うか否かの判断が必要で

ある。
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SETUP ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ(NSAP)
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③　ＩＳＤＮサブアドレスに、着側ＩＳＤＮ端末選択用のＯＳＩ　ＮＳＡＰアドレスと無関係

なＮＳＡＰ形式のＩＳＤＮサブアドレスを用いる場合、特定ＯＳＩ端末の選択は可能となる。

この場合、発側で宛先のＮＳＡＰアドレスを持つＯＳＩ端末が、どのＩＳＤＮ端末あるいは

ＴＡに接続されているのかを、発信側で認識しておく必要がある。

　また、同一の回線交換コネクション上にＯＳＩネットワーク・コネクションを多重化する

ためには、ＯＳＩ　ＮＳＡＰアドレスとＩＳＤＮ番号、サブアドレスの関係に留意し、端末

選択用のＮＳＡＰ形式のＩＳＤＮサブアドレスを用いた呼設定を行うか否かの判断が必要で

ある。

6.4.2.2　パケット・モード接続のケース

図６－１５／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＯＳＩ端末（パケット・モード）のケース

　上図左側のＯＳＩ－Ａ端末あるいは、ＯＳＩ－Ｂ端末からＸ．２５パケット網あるいは、パケット・サ

ポートＴＡ経由でＩＳＤＮに発信を行ない、ＩＳＤＮパッシブバス上にあるパケット・モードＴＡに接続

されているＯＳＩ－Ｃ端末（ＮＳＡＰ－２、及びＮＳＡＰ－３）あるいは、ＩＳＤＮ直接接続のＯＳＩ－

Ｄ端末（ＮＳＡＰ－４、及びＮＳＡＰ－５）に着信する形態の場合、発信側ではＣＲ（発呼）パケット中

のＡＥＦに宛先であるＮＳＡＰ－２、ＮＳＡＰ－３、ＮＳＡＰ－４またはＮＳＡＰ－５のＯＳＩ　ＮＳＡ

Ｐアドレスを設定し送信する。右の着側では、ＩＳＤＮ　ＳＥＴＵＰメッセージのサブアドレス中にＯＳ

Ｉ　ＮＳＡＰアドレスであるＮＳＡＰ－２、ＮＳＡＰ－３、ＮＳＡＰ－４またはＮＳＡＰ－５がＩＳＤＮ

サブアドレスにマッピングされる。

　このためサブアドレスにより着信端末を特定することは可能である。

　留意点：①　着信側でチェックするＩＳＤＮサブアドレスは、ＯＳＩ端末で使用するＮＳＡＰアドレス

が含まれる。従って、ＮＳＡＰアドレスは、ＩＳＯ８３４８／ＡＤ２に従って設定されるた

め、その形式に合わせて着信が可能となるようにしておく必要がある。

②　ＯＳＩ端末には、複数のＮＳＡＰアドレスが存在する可能性があるため、着信側では、着

信側ＯＳＩ端末内に存在する全てのＮＳＡＰアドレスを宛先とするＩＳＤＮサブアドレスに

対し、着信できる必要がある。
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6.4.3　ＬＡＮ接続時のサブアドレスに関して

　ＬＡＮには、イーサネットやトークンリングなどの１０Mbps クラスの支線系ＬＡＮから数百 Mbps の幹

線系ＬＡＮまで種々存在する。また、ＬＡＮの下位層から上位層プロトコルの標準化は、ＩＳＯ（ＯＳＩ）、

ＩＥＥＥ（８０２.ｘ）、ＡＮＳＩ（ＦＤＤＩ）、ＩＥＴＦ（ＴＣＰ／ＩＰ）などの各機関で行われており

種々存在する。

　一方、ＬＡＮ間接続にＩＳＤＮのような広域網を利用するケースが検討され、実用化が行われ始めてい

る。この様な、インターネットワーキングを行うルータの標準化作業が国際的にはＩＳＯ、ＡＮＳＩ、Ｉ

ＥＴＦ、さらに国内においては、ＴＴＣ、ＩＮＴＡＰ、ＨＡＴＳなどを中心に進められている。

　ＬＡＮ間接続にＩＳＤＮを利用する場合、サブアドレスは、着信側ＬＡＮ内に収容された端末の選択や

ルーティング等に利用できる可能性がある。しかしながら、このサブアドレスを実際のシステムでどの様

に使用するかは現在のところインプリメントマターである。すなわち、システムの運用形態や適用形態、

ＬＡＮの種類、ルータなどの機能、収容する端末の種類（非ＯＳＩ、ＯＳＩなど）によりサブアドレスを

使用する目的ならびに方法が種々考えられるためである。

　このようにＩＳＤＮにＬＡＮを接続する場合のサブアドレスの使用方法は、一義的に限定することが現

時点では難しい。従って、本補遺ではＬＡＮ接続時のサブアドレスに関する検討は保留とし、ＬＡＮ間接

続の国内および国際標準化の進捗に合わせて検討を進めることとする。

（追記）　ＪＴ－Ｘ３１補遺のＱ＆Ａ「ＩＳＤＮにおける端末選択とＸ．２５パケット通信における端末

選択」において、ＴＡの配下にＬＡＮを介して複数の端末が収容されている場合の端末選択につ

いてのＡＮＳＷＥＲが掲載されている。ここでは、ＪＴ－Ｑ９３１の着ＳＥＴＵＰメッセージ中

のサブアドレスにマッピングされたＸ．２５の拡張アドレスを利用した端末選択方法の一例が記

述されている。

6.4.4　ＰＢＸ接続時の留意点

　ＰＢＸは網終端装置２（ＮＴ２）に位置付けられ、交換や集線の機能を持っている。ＩＳＤＮからＰＢ

Ｘに着信した場合、ＰＢＸが内線を選択する方法として、

　①　着サブアドレスにより内線を選択

　②　着番号（ＤＤＩ、ＭＳＮ）により内線を選択

　③　その他

　の方法がある。どの方法で内線を選択するかはＰＢＸのインプリメントによるため、ＰＢＸ内の内線に

着信させたい時、発信者はそのＰＢＸが採用している方法をあらかじめ知っておく必要がある。

　ここでは、ＰＢＸが着サブアドレスにより内線を選択する場合について、サブアドレス使用上の注意点

について述べる。

6.4.4.1　サブアドレスのコーディング

　ＰＢＸが内線選択にサブアドレスを使用する場合も、ＰＢＸは、節 6.3 サブアドレスの使用方法の節 6.3.1

回線交換モード、節 6.3.2 パケット交換モードで推奨したＡＦＩ値を解釈できるようにすべきである。それ

以外のＡＦＩ値を解釈するかどうかは、ＰＢＸのインプリメントによる。

　ＰＢＸが解釈できないコーディング方法によって着サブアドレスがコーディングされている場合、ＰＢ

Ｘは内線を選択できない。この時にＰＢＸがとる動作は、ＰＢＸのインプリメントによる。

　発信者は、推奨したＡＦＩ値以外を使用する場合には、相手のＰＢＸがそのＡＦＩ値を解釈できるかど

うかを確認した上で発信する必要がある。
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6.4.4.2　ＰＢＸによるサブアドレス内容の変換

　回線交換モードにおいて、ＰＢＸが着サブアドレスを内線選択に使用し、ＰＢＸに収容されたＩＳＤＮ

内線（ＴＡ）がさらに着サブアドレスで端末を選択するようなケースでは、ＩＳＤＮ内線（ＴＡ）に対し

て、発信者が設定した着サブアドレスがそのまま転送されないことがある。着サブアドレスを変換するか

しないかや変換の方法については、ＰＢＸのインプリメントによる。

　変換方法の一例として、ＰＢＸが「内線番号＋端末選択番号」で着サブアドレスを受信した場合、ＩＳ

ＤＮ内線（ＴＡ）には「端末選択番号」のみを送るといった方法が考えられる。この場合ＰＢＸの使用者

は、その端末に外線から着信させるために、その端末のサブアドレスは「内線番号＋端末選択番号」であ

ることを相手に知らせておく必要がある。

　パケット交換モードにおいては、ＰＢＸがサブアドレス内容の変換を行うには注意を要する。それは、

節 6.3.2 で述べたようにＸ．２５着呼（ＣＮ）パケット内のＡＥＦ（起呼／被呼アドレス拡張ファシリティ）

がＪＴ－Ｑ９３１呼設定（ＳＥＴＵＰ）メッセージの発／着サブアドレス情報要素にマッピングされるた

めである。着側のパケット端末に届く着サブアドレスだけをＰＢＸが変換してしまうと、Ｘ．２５着呼パ

ケット内のＡＥＦと不一致になるため、不都合が生じる場合がある。

6.4.5　ＢＣＤ符号サブアドレスの運用形態による問題点と留意点（パケットモードの場合）

　ＢＣＤ符号を使用する場合のサブアドレスの推奨運用方式を節 6.3.2.3 に記述している。この推奨運用方

式以外の形態として以下の２種の運用形態が考えられる。これらは、奇数桁のサブアドレスを使用する形

態である。 (l)は、奇数桁での問題点を、また (2)は偶数桁と混在させて運用した場合の問題点と留意点を

記述している。

　 (l) 　奇数桁のみのサブアドレスで運用する形態

図６－１６／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　着側にサブアドレスｎ（奇数桁）とｍ（奇数桁）の

端末が接続されている場合

TA

ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ“1111”が挿入される。

ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ“0000”が挿入される。

SETUP ﾒｯｾｰｼﾞ
ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ=n“F”AEF=n で発信

X.25(88)対応

AEF=n で発信
ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ=n

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ=mX.25(84)対応

X.25
DTE

TA NT1

ISDN 網ﾊﾟｹｯﾄ網 X.25
DTE

X.25
DTE

SETUP ﾒｯｾｰｼﾞ
ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ=n“0” TA X.25

DTE

DSU NT1
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〔問題点〕

　　着側の端末（ＴＡ）が奇数桁のＢＣＤ符号サブアドレスのパディングをどの様に扱うかはインプリメ

ントマターである。そのチェック方式として以下の３種が考えられる。

①　桁数分の内容一致＋最終セミオクテットがパディング“１１１１”（Ｆ）かチェック。

②　桁数分の内容一致＋最終セミオクテットがパディング“１１１１”または“００００”かチェッ

ク。

③　桁数分の内容一致＋パディングはチェックしない。

　　①は、上図Ｘ．２５（８４）からの着信サブアドレス＝ｎ“０”を受付けない。②、③は、上図の着

信サブアドレス＝ｎ“０”ならびにｎ“Ｆ”どちらも受付ける。ただし②、③は、発側がＡＥＦを誤っ

て設定して発信した場合の誤接続が考えられる。例えば②の場合、発側がＡＥＦ＝ｎ０で発信した場合、

着側サブアドレスｎの端末が応答する。

　 (2) 　偶数桁と奇数桁のサブアドレスを混在させた形態

図６－１７／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　着側にサブアドレスｎ０（偶数桁）とｎ（奇数桁）の

端末が接続されている場合

〔問題点〕

　　上図のようにＸ．２５（８４）がＡＥＦ＝ｎで発信した場合、パディング“００００”のために、着

側ＳＥＴＵＰのサブアドレスが、ＡＥＦ＝ｎ０で発信した場合と同一となる。

〔留意点〕

以下の点に留意してサブアドレスを設定する必要がある。

①　ｎの値を異ならせる。

②　偶数桁の最後に“０”を使用しない。

　Ｘ．２５（８４）のパディングが“００００”であるため、奇数桁のＢＣＤ符号サブアドレスを使用す

ると上述したような問題がある。したがって、パケット交換モードにおいてＢＣＤ符号サブアドレスを使

用する場合は偶数桁で運用することを推奨している。

７．ユーザシグナリングベアラサービスの使用方法

　ユーザシグナリングベアラサービスは、呼と独立に、Ｄチャネルの信号で、ユーザ情報を交換するベア

ラサービスである。サービス定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２３２．３で表現され（現在検討中）、ユーザ・

網インタフェース信号手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１　７章に規定される。アプリケーションとして

ユーザ・ユーザ情報転送付加サービスと同様の場合、使用方法については、ＪＴ－Ｑ９５７補遺を参照の

こと。

SETUP ﾒｯｾｰｼﾞ
ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ=n0

TA

ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ“0000”が挿入される。

AEF=n0 で発信

AEF=n で発信
ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ=n0

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ=nX.25(84)対応

X.25
DTE

TA NT1

ISDN 網ﾊﾟｹﾂﾄ網 X.25
DTE

X.25
DTE

SETUP ﾒｯｾｰｼﾞ
ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ=n“0” TA X.25

DTE

DSU NT1
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８．ＩＳＤＮ網におけるＶ１１０速度整合使用時のガイドライン

　　（標準ＪＴ－Ｑ９３１改版による問題）

　ＩＴＵ－Ｔの第ＸＩ研究会期の成果として勧告Ｑ．９３１が改版され、それに伴いＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ

９３１も改訂され第６版が出版されました。改訂された標準第６版は、第５版に準拠し設計、製造された

端末、ネットワークとの互換性は十分に確保されていますが、標準ＪＴ－Ｖ１１０に従った端末、ターミ

ナルアダプタ（ＴＡ）等は、標準第５版に誤りがあり第６版で訂正したため、第５版に従った端末と第６

版に従った端末間では相互接続ができないケースがあります。

　本資料では、標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版に従いＶ１１０速度整合機能を含む端末等の設計、製造、利用

を行う際に予想される問題点を具体的に示し、対策のための案を示しています。出荷されている端末の台

数、ユーザの使用条件等によりいくつかの対策案が考えられますので、各々のケースに合わせた最適な対

策を選択し、移行作業は十分慎重に行われる必要があります。

　この問題に対する対処は、全ての端末の使用条件を考慮したユニークなものは存在せず、いくつかの対

処案の組み合わせを含めて最適なものを選択する必要があります。また、本資料に示す対処は国内の端末

のみ実施されるため、国際接続等で海外端末との接続時には有効ではありません。

8.1　問題の内容

　伝達能力情報要素、低位レイヤ整合性情報要素のオクテット５ｃに含まれるデータビット数が、ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版では「パリティビットを含むデータビット数」となっていましたが、ＩＴＵ－

Ｔ勧告では「Number of data bits excluding parity bit if present」で不一致となっていました。この不一致は８

８年版ＩＴＵ－Ｔ勧告出版時（ＴＴＣ標準第３版）より存在していたため、現在国内で製品化され出荷さ

れている製品の大部分はＴＴＣ標準第５版に準拠しており、ＩＴＵ－Ｔ勧告準拠の端末との相互接続にて

問題が発生します。ＴＴＣではこの問題について以下の理由により今回の改版にてＩＴＵ－Ｔ勧告に従い

修正することとしました。

　①　ＴＴＣ標準はＩＴＵ－Ｔ勧告準拠を前提としている。

　②　標準ＪＴ－Ｑ９３３、標準ＪＴ－Ｖ１２０の記述はＩＴＵ－Ｔ勧告と一致しており、第５版のまま

では標準間で不整合が生じる。

　③　今後低位レイヤ整合性情報を用いた国際接続や、ＩＴＵ－Ｔ勧告準拠の端末が国内市場に導入され

た場合、接続できないという問題が生じる。

　なお伝達能力情報要素のオクテット５ｃは現時点でサポートするネットワークは存在しないため、以下

は低位レイヤ整合性情報要素を使用する場合についてのみ記述します。

8.2　問題の発生

　標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版では、以下の条件でＶ１１０をインプリメントし低位レイヤ整合情報要素に

て端末間の相互接続性の確認を行っている、または行う機能のある端末に影響があります。

①　非同期モードの５ビット奇数パリティ

②　非同期モードの５ビット偶数パリティ

③　非同期モードの７ビット奇数パリティ

④　非同期モードの７ビット偶数パリティ

⑤　非同期モードの８ビット奇数パリティ

⑥　非同期モードの８ビット偶数パリティ
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　（注）５ビット奇数パリティ、５ビット偶数パリティ、８ビット奇数パリティ数、８ビット偶数パリティ

は、標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版では低位レイヤ整合情報要素を適切にコーディングすることがで

きません。

　これらの条件の端末が同一条件のＩＴＵ－Ｔ勧告準処端末と通信しようとした場合、オクテット５ｃの

コーディングが異なるため、着信の呼設定メッセージ受信時に、受信端末にて低位レイヤ整合性情報要素

をチェックした場合、着信呼は端末の属性と不一致と判断され、理由表示＃８８“端末属性不一致”を伴

う解放完了メッセージにて切断されるか、無視されます。後者の場合、ネットワークでは理由表示＃１８

“着ユーザレスポンスなし”を用いて呼の切断復旧を行いますので、発側の端末には理由表示＃１８また

は理由表示＃８８を含む切断メッセージが通知され、呼が切断されます。

　また、あるケースでは低位レイヤ整合性情報要素の内容が誤って認識され、異なる条件の端末の呼が整

合性があると判断され、端末の作りによるＢチャネル接続後、理由表示＃１６“正常切断”を用いて呼の

切断復旧が行われる場合もあります。

8.3　ＴＴＣ標準改訂版の移行方法

　標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版に準拠した端末と標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版（ＩＴＵ－Ｔ勧告）に準拠した

端末がフィールドで混在した場合、２項の問題が発生し混乱が生じる可能性があります。本節では以下に

示す前提で移行のための方法の一例を示します。

〔前提条件〕

　　①　既存の端末は標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版に準拠している。

　　②　今後標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版に準拠した端末が設計、製造される。

　　③　低位レイヤ整合性情報要素はタイプⅠの情報要素として定義されている（標準ＪＴ－Ｑ９３１第

６版　付属資料Ⅰ参照）のため、ネットワークでは対処できない。

　 (1) 　低位レイヤ整合性情報要素のオクテット５ｃのコーディングを、標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版に準

拠、標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版に準拠の各々のケースについて表１に示します。
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表１　低位レイヤ整合性情報要素のオクテット５ｃのコーディング

ＴＴＣ標準第５版 ＴＴＣ標準第６版

７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ｽﾄｯﾌﾟ

ﾋﾞｯﾄ数

ﾃﾞｰﾀ

ﾋﾞｯﾄ数

ﾊﾟﾘﾃｨ情報 ｽﾄｯﾌﾟ

ﾋﾞｯﾄ数

ﾃﾞｰﾀ

ﾋﾞｯﾄ数

ﾊﾟﾘﾃｨ情報

5 ﾋﾞｯﾄﾊﾟﾘﾃｨなし × × ０ １ ０ １ １ × × ０ １ ０ １ １

5 ﾋﾞｯﾄ奇数ﾊﾟﾘﾃｨ コーディング不可 × × ０ １ ０ ０ ０

5 ﾋﾞｯﾄ偶数ﾊﾟﾘﾃｨ コーディング不可 × × ０ １ ０ １ ０

7 ﾋﾞｯﾄﾊﾟﾘﾃｨなし × × １ ０ ０ １ １ × × １ ０ ０ １ １

7 ﾋﾞｯﾄ奇数ﾊﾟﾘﾃｨ × × １ １ ０ ０ ０ × × １ ０ ０ ０ ０

7 ﾋﾞｯﾄ偶数ﾊﾟﾘﾃｨ × × １ １ ０ １ ０ × × １ ０ ０ １ ０

8 ﾋﾞｯﾄﾊﾟﾘﾃｨなし × × １ １ ０ １ １ × × １ １ ０ １ １

8 ﾋﾞｯﾄ奇数ﾊﾟﾘﾃｨ コーディング不可 × × １ １ ０ ０ ０

8 ﾋﾞｯﾄ偶数ﾊﾟﾘﾃｨ コーディング不可 × × １ １ ０ １ ０

ストップビット数 データビット数 パリティ情報

００　未使用 ００　未使用 ０００　奇数
０１　１ビット ０１　５ビット ０１０　偶数
１０　１．５ビット １０　７ビット ０１１　無
１１　２ビット １１　８ビット １００　０に強制指定

１０１　１に強制指定

上記以外　予約済
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　 (2) 　標準ＪＴ－Ｑ９３１第６版と標準ＪＴ－Ｑ９３１第５版の相互接続性を表２に示します。

表２　新旧標準の相互接続

通信モード 発信端末 着信端末 問題の有無

５ビットパリティなし 新 旧 問題なし

旧 新 問題なし

５ビット奇数パリティ 新 旧 接続不可（＊３）

旧 新 インプリしていない

５ビット偶数パリティ 新 旧 接続不可（＊３）

旧 新 インプリしていない

７ビットパリティなし 新 旧 問題なし

旧 新 問題なし

７ビット奇数パリティ 新 旧 接続不可（＊１）

旧 新 接続不可（＊２）

７ビット偶数パリティ 新 旧 接続不可（＊１）

旧 新 接続不可（＊２）

８ビットパリティなし 新 旧 問題なし

旧 新 問題なし

８ビット奇数パリティ 新 旧 接続不可（＊３）

旧 新 インプリしていない

８ビット偶数パリティ 新 旧 接続不可（＊３）

旧 新 インプリしていない

　 (3) 　表２における接続不可の各々のケースにたいする対処例を以下に示します。

　　（＊１）のケース

方法１　新標準端末の機能として、理由表示＃８８および理由表示＃１８で切断された場合は、

旧標準準処のコーディングにて再発呼する。

方法２　新標準端末の機能として、スイッチによる新／旧標準の設定を可能とする。ただし、こ

の方法は予め着側端末の準拠する標準が知りえるケースでのみ有効です。

　　（＊２）のケース

　新標準端末の機能として、新標準／旧標準の両方のコーディングを受信可能とする。ただし、

この方法は新標準に従う８ビット奇数パリティ、８ビット偶数パリティを各々７ビット奇数パリ

ティ、７ビット偶数パリティとして誤って認識する欠点があります。

　　（＊３）のケース

　このケースは旧標準で適切なコディングは存在しないため、旧標準とのインタワーキングはで

きません。
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　 (4) 　着側インタフェースに新標準／旧標準の端末が混在する場合で、予め着側端末の属性が発側端末

に切りかえる場合は、ダイレクトダイヤルイン、複数加入着番号、サブアドレス等の不可サービス

の利用が有効な場合もあります。

　実際のフィールドにおいては、端末の使用条件はケースバイケースで異なります。本資料を参考に各々

のケースについて適当な対策を選択して下さい。

９．ＩＳＤＮ端末のＰＨＳ（＊）相互接続における留意事項

　ＰＨＳ網は情報転送速度３２ｋｂｉｔ／ｓのデジタル網として構築されてるため、ＩＳＤＮ端末とＰＨ

Ｓ端末接続時のエンド・エンドの端末接続性を確保するために、ユーザ・網インターフェイスにおいて、

ＰＨＳ相互接続特有のいくつかの留意事項がある。

ＰＨＳ相互接続を考慮したＩＳＤＮ端末を設計・製造する上での参考となるように、ＰＨＳ相互接続に関

する留意事項を以下に示す。

ＰＨＳとの非制限デジタル通信における相互接続概要を、図９－１／ＪＴ－Ｑ９３１補遺に示す。

（＊）ＰＨＳとは電波産業会（ＡＲＩＢ）が制定する「第二世代コードレス電話システムの無線区間イン

タフェース（ＳＴＤ－２８）」を用いる第二世代コードレス電話システムのことを指す。

9.1　非制限ディジタル通信（ＪＴ－Ｉ４６０速度整合の場合）

　情報転送速度が３２ｋｂｉｔ／ｓとして構築されているＰＨＳ網と６４ｋｂｉｔ／ｓのＩＳＤＮ網の相

互接続において、簡易型携帯電話システム公衆網基地局でＪＴ－Ｉ４６０による速度整合を行うことによ

り、３２ｋｂｉｔ／ｓの非制限ディジタルのベアラ通信が提供される。

３２ｋｂｉｔ／Ｓ非制限ディジタル通信であることを基地局か識別できるように、伝達能力情報要素（Ｂ

Ｃ）の設定を以下の通り行う。１オクテット５のレイヤ１プロトコルに“ＴＴＣ標準速度整合（ＪＴ－Ｖ

１１０／ＪＴ－Ｘ３０）”（コード値：00001）を設定する。１オクテット５ａのユーザ速度にインタワー

クを行うＰＨＳ網の速度である、“３２ｋｂｉｔ／Ｓ（ＪＴ－Ｉ４６０）”（コード値：01100）を設定す

る。

上記組み合わせが設定されたＢＣを受信した基地局は,６４ｋｂｉｔ／ｓと３２ｋｂｉｔ／ｓの速度整合を

標準ＪＴ－Ｉ４６０に従い行う。

伝達能力情報要素(ＢＣ)の具体的なコーディング例を、表９－１／ＪＴ－Ｑ９３１補遺に示す。

9.2　非制限ディジタル通信（ＪＴ－Ｖ１１０／Ｘ３０の場合）

　伝達能力情報要素（ＢＣ）、低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）の設定は、ＪＴ－Ｑ９３９のコーディ

ング例で示される通りとする。
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9.3　不整合伝達能力に対する理由表示

　ＩＳＤＮからＰＨＳ網に対し不整合伝達能力（例：６４ｋｂｉｔ／ｓ非制限ディジタル通信）が要求さ

れた発呼において、相手端末が圏外の場合は理由表示＃２０“加入者不在”、また相手端末が在圏する場

合は理由表示＃６５“未提供伝達能力指定”を含む「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージで呼が

切断されることになる。

9.4　ＩＴＵ－Ｔにおける国際基準への対応

　９．１節に示した伝達能力情報要素の設定は、ＪＴ－Ｖ１１０が８,１６,３２ｋｂｉｔ／ｓの速度整合に

関してはＪＴ－Ｉ４６０による速度整合を包含していると言う解釈に基づくものであり、今後この使用法

の明確化をＩＴＵ－Ｔへ提案していく。
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ＪＴ－Ｉ４６０速度整合による通信の場合

ＪＴ－Ｖ１１０手順による通信の場合

図９－１／ＪＴ－Ｑ９３１補遺　ＰＨＳとの非制限ディジタル通信相互接続　概要図
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【発端末からの要求】

［伝達能力情報要素コーディング］

オクテット 情報要素フィールド フィールド値

３ コーディング標準 ITU‐T 勧告および ITU‐T 勧告の準拠する

TTC 標準

情報転送能力 非制限ディジタル情報

４ 転送モード 回線交換モード

情報転送速度 ６４kbit/s

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ＴＴＣ標準速度整合（JT‐V110/JT‐X30）

同期／非同期 同期

５ａ インバンド交渉 （ＴＡの能力に従い設定）

ユーザ速度 ３２kbit/s（ＪＴ－Ｉ４６０）

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ―

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ―

【着端末での整合性】

［伝達能力情報要素コーディング］

オクテット 情報要素フィールド フィールド値

３ コーディング標準 ITU‐T 勧告および ITU‐T 勧告の準拠する

TTC 標準

情報転送能力 非制限ディジタル情報

４ 転送モード 回線交換モード

情報転送速度 ６４kbit/s

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ＴＴＣ標準速度整合（JT‐V110/JT‐X30）

同期／非同期 同期

５ａ インバンド交渉 （ＴＡの能力に従い設定）

ユーザ速度 ３２kbit/s（ＪＴ－Ｉ４６０）

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ―

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ―

表９-１/ＪＴ-Ｑ９３１補遺　伝達能力情報要素のコーディング例

（ＪＴ－Ｉ４６０速度整合による通信の場合）
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